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第 5 回（2015 年度）社会思想史学会研究奨励賞の公示

　受賞論文（『社会思想史研究』第 39 号掲載順）

　　斎藤拓也
　　　「民主政のパラドクスとカントの共和制概念」

　　西村木綿
　　　「民族の「自決」とは何か──ユダヤ人「ブンド」の問いをめぐって」

〈選考経過〉

　2015 年 9 月刊行の『社会思想史研究』第 39 号の公募論文には 22 篇の応募があっ

たが、最終審査を経て掲載に至ったのは 9 篇であった。規定上、このうち 7 篇が奨

励賞の対象となった。編集委員会の合議によって慎重に審査した結果、上記の二名

を奨励賞に推薦すると決定した。いずれも複数の審査員によって極めて高い評価を

与えられていたが、改訂要求に真摯に対応された結果、散見されていた不備が一掃

された。

　斎藤論文は、カントによる共和制概念の思想史的位置を考察した。ルソーの人民

主権論を継承しながら、その限界を乗り越えるカントの論理と思想的文脈が明確に

説明された。つまり「根源的契約」の理念を中心に、統治の代表制（立法と執行の

分離）と立法の代表制（代議制）という規範的な共和制の必要性が浮かび上がった。

人間という有限な理性的存在と民主政を、どう両立させるかという近代の普遍的な

問題関心に基づいている。

　西村論文は、ブンド（レーニンと対峙したユダヤ系団体）の「文化的民族自治」

を考察した。ある民族文化への拘りや被支配関係に光を与えることで、支配的民族

のマルクス主義の議論を相対化することになる。イディッシュ語原典を駆使するこ

とで、ブンド自身の言説である「民族自決」の内実が詳述された。一国一民族主義

あるいは政治的分権論とは異なり、多民族国家における調和的な関係の模索につな

がる。

　両者はいずれも、内外の研究蓄積を踏まえた上で、専門的な考察における細部が

優れているだけでなく、社会思想に興味がある幅広い層に訴えかける現代的な問題

意識──民主政の逆理や多民族の共存──に溢れている。

　以上の報告に基づき、2015 年 11 月 6 日の幹事会は、斎藤拓也・西村木綿の両会

員に第 5 回社会思想史学会研究奨励賞を授与すると決定した。

 2015 年 11 月 6 日　

 社会思想史学会　
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戦
前
か
ら
一
九
七
〇
年
代
ま
で
、「
市
民
社
会
」
は
日
本
社
会
科
学
の
キ
イ
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
高
島
善
哉
、
内

田
義
彦
、
平
田
清
明
、
松
下
圭
一
と
い
っ
た
人
び
と
に
代
表
さ
れ
る
リ
ベ
ラ
ル
左
派
の
知
識
人
た
ち
は
、
経
済
学
や

政
治
学
と
い
っ
た
専
門
分
野
の
違
い
を
超
え
、
と
も
に
「
市
民
社
会
」
の
論
理
に
よ
っ
て
日
本
社
会
の
後
進
性
を
批

判
し
つ
つ
、
西
欧
型
の
資
本
主
義
や
民
主
主
義
を
も
乗
り
超
え
る
思
想
と
し
て
の
可
能
性
を
そ
こ
に
追
求
し
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
試
み
に
お
い
て
参
照
さ
れ
た
古
典
は
ロ
ッ
ク
、
ス
ミ
ス
、
ル
ソ
ー
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
マ
ル
ク
ス
等
で
あ
っ

た
が
、
論
者
に
よ
っ
て
ど
の
古
典
に
主
軸
を
置
く
か
、
同
じ
古
典
で
も
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
、
そ
の
方
法
や
ス

タ
イ
ル
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、
こ
う
し
た
日
本
型
市
民
社
会
論
の
遺
産
を
肯
定
的
に
受
け

止
め
な
が
ら
も
、
二
一
世
紀
の
現
代
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
思
想
史
研
究
の
視
点
か
ら
の
再
検
討
を
試
み
る
。

　

現
代
の
「
市
民
社
会
」
概
念
に
は
、
王
権
に
よ
る
統
治
を
批
判
す
る
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
来
歴
に
起
因
す
る
二

種
の
異
な
っ
た
言
説
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
つ
は
共
和
主
義
、
一
つ
は
政
治
経
済
学
が
概
念
化
し
た
文
明
社
会
論
、

商
業
社
会
論
の
そ
れ
で
あ
る
。
共
和
主
義
が
政
治
参
加
と
討
議
に
基
づ
く
公
共
圏
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
市
場
が
国
家
、

家
族
と
並
ぶ
社
会
形
成
の
主
要
因
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
の
商
業
社
会
論
が
、
財
と
意
見
の
互
恵
的
交
換

と
い
う
理
念
か
ら
生
じ
る
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
中
間
団
体
論
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
『
公
共
性
の
構
造
転

換
』
に
お
い
て
、
市
民
的
公
共
性
と
い
う
概
念
の
下
に
こ
の
よ
う
な
要
素
を
組
み
直
し
、
現
代
国
家
を
批
判
す
る
契

機
と
し
て
の
市
民
的
公
共
性
を
再
生
す
る
重
要
性
を
説
い
た
。

　

以
降
、
東
欧
の
民
主
化
運
動
な
ど
を
背
景
に
、
市
民
社
会
は
国
家
意
思
に
収
斂
さ
れ
な
い
多
様
な
意
思
の
表
現
と

醸
成
の
場
で
あ
る
市
民
的
公
共
圏
と
し
て
積
極
的
に
捉
え
直
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
様
々
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
理
論
が
展
開

さ
れ
て
き
た
。
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
「
市
民
社
会
」
概
念
の
現
代
的
利
用
に
対
し
て
、
家
族
と
い
う
私
的
領
域
と



そ
こ
に
お
け
る
権
力
作
用
が
看
過
さ
れ
て
い
る
限
り
、「
市
民
社
会
」
は
「
公
／
私
」「
市
民
／
非
市
民
」
と
い
う
排

除
の
構
造
を
随
伴
す
る
と
い
う
批
判
が
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
側
か
ら
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
現
代
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
「
市
民
社
会
」
概
念
を
鋳
直
す
こ
と
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

特
集
で
は
ま
ず
、「
市
民
社
会
」
の
思
想
史
的
再
検
討
が
な
さ
れ
る
。
堂
目
卓
生
論
文
は
、ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
『
道

徳
感
情
論
』
と
『
国
富
論
』
に
、「
自
由
で
平
等
な
諸
個
人
の
社
会
」
と
し
て
の
「
市
民
社
会
」
の
思
想
が
ど
こ
ま

で
認
め
ら
れ
る
か
を
問
い
、
ス
ミ
ス
が
果
た
す
べ
く
し
て
、
彼
が
生
き
た
人
類
社
会
の
歴
史
的
限
界
に
よ
っ
て
果
た

し
得
な
か
っ
た
課
題
（
＝
諸
国
民
を
貫
く
自
然
法
の
発
見
）
こ
そ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
人
類
社
会
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
次
い
で
植
村
邦
彦
論
文
は
、
政
治
社
会
と
し
て
の
「
市
民
社
会
」
と
い
う
古
典
的
用
法
が

ヘ
ー
ゲ
ル
、
初
期
マ
ル
ク
ス
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
変
化
を
経
て
き
た
か
を
文
献
実
証
的
に
解
明

し
つ
つ
、「
市
民
社
会
」
概
念
が
い
ま
な
お
有
す
る
思
想
と
し
て
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
。

　

最
後
に
上
野
千
鶴
子
論
文
で
は
、「
市
民
社
会
」
概
念
は
現
代
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
、
国
家
、

市
場
、
家
族
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
お
か
れ
う
る
の
か
が
検
討
さ
れ
る
。
上
野
論
文
は
、
家
族
と
い
う
場

を
親
密
圏
と
し
て
理
解
し
市
民
的
公
共
圏
と
の
間
に
境
界
を
設
定
し
て
き
た
従
来
の
枠
組
み
を
社
会
学
の
観
点
か
ら

再
検
討
し
、
家
族
と
い
う
空
間
を
市
民
社
会
へ
と
開
い
て
い
く
可
能
性
を
探
究
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
る

の
は
、
非
自
立
的
な
局
面
に
お
け
る
人
間
存
在
を
主
に
引
き
受
け
て
き
た
家
族
や
そ
の
補
完
と
し
て
の
福
祉
国
家
が

も
つ
限
界
を
見
定
め
、
市
民
社
会
を
依
存
的
存
在
が
生
き
る
場
所
と
し
て
標
準
設
定
し
つ
つ
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
に

各
人
の
自
由
意
志
に
基
づ
く
決
定
権
を
担
保
し
う
る
か
、
こ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
市
民
社
会
論
に
要
請
さ
れ
て
い
る
課

題
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



社会思想史研究　No. 40　2016

特集　〈市民社会〉を問い直す　●　10

は
じ
め
に

　

ヘ
ー
ゲ
ル
や
マ
ル
ク
ス
の
影
響
を
受
け
た
日
本
の
思
想
研
究
に
お
い

て
、
ス
ミ
ス
の
思
想
も
研
究
者
や
時
代
状
況
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
意
味

を
持
つ
「
市
民
社
会
」
の
視
点
か
ら
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
市
民
社
会
論

の
研
究
蓄
積
は
日
本
知
性
史
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
ミ
ス
自
身
は
「
自
由
で
平
等
な

個
人
が
主
体
的
に
形
成
す
る
諸
関
係
の
総
体
」
と
し
て
定
義
さ
れ
る
市

民
社
会
を
ど
こ
ま
で
追
求
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
こ
の
問
題
を

意
識
し
つ
つ
、
人
口
、
食
糧
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
球
環
境
、
伝
染
病
、

紛
争
・
戦
争
な
ど
、
人
類
の
存
続
に
関
わ
る
諸
問
題
に
対
し
人
類
全
体

が
市
民
的
つ
な
が
り
を
形
成
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
を
見
据
え
て
、
ス
ミ
ス
が
残
し
た
課
題
を
問

い
直
す
。

　

本
稿
は
、
ス
ミ
ス
の
『
道
徳
感
情
論
』
を
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
社
会

の
秩
序
と
繁
栄
を
支
え
る
人
間
本
性
に
関
す
る
論
考
と
し
て
、
ま
た
『
国

富
論
』
を
文
明
化
（
富
と
人
口
の
増
大
）
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
形
態
の

社
会
が
採
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
原
理
に
関
す
る
論
考
と
し
て
捉
え

る
と
い
う
立
場
を
と
る
。
次
節
で
は
、
社
会
秩
序
を
支
え
る
人
間
本
性

に
関
す
る
ス
ミ
ス
の
見
解
を
考
察
し
、
慣
習
的
同
感
か
ら
生
ま
れ
る
愛

着
が
社
会
秩
序
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
、
し
か
し
愛
着

の
範
囲
は
同
胞
国
民
ま
で
に
限
ら
れ
、
人
類
全
般
に
は
及
ば
な
い
と
ス

ミ
ス
が
考
え
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
第
二
節
で
は
、
社
会
の
繁
栄

　

特
集　

〈
市
民
社
会
〉
を
問
い
直
す　

〈
論
文
〉

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
遺
産

【
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
を
見
据
え
て
】

堂
目
卓
生
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も
同
感
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
、
第
三
節
で
は
、
ス
ミ
ス

が
「
商
業
社
会
」
（com

m
ercial society

）
と
呼
ん
だ
社
会
が
市
民
社

会
に
到
達
す
る
傾
向
を
持
つ
の
か
否
か
が
検
討
さ
れ
、
否
定
的
な
結
論

が
導
か
れ
る
。
第
四
節
で
は
、
ス
ミ
ス
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
計
画

―
―
自
然
的
正
義
の
規
則
の
導
出
―
―
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
民
社
会
を

構
想
す
る
上
で
持
つ
意
味
が
考
察
さ
れ
、
第
五
節
は
、
ス
ミ
ス
の
思
想

を
基
礎
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
民
社
会
を
構
想
す
る
ア
マ
ル
テ
ィ

ア
・
セ
ン
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
論
を
検
討
す
る
。
結
論
と
し
て
、
限

定
的
な
愛
情
、
上
位
者
へ
の
依
存
な
ど
、
弱
さ
を
抱
え
な
が
ら
も
、
慣

習
的
同
感
の
拡
大
を
通
じ
て
愛
着
の
範
囲
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
市
民
社
会
の
み
な
ら
ず
、
国
内
の
市
民
社
会
を
形
成
す
る

上
で
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

一　

社
会
秩
序
の
基
礎
と
し
て
の
同
感

　

ス
ミ
ス
は
、
利
己
心
と
と
も
に
同
感
を
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
や
段
階
の

社
会
秩
序
を
説
明
す
る
重
要
な
人
間
の
性
質
と
考
え
た
。
同
感
と
は
、

他
人
の
感
情
を
自
分
の
心
に
写
し
取
り
、
そ
れ
と
同
じ
感
情
を
引
き
起

こ
そ
う
と
す
る
心
の
働
き
の
こ
と
で
あ
る
。
人
間
は
他
人
と
相
互
に
同

感
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
成
長
と
と
も
に
自
分
が
所
属
す
る
社
会
に
お

け
る
「
公
平
な
観
察
者
」
（im

partial spectator

）
の
見
方
を
心
の
中
に

取
り
入
れ
、
胸
中
の
公
平
な
観
察
者
を
通
じ
て
、
他
人
の
行
為
や
自
分

の
行
為
の
適
切
性
を
判
断
す
る
よ
う
に
な
る
。
ス
ミ
ス
は
胸
中
の
公
平

な
観
察
者
の
声
、
す
な
わ
ち
良
心
の
声
に
し
た
が
っ
て
自
分
の
欲
望
や

意
向
を
抑
制
す
る
人
を
「
賢
人
」
（w

ise m
an

）
と
考
え
、
胸
中
の
公

平
な
観
察
者
の
声
よ
り
も
自
分
の
欲
望
や
意
向
を
優
先
さ
せ
る
人
、
あ

る
い
は
世
間
の
評
価
に
左
右
さ
れ
る
人
を
「
弱
い
人
」
（w

eak m
an

）

と
考
え
た
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
人
間
に
は
、
賢
人
の
部
分
（
賢
明
さ
）

と
弱
い
人
の
部
分
（
弱
さ
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
人
間
の
弱
さ
を
社
会

全
体
の
利
益
に
つ
な
げ
る
自
然
の
力
―
―
ス
ミ
ス
が
『
道
徳
感
情
論
』

と
『
国
富
論
』
で
一
度
ず
つ
述
べ
た
「
見
え
ざ
る
手
」
（invisible 

hand

）
の
力
―
―
が
あ
る
と
考
え
た
。
社
会
秩
序
も
、
人
間
の
賢
明
さ

と
弱
さ
、
そ
し
て
見
え
ざ
る
手
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。

　

社
会
秩
序
に
と
っ
て
、
諸
個
人
の
愛
着
（affection

）
が
重
要
な
役

割
を
果
た
す
。
愛
着
と
は
、
対
象
と
な
る
人
の
幸
福
や
利
益
を
願
い
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
た
め
に
自
分
の
幸
福
や
利
益
を
犠
牲
に
し
て

も
よ
い
と
思
う
感
情
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
、
次
の
よ
う
に
愛
着
を
同
感

と
結
び
つ
け
る
。

　

愛
着
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
実
際
に
は
慣
行
的
な
同
感
に
他
な
ら

な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
自
分
の
愛
着
と
呼
ぶ
も
の
の
対
象
で
あ
る
人
び

と
の
幸
福
ま
た
は
悲
惨
に
つ
い
て
持
つ
関
心
、
一
方
を
促
進
し
、
他

方
を
阻
止
し
よ
う
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
意
欲
は
、
そ
の
慣
行
的
同
感

の
実
際
の
感
じ
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
感
じ
の
必
然
的
な
結
果
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で
あ
る
。 

（Sm
ith 

［1759

］ 1976, 220

／
訳
、
下
巻
一
一
三
頁

）
1
（

）

　

愛
着
と
は
慣
行
的
同
感
、
あ
る
い
は
そ
の
結
果
生
じ
る
感
情
で
あ
り
、

愛
着
の
強
さ
は
、
同
感
の
頻
度
に
比
例
す
る
。
ス
ミ
ス
は
、
『
道
徳
感

情
論
』
第
六
部
第
一
章
「
自
然
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
配
慮
と
注
意

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
、
諸
個
人
の
順
序
に
つ
い
て
」
と
第
二
章
「
自
然
に

よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
慈
恵
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
、
諸
社
会
の
順
序
に
つ

い
て
」
に
お
い
て
、
個
人
お
よ
び
共
同
体
に
対
す
る
愛
着
の
一
般
的
な

序
列
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
を
ま
と
め
る
と
図
1
の
よ
う
に
な

る
。

　

通
常
の
場
合
、
同
感
の
頻
度
は
、
自
分
を
中
心
と
し
て
、
家
族
、
友

人
・
同
僚
・
隣
人
、
同
胞
、
外
国
人
の
順
に
低
く
な
っ
て
い
く
。
個
人

に
対
す
る
愛
着
も
同
じ
順
序
で
薄
れ
て
い
き
、
さ
ら
に
、
そ
れ
に
応
じ

て
、
対
象
と
な
る
共
同
体
に
対
す
る
愛
着
も
、
家
庭
、
組
織
・
地
域
、
国
、

世
界
の
順
に
薄
れ
て
い
く
。
ス
ミ
ス
は
、
現
実
的
な
同
感
の
頻
度
か
ら

考
え
て
、
共
同
体
に
対
し
て
個
人
が
持
つ
こ
と
が
で
き
る
愛
着
は
国
ま

で
だ
と
考
え
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　

宇
宙
と
い
う
偉
大
な
体
系
を
管
理
運
営
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

す
べ
て
の
理
性
的
で
感
受
性
の
あ
る
存
在
の
普
遍
的
な
幸
福
の
世
話

を
す
る
こ
と
は
、
神
の
仕
事
で
あ
っ
て
人
間
の
仕
事
で
は
な
い
。
人

間
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
仕
事
は
、
ず
っ
と
つ
つ
ま
し
い
も
の
で

自分

家族

友人・同僚・隣人

同胞

外国人

家庭

組織・地域

国

世界

家庭愛
組織への
愛・郷土
愛

祖国への愛
普遍的
仁愛

同感の頻度

共同体への愛着

図 1　愛着の水平的序列
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あ
る
が
、
人
間
の
能
力
の
弱
さ
と
理
解
力
の
狭
さ
に
、
は
る
か
に
よ

く
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
分
自
身
の
幸
福
、
そ
し
て
、

自
分
の
家
族
、
自
分
の
友
人
、
自
分
の
国
の
幸
福
の
世
話
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

 
（Sm

ith 

［1759

］ 1976, 237

／
訳
、
下
巻
一
五
一
頁
）

　

ス
ミ
ス
は
、
人
類
全
体
の
幸
福
を
世
話
す
る
こ
と
は
神
の
仕
事
で

あ
っ
て
人
間
の
仕
事
で
は
な
い
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
ス
ミ
ス
は
「
わ

れ
わ
れ
の
効
果
あ
る
奉
仕
が
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
国
と
い
う
社
会
よ
り

も
広
い
ど
こ
か
の
社
会
へ
、
拡
大
さ
れ
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
ま
れ
だ
と

は
い
え
、
わ
れ
わ
れ
の
善
意
は
ど
ん
な
境
界
に
よ
っ
て
も
限
定
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
宇
宙
の
無
限
性
を
包
括
し
う
る
」
（Sm

ith 

［1759

］ 1976, 

235

／
訳
、
下
巻
一
四
六
頁
）
こ
と
を
認
め
る
。
人
間
は
誰
も
が
「
善
意
」

（good-w
ill

）
の
レ
ベ
ル
で
は
人
類
全
体
の
幸
福
を
願
う
心
、
す
な
わ
ち

普
遍
的
仁
愛
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
実
際
に
行
動

に
移
し
、
自
分
の
家
族
に
対
し
て
す
る
よ
う
な
「
効
果
あ
る
奉
仕
」

（effectual good-offices

）
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
限
ら

れ
た
人
だ
け
で
あ
り
、
普
通
の
人
に
期
待
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

　

ス
ミ
ス
は
、
普
通
の
人
に
と
っ
て
効
果
あ
る
奉
仕
を
伴
う
愛
着
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
の
は
同
胞
国
民
ま
で
だ
と
考
え
た
。
国
は
自
分
や
自

分
が
愛
着
を
持
つ
人
び
と
の
幸
福
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ

る
最
大
の
共
同
体
で
あ
り
、
ま
た
、
自
分
の
行
動
が
影
響
を
与
え
る
と

思
う
こ
と
が
で
き
る
最
大
の
共
同
体
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
拠
り

所
に
し
て
愛
国
心
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
外
国
は
見
知
ら

ぬ
人
が
住
む
場
所
で
あ
り
、
自
分
の
行
動
が
影
響
を
与
え
る
と
は
思
わ

れ
な
い
共
同
体
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
外
国
人
は
効
果
あ
る
奉
仕
の
対

象
か
ら
除
外
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
私
た
ち
は
、
自
然
災
害
な
ど
に
よ
る

外
国
人
の
不
幸
を
自
分
や
自
分
が
愛
す
る
人
、
あ
る
い
は
同
胞
国
民
の

不
幸
と
同
じ
よ
う
に
受
け
止
め
、
行
動
に
移
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

あ
る

）
2
（

。

　

外
国
人
が
奉
仕
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
は
い
え
、
通
常
の
場
合
、
自

分
の
小
さ
な
幸
福
の
た
め
に
多
数
の
外
国
人
の
命
を
犠
牲
に
し
て
も
よ

い
と
考
え
る
人
は
い
な
い
。
人
間
に
は
善
意
の
レ
ベ
ル
の
普
遍
的
仁
愛

が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
良
心
（
胸
中
の
公
平
な
観
察
者
）
が
不
正
義
を
戒

め
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
国
と
外
国
と
の
間
に
利
害
の

対
立
が
生
じ
る
と
、
人
び
と
は
愛
国
心
か
ら
外
国
人
に
対
し
て
敵
愾
心

を
持
ち
、
自
国
の
利
益
の
た
め
に
外
国
人
の
幸
福
や
命
が
犠
牲
に
な
っ

て
も
よ
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
国
民
的
偏
見
で
あ
る
。
愛
着

の
水
平
的
序
列
は
、
愛
国
心
を
生
じ
さ
せ
、
国
内
秩
序
の
形
成
と
維
持

に
貢
献
す
る
一
方
、
対
立
す
る
外
国
の
国
民
に
対
す
る
偏
見
を
も
た
ら

し
、
国
際
秩
序
を
攪
乱
す
る
要
因
に
な
る
。

　

国
内
の
社
会
秩
序
は
、
愛
着
の
水
平
的
序
列
に
よ
っ
て
だ
け
で
な
く
、

垂
直
的
な
序
列
、
す
な
わ
ち
富
裕
な
人
や
有
力
な
人
に
つ
い
て
い
こ
う

と
す
る
個
人
の
傾
向
に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
る
。
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
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人
間
は
他
人
の
喜
び
に
同
感
す
る
こ
と
を
、
悲
し
み
や
苦
し
み
に
同
感

す
る
こ
と
よ
り
好
む
。
喜
び
は
同
感
す
る
と
自
分
も
快
適
に
な
る
感
情

で
あ
り
、
悲
し
み
や
苦
し
み
は
同
感
す
る
と
自
分
も
不
快
に
な
る
感
情

だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
私
た
ち
は
、
人
間
の
喜
び
の
原
因
に
な

る
と
思
わ
れ
る
も
の
、
た
と
え
ば
、
美
し
い
も
の
、
豪
華
な
も
の
、
富

ん
だ
も
の
、
地
位
の
高
い
も
の
に
好
感
を
も
ち
、
悲
し
み
や
苦
し
み
の

原
因
に
な
る
と
思
わ
れ
る
も
の
、
た
と
え
ば
、
醜
い
も
の
、
貧
し
い
も

の
、
地
位
の
低
い
も
の
に
嫌
悪
感
を
も
つ
。
こ
う
し
て
、
個
人
は
裕
福

な
人
や
有
力
な
人
の
境
遇
に
感
嘆
し
、
彼
ら
の
諸
感
情
に
進
ん
で
同
感

し
よ
う
と
す
る
。
ス
ミ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
上
位
追
従
性
の
上
に
社
会

秩
序
が
成
り
立
つ
と
考
え
る
。

　

富
裕
な
人
び
と
、
有
力
な
人
び
と
の
す
べ
て
の
情
念
に
つ
い
て
い

く
と
い
う
、
人
類
の
こ
の
性
向
の
う
え
に
、
諸
身
分
の
区
別
と
社
会

の
秩
序
と
が
築
か
れ
る
。
上
位
の
人
に
対
す
る
、
わ
れ
わ
れ
の
へ
つ

ら
い
は
、
彼
ら
の
好
意
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
恩
恵
へ
の
何
か
密
か
な

期
待
か
ら
生
じ
る
よ
り
も
、
彼
ら
の
境
遇
の
優
越
性
に
対
す
る
わ
れ

わ
れ
の
感
嘆
か
ら
生
じ
る
こ
と
の
方
が
多
い

）
3
（

。

 

（Sm
ith 

［1759

］ 1976, 52

／
訳
、
上
巻
一
三
四
―
五
頁
）

　

以
上
の
よ
う
に
、
人
間
は
、
他
人
や
共
同
体
に
対
す
る
水
平
的
な
愛

着
の
序
列
と
、
富
裕
な
人
や
有
力
な
人
び
と
に
つ
い
て
い
こ
う
と
す
る

垂
直
的
な
愛
着
の
序
列
を
持
つ
。
水
平
的
序
列
も
垂
直
的
序
列
も
、
人

間
に
対
す
る
分
け
隔
て
の
な
い
愛
着
、
す
な
わ
ち
普
遍
的
仁
愛
と
は
異

な
り
、
自
己
中
心
性
と
上
位
追
従
性
と
い
う
人
間
の
弱
さ
の
現
れ
と

言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
弱
さ
も
、
自
然
の
配
慮
に
よ
っ

て
、
社
会
秩
序
の
形
成
と
維
持
に
用
い
ら
れ
る
。
ス
ミ
ス
は
、
水
平
的

お
よ
び
垂
直
的
序
列
を
持
つ
愛
着
を
基
礎
と
し
て
、
風
土
や
文
明
化
の

度
合
い
、
あ
る
い
は
歴
史
的
な
偶
然
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の

社
会
が
形
成
さ
れ
る
と
考
え
た
。

二　

同
感
と
社
会
の
繁
栄

　

ス
ミ
ス
は
、
社
会
の
繁
栄
、
す
な
わ
ち
富
と
人
口
の
増
加
に
関
し
て

も
、
同
感
を
用
い
て
説
明
す
る
。
他
人
の
悲
し
み
や
苦
し
み
よ
り
も
喜

び
に
同
感
す
る
こ
と
を
好
む
心
的
傾
向
は
、
富
裕
な
人
や
有
力
な
人
に

つ
い
て
い
こ
う
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
財
産
を
ど
こ
ま
で
も
大

き
く
し
よ
う
と
す
る
野
心
も
生
む
。
人
間
は
、
他
人
か
ら
好
感
を
持
た

れ
る
た
め
に
美
し
い
も
の
を
身
に
ま
と
い
、
豪
華
な
家
に
住
み
、
高
尚

な
趣
味
を
も
つ
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
も
の

が
手
に
入
っ
て
も
、
富
を
求
め
続
け
る
の
で
あ
る
。

　

人
類
が
、
わ
れ
わ
れ
の
悲
哀
に
対
し
て
よ
り
も
歓
喜
に
対
し
て
全

面
的
に
同
感
す
る
気
持
ち
を
も
っ
て
い
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
自
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分
の
富
裕
を
み
せ
び
ら
か
し
、
貧
困
を
隠
す
の
で
あ
る
。
［
中
略
］

こ
の
世
の
す
べ
て
の
苦
労
と
騒
ぎ
は
何
を
目
的
と
す
る
の
か
。
貪
欲

と
野
心
の
、
富
、
権
力
お
よ
び
優
越
の
目
標
は
何
で
あ
る
の
か
。
［
中

略
］
人
び
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
身
分
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ

る
競
争
は
、
ど
こ
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ

れ
が
自
分
の
境
遇
の
改
善
と
呼
ぶ
人
生
の
大
目
的
に
よ
っ
て
意
図
す

る
利
益
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
観
察
さ
れ
る
こ
と
、
同
感
と
好
意
と
明

確
な
是
認
と
を
も
っ
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
が
自
分
の

境
遇
の
改
善
か
ら
引
き
出
す
こ
と
を
意
図
す
る
利
益
の
す
べ
て
で
あ

る
。
単
な
る
安
楽
ま
た
は
喜
び
で
は
な
く
、
虚
栄
が
、
わ
れ
わ
れ
の

関
心
を
引
く
の
で
あ
る
。

 

（Sm
ith 

［1759

］ 1976, 50
／
訳
、
上
巻
一
二
八
頁
）

　

野
心
や
虚
栄
心
も
人
間
の
弱
さ
の
現
れ
と
言
え
る
。
し
か
し
、
ス
ミ

ス
は
個
人
が
勤
勉
に
働
き
、
技
能
を
磨
き
、
収
入
を
節
約
す
る
た
め
に

は
、
あ
る
程
度
の
野
心
や
虚
栄
心
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
認
め

る
。
ま
た
、
人
類
が
未
開
の
状
態
か
ら
脱
し
て
、
富
の
量
と
質
、
そ
し

て
人
口
を
増
大
さ
せ
て
き
た
、
す
な
わ
ち
文
明
化
し
て
き
た
の
は
、
個

人
の
中
に
野
心
や
虚
栄
心
、
さ
ら
に
は
富
の
便
利
さ
や
美
し
さ
に
対
す

る
幻
想
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
る
。

　

自
然
が
こ
の
よ
う
に
し
て
わ
れ
わ
れ
を
だ
ま
す
の
は
、
い
い
こ
と

で
あ
る
。
人
類
の
勤
労
を
か
き
た
て
、
継
続
的
に
運
動
さ
せ
て
お
く

の
は
、
こ
の
欺
瞞
で
あ
る
。
最
初
に
人
類
を
促
し
て
土
地
を
耕
作
さ

せ
、
家
屋
を
建
築
さ
せ
、
都
市
と
公
共
社
会
を
建
設
さ
せ
、
人
間
生

活
を
高
貴
で
美
し
い
も
の
と
す
る
す
べ
て
の
科
学
と
技
術
を
発
明
改

良
さ
せ
た
の
は
こ
れ
な
の
で
あ
っ
て
、
地
球
の
全
表
面
を
ま
っ
た
く

変
化
さ
せ
、
自
然
の
ま
ま
の
荒
れ
た
森
を
快
適
で
肥
沃
な
平
原
に
転

化
さ
せ
、
人
跡
未
踏
で
不
毛
の
大
洋
を
、
生
活
資
料
の
新
し
い
資
源

と
し
、
地
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
民
へ
の
交
通
の
公
道
と
し
た
の
は
、

こ
れ
な
の
で
あ
る
。

 

（Sm
ith 

［1759

］ 1976, 183-4

／
訳
、
下
巻
二
二
―
二
三
頁
）

　

社
会
秩
序
と
同
様
、
社
会
の
繁
栄
に
も
人
間
の
弱
さ
と
、
そ
れ
を
用

い
る
自
然
の
配
慮
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三　

商
業
社
会
と
「
市
民
社
会
」

　

ス
ミ
ス
は
、
市
場
と
分
業
の
拡
大
、
お
よ
び
資
本
蓄
積
に
よ
っ
て
飛

躍
的
に
富
が
増
大
し
た
当
時
の
社
会
を
「
商
業
社
会
」
（com

m
ercial 

society

）
と
呼
ん
だ
。
『
国
富
論
』
に
お
い
て
、
ス
ミ
ス
は
商
業
社
会

を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

　

分
業
が
完
全
に
確
立
し
て
し
ま
う
と
、
人
が
自
分
自
身
の
労
働
の
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生
産
物
で
充
足
で
き
る
の
は
、
そ
の
欲
求
の
う
ち
の
き
わ
め
て
わ
ず

か
な
部
分
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
人
が
欲
求
の
圧
倒
的
大
部
分
を
充
足

す
る
の
は
自
分
の
労
働
の
生
産
物
の
う
ち
で
、
自
身
に
よ
る
消
費
を

超
え
る
余
剰
部
分
を
、
他
人
の
労
働
の
生
産
物
の
う
ち
で
自
分
が
必

要
と
す
る
部
分
と
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

す
べ
て
の
人
が
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
す
る
の
で
あ
り
、
言

い
か
え
れ
ば
、
あ
る
程
度
商
人
に
な
る
の
で
あ
り
、
社
会
そ
の
も
の

が
商
業
社
会
と
呼
ぶ
の
が
適
当
な
も
の
に
な
る
。

 

（Sm
ith 

［1776
］ 1976, 37

／
訳
、
第
一
巻
五
一
頁
）

　

商
業
社
会
と
は
、
諸
個
人
が
等
価
物
を
自
由
に
交
換
で
き
る
社
会
、

現
在
の
用
語
で
言
え
ば
市
場
社
会
を
意
味
す
る
。
交
換
に
お
い
て
必
要

と
さ
れ
る
の
は
、
他
人
の
生
命
、
身
体
、
財
産
、
評
判
を
傷
つ
け
な
い

と
い
う
意
味
で
の
正
義
で
あ
る
。
『
道
徳
感
情
論
』
で
示
さ
れ
る
人
間

像
を
重
ね
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
個
人
の
中
に
、
胸
中
の
公
平
な
観
察
者

か
ら
の
非
難
を
恐
れ
て
正
義
を
守
ろ
う
と
す
る
義
務
感
が
あ
り
、
そ
れ

が
市
場
に
お
い
て
法
と
正
義
を
守
ら
せ
、
フ
ェ
ア
・
プ
レ
ー
を
行
わ
せ

る
。
財
産
形
成
の
野
心
や
虚
栄
心
に
よ
っ
て
煽
ら
れ
る
個
人
の
利
己
心

が
法
と
正
義
の
遵
守
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
る
な
ら
ば
、
自
由
で
公
正
な

交
換
が
維
持
さ
れ
、
資
源
の
効
率
的
配
分
が
実
現
す
る
。
こ
れ
が
『
国

富
論
』
で
論
じ
ら
れ
た
「
自
然
的
自
由
の
体
系
」
（system

 of natural 

liberty

）
で
あ
る
。

　

注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
市
場
に
お
い
て
、
取
引
者
は
等
価
物
を
受
け

取
る
権
利
を
認
め
合
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
人
間
と
し
て
の
価
値
が
等

し
い
こ
と
を
互
い
に
認
め
合
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
市
場
に
お
い
て
交
換
が
成
立
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
市
場
以
外

の
場
―
―
た
と
え
ば
政
治
の
場
―
―
に
お
い
て
も
等
し
い
権
利
を
も
つ

こ
と
を
認
め
合
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
交
換
が
成
立
す
る
た
め
に

必
要
な
正
義
も
、
各
人
が
胸
中
の
公
平
な
観
察
者
の
非
難
を
恐
れ
る
ゆ

え
に
守
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
人
間
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
等
し
い
権
利
を

持
つ
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
人
間
愛
（hum

anity

）
を
直
接
の
動

機
と
し
て
守
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い

）
4
（

。
人
間
愛
や
普
遍
的
仁
愛
に
頼
ら

な
く
て
も
諸
個
人
の
間
に
必
要
な
も
の
が
行
き
渡
る
仕
組
み
、
そ
れ
が

市
場
で
あ
り
、
そ
の
仕
組
み
を
支
え
る
の
が
「
見
え
ざ
る
手
」
な
の
で

あ
る
。

　

ス
ミ
ス
は
、
商
業
社
会
は
市
民
社
会
、
す
な
わ
ち
、
自
由
で
平
等
な

個
人
が
主
体
的
に
形
成
す
る
社
会
に
向
か
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
市
民
社
会
の
成
立
条
件
と
し
て
、
富
の
分
配
の
平
等
化
と
、
そ

れ
を
背
景
と
し
た
政
治
的
自
由
の
拡
大
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ス
ミ
ス
は

こ
れ
ら
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

富
の
分
配
の
平
等
化
に
関
し
て
、
ス
ミ
ス
は
、
後
の
ヘ
ー
ゲ
ル
や
マ

ル
ク
ス
と
異
な
り
、
文
明
化
に
よ
っ
て
下
層
階
級
の
絶
対
的
富
裕
化
が

進
む
と
考
え
た
。
『
国
富
論
』
の
「
構
想
」
に
お
け
る
有
名
な
文
章
は
、

こ
の
こ
と
を
明
確
に
示
す
。
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文
明
化
し
繁
栄
し
て
い
る
民
族
の
間
で
は
、
多
数
の
人
び
と
は
全

然
労
働
し
な
い
の
に
、
働
く
人
び
と
の
大
部
分
よ
り
も
十
倍
、
し
ば

し
ば
百
倍
も
の
労
働
の
生
産
物
を
消
費
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
社
会

の
労
働
全
体
の
生
産
物
は
き
わ
め
て
多
い
の
で
、
す
べ
て
の
人
が
十

分
な
供
給
を
受
け
る
し
、
最
低
・
最
貧
の
労
働
者
で
す
ら
、
倹
約
か

つ
勤
勉
で
あ
れ
ば
、
未
開
人
が
獲
得
し
得
る
よ
り
も
大
き
な
割
合
の

生
活
必
需
品
や
便
益
品
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（Sm
ith 

［1776
］ 1976, 10

／
訳
、
第
一
巻
二
〇
頁
）

　

他
方
、
文
明
化
と
と
も
に
相
対
的
な
富
の
分
配
が
ど
う
変
化
す
る
か

に
つ
い
て
の
ス
ミ
ス
の
見
解
は
明
確
で
は
な
い
。
ス
ミ
ス
は
自
然
資
源

を
使
い
切
る
と
こ
ろ
ま
で
富
と
人
口
が
増
大
し
た
究
極
的
な
状
態
に
お

い
て
は
、
労
働
一
単
位
あ
た
り
の
賃
金
と
資
本
一
単
位
あ
た
り
の
利
潤

は
最
低
の
水
準
に
ま
で
低
下
す
る
と
論
じ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
土
地

一
単
位
あ
た
り
の
地
代
の
上
昇
を
示
唆
す
る

）
5
（

。
し
か
し
、
所
得
全
体
に

占
め
る
労
働
者
階
級
、
資
本
家
階
級
、
地
主
階
級
の
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
、

あ
る
い
は
労
働
者
一
人
あ
た
り
所
得
、
資
本
家
一
人
あ
た
り
所
得
、
お

よ
び
地
主
一
人
あ
た
り
所
得
の
相
対
的
関
係
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
見

解
を
示
し
て
い
な
い

）
6
（

。
少
な
く
と
も
、
労
働
者
階
級
の
所
得
シ
ェ
ア
や

労
働
者
一
人
あ
た
り
の
相
対
所
得
が
大
き
く
な
る
と
い
う
言
説
を
見
い

だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
経
済
成
長
と
と
も
に
生
じ
る
分
配
関
係
の
変

化
に
関
す
る
よ
り
正
確
な
考
察
は
、
リ
カ
ー
ド
や
マ
ル
サ
ス
な
ど
ス
ミ

ス
以
後
の
古
典
派
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
文
明
化
と
と
も
に
所
得
格
差
が
是
正
さ
れ
る
と
い
う
一
般
的

結
論
を
ス
ミ
ス
の
経
済
学
か
ら
引
き
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

文
明
化
が
政
治
的
自
由
を
拡
大
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
、
ス
ミ
ス

の
見
解
は
明
確
と
は
言
え
な
い
。
『
国
富
論
』
第
三
部
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
い
て
、
都
市
に
お
け
る
製
造
業
と
商
業
の
発
展
が
奢
侈
品
に
対

す
る
地
主
階
級
の
需
要
を
喚
起
し
、
農
村
に
お
い
て
長
期
借
地
契
約
を

成
立
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
借
地
人
を
封
建
的
束
縛
か
ら
解
放
し
、
土
地

改
良
と
耕
作
拡
大
を
促
し
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
長
子
相
続

な
ど
、
中
世
的
慣
習
の
名
残
が
土
地
改
良
を
妨
げ
る
も
の
と
し
て
批
判

さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
商
業
社
会
の
到
来
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
地

主
階
級
に
よ
る
政
治
的
支
配
が
終
わ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ス

ミ
ス
は
、
不
労
階
級
で
倹
約
性
向
の
弱
い
地
主
階
級
が
公
共
財
産
の
管

理
に
適
し
て
い
る
と
は
考
え
な
か
っ
た

）
7
（

。
し
か
し
、
新
興
勢
力
で
あ
る

商
人
や
親
方
製
造
業
者
な
ど
、
資
本
家
階
級
に
よ
る
政
治
支
配
は
、
さ

ら
に
警
戒
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
地
主
や
労
働
者
と
異
な
り
、
資
本

家
の
場
合
は
自
分
の
利
益
と
社
会
全
体
の
利
害
が
対
立
す
る

）
8
（

。
資
本
家

は
、
独
占
や
結
託
な
ど
に
よ
っ
て
競
争
を
制
限
し
、
利
益
を
得
よ
う
と

す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
社
会
の
利
益
に
反
す
る
か
ら
だ
。
資
本
家
階
級

に
対
す
る
ス
ミ
ス
の
見
方
は
厳
し
い
。
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商
業
上
の
何
か
新
し
い
法
律
ま
た
は
規
制
に
つ
い
て
、
こ
の
階
級

か
ら
提
案
さ
れ
る
も
の
に
は
、
つ
ね
に
多
大
の
用
心
を
も
っ
て
耳
を

傾
け
る
べ
き
で
あ
り
、
最
も
周
到
な
注
意
だ
け
で
な
く
、
最
も
疑
い

深
い
注
意
を
払
っ
て
、
時
間
を
掛
け
て
慎
重
に
検
討
し
た
上
で
な
け

れ
ば
、
決
し
て
彼
ら
の
提
案
を
採
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、

そ
の
利
害
が
決
し
て
公
共
の
利
害
と
一
致
し
な
い
階
級
の
人
び
と
、

一
般
に
公
共
を
欺
く
こ
と
抑
圧
す
る
こ
と
を
利
益
と
す
る
階
級
の
人

び
と
、
そ
し
て
、
実
際
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
場
合
に
公
共
を
欺
き
抑

圧
し
て
き
た
階
級
の
人
び
と
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
提
案
な
の
で
あ
る
。

 

（Sm
ith 

［1776

］ 1976, 267

／
訳
、
第
一
巻
四
三
五
頁
）

　

ス
ミ
ス
は
、
資
本
家
階
級
を
、
一
方
で
は
、
資
本
蓄
積
を
推
進
す
る

中
心
的
担
い
手
と
見
な
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
、
公
共
の
利
益
を
損
ね

る
危
険
性
を
持
つ
階
級
と
見
な
し
、
彼
ら
の
政
治
参
加
に
対
し
て
極
め

て
慎
重
で
あ
っ
た
。

　

ス
ミ
ス
に
と
っ
て
、
商
業
社
会
の
発
展
は
経
済
的
自
由
の
拡
大
を
「
物

事
の
自
然
な
成
り
行
き
」
（natural course of things

）
と
し
て
進
め
る

も
の
で
あ
っ
た
が
、
政
治
的
自
由
の
拡
大
を
進
め
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
し
、
規
範
と
し
て
求
め
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
商
業
社
会
も
他
の

形
態
の
社
会
と
同
様
、
自
分
を
中
心
と
し
同
胞
国
民
を
限
界
と
す
る
愛

着
の
水
平
的
序
列
と
、
富
裕
な
人
や
有
力
な
人
に
つ
い
て
い
こ
う
と
す

る
上
位
追
従
性
を
伴
っ
た
愛
着
の
垂
直
的
序
列
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
公
共
心
や
、
分
け
隔
て
の
な
い
愛
着
、
自
立
性
と

い
っ
た
市
民
社
会
が
個
人
に
要
求
す
る
資
質
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
が
示
し
た
こ
と
は
、
限
ら
れ
た
能
力
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い

人
間
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
自
然
の
配
慮
に
よ
っ
て
社
会
秩
序
は
維
持

さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
文
明
化
が
進
ん
だ
商
業
社
会
も
、
自
然
的
自
由

に
従
う
な
ら
ば
、
社
会
秩
序
を
脅
か
す
こ
と
は
な
い
こ
と
、
た
だ
し
、

重
商
主
義
政
策
の
よ
う
に
自
然
的
自
由
に
従
わ
な
い
政
策
を
採
り
続
け

る
な
ら
ば
、
繁
栄
を
妨
げ
秩
序
を
脅
か
す
危
険
性
が
あ
る
こ
と
だ
っ
た

と
言
え
る
。
商
業
社
会
に
お
け
る
格
差
に
対
す
る
ス
ミ
ス
の
見
方
は

ヘ
ー
ゲ
ル
や
マ
ル
ク
ス
よ
り
も
楽
観
的
で
あ
り
、
商
業
社
会
に
込
め
た

政
治
的
な
期
待
は
市
民
社
会
論
を
唱
え
た
日
本
の
研
究
者
よ
り
も
控
え

め
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四　

未
解
決
の
問
題
―
―
自
然
的
正
義
の
発
見

　

自
由
で
平
等
な
個
人
が
国
家
か
ら
独
立
し
て
自
主
的
に
形
成
す
る
諸

関
係
を
考
察
す
る
上
で
参
考
に
な
る
も
の
は
、
ス
ミ
ス
が
成
し
遂
げ
た

こ
と
の
中
に
よ
り
も
、
む
し
ろ
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
中
に

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
『
道
徳
感
情
論
』
の
最
後
で
、
ス
ミ
ス
は
次

に
出
す
著
作
の
計
画
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
は
、
す
べ
て
の
国
民
の
諸
法
を
貫
き
、
そ
れ
ら
の
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基
礎
で
あ
る
べ
き
諸
原
理
の
体
系
に
、
い
く
ら
か
で
も
似
た
も
の
を

世
間
に
与
え
よ
う
と
試
み
た
最
初
の
人
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
彼
の
戦
争
と
平
和
の
法
に
関
す
る
論
文
は
、
そ
の
す
べ
て

の
不
完
全
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
そ
ら
く
今
日
に
お
い
て
、
こ
の

主
題
に
つ
い
て
今
ま
で
与
え
ら
れ
た
か
ぎ
り
の
最
も
完
全
な
著
作
で

あ
る
。
私
は
も
う
ひ
と
つ
の
別
の
論
述
に
お
い
て
、
法
と
統
治
の
一

般
原
理
に
つ
い
て
、
お
よ
び
そ
れ
ら
が
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
と

時
期
に
お
い
て
、
正
義
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
生
活
行
政
、

公
収
入
、
軍
備
、
さ
ら
に
は
法
の
対
象
で
あ
る
他
の
す
べ
て
に
関
す

る
こ
と
に
お
い
て
も
、
経
過
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
変
革
に
つ
い
て
、

説
明
を
与
え
る
よ
う
に
努
力
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

私
は
、
今
は
法
学
の
歴
史
に
関
し
て
、
こ
れ
以
上
詳
し
い
こ
と
に
は

立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に
し
よ
う
。

 

（Sm
ith 

［1759

］ 1976, 341-2

／
訳
、
下
巻
四
〇
〇
頁
）

　

グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
『
戦
争
と
平
和
の
法
』
（1625

）
を
受
け
継
い
で
、

あ
ら
ゆ
る
国
の
法
の
基
礎
と
な
る
べ
き
自
然
的
正
義
の
原
理
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
い
う
の
が
次
作
の
計
画
で
あ
っ
た
。
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
、

こ
れ
ま
で
人
類
が
定
め
て
き
た
法
（
実
定
法
）
は
自
然
法
そ
の
も
の
で

は
な
く
、
各
国
・
各
時
代
の
政
府
、
政
府
を
支
配
す
る
特
定
階
層
、
お

よ
び
司
法
当
局
の
利
害
関
心
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

法
自
体
が
人
間
の
弱
さ
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
各
国
・
各
時
代
の
実
定
法
の
基
礎
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

や
時
代
で
通
用
す
る
公
平
な
観
察
者
の
正
義
に
関
す
る
規
則
が
あ
り
、

さ
ら
に
そ
の
根
底
に
は
人
類
共
通
の
正
義
に
関
す
る
規
則
、
す
な
わ
ち

自
然
的
正
義
の
規
則
が
あ
る
は
ず
で
あ
る

）
9
（

。
そ
の
自
然
的
正
義
の
規
則

を
各
国
の
法
の
歴
史
の
中
に
見
い
だ
し
、
自
然
的
正
義
の
規
則
が
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
れ
て
き
た
か
、
あ
る
い
は
歪
め
ら
れ
て
き
た
か
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
い
う
の
が
ス
ミ
ス
の
計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
計
画
は
、
三
〇
年
以
上
経
た
後
も
実
現
し
な
か
っ
た
。
ス
ミ
ス
は
、

法
と
統
治
の
一
般
原
理
と
歴
史
に
つ
い
て
の
著
作
を
出
版
す
る
こ
と
な

く
、
こ
の
世
を
去
っ
た

）
10
（

。

　

ス
ミ
ス
が
計
画
を
実
現
で
き
な
か
っ
た
本
当
の
理
由
は
分
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
遂
行
方
法
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
は
で
き
る
。
各

国
の
正
義
の
諸
法
の
根
底
に
は
自
然
的
正
義
の
規
則
が
あ
る
と
し
て
も
、

自
然
的
正
義
の
規
則
は
当
該
社
会
で
通
用
す
る
公
平
な
観
察
者
の
正
義

の
規
則
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
上
を
政
府
や
司
法
当
局
の
利

害
関
心
に
よ
る
ゆ
が
み
が
覆
っ
て
い
る
。
先
験
的
・
観
念
的
な
方
法
を

取
ら
な
い
か
ぎ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
定
法
を
観
察
す
る
だ
け
で
は
、
自

然
的
正
義
の
規
則
を
抽
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
経
験
的
な
方
法
を

維
持
し
な
が
ら
、
自
然
的
正
義
の
規
則
を
見
い
だ
す
唯
一
の
道
は
、
人

類
が
国
や
宗
教
、
文
化
の
壁
を
乗
り
越
え
て
交
流
し
、
相
互
に
同
感
し
、

共
通
の
公
平
な
観
察
者
、
い
わ
ば
「
開
か
れ
た
公
平
な
観
察
者
」
を
実

際
に
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
境
を
越
え
た
交
流
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を
行
う
た
め
の
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
時
代
に
生
き
た
ス
ミ
ス
に
と
っ

て
、
こ
の
方
法
に
頼
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

五　

セ
ン
の
「
開
放
的
不
偏
性
」

　

情
報
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
代
、
人
間
交
際
の
範
囲
は
広
が

り
、
交
際
の
機
会
と
速
度
は
飛
躍
的
に
高
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
環
境
の

中
、
世
界
の
人
び
と
が
慣
習
、
文
化
、
宗
教
の
違
い
、
財
産
や
地
位
の

違
い
を
越
え
て
交
際
し
、
相
互
に
同
感
す
る
機
会
は
、
ス
ミ
ス
の
時
代

と
比
べ
て
は
る
か
に
広
が
っ
た
と
言
え
る
。
も
し
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
同

感
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
か
れ
た
公
平
な
観
察
者
を
形
成
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
ス
ミ
ス
が
求
め
た
自
然
的
正
義
の
規

則
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
は
、
世
界
の
人
び
と
が
開
か
れ
た
公
平
な
観

察
者
―
―
セ
ン
の
用
語
で
は
「
開
放
的
不
偏
性
」（open im

partiality

）

―
―
を
用
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
正
義
を
遂
行
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て

い
る
。
セ
ン
は
、
ロ
ー
ル
ズ
の
よ
う
に
、
ま
ず
正
義
の
原
理
を
仮
想
状

態
の
中
で
確
定
し
て
お
い
て
、
各
国
の
状
態
を
憲
法
改
正
な
ど
に
よ
っ

て
理
想
状
態
に
向
か
わ
せ
る
方
法
で
は
な
く
、
政
府
や
市
民
団
体
、
あ

る
い
は
諸
個
人
が
、
開
放
的
不
偏
性
の
立
場
に
立
っ
て
、
人
種
差
別
や

性
差
別
な
ど
、
合
意
で
き
る
明
白
な
不
正
義
を
ひ
と
つ
ず
つ
取
り
除
き
、

最
終
的
に
正
義
の
原
理
を
見
出
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
セ
ン
は
、
こ

う
し
た
自
分
の
ア
イ
デ
ア
の
源
が
ス
ミ
ス
に
あ
る
と
論
じ
る
。

　

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
「
公
平
な
観
察
者
」
が
、
近
く
に
い
る
人

と
同
様
に
、
遠
く
に
い
る
人
の
思
慮
を
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
強
力
に
論
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
実
に
啓
蒙
思
想
家
た

ち
の
知
的
関
心
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
境
界
を
越
え
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
認
識
の
可
能
性
は
、
ス
ミ
ス
の
生
き
た
十
八

世
紀
の
世
界
と
同
様
に
、
今
日
で
も
馬
鹿
げ
た
こ
と
で
は
な
い
。
た

と
え
グ
ロ
ー
バ
ル
国
家
や
グ
ロ
ー
バ
ル
民
主
主
義
が
な
い
と
し
て
も
、

ス
ミ
ス
が
「
公
平
な
観
察
者
」
に
関
し
て
強
調
し
た
こ
と
は
、
今
日

の
世
界
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
公
共
的
討
議
の
役
割
に
つ
い
て
も

直
接
的
な
含
意
を
持
っ
て
い
る
。 （Sen 2009, 151

／
訳
、
二
三
〇
頁
）

　

セ
ン
に
よ
れ
ば
、
特
定
の
共
同
体
内
で
通
用
す
る
不
偏
性
（
「
閉
鎖

的
不
偏
性
」
）
は
、
よ
り
広
い
共
同
体
の
不
偏
性
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
、

包
含
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、「
人
間
で
あ
る
」

と
い
う
立
場
に
立
っ
た
判
断
に
従
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

「
人
間
で
あ
る
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
た
ぶ
ん
、
我
々

の
最
も
基
本
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
で
す
ら
、
十
分
に
理
解
さ

れ
る
な
ら
、
そ
れ
に
対
応
し
て
我
々
の
視
点
を
広
げ
る
と
い
う
効
果

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
我
々
の
「
人
間
で
あ
る
こ
と
」
と
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結
び
つ
け
て
捉
え
る
よ
う
な
義
務
は
、
「
国
民
」
や
「
国
」
と
い
っ

た
小
さ
な
集
団
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
を
介
す
る
必
要
は
な
い
。「
人

間
性
」
あ
る
い
は
「
人
間
で
あ
る
こ
と
」
に
導
か
れ
る
規
範
的
要
求

は
、
特
定
の
国
籍
や
宗
派
や
部
族
（
伝
統
的
な
も
の
で
あ
れ
、
現
代

的
な
も
の
で
あ
れ
）
に
属
す
る
か
ど
う
か
に
は
関
わ
り
な
く
、
「
人

間
で
あ
る
」
と
い
う
広
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
構
成
員
で
あ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
に
ち
が
い
な
い
。

 

（Sen 2009, 142

／
訳
、
二
一
八
頁
）

　

図
1
を
用
い
る
な
ら
ば
、
あ
る
円
の
中
で
通
用
す
る
公
平
な
観
察
者

の
判
断
は
、
よ
り
大
き
な
円
で
通
用
す
る
公
平
な
観
察
者
の
判
断
に

よ
っ
て
検
討
さ
れ
、
置
き
換
え
ら
れ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
ら
ず
、

こ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
く
な
ら
ば
、
最
終
的
に
は
最
も
大
き
な
円
、
す

な
わ
ち
人
類
全
体
で
通
用
す
る
開
か
れ
た
公
平
な
観
察
者
の
判
断
に
委

ね
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

セ
ン
は
、
開
か
れ
た
公
平
な
観
察
者
に
至
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、

各
個
人
が
自
分
の
中
に
存
在
す
る
複
数
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
認
識

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
主
張
す
る
。
個
人
に
と
っ
て
、
自
分
を
自
分
と

し
て
認
識
す
る
と
き
の
拠
り
所
は
、
年
齢
、
性
別
、
民
族
、
国
籍
、
居

住
地
、
職
業
、
宗
教
、
政
治
信
条
、
趣
味
な
ど
、
複
数
存
在
す
る
の
で

あ
る
。
個
人
は
、
複
数
の
拠
り
所
を
も
ち
、
時
と
場
所
に
よ
っ
て
優
先

す
べ
き
も
の
を
選
択
し
、
拠
り
所
に
応
じ
て
、
複
数
の
種
類
の
人
間
関

係
を
形
成
す
る
。
複
数
の
選
択
可
能
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
私
た

ち
の
生
活
を
柔
軟
で
豊
か
な
も
の
に
し
う
る
。

　

セ
ン
は
、
宗
教
や
民
族
な
ど
、
何
か
一
つ
の
基
準
に
よ
っ
て
世
界
を

分
割
し
、
個
人
を
分
割
さ
れ
た
集
団
に
従
属
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
。
宗
教
で
あ
れ
、
民
族
で
あ
れ
、
単
一
の
基
準
を
絶
対
的
な

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
構
成
員
の
心
に
植
え
つ
け
る
こ
と
は
、
集

団
の
結
束
力
と
活
動
力
を
高
め
る
便
利
な
方
法
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
一
方
で
、
個
人
の
考
え
方
や
行
動
は
一
面
的
で
硬
直
的
な
も
の
に

な
り
、
他
の
面
で
は
多
く
の
共
通
点
を
も
つ
他
集
団
の
人
び
と
と
の
つ

な
が
り
が
断
ち
切
ら
れ
、
対
立
や
暴
力
が
生
ま
れ
る
危
険
性
が
増
す
だ

ろ
う
。
セ
ン
は
、
世
界
で
繰
り
返
さ
れ
る
対
立
と
暴
力
の
多
く
が
、
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
複
数
性
と
選
択
可
能
性
を
無
視
し
た
結
果
生
じ
た

も
の
だ
と
考
え
る
。

　

現
代
の
世
界
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
時
代
の
経
済
や
政
治
だ

け
で
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
の
概
念
を
形
づ
く
る
価
値
観
や
倫

理
、
そ
れ
に
帰
属
意
識
に
も
疑
問
の
声
を
あ
げ
る
切
迫
し
た
必
要
性

が
あ
る
。
人
間
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
「
単
眼
的
」
で
な
い
方
法

で
理
解
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を
問
い
直
す
う
え
で
も
、
わ
れ

わ
れ
の
国
家
へ
の
義
務
や
地
元
へ
の
忠
誠
心
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
帰

属
意
識
と
完
全
に
置
き
換
え
、
巨
大
な
「
世
界
国
家
」
の
仕
組
み
の

な
か
に
反
映
さ
せ
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
グ
ロ
ー
バ
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ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
わ
れ
わ
れ
が
も
つ
そ
の
他
の
忠
誠
心
を

抹
殺
す
る
こ
と
な
く
、
当
然
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
受
け
止
め

ら
れ
始
め
て
い
る
の
だ
。 

（Sen 2006, 185

／
訳
、
二
五
四
頁
）

　

世
界
の
人
び
と
が
国
や
民
族
、
宗
教
な
ど
、
単
一
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
に
拘
泥
せ
ず
、
自
分
の
中
に
複
数
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
そ
れ
ら
を
柔
軟
に
用
い
て
、
多
様
な
人
び
と
と
交
際

を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
中
で
、
誰
も
が
「
人
間
で
あ

る
」
と
い
う
共
通
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
開
放
的
不
偏
性
の
立
場
に
立
っ

て
判
断
す
る
人
の
割
合
が
徐
々
に
増
え
て
い
く
だ
ろ
う

）
11
（

。

　

人
間
は
誰
も
が
人
間
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
っ
て
お
り
、

善
意
の
レ
ベ
ル
の
普
遍
的
仁
愛
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
ス
ミ
ス
も
認
め

て
い
た
。
し
か
し
、
普
遍
的
仁
愛
を
効
果
あ
る
奉
仕
に
ま
で
高
め
、
人

類
全
体
の
幸
福
の
た
め
に
自
分
の
幸
福
を
犠
牲
に
で
き
る
人
は
ほ
と
ん

ど
い
な
い
と
考
え
た
。
効
果
あ
る
奉
仕
の
た
め
に
は
、
慣
習
的
同
感
に

基
づ
い
た
愛
着
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
セ
ン
が
強
調
す
る
複
数
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
認
識
は
、
慣
習
的
同
感
の
範
囲
を
広
げ
、
開
か
れ
た

公
平
な
観
察
者
を
形
成
す
る
た
め
の
―
―
十
分
で
は
な
い
に
し
ろ
―
―

必
要
な
条
件
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

　

『
道
徳
感
情
論
』
と
『
国
富
論
』
で
ス
ミ
ス
が
示
し
た
の
は
、
同
胞

国
民
ま
で
に
限
定
さ
れ
た
愛
着
と
、
富
裕
な
人
や
有
力
な
人
に
つ
い
て

い
こ
う
と
す
る
上
位
追
従
性
を
与
件
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
社
会

の
秩
序
が
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
る
か
、
繁
栄
が
い
か
に
し
て
も
た
ら

さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
高
度
に
繁
栄
し
た
社
会
、
す
な
わ

ち
商
業
社
会
も
、
自
由
な
国
内
市
場
と
自
由
貿
易
か
ら
な
る
自
然
的
自

由
の
体
系
に
従
う
な
ら
ば
、
社
会
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
し
、
商
業
社
会
は
市
民
社
会
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
そ
れ

に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
社
会
で
も
な
か
っ
た
。

　

諸
社
会
は
自
由
な
交
易
を
通
じ
て
国
際
秩
序
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
な
か
っ
た
。
国
際
秩
序
の
形
成
の
た

め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
法
を
貫
き
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る
法
、
す

な
わ
ち
万
民
の
法
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ス
ミ
ス
は
、
そ
れ
を
人
間
で
あ

れ
ば
誰
も
が
受
け
入
れ
る
は
ず
の
自
然
的
正
義
の
規
則
を
検
討
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
求
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
計
画
は
実
現

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ス
ミ
ス
の
方
法
に
し
た
が
え
ば
、
自
然
的
正

義
の
規
則
は
、
人
び
と
が
国
や
宗
教
、
文
化
の
壁
を
乗
り
越
え
て
交
流

し
、
実
際
に
開
か
れ
た
公
平
な
観
察
者
を
形
成
し
た
後
に
は
じ
め
て
判

明
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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現
代
に
お
い
て
、
セ
ン
は
ス
ミ
ス
が
残
し
た
課
題
を
引
き
継
ぎ
、
各

自
が
複
数
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
放
的

普
遍
性
（
開
か
れ
た
公
平
な
観
察
者
）
に
至
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。
開
放

的
不
偏
性
の
立
場
か
ら
、
合
意
で
き
る
明
確
な
不
正
義
を
ひ
と
つ
ず
つ

取
り
除
い
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
的
正
義
の
規
則
に
至
ろ
う
と

言
う
の
で
あ
る
。
セ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ス
ミ
ス
が
求
め
た
も
の
に
至

る
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
高
く
評
価
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
た

ち
は
、
限
定
さ
れ
た
愛
着
と
上
位
追
従
性
と
い
う
ス
ミ
ス
が
洞
察
し
た

人
間
の
弱
さ
を
忘
れ
る
べ
き
で
な
い
。
複
数
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

認
識
す
る
だ
け
で
、
人
間
の
中
に
あ
る
弱
さ
が
克
服
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
。

　

今
後
私
た
ち
が
試
み
る
べ
き
こ
と
は
、
慣
習
的
同
感
の
範
囲
を
国
や

宗
教
の
枠
を
超
え
て
徐
々
に
広
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の

環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
簡
単
で
な
い
に
し
て

も
、
情
報
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
代
に
あ
っ
て
は
、
ス
ミ
ス
の

時
代
ほ
ど
困
難
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
慣
習
的
同
感
の
範
囲
の
拡
大
は
、

各
自
の
胸
中
の
公
平
な
観
察
者
を
開
き
、
世
界
で
生
じ
る
明
確
な
不
正

義
に
関
心
を
持
ち
、
効
果
あ
る
奉
仕
を
行
う
人
間
の
割
合
を
徐
々
に
増

し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
自
由
で
平
等
な
個
人
が
国
の
枠
を
超
え
て
主
体

的
に
諸
関
係
を
結
ぶ
こ
と
は
、
各
国
の
国
内
に
お
け
る
市
民
社
会
の
形

成
に
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
。
自
由
で
平
等
な
個
人
に
よ
る
主
体
的
な
関

係
の
伝
播
は
、
国
内
社
会
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
と
い
う
方
向
だ
け

で
な
く
、
逆
の
方
向
も
あ
り
え
る
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

ス
ミ
ス
の
成
就
し
な
か
っ
た
計
画
は
、
市
民
社
会
の
形
成
を
構
想
す

る
た
め
の
糸
口
を
与
え
て
く
れ
る
。
他
方
、
成
就
し
た
計
画
は
、
そ
の

構
想
の
実
現
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
、
そ
し
て
実
現
の
た
め
に
何
を

乗
り
越
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
を
示
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
お
い
て
市
民
社
会
を
問
い
直
す
際
に
用
い
る
こ
と

が
で
き
る
遺
産
で
あ
る
と
言
え
る
。

 

（
ど
う
め
・
た
く
お
／
経
済
学
史
・
経
済
思
想
）

注（
1
） 

引
用
文
に
つ
い
て
は
、
参
考
文
献
に
掲
載
し
た
訳
本
を
用
い
た
が
、
必
ず

し
も
訳
本
の
と
お
り
で
は
な
く
、
若
干
の
修
正
を
し
た
。
以
下
の
す
べ
て

の
引
用
文
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（
2
） こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
一
七
五
五
年
に
起
こ
っ
た
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
を

思
い
起
こ
し
て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
以
下
の
文
章
に
お
い
て
明
確
に
示

さ
れ
て
い
る
。
「
シ
ナ
と
い
う
大
帝
国
が
、
そ
の
無
数
の
住
民
の
す
べ
て

と
と
も
に
、
突
然
、
地
震
に
よ
っ
て
飲
み
込
ま
れ
た
と
想
定
し
よ
う
。
そ

し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
る
人
間
愛
の
あ
る
人
で
、
世
界
の
そ
の
部
分
に

ど
ん
な
種
類
の
つ
な
が
り
も
持
た
な
い
者
が
、
こ
の
恐
る
べ
き
災
厄
の
報

道
を
受
け
取
っ
た
と
き
、
ど
ん
な
感
受
作
用
を
受
け
る
だ
ろ
う
か
を
考
察

し
よ
う
。
私
の
想
像
で
は
、
彼
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
そ
の
不
幸
な
国
民
の

悲
運
に
対
す
る
悲
哀
を
非
常
に
強
く
表
明
す
る
だ
ろ
う
し
、
人
生
の
不
安

定
、
こ
の
よ
う
に
し
て
一
瞬
に
破
滅
さ
せ
ら
れ
う
る
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
働

き
の
虚
し
さ
に
つ
い
て
、
多
く
の
憂
鬱
な
省
察
を
す
る
だ
ろ
う
。
彼
は
ま
た
、

お
そ
ら
く
、
も
し
彼
が
思
慮
深
い
人
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
災
難
が
ヨ
ー
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ロ
ッ
パ
の
商
業
お
よ
び
世
界
全
体
の
貿
易
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
た
ら
す
か
も

し
れ
な
い
影
響
に
つ
い
て
の
多
く
の
推
論
に
入
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
こ
の
見
事
な
哲
学
的
探
求
の
す
べ
て
が
終
わ
っ
た
と
き
、
つ
ま
り
、

こ
れ
ら
の
人
道
的
諸
感
情
の
す
べ
て
が
、
ひ
と
た
び
う
ま
く
表
現
さ
れ
て

し
ま
っ
た
と
き
、
彼
は
、
そ
う
い
う
偶
発
事
件
が
何
も
起
こ
ら
な
か
っ
た

か
の
よ
う
に
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
気
楽
さ
と
平
静
さ
を
も
っ
て
、
自
分

の
仕
事
や
快
楽
を
追
求
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
休
息
を
と
っ
た
り
、
気
晴
ら

し
を
し
た
り
す
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
彼
自
身
に
降
り
か
か
り
う
る
最
小

の
災
難
で
さ
え
、
も
っ
と
現
実
的
な
混
乱
を
引
き
起
こ
す
だ
ろ
う
。
た
と

え
ば
、
も
し
彼
が
明
日
、
自
分
の
小
指
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、

今
夜
、
彼
は
眠
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
億
人
の
兄
弟
の
破
滅
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
を
見
た
こ
と
が
ま
っ
た
く
な
い
な
ら
ば
、
彼
は
深

い
安
心
を
も
っ
て
、
い
び
き
を
か
い
て
眠
る
だ
ろ
う
」
（Sm

ith 

［1759

］ 
1976, 136-7

／
訳
、
上
巻
三
一
三
頁
）
。

（
3
） こ
の
後
に
続
く
文
章
の
中
で
、
ス
ミ
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
国
王

た
ち
は
人
民
の
召
使
で
あ
っ
て
、
公
共
の
便
宜
の
求
め
る
ま
ま
に
服
従
さ

れ
抵
抗
さ
れ
廃
位
さ
れ
処
罰
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
、
と
い
う
の
は
理
性
と

哲
学
の
学
説
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
自
然
の
学
説
で
は
な
い
」
（Sm

ith 

［1759

］ 1976, 53

／
訳
、
上
巻
一
三
五
頁
）
。
こ
の
文
章
で
批
判
さ
れ
て

い
る
の
が
ホ
ッ
ブ
ス
や
ロ
ッ
ク
、
ル
ソ
ー
の
社
会
契
約
説
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
社
会
秩
序
の
起
源
と
正
当
性
に
関
す
る
ス
ミ
ス
の
議
論

は
、
ロ
ー
ル
ズ
に
至
る
社
会
契
約
説
の
系
譜
の
中
に
は
な
い
と
言
え
る
。

（
4
） 

人
間
が
正
義
を
守
る
の
は
人
間
愛
や
慈
愛
か
ら
で
は
な
く
、
胸
中
の
公
平

な
観
察
者
か
ら
の
非
難
を
恐
れ
る
か
ら
だ
と
ス
ミ
ス
が
考
え
て
い
た
こ
と

は
強
調
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
「
自

愛
心
の
最
も
強
い
衝
動
に
、
こ
の
よ
う
に
し
て
対
抗
で
き
る
の
は
、
人
間

愛
と
い
う
弱
い
力
、
自
然
が
人
間
の
心
に
点
じ
て
お
い
た
慈
愛
の
弱
い
火

花
で
は
な
い
。
そ
の
場
合
に
働
く
の
は
、
も
っ
と
強
い
力
で
あ
り
、
も
っ

と
強
制
的
な
動
機
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
理
性
、
原
理
、
良
心
、
胸
中
の
住
人
、

内
部
の
人
、
わ
れ
わ
れ
の
行
為
の
偉
大
な
裁
判
官
に
し
て
裁
決
者
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
他
人
の
幸
福
に
作
用
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
と
き
に
は
い
つ

で
も
、
諸
情
念
の
う
ち
の
も
っ
と
も
無
遠
慮
な
も
の
を
も
驚
か
せ
る
声
で

次
の
こ
と
を
呼
び
か
け
る
の
は
彼
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ

は
大
衆
の
中
の
一
人
に
過
ぎ
ず
、
ど
ん
な
点
に
お
い
て
も
、
そ
の
う
ち
の

ど
の
他
人
に
も
優
ら
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
無

恥
に
も
、
あ
る
い
は
盲
目
的
に
も
、
自
分
を
他
人
に
優
先
さ
せ
る
こ
と
が

あ
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
憤
慨
と
忌
避
と
呪
い
の
正
当
な
対
象
に
な
る

の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
、
自
分
に
関
す
る
す
べ
て
の
事

柄
の
本
当
の
小
さ
さ
を
学
ぶ
の
は
彼
だ
け
か
ら
で
あ
り
、
自
愛
心
の
自
然

な
間
違
っ
た
発
現
は
、
こ
の
公
平
な
観
察
者
の
目
に
よ
っ
て
の
み
是
正
さ

れ
う
る
の
で
あ
る
」
（Sm

ith 

［1759

］ 1976, 137

／
訳
、
上
巻
三
一
四
―

五
頁
）
。

（
5
） 

ス
ミ
ス
は
、
ど
の
文
明
国
も
経
済
成
長
が
停
止
す
る
状
態
（
定
常
状
態
）

を
迎
え
る
時
が
来
る
と
考
え
、
そ
の
よ
う
な
状
態
に
お
け
る
賃
金
と
利
潤

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。
「
土
壌
や
気
候
の
性
質
と
他
国
と
の
関

係
で
の
位
置
が
許
す
か
ぎ
り
で
の
富
を
こ
と
ご
と
く
獲
得
し
た
国
、
し
た

が
っ
て
そ
れ
以
上
は
前
進
も
で
き
な
け
れ
ば
後
退
も
し
て
い
な
い
国
で
は
、

労
働
の
賃
金
も
資
本
の
利
潤
も
お
そ
ら
く
き
わ
め
て
低
い
だ
ろ
う
。
領
土

が
扶
養
し
、
あ
る
い
は
資
本
が
雇
用
し
う
る
程
度
を
超
え
て
人
口
が
あ
ふ

れ
て
い
る
国
で
は
、
雇
用
を
求
め
る
競
争
は
必
然
的
に
き
わ
め
て
激
し
く
、

労
働
の
賃
金
を
か
ろ
う
じ
て
労
働
者
の
数
を
維
持
す
る
の
に
足
り
る
だ
け

の
額
に
引
き
下
げ
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
の
国
は
す
で
に
人
口
が
充
満
し

て
い
る
か
ら
、
労
働
者
の
数
は
け
っ
し
て
増
加
し
え
な
い
だ
ろ
う
。
営
む

べ
き
す
べ
て
の
事
業
に
つ
り
あ
っ
て
資
本
が
十
分
に
あ
る
国
で
は
、
事
業

の
性
質
と
大
き
さ
が
許
す
か
ぎ
り
の
量
の
資
本
が
ど
の
個
別
部
門
で
も
用

い
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
競
争
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
可
能
な
か
ぎ
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り
激
し
く
、
し
た
が
っ
て
ま
た
通
常
の
利
潤
は
可
能
な
か
ぎ
り
低
く
な
る

だ
ろ
う
」
（Sm

ith 

［1776

］ 1976, 113

／
訳
、
第
一
巻
一
六
九
頁
）
。

（
6
） 労
働
者
一
人
あ
た
り
所
得
＝
総
雇
用
×
賃
金
÷
総
労
働
人
口
、
資
本
家
一

人
あ
た
り
所
得
＝
使
用
さ
れ
る
資
本
×
利
潤
率
÷
資
本
家
の
数
、
地
主
一

人
あ
た
り
の
所
得
＝
利
用
さ
れ
る
土
地
面
積
×
地
代
÷
地
主
の
数
、
で
あ

る
こ
と
に
注
意
。
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
の
一
人
あ
た
り
所
得
の
変
動
は
、
賃
金
、

利
潤
、
地
代
の
変
動
だ
け
に
依
存
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
総
所
得
に
占
め

る
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
の
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
で
な

く
て
も
、
経
済
成
長
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
変
数
が
ど
の
よ
う
に
変
動
す
る

か
を
正
確
に
推
論
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
。

（
7
） 

ス
ミ
ス
は
地
主
階
級
を
支
配
階
級
と
し
て
認
め
て
い
た
も
の
の
、
公
的
財

産
の
管
理
者
と
し
て
の
能
力
に
欠
け
て
い
る
と
見
な
し
て
い
た
。
「
三
つ

の
階
級
の
中
で
、
地
主
階
級
だ
け
は
、
収
入
が
労
働
も
気
苦
労
も
な
し
に
、

い
わ
ば
ひ
と
り
で
に
、
そ
し
て
計
画
や
企
画
と
は
無
関
係
に
入
っ
て
く
る
。

境
遇
が
安
楽
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
の
自
然
な
結
果
と
し
て
、
地
主
は
怠

惰
に
な
り
、
そ
の
た
め
、
彼
ら
は
単
に
無
知
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
公
的

規
則
の
結
果
を
予
測
し
理
解
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
知
性
の
活
用
も

で
き
な
い
こ
と
が
多
い
」
（Sm

ith 

［1776

］ 1976, 265
／
訳
、
第
一
巻
四

三
二
頁
）
。

（
8
） 

ス
ミ
ス
は
、
労
働
者
階
級
が
公
的
財
産
を
管
理
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
と

は
け
っ
し
て
考
え
な
か
っ
た
。
「
労
働
者
は
社
会
の
利
害
を
理
解
す
る
こ

と
も
、
社
会
の
利
害
と
自
分
の
利
害
と
の
結
び
つ
き
を
理
解
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
。
労
働
者
の
生
活
状
態
は
、
必
要
な
情
報
を
受
け
と
め
る
た
め

の
時
間
を
彼
に
与
え
な
い
し
、
た
と
え
十
分
な
情
報
を
得
た
と
し
て
も
、

教
育
と
習
慣
の
せ
い
で
適
切
な
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
普
通

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
共
の
審
議
に
お
い
て
、
労
働
者
の
声
は
、
あ

る
特
定
の
場
合
に
は
、
雇
い
主
に
よ
っ
て
―
―
労
働
者
の
利
益
の
た
め
で

は
な
く
雇
い
主
の
利
益
の
た
め
に
―
―
鼓
舞
さ
れ
、
扇
動
さ
れ
、
支
持
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
を
除
け
ば
、
労
働
者
の
声
は
、

ほ
と
ん
ど
聞
い
て
も
ら
え
な
い
し
、
尊
重
も
さ
れ
な
い
」
（Sm

ith 

［1776

］ 
1976, 266

／
訳
、
第
一
巻
四
三
三
頁
）
。
ス
ミ
ス
は
、
公
的
財
産
に
つ
い

て
の
知
識
も
管
理
能
力
も
な
い
地
主
階
級
と
労
働
者
階
級
が
、
財
産
管
理

に
た
け
た
資
本
家
階
級
に
よ
っ
て
操
ら
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。

（
9
） 

ス
ミ
ス
の
公
平
な
観
察
者
の
開
放
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
ス

ミ
ス
研
究
者
の
間
で
意
見
が
分
か
れ
て
き
た
。
公
平
な
観
察
者
は
特
定
の

国
や
時
代
の
影
響
の
中
で
閉
じ
た
道
徳
を
指
示
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
の

か
、
そ
れ
と
も
、
国
や
時
代
を
超
え
た
開
い
た
道
徳
を
示
唆
す
る
可
能
性

を
持
つ
者
な
の
か
。
前
者
の
解
釈
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、C

am
pbell 

（1971

）
、Form

an-B
arzilai 

（2010

）
、Fleischacker 

（2011

）
な
ど
が

あ
り
、
後
者
の
立
場
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、H

aakonssen 

（1981

）
、

G
risw

old 

（1999

）
、R

othschild 

（2001

）
、O

tteson 

（2002

）
な
ど
が

あ
る
。
本
稿
の
議
論
は
後
者
の
立
場
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

（
10
） 『
道
徳
感
情
論
』
の
初
版
を
出
版
し
た
後
、
ス
ミ
ス
は
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
で
、

法
学
に
関
す
る
講
義
を
行
な
っ
た
。
学
生
が
と
っ
た
ノ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、

ス
ミ
ス
は
、
正
義
の
諸
法
だ
け
で
な
く
、
生
活
行
政
、
公
収
入
、
軍
備
な

ど
に
つ
い
て
も
講
義
し
た
。
生
活
行
政
、
公
収
入
、
お
よ
び
軍
備
に
関
す

る
講
義
案
は
拡
張
さ
れ
て
『
国
富
論
』
の
中
に
現
れ
た
。
し
か
し
、
正
義

の
諸
法
に
関
し
て
は
、
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ス
ミ
ス
は
、
死

の
直
前
に
、
手
元
に
あ
っ
た
未
公
開
の
草
稿
を
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
燃
や

し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
私
た
ち
は
、
晩
年
の
ス
ミ
ス
が
正
義
に
関
す
る
論

述
を
ど
の
程
度
ま
で
完
成
さ
せ
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
11
） 

世
界
各
地
に
お
け
る
明
確
な
不
正
義
の
除
去
を
訴
え
る
セ
ン
の
議
論
が
彼

の
ケ
ー
パ
ビ
リ
テ
ィ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
不
正
義
に
よ
っ
て
潜
在
能
力
の
発
揮
を
阻
ま
れ
て

い
る
人
び
と
が
い
る
状
況
を
、
当
事
者
を
含
む
人
び
と
に
よ
る
連
帯
に

よ
っ
て
打
開
し
よ
う
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、Sen 

（2009, 35-
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387

／
訳
、
五
〇
三
―
四
六
頁
）
を
見
よ
。
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は
じ
め
に

　

現
在
の
日
本
で
は
、
「
市
民
社
会
」
と
い
う
言
葉
は
論
者
に
よ
っ
て

様
々
な
意
味
で
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
使
い
方
は
ほ
と
ん
ど
十
人
十
色

に
近
い
。
こ
の
よ
う
な
意
味
の
混
乱
が
生
じ
た
の
は
、
こ
の
言
葉
が
二

十
世
紀
初
頭
の
日
本
で
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
は
じ
め
た
際
に
、
こ
の
訳

語
の
原
語
が
含
ん
で
い
る
重
層
的
な
意
味
内
容
が
十
分
に
理
解
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
「
市
民
社
会
」
と
い
う

言
葉
の
使
わ
れ
方
は
複
雑
な
経
緯
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
自
体
が
社
会

思
想
史
的
な
研
究
の
対
象
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
こ

と
に
す
る
が

）
1
（

、
こ
の
言
葉
の
重
層
性
を
理
解
す
る
た
め
の
参
考
資
料
と

し
て
役
立
つ
の
が
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
「
市
民
社
会
」
概
念
の
歴

史
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
語
圏
に
お
い
て
「
市
民
社
会
」
と
訳
す
こ
と
の
で
き
る
（
そ

し
て
実
際
に
そ
う
訳
さ
れ
て
き
た
）
言
葉
は
、
十
六
世
紀
以
来
、
大
き
く

分
け
て
三
つ
の
異
な
る
意
味
内
容
の
転
換
を
経
験
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、

そ
の
時
々
に
実
現
可
能
な
〈
あ
る
べ
き
社
会
〉
像
を
表
象
し
表
現
す
る

際
の
認
識
枠
組
み
の
変
化
の
歴
史
で
あ
り
、
政
治
思
想
・
経
済
思
想
・

社
会
思
想
を
横
断
す
る
思
想
の
歴
史
で
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
十
六
世

紀
か
ら
二
十
一
世
紀
ま
で
約
四
五
〇
年
間
の
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る

「
市
民
社
会
」
の
概
念
史
を
振
り
返
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

特
集　

〈
市
民
社
会
〉
を
問
い
直
す　

〈
論
文
〉

ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
市
民
社
会
」
概
念

【
十
六
世
紀
か
ら
二
十
一
世
紀
ま
で
】

植
村
邦
彦
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一　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
市
民
社
会
」
概
念
の
成
立

　

ド
イ
ツ
で
「
市
民
社
会
」
と
訳
す
こ
と
の
で
き
る
言
葉
が
初
め
て
使

わ
れ
た
の
は
、
十
六
世
紀
の
宗
教
改
革
の
最
中
で
あ
る
。
マ
ル
テ
ィ
ン
・

ル
タ
ー
の
盟
友
で
あ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
勢
力
を
代
表
す
る
理
論
家

で
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
（
一
四
九
七
―
一
五
六
〇
）
の

主
著
『
神
学
綱
要
』
（
一
五
二
一
年
初
版
）
に
、
〈societas civilis

〉
と

い
う
言
葉
が
次
の
よ
う
に
登
場
す
る
（
引
用
は
、
一
五
五
九
年
の
最
終
改

訂
版
に
基
づ
く
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
版
に
よ
る
）
。

　

「
た
と
え
こ
の
［
政
治
秩
序
は
人
間
理
性
と
自
然
法
に
基
づ
く
と
い
う
］

見
解
が
真
実
で
あ
る
と
し
て
も
、
市
民
社
会
な
い
し
国
家
の
原
因

caussa civilis societatis seu im
periorum
に
つ
い
て
は
い
ま
だ

十
分
に
説
明
し
て
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
た
ん
に
人
間
の
熟
慮
や
実

行
力
だ
け
で
は
け
っ
し
て
す
ぐ
れ
た
法
律
や
市
民
社
会civilis 

societas

が
維
持
さ
れ
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
わ
れ
わ
れ
は
、

神
の
命
令
に
よ
っ
て
こ
の
秩
序
が
設
立
さ
れ
認
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

ま
た
実
際
に
神
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
を
知
る
の
で
あ
る
。

モ
ー
ゼ
の
律
法
の
す
べ
て
が
こ
の
命
令
に
つ
い
て
の
明
確
な
証
し
で
あ

り
、
た
と
え
そ
れ
が
一
民
族
［
ユ
ダ
ヤ
人
］
に
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
し
て
も
、
こ
の
政
治
的
生
活
に
つ
い
て
の
神
の
意
志
の
証
し
で
あ

る
。
他
方
、
道
徳
律Lex m

oralis

は
、
適
切
に
理
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
自
体
ま
さ
し
く
市
民
社
会
の
秩
序ordo societatis civilis

で
あ

る
）
2
（

」
。

　

こ
こ
で
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
が
使
っ
て
い
る
〈civilis societas

〉
あ
る

い
は
〈societas civilis

〉
と
い
う
言
葉
は
、
〈im

perium

〉
と
い
う

言
葉
に
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ラ
テ
ン

語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
正
確
に
従
え
ば
「
国
家
と
い
う
共
同
事
業
体
」
あ

る
い
は
「
国
家
と
い
う
仲
間
団
体
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
メ
ラ

ン
ヒ
ト
ン
は
一
五
二
九
年
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
政
治
学
』
の
注
釈
を

書
い
て
お
り
、
そ
の
際
、
一
四
三
八
年
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
人
文
主
義

者
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ブ
ル
ー
ニ
（
一
三
六
九
―
一
四
四
四
）
が
ラ
テ
ン
語
訳

し
た
『
政
治
学
』
を
利
用
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
国
家
共
同
体
」
が

〈societas civilis

〉
と
訳
さ
れ
て
お
り

）
3
（

、メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
も
そ
れ
に
従
っ

て
い
る
の
で
あ
る

）
4
（

。

　

メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
は
『
神
学
綱
要
』
で
、
一
方
で
は
、
地
上
に
お
け
る

「
神
の
国
」
実
現
を
目
指
す
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
再
洗
礼
派
な
ど
を
批
判

し
て
、
世
俗
の
国
家
に
従
う
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
の
だ
が
、
他
方
で

は
、
先
の
引
用
個
所
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
然
法
的
国
家
論
を
批
判

し
て
、
世
俗
国
家
の
正
統
性
の
根
拠
を
「
神
の
命
令
」
に
求
め
て
い
る
。

い
わ
ば
中
世
の
神
学
と
近
代
の
政
治
思
想
の
中
間
に
位
置
す
る
よ
う
な

過
渡
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
ひ
と
ま
ず
「
市
民
社
会
」
と
訳
し
た
ラ

テ
ン
語
が
指
し
示
し
て
い
る
の
は
、
正
確
に
言
え
ば
「
国
家
共
同
体
」
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の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
「
市
民
社
会
」
の
第
一
の
意
味
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
言
葉
は
、
十
八
世
紀
に
入
る
と
よ
う
や
く
固
有
の
ド
イ
ツ

語
表
現
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
〈bürgerliche 

G
esellschaft

〉
で
あ
る
。

　

こ
の
表
現
が
初
め
て
使
わ
れ
た
の
は
、
一
七
一
一
年
に
出
版
さ
れ
た

ザ
ム
エ
ル
・
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
（
一
六
三
二
―
一
六
九
四
）
の
ラ
テ
ン

語
の
著
書
『
自
然
法
と
万
民
法
に
つ
い
て
』
（
一
六
七
二
年
）
の
ド
イ
ツ

語
訳
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
を
使
う
に
あ
た
っ
て
、
訳
者
は
次

の
よ
う
に
注
記
し
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
名
称
に
よ
っ
て
、
著

者
が
用
い
て
い
る
ラ
テ
ン
語
の
〈C

ivitas

〉
を
表
現
し
た
。
こ
れ
に

こ
こ
で
特
に
言
及
す
る
の
は
、
し
ば
し
ば
登
場
す
る
〈B

ürgerliche 

G
esellschaft

〉
と
い
う
言
葉
で
示
唆
さ
れ
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、

一
緒
に
結
合
し
て
一
定
の
王
国R

eich

や
共
和
国R

epublic

等
々
を

形
成
し
て
い
る
政
府
当
局O

brigkeiten

と
臣
民U

ntertanen

に
ほ

か
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
賢
明
な
読
者
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
で

あ
る

）
5
（

」
。

　

こ
こ
で
「
政
府
当
局
」
と
「
臣
民
」
と
訳
し
た
言
葉
は
、む
し
ろ
「
お

上
」
と
「
下
々
」
と
し
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
十
八
世
紀
初

頭
の
ド
イ
ツ
に
は
、
名
目
上
ウ
ィ
ー
ン
の
皇
帝
を
戴
く
「
神
聖
ロ
ー
マ

帝
国
」
が
存
在
し
て
は
い
た
が
、
現
状
は
三
〇
〇
以
上
の
領
邦
君
主
が

主
権
を
持
つ
、
君
主
制
小
国
家
の
並
存
状
態
だ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
よ

う
な
政
治
的
状
況
の
中
で
、
主
と
し
て
都
市
の
市
民
を
担
い
手
と
し
て

「
下
々
」
の
一
定
の
政
治
参
加
を
求
め
る
思
想
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
、

こ
の
訳
語
の
採
用
に
見
て
と
れ
る
。
彼
ら
も
「
一
緒
に
結
合
し
て
国
家

を
形
成
し
て
い
る
」
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
〈bürgerliche G

esellschaft

〉
と
い
う
訳
語
は

す
ぐ
に
普
及
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
七
一
八
年
に
出
版
さ
れ
た
ジ
ョ

ン
・
ロ
ッ
ク
の
『
統
治
二
論
』
「
後
編
」
の
ド
イ
ツ
語
訳
で
は
、
こ
の

表
現
は
〈civil society

〉
の
訳
語
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
後
編
第
七
章
の
表
題
「
政
治
社
会
に
つ
い
てO

f Political 

or C
ivil Society

」
に
は
「Von der Poitischen Societät

」
と
い

う
外
来
語
的
な
造
語
が
あ
て
ら
れ
て
お
り

）
6
（

、
本
文
中
の
「Political, 

or C
ivil Society

」
は
、
あ
え
て
ラ
テ
ン
語
で
「societas politica 

oder civilis

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る

）
7
（

。
こ
の
時
点
で
は
、「
国
家
共
同
体
」

を
表
現
す
る
の
に
〈bürgerliche G

esellschaft

〉
よ
り
は
〈societas 

civilis

〉
の
ほ
う
が
ま
だ
誤
解
の
余
地
が
な
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

他
方
、
ロ
ッ
ク
の
原
文
で
よ
り
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
「
政
治
的
共
同

体C
om

m
onw

ealth

」
は
、
「Staat oder societät

」
と
訳
さ
れ
て

い
る

）
8
（

。
「
国
家
」
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
は
〈Staat

〉
の
方
が
早
く

ド
イ
ツ
語
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
、十
八
世
紀
も
半
ば
に
な
る
と
、〈bürgerliche G

esellschaft

〉

は
〈Staat
〉
の
同
義
語
と
し
て
の
位
置
を
確
保
す
る
よ
う
に
な
る
。

ス
イ
ス
の
啓
蒙
哲
学
者
ヨ
ハ
ン
・
ゲ
オ
ル
ク
・
ズ
ル
ツ
ァ
ー
（
一
七
二

〇
―
一
七
七
九
）
が
一
七
四
五
年
に
出
版
し
、
そ
の
後
改
訂
を
重
ね
て
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ド
イ
ツ
語
圏
で
広
く
読
ま
れ
た
参
考
書
『
学
問
概
要
』
（
文
献
学
、
歴
史
、

芸
術
、
数
学
、
物
理
学
、
哲
学
、
法
学
、
神
学
の
概
説
書
）
は
、
「
国
家
学

あ
る
い
は
政
治
学
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
国
家
学
あ
る

い
は
政
治
学
は
、
国
家
あ
る
い
は
市
民
社
会
全
体
の
福
祉 die 

G
lü

ck
selig

k
eit g

an
zer S

taaten
 od

er b
ü

rg
erlich

en 

G
esellschaften

の
理
論
を
含
ん
で
お
り
、
ま
た
こ
れ
が
達
成
さ
れ
る

手
段
を
示
し
て
い
る

）
9
（

」
。

　

こ
の
よ
う
に
「
国
家
」
と
「
市
民
社
会
」
を
同
義
語
と
し
て
使
う
用

語
法
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
は
一
般
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
代
表

的
な
例
が
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
ン
ト
（
一
七
二
四
―
一
八
〇
四
）
で
あ
る
。

彼
は
一
七
八
四
年
の
「
世
界
公
民
的
見
地
に
お
け
る
一
般
史
の
構
想
」

で
、
「
市
民B

ürger

」
と
い
う
言
葉
の
意
味
内
容
を
「
国
家
市
民
」
か

ら
「
世
界
市
民
」
に
ま
で
拡
張
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
自
然
が
人
類
に
解
決
を
迫
る
最
大
の
問
題
は
、
組
織
全
体
に
対
し
て

法
を
司
掌
す
る
よ
う
な
公
民
的
社
会bürgerliche G

esellschaft

を

形
成
す
る
こ
と
で
あ
る

）
10
（

」
。

　

さ
ら
に
カ
ン
ト
は
、
一
七
九
七
年
の
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
で
は
、

〈Staat

〉
を
〈civitas

〉
の
訳
語
と
し
て
、
ま
た
〈bürgerliche 

G
esellschaft

〉
を
〈societas civilis

〉
の
訳
語
と
し
て
使
い
、
し
か

も
次
の
よ
う
に
そ
の
両
者
を
同
義
語
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
「
国
家

ein Staat 

（civitas

）
と
は
、
法
の
諸
法
則
の
も
と
に
お
け
る
人
間
の
一

群
の
結
合Vereinigung

で
あ
る
。
…
…
立
法
の
た
め
に
結
合
し
て
、

こ
う
い
う
社
会
の
、
す
な
わ
ち
国
家
の
、
成
員
と
な
る
者
た
ち

G
lieder einer solchen G

esellschaft 

（societas civilis

）, d.i. eines 

Staats

は
、
国
家
公
民Staatsbürger 

（cives

）
と
呼
ば
れ
る

）
11
（

」
。

　

こ
の
よ
う
に
十
八
世
紀
末
の
時
点
で
、
「
市
民
社
会
」
と
は
「
国
家

共
同
体
」
の
こ
と
だ
と
い
う
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
政
治
学
』
に
従
っ

た
伝
統
的
理
解
が
、
十
七
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
ロ
ッ
ク
）
の
場
合

と
同
じ
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
語
の
世
界
に
お
い
て
も
よ
う
や
く
確
立
し
た

の
で
あ
る
。

二　

ガ
ル
ヴ
ェ
訳『
国
富
論
』と「
市
民
社
会
」概
念
の
転
換

　

し
か
し
な
が
ら
、「
国
家
共
同
体
」
の
ド
イ
ツ
語
表
現
と
し
て
の
「
市

民
社
会
」
の
用
語
法
が
確
立
し
た
時
期
に
は
、
同
じ
言
葉
が
そ
れ
と
は

ま
っ
た
く
異
な
る
意
味
で
使
わ
れ
は
じ
め
て
い
た
。
そ
れ
が
、
一
七
九

四
年
に
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ガ
ル
ヴ
ェ
（
一
七
四
二

―
一
七
九
八
）
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
訳
『
国
富
論
』
（
全
四
巻
、
一
七
九
四
―

一
七
九
六
年
）
で
あ
る
。

　

『
国
富
論
』
の
ド
イ
ツ
語
訳
は
、
原
著
出
版
直
後
の
一
七
七
六
年
に

す
ぐ
に
第
一
巻
が
出
版
さ
れ
た
。
訳
者
は
、
後
に
『
歓
喜
の
歌
』
（
一

七
八
六
年
）
の
作
者
と
し
て
有
名
に
な
る
詩
人
で
劇
作
家
の
シ
ラ
ー
の

同
名
の
従
兄
弟
ヨ
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ラ
ー
（
一
七
三
七
―
一

八
一
四
）
で
あ
り
、
重
農
主
義
研
究
者
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
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ヴ
ィ
ヒ
マ
ン
（
一
七
三
五
―
一
八
〇
七
）
が
補
訳
し
て
い
る
。
シ
ラ
ー
訳

は
第
一
巻
が
一
七
七
六
年
、
第
二
巻
が
一
七
七
八
年
に
出
版
さ
れ
た
が
、

こ
の
訳
書
は
「
有
力
な
新
聞
雑
誌
に
多
く
の
書
評
が
出
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
一
般
的
な
注
目
を
受
け
な
か
っ
た
」
。
そ
れ
に
対
し
て
、

「
一
七
九
四
年
に
ガ
ル
ヴ
ェ
と
［
補
訳
者
の
］
デ
ー
リ
エ
ン
に
よ
る
翻
訳

の
第
一
巻
が
出
版
さ
れ
る
と
、
ス
ミ
ス
へ
の
評
価
は
劇
的
に
変
化
し
た

）
12
（

」
。

　

ガ
ル
ヴ
ェ
訳
は
、
原
書
第
四
版
の
訳
と
し
て
一
七
九
四
年
か
ら
九
六

年
に
か
け
て
四
分
冊
で
出
版
さ
れ
た
。
両
者
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
シ

ラ
ー
訳
が
原
文
直
訳
的
で
、
英
単
語
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
て
い
る
場

合
も
多
い
の
に
対
し
て
、
ガ
ル
ヴ
ェ
訳
は
意
訳
を
含
め
て
ド
イ
ツ
語
固

有
の
言
い
回
し
に
直
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
ド
イ
ツ
語
の
文
章
と
し

て
理
解
し
や
す
い
。
そ
の
た
め
か
、
ガ
ル
ヴ
ェ
訳
は
一
七
九
八
年
に
第

二
版
（
三
分
冊
）
、
一
八
一
〇
年
に
は
第
三
版
（
三
分
冊
）
と
版
を
重
ね

て
い
る
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
関
心
か
ら
す
れ
ば
、
ガ
ル
ヴ
ェ
訳
の
大

き
な
特
徴
は
、
ス
ミ
ス
の
原
文
の
「
社
会society

」
を
一
貫
し
て
「
市

民
社
会bürgerliche G
esellschaft

」
と
訳
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
『
国
富
論
』
第
一
編
第
一
章
の
冒
頭
の
「
分
業
」
と
「
社
会
」

と
の
関
係
に
つ
い
て
の
文
章
を
見
て
み
よ
う
。
以
下
、
岩
波
文
庫
版
の

日
本
語
訳
と
ス
ミ
ス
の
英
語
の
原
文
、
シ
ラ
ー
訳
、
そ
し
て
ガ
ル
ヴ
ェ

訳
の
順
で
同
じ
文
章
を
並
べ
て
み
る
。
シ
ラ
ー
訳
は
ほ
ぼ
英
語
原
文
の

直
訳
な
の
で
日
本
語
訳
は
省
略
し
た
が
、
ガ
ル
ヴ
ェ
訳
に
は
日
本
語
訳

を
付
け
て
あ
る
。

　

原
文
「
社
会
の
仕
事
全
体
の
中
で
の
分
業
の
効
果
は
、
い
く
つ
か
の

特
定
の
製
造
業
で
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
作
用
し
て
い
る
か
を
考
察
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
容
易
に
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。T

he 

effects of the division of labour, in the general business of 

society, w
ill be m

ore easily understood by considerin g in 

w
hat m

anner it operates in som
e particular m

anufacture

）
13
（s.

」

／
シ
ラ
ー
訳
「D

ie W
irkungen der Vertheilung der A

rbeit in 

den allgem
einen G

eschäfften der G
esellschaft w

erden 

desto leichter erhellen, w
enn m

an erw
ägt, w

ie sie in einigen 

besondern M
anufacturen sich äußer

）
14
（n.

」
／
ガ
ル
ヴ
ェ
訳
「
分

業
が
市
民
社
会
の
全
般
的
活
気
に
与
え
る
影
響
は
、
個
々
の
製
造
業
に

お
け
る
そ
の
効
果
を
考
察
す
れ
ば
、
も
っ
と
も
よ
く
理
解
さ
れ
る
だ
ろ

う
。D

er E
influß

, den die T
h

eilung der A
rbeit auf die 

allgem
eine B

etrieb sam
keit der bürgerlichen G

esellschaft 

hat, w
ird m

an am
 besten einsehen, w

enn m
an die W

irkung 

desselben bei einzelnen M
anufacturen beobachte

）
15
（t.

」

　

こ
の
よ
う
に
ガ
ル
ヴ
ェ
訳
で
は
「
社
会
」
が
す
べ
て
「
市
民
社
会
」

と
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
文
明
社
会
」
の
よ
う
な
形
容
詞
の
付
い
た

表
現
は
少
し
工
夫
さ
れ
て
意
訳
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
編
第
二
章

の
「
文
明
社
会
」
の
訳
を
見
て
み
よ
う
。

　

原
文
「
文
明
社
会
で
は
、
人
は
つ
ね
に
多
数
の
人
々
の
協
力
と
援
助

を
必
要
と
し
て
い
る
。In civilised society he stands at all tim

es 
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in
 n

eed
 of th

e cooperation
 an

d
 assistan

ce of g
reat 

m
ultitude

）
16
（s.

」
／
シ
ラ
ー
訳
「In einer gesitteten G

esellschaft 

bedarf er ohne U
nterlaß die M

itw
irkung und B

eihülfe einer 

großen M
enge M

ensche

）
17
（n.

」
／
ガ
ル
ヴ
ェ
訳「
一
定
程
度
の
道
徳

的
文
化
に
到
達
し
た
市
民
社
会
で
は
、人
は
つ
ね
に
多
数
の
人
々
の
協
力

と
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
。In einer bürgerlchen G

esellschaft, 

die bis zu einem
 gew

issen G
rade sittlicher C

ultur gelangt 

ist, hat der M
ensch zu allen Zeiten den B

eistand und die 

M
itw

i rkeung einer großen M
enge von M

enschen nöthi

）
18
（g.

」

　

ス
ミ
ス
の
言
う
「
文
明
社
会
」
は
、
ガ
ル
ヴ
ェ
訳
で
は
「
一
定
程
度

の
道
徳
的
文
化
に
到
達
し
た
市
民
社
会
」
だ
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
当
然
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
の

言
う
「
商
業
社
会
」
も
、
ガ
ル
ヴ
ェ
訳
で
は
「
市
民
社
会
」
の
特
徴
づ

け
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
編
第
四
章
の
文
章
を
見
て
み
よ

う
。

　

原
文
「
こ
う
し
て
だ
れ
も
が
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
す
る
の

で
あ
り
、
い
い
か
え
れ
ば
、
あ
る
程
度
商
人
と
な
る
の
で
あ
り
、
社
会
そ

の
も
の
が
商
業
的
社
会
と
呼
ぶ
の
が
当
然
な
も
の
に
な
る
に
至
る
の
で

あ
る
。E

very m
an thus lives by exchanging, or becom

es in 

som
e m

easure a m
erchant, and the society itself grow

s to 

be w
hat is properly a com

m
ercial societ

）
19
（y.

」
／
シ
ラ
ー
訳
「So 

n
äh

ret sich
 ein

 jed
er m

it d
em

 T
au

sch
e, od

er w
ird 

gew
isserm

aßen ein H
andelsm

ann, und die G
esellschaft 

selber w
ird eine handelnde G

esellschaf

）
20
（t.

」
／
ガ
ル
ヴ
ェ
訳
「
し

た
が
っ
て
あ
ら
ゆ
る
人
間
が
交
換
に
よ
っ
て
生
活
す
る
の
で
あ
り
、
だ

れ
も
が
あ
る
程
度
商
人
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
市
民
社
会
は
、
そ

れ
が
成
長
す
る
と
す
ぐ
に
、
ま
す
ま
す
商
業
的
社
会
の
性
質
に
近
づ
い

て
い
く
の
で
あ
る
。Jeder M

ensch lebt also, vom
 Tausche, 

jed
er w

ird
 au

f g
ew

isse W
eise K

au
fm

an
n

: u
n

d
 d

ie 

bürgerliche G
esellschaft nähert sich, so w

ie sie erw
ächst, 

im
m

er m
eh

r und m
eh

r der N
atur einer h

andelnden 

G
esellschaf

）
21
（t.

」

　

こ
の
よ
う
に
ガ
ル
ヴ
ェ
は
ス
ミ
ス
の
「
社
会
」
を
ほ
ぼ
自
動
的
に
「
市

民
社
会
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
ス
ミ
ス
自
身
が
『
国
富
論
』
で
た
だ
一

カ
所
〈civil society

〉
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
箇
所
で
は
、
ガ

ル
ヴ
ェ
は
逆
に
そ
れ
を
「
市
民
社
会
」
と
は
訳
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、

第
五
編
第
一
章
第
三
節
第
三
項
の
「
教
会
統
治
」
を
論
じ
た
箇
所
で
あ

る
。
原
文
は
こ
う
で
あ
る
。
「
教
会
統
治
と
聖
職
給
授
与
権
に
か
ん
す

る
論
争
は
、
市
民
社
会
の
平
和
と
福
祉
に
と
っ
て
、
お
そ
ら
く
も
っ
と

も
か
か
わ
り
の
深
い
も
の
で
あ
っ
た

）
22
（

」
。
『
国
富
論
』
監
訳
者
の
水
田
洋

は
こ
の
箇
所
に
「
市
民
社
会civil society

は
私
有
財
産
と
政
府
が
確

立
さ
れ
た
社
会
の
宗
教
的
軍
事
的
側
面
を
除
い
た
も
の
」
と
い
う
注
を

付
け
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
〈civil society

〉
は
「
商
業
的
社
会
」

を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
教
会
と
対
比
さ
れ
る
「
世
俗
社
会
」
を
意
味
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す
る
と
理
解
し
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

シ
ラ
ー
は
こ
の
〈civil society

〉
を
そ
の
ま
ま
「
市
民
社
会

bürgerliche G
esellschaft

」
と
訳
し
て
お
り

）
23
（

、
こ
れ
は
シ
ラ
ー
が

こ
の
言
葉
を
使
っ
て
い
る
数
少
な
い
例
の
一
つ
な
の
だ
が
、
そ
れ
と
は

逆
に
ガ
ル
ヴ
ェ
は
こ
れ
を
た
だ
「
諸
国Länder

」
と
訳
す
に
と
ど
め

て
い
る

）
24
（

。
こ
こ
で
は
、
彼
が
翻
訳
に
あ
た
っ
て
原
文
の
文
脈
に
即
し
て

そ
の
都
度
わ
か
り
や
す
い
訳
語
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
ガ
ル
ヴ
ェ
訳
『
国
富
論
』
を
素
直
に
読
め
ば
、
「
市

民
社
会
」
と
は
分
業
に
基
づ
く
商
品
交
換
社
会
で
あ
り
、
実
質
的
に
は

「
商
業
的
社
会
」
で
あ
る
、
と
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ

か
ら
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
の
伝
統
的
な
用
語
法
と
は
異
な
る
「
市
民

社
会
」
と
い
う
言
葉
の
第
二
の
意
味
が
ド
イ
ツ
に
普
及
し
て
い
っ
た
可

能
性
は
大
き
い
。

　

他
方
、『
国
富
論
』
第
五
編
の
表
題
「
主
権
者
ま
た
は
国
家
の
収
入
に
つ

い
てO

n the R
evenue of the Sovereign or C

om
m

onw
ealt

）
25
（h

」

は
、
シ
ラ
ー
訳
で
は
「Vom

 E
inkom

m
en des Landesherrn oder 

des Staat

）
26
（s

」
、ガ
ル
ヴ
ェ
訳
で
は「Von den E

inkünften des Staats 

oder des Landesherr

）
27
（n

」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
〈C

om
m

onw
ealth

〉

を
〈Staat

〉
と
訳
す
習
慣
は
、
先
に
見
た
ロ
ッ
ク
の
『
統
治
二
論
』

の
ド
イ
ツ
訳
以
来
、
す
で
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
ガ
ル
ヴ
ェ
訳
『
国
富
論
』
は
、
「
市
民

社
会
」（
の
分
析
）
か
ら
「
国
家
」（
の
役
割
）
へ
と
い
た
る
構
造
を
も
っ

た
書
物
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
実
際
に
そ
の
よ
う
に

こ
の
本
を
読
ん
だ
と
思
わ
れ
る
の
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
（
一
七
七
〇
―
一
八

三
一
）
で
あ
っ
た
。

三　

ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
市
民
社
会
」
論
と
ス
ミ
ス

　

ヘ
ー
ゲ
ル
が
ス
ミ
ス
に
は
じ
め
て
言
及
す
る
の
は
、
一
八
〇
三
―
〇

四
年
の
『
イ
ェ
ー
ナ
体
系
構
想
』
の
中
の
「
精
神
哲
学
草
稿
」
（
断
片

二
二
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
「
（
α
）
労
働
の
個
別
化
は
加
工
品
の
数
を

増
大
さ
せ
る
。
一
本
の
針
を
作
る
の
に
イ
ギ
リ
ス
の
工
場
で
は
一
八
人

の
人
が
働
い
て
い
る
［
こ
の
欄
外
に
注
記
「Sm

ith S. 8.

」
］
。
各
人
が
特

殊
な
労
働
を
、
そ
し
て
労
働
の
こ
の
側
面
だ
け
を
受
け
持
つ
。
一
人
で

は
お
そ
ら
く
二
〇
本
ど
こ
ろ
か
、
一
本
も
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ

う
。
右
の
一
八
の
仕
事
を
一
〇
人
に
分
担
さ
せ
た
な
ら
、
日
に
四
〇
〇

〇
本
が
作
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
〇
人
の
仕
事
に
一
八
人
が
携
わ

る
と
し
た
ら
、
一
日
に
四
八
〇
〇
〇
本
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

け
れ
ど
も
、
生
産
本
数
が
上
昇
す
る
の
と
同
じ
よ
う
な
比
率
に
お
い
て
、

労
働
の
価
値
は
下
落
す
る
。
（
β
）労
働
は
ま
す
ま
す
絶
対
的
に
死
せ
る

も
の
と
な
っ
て
い
き
、
機
械
労
働
に
な
る
。
個
別
者
の
技
能
は
い
よ
い

よ
限
り
な
く
制
限
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
き
、
工
場
労
働
者
の
意
識

は
極
端
に
鈍
磨
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う

）
28
（

」
。

　

こ
の
草
稿
を
一
九
三
二
年
に
最
初
に
公
刊
し
た
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
は
、
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「Sm
ith S.8.

」
と
い
う
欄
外
注
記
に
注
目
し
、こ
れ
を
ガ
ル
ヴ
ェ
訳
『
国

富
論
』
へ
の
参
照
指
示
だ
と
考
え
た

）
29
（

。
ペ
ー
ジ
付
け
は
た
し
か
に
ガ
ル

ヴ
ェ
訳
と
一
致
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
新
し
い
ヘ
ー
ゲ
ル
全
集
の
編

集
者
は
、
該
当
す
る
の
は
一
七
九
一
年
に
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
で
出
版

さ
れ
た
英
語
版
だ
と
見
な
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
第
一
に
、
バ
ー

ゼ
ル
版
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
蔵
書
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
引
用

文
中
の
「
一
人
で
は
お
そ
ら
く
二
〇
本
ど
こ
ろ
か
、
一
本
も
作
る
こ
と

が
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
箇
所
が
、
ガ
ル
ヴ
ェ
訳
で
は
誤
っ
て
「
一

〇
本
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
正
し
く
「
二
〇
本
」
と
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
新
版
の
編
集
者
は
、
「
ガ
ル
ヴ
ェ
訳

を
ヘ
ー
ゲ
ル
は
お
そ
ら
く
利
用
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

）
30
（

」
と
慎
重
に

注
記
し
て
い
る
。

　

私
自
身
も
、
こ
の
時
点
で
ヘ
ー
ゲ
ル
は
『
国
富
論
』
を
読
ん
で
は
い

る
が
、
ガ
ル
ヴ
ェ
訳
は
ま
だ
読
ん
で
い
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
最
大
の

根
拠
は
、
こ
の
時
期
の
ヘ
ー
ゲ
ル
に
は
、
後
の
『
法
の
哲
学
』
（
一
八

二
〇
年
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
市
民
社
会
」
と
い
う
言
葉
も
、
「
市

民
社
会
」
と
「
国
家
」
を
概
念
的
に
区
別
す
る
考
え
も
、
ま
っ
た
く
見

ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

一
八
〇
五
―
〇
六
年
の
『
イ
ェ
ー
ナ
精
神
哲
学
草
稿
』
で
は
、
ヘ
ー

ゲ
ル
は
「
国
家
体
制K

onsitution

」
と
題
さ
れ
た
部
分
の
一
節
で
、

次
の
よ
う
な
社
会
認
識
を
示
し
て
い
る
。
「
個
体
性
と
普
遍
的
な
も
の

と
の
こ
う
し
た
統
一
は
、
今
や
二
重
の
仕
方
で
現
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、

自
ら
個
体
性
で
も
あ
る
普
遍
的
な
も
の
の
極
、
つ
ま
り
統
治
府
―
―
そ

れ
は
国
家
と
い
う
抽
象
物
で
は
な
く
、
普
遍
的
な
も
の
そ
の
も
の
を
目

的
と
す
る
個
体
性
で
あ
る
―
―
と
、
個
別
者
を
目
的
と
す
る
個
体
性
と

い
う
も
う
一
方
の
極
で
あ
る
。
…
…
同
一
人
物
が
、
自
分
と
自
分
の
家

族
の
面
倒
を
見
た
り
、
労
働
し
た
り
、
契
約
の
締
結
等
々
を
し
、
そ
し

て
そ
れ
と
同
時
に
、
普
遍
的
な
も
の
の
た
め
に
も
働
き
、
普
遍
的
な
も

の
を
目
的
と
も
し
て
い
る
。
前
者
の
側
面
か
ら
は
、
彼
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア

bourgeois

［
私
人
］
と
呼
ば
れ
、
後
者
の
側
面
か
ら
は
、
シ
ト
ワ
イ

ア
ンcitoyen

［
公
民
］
と
呼
ば
れ
る

）
31
（

」
。

　

こ
の
よ
う
に
国
家
体
制
の
下
に
生
き
る
人
間
の
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
＝
私

人
」
と
し
て
の
生
活
の
側
面
と
「
シ
ト
ワ
イ
ア
ン
＝
公
民
」
と
し
て
の

活
動
の
側
面
と
の
概
念
的
区
別
を
模
索
し
て
い
た
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
一
八

〇
六
年
か
ら
一
八
一
七
年
の
間
の
ど
こ
か
の
時
点
で
『
国
富
論
』
を
ガ

ル
ヴ
ェ
訳
で
再
読
す
る
機
会
を
も
ち
、
そ
の
訳
語
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

「
市
民
社
会
」
と
「
国
家
」
と
を
異
な
る
社
会
領
域
と
し
て
区
別
す
る

に
い
た
っ
た
、
と
い
う
の
が
私
の
推
測
で
あ
る
。
彼
独
自
の
「
市
民
社

会
」
概
念
が
登
場
す
る
の
が
、
一
八
一
七
―
一
八
年
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
大
学
で
行
わ
れ
た
講
義
に
お
い
て
だ
か
ら
で
あ
る

）
32
（

。

　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
で
の
「
自
然
法
と
国
家
学
講
義
」
で
は
、
第

三
章
「
人
倫D

ie Sittlichkeit

」
と
い
う
項
目
が
設
定
さ
れ
、
第
一
節

「
家
族D

ie Fam
ilie

」
、
第
二
節
「
市
民
社
会D

ie bürgerliche 

G
esellschaft

」
、
第
三
節
「
国
家D

er Staat

」
と
い
う
三
部
構
成
が
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取
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
第
二
節
で
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
市
民
社
会
」
を
次
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
市
民
社
会
に
お
け
る
普
遍
態
は
、
よ
り
具

体
的
に
規
定
す
る
な
ら
ば
、
個
々
人
の
生
計
と
幸
せ
が
、
他
の
万
人
の

生
計
と
幸
せ
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
、
そ
れ
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
共
同
的
な
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
個
々
人
は
存
続
し
、

自
分
の
現
実
存
在
の
外
面
的
な
安
全
と
適
法
な
安
全
が
得
ら
れ
る
。

…
…
／
【
注
解
】
市
民
社
会
で
は
、
市
民die B

ürger

は
ブ
ル
ジ
ョ

アB
ourgeois

で
あ
っ
て
、
シ
ト
ワ
イ
ア
ンC

itoyens

で
は
な
い
。

個
々
人
は
自
分
の
幸
せ
を
目
的
に
し
て
い
る
。
個
々
人
は
適
法
な
人
格

で
あ
り
、
権
利
の
契
機
が
普
遍
態
と
し
て
出
現
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

個
々
人
の
幸
せ
と
生
計
は
、
万
人
の
幸
せ
と
維
持
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ

て
い
る
。
個
々
人
は
自
分
に
だ
け
気
遣
い
し
、
た
だ
自
分
だ
け
を
目
的

と
す
る
。
し
か
し
、
個
々
人
が
万
人
に
気
遣
い
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、

個
々
人
は
、
自
分
に
気
遣
い
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
個
々
人
は
、
自

己
利
益
欲
と
い
う
目
的
を
も
ち
な
が
ら
、
同
時
に
他
者
の
た
め
に
も
労

働
す
る
の
で
あ
る

）
33
（

」
。

　

こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
た
「
市
民
社
会
」
は
、
ス
ミ
ス

の
言
う
「
文
明
的
商
業
社
会
」
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
そ

れ
を
ま
ず
「
全
面
的
依
存
の
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
特
徴
づ
け
て
い
る
。

一
八
二
〇
年
の
『
法
の
哲
学
』
か
ら
引
用
す
る
。
「
利
己
的
な
目
的
は
、

そ
の
実
現
に
あ
た
っ
て
、
全
面
的
依
存
の
シ
ス
テ
ムein System

 

allseitiger A
bhängigkeit

を
作
り
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
以
下

の
よ
う
に
普
遍
性
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

個
人
の
生
存
と
利
福
と
彼
の
法
的
定
在
が
、
万
人
の
生
存
と
利
福
と
権

利
の
う
ち
に
編
み
込
ま
れ
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
、
そ
の
連
関
に
お
い

て
の
み
現
実
的
で
あ
り
、
保
証
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
、
で
あ
る

）
34
（

」
。

　

こ
の
利
己
的
諸
個
人
の
「
全
面
的
依
存
の
シ
ス
テ
ム
」
の
土
台
を
な

す
の
が
、
分
業
と
商
品
交
換
に
基
づ
く
経
済
的
諸
関
係
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
個
人
の
側
か
ら
見
れ
ば
、「
諸

個
人
の
欲
求
と
満
足
と
を
、
自
分
自
身
の
労
働
と
す
べ
て
の
他
者
の
労

働
お
よ
び
欲
求
の
満
足
に
よ
っ
て
媒
介
す
る
こ
と
―
―
欲
求
の
体
系

das System
 der B

edürfniss

）
35
（e

」
で
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
重
層
性
を
ヘ
ー
ゲ
ル
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

「
抽
象
法
に
お
い
て
は
、
対
象
は
、
人
格
で
あ
り
、
道
徳
の
立
場
に
お

い
て
は
主
観
で
あ
り
、
家
族
に
お
い
て
は
家
族
の
成
員
、
市
民
社
会
一

般
に
お
い
て
は
市
民
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
し
て
の
）der B

ürger 

（als 

bourgeois

）
で
あ
り
、
―
―
こ
こ
欲
求
の
立
場
に
お
い
て
は
、
人
間
と

呼
ば
れ
る
、
表
象
に
対
応
す
る
具
体
物
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
こ
こ
で

は
じ
め
て
、
ま
た
こ
こ
で
の
み
本
来
的
に
、
こ
の
よ
う
な
具
体
的
意
味

で
の
人
間
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
の
で
あ
る

）
36
（

」
。

　

こ
う
し
て
「
市
民
社
会
」
の
第
二
の
意
味
が
確
立
す
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル

は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
＝
カ
ン
ト
的
な
「
市
民
社
会
＝
国
家
共
同
体
」

と
は
異
な
る
社
会
領
域
を
ガ
ル
ヴ
ェ
訳
『
国
富
論
』
に
従
っ
て
「
市
民

社
会
」
と
名
づ
け
、
「
国
家
」
か
ら
区
別
し
た
。
そ
れ
は
、
経
済
的
活
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動
に
い
そ
し
む
「
私
人
」
の
分
業
と
商
品
交
換
に
基
づ
く
「
全
面
的
依

存
」
の
場
で
あ
り
、
人
間
の
「
欲
求
」
の
充
足
が
「
他
者
の
労
働
」
に

よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
社
会
領
域
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

四　
「
市
民
社
会
」
の
矛
盾
と
「
国
家
」

　

そ
れ
で
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
場
合
、
「
市
民
社
会
」
と
「
国
家
」
と
は

ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
市
民
社
会
」
認
識
が

ス
ミ
ス
の
「
文
明
的
商
業
社
会
」
と
異
な
る
最
大
の
特
徴
は
、
そ
の
内

部
の
階
級
分
化
と
貧
富
の
格
差
に
対
す
る
重
大
な
懸
念
に
あ
る
。
『
法

の
哲
学
』
か
ら
引
用
す
る
。

　

「
欲
求
を
介
し
て
の
人
々
の
結
合
の
普
遍
化
、
お
よ
び
欲
求
を
満
た

す
手
段
を
用
意
し
作
り
だ
す
仕
方
の
普
遍
化
に
よ
っ
て
、
富
の
蓄
積
が

増
大
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
二
重
の
普
遍
性
か
ら
莫
大
な
利
益
が
引

き
だ
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
面
で
あ
る
。
他
面
に
お
い
て
は
、

特
殊
的
労
働
の
個
別
化
と
制
限
、
そ
し
て
こ
れ
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う

な
労
働
に
縛
り
つ
け
ら
れ
た
階
級
の
依
存
性
と
困
窮
と
が
増
大
す
る
。

後
者
に
は
広
範
な
自
由
の
感
得
と
享
受
が
不
可
能
に
な
る
こ
と
、
そ
し

て
こ
と
に
、
市
民
社
会
の
精
神
的
長
所
の
感
得
と
享
受
が
不
可
能
に
な

る
こ
と
が
結
び
つ
い
て
い
る

）
37
（

」
。

　

一
方
に
は
、
「
富
の
蓄
積
」
と
「
莫
大
な
利
益
」
、
他
方
に
は
、
分
業

に
よ
っ
て
個
別
化
さ
れ
単
純
作
業
化
さ
れ
た
労
働
に
縛
り
つ
け
ら
れ
た

階
級
の
「
依
存
性
と
困
窮
」
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
後
に
「
社
会
問
題
」

と
い
う
言
葉
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を

ヘ
ー
ゲ
ル
は
先
取
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
労
働
者
階
級

の
「
困
窮
」
に
は
、
さ
ら
に
そ
の
先
が
あ
る
。

　

「
社
会
の
成
員
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
と
し
て
お
の
ず
と
き
め
ら
れ

る
よ
う
な
一
定
の
生
活
水
準
以
下
に
大
衆
が
陥
る
こ
と
は
、
そ
し
て
そ

れ
に
と
も
な
っ
て
、
法
の
感
情
や
遵
法
の
感
情
、
ま
た
自
分
自
身
の
活

動
と
労
働
に
よ
っ
て
生
き
る
と
い
う
誇
り
の
感
情
が
失
わ
れ
る
ま
で
に

な
る
こ
と
は
、
浮
浪
者Pöbel

［
下
層
貧
民
］
の
出
現
を
引
き
起
こ
す
。

こ
の
出
現
は
、
ま
た
同
時
に
、
過
度
に
巨
大
な
富
の
少
数
者
の
手
中
へ

の
集
中
を
よ
り
容
易
に
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
と
も
な
っ
て
い
る
。
／

【
補
遺
】
…
…
貧
困
そ
の
も
の
は
何
び
と
を
も
決
し
て
浮
浪
者
に
は
し

な
い
。
浮
浪
者
は
貧
困
に
結
び
つ
い
て
い
る
志
操
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り

富
め
る
者
や
社
会
や
政
府
な
ど
に
対
す
る
内
面
的
な
反
抗
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
浮
浪
者
と
規
定
さ
れ
る
。
…
…
い
か
に
し
た
ら
貧
困
が
除
去

さ
れ
る
か
と
い
う
重
大
な
問
題
は
、
と
り
わ
け
近
代
社
会
を
動
か
し
苦

し
め
て
い
る
問
題
で
あ
る

）
38
（

」
。

　

こ
れ
は
明
ら
か
に
、
ス
ミ
ス
の
「
文
明
社
会
」
に
お
け
る
「
普
遍
的

富
裕
」
と
い
う
言
説
へ
の
批
判
で
あ
る
。
「
こ
こ
で
、
富
の
過
剰
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
市
民
社
会
が
十
分
に
は
豊
か
で
は
な
い
こ
と
、
す
な
わ

ち
市
民
社
会
が
そ
の
固
有
の
資
産
に
お
い
て
貧
困
の
過
剰
と
浮
浪
者
の

出
現
を
妨
げ
る
ほ
ど
に
十
分
な
も
の
を
具
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
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明
ら
か
に
な
る

）
39
（

」
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
市
民
社
会
」

の
内
部
に
階
級
対
立
や
階
級
闘
争
を
発
見
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
が

想
定
す
る
「
浮
浪
者
」
は
、「
遵
法
の
感
情
」
も
「
誇
り
の
感
情
」
も
失
っ

て
「
富
め
る
者
や
社
会
や
政
府
な
ど
に
対
す
る
内
面
的
な
反
抗
」
を
抱

え
た
「
仕
事
嫌
い
」
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
問
題

は
、
「
貧
困
の
過
剰
と
浮
浪
者
の
出
現
」
を
防
止
す
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

他
方
で
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
労
働
者
に
「
一
定
の
生
活
水
準
」
が
保
証
さ

れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
「
個
人
の
資
産
と
技
量
の
不
平
等
」
そ
の
も
の
は

市
民
社
会
の
「
必
然
的
な
結
果
」
だ
と
見
な
し
、
こ
れ
に
「
平
等
の
要

求
を
対
置
す
る
こ
と
」
は
「
空
虚
な
悟
性
」
だ
と
批
判
し
て
い
る

）
40
（

。
彼

に
と
っ
て
「
自
分
の
も
の
と
い
う
意
味
で
の
所
有
」
は
「
個
別
的
な
人

格
の
自
由
」
の
定
在
で
あ
り

）
41
（

、「
私
的
所
有
が
許
さ
れ
な
い
」
こ
と
は
「
人

格
に
対
す
る
不
法
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る

）
42
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
現
在
の
私
的
所
有
関
係
を
（
し
た
が
っ
て
資
産
の
不
平

等
を
）
維
持
し
な
が
ら
、
「
貧
困
の
過
剰
と
浮
浪
者
の
出
現
」
を
防
止

す
る
こ
と
が
、
次
の
問
題
に
な
る
。
そ
の
た
め
の
装
置
を
ヘ
ー
ゲ
ル
は

「
市
民
社
会
」
内
部
に
設
定
し
て
い
た
。
そ
れ
が
「
行
政
と
職
業
団
体
」

で
あ
る
。
詳
し
い
説
明
は
省
く
が
、
こ
こ
か
ら
導
か
れ
る
の
は
コ
ー
ポ

ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
な
社
会
福
祉
国
家
だ
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

本
来
の
あ
る
べ
き
「
国
家
」
は
さ
ら
に
そ
の
先
に
あ
る
。

　

「
国
家
は
、
実
体
的
意
志
の
現
実
性
と
し
て
、
こ
の
現
実
性
を
国
家

の
普
遍
性
へ
と
高
め
ら
れ
た
特
殊
的
な
自
己
意
識
に
お
い
て
も
つ
も
の

で
あ
り
、
即
自
的
か
つ
対
自
的
に
理
性
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
実
体

的
統
一
は
、
自
由
が
そ
こ
で
そ
の
最
高
の
法
へ
と
至
る
絶
対
的
で
不
動

な
自
己
目
的
で
あ
り
、
同
様
に
こ
の
究
極
目
的
は
、
国
家
の
成
員
で
あ

る
こ
と
を
最
高
の
義
務
と
す
る
個
人
に
対
す
る
最
高
の
法
で
も
あ
る
。

…
…
国
家
は
客
観
的
精
神
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
個
人
自
身
は
、
た
だ
国

家
の
一
員
で
あ
る
と
き
に
の
み
、
客
観
性
、
真
理
、
人
倫
を
も
つ
。
諸

個
人
の
統
合
そ
の
も
の
が
国
家
の
真
な
る
内
容
お
よ
び
目
的
で
あ
っ
て
、

個
人
の
規
定
は
、
普
遍
的
生
活
を
営
む
こ
と
で
あ
る

）
43
（

」
。

　

こ
こ
で
明
言
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
は
「
諸
個

人
の
統
合
そ
の
も
の
」
が
国
家
の
目
的
な
の
で
あ
る
。
「
国
民
の
成
員
」

と
い
う
公
共
的
自
覚
を
も
っ
て
「
普
遍
的
生
活
」
を
営
む
こ
と
。
ヘ
ー

ゲ
ル
に
と
っ
て
、
「
市
民
社
会
」
の
階
級
的
分
裂
状
態
を
克
服
で
き
る

の
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
国
民
的
福
祉
国
家
以
外
に
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
市
民
社
会
」
概
念
を
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
「
国
家
」
が
問
題
の
解
決
で
あ
る
こ
と
を
否
定

し
た
の
が
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
（
一
八
一
八
―
一
八
八
三
）
だ
っ
た
。

彼
の
思
想
的
な
出
発
点
は
、
自
ら
が
学
問
的
枠
組
み
と
し
て
学
ん
だ

ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
に
対
す
る
批
判
で
あ
り
、
そ
の
最
大
の
論
点
は
、
ヘ
ー

ゲ
ル
が
想
定
し
た
「
市
民
社
会
」
と
「
国
家
」
と
の
段
階
的
区
別
を
近

代
社
会
そ
の
も
の
の
特
徴
を
な
す
二
元
論
だ
と
見
な
し
、
し
か
も
両
者
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の
「
分
離
」
を
人
間
の
社
会
的
あ
り
方
に
お
け
る
対
立
的
矛
盾
だ
と
考

え
た
こ
と
に
あ
る
。

　

マ
ル
ク
ス
は
一
八
四
三
年
頃
か
ら
「
市
民
社
会
」と
い
う
言
葉
を
ヘ
ー

ゲ
ル
的
な
意
味
で
使
い
始
め
る
が
、
ス
ミ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
古
典
派

経
済
学
の
研
究
を
通
し
て
そ
の
概
念
内
容
を
精
緻
に
し
て
い
き
、
一
八

五
九
年
の
『
経
済
学
批
判
』
で
は
「
近
代
市
民
社
会
」
を
次
の
よ
う
に

「
階
級
社
会
」
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
「
私
は
市
民
的
経
済
の
体
制

das System
 der bürgerlichen O

ekonom
ie

を
こ
う
い
う
順
序
で
、

す
な
わ
ち
、
資
本
・
土
地
所
有
・
賃
労
働
、
国
家
・
外
国
貿
易
・
世
界

市
場
と
い
う
順
序
で
考
察
す
る
。
は
じ
め
の
三
項
目
で
は
、
私
は
近
代

市
民
社
会die m

oderne bürgerliche G
esellschaft

が
分
か
れ
て

い
る
三
つ
の
大
き
な
階
級
の
経
済
的
諸
生
活
条
件
を
研
究
す
る

）
44
（

」
。

　

し
か
し
な
が
ら
マ
ル
ク
ス
は
、
一
八
六
七
年
の
『
資
本
論
』
以
降
「
市

民
社
会
」
を
「
資
本
主
義
社
会
」
と
い
う
言
葉
に
置
き
か
え
る
に
い
た

る
。
『
資
本
論
』
は
、
「
資
本
主
義
的
生
産
様
式
が
支
配
的
に
行
わ
れ
て

い
る
社
会
の
富
は
、
一
つ
の
〈
巨
大
な
商
品
の
集
ま
り
〉
と
し
て
現
れ
、

一
つ
一
つ
の
商
品
は
、
そ
の
富
の
基
本
形
態
と
し
て
現
れ
る

）
45
（

」
、
と
い

う
文
章
で
始
ま
る
が
、
そ
れ
以
降
の
本
文
中
で
は
、こ
の
社
会
は
も
っ
と

か
ん
た
ん
に
「
資
本
主
義
社
会die kapitalistische G

esellschaf

）
46
（t

」

と
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
第
二
の
意
味
で
の
「
市
民

社
会
」
と
い
う
概
念
は
、
マ
ル
ク
ス
の
著
作
の
中
か
ら
は
姿
を
消
し
て

い
く
。

　

そ
れ
で
は
マ
ル
ク
ス
の
場
合
、
階
級
社
会
と
し
て
の
「
市
民
社
会
＝

資
本
主
義
社
会
」
の
矛
盾
を
解
決
す
る
も
の
は
何
な
の
か
。
そ
れ
は
、

資
本
主
義
社
会
そ
の
も
の
の
変
革
に
よ
る
「
新
し
い
社
会
」
の
構
築
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
後
に
「
社
会
主
義
」
と
総
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

マ
ル
ク
ス
自
身
の
言
葉
で
い
え
ば
、
「
諸
協
同
組
合
の
連
合
体united 

co-operative societie

）
47
（s

」
で
あ
り
、「
生
産
諸
手
段
の
共
有
に
基
づ
い

た
協
同
組
合
的
な
社
会die genossenschaftliche G

esellschaf

）
48
（t

」

で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
国
家
と
は
、
そ
れ
自
体
が
実
現
の
目
標

と
な
る
よ
う
な
共
同
体
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
社
会
変
革
の
手
段
と

し
て
利
用
す
べ
き
権
力
装
置
に
す
ぎ
な
い
。
彼
は
、
た
と
え
ば
一
八
六

六
年
に
書
か
れ
た
国
際
労
働
者
協
会
の
内
部
文
書
で
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
「
社
会
的
生
産
を
自
由
な
協
同
的
労
働
の
巨
大
で
調
和
的

な
一
体
系one large and harm

onious system
 of free and co-

operative labour

に
転
化
す
る
た
め
に
は
、
全
般
的
な
社
会
的
変
化
、

社
会
の
全
般
的
諸
条
件
の
変
化
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
、
社
会

の
組
織
さ
れ
た
力
、
す
な
わ
ち
国
家
権
力
を
、
資
本
家
と
地
主
の
手
か

ら
生
産
者
自
身
の
手
に
移
す
以
外
の
方
法
で
は
、
け
っ
し
て
実
現
す
る

こ
と
は
で
き
な
い

）
49
（

」
。

　

こ
う
し
て
、
階
級
的
矛
盾
を
抱
え
た
経
済
的
社
会
を
意
味
す
る
「
市

民
社
会
」
の
第
二
の
用
語
法
は
、
「
資
本
主
義
社
会
」
に
席
を
譲
る
こ

と
で
使
用
期
限
を
迎
え
た
。
そ
れ
は
、
第
一
の
用
語
法
と
は
逆
に
、〈
あ
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る
べ
き
社
会
〉
を
構
想
す
る
た
め
の
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

機
能
し
た
の
で
あ
る
。

五　

一
九
八
〇
年
代
以
後
の
「
市
民
社
会
」

　

ド
イ
ツ
語
圏
に
お
い
て
、そ
れ
ま
で
の〈bürgerliche G

esellschaft

〉

と
は
異
な
る
新
し
い
意
味
を
帯
び
た
〈Zivilgesellschaft

〉
と
い
う

言
葉
が
姿
を
現
す
の
は
、
一
九
九
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一

九
八
〇
年
代
の
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
使
わ
れ
た
〈civil society

〉

の
直
訳
語
だ
っ
た
。

　

共
産
主
義
を
名
乗
る
政
党
が
政
治
権
力
を
独
占
し
、
生
産
手
段
が
国

有
化
さ
れ
て
公
的
部
門
が
肥
大
化
し
た
「
社
会
主
義
」
国
家
の
内
部
で

は
、
資
本
主
義
的
階
級
社
会
と
し
て
の
「
市
民
社
会
」
は
も
ち
ろ
ん
消

滅
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヘ
ー
ゲ
ル
的
意
味
で
の
「
市
民
社
会
」
と

「
国
家
」
の
区
別
、
つ
ま
り
、
人
間
の
「
私
人
」
と
し
て
の
生
活
領
域

と
「
国
家
公
民
」
と
し
て
の
生
活
領
域
の
区
別
は
、
む
し
ろ
そ
の
価
値

評
価
が
逆
転
さ
れ
た
形
で
強
く
意
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
家
権

力
に
よ
る
管
理
と
監
視
の
広
が
り
に
対
し
て
、
守
ら
れ
る
べ
き
「
自
由

な
私
生
活
の
領
域
」
が
改
め
て
「
市
民
社
会
」
と
し
て
再
定
義
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
再
定
義
の
手
が
か
り
を
与
え
た
の
は
、
皮
肉
な
こ
と

に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
用
語
法
を
残
し
て
い
た
初
期
マ
ル
ク
ス
の
著
作
群

の
読
解
で
あ
っ
た

）
50
（

。

　

こ
の
よ
う
な
「
市
民
社
会
」
の
再
定
義
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
言
論

や
結
社
の
自
由
を
求
め
る
民
主
主
義
的
要
求
は
「
市
民
社
会
」
の
復
活

と
し
て
表
象
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
一
九
八
〇
年

に
独
立
自
主
管
理
労
働
組
合
「
連
帯Solidarność

」
が
結
成
さ
れ
る
が
、

そ
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
で
地
下
出
版
新
聞
の
編
集
者
だ
っ
た
ア
ダ
ム
・

ミ
フ
ニ
ク
（
一
九
四
六
―
）
は
、
一
九
八
五
年
に
「
市
民
社
会
」
と
い

う
言
葉
を
次
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
。
「
自
然
発
生
的
に
成
長
し
つ
つ

あ
る
独
立
自
治
労
働
組
合
『
連
帯
』
の
本
質
は
、
労
働
と
市
民
的
・
国

民
的
権
利
の
防
衛
の
保
証
を
目
的
と
す
る
社
会
的
結
束
、
自
己
組
織
の

再
生
に
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
共
産
党
支
配
の
歴
史
で
初
め
て
『
市
民

社
会civil society

』
が
再
建
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

国
家
と
の
妥
協
に
達
し
つ
つ
あ
っ
た

）
51
（

」
。

　

さ
ら
に
一
九
八
八
年
に
ソ
連
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
が
「
ブ
レ
ジ
ネ

フ
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
の
放
棄
を
公
式
に
表
明
し
た
後
に
は
、
ワ
ル
シ
ャ

ワ
条
約
機
構
軍
の
軍
事
介
入
の
恐
れ
が
な
く
な
っ
た
東
欧
全
域
で
民
主

化
運
動
が
活
性
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
学
派
の
一
員
だ
っ

た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
哲
学
者
ミ
ハ
ー
イ
・
ヴ
ァ
イ
ダ
（
一
九
三
五
―
）
は
、

こ
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
「
［
東
欧
で
は
］
全
体
的
権

力
を
要
求
す
る
国
家
と
市
民
社
会civil society

と
の
抗
争
が
進
行
し

つ
つ
あ
る
。
社
会
は
拘
束
さ
れ
て
き
た
し
、
自
律
的
組
織autonom

ous 

organization
も
認
可
さ
れ
て
い
な
い
に
し
て
も
、
社
会
の
本
能
的
な

行
動
は
頑
強
に
残
存
し
て
い
る

）
52
（

」
。
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こ
の
よ
う
な
東
欧
諸
国
で
の
市
民
運
動
の
展
開
と
一
九
八
九
年
の

「
東
欧
革
命
」
の
勃
発
に
衝
撃
を
受
け
て
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ

ス
（
一
九
二
九
―
）
は
一
九
九
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『
公
共
性
の
構
造

転
換
』
新
版
「
序
言
」
で
、
そ
れ
を
「
市
民
社
会Zivilgesellschaft

の
再
発
見

）
53
（

」
と
表
現
し
た
。
彼
は
、
こ
の
言
葉
の
意
味
す
る
も
の
を
次

の
よ
う
に
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
。

　

「
近
代
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
ヘ
ー
ゲ
ル
や
マ
ル
ク
ス
以
来
の

慣
例
と
な
っ
て

い
る
〈societas civilis

〉
か
ら
〈bürgerliche 

G
esellschaft

〉
へ
の
翻
訳
と
は
異
な
り
、
〈Zivilgesellschaft

〉
と

い
う
語
に
は
、
労
働
市
場
・
資
本
市
場
・
財
貨
市
場
を
つ
う
じ
て
制
御

さ
れ
る
経
済
の
領
域
と
い
う
意
味
は
も
は
や
含
ま
れ
て
い
な
い
。
…
…

〈Zivilgesellschaft

〉
の
制
度
的
な
核
心
を
な
す
の
は
、
自
由
な
意
思

に
も
と
づ
く
非
国
家
的
・
非
経
済
的
な
結
合
関
係
で
あ
る
。
も
っ
ぱ
ら

順
不
同
に
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
教
会
、
文
化
的
な
サ
ー
ク
ル
、

学
術
団
体
を
は
じ
め
と
し
て
、
独
立
し
た
メ
デ
ィ
ア
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団
体
、
討
論
ク
ラ
ブ
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
市

民
運
動
が
あ
り
、
さ
ら
に
同
業
組
合
、
政
党
、
労
働
組
合
、
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ヴ
な
施
設
に
ま
で
及
ぶ
。
…
…
つ
ま
り
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
の

は
世
論
を
形
作
る
諸
結
社m

einungsbildende A
ssoziationen

で

あ
る

）
54
（

」
。

　

こ
う
し
て
「
市
民
社
会
」
の
第
三
の
意
味
が
成
立
す
る
。
そ
れ
は
、

も
は
や
「
国
家
」
で
は
な
く
、
「
経
済
の
領
域
」
で
も
な
い
。
政
治
社

会
と
も
経
済
社
会
と
も
区
別
さ
れ
る
第
三
の
社
会
領
域
で
あ
り
、
具
体

的
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
自
発
的
結
社
」
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
市
民
社
会
」
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
「
市
民
団
体
」
と
訳
し
た
方
が

実
態
に
即
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で

広
く
使
わ
れ
て
い
る
「
市
民
社
会
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
内
容
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
で
は
そ
の
後
、
西
ド
イ
ツ
が
東
ド
イ
ツ
を
吸
収
合
併
す
る
形

で
再
統
一
が
実
現
す
る
が
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
以
後
の
新
し
い
「
市
民
社

会
」
論
の
興
隆
を
受
け
て
、
一
九
八
〇
年
代
の
東
欧
で
の
「
市
民
社
会
」

論
を
再
検
証
す
る
動
き
が
生
ま
れ
る
。
一
九
八
九
年
に
東
ド
イ
ツ
の
民

主
化
運
動
団
体
「
新
フ
ォ
ー
ラ
ムN

eues Forum

」
に
参
加
し
、
体

制
転
換
後
は
「
東
ド
イ
ツ
人
」
（
と
い
う
新
た
に
形
成
さ
れ
た
帰
属
意
識
）

を
代
表
す
る
知
識
人
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
哲
学
者
ヴ
ォ
ル
フ
ガ

ン
グ
・
エ
ン
グ
ラ
ー
（
一
九
五
二
―
）
は
、
一
九
九
二
年
の
時
点
で
、「
こ

こ
数
年
間
に
〈civil society

〉
概
念
の
東
欧
・
中
欧
的
理
解
が
た
ど
っ

た
機
能
転
換
と
意
味
転
換
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

「
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
広
範
囲
な
民
主
的
伝
統
、
参
加
の
習
慣
、
そ

し
て
─
─
現
在
好
ん
で
使
わ
れ
る
よ
う
な
─
─
市
民
社
会
的
な
市
民
感

覚zivilgesellschaftlicher B
ürgersinn

の
交
流
形
態
や
制
度
が
欠

け
て
お
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
市
場
経
済
に
接
続
さ
れ
た
利
害
関
心

の
多
元
主
義
と
い
う
機
能
可
能
な
出
発
点
が
欠
け
て
い
る
。
…
…
直
接

的
な
社
会
的
自
治
、
国
家
に
代
わ
る
下
か
ら
の
社
会
化
、と
い
う
か
つ
て

強
調
さ
れ
た
基
本
道
徳
的
意
味
を
込
め
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
ま
す
ま
す
ふ
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や
け
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
さ
れ
た
平
凡
な
理
解eine verbürgerlichte 

Profanfassung

に
な
る

）
55
（

」
。

　

つ
ま
り
、
一
九
八
〇
年
代
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、「
市

民
社
会
」
と
い
う
言
葉
は
、
共
産
党
独
裁
政
権
に
取
っ
て
代
わ
る
市
民

た
ち
の
「
直
接
的
な
社
会
的
自
治
」
と
い
う
〈
あ
る
べ
き
社
会
〉
像
を

担
っ
て
い
た
が
、
体
制
転
換
後
に
は
そ
の
政
治
的
・
道
徳
的
含
意
を
失
っ

て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
〈Zivilgesellschaft

〉
は
再
び

〈bürgerliche G
esellschaft

〉
に
転
換
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
政
治
学
者
ジ
ョ
ン
・
エ
ー
レ
ン
バ
ー
グ
（
一
九
四
四
―
）

も
、
一
九
八
〇
年
代
の
東
欧
諸
国
に
お
け
る
「
市
民
社
会
」
論
は
「
幻

想
」
だ
っ
た
と
総
括
し
て
い
る
。
「
彼
ら
［
東
欧
知
識
人
］
は
「
市
民
社

会civil society

」
を
一
切
の
問
題
な
し
に
再
建
で
き
る
と
考
え
た
。

だ
が
、
職
業
的
な
政
党
、
自
律
的
な
政
治
団
体
、
制
度
化
さ
れ
た
政
治

生
活
を
と
も
な
わ
な
い
「
自
主
管
理
的self-governing
」
市
民
社
会
は
、

最
初
か
ら
一
つ
の
幻
想
で
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
の
後
半
に
劇
的
な

役
割
を
演
じ
た
市
民
的
結
社civil associations

、
学
生
同
盟
、
労
働

組
合
、
そ
の
他
の
自
発
的
集
団
形
成
は
、
す
で
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
て

い
た

）
56
（

」
。
そ
し
て
、
彼
は
こ
う
続
け
て
い
る
。
「
東
欧
で
再
建
さ
れ
た
の

は
「
市
民
社
会
」
で
は
な
く
、
資
本
主
義
で
あ
る

）
57
（

」
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
「
世
論
を
形
作
る
諸

結
社
」
と
し
て
期
待
を
込
め
た
第
三
の
「
市
民
社
会
」
な
る
も
の
も
「
一

つ
の
幻
想
」
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

二
十
一
世
紀
に
入
っ
た
現
在
、
ド
イ
ツ
で
は
〈Zivilgesellschaft

〉

と
い
う
言
葉
は
「
市
民
団
体
」
領
域
を
表
す
言
葉
と
し
て
広
く
使
わ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
意
味
内
容
と
評
価
を
め
ぐ
っ
て
は
、
大
き
な

立
場
の
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
の
連
邦
交
通
・
建
設
・
都
市
開
発
省
は
、
二
〇
〇
九
年
に
『
東

ド
イ
ツ
に
お
け
る
市
民
社
会
の
発
展
』
と
題
す
る
報
告
書
を
発
表
し
た
。

こ
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
「
東
ド
イ
ツ
の
市
民
社
会
は
一
九
九
九
年
か

ら
二
〇
〇
四
年
の
間
に
力
強
く
発
展
し
て
お
り
、
こ
の
活
力
は
西
ド
イ

ツ
に
お
け
る
よ
り
も
高
か
っ
た
。
…
…
東
ド
イ
ツ
で
は
市
民
社
会
が
機

能
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
諸
前
提
が
明
白
に
改
善
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

一
つ
は
市
民
の
公
共
的
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は

社
会
参
加
に
積
極
的
な
住
民
の
基
本
態
度
で
あ
る

）
58
（

」
。
こ
の
報
告
書
が

「
市
民
社
会Zivilgesellschaft

」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
具
体
的
に
は

ス
ポ
ー
ツ
や
社
交
、
文
化
や
社
会
福
祉
な
ど
幅
広
い
分
野
に
お
け
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動G

em
einschaftsaktivitäten

」
へ
の
「
市
民
参
加

B
ürgerengagem

ent

」
の
こ
と
で
あ
る

）
59
（

。
こ
れ
ら
は
、
合
唱
サ
ー
ク

ル
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
公
共
圏
に
か
か

わ
る
活
動
を
も
含
む
も
の
で
は
あ
る
が
、
「
直
接
的
な
社
会
的
自
治
、

国
家
に
代
わ
る
下
か
ら
の
社
会
化
」
を
担
う
「
世
論
を
形
成
す
る
結
社
」

と
は
言
い
が
た
い
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
東
ド
イ
ツ
出
身
の
政
治
学
者
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ヘ

ン
ツ
ェ
は
、
二
〇
〇
九
年
の
著
書
『
前
衛
と
し
て
の
東
ド
イ
ツ
の
市
民
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社
会
』
の
中
で
、
一
九
八
九
年
の
体
制
転
換
は
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
市

民
社
会
の
運
命
の
時
」
だ
っ
た
と
見
な
し
た
上
で
、
現
在
の
東
ド
イ
ツ

の
市
民
社
会
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
東
ド
イ
ツ
の
市
民
社
会
は
、

今
日
に
い
た
る
ま
で
『
民
主
主
義
の
出
発A

ufbruch

』
と
『
民
主
主

義
の
中
断A

bbruch

』
と
の
間
を
動
揺
し
て
い
る
。
東
ド
イ
ツ
の
市

民
社
会
は
『
異
様
に
』
政
治
的
な
社
会
で
あ
り
、
外
見
上
非
政
治
的
社

会
に
見
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
東
ド
イ
ツ
の
市
民
社
会
に
は
東
ド
イ
ツ
で

の
国
家
拒
否
と
市
場
拒
否
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
東
ド
イ
ツ
の
市
民

社
会
は
今
日
に
至
る
ま
で
社
会
的
な
覚
醒
と
社
会
的
な
断
絶
と
の
間
を

動
揺
し
て
い
る
。
東
ド
イ
ツ
の
市
民
社
会
は
、
だ
か
ら
こ
そ
ド
イ
ツ
に

お
け
る
将
来
の
市
民
（
諸
）
社
会
の
前
衛
と
な
り
う
る
か
も
し
れ
な
い

）
60
（

」
。

　

東
ド
イ
ツ
の
市
民
運
動
は
、
「
社
会
主
義
」
政
権
時
代
に
独
裁
的
政

治
権
力
に
対
す
る
抵
抗
を
担
い
、
体
制
転
換
を
実
現
し
た
と
い
う
歴
史

（
運
命
の
時
）
を
体
験
し
て
い
る
。
同
時
に
、
体
制
転
換
後
に
急
速
な
資

本
主
義
化
の
波
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
新
自
由
主
義
的
資
本
主
義
へ
の

疑
念
や
批
判
を
抱
く
よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
東
ド
イ
ツ
の

市
民
団
体
は
、
「
国
家
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
統
制
さ
れ
る
の
で
は
な
い

社
会
的
公
共
性

）
61
（

」
を
創
り
出
す
潜
在
的
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
、
と
い

う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
両
義
的
な
評
価
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
代
の
「
市

民
社
会
＝
市
民
団
体
」
は
、
一
方
で
「
非
国
家
的
・
非
経
済
的
」
領
域

を
指
定
さ
れ
て
親
密
圏
に
と
ど
ま
る
活
動
か
ら
、
他
方
で
現
行
の
政
治

秩
序
や
経
済
秩
序
の
変
革
を
目
指
す
「
政
治
化
さ
れ
た
」
結
社
ま
で
、

き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
中
に
は
、
滞
在
外
国
人
へ
の
憎

悪
を
煽
り
、
難
民
の
収
容
施
設
を
襲
撃
す
る
「
市
民
団
体
」
さ
え
も
存

在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
市
民
社
会
」
と
い
う
言
葉
を
一
定
の
価
値

を
込
め
た
規
範
的
理
念
と
し
て
使
う
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
二
十
一
世
紀
の
現
在
で
は
、
こ
の
言
葉
も
そ
れ
が
指
し
示
す
社

会
領
域
も
、
む
し
ろ
そ
の
具
体
的
な
実
体
的
内
容
が
改
め
て
問
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

「
市
民
社
会
」
の
三
つ
の
歴
史
的
意
味
内
容
に
即
し
て
言
え
ば
、
私

た
ち
は
現
在
、
第
一
に
、
国
民
国
家
の
一
員
と
し
て
政
治
に
関
わ
り
、

第
二
に
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
が
支
配
的
な
社
会
の
中
で
労
働
に
従

事
し
、
第
三
に
、
地
域
の
自
治
会
や
町
内
会
、
P 

T 

A
や
保
護
者
会
、

趣
味
の
サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ
な
ど
に
多
か
れ
少
な
か
れ
関
与
し
な
が
ら

生
活
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
重
層
的
な
社
会
領
域
を
ど
の
よ
う
に
分
節

化
し
概
念
化
す
る
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
〈
あ
る
べ
き
社
会
〉
あ
る

い
は
〈
よ
り
良
き
社
会
〉
に
ど
う
接
続
し
て
い
く
か
。
そ
れ
が
「
市
民

社
会
を
問
い
直
す
」
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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一　

問
い
の
設
定

　

本
稿
の
筆
者
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
、
社
会
学
こ
と
に
ケ
ア
の
社
会

学
か
ら
見
た
「
市
民
社
会
」
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
答
え
る
こ
と
で

あ
る
。
最
初
に
、
社
会
思
想
史
の
門
外
漢
と
し
て
の
わ
た
し
の
立
ち
位

置
を
あ
き
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　

わ
た
し
の
専
門
で
あ
る
社
会
学
は
経
験
科
学
で
あ
る
。
社
会
思
想
も

ま
た
経
験
科
学
の
対
象
で
あ
る
。
社
会
思
想
は
社
会
的
現
実
の
産
物
だ

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
社
会
思
想
が
現
実
近
似
し
て
い
る
と
は
限
ら
な

い
。
経
験
科
学
に
も
理
論
と
実
証
が
あ
る
が
、
理
論
は
あ
く
ま
で
経
験

的
現
実
の
説
明
の
た
め
の
道
具
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
経
験
が
理
論

を
つ
く
る
の
で
あ
り
、
そ
の
逆
で
は
な
い
。
本
稿
の
鍵
概
念
は
「
市
民

社
会
」
だ
が
、
な
ぜ
あ
る
概
念
を
用
い
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
を
使
う

こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
以
外
の
概
念
で
は
説
明
で
き
な
い
現
実
に
対
す
る

認
識
利
得
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

「
市
民
社
会
」
の
学
説
史
的
検
討
は
、
社
会
思
想
史
研
究
者
に
任
せ

る
こ
と
に
し
て
、
社
会
学
で
は
「
市
民
社
会
」
概
念
が
ど
の
よ
う
に
採

用
さ
れ
、
使
わ
れ
て
き
た
か
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
何
が
説
明
可
能
に

な
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
い
に
答
え
た
い
。

二　
「
市
民
社
会
」
の
ふ
た
つ
の
位
置

　

市
民
社
会
論
に
は
ふ
た
つ
の
位
置
が
あ
る
。
国
民
国
家
は
市
民
革
命

　

特
集　

〈
市
民
社
会
〉
を
問
い
直
す　

〈
論
文
〉

福
祉
多
元
社
会
論
か
ら
見
た「
市
民
社
会
」の
位
置

上
野
千
鶴
子
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に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
国
家
と
の
関
係
に
お
い
て
、

市
民
社
会
の
位
置
を
と
ら
え
る
ふ
た
つ
の
立
場
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。

　

第
一
は
、
市
民
社
会
が
国
家
を
超
え
る
社
会
の
総
体
、
国
家
に
先
行

す
る
も
の
と
捉
え
る
見
方
で
あ
る
。

　

第
二
は
市
民
社
会
を
、
国
家
・
市
場
・
家
族
の
残
余
と
し
て
捉
え
る

見
方
で
あ
る
。

　

前
者
に
よ
れ
ば
、
市
民
が
国
家
を
作
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
国
家
が
市
民

を
つ
く
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
理
念
上
は
可
能
な
そ
の
よ
う
な
立
場
も
、

現
実
に
は
市
民
権citizenship
は
同
時
に
「
国
籍nationality

」
と

も
互
換
可
能
で
あ
る
こ
と
、
個
人
に
市
民
権
を
付
与
す
る
の
は
国
民
国

家
で
あ
り
、
市
民
権
を
保
障
し
、
剥
奪
す
る
の
も
国
家
で
あ
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
市
民
権
は
国
家
か
ら
独
立
で
な
い
。
と
は
い
え
、
国
家
が

全
域
的
で
な
い
こ
と
は
知
ら
れ
て
お
り
、
市
民
社
会
は
つ
ね
に
国
家
よ

り
も
過
剰
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
際
、
市
民
社
会

が
国
家
を
包
摂
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
外
部
に
位
置
す
る
の
か
に

つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。

　

後
者
は
、
国
家
と
市
民
社
会
を
異
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
区
別
す

る
。
も
し
市
民
社
会
を
「
対
等
な
個
人
」
か
ら
な
る
互
酬
的
な
関
係
と

定
義
す
れ
ば
、
国
家
は
再
分
配
装
置
で
あ
り
、
家
族
は
対
等
で
な
い
個

人
か
ら
な
る
贈
与
関
係
の
場
、
さ
ら
に
市
場
は
交
渉
力
の
異
な
る
プ
レ

イ
ヤ
ー
に
よ
る
交
換
関
係
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
国
家
も
家
族
も
市

場
も
市
民
社
会
と
は
区
別
さ
れ
、
そ
の
外
部
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
と

こ
ろ
で
国
家
も
家
族
も
市
場
も
、
そ
の
成
り
立
ち
と
運
用
規
則
と
を
明

示
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
市
民
社
会
だ
け
は
そ
う
で
な
い
。
し
た
が
っ

て
市
民
社
会
を
、
全
体
社
会
の
う
ち
、
国
家
・
家
族
・
市
場
の
残
余
概

念
と
し
て
定
義
す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
ふ
し
ぎ
な
こ
と
で
は
な
い
。
裏

返
し
に
言
え
ば
、
国
家
・
家
族
・
市
場
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
集
合
を

も
っ
て
し
て
も
、
社
会
を
全
域
的
に
覆
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
認

識
が
背
景
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
、
後
に
エ
ス
ピ
ン
＝

ア

ン
デ
ル
セ
ン
に
よ
っ
て
「
比
較
福
祉
レ
ジ
ー
ム
論
」［E

sping-A
ndersen 

1990

＝2001

］
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
福
祉
多
元
社
会
論
が
あ
る

）
1
（

。

三　

福
祉
多
元
社
会
論
の
系
譜

　

福
祉
多
元
社
会
論
に
お
け
る
「
市
民
社
会
」
論
の
位
置
を
論
じ
る
の

は
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
用
い
る
一
定
の
認
識
利
得
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
「
福
祉
多
元
社
会
」
と
は
何
か
？
そ

の
理
論
的
系
譜
と
、
そ
の
な
か
か
ら
、
「
市
民
社
会
」
概
念
が
析
出
す

る
過
程
を
検
討
し
よ
う
。

　

今
日
に
お
け
る
福
祉
社
会
論
は
、
も
は
や
「
福
祉
国
家
」
と
い
う
概

念
を
使
用
す
る
こ
と
は
な
い
。
「
福
祉
社
会
」
と
い
う
概
念
が
示
す
よ

う
に
、
も
は
や
福
祉
は
国
家
の
専
権
事
項
で
は
な
い
と
い
う
認
識
が
定

着
し
た
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
以
下
の
二
つ
の
理
由
に
よ
る
。



社会思想史研究　No. 40　2016

特集　〈市民社会〉を問い直す　●　48

　

第
一
は
、
一
部
の
西
欧
の
福
祉
先
進
国
が
先
行
し
た
の
ち
、
他
の
先

進
諸
国
に
「
福
祉
国
家
」
と
い
う
概
念
が
普
及
し
た
七
〇
年
代
に
は
、

す
で
に
「
福
祉
国
家
の
危
機
」
が
叫
ば
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
エ
ス

ピ
ン
＝

ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
よ
れ
ば
福
祉
の
先
進
性
の
度
合
い
は
、
労
働

力
の
「
脱
商
品
化
」（
市
場
依
存
度
の
低
さ
）
に
よ
っ
て
計
ら
れ
る
が
、「
脱

商
品
化
」
と
は
す
な
わ
ち
「
国
家
化
」
の
代
名
詞
で
あ
り
、
公
的
セ
ク

タ
ー
の
肥
大
と
税
負
担
の
重
さ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
七
〇

年
代
以
降
、
新
自
由
主
義
改
革
の
波
の
な
か
で
（
新
自
由
主
義
そ
の
も
の

が
、
国
家
の
財
政
的
破
綻
か
ら
来
た
も
の
だ
が
）
福
祉
国
家
の
危
機
が
指

摘
さ
れ
、
福
祉
の
国
家
依
存
に
限
界
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
代
わ
っ
て
登
場
し
た
の
が
「
福
祉
社
会
」
論
で
あ
る
。

　

第
二
の
理
由
は
、
福
祉
の
ア
ク
タ
ー
と
し
て
国
家
以
外
の
多
様
な
ア

ク
タ
ー
が
現
実
に
登
場
し
た
こ
と
に
よ
る
。
も
と
も
と
福
祉
は
家
族
機

能
の
一
部
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
「
市
場
の
失
敗
」
を
補
完
す
る
も
の

と
し
て
国
家
に
役
割
を
期
待
さ
れ
た
「
残
余
主
義
」
の
も
と
に
あ
っ
た
。

そ
の
国
家
、
家
族
、
市
場
に
加
え
て
、
国
家
で
も
市
場
で
も
な
い
「
第
三

セ
ク
タ
ーthe third sector

」
や
「
社
会
企
業social enterprise
」

と
呼
ば
れ
る
新
し
い
ア
ク
タ
ー
が
次
々
に
登
場
し
た
こ
と
に
よ
る
。
の

ち
に
エ
ス
ピ
ン
＝

ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
彼
の
比
較
福
祉
レ
ジ
ー
ム
論
に

国
家
・
家
族
・
市
場
以
外
の
こ
の
「
第
四
の
ア
ク
タ
ー
」
が
存
在
し
な

い
こ
と
を
も
っ
て
、
こ
の
領
域
の
論
者
か
ら
批
判
さ
れ
た
。

　

し
た
が
っ
て
福
祉
社
会
論
と
は
福
祉
多
元
社
会
論
の
略
称
で
あ
る
。

こ
の
用
法
に
お
け
る
「
社
会
」
は
国
家
を
含
ん
で
そ
れ
よ
り
広
い
領
域

を
指
す
が
、
そ
の
多
元
社
会
の
下
位
領
域
の
ひ
と
つ
に
「
市
民
社
会

civil society

」
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
福
祉
社
会
論
者
の
あ
い
だ

で
は
広
く
共
有
さ
れ
て
き
た
。

四　

福
祉
多
元
社
会
の
四
つ
の
ア
ク
タ
ー

　

福
祉
多
元
社
会
の
四
つ
の
ア
ク
タ
ー
と
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

　

（
1
）
国
家

　

（
2
）
市
場

　

（
3
）
家
族

　

（
4
）
市
民
社
会

　

こ
の
四
つ
が
登
場
す
る
に
至
っ
た
理
論
的
背
景
に
は
、
二
つ
の
系
譜

が
あ
る
。
一
つ
は
何
度
も
言
及
し
た
よ
う
に
エ
ス
ピ
ン
＝

ア
ン
デ
ル
セ

ン
の
比
較
福
祉
レ
ジ
ー
ム
論
、
も
う
一
つ
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

N 

P 

O
（N

on Profit O
rganization

）
論
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

「
サ
ー
ド
セ
ク
タ
ー
」
論
で
あ
る
。

　

エ
ス
ピ
ン
＝

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
比
較
福
祉
レ
ジ
ー
ム
論
は
、
も
と
も

と
福
祉
の
ア
ク
タ
ー
と
し
て
国
家
・
市
場
・
家
族
の
三
領
域
を
設
定
し

て
い
た
。
エ
ス
ピ
ン
＝

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
初
期
の
著
作
『
福
祉
資
本
主

義
の
三
つ
の
世
界　

比
較
福
祉
国
家
の
理
論
と
動
態
』
［E

sping-

A
ndersen 1990

＝2001

］
が
示
す
よ
う
に
、
ま
ず
第
一
に
福
祉
の
担
い
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手
と
し
て
の
家
族
は
自
明
視
さ
れ
、
そ
れ
に
加
え
て
第
二
に
財
の
配
分

装
置
と
し
て
の
市
場
と
、
第
三
の
再
分
配
装
置
と
し
て
の
国
家
の
三
つ

の
ア
ク
タ
ー
の
相
互
関
係
に
よ
っ
て
、
先
進
資
本
主
義
国
家
の
三
つ
の

類
型
比
較
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
「
福
祉
国
家
」
の
概
念

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
先
述
し
た
よ
う
に
国
家
は
「
市
場
の
失
敗
」
の

補
完
装
置
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
福
祉
国
家
の
先
進

性
の
度
合
い
は
、
労
働
力
（
の
再
生
産
）
す
な
わ
ち
生
存
が
市
場
に
依

存
し
な
い
程
度
、
す
な
わ
ち
「
脱
商
品
化
」
に
よ
っ
て
計
ら
れ
る
と
さ

れ
た

）
2
（

。

　

エ
ス
ピ
ン
＝

ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
比
較
福
祉
レ
ジ
ー
ム
論
で
提
示
し
た

三
類
型
と
は
以
下
の
三
つ
で
あ
る
。

　

（
1
）
自
由
主
義
福
祉
レ
ジ
ー
ム 

（
ア
ン
グ
ロ
＝

サ
ク
ソ
ン
型
）

　

（
2
）
社
会
民
主
主
義
福
祉
レ
ジ
ー
ム 

（
北
欧
型
）

　

（
3
）
保
守
主
義
福
祉
レ
ジ
ー
ム 

（
中
・
南
欧
型
）

　

（
1
）
の
自
由
主
義
福
祉
レ
ジ
ー
ム
は
、
小
さ
な
国
家
、
リ
ス
ク
の

個
人
責
任
、
市
場
中
心
主
義
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
福
祉
は
「
市

場
の
失
敗
」
を
補
完
す
る
も
の
（
残
余
主
義
）
と
限
定
的
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
こ
の
レ
ジ
ー
ム
に
対
応
す
る
現
実
の
国
家
は
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
、
ア
ン
グ
ロ
＝

サ
ク
ソ
ン
型
と
も

言
え
る
。

　

（
2
）
社
会
民
主
主
義
福
祉
レ
ジ
ー
ム
は
、
こ
れ
に
対
し
て
大
き
な

政
府
、
市
民
権
に
も
と
づ
く
普
遍
主
義
、
平
等
志
向
を
も
ち
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
、
北
欧
諸
国
に
対
応
す
る
。

労
働
力
の
脱
商
品
化
の
度
合
い
も
も
っ
と
も
高
い
。

　

（
3
）
保
守
主
義
福
祉
レ
ジ
ー
ム
は
家
族
主
義
と
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ

ム
（
企
業
中
心
主
義
）
と
の
協
働
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
福
祉
は
「
家

族
の
失
敗
」
に
対
す
る
補
完
性
の
原
理
で
供
給
さ
れ
る
た
め
、
逸
脱
的

な
家
族
に
対
す
る
ス
テ
ィ
グ
マ
化
の
効
果
が
あ
る
。
他
方
で
共
同
体
主

義
的
な
社
会
連
帯
の
原
理
か
ら
、
強
制
加
入
の
国
民
皆
保
険
制
の
よ
う

な
国
家
主
義
の
傾
向
も
強
い
。
地
理
的
に
は
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
、
中
・
南
欧
に
分
布
す
る
。

　

日
本
は
こ
の
中
で
「
保
守
主
義
レ
ジ
ー
ム
と
自
由
主
義
レ
ジ
ー
ム
と

の
中
間
形
態
」
「
保
守
主
義
と
自
由
主
義
の
ユ
ニ
ー
ク
な
連
合
」
と
し

て
逸
脱
事
例
と
さ
れ
る
。
「
保
守
主
義
」
と
は
福
祉
の
家
族
依
存
を
表

す
概
念
で
あ
る
か
ら
、
保
守
主
義
レ
ジ
ー
ム
と
は
「
家
族
」
が
福
祉
の

優
先
的
な
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
同
時
に
日
本
は
企

業
帰
属
を
も
と
に
し
た
企
業
社
会
主
義corporate socialism

と
も

い
う
べ
き
企
業
福
祉
に
依
存
し
て
き
た
こ
と
を
も
指
す

）
3
（

。

五　
「
市
民
社
会
」
領
域
の
背
景
と
理
論
的
含
意

　

エ
ス
ピ
ン
＝

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
比
較
福
祉
レ
ジ
ー
ム
論
は
さ
ま
ざ
ま

な
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
が
、
な
か
で
も
も
っ
と
も
大
き
い
批
判
は
、
福

祉
多
元
社
会
の
ア
ク
タ
ー
が
国
家
・
家
族
・
市
場
の
三
つ
に
限
定
さ
れ
、
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そ
こ
か
ら
「
サ
ー
ド
・
セ
ク
タ
ー
」
と
か
「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
セ
ク
タ
ー
」
、

後
に
「
市
民
社
会
セ
ク
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
領
域
が
概

念
と
し
て
欠
落
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
異
な
る

理
論
的
系
譜
が
あ
る
。
一
つ
は
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
N 

P 

O
論
の

系
譜
で
あ
り
、も
う
ひ
と
つ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
生
ま
れ
た
「
サ
ー
ド
・

セ
ク
タ
ー
」
論
で
あ
る
。

　

N 

P 

O
と
い
う
概
念
を
作
っ
た
の
は
レ
ス
タ
ー
・
サ
ラ
モ
ン

［Salam
on 1992, 1999; Salam

on 1995

＝2007

］
で
あ
る
。
サ
ラ
モ
ン
と

共
同
研
究
者
た
ち
は
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
大
規
模
な
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
N 

P 

O
部
門
が
一
九
九
五

年
当
時
で
全
米
で
一
六
〇
万
団
体
、G 

D 
P
に
占
め
る
比
率
は
八
・
八
％
、

雇
用
者
に
占
め
る
比
率
は
七
％
と
い
う
巨
大
な
規
模
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
「N

PO
 N

on Profit 

O
rganization

」
と
い
う
概
念
を
作
り
出
し
た
こ
と
に
よ
る
索
出
効
果

で
あ
る
。
サ
ラ
モ
ン
ら
は
、
す
で
に
そ
こ
に
あ
っ
た
現
実
の
活
動
に
新

し
い
概
念
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
と
は
違
う
も
の
か
ら
こ

の
領
域
を
伐
り
出
し
た
の
で
あ
り
、
概
念
が
現
実
を
「
発
見
」
し
た
と

言
え
る
。

　

N 

P 

O
が
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
概
念
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、
「
サ
ー

ド
・
セ
ク
タ
ー
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
生
ま
れ
の
概
念
で
あ
る
。
ビ
ク
ト
ー

ル
・
ペ
ス
ト
フ
［Pestoff 1992

＝1993

］
は
「
福
祉
三
角
形
」
の
な
か
で
、

国
家
で
も
市
場
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
も
な
い
領
域
を
「
サ
ー
ド
・
セ

ク
タ
ー
」
と
名
づ
け
た
（
図
1
）
。
ペ
ス
ト
フ
の
論
文
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

サ
ー
ビ
ス
の
第
三
部
門
」
［1992

＝1993

］
の
副
題
が
「
社
会
福
祉
の
民

営
化
に
対
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
選
択
肢
」
と
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
民
営
化privatization

」
の
反
対
が
「
公
営
化
」
で
あ
る
と
さ
れ
る

二
者
択
一
に
加
え
て
、
公
で
も
な
く
民
で
も
な
い
、
公
共
的
な
社
会
サ
ー

ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
の
「
第
三
の
選
択
肢
」
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

後
で
論
じ
る
が
、こ
の
「
福
祉
三
角
形
」
に
お
け
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

と
は
家
族
や
地
域
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
「
サ
ー
ド
・
セ
ク
タ
ー
」
と

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
区
別
さ
れ
る
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
非
営
利

組
織
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
集
団
を
指
す

）
4
（

。
の
ち
に
ペ
ス
ト
フ
［Pestoff 

1998

＝2000

］
は
こ
の
「
サ
ー
ド
・
セ
ク
タ
ー
」
の
主
要
な
ア
ク
タ
ー

を
「
社
会
的
企
業
」
と
し
、
そ
の
典
型
を
「
協
同
組
合
」
で
あ
る
と
し

た
）
5
（

。

　

エ
ヴ
ァ
ー
ス
と
ラ
ヴ
ィ
ル
［E

vers &
 Laville 2004

＝2007

］
は
こ
の

「
サ
ー
ド
・
セ
ク
タ
ー
」
論
を
継
承
し
、
こ
こ
に
「
社
会
的
経
済

social econom
y

」
を
含
め
る
。
ボ
ル
ザ
ガ
と
ド
ゥ
フ
ル
ニ
［B

orzaga 

&
 D

efourny 2001

＝2007

］
は
こ
の
「
社
会
的
経
済
」
の
ア
ク
タ
ー
を
「
社

会
的
企
業
」
と
し
て
定
義
す
る
。

　

「
社
会
的
企
業
」
と
「
N 

P 

O
」
の
定
義
に
は
共
通
性
が
多
く
、
し

ば
し
ば
互
換
的
に
使
わ
れ
る
。
サ
ラ
モ
ン
ら
［Salam

on 1999

］
に
よ

る
N 

P 
O
の
定
義
は
、
以
下
の
六
つ
の
条
件
を
満
た
す
組
織
で
あ
る
。

　

（
1
）
組
織
性
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（
2
）
非
政
府
民
間
活
動

　

（
3
）
非
営
利
（
利
潤
の
分
配
を
し
な
い
）

　

（
4
）
自
己
決
定
性

　

（
5
）
自
発
性

　

（
6
）
公
益
性

　

さ
ら
に
以
下
の
四
つ
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。

　

（
1
）
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

（
2
）
価
値
の
擁
護

　

（
3
）
問
題
の
発
見
と
解
決

　

（
4
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
社
会
的
資
本
）
形
成

　

他
方
、
ボ
ル
ザ
ガ
と
ド
ゥ
フ
ル
ニ
［B

orzaga &
 D

efourny 2001

］

の
定
義
に
よ
れ
ば
、
「
社
会
的
企
業
」
と
は
以
下
の
「
四
つ
の
経
済
的

基
準
」
と
「
五
つ
の
社
会
的
基
準
」
を
満
た
す
組
織
で
あ
る
。

　

四
つ
の
経
済
的
基
準

　

（
1
）
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
生
産
・
供
給
す
る

　

（
2
）
一
定
の
人
々
が
自
発
的
に
創
設
し
自
律
的
に
管
理
す
る

　

（
3
）
経
済
的
リ
ス
ク
を
負
う

　

（
4
）
有
償
労
働
を
最
低
限
は
組
み
込
む

　

五
つ
の
社
会
的
基
準

　

（
1
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
貢
献
と
い
う
明
確
な
目
的

　

（
2
）
市
民
グ
ル
ー
プ
が
設
立
す
る
組
織

　

（
3
）
資
本
所
有
に
も
と
づ
か
な
い
意
思
決
定

図 1　福祉三角形の中のサード・セクター



社会思想史研究　No. 40　2016

特集　〈市民社会〉を問い直す　●　52

　

（
4
）
活
動
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
人
々
の
参
加

　

（
5
）
利
潤
分
配
の
制
限

　

を
満
た
す
事
業
体
を
言
う
。

　

N 

P 

O
も
社
会
的
企
業
も
、
法
人
格
で
定
義
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

市
場
に
も
非
市
場
に
も
ア
ク
タ
ー
と
し
て
関
与
す
る

）
6
（

。
い
ず
れ
に
も
「
公

益
性
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
貢
献
」
と
い
う
理
念
や
目
的
が
あ
り
、

利
潤
の
追
求
を
目
的
と
し
な
い
こ
と
で
、
営
利
企
業
と
は
区
別
さ
れ
る
。

だ
が
、
組
織
と
し
て
の
持
続
可
能
性
を
組
み
こ
む
こ
と
で
、
採
算
性
（
寄

付
や
助
成
金
を
含
む
）
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
企
業
と
似
て

い
る
。
以
上
の
基
準
は
、
い
ず
れ
も
あ
い
ま
い
な
も
の
で
あ
り
、
何
が

社
会
的
企
業
か
、
誰
が
い
か
に
そ
れ
を
判
定
す
る
の
か
は
事
例
に
依
存

し
て
い
る
。

　

「
サ
ー
ド
・
セ
ク
タ
ー
」
が
福
祉
多
元
社
会
で
果
た
す
役
割
は
、
「
市

場
の
失
敗
」と
「
政
府
の
失
敗
」と
を
共
に
補
完
す
る
役
割
で
あ
る
。
「
市

場
の
失
敗
」
と
「
政
府
の
失
敗
」
に
加
え
て
「
家
族
の
失
敗
」
は
す
で

に
前
提
さ
れ
て
お
り
、
国
家
・
家
族
・
市
場
の
三
つ
の
ア
ク
タ
ー
の
残

余
を
引
き
受
け
る
の
が
「
サ
ー
ド
・
セ
ク
タ
ー
」
な
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
「
サ
ー
ド
・
セ
ク
タ
ー
」
は
「
第
三
の
領
域
」
以
上
の
イ
ン

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
持
た
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
福
祉
社
会
論
の
側

か
ら
「
市
民
社
会
セ
ク
タ
ー
」と
い
う
用
語
法
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
「
市
民
社
会
」
と
は
、
家
族
の
外
部
に
あ
り
、
国
家
や
市
場
の
統

制
に
も
交
換
や
分
配
規
則
に
も
し
た
が
わ
な
い
残
余
、
市
民
の
自
発
的

公領域
Public Sector

市民社会
civil society

国家
state

家族
family

市場
market

私領域
Private Sector

図 2　福祉多元社会の四象限モデル
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な
活
動
の
領
域
で
あ
る
と
観
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

意
味
で
の
残
余
概
念
と
し
て
の
「
市
民
社
会
」
も
ま
た
、
概
念
に
よ
っ

て
創
造
さ
れ
、
見
い
だ
さ
れ
た
領
域
で
あ
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
て
福
祉
多
元
社
会
の
四
限
モ
デ
ル
を
図
示
す
れ
ば
図

2
の
よ
う
に
な
ろ
う
［
上
野 2011

］
。

　

こ
の
モ
デ
ル
に
お
け
る
「
市
民
社
会
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
経
験

的
な
背
景
が
あ
る
。

　

第
一
に
N 

P 

O
や
「
サ
ー
ド
・
セ
ク
タ
ー
」
が
現
実
の
変
化
を
追
認

す
る
こ
と
で
概
念
を
生
ん
だ
よ
う
に
、
「
市
民
社
会
」
も
ま
た
無
視
で

き
な
い
領
域
と
し
て
そ
の
存
在
感
を
増
し
て
き
た
と
い
う
状
況
が
あ
る
。

国
家
と
市
場
の
限
界
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、
そ
の
外
部
で
そ
れ
ら

の
失
敗
を
補
完
し
て
い
る
市
民
活
動
が
可
視
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
そ
れ
は
同
時
に
国
家
化
・
国
民
化
さ
れ
つ
く
さ
な
い
市
民
社
会

の
成
熟
の
証
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

）
7
（

。

　

第
二
に
、
N 

P 

O
や
「
サ
ー
ド
・
セ
ク
タ
ー
」
に
は
、
旧
来
型
の
非

営
利
組
織
、
す
な
わ
ち
教
会
や
寺
院
な
ど
の
宗
教
団
体
が
含
ま
れ
て
い

る
。
た
し
か
に
教
会
は
国
家
に
先
行
す
る
組
織
で
あ
り
、
国
家
内
国
家

と
も
い
う
べ
き
自
治
権
を
享
受
し
て
き
た
。
市
民
革
命
は
こ
の
教
会
権

力
と
対
決
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
市
民
革
命
の
結
果
成
立
し
た
国
家

と
の
関
係
に
お
い
て
、
教
会
は
国
家
と
も
対
抗
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

ナ
チ
ズ
ム
に
最
後
ま
で
抵
抗
し
た
の
は
教
会
、
そ
れ
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
よ
り
は
ロ
ー
マ
法
王
庁
下
に
あ
る
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
会
の
方
で
あ
っ
た
。

ナ
チ
ズ
ム
の
後
に
成
立
し
た
東
ド
イ
ツ
の
全
体
主
義
体
制
の
も
と
に
お

い
て
も
、
民
主
化
運
動
に
活
動
の
拠
点
を
提
供
し
た
の
は
教
会
だ
っ
た

が
、
そ
れ
は
教
会
が
国
家
か
ら
の
自
律
性
を
保
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る

）
8
（

。

　

だ
が
教
会
も
ま
た
市
民
社
会
に
お
け
る
重
要
な
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
N 

P 

O
論
や
サ
ー
ド
・
セ
ク
タ
ー
論
が
登
場
し
た

の
は
、
そ
の
よ
う
な
伝
統
型
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
て
、
新
し
い

非
営
利
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
次
々
に
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

す
な
わ
ち
国
家
以
前
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
国
家
以
後
の
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
を
統
合
す
る
よ
う
な
新
し
い
概
念
が
登
場
し
た
と
い
え

る
。

　

こ
の
四
限
モ
デ
ル
の
理
論
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
以
下
の
三

点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
旧
来
型
の
公
私
二
元
論
の
も
と
で
は
、
私
領
域
に
市
場
と
家

族
が
含
ま
れ
る
の
に
対
し
、
公
領
域
に
は
国
家
が
該
当
し
た
。
そ
れ
に

対
し
て
、
こ
の
四
限
モ
デ
ル
で
は
、
市
民
社
会
は
国
家
と
は
区
別
さ
れ

る
公
益
の
担
い
手
と
し
て
公
領
域
に
分
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
公
領
域

を
国
家
が
独
占
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
国
家
に
加
え
て
も
う
ひ
と
つ
の

ア
ク
タ
ー
、
「
市
民
社
会
」
を
公
領
域
に
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

公
益
はpublic interest

と
訳
さ
れ
る
が
、
日
本
語
に
は
も
う
ひ
と
つ

「
公
共
」
と
い
う
用
語
法
が
あ
る
。
こ
れ
を
「
公
」
と
「
共
」
に
分
解

し
て
前
者
にpublic

を
、
後
者
にcom

m
on

を
当
て
る
用
語
法
も
あ
る
。

com
m

on

は
中
世
イ
ギ
リ
ス
語
で
は
共
同
体
所
有
の
「
入
会
地
」
を
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指
す
用
語
で
あ
っ
た
が
、
資
本
制
の
も
と
で
所
有
の
個
人
主
義
に
と
っ

て
代
わ
ら
れ
た
。
い
っ
た
ん
失
わ
れ
た
共
同
体
利
益
の
担
い
手
を
ふ
た

た
び
市
民
社
会
の
手
で
つ
く
り
だ
そ
う
と
す
る
人
々
が
、
こ
の
領
域
を

「
市
民
協
働
セ
ク
タ
ー
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

　

第
三
に
、
し
ば
し
ば
誤
解
さ
れ
る
が
「
市
場
」
は
公
領
域
で
は
な
い
。

「
市
場
」
は
私
人
が
私
益
を
追
求
す
る
た
め
の
交
換
の
場
で
あ
り
、
マ

ル
ク
ス
理
論
の
も
と
で
は
明
確
に
私
領
域
に
属
す
る
。
し
た
が
っ
て
法

律
に
お
い
て
も
、
国
家
と
市
民
お
よ
び
市
民
間
の
関
係
を
律
す
る
公
法

に
対
し
て
、
私
人
間
の
契
約
や
交
渉
に
関
し
て
私
法
が
区
別
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
四
象
限
モ
デ
ル
で
は
、
私
的
な
領
域
と
し
て
の
「
市

場
」
と
公
的
な
領
域
に
属
す
る
「
市
民
社
会
」
と
は
区
別
さ
れ
る
。
こ

の
モ
デ
ル
か
ら
エ
ス
ピ
ン
＝

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
「
自
由
主
義
レ
ジ
ー
ム
」

や
日
本
型
の
「
保
守
主
義
レ
ジ
ー
ム
＋
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
の
複
合

を
解
釈
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
類
型
の
も
と
で
は
日
本
の
福
祉
は
私
的
領

域
の
責
任
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

第
三
に
、
こ
れ
も
し
ば
し
ば
誤
解
さ
れ
る
が
、
市
民
社
会
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
は
な
く
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
国
民
国
家
は
出
自
と

い
う
属
性
に
よ
っ
て
帰
属
が
決
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
選
択
性
を
持
た
な

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
運
命
共
同
体
で
あ
る
こ
と
を

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
装
置
に
よ
っ
て
く
り
返
し
強
調
し
て
き
た
が
、
市

民
社
会
は
そ
う
で
は
な
い
。
他
方
、
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
訳
語
で
あ

る
「
結
社
」
は
、society

と
も
呼
ば
れ
て
き
た
。
結
社
は
「
利
益
団
体
」

の
代
名
詞
で
あ
り
、
そ
の
典
型
は
企
業corporation, enterprise

で

あ
る
。
有
限
責
任
の
集
合
か
ら
な
る
企
業
法
人
、
別
名
「
会
社
」
と
い

う
発
明
品
は
、
人
類
最
大
の
発
明
品
の
ひ
と
つ
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
が
、

こ
の
団
体
は
あ
く
ま
で
私
益
団
体
で
あ
る
か
ら
こ
そ
私
企
業
と
も
呼
ば

れ
る
。
そ
こ
に
登
場
し
た
の
が
、
私
益
を
目
的
と
し
な
い
「
社
会
的
企

業
」や
非
営
利
団
体
で
あ
る
。
両
者
は
共
に
市
場
に
お
け
る
プ
レ
イ
ヤ
ー

と
し
て
登
場
す
る
が
、
社
会
的
企
業
と
私
企
業
の
違
い
は
、
私
企
業
の

目
的
は
「
最
大
利
潤
の
追
求
」
だ
が
、
社
会
的
企
業
の
目
的
は
「
最
適

利
潤
の
追
求
」
だ
と
も
言
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
四
象
限
モ
デ
ル
に
お
け
る
市
民
社
会
領
域
は
、
公
益
の

担
い
手
で
あ
る
こ
と
で
私
領
域
の
市
場
や
家
族
か
ら
区
別
さ
れ
、
公
領

域
に
お
い
て
は
、
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
で
国
家
か
ら
区
別

さ
れ
る
。

六　
「
市
民
」
の
再
定
義

　

だ
が
、
こ
の
四
象
限
モ
デ
ル
に
お
い
て
「
市
民
社
会
」
領
域
が
最
後

に
登
場
し
た
残
余
領
域
で
あ
る
こ
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う

か
？

　

そ
れ
は
福
祉
の
残
余
主
義
、
す
な
わ
ち
「
公
共
の
福
祉
」
の
前
提
に

は
、
「
国
家
の
失
敗
」
「
市
場
の
失
敗
」
「
家
族
の
失
敗
」
が
あ
り
、
そ

の
補
完
物
と
し
て
「
市
民
社
会
」
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
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ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
国
家
は
全
域
的
で
な
く
、
市
場
は
万
能
で

な
く
、
家
族
に
は
限
界
が
あ
る
…
…
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
す
べ

て
の
領
域
か
ら
は
み
だ
し
た
ニ
ー
ズ
に
「
市
民
社
会
」
領
域
が
応
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
反
対
に
国
家
と
市
場
と
家
族
領
域

が
そ
れ
ぞ
れ
自
明
の
前
提
に
し
て
き
た
原
理
を
反
証
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
す
な
わ
ち
国
家
と
は
道
徳
的
で
理
性
的
な
公
民
が
構
成
す
る
集

団
で
は
な
く
、
市
場
は
完
全
情
報
下
に
お
け
る
合
理
的
個
人
に
よ
る
交

換
ゲ
ー
ム
で
は
な
く
、
家
族
は
利
他
的
で
無
償
の
贈
与
が
成
り
立
つ
親

密
圏
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

そ
の
こ
と
は
市
民
社
会
に
お
け
る
「
市
民
」
概
念
に
も
変
更
を
迫
る

だ
ろ
う
。
自
由
で
自
律
的
な
個
人
と
い
う
「
市
民
」
像
は
す
で
に
神
話

に
属
し
て
い
る
が
、
も
と
も
と
「
市
民
」
と
は
キ
ヴ
ィ
タ
スcivitas

に
住
む
自
由
市
民
、
す
な
わ
ち
担
税
能
力
を
持
つ
武
装
市
民
で
あ
り
、

家
族
と
奴
隷
を
持
つ
ド
ム
スdom

us

の
男
性
家
父
長
に
限
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
点
で
「
市
民
」
概
念
に
は
そ
の
出
発
点
か
ら
、
性
差
別
、
階

級
差
別
、
人
種
差
別
、
障
害
者
差
別
が
組
み
こ
ま
れ
て
い
た
。
「
市
場
」

と
「
国
家
」
は
、
「
二
級
市
民
」
「
三
級
市
民
」
を
排
除
す
る
こ
と
で
そ

の
合
理
性
と
理
性
を
保
っ
て
き
た
の
だ
。
そ
し
て
「
二
級
市
民
」
「
三

級
市
民
」
は
「
家
族
」
と
い
う
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
封
じ
こ
め

ら
れ
、
不
可
視
化
さ
れ
て
き
た
。

　

福
祉
国
家
は
も
と
も
と
、
家
族
の
な
か
に
封
じ
ら
れ
て
き
た
依
存
が
、

そ
の
外
に
あ
ふ
れ
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、す
な
わ
ち
「
家
族
の
失
敗
」

に
よ
っ
て
始
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
「
家
族
の
失
敗
」
が
、
「
依

存
の
私
事
化privatization of dependency

」
に
よ
っ
て
近
代
家
族

の
成
立
の
当
初
か
ら
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
マ
ー
サ
・
フ
ァ

イ
ン
マ
ン
［Finem

ann 1995

＝2003

］
は
論
じ
て
い
る
。
福
祉
多
元
社
会

は
、
こ
の
「
依
存
の
脱
私
事
化deprivatization of dependency

」

―
―
エ
ス
ピ
ン
＝

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
用
語
に
よ
れ
ば
「
脱
家
族
化
」「
脱

商
品
化
」
―
―
の
要
請
に
応
え
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
法
理

論
家
と
し
て
の
フ
ァ
イ
ン
マ
ン
は
、
近
代
法
学
の
基
礎
と
な
る
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
の
人
間
観
が
、「
自
律
し
た
個
人
」
の
神
話
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
［Finem

ann 2004

＝2009

］
。

　

近
代
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
政
治
思
想
が
、こ
の
「
依
存
の
忘
却
」
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
、
鋭
く
批
判
し
た
の
は
岡
野
八
代
で
あ
る
。

岡
野
は
『
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
政
治
学
』
［2012

］
に
お
い
て
、
「
自
律
的

な
主
権
主
体
」
を
前
提
と
す
る
近
代
政
治
思
想
が
、
「
忘
却
の
政
治
」

に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
「
依
存
」
は
た
だ
、
子

ど
も
や
高
齢
者
、
病
人
、
障
害
者
に
だ
け
あ
る
の
で
は
な
い
。
女
性
は

依
存
的
な
存
在
を
抱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
二
次
的
依
存
」
状
態
に
陥

る
。「
自
立
」
し
て
い
る
と
見
え
る
男
性
成
人
も
、
家
族
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
依
存
な
し
に
は
生
き
て
い
け
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
「
市
民
社
会
」

と
は
、
「
相
互
依
存
す
る
個
人
の
集
合
と
そ
の
関
係
の
仕
方
」
と
再
定

義
す
る
ほ
か
な
く
な
る
。
福
祉
多
元
社
会
論
が
残
余
領
域
と
し
て
「
市

民
社
会
」
を
再
発
見
し
、
再
定
義
し
た
と
き
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
市
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民
」
の
定
義
も
ま
た
、
重
大
な
変
更
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

七　

終
わ
り
に

　

も
う
い
ち
ど
、
初
発
の
問
い
に
も
ど
ろ
う
。
福
祉
多
元
社
会
の
四
象

限
モ
デ
ル
は
、
国
家
と
い
う
再
分
配
の
シ
ス
テ
ム
、
市
場
と
い
う
交
換

シ
ス
テ
ム
、
家
族
と
い
う
贈
与
の
シ
ス
テ
ム
に
加
え
て
、
市
民
社
会
と

い
う
互
酬
の
シ
ス
テ
ム
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互
の
あ
い

だ
の
境
界
を
変
容
さ
せ
な
が
ら
、
財
と
承
認
の
配
分
を
行
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
四
つ
の
領
域
の
組
み
合
わ
せ
に
は
、
エ
ス
ピ

ン
＝

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
三
類
型
以
外
に
も
お
そ
ら
く
多
様
な
類
型
が
あ

り
う
る
だ
け
で
な
く
、
ど
の
類
型
に
お
い
て
ど
の
ア
ク
タ
ー
が
利
益
を

得
る
か
、
ど
の
ア
ク
タ
ー
が
排
除
と
不
利
益
を
受
け
る
か
…
…
が
決
ま

る
だ
ろ
う
。
そ
の
も
と
で
の
残
余
と
し
て
の
「
市
民
社
会
」
の
役
割
と

は
、
他
の
三
つ
の
領
域
の
失
敗
を
補
完
す
る
た
め
の
「
社
会
的
公
正
性
」

の
追
求
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
「
市
民
社
会
」
に

と
っ
て
は
、
過
重
な
負
担
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

 

（
う
え
の
・
ち
づ
こ
／
社
会
学
）

注（
1
） 

日
本
を
含
む
後
発
資
本
主
義
国
家
は
、
「
福
祉
国
家
」
論
が
輸
入
さ
れ
た

と
き
に
は
同
時
に
「
福
祉
国
家
の
危
機
」
が
叫
ば
れ
て
お
り
、
福
祉
国
家

の
成
立
を
見
る
前
に
新
自
由
主
義
改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

と
い
う
事
情
が
あ
る
。
エ
ス
ピ
ン
＝

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
比
較
福
祉
レ
ジ
ー

ム
論
の
三
類
型
に
分
類
で
き
な
い
「
日
本
の
特
殊
性
」
を
日
本
社
会
の
遅

れ
た
性
格
に
求
め
る
見
方
を
、
「
福
祉
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
と
呼
ん
で

批
判
し
た
武
川
正
吾
［
武
川
・
キ
ム 2005

］
は
、
日
本
の
福
祉
政
策
の
中

途
半
端
さ
を
福
祉
国
家
化
の
ス
タ
ー
ト
が
不
況
期
に
重
な
っ
た
歴
史
的
な

事
情
に
求
め
て
い
る
。

（
2
） 

理
論
上
「
脱
商
品
化
」
は
、
「
国
家
化
」
と
「
家
族
化
」
の
ふ
た
つ
の
方

向
を
取
り
う
る
。
「
福
祉
国
家
の
危
機
」
は
、
い
っ
た
ん
「
脱
家
族
化
」

し
た
国
家
に
よ
る
福
祉
を
「
再
家
族
化
」
す
る
と
い
う
オ
プ
シ
ョ
ン
を
も

採
用
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
介
護
保
険
の
利
用
制

限
や
切
り
下
げ
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
「
家
族
化
」
と
は
す
な
わ

ち
ケ
ア
負
担
の
女
性
化
と
イ
コ
ー
ル
で
あ
る
か
ら
、「
脱
商
品
化
」
は
同
時

に
「
脱
家
族
化
」
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
こ
れ
に
「
脱
家
父
長
制
化
」

と
い
う
概
念
を
付
け
加
え
た
の
は
武
川
正
吾
［
武
川
・
キ
ム 2005

］
で
あ
る
。

（
3
） 

た
だ
し
企
業
福
祉
の
受
益
者
は
大
企
業
正
規
雇
用
者
に
限
定
さ
れ
、
日
本

の
二
重
労
働
市
場
の
も
と
で
、
そ
の
割
合
は
七
〇
年
代
で
も
雇
用
者
の
二

割
に
満
た
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
4
） ち
な
み
に
日
本
に
お
け
る
「
サ
ー
ド
・
セ
ク
タ
ー
」
の
用
法
は
、
「
半
官

半
民
」（
官
で
も
な
く
民
で
も
な
い
）
の
組
織
を
指
す
が
、
実
際
に
は
ほ
ぼ
一

〇
〇
％
官
出
資
の
行
政
の
外
郭
団
体
が
主
で
あ
り
、
人
事
を
含
め
て
行
政

の
強
い
管
理
下
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
民
間
の
見
か
け
を
持
っ
た
行
政
組

織
を
Q 

U 

A 

N 

G 

O
（quasi-N

on G
overnm

ental O
rganization

）

と
揶
揄
す
る
用
語
も
あ
る
。

（
5
） こ
の
ペ
ス
ト
フ
の
「
サ
ー
ド
・
セ
ク
タ
ー
」
論
は
、
日
本
で
も
生
協
関
係

者
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
て
い
る
。

（
6
） こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
N 

P 

O
は
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
の
も
と
で

N 
P 
O
法
人
格
を
認
め
ら
れ
た
団
体
に
対
し
て
、
限
定
的
に
用
い
ら
れ
て
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い
る
。

（
7
） 

近
年
、
例
え
ば
「
中
国
に
お
け
る
市
民
社
会
の
生
成
」
と
い
っ
た
研
究
課

題
が
成
り
立
つ
の
は
、
共
産
党
支
配
下
の
中
国
に
お
い
て
さ
え
、
党
と
国

家
の
支
配
の
外
に
あ
る
市
民
領
域
が
可
視
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

（
8
） 

統
一
後
の
旧
東
ド
イ
ツ
地
域
で
わ
た
し
は
民
主
化
闘
争
の
担
い
手
た
ち
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
あ
る
レ
ズ
ビ
ア
ン
・

ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
は
配
布
物
の
コ
ピ
ー
を
禁
じ
ら
れ
た
旧
体
制
下
で
、
治

外
法
権
下
に
あ
っ
た
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
会
が
コ
ピ
ー
機
の
使
用
を
黙
認
し
て

く
れ
た
こ
と
を
証
言
し
た
。
上
野
・
前
・
田
中
［1993

］
参
照
。
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『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
（
一
七
九
五
、
以
下
Z 

F
と
略
記
）
の
な
か
で
、

イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
は
共
和
主
義
的
体
制
が
人
間
の
権
利
に
適
合
し

た
唯
一
の
体
制
で
あ
る
と
述
べ
（8: 36

）
1
（6

）
、
自
ら
が
決
然
た
る
共
和
主

義
の
擁
護
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
奇
妙
な
こ
と
に
、
同
時

に
カ
ン
ト
は
、
民
主
制
は
必
然
的
に
専
制
で
あ
り
君
主
制
の
方
が
共
和

主
義
に
合
致
す
る
と
も
述
べ
て
い
る
（8: 352f.

）
。
と
こ
ろ
が
さ
ら
に

そ
の
二
年
後
の
『
人
倫
の
形
而
上
学
・
法
論
』
（
一
七
九
七
、
以
下
R 
L

と
略
記
）
で
は
、
今
度
は
「
真
の
共
和
制
」
は
「
人
民
の
代
表
制
」
以

外
に
あ
り
え
な
い
と
断
言
さ
れ
る
（§ 52, 6: 341

）
。
い
っ
た
い
カ
ン
ト

は
共
和
制
や
共
和
主
義
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
い
た
の
か
。
問

題
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
R 

L
に
は
真
の
共
和
制
以
外
に
も
「
純

粋
共
和
制
」
や
「
設
立
さ
れ
た
共
和
制
」
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
何
を
意
味
し
、
ど
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
、
ま
た
関
係

し
て
い
る
の
か
。

　

本
稿
が
示
す
の
は
、
こ
の
よ
う
に
相
反
し
て
見
え
る
言
明
の
根
底
に

は
、
し
か
し
首
尾
一
貫
し
た
共
和
主
義
の
原
理
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、

ま
た
こ
の
原
理
を
分
有
す
る
共
和
制
を
カ
ン
ト
は
複
数

0

0

構
想
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
究
明
に
あ
た
っ
て
見
逃
せ
な
い
の
は
、

共
和
主
義
が
代
表
制
と
関
係
付
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
Z 

F
に
よ

れ
ば
共
和
主
義
は
執
行
権
を
立
法
権
か
ら
分
離
す
る
原
理
、
す
な
わ
ち

0

0

0

0

代
表
制
を
も
つ
統
治
形
式
で
あ
る
（8: 352

）
。
他
方
R 

L
に
よ
れ
ば
真

の
共
和
制
は
人
民
の
代
表
制
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
代
表
制
の
解
釈

も
ま
た
厄
介
で
あ
る
。
後
者
は
前
者
と
異
な
り

0

0

0

0

0

0

、
代
議
制
民
主
主
義
、

立
法
の
代
表
議
会
を
意
味
し
て
い
る
と
一
般
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
の
だ

）
2
（

。

〈
公
募
論
文
〉

カ
ン
ト
の
共
和
制
の
諸
構
想
と
代
表
の
概
念

網
谷
壮
介
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こ
の
よ
う
に
共
和
制
や
代
表
制
に
つ
い
て
混
乱
を
招
く
状
況
に
あ
っ
て
、

我
々
は
カ
ン
ト
の
国
家
の
理
念
が
も
つ
基
本
的
な
原
理
を
基
準
に
し
、

ま
た
同
時
代
の
言
説
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
打
開
す
る
手
立
て

を
得
た
い
。

　

第
一
節
で
は
、
体
系
的
に
国
法
が
論
じ
ら
れ
る
R 

L
に
お
い
て
国
家

の
理
念
の
基
本
原
理
を
確
認
す
る
。
三
権
の
特
殊
な
組
織
と
法
律
の
正

義
と
い
う
二
つ
の
原
理
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
〈
理
念
に
お
け
る
国
家
〉

は
、
純
粋
共
和
制
と
呼
ば
れ
る
。
第
二
節
で
は
、
こ
の
二
つ
の
原
理
に

は
そ
れ
ぞ
れ
、
権
力
の
分
立
―

代
表
と
法
律
に
よ
る
一
般
意
志
の
表
象

と
い
う
代
表
概
念
が
含
意
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
同
時
代
の
言

説
に
照
ら
し
な
が
ら
理
解
す
る
。
こ
れ
ら
を
代
表
概
念
と
し
て
理
解
す

る
に
は
説
明
が
必
要
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
通
説
に
反
し
て
カ
ン
ト
の

共
和
主
義
に
お
け
る
代
表
概
念
は
立
法
の
代
議
制

0

0

0

0

0

0

と
は
直
接
は
無
関
係

で
あ
る
。
最
後
に
こ
れ
ら
の
理
解
を
踏
ま
え
、
R 

L
五
二
節
に
登
場
す

る
複
数
の
共
和
制
の
構
想
を
弁
別
す
る
。
カ
ン
ト
は
理
念
と
対
比
さ
れ

た
〈
現
象
に
お
け
る
国
家
〉
に
お
い
て
目
指
さ
れ
る
べ
き
共
和
制
を
三

つ
の
類
型
（
共
和
主
義
的
統
治
・
真
の
共
和
制
・
設
立
さ
れ
た
共
和
制
）
に
よ
っ

て
示
し
て
い
る
。
近
年
、
カ
ン
ト
の
共
和
主
義
は
注
目
を
集
め
つ
つ
あ

る
が
、
理
念
と
し
て
の
純
粋
共
和
制
と
こ
れ
ら
現
象
に
お
け
る
三
つ
の

共
和
制
の
区
別
と
関
係
を
包
括
的
に
整
理
し
た
も
の
は
い
ま
だ
見
当
た

ら
ず
、
特
に
設
立
さ
れ
た
共
和
制
は
そ
の
存
在
自
体
が
看
過
さ
れ
て
き

た
）
3
（

。
し
か
し
、
カ
ン
ト
は
純
粋
共
和
制
と
い
う
理
念
だ
け
で
な
く
、
現

実
に
お
い
て
実
現
可
能
な
共
和
制
を
段
階
的
に
構
想
し
て
い
る
。
こ
れ

が
見
逃
さ
れ
れ
ば
、
我
々
は
カ
ン
ト
を
現
実
離
れ
し
た
夢
想
家
と
誤
認

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

一　
〈
理
念
に
お
け
る
国
家
〉
あ
る
い
は
純
粋
共
和
制

　

カ
ン
ト
が
最
も
体
系
的
に
国
家
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
は
、
R 

L

第
二
部
「
公
法
」
第
一
章
「
国
法
」
（§ 43-52

）
で
あ
る
。
第
一
章
が
ど

の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
カ
ン
ト
が
語
る
複

数
の
共
和
制
の
構
想
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
国
家

や
公
共
体
と
い
っ
た
概
念
が
最
初
に
定
義
さ
れ
（§ 43

）
、
次
い
で
〈
理

念
に
お
け
る
国
家
〉
、
と
り
わ
け
そ
の
立
法
権
・
行
政
権
・
裁
判
権
が

論
じ
ら
れ
る
（§ 45-49

）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
最
後
の
二
節
（§ 51f.

）
で

は
理
念
に
対
置
さ
れ
る
〈
現
象
に
お
け
る
国
家
〉
が
主
題
と
な
り
、
国

家
形
式
（Staatsform

）
と
し
て
独
裁
制
・
貴
族
制
・
民
主
制
（§ 51

）
、

さ
ら
に
真
の
共
和
制
や
設
立
さ
れ
た
共
和
制
が
論
じ
ら
れ
る
（§ 52

）
。

こ
う
し
た
理
念
と
現
象
の
対
に
よ
る
構
成
は
、
法
を
絶
対
的
法
と
条
件

的
法
（ius absolutum

 et hypotheticum

）
に
区
分
し
た
ド
イ
ツ
自
然

法
学
の
伝
統
に
準
じ
る
も
の
だ
ろ
う

）
4
（

。
例
え
ば
カ
ン
ト
が
長
年
講
義
に

用
い
て
い
た
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ア
ッ
ヘ
ン
ヴ
ァ
ル
の
『
自
然
法
』
に

よ
れ
ば
、
絶
対
的
一
般
公
法
は
「
単
純
か
つ
一
般
的
に
見
ら
れ
た
国
家

と
主
権
の
本
性
か
ら
」
、
条
件
的
一
般
公
法
は
「
特
殊
な
国
家
の
規
定
、
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し
た
が
っ
て
様
々
な
公
共
体respublica

の
特
殊
な
形
式
と
そ
の
変

化
か
ら
」
引
き
出
さ
れ
る

）
5
（

。
ア
ッ
ヘ
ン
ヴ
ァ
ル
は
前
者
に
つ
い
て
支
配

権
と
し
て
立
法
権
・
執
行
権
・
査
察
権
を
論
じ
、
次
い
で
後
者
に
つ
い

て
国
家
形
式
と
し
て
君
主
制
・
貴
族
制
・
民
主
制
な
ど
を
論
じ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
構
成
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
も
、
カ
ン
ト
に
お
い
て
絶
対
的
・

条
件
的
と
い
う
区
分
は
理
念
と
現
象
の
対
に
移
さ
れ
、
一
般
と
特
殊
の

対
以
上
の
意
義
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
「
外
的
な
権
利
一
般
の
概
念
自

体
か
ら
帰
結
す
る
〔
…
〕
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
必
然
的
な
法
則
」
に
も
と

づ
い
た
国
家
は
、「
理
念
に
お
け
る
国
家Staat in der Idee

」
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
純
粋
な
法
原
理
に
し
た
が
え
ば
国
家
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」

を
指
示
し
、「
あ
ら
ゆ
る
現
実
の
公
共
体
の
統
一
の
〔
…
〕
規
範
（norm

a

）

と
な
る
」
（§ 45, 6: 313

）
。
法
原
理
は
「
そ
の
行
為
が
、
も
し
く
は
そ

の
行
為
の
格
率
に
し
た
が
っ
た
各
人
の
選
択
意
志
の
自
由
が
、
万
人
の

自
由
と
普
遍
的
法
則
に
し
た
が
っ
て
両
立
し
う
る
な
ら
、
そ
の
よ
う
な

行
為
は
正
し
い
」
と
い
う
も
の
で
（§ C

, 6: 230

）
、
こ
れ
は
他
者
の
選

択
意
志
に
強
要
さ
れ
な
い
と
い
う
生
得
的
な
自
由
権
（
内
的
権
利
）
を

各
人
に
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
自
由
権
に
も
と
づ
い
て
R 

L
第
一

部
「
私
法
」
で
は
外
的
な
対
象
を
取
得
す
る
権
利
（
外
的
権
利
）
が
正

当
化
さ
れ
る
。
外
的
権
利
は
自
由
権
と
違
っ
て
、
自
然
状
態
で
は
暫
定

的
な
妥
当
性
し
か
も
た
な
い
。
自
然
状
態
で
は
私
が
何
か
を
い
か
に
適

法
的
だ
と
考
え
る
仕
方
で
取
得
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
は
主
観
的
な

根
拠
に
よ
る
も
の
で
し
か
な
く
、
権
利
主
張
は
他
者
へ
の
一
方
的
な
意

志
の
押
し
付
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。
確
か
に
私
の
取
得
は
暫
定
的
な
正

し
さ
を
持
つ
が
、
そ
れ
が
他
者
の
自
由
を
侵
害
し
て
い
な
い
か
は
常
に

問
わ
れ
う
る
し
、
争
い
さ
え
生
じ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
私
の
取
得
が

権
利
と
し
て
確
定
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
万
人
の
自
由
と
両
立
し
て

い
る
と
万
人
が
承
認
す
る
契
機
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
契
機
は
、
人
々

の
意
志
が
公
的
な
法
律
の
形
を
と
っ
て
現
れ
、
法
廷
が
そ
れ
に
も
と
づ

い
て
争
い
を
調
停
す
る
、
国
家
（
法
的
状
態
）
の
も
と
で
の
み
与
え
ら

れ
る
。
法
律
に
即
し
て
何
か
を
取
得
す
れ
ば
、
そ
れ
は
人
び
と
の
承
認

を
得
た
も
の
と
し
て
み
な
さ
れ
、
争
い
が
生
じ
て
も
法
律
に
も
と
づ
い

た
裁
決
が
下
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
外
的
権
利
は
暫
定
的
な
権
利
で

は
な
く
確
定
的
な
権
利
と
し
て
享
受
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
国

家
は
「
法
的
状
態
に
い
る
と
い
う
万
人
に
共
通
の
関
心
に
よ
っ
て
結
合

さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
形
式
上
、
公
共
体G

em
einw

esen

（
広
義
の

res publica

）
と
呼
ば
れ
る
」
（§ 43, 6: 311

）
。res publica

は
ド
イ
ツ

自
然
法
学
に
お
い
て
は
公
共
の
福
祉
（
人
民
の
生
の
充
足
・
平
穏
・
安
全
）

を
実
現
す
る
た
め
の
共
同
体
と
考
え
ら
れ
た
が

）
6
（

、
カ
ン
ト
に
お
い
て
は

こ
う
し
た
実
質
的
関
心
で
は
な
く
、
各
人
の
権
利
の
確
定
的
な
享
受
と

い
う
形
式
的
関
心
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
関
心
を
完
全
に
満

た
す
国
家
こ
そ
、
純
粋
な
法
原
理
か
ら
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
導
出
さ
れ
た

〈
理
念
に
お
け
る
国
家
〉
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
経
験
に
お
け
る
い
か
な

る
対
象
も
適
切
な
形
で
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
」
理
念
、
「
物
自
体

そ
の
も
の
」
だ
が
（6: 372

）
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
現
象
に
お
け
る
あ
ら
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ゆ
る
国
家
の
規
範
と
し
て
機
能
す
る
。
公
共
体
の
幸
福
（salus 

reipublicae

）
と
は
「
体
制
が
法
原
理
と
最
大
限
に
一
致
し
た
状
態
」

に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
の
状
態
へ
向
か
う
こ
と
は
「
理
性
に
よ
っ
て
定
言

命
法
を
通
し
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
」
（§ 49, 6: 318

）
。

　

こ
う
し
た
〈
理
念
に
お
け
る
国
家
〉
を
構
成
す
る
原
理
は
二
つ
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、
万
人
の
自
由
の
両
立
を
可
能
に
し
、
権
利
を
め
ぐ
る
争
い

を
正
当
に
終
結
さ
せ
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
、
必
然
的
な
原
理
で
あ
る
。

第
一
に
、
立
法
権
・
行
政
権
・
裁
判
権
の
三
権
が
実
践
推
論
（
三
段
論
法
）

と
し
て
機
能
す
る
よ
う
組
織
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（§ 45, 6: 313

）
。

道
徳
的
実
践
推
論
は
、
大
前
提
で
言
明
さ
れ
た
法
則
（
「
嘘
は
正
し
く
な

い
」
）
の
も
と
に
、
小
前
提
が
個
別
事
例
（
「
私
の
こ
れ
こ
れ
の
言
葉
は
嘘

で
あ
る
」
）
を
包
摂
す
る
こ
と
で
、
そ
の
正
・
不
正
を
結
論
す
る
（
「
私

の
言
葉
は
正
し
く
な
い
」
）
と
い
う
判
断
の
過
程
で
あ
る
。
こ
れ
と
よ
く

似
た
仕
方
で

）
7
（

、
立
法
権
が
一
般
的
な
内
容
を
含
む
法
律
を
制
定
し
（
大

前
提
）
、
行
政
権
が
法
律
に
即
し
た
個
別
の
行
為
を
人
々
に
命
令
し
、

ま
た
そ
れ
を
可
能
に
す
る
制
度
（
登
記
簿
や
市
場
、
婚
姻
届
等
）
を
整
備

し
（
小
前
提
）
、
最
後
に
裁
判
権
が
そ
う
し
た
行
為
に
つ
い
て
生
じ
た

争
議
に
判
決
を
下
す
（
結
論
）
。
三
権
が
こ
う
し
た
判
断
の
過
程
を
な

す
よ
う
論
理
的
に
組
織
さ
れ
る
こ
と
で
、
自
然
状
態
で
は
単
に
主
観
的

な
正
し
さ
し
か
も
ち
え
な
か
っ
た
外
的
権
利
が
、
客
観
的
に
正
し
い
（
合

法
な
）
も
の
と
し
て
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。

　

〈
理
念
に
お
け
る
国
家
〉
の
第
二
の
原
理
は
、
法
律
の
正
義
で
あ
る
。

三
権
に
よ
る
実
践
推
論
が
適
正
で
あ
る
た
め
に
は
、
大
前
提
と
し
て
の

法
律
が
正
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
律
は
処
罰
を
伴
う
強
制
で
あ

る
。
そ
れ
が
万
人
の
同
意
に
も
と
づ
く
の
で
な
け
れ
ば
、
法
律
が
課
す

強
制
に
よ
っ
て
む
し
ろ
各
人
の
自
由
は
毀
損
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

「
そ
れ
ゆ
え
、
各
人
が
全
員
に
対
し
て
全
員
が
各
人
に
対
し
て
同
じ
よ

う
に
決
定
す
る
限
り
で
、
た
だ
意
見
の
一
致
し
た
統
合
さ
れ
た
万
人
の

意
志
、
つ
ま
り
普
遍
的
に
統
合
さ
れ
た
人
民
意
志
だ
け
が
立
法
を
な
し

え
る
」
（§ 46, 6: 313f

）
。
道
徳
的
実
践
推
論
に
お
い
て
大
前
提
の
法
則

が
自
ら
の
意
志
の
立
法
に
よ
っ
て
定
言
命
法
と
し
て
与
え
ら
れ
た
の
と

類
比
的
に
、
国
家
に
お
い
て
法
律
は
一
般
意
志
の
立
法
に
よ
っ
て
与
え

ら
れ
、
そ
れ
を
通
じ
て
正
義
を
獲
得
す
る
。
「
立
法
の
た
め
に
統
合
さ

れ
た
〔
…
〕
国
家
の
成
員
」
は
、
自
由
・
平
等
・
自
立
を
法
的
属
性
と

し
て
も
つ
国
家
市
民
（Staatsbürger

）
で
あ
る
（§ 46, 6: 314

）
。
一
般

意
志
は
こ
う
し
た
国
家
市
民
に
よ
る
投
票
を
通
じ
て
創
出
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
人
間
は
完
全
な
理
性
的
存
在
者
で
は
な
く
、
自
ら
が
考

え
る
こ
と
は
主
観
的
な
正
し
さ
し
か
持
た
な
い
。
法
律
の
正
義
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
各
人
が
主
観
的
に
正
し
い
と
考
え
る
こ
と
を
客
観
的

な
正
し
さ
へ
、
各
人
の
一
方
的
な
意
志
を
万
人
の
統
合
さ
れ
た
人
民
意

志
（
一
般
意
志
）
へ
変
換
す
る
立
法
制
度
が
必
要
に
な
る
の
だ
。

　

こ
う
し
た
三
権
の
組
織
と
法
律
の
正
義
と
い
う
原
理
を
も
っ
た
〈
理

念
に
お
け
る
国
家
〉
は
、
根
源
的
契
約
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
社
会
契
約
も
ま
た
「
国
家
の
適
法
性
を
考
え
る
た
め
だ
け
」
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の
理
念
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
観
念
さ
れ
る
の
は
、
す
べ

て
の
人
は
国
家
に
お
い
て
自
然
状
態
で
の
自
由
を
一
切
放
棄
す
る
が
、

そ
れ
は
自
ら
の
意
志
が
立
法
し
た
「
法
律
に
依
存
す
る
こ
と
で
」
自
ら

の
自
由
を
「
再
び
減
ら
す
こ
と
な
く
」
見
出
す
た
め
だ
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
（§ 47, 6: 315f.

）
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
〈
理
念
に
お
け
る
国
家
〉
は
、
経
験
に
よ
ら
ず

理
性
か
ら
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
導
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
「
唯
一
適

法
的
な
体
制
、
つ
ま
り
一
つ
の
純
粋
共
和
制eine reine R

epublik

」

と
呼
ば
れ
る
。
「
こ
れ
が
唯
一
存
続
す
る
国
家
体
制
で
あ
り
、
そ
こ
で

は
法
律
が
自
己
支
配
し
、
ど
ん
な
特
殊
な
人
格
に
も
依
存
す
る
こ
と
が

な
い
。
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
公
法
の
最
終
目
的
、
す
な
わ
ち
各
人
に
各
人

の
も
の
〔
権
利
〕
が
確
定
的
に
分
配
さ
れ
る
唯
一
の
体
制
で
あ
る
」（§ 52, 

6: 340f

）
。
こ
れ
は
実
に
驚
く
べ
き
理
念
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一
般
意

志
が
立
法
・
行
政
・
裁
判
を
担
う
人
格
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
る
こ
と
な

く
透
明
な
ま
ま
支
配
し
続
け
、
誰
も
自
分
が
同
意
し
な
い
法
の
支
配
下

に
置
か
れ
ず
、
支
配
さ
れ
る
者
が
支
配
す
る
と
い
う
循
環
が
現
れ
る
。

こ
こ
で
の
み
私
は
、
私
と
す
べ
て
の
他
者
の
共
通
の
意
志
に
よ
る
立
法

に
他
者
と
と
も
に
服
従
す
る
こ
と
で
法
的
に
自
立
し
、
自
ら
の
権
利
を

確
定
的
に
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
外
な
要
求
を
課
す
こ
の
国
家

の
理
念
は
、
『
諸
学
部
の
争
い
』
（
一
七
九
八
）
で
は
「
あ
ら
ゆ
る
市
民

体
制
一
般
に
と
っ
て
の
永
遠
の
規
範
」
、
「
プ
ラ
ト
ン
的
理
想
（
叡
智
的

公
共
体respublica noum

enon

）
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
（7: 91

）
。
だ
が
、

カ
ン
ト
は
夢
想
的
に
す
ら
思
え
る
理
念
を
提
出
し
て
満
足
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
確
か
に
叡
智
的
公
共
体
は
経
験
に
お
い
て
完
全
に
対
応

す
る
対
象
を
も
た
な
い
が
、
こ
の
規
範
に
し
た
が
っ
て
組
織
さ
れ
た
体

制
は
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
自
由
の
法
則
に
し
た
が
っ
て
、
経
験
（
現

象
的
公
共
体respublica phaenom

enon

）
に
お
け
る
実
例
を
通
し
て
」

叡
智
的
公
共
体
を
「
描
出
す
る
も
のD

arstellung

」
で
あ
り
、
最
善

の
体
制
で
あ
る
（7: 91

）
。
そ
れ
ゆ
え
「
こ
の
体
制
へ
入
る
こ
と
は
義

務
だ
が
、
し
か
し
（
こ
れ
は
す
ぐ
に
は
実
現
し
な
い
の
で
）
暫
定
的
に
君

主
の
義
務
と
な
る
の
は
、
独
裁
的
に
支
配
し
て
い
よ
う
と
も
そ
れ
で
も

（
民
主
的
に
で
は
な
く
）
共
和
主
義
的
にrepublikanisch

統
治
す
る
こ

と
、
つ
ま
り
（
成
熟
し
た
理
性
を
も
つ
人
民
が
自
ら
そ
れ
を
定
め
た
か
の
よ

う
な
）
自
由
の
法
則
の
精
神
に
適
合
し
た
原
理
に
よ
っ
て
人
民
を
遇
す

る
こ
と
」
で
あ
る
（7: 91

）
。
こ
こ
で
は
現
象
的
公
共
体
の
な
か
に
、

二
つ
の
共
和
制
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
経
験
（
現

象
的
公
共
体
）
に
お
い
て
叡
智
的
公
共
体
を
描
出
す
る
体
制
と
、
そ
の

実
現
ま
で
の
暫
定
的
な
君
主
の
義
務
と
さ
れ
る
共
和
主
義
的
統
治
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
同
書
で
は
、
「
国
家
形
式
に
よ
る
」
共
和
主
義
的
体
制

（republikanische Verfassung

）
と
「
単
に
統
治
様
式
に
よ
る
」
共
和

主
義
的
体
制
と
し
て
も
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
「
統
治
者
（
君

主
）
に
よ
る
統
一
に
際
し
、
人
民
自
身
が
普
遍
的
な
法
原
理
に
し
た
が
っ

て
立
法
し
た
か
の
よ
う
な
法
律
に
類
比
的
に
、
国
家
を
運
営
さ
せ
る
も

の
」
で
あ
る
（7: 88

）
。
こ
れ
ら
二
つ
の
共
和
制
は
R 

L
で
は
〈
現
象
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に
お
け
る
国
家
〉
が
扱
わ
れ
る
五
二
節
に
登
場
す
る
。
そ
れ
を
具
体
的

に
見
る
前
に
、
そ
の
準
備
と
し
て
〈
理
念
に
お
け
る
国
家
〉
を
構
成
す

る
原
理
を
今
度
は
そ
こ
に
伏
在
す
る
代
表
概
念
の
も
と
で
捉
え
直
し
て

お
こ
う
。

二　

代
表
の
概
念

　

こ
れ
ま
で
の
議
論
に
代
表
（R

epräsentation, Vertretung

）
の
語
は

出
て
こ
な
い
が
、
語
と
概
念
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
〈
理
念
に
お
け

る
国
家
〉
を
構
成
す
る
二
原
理
に
も
代
表
の
概
念
を
看
取
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
も
そ
も
、
カ
ン
ト
の
国
家
一
般
の
定
義
に
は
ホ
ッ
ブ
ズ
と

似
た
代
表
概
念
が
含
ま
れ
て
い
る

）
8
（

。
そ
れ
は
主
権
者
に
よ
る
人
民
の
表

象
―

代
表
で
あ
る
。
国
家
は
「
法
の
法
則
の
も
と
で
の
人
間
の
群
れ

M
enge

の
統
合
」
で
あ
る
（§ 45, 6: 313

）
。
主
権
者
と
し
て
の
統
治
者

（O
berhaupt

）
に
対
し
て
個
々
人
は
臣
民
と
し
て
服
従
し
、
ま
た
個
々

人
は
全
体
と
し
て
人
民
と
い
う
集
合
的
人
格
へ
構
成
さ
れ
る
（§ 47, 6: 

315

）
。
主
権
者
た
る
統
治
者
は
「
人
民
全
体
を
表
すvorstellen

」（§ 51, 

6: 338

）
。
国
家
に
お
い
て
統
治
者
に
よ
っ
て
表
象
―

代
表
さ
れ
る
こ
と

で
は
じ
め
て
人
民
と
い
う
集
合
的
人
格
が
創
出
さ
れ
、
そ
れ
以
前
に
は

た
だ
人
間
の
群
れ
が
あ
る
だ
け
で
人
民
も
人
民
意
志
も
存
在
し
え
な
い
。

　

こ
れ
は
国
家
一
般
に
内
在
的
な
代
表
概
念
だ
が
、
〈
理
念
に
お
け
る

国
家
〉
で
は
統
治
者
（
主
権
者
）
と
臣
民
、
表
す
者
と
表
わ
さ
れ
る
者
は
、

ど
ち
ら
も
同
じ
人
民
で
あ
る
（
「
自
由
の
法
則
に
沿
っ
て
考
え
る
な
ら
」
、

統
治
者
は
「
統
合
さ
れ
た
人
民
自
身
で
し
か
あ
り
え
な
い
」
（§ 47, 6: 315

）
）
。

と
い
う
の
も
、
法
律
の
正
義
は
人
民
の
一
般
意
志
に
依
存
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
ホ
ッ
ブ
ズ
的
代
表
と
は
異
な
る
、
〈
理
念
に
お
け

る
国
家
〉
に
特
有
の
代
表
概
念
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
法
律
に
よ
る

一
般
意
志
の
完
全
な
表
象
（Vorstellung

）
で
あ
る
。
ホ
ッ
ブ
ズ
の
場
合
、

人
民
は
自
ら
の
代
わ
り
に
行
為
す
る
権
威
を
主
権
者
に
与
え
、
そ
う
す

る
こ
と
で
自
ら
を
表
象
―

代
表
さ
せ
る
。
主
権
者
は
神
の
法
た
る
自
然

法
に
縛
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
立
法
は
い
か
な
る
も
の
で
も
人

民
の
権
威
を
受
け
た
も
の
、
人
民
意
志
と
み
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

他
方
、
カ
ン
ト
の
主
権
者
は
、
単
に
人
民
意
志
を
表
象
す
る
の
で
は
な

く
、
普
遍
的
に
統
合
さ
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

人
民
意
志
（
一
般
意
志
）
を
表
象
す
る
法

律
を
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
主
権
者
は
人
民
自
身
で

し
か
あ
り
え
な
い
。
人
民
は
立
法
を
行
う
国
家
の
成
員
と
し
て
は
国
家

市
民
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
全
人
民
の
同
意
し
う
る
法
律
の
み
に
投

票
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
想
定
が
〈
理
念
に
お
け
る
国

家
〉
に
お
い
て
必
然
的
な
の
は
、
現
実
に
お
い
て
は

0

0

0

0

0

0

0

投
票
結
果
が
人
民

0

0

意
志

0

0

だ
と
み
な
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
実
際
に
普
遍
的
に
統
合
さ

0

0

0

0

0

0

0

れ
た
人
民
意
志

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
と
は
、
つ
ま
り
そ
れ
に
全
人
民
が
同
意
し
う
る

と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
カ
ン
ト
が
能
動
市
民
と
受
動
市
民
を
区

別
す
る
の
は
、
こ
の
こ
と
に
関
係
す
る
。
投
票
権
は
自
立
を
前
提
と
し

（§ 46, 6: 314
）
、
他
者
に
依
存
し
て
自
分
の
生
存
を
維
持
し
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
受
動
市
民
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
区
別
の
根
底
に

あ
る
の
は
、
他
者
に
従
属
す
る
の
で
も
自
己
利
益
だ
け
を
考
量
す
る
の

で
も
な
く
、
主
観
的
に
で
あ
っ
て
も
全
人
民
が
同
意
可
能
だ
と
考
え
ら

れ
る
法
律
に
各
国
家
市
民
（
能
動
市
民
）
が
投
票
し
な
け
れ
ば
、
法
律

は
一
般
意
志
を
表
象
し
な
い
、
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
例
え
ば
、
受
動

市
民
か
ら
能
動
市
民
へ
の
階
層
移
動
を
禁
止
す
る
法
律
（§ 47, 6: 315

）

に
受
動
市
民
は
賛
成
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
〈
理
念
に
お
け
る
国
家
〉で
は
、

想
定
上
、
各
国
家
市
民
が
万
人
の
同
意
が
得
ら
れ
る
法
律
に
投
票
す
る

こ
と
で
、
法
律
が
一
般
意
志
を
完
全
に
表
象
―

代
表
す
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
〈
理
念
に
お
け
る
国
家
〉
の
三
権
の
組
織
に
つ
い
て
も
、

立
法
権
と
（
行
政
権
・
裁
判
権
を
含
め
た
）
執
行
権
の
あ
い
だ
に
代
表
概

念
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
実
践
推
論
に
お
い
て
大
前
提
と
し
て
の
一
般
法

則
を
小
前
提
が
個
別
事
例
に
適
用
す
る
こ
と
で
結
論
が
下
さ
れ
る
が
、

こ
の
関
係
と
同
様
、
執
行
権
は
一
般
意
志
と
し
て
表
象
さ
れ
た
法
律
を

前
提
に
し
て
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
執
行
権
を
も

つ
者
は
立
法
権
を
も
つ
人
民
の
代
理
―

代
表
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
政
府
の
長
で
あ
る
元
首
（R

egent

）
は
国
家
の
代
理
人
（A

gent
）
と

し
て
法
律
に
も
と
づ
い
て
個
別
の
命
令
を
発
し
、
立
法
者
は
行
政
を
監

督
し
て
場
合
に
よ
っ
て
は
「
元
首
か
ら
権
力
を
取
り
上
げ
、
罷
免
し
、

あ
る
い
は
そ
の
行
政
を
改
革
す
る
」
（§ 49, 6: 316f.

）
。
ま
た
、
立
法
者

で
は
な
く
、
立
法
者
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
裁
判
官
が
法
律
に
も
と
づ

い
て
個
々
の
事
例
の
合
法
性
を
判
定
す
る
。
権
力
間
に
こ
う
し
た
代
理

―

代
表
の
関
係
が
成
り
立
つ
に
は
、
各
権
力
が
人
格
的
に
分
立
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
府
が
同
時
に
立
法
す
る
、
逆
に
立
法
者
が
執

行
す
る
と
す
れ
ば
、
法
律
と
命
令
・
判
決
の
区
別
が
消
え
、
法
律
の
一

般
性
が
毀
損
さ
れ
て
恣
意
的
な
支
配
、
す
な
わ
ち
専
制
が
現
前
す
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
（§ 49, 6: 316

）
。

　

R 

L
の
二
年
前
の
Z 

F
で
は
、
こ
う
し
た
三
権
の
分
立
―

代
表
原
理

を
備
え
た
国
家
が
共
和
主
義
的
だ
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
Z 

F
で
は
国
家

が
、
一
方
で
最
高
権
力
を
も
つ
人
格
の
違
い
（
支
配
形
式Form

 der 

B
eherrschung

）
に
よ
っ
て
独
裁
制
・
貴
族
制
・
民
主
制
へ
と
区
分
さ
れ
、

他
方
で
国
家
が
権
力
を
使
用
す
る
仕
方
（
統
治
形
式Form

 der 

R
egierung

）
に
よ
っ
て
共
和
主
義
と
専
制
に
区
分
さ
れ
る
。
共
和
主

義
は
「
立
法
権
か
ら
執
行
権
（
政
府
）
を
分
離
す
る
」
原
理
、
専
制
は
「
国

家
が
自
ら
が
与
え
た
法
律
を
独
断
的
に
執
行
す
る
」
原
理
で
あ
る
。
後

者
に
は
「
元
首
に
よ
っ
て
自
ら
の
私
的
意
志
と
し
て
扱
わ
れ
る
限
り
で

の
」
公
的
意
志
し
か
な
い
。
「
す
な
わ
ち

0

0

0

0

代
表
的repräsentativ

で
な

い
統
治
形
式
は
す
べ
て
本
来
、
形
式
で
は
な
いU

nform

。
と
い
う
の

も
（
理
性
推
論
に
お
け
る
大
前
提
の
一
般
が
同
時
に
小
前
提
に
お
い
て
特
殊

を
自
ら
へ
包
摂
す
る
の
が
あ
り
え
な
い
よ
う
に
）
立
法
者
が
同
一
人
格
に

お
い
て
同
時
に
自
分
の
意
志
の
執
行
者
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ

る
」
（8: 352. 

強
調
は
筆
者
）
。

　

こ
こ
で
カ
ン
ト
は
共
和
主
義
を
立
法
権
と
執
行
権
の
分
離
に
よ
っ
て

特
徴
付
け
、
ま
た
そ
う
し
た
統
治
形
式
を
代
表
的
だ
と
呼
ぶ
。
現
代
か
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ら
見
れ
ば
こ
れ
は
奇
異
に
映
る
が
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
同
時
代
の
言
説
、

と
り
わ
け
ル
ソ
ー
と
シ
ィ
エ
ス
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
『
社
会
契
約

論
）
9
（

』
に
お
い
て
立
法
権
は
常
に
人
民
に
あ
り
、
国
家
形
式
は
執
行
権
（
統

治
・
政
府
）
を
担
う
人
の
数
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
。
政
府
は
主
権
者

の
代
理
（agent
）
と
し
て
、
一
般
意
志
の
指
導
の
も
と
行
為
す
る
。
ル

ソ
ー
は
「
行
政
形
式
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
」
―
―
君
主
制

で
あ
ろ
う
と
―
―
「
す
べ
て
法
〔
一
般
意
志
〕
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て

い
る
国
家
を
共
和
制
と
呼
ぶ
」
（R

: 379, 

五
九
）
。
一
般
的
な
も
の
に
関

わ
る
立
法
と
個
別
的
な
も
の
に
関
わ
る
執
行
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、「
主
権
者
が
統
治
し
よ
う
、
行
政
官
が
法
を
与
え
よ
う
と
す
れ
ば
」

専
制
に
な
る
（R

: 397, 

八
五
）
。
こ
の
観
点
か
ら
、
執
行
権
の
形
態
に

関
し
て
民
主
制
が
劣
位
に
置
か
れ
る
。
貴
族
制
・
君
主
制
で
は
主
権
者

（
人
民
）
と
統
治
者
が
区
別
さ
れ
る
が
、
民
主
制
で
は
両
者
は
「
ま
っ

た
く
同
一
人
格
」
で
し
か
な
い
。
そ
こ
で
は
「
公
務
に
お
い
て
私
的
な

利
害
が
影
響
を
及
ぼ
し
」
腐
敗
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
（R

: 404, 

九
五

―
六
）
。
こ
れ
を
避
け
る
に
は
両
者
が
分
離
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
法

律
は
一
般
意
志
の
宣
言
に
す
ぎ
ず
、
立
法
権
に
お
い
て
人
民
が
代
表
さ

れ
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
執
行
権
に
お
い
て
は
代

表
さ
れ
う
る
し
代
表
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（R

: 430, 

一
三
四
）
。

ま
た
、
ル
イ
十
六
世
の
ヴ
ァ
レ
ン
ヌ
逃
亡
（
一
七
九
一
）
直
後
に
行
わ

れ
す
ぐ
に
独
訳
さ
れ
も
し
た
行
政
府
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
ト
マ
ス
・
ペ

イ
ン
と
の
論
争
の
な
か
で
、
シ
ィ
エ
ス
は
共
和
主
義
を
代
表
に
よ
る
政

府
（gouvernem

ent par représentation

）
、
代
表
制
（systêm

e 

représentatif

）
だ
と
す
る
ペ
イ
ン
の
理
解
を
共
有
す
る

）
10
（

。
「
代
表
に
本

質
を
も
た
な
い
社
会
体
制
は
す
べ
て
誤
っ
た
体
制
で
あ
る
」
。
し
か
し

シ
ィ
エ
ス
に
よ
れ
ば
、
代
表
制
は
ペ
イ
ン
が
言
う
よ
う
な
共
和
制
政
府

の
み
な
ら
ず
君
主
制
政
府
に
よ
っ
て
も
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
後
者

も
ま
た
共
和
主
義
に
合
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
正
し
い
問
い
は
「
善
き
共

和
制
で
は
、
政
府
は
〔
ペ
イ
ン
の
言
う
〕
多
数
支
配
的polyarchique

か
君
主
制
的
か
、
ど
ち
ら
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
シ
ィ
エ
ス
は
統

治
の
統
一
性
の
点
で
後
者
を
支
持
す
る
。
そ
こ
で
君
主
は
行
政
を
担
当

す
る
六
名
の
大
臣
を
任
免
し
、
「
政
府
の
恒
常
的
統
一
を
代
表
す
る
」
。

前
者
の
政
府
は
多
数
か
ら
な
る
合
議
体
で
あ
り
、
「
こ
の
団
体
の
な
か

で
様
々
な
関
係
が
生
じ
る
た
め
に
」
統
一
性
に
欠
け
る
。
「
君
主
制
の

三
角
形
の
方
が
、
〔
ペ
イ
ン
の
言
う
〕
共
和
制
の
台
形
よ
り
も
権
力
の
分

割
の
た
め
に
は
優
れ
て
い
る
」
。

　

ル
ソ
ー
と
シ
ィ
エ
ス
と
同
様
、
カ
ン
ト
も
権
力
の
分
立
―

代
表
の
観

点
か
ら
執
行
権
の
民
主
的
形
態
を
批
判
し
て
い
る
。
「
三
つ
の
国
家
形

式
の
う
ち
、
語
の
本
来
の
意
味
で
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

民
主
制
は
必
然
的
に
専
制
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
全
員
が
（
同
意
し
て
い
な
い
）
一
人
に
つ
い
て
決
定
し
、

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
一
人
に
反
し
て
ま
で
も
決
定
す
る
、
つ
ま
り
全
員
で

は
な
い
全
員
が
決
定
す
る
執
行
権

0

0

0

を
設
立
す
る
か
ら
で
あ
る
」（8: 352. 

強
調
は
筆
者
）
。
こ
こ
で
民
主
制
は
全
人
民
が
立
法
権
と
執
行
権
を
と
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
行
使
す
る
体
制

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て
理
解
さ
れ
批
判
さ
れ
て
い
る

）
11
（

。
と
い
う
の
も
、
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そ
こ
で
は
執
行
権
を
担
う
者
は
立
法
権
を
も
つ
人
民
の
代
理
で
あ
る
と

い
う
権
力
の
分
立
―

代
表
原
理
が
麻
痺
す
る
か
ら
で
あ
る
。
法
律
を
ど

う
執
行
す
る
か
、
ど
の
よ
う
な
判
決
を
下
す
か
と
い
っ
た
こ
と
が
、
特

殊
利
害
の
関
係
す
る
個
別
の
状
況
で
多
数
決
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
、
立

法
権
に
よ
る
執
行
権
の
監
視
・
罷
免
も
不
可
能
で
あ
る
（
両
者
と
も
全

人
民
が
担
う
の
だ
か
ら
）
。
法
律
が
表
象
す
る
は
ず
の
一
般
意
志
は
執
行

の
場
面
で
特
殊
意
志
へ
と
歪
曲
さ
れ
、
三
段
論
法
は
機
能
不
全
に
陥
る
。

こ
れ
は
「
一
般
意
志
の
自
己
矛
盾
、
自
由
と
の
矛
盾
」（8: 352

）
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
民
主
制
以
外
の
体
制
は
代
表
制
の
精
神
に
適
っ
た
統

治
様
式
を
採
用
で
き
、
「
国
家
権
力
の
人
員
（
支
配
者
の
数
）
が
少
な
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
に
ひ
き
か
え
そ
の
代
表
が
大
き
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
国
家
体
制
は
共
和
主
義
の
可
能
性
に
合
致
す
る
」
（8: 353

）
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
統
治
形
式
に
よ
る
共
和
主
義
と
専
制
の
区
別

は
R 

L
で
は
（
少
な
く
と
も
明
示
的
に
は
）
用
い
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
れ

は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
の
Z 

F
の
書
評
を
受
け
て
の
こ
と

か
も
し
れ
な
い

）
12
（

。
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
共
和
主
義
を
統
治
形
式
に
よ
っ
て

特
徴
づ
け
る
こ
と
に
反
対
し
た
。
そ
れ
は
見
た
と
こ
ろ
、
彼
が
立
法
権

と
執
行
権
の
関
係
を
代
表
概
念
の
も
と
で
理
解
で
き
な
か
っ
た
た
め
だ

が
、
そ
の
指
摘
は
Z 

F
の
表
現
の
ま
ず
さ
を
明
る
み
に
出
し
て
も
い
る
。

シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
世
襲
君
主
が
執
行
権
を
、
世
襲
貴

族
が
立
法
権
を
も
て
ば
権
力
は
分
立
し
て
い
る
が
、
こ
の
体
制
は
代
表

的
で
は
な
く
共
和
主
義
と
合
致
し
な
い
（S: 13

）
。
こ
れ
は
言
わ
ば
モ

ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
主
張
し
た
よ
う
な
身
分
制
と
結
合
し
た
権
力
分
立
で

あ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
一
六
五
三
年
以
降
等
族
議
会
は
開
催
さ
れ
ず

中
央
権
力
か
ら
等
族
が
排
除
さ
れ
て
い
く
が
、
群
や
州
で
は
等
族
会
議

や
等
族
的
機
関
が
い
ま
だ
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
通
し

て
等
族
は
地
域
の
特
権
的
利
害
を
代
表
し
、
中
央
の
行
政
に
意
見
を
表

明
し
た

）
13
（

。
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
に
は
、
革
命
の
成
果
を
脱
文
脈
化
し
、
制

限
君
主
制
の
観
点
か
ら
等
族
の
統
治
へ
の
参
加
を
国
民
代
表

（N
ational-R

epräsentant

）
と
し
て
正
当
化
す
る
言
説
も
現
れ
て
い
た

）
14
（

。

こ
れ
に
対
し
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
が
統
治
形
式
に
代
え
て
共
和
主
義
の
本

質
的
な
徴
標
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、
一
般
意
志
の
擬
制
（Fiktion

）
の

あ
り
方
で
あ
る
。
個
人
の
自
由
と
平
等
の
理
念
は
一
般
意
志
に
よ
る
支

配
を
唯
一
正
当
な
も
の
と
し
て
要
求
す
る
が
、
一
般
意
志
は
理
念
で
あ

り
、
現
実
に
は
そ
れ
は
擬
制
に
よ
っ
て
代
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平
等
の
理
念
か
ら
す
れ
ば
、
君
主
や
貴
族
の
私
的
意
志
を
そ
の
擬
制
と

み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
「
多
数
者
の
意
志

0

0

0

0

0

0

が
一
般
意
志
の

代
用
と
し
て
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
共
和
主
義
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

必
然
的
に
民
主
的
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
（S: 17

）
。
カ
ン
ト
は
こ
の
書
評
の
書
誌
を

メ
モ
し
て
お
り
（18: 666

）
、
実
際
R 

L
で
は
そ
の
指
摘
が
活
か
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
Z 

F
で
は
共
和
主
義
が
権
力
の
分
立
―

代
表

原
理
の
み
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
法
律
の
正
義
（
と
そ
れ
を
可
能

に
す
る
国
家
市
民
に
よ
る
立
法
）
と
の
関
連
が
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い
な

い
が
、
第
一
節
で
見
た
よ
う
に
、
R 

L
で
は
前
者
と
後
者
の
連
関
が
共
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和
主
義
の
原
理
と
し
て
深
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

三　
〈
現
象
に
お
け
る
国
家
〉
と
複
数
の
共
和
制

　

以
上
を
も
っ
て
、
い
よ
い
よ
R 

L
五
二
節
に
登
場
す
る
複
数
の
共
和

制
の
構
想
を
弁
別
す
る
準
備
が
整
っ
た
。〈
理
念
に
お
け
る
国
家
〉と
〈
現

象
に
お
け
る
国
家
〉
、
叡
智
的
公
共
体
と
現
象
的
公
共
体
の
対
に
お
い
て
、

前
者
は
後
者
の
規
範
で
あ
り
、
法
律
が
自
己
支
配
す
る
国
家
の
理
念
と

し
て
純
粋
共
和
制
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
理
念
と
し
て
の
叡
智
的
公
共
体

を
経
験
に
お
い
て
描
出
す
る
体
制
は
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
実
現

ま
で
は
暫
定
的
に
君
主
に
よ
る
共
和
主
義
的
統
治
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
R 

L
で
は
現
象
に
お
い
て
実
現
可
能
な
こ
れ
ら
二
つ
の
共

和
制
が
五
二
節
で
論
じ
ら
れ
る
。
五
一
節
と
五
二
節
は
理
念
で
は
な
く

〈
現
象
に
お
け
る
国
家
〉
を
扱
っ
て
い
る
が
、
後
者
の
ト
ピ
ッ
ク
が
何

か
は
こ
れ
ま
で
問
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
参
考
に
な
る
の
は
カ
ン
ト
の

蔵
書
に
含
ま
れ
て
い
る
テ
オ
ド
ア
・
シ
ュ
マ
ル
ツ
の
『
自
然
的
国
法
』

（
一
七
九
四
）
で
あ
る
。
彼
は
ド
イ
ツ
自
然
法
学
の
伝
統
に
従
い
絶
対
的

国
法
と
条
件
的
国
法
を
区
別
し
て
、
後
者
を
さ
ら
に
君
主
制
・
貴
族
制
・

民
主
制
と
い
っ
た
「
統
治
形
式
」（
一
六
章
）
と
「
そ
の
変
革
」（
一
七
章
）

に
分
け
て
い
る

）
15
（

。
以
下
で
見
る
よ
う
に
、
カ
ン
ト
も
似
た
仕
方
で
、
五

一
節
で
国
家
形
式
を
分
類
し
、
五
二
節
で
そ
の
変
革
を
論
じ
て
い
る
。

　

五
一
節
に
よ
れ
ば
、
国
家
の
三
権
は
「
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
理
性
に
由

来
す
る
統
一
さ
れ
た
人
民
意
志
の
三
種
の
関
係
性
」
で
あ
り
「
国
家
統

治
者
と
い
う
純
粋
な
理
念
」
で
あ
る
（§ 51, 6: 338

）
。
こ
こ
で
国
家
統

治
者
は
三
権
す
べ
て
を
保
持
す
る
主
権
者
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

〈
理
念
に
お
け
る
国
家
〉
を
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
見
れ
ば
、
統
治
者
は
人

民
の
一
般
意
志
で
あ
る
。
し
か
し
「
最
高
の
国
家
権
力
を
表
象
す
る
自

然
的
人
格
が
な
お
欠
け
て
い
る
限
り
」
、
こ
れ
は
「
人
民
意
志
に
対
す

る
効
力
」
を
も
た
ず
、
「
人
民
全
体
を
表
す
思
考
の
産
物
」
に
す
ぎ
な

い
（§ 51, 6: 338

）
。
つ
ま
り
、
国
家
が
現
実
に
人
民
意
志
を
権
力
と
し

て
発
動
さ
せ
る
た
め
に
は
、
主
権
が
自
然
的
人
格
に
担
わ
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
〈
理
念
に
お
け
る
国
家
〉
、
純
粋
共
和
制

が
経
験
に
完
全
に
対
応
す
る
対
象
を
持
た
な
い
唯
一
の
も
の
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
〈
現
象
に
お
け
る
国
家
〉
は
主
権
を
担
う
人
格
（
一
者
・
複

数
・
全
員
）
と
人
民
の
関
係
に
応
じ
て
国
家
形
式
と
し
て
独
裁
制
・
貴

族
制
・
民
主
制
へ
と
分
類
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
国
家
形
式
が
価
値
中
立

的
に
分
類
さ
れ
る
だ
け
で
、
Z 

F
の
よ
う
に
民
主
制
が
専
制
だ
と
断
じ

ら
れ
る
こ
と
は
な
く
（
む
し
ろ
独
裁
制
が
権
力
行
使
の
効
率
性
（
一
人
で
立

法
し
執
行
す
る
）
ゆ
え
に
危
険
だ
と
批
判
さ
れ
る
（§ 51, 6: 339

）
）
、
共
和

主
義
と
専
制
と
い
う
統
治
形
式
の
区
分
自
体
に
も
言
及
は
な
い
。

1　

統
治
様
式
の
改
革

　

続
く
五
二
節
で
は
、
国
家
体
制
が
適
法
的
で
な
い

0

0

0

0

0

0

場
合
に
、
そ
れ
を

ど
う
適
法
的
に

0

0

0

0

変
革
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
る
。
純
粋
共
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和
制
は
完
全
な
理
想
で
あ
り
体
制
変
革
の
必
要
も
可
能
性
も
あ
り
え
な

い
が
、
〈
現
象
に
お
け
る
国
家
〉
で
は
三
つ
の
国
家
形
式
の
一
方
か
ら

他
方
へ
の
変
革
が
生
じ
う
る
。
「
主
権
者
は
、
現
存
の
国
家
体
制
が
根

源
的
契
約
の
理
念
と
よ
く
一
致
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
を
変
革

す
る
こ
と
が
可
能
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」（§ 52, 6: 340

）
。
で
は
体

制
変
革
は
い
か
に
し
て
適
法
的
に
な
さ
れ
る
の
か
。
周
知
の
通
り
、
主

権
の
絶
対
不
可
侵
性
と
い
う
論
理
か
ら
カ
ン
ト
は
抵
抗
権
も
革
命
権
も

認
め
な
い
以
上

）
16
（

、
変
革
は
人
民
に
よ
っ
て
下
か
ら
で
は
な
く
、
主
権
者

に
よ
っ
て
上
か
ら
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
人
民

の
意
志
に
反
し
て
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
「
主
権
者
の
自
由
な

選
択
や
好
み
」
に
よ
っ
て
体
制
が
変
革
さ
れ
る
な
ら
、
「
主
権
者
は
人

民
に
不
正
を
な
し
う
る
」
。
と
い
う
の
も
「
人
民
自
身
が
こ
の
体
制
を

嫌
悪
し
、
残
り
の
二
つ
の
体
制
の
う
ち
の
一
つ
の
方
が
自
分
の
た
め
に

な
る
と
考
え
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
」
（§ 52, 6: 340

）
。
そ
れ

ゆ
え
、
根
源
的
契
約
の
理
念
と
不
一
致
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
民

が
現
行
体
制
を
望
む
場
合
、
主
権
者
に
可
能
な
の
は
国
家
形
式
で
は
な

く
自
ら
の
政
治
を
変
更
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
国
家
形
式
は
「
根
源

的
立
法
の
単
な
る
文
字
（littera

）
」
に
す
ぎ
ず
、
「
古
く
か
ら
あ
る
慣

習
に
よ
っ
て
（
つ
ま
り
た
だ
主
観
的
に
）
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
限

り
存
続
し
て
も
よ
い
」
。

　

し
か
し
根
源
的
契
約
の
精
神
（anim

a pacti originarii

）
は
構

成
的
権
力
に
対
す
る
拘
束
性
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
統
治
様
式

を
根
源
的
契
約
の
理
念
に
適
し
た
も
の
に
し
、
一
度
に
で
は
な
く
と

も
徐
々
に
継
続
的
に
統
治
様
式
を
変
革
し
、
唯
一
適
法
的
な
体
制
、

す
な
わ
ち
一
つ
の
純
粋
共
和
制
と
い
う
体
制
に
統
治
様
式
が
作
用
の

0

0

0

上
で

0

0

一
致
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て

0

0

0

た
だ
人
民
を
臣
民
に
す

る
た
め
だ
け
に
用
い
ら
れ
て
き
た
旧
来
の
経
験
的
（
実
定
的
）
な
諸

形
式

0

0

が
消
え
て
根
源
的
（
合
理
的
）
な
形
式

0

0

に
な
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
あ
る
〔
…
〕
。 

（§ 52, 6: 340f. 

強
調
は
筆
者
）

　

統
治
様
式
は
こ
こ
で
唐
突
に
何
の
定
義
も
な
く
言
及
さ
れ
る
。
明
ら

か
な
の
は
、
主
権
者
（
構
成
的
権
力
）
は
統
治
様
式
の
変
革
に
よ
っ
て

純
粋
共
和
制
を
作
用
上

0

0

0

実
現
す
る
よ
う
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
の
統
治
様
式
は
Z 

F
の
そ
れ
、
立
法

権
と
執
行
権
の
分
離
以
上
の
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、

主
権
者
が
自
ら
立
法
し
た
法
律
に
厳
密
に
し
た
が
っ
て
統
治
す
る
か
、

執
行
権
を
別
人
格
に
委
ね
て
権
力
の
分
立
―

代
表
を
貫
徹
さ
せ
た
と
し

て
も
、
法
律
の
正
義
を
保
障
す
る
も
の
は
何
も
な
く
、
純
粋
共
和
制
が

作
用
上
も
た
ら
さ
れ
る
か
は
定
か
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る

）
17
（

。
し
た
が
っ

て
、
こ
こ
で
統
治
様
式
の
変
革
は
立
法
に
も
関
係
す
る
も
の

）
18
（

、
『
諸
学

部
の
争
い
』
で
言
わ
れ
て
い
た
君
主
に
よ
る
共
和
主
義
的
統
治
に
対
応

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
成
熟
し
た
理
性
を
も
つ
人
民
が
自
ら

そ
れ
を
定
め
た
か
の
よ
う
に
」
立
法
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
（7: 91

）
。
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つ
ま
り
、
統
治
様
式
の
変
革
（
共
和
主
義
的
統
治
）
は
権
力
の
分
立
―

代

表
原
理
だ
け
で
な
く
、
一
般
意
志
を
表
象
―

代
表
す
る
よ
う
な
立
法
、

人
民
の
同
意
可
能
性
を
考
慮
し
た
立
法
を
も
君
主
に
求
め
る
の
だ
。
し

か
し
そ
の
成
否
は
、
制
度
的
な
担
保
が
な
い
以
上
、
君
主
の
有
徳
さ
に

依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
共
和
主
義
的
統
治
は
、
純
粋

共
和
制
を
可
能
に
す
る
制
度
的
な
保
障
な
し
で
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ

の
作
用
を
君
主
の
人
格
に
期
待
す
る
体
制
、
国
家
形
式
に
よ
る
共
和
主

義
的
体
制
の
代
用
物
で
し
か
な
い
の
だ
。

2　

真
の
共
和
制

　

そ
れ
ゆ
え
主
権
者
（
君
主
）
は
統
治
様
式
の
変
革
を
超
え
て
、
人
民

を
臣
民
と
し
て
し
か
扱
わ
な
い
現
行
の
国
家
形
式
を
変
更
し
、
最
終
的

に
は
根
源
的
契
約
の
理
念
と
一
致
し
た
体
制
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
で
は
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
「
一
つ
の
純
粋
共
和
制
」

（§ 52, 6: 340

）
は
、
人
格
で
は
な
く
法
律
が
自
己
支
配
し
、
各
人
の
権

利
が
確
定
的
に
享
受
さ
れ
る
と
い
う
ま
っ
た
き
理
念
で
あ
る
。

　

し
か
し
あ
ら
ゆ
る

0

0

0

0

真
の
共
和
制alle w

ahre R
epublik

は
人
民

の
代
表
制repräsentatives System

 des Volks

で
あ
り
そ
れ
以

外
に
あ
り
え
な
い
。
人
民
の
代
表
制
は
、
人
民
の
名
に
お
い
て
、
全

国
家
市
民
を
通
じ
て
統
合
さ
れ
、
国
家
市
民
の
代
表A

bgeordnete

（D
eputierte

）
を
介
し
て
、
国
家
市
民
の
権
利
に
配
慮
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
。 

（§ 52, 6: 341. 

強
調
は
筆
者
）

　

こ
こ
で
は
理
念
と
し
て
の
一
つ
の

0

0

0

純
粋
共
和
制
に
対
し
て
、
〈
現
象

に
お
け
る
国
家
〉
に
お
い
て
実
現
可
能
な
共
和
制
の
う
ち
、
『
諸
学
部

の
争
い
』
で
言
わ
れ
て
い
た
叡
智
的
公
共
体
を
経
験
に
お
い
て
描
出
す

る
体
制
が
、
「
あ
ら
ゆ
る

0

0

0

0

真
の
共
和
制
」
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
君
主
に
よ
る
共
和
主
義
的
統
治
（
統
治
様
式
の
改
革
）
は
、

こ
れ
が
実
現
さ
れ
る
ま
で
の
暫
定
的
な
義
務
に
す
ぎ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
真
の
共
和
制
が
備
え
て
い
る
と
さ
れ
る
人
民
の
代
表
制

は
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
立
法
の

0

0

0

代
表
議
会
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
な
ぜ
直
接
立
法
で
は
な
く
間
接
立
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
R 

L
に
は
そ
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
理
由
は
見
当
た
ら
な
い

）
19
（

。
確

か
に
『
人
間
愛
か
ら
嘘
を
つ
く
権
利
と
称
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
』（
一

七
九
七
）
で
は
、「
巨
大
な
社
会
」
に
お
い
て
「
代
表
制
を
介
し
て
」
、「
自

由
と
平
等
の
原
理
に
そ
っ
た
調
和
を
作
り
出
す
」
こ
と
へ
の
言
及
が
あ

る
。
し
か
し
社
会
の
規
模
は
経
験
的
な
事
柄
で
あ
り
、
そ
れ
を
理
由
に

し
て
立
法
の
代
表
議
会
を
真
の
共
和
制
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
条
件
だ
と

考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
実
際
、
こ
れ
は
法
の
形
而
上
学
的

概
念
を
「
経
験
的
事
例
に
適
用
す
る
」
た
め
の
「
政
治
の
原
則
」
で
あ

り
、
「
人
間
の
経
験
的
認
識
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
」
命
令
に
よ
っ
て
可

能
に
な
る
と
言
わ
れ
る
（8: 429

）
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
代
表
制
は

R 

L
で
の
人
民
の
代
表
制
と
は
異
な
り
、
真
の
共
和
制
に
ア
・
プ
リ
オ
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リ
に
構
成
的
な
も
の
で
は
な
く
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
と
同
様
、

む
し
ろ
技
術
上
の
課
題
に
す
ぎ
な
い
。
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
確
か

に
「
人
民
の
多
数
が
人
格
と
し
て
政
治
的
に
活
動
す
る
こ
と
」
は
難
し

く
、
「
代
議
士D

eputierte

や
委
員K

om
issarien

」
に
よ
る
「
政
治

的
代
表R

epräsentation

」
が
共
和
主
義
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か

し
「
代
表
と
政
治
的
擬
制
を
区
別
す
る
な
ら
、
代
表
な
し
で
も
（
技
術

的
に
は
極
め
て
不
完
全
だ
と
は
い
え
）
共
和
主
義
は
あ
り
え
る
」
（S: 17f.

）
。

し
か
も
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
代
表
と
い
う
語
で
擬
制
を
理
解
し
う
る
こ

と
に
も
触
れ
て
い
る
（S: 18, 21
）
。
つ
ま
り
、
R 

L
で
の
人
民
の
代
表

制
を
立
法
の
代
表
議
会
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
な

根
拠
の
点
か
ら
も
、
ま
た
当
時
の
語
法
か
ら
も
、
疑
わ
し
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
〈
理
念
に
お
け
る
国
家
〉
、

純
粋
共
和
制
の
原
理
を
基
準
に
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
法
律
の
正

義
に
関
し
て
、
立
法
権
は
国
家
市
民
に
帰
属
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
三
権
の
組
織
に
関
し
て
は
、
（
Z 

F
の
民
主
制
の
よ
う
に
）

執
行
権
も
全
国
家
市
民
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
な
ら
権
力
の
分
立
―

代

表
原
理
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
立
法
権
が
国
家
市
民
に
帰

属
し
か
つ

0

0

権
力
が
分
立
―

代
表
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
の
条
件
を

満
た
し
た
あ
ら
ゆ
る

0

0

0

0

体
制
が
人
民
の
代
表
制
と
し
て
真
の
共
和
制
の
資

格
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
純
粋
共
和
制
が
理
念
と
し
て
経
験
に
完
全

に
対
応
す
る
対
象
を
持
た
な
い
た
だ
一
つ

0

0

の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

真
の
共
和
制
は
こ
れ
を
経
験
に
お
い
て
描
出
す
る
も
の
と
し
て
ヴ
ァ
リ

ア
ン
ト
が
あ
り
え
る
の
だ
。

　

人
民
の
代
表
制
は
人
民
の
人
民
に
よ
る

0

0

0

0

0

代
表
で
あ
り
、
君
主
あ
る
い

は
貴
族
に
よ
る
代
表
で
は
な
い
。
立
法
に
関
し
て
、
こ
れ
は
立
法
権
が

人
民
の
う
ち
の
国
家
市
民
に
担
わ
れ
る
と
い
う
以
上
の
こ
と
を
意
味
し

な
い
。
カ
ン
ト
は
ル
ソ
ー
と
違
っ
て
代
議
士
に
よ
る
間
接
立
法
を
排
除

し
な
い
が
、
し
か
し
直
接
立
法
を
否
定
し
て
も
い
な
い
。
「
人
民
の
名

に
お
い
て
、
全
国
家
市
民
を
通
じ
て
統
合
さ
れ
」
が
意
味
す
る
の
は
、

立
法
の
た
め
に
統
合
さ
れ
た
国
家
の
成
員
と
し
て
、
国
家
市
民
（
能
動

市
民
）
が
受
動
市
民
も
含
め
た
人
民
全
体
の
代
わ
り
に
立
法
を
行
う
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
方
、
直
接
立
法
で
あ
れ
間
接
立
法
で
あ
れ
、
執

行
権
は
立
法
権
か
ら
人
格
的
に
分
離
さ
れ
、
国
家
市
民
の
代
理
に
よ
っ

て
（
「
国
家
市
民
の
代
表
を
介
し
て
」
）
担
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
排

除
さ
れ
る
の
は
全
国
家
市
民
が
執
行
権
を
行
使
す
る
可
能
性
で
あ
り
、

そ
れ
以
外
に
多
く
の
形
態
が
あ
り
う
る
。
例
え
ば
大
統
領
制
や
（
非
世

襲
の
）
選
挙
君
主
制
な
ら
行
政
府
の
長
は
国
家
市
民
か
ら
直
接
選
ば
れ

た
代
表
（A

bgeordnete

）
で
あ
ろ
う
し
、
議
院
内
閣
制
な
ら
そ
れ
は

代
議
士
（D

eputirte

）
か
ら
選
ば
れ
る
だ
ろ
う
。
行
政
府
の
長
は
一
者

な
の
か
合
議
体
な
の
か
と
い
う
シ
ィ
エ
ス
が
問
題
に
し
て
い
た
選
択
肢

も
あ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
人
民
の
代
表
制
は
こ
う
し
た
制
度
的
可
能

性
す
べ
て
を
包
摂
す
る
広
い
概
念
で
あ
る
（
小
国
、
例
え
ば
ス
イ
ス
の
カ

ン
ト
ン
制
も
こ
れ
で
記
述
で
き
る
だ
ろ
う
）
。
カ
ン
ト
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら

の
う
ち
の
ど
れ
が
最
適
な
制
度
的
組
み
合
わ
せ
か
は
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
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は
決
め
ら
れ
ず
、
国
家
を
と
り
ま
く
経
験
的
な
状
況
を
考
慮
し
て
実
用

的
に
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
に
す
ぎ
な
い

）
20
（

。
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
真

の
共
和
制
が
、
君
主
の
家
産
的
利
害
で
も
貴
族
の
地
域
的
利
害
で
も
ま

た
個
人
の
特
殊
利
害
で
も
な
く
、
人
民
（
国
家
市
民
）
の
権
利
に
配
慮

す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
、
国
家
市
民
に
よ
る
立
法
と
そ
の
代
理
に
よ

る
執
行
を
要
求
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
純
粋
共
和
制
を
君
主

の
人
格
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
統
治
様
式
の
改
革
（
共
和
主
義

的
統
治
）
に
対
し
て
、
真
の
共
和
制
は
そ
れ
を
制
度
に
よ
っ
て
実
現
し

よ
う
と
す
る
の
だ
。

3　

設
立
さ
れ
た
共
和
制

　

最
後
に
、
そ
れ
で
は
―
―
こ
れ
が
五
二
節
の
問
題
だ
っ
た
が
―
―
既

存
の
体
制
か
ら
根
源
的
契
約
の
理
念
を
満
た
し
た
体
制
、
真
の
共
和
制

へ
の
変
革
は
い
か
に
し
て
適
法
的
に
な
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
人
民
に

よ
っ
て
下
か
ら
で
は
な
く
、
国
家
統
治
者
に
よ
っ
て
上
か
ら
、
し
か
し

人
民
意
志
に
合
致
す
る
よ
う
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
論
理
的

可
能
性
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
国
家
統
治
者
が
人
民
を
招
集
し

て
と
も
に
体
制
変
革
に
つ
い
て
決
議
す
る
こ
と
で
あ
る
。
シ
ュ
マ
ル
ツ

の
『
自
然
的
国
法
』
一
七
章
は
ま
さ
に
こ
れ
を
論
じ
て
い
る
。
服
従
契

約
に
縛
ら
れ
て
い
る
主
権
者
は
専
断
的
に
体
制
を
変
革
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
「
国
家
体
制
は
主
権
者
と
人
民
が
合
意

0

0

す
れ
ば
変
更
さ
れ

う
る

）
21
（

」
。
真
の
共
和
制
に
つ
い
て
書
か
れ
た
先
の
引
用
に
続
く
次
の
箇

所
も
、
同
様
に
読
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

し
か
し
人
格
の
点
で
見
ら
れ
た
国
家
統
治
者
（
国
王
、
貴
族
、
人

民
の
全
体
数
、
つ
ま
り
民
主
的
団
体
）
が
自
ら
を
も
代
表
さ
せ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と

す
ぐ
に
、
統
合
さ
れ
た
人
民
は
単
に
主
権
者
を
代
表
す
る
だ
け
で
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

く
主
権
者
そ
の
も
の
に
な
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
と
い
う
の
も
根
源
的
に
は
人
民
に
最

高
の
権
力
が
存
在
し
、
そ
こ
か
ら
単
な
る
臣
民
と
し
て
の
（
場
合
に

よ
っ
て
は
国
家
官
吏

0

0

0

0

と
し
て
の
）
個
々
人
の
権
利
す
べ
て
が
導
出
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
今
や
設
立
さ
れ
た
共

0

0

0

0

0

0

和
制

0

0errichtete R
epublik

は
統
治
の
手
綱

0

0

0

0

0

を
手
放
す
必
要
は
な

く
、
以
前
統
治
を
指
揮
し
て
い
た
人
、
そ
し
て
絶
対
的
な
恣
意
に
よ
っ

て
新
し
い
指
令

0

0

の
す
べ
て
を
再
度
無
に
し
よ
う
と
す
る
人
に
、
統
治

を
再
び
委
ね
る
必
要
も
な
い
。 

（§ 52, 6: 341. 

強
調
は
筆
者
）

　

人
民
を
（
ホ
ッ
ブ
ズ
的
な
意
味
で
）
代
表
し
て
い
た
既
存
の
統
治
者
が

国
家
形
式
変
革
の
た
め
に
人
民
を
招
集
す
れ
ば
、
統
治
者
は
招
集
さ
れ

た
人
民
に
自
ら
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
招
集
さ
れ
た
人
民
の
合

議
体
（
「
統
合
さ
れ
た
人
民
」
）
を
、
カ
ン
ト
は
「
設
立
さ
れ
た
共
和
制
」

と
呼
ん
で
い
る
。
既
存
の
研
究
は
こ
の
極
め
て
特
殊
な
共
和
制
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
を
無
視
し
て
き
た
。
例
え
ば
W
・
ケ
ア
ス
テ
ィ
ン
グ
は
君
主
に

よ
る
共
和
主
義
的
統
治
か
ら
真
の
共
和
制
へ
の
移
行
の
規
範
的
必
然
性

を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
が

）
22
（

、
両
者
を
媒
介
す
る
こ
の
共
和
制
を
見
落
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と
し
て
い
る
。
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
既
存
の
統
治
者
（
主
権
者
）
が
人

民
を
招
集
す
る
と
、
今
や
招
集
さ
れ
た
人
民
自
ら
が
主
権
者
と
な
る
。

と
い
う
の
も
、
人
民
の
な
か
に
根
源
的
に
存
在
す
る
最
高
権
力
が
今
や

現
前
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
人
民
の
合
議
体
は
、
臣
民
の
み
な

ら
ず
国
家
官
吏
の
権
利
を
も
含
め
た
今
後
の
国
家
の
あ
り
方
の
一
切
を

決
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
根
本
法
の
制
定
の
た
め
に
、

今
や
共
和
制
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
設
立
さ
れ
た
共
和
制
で
は
主
権
者

と
し
て
現
前
し
た
人
民
が
今
後
の
国
家
体
制
と
保
障
さ
れ
る
べ
き
個
人

の
権
利
を
規
定
す
る
の
だ
。
こ
れ
は
、
シ
ィ
エ
ス
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

構
成
す
る
権
力
（pouvoir constituant
）
の
現
前
で
あ
る
。
し
か
も
設

立
さ
れ
た
共
和
制
で
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
人
民
は
同
時
に
執
行
権
を

も
手
に
し
て
い
る
。
彼
ら
は
統
治
の
手
綱
を
握
り
、
指
令
を
発
す
る
と

い
う
の
だ
。

　

こ
こ
に
は
明
ら
か
に
ル
ソ
ー
の
声
が
残
響
し
て
い
る
。
「
人
民
が
主

権
を
も
つ
団
体
と
し
て
合
法
的
に
集
合
す
る
や
い
な
や
、
政
府
の
裁
判

権
は
ま
っ
た
く
停
止
さ
れ
執
行
権
は
中
絶
さ
れ
る
〔
…
〕
。
と
い
う
の
は
、

代
表
さ
れ
る
者
が
自
ら
出
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
も
は
や
代
表
者
は
存
在

し
な
い
か
ら
だ
」
（R

: 427f, 

一
三
〇
）
。
ル
ソ
ー
に
よ
れ
ば
、
集
合
し
た

人
民
は
現
政
府
の
存
続
を
決
議
し
、
も
し
そ
れ
が
否
決
さ
れ
れ
ば
新
政

府
に
つ
い
て
決
定
す
る
。
こ
れ
は
「
政
府
を
設
立
す
る
行
為
」
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
政
府
の
形
態
を
規
定
す
る
法
の
制
定
と
政
府
の
長
の
任
命
と

い
う
法
の
執
行
が
含
ま
れ
る
。
後
者
は
個
別
的
行
為
と
し
て
そ
れ
自
体

「
政
府
の
一
つ
の
機
能
で
あ
る
」
。
つ
ま
り
、
こ
の
人
民
集
会
に
お
い
て

主
権
は
政
府
形
態
と
し
て
の
「
民
主
制
へ
の
速
や
か
な
転
換
」
を
遂
げ

て
い
る
と
い
う
の
だ
。
「
た
だ
万
人
の
万
人
に
対
す
る
新
し
い
関
係
の

み
に
よ
っ
て
、
市
民
は
行
政
官
に
な
り
、
一
般
的
行
為
か
ら
個
別
的
行

為
へ
、
法
か
ら
そ
の
執
行
へ
と
移
る
。
〔
…
〕
そ
の
後
、
こ
の
仮
の
政

府
は
採
用
さ
れ
る
形
態
が
そ
う
〔
民
主
制
〕
で
あ
れ
ば
そ
の
ま
ま
政
権

を
取
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
政
府
を
主
権

者
の
名
に
お
い
て
設
立
す
る
。
こ
う
し
て
す
べ
て
が
合
法
的
に
運
ば
れ

る
」
（R

: 433f, 

一
三
九
―
四
〇
）
。

　

設
立
さ
れ
た
共
和
制
は
権
力
の
分
立
―

代
表
原
理
を
欠
い
て
い
る
が
、

ル
ソ
ー
と
同
様
、
そ
れ
は
新
政
府
設
立
ま
で
の
間
、
旧
政
府
に
代
わ
っ

て
指
令
を
発
す
る
た
め
で
あ
る
。
む
し
ろ
設
立
さ
れ
た
共
和
制
は
、
根

本
法
を
人
民
が
制
定
す
る
と
い
う
立
法
の
あ
り
方
に
関
し
て
の
み
、
共

和
制
と
い
う
名
称
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
「
公
共
体
に
お
け
る
最
高
の

立
法oberste G

esetzgebung

の
権
利
は
不
可
譲
か
つ
至
上
の
人
格

権
で
あ
る
」
（§ 52, 6: 342

）
。
人
民
の
合
議
体
は
単
な
る
法
律
で
は
な

く
根
本
法
の
立
法
、
公
共
体
の
最
高
の
立
法

0

0

0

0

0

を
行
う
の
で
あ
り
、
そ
れ

を
な
し
え
る
限
り
で
一
つ
の
共
和
制
と
し
て
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
五
二
節
の
最
後
で
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
国
民
議
会
へ
の
言
及
が

あ
る
が
、
こ
の
歴
史
的
な
出
来
事
を
カ
ン
ト
は
ル
ソ
ー
や
シ
ュ
マ
ル
ツ

を
通
し
て
理
解
し
え
た
だ
ろ
う
。
設
立
さ
れ
た
共
和
制
に
歴
史
的
形
象

を
与
え
る
の
は
国
民
議
会
、
す
な
わ
ち
憲
法
制
定
国
民
議
会
で
あ
る
。
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カ
ン
ト
い
わ
く
、
国
家
債
務
を
転
嫁
す
る
た
め
に
人
民
を
招
集
し
た
こ

と
は
国
王
の
「
判
断
力
の
大
き
な
誤
り
」
だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
債
務

問
題
の
解
決
の
た
め
に
招
集
さ
れ
た
と
は
い
え
、
人
民
は
「
臣
民
の
課

税
に
関
す
る
の
み
な
ら
ず
政
府
に
関
し
て
も
立
法
権
を
手
に
入
れ
た
」

の
で
あ
り
、
「
君
主
の
支
配
権
は
（
単
に
停
止
さ
れ
た
の
で
は
な
く
）
完

全
に
消
滅
し
て
人
民
に
移
行
し
た
」
か
ら
で
あ
る
（§ 52, 6: 341

）
。
こ

の
よ
う
に
カ
ン
ト
は
三
部
会
の
招
集
と
国
民
議
会
の
設
立
と
い
う
革
命

の
始
ま
り
を
、
逆
説
的
な
こ
と
に
、
国
王
自
身
に
よ
っ
て
意
図
せ
ざ
る

仕
方
で
な
さ
れ
た
改
革
の
最
終
段
階
と
し
て
解
釈
す
る
。
君
主
に
よ
る

共
和
主
義
的
統
治
（
統
治
様
式
の
改
革
）
は
、
適
法
的
な
体
制
変
革
の

手
続
き
を
踏
む
た
め
に
人
民
の
合
議
体
を
招
集
す
る
こ
と
で
、
つ
ま
り

設
立
さ
れ
た
共
和
制
に
お
い
て
、
そ
の
役
割
を
終
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
設
立
さ
れ
た
共
和
制
を
、
カ
ン
ト
が
直
接
民
主
制
を
擁

護
し
た
例
と
し
て
の
み
理
解
す
る
こ
と

）
23
（

は
で
き
な
い
。
実
際
、
そ
の
歴

史
的
形
象
で
あ
る
国
民
議
会
は
第
三
身
分
の
代
表
者
か
ら
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
カ
ン
ト
は
、
シ
ィ
エ
ス
の
社
会
契
約
論
で
前
提
と

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
広
大
な
地
域
に
多
数
の
人
々
が
住
む
が
ゆ
え
に

「
代
表
的
な
共
通
意
志
」
を
必
要
と
す
る
状
態

）
24
（

を
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
想

定
せ
ず
、
人
々
が
自
ら
集
合
し
て
審
議
し
う
る
程
度
の
「
ご
く
少
数
の

個
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
」
場
合

）
25
（

を
も
含
意
で
き
る
表
現
に
留
め
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
「
公
共
体
に
お
け
る
最
高
の
立
法
の
権
利
を

持
つ
者
」
は
「
人
民
の
全
体
意
志G

esam
tw

ille

に
よ
っ
て
人
民
を

采
配
で
き
る
に
す
ぎ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
公
的
契
約
の
根
源
で
あ
る
全
体
意

志
自
体
を
采
配
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（§ 52, 6: 342

）
。
こ
れ
は
シ
ィ

エ
ス
ば
り
の
口
吻
だ
が

）
26
（

、
シ
ィ
エ
ス
と
違
っ
て
、
カ
ン
ト
に
と
っ
て
〈
理

念
に
お
け
る
国
家
〉
を
設
立
す
る
社
会
契
約
、
す
な
わ
ち
根
源
的
契
約

は
国
家
の
適
法
性
を
考
え
る
た
め
だ
け
の
理
念
で
あ
る
。
現
実
の
設
立

さ
れ
た
共
和
制
に
お
い
て
現
出
す
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
全
体

0

0

意
志
で
あ

り
一
般

0

0

意
志
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
R 

L
の
序
文
で
は
「
（
公
法
に
関
係
す

る
）
最
後
の
数
節
に
つ
い
て
今
ま
さ
に
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
」
、

「
当
座
、
決
定
的
な
判
断
の
延
期
」
が
正
当
だ
と
釈
明
さ
れ
て
い
る
（6: 

209

）
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
憲
法
制
定
の
試
み
が
繰
り
返
さ
れ
、
R 

L
が
出

版
さ
れ
た
九
七
年
で
も
九
五
年
憲
法
の
安
定
性
は
疑
わ
し
か
っ
た
に
違

い
な
い
。
国
家
体
制
を
適
法
的
に
変
更
す
る
手
続
き
上
、
必
ず
設
立
さ

れ
た
共
和
制
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
こ
で
全
人
民
に
と
っ
て

同
意
可
能
な
体
制
が
決
定
さ
れ
、
真
の
共
和
制
が
実
現
さ
れ
る
か
ど
う

か
は
分
か
ら
な
い
の
だ
。

結　

論

　

カ
ン
ト
は
共
和
主
義
を
代
表
概
念
の
も
と
に
理
解
し
て
い
た
。
し
か

し
、
真
の
共
和
制
と
し
て
の
人
民
の
代
表
制
を
即
座
に
立
法
の
代
表
議

会
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
し
、
カ
ン
ト
は
選
挙
制
度
や

議
会
制
、
政
党
、
有
権
者
と
代
議
士
の
関
係
と
い
っ
た
こ
と
を
ま
っ
た
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く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
考
察
し
て
お
ら
ず
、
彼
を
議
会
制
民
主
主
義
者

（
あ
る
い
は
直
接
民
主
主
義
者
）
だ
と
み
な
し
た
と
こ
ろ
で
得
ら
れ
る
も

の
は
少
な
い
。
む
し
ろ
カ
ン
ト
の
根
本
的
な
洞
察
は
、
一
般
意
志
の
完

全
な
表
象
と
権
力
の
分
立
―

代
表
の
原
理
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
人
民

意
志
は
主
権
者
の
立
法
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
な
け
れ
ば
存
在
し
え
な
い

が
、
し
か
し
〈
理
念
に
お
け
る
国
家
〉
は
そ
の
表
象
が
人
民
の
一
般
意

志
と
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
、
そ
う
し
て
立
法
さ
れ
た
法
律
が
執
行
権

を
担
う
者
に
よ
っ
て
忠
実
に
履
行
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

こ
れ
ら
の
契
機
を
も
っ
ぱ
ら
君
主
の
統
治
だ
け
に
関
連
付
け
る
解
釈

傾
向
は
不
適
切
で
あ
る
。
Z 

F
の
文
言
か
ら
し
ば
し
ば
カ
ン
ト
は
立
憲

君
主
制
の
擁
護
者
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
確
か
に
君
主
国
プ
ロ
イ
セ
ン

の
現
実
を
考
え
れ
ば
、
ま
ず
も
っ
て
実
現
可
能
で
あ
る
の
は
君
主
に
よ

る
共
和
主
義
的
統
治
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
暫
定

的
な
も
の
で
あ
る
。
万
人
の
自
由
と
権
利
の
た
め
に
、
最
終
的
に
は
設

立
さ
れ
た
共
和
制
を
経
て
、
真
の
共
和
制
が
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
真
の
共
和
制
が
立
法
制
度

0

0

と
権
力
の
分
立
―

代
表
制
度

0

0

に
よ
っ

て
純
粋
共
和
制
を
経
験
に
お
い
て
描
出
す
る
の
に
対
し
て
、
共
和
主
義

的
統
治
で
は
す
べ
て
が
君
主
の
有
徳
な
人
格

0

0

、
君
主
の
道
徳
性
に
か

か
っ
て
い
る
。
立
法
に
関
し
て
言
え
ば
、
確
か
に
君
主
も
全
人
民
が
同

意
可
能
な
法
律
を
立
法
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ

は
せ
い
ぜ
い
君
主
一
人
が
主
観
的
に
正
し
い
と
思
う
仕
方
で
の
立
法
に

す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
真
の
共
和
制
は
、
国
家
市
民
に
よ
る
投
票

を
通
じ
て
一
人
ひ
と
り
の
主
観
的
な
正
し
さ
を
客
観
的
な
正
し
さ
へ
と

変
換
す
る
立
法
制
度
を
備
え
て
い
る
。
人
民
の
自
由
と
権
利
が
君
主
の

人
格
に
左
右
さ
れ
る
体
制
か
ら
そ
れ
が
制
度
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
う
る

体
制
へ
、
こ
の
変
革
の
た
め
に
君
主
は
人
民
を
招
集
し
、
そ
の
た
め
に

設
立
さ
れ
た
共
和
制
へ
と
自
己
を
揚
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

他
方
で
、
純
粋
共
和
制
と
真
の
共
和
制
の
距
離
を
狭
め
て
し
ま
う
解
釈

）
27
（

も
ま
た
問
題
で
あ
る
。
純
粋
共
和
制
は
正
義
を
満
た
し
た
法
律
が
三
権

を
担
う
人
格
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
自
己
支
配
す
る
と
い
う
途
方
も
な

い
理
念
で
あ
る
。
し
か
し
真
の
共
和
制
に
お
い
て
は
、
制
度
上
そ
の
可0

能
性

0

0

が
担
保
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
実
際
に

0

0

0

国
家
市
民
が
全
人
民
に

同
意
可
能
な
法
律
に
投
票
す
る
か
ど
う
か
、
ま
た
実
際
に

0

0

0

法
律
に
即
し

た
執
行
が
な
さ
れ
る
か
は
分
か
ら
ず
、
依
然
と
し
て
国
家
は
権
力
を
担

う
人
格
に
依
存
し
続
け
る
だ
ろ
う
。
簡
潔
に
言
え
ば
、
理
念
そ
の
も
の

と
理
念
を
経
験
に
お
い
て
描
出
す
る
も
の
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
純
粋
共
和
制
と
い
う
理
念
は
真
の
共
和
制
に
と
っ

て
も
規
範
で
あ
り
続
け
る
。
国
家
市
民
は
可
能
な
限
り
普
遍
的
同
意
可

能
性
を
満
た
し
た
法
律
に
投
票
し
、
ま
た
執
行
権
を
監
視
し
て
そ
の
専

横
を
防
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
は
じ
め
て
万
人
の
自
由
と

権
利
の
確
定
的
な
享
受
を
可
能
に
す
る
純
粋
共
和
制
へ
の
展
望
が
開
か

れ
る
の
で
あ
る
。

　

確
か
に
純
粋
共
和
制
は
理
性
か
ら
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
導
出
さ
れ
た
国

家
の
理
念
、
経
験
に
完
全
に
対
応
す
る
対
象
を
持
た
な
い
ま
さ
に
プ
ラ
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ト
ン
的
な
理
想
で
あ
る
。
だ
が
、
カ
ン
ト
は
理
想
の
う
ち
に
午
睡
し
安

ら
い
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
君
主
に
よ
る
共
和
主
義
的
統
治
、
真
の

共
和
制
、
設
立
さ
れ
た
共
和
制
―
―
こ
れ
ら
三
つ
の
共
和
制
は
、
純
粋

共
和
制
へ
の
無
限
の
途
上
に
お
い
て
目
指
さ
れ
る
べ
き
実
現
可
能
な
体

制
を
分
節
化
す
る
、
政
治
的
理
解
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は

「
体
制
が
法
原
理
と
最
大
限
に
一
致
し
た
状
態
」
（§ 49, 6: 318

）
を
目

指
し
て
現
実
の
国
家
が
改
革
を
進
め
て
い
く
た
め
の
段
階
的
な
道
標
と

な
る
。
実
現
可
能
な
改
革
の
道
程
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
理
性
に
よ
る

批
判
は
現
実
を
変
革
す
る
自
ら
の
力
を
い
っ
そ
う
強
固
な
も
の
へ
と
鍛

え
あ
げ
る
の
だ
。

 

（
あ
み
た
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す
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史
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ruyter, 1900ff. 

の
巻
・
頁
数
を
文
中
に
表
記
す
る
。
『
人

倫
の
形
而
上
学
・
法
論
』
は
節
番
号
が
あ
れ
ば
付
し
た
。
原
著
の
強
調
は

省
略
し
た
。
翻
訳
は
筆
者
に
よ
る
が
『
カ
ン
ト
全
集
』
岩
波
書
店
、
一
九

九
九
―
二
〇
〇
六
年
も
参
照
し
た
。

（
2
） 

前
者
と
同
じ
と
す
る
ご
く
少
数
の
解
釈
と
し
てIngeborg M

aus, Zur 
A

ufklärung der D
em

okratietheorie. Rechts- und dem
okratietheoretische 

Ü
berlegungen im

 A
nschluß an K

ant, Frankfurt a/M
: Suhrkam

p, 
1992 

（
浜
田
・
牧
野
監
訳
『
啓
蒙
の
民
主
制
理
論
―
―
カ
ン
ト
と
の
つ
な
が
り

で
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
九
年
）. U

lrich T
hiele, R

epräsentation 

u
n

d A
u

ton
om

ieprin
zip. K

a
n

ts D
em

okra
tiekritik u

n
d ihre 

H
intergründe, B

erlin: D
uncker &

 H
um

blot, 2003. 

前
者
と
異
な
る

と
す
る
解
釈
は
多
い
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は

K
arlfriedrich

 H
erb u. B

ernd L
udw

ig, K
ants kritisch

es 
Staatsrecht, Jahrbuch für R

echt und E
thik 2, 1994, 431-78. B

. 
Ludw

ig, K
om

m
entar zum

 Staatsrecht 

（II

）, in O
. H

öffe 

（H
g.

）, 
Im

m
anuel K

ant. M
etaphysische A

nfangsgründe der R
echtslehre, 

B
erlin: A

kadem
ie Verlag, 1999, 173-94. A

lessandro P
inzani, 

R
epresentation in K

ant ’s Political T
heory, Jahrbuch für R

echt 

und E
thik 16, 2008, 215.

（
3
） Wolfgang M

ager, A
rt. R

epublik, in O
. B

runner, u. a. 

（H
g.

）, 
G

eshichtliche G
rundbegriffe, B

d. 5. Stuttgart: K
lett-C

otta, 1984, 
bes. 608-12. O

tto D
ann, K

ant ’s R
epublicanism

 and Its E
chos, S. 

E
. R

obertson 

（trans.

）, in J. H
eideking and J. H

enretta 

（ed.

）, 
R

epublicanism
 and Liberalism

 in A
m

erica and the G
erm

an States, 

1750-1850, C
am

bridge: C
am

bridge U
niversity Press, 2002, 53-

72. W
olfgang K

ersting, „D
ie bürgerliche Verfassung in jedem

 
Staate soll republikanisch sein, ” in O

. H
öffe 

（H
g.

）, Im
m

anuel 

K
ant. Zum

 ew
igen F

rieden, 3. bea. A
ufl., B

erlin: A
kadem

ie 
Verlag, 2011, 61-77. 

斎
藤
拓
也
「
民
主
政
の
パ
ラ
ド
ク
ス
と
カ
ン
ト
の

共
和
制
概
念
」
『
社
会
思
想
史
研
究
』
第
三
九
号
、
二
〇
一
五
年
、
九
二

―
一
一
〇
頁
。

（
4
） Christian W

olff, Jus N
aturae M

ethodo Scientifica Pertractatum
, 

B
d. 1, Frankfurt, Leipzig: R

enger, 1740, 32.

（
5
） Gottfried A

chenw
all,  Iuris N

aturalis. Pars Posterior, 5. A
ufl., 

G
öttingen: B

ossiegeli, 1763, 95.
（
6
） ド
イ
ツ
自
然
法
学
のres publica

概
念
に
つ
い
て
はW

. M
ager, a. a. O

., 
571-80.
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（
7
） 

実
践
推
論
に
お
い
て
小
前
提
は
個
別
事
例
を
大
前
提
の
法
則
へ
と
包
摂
す

る
が
、
行
政
権
は
「
法
律
に
従
っ
た
振
る
舞
い
を
命
じ
る
も
の
、
つ
ま
り
法

律
へ
の
包
摂
の
原
理
」（§ 45, 6: 313

）
で
あ
る
。
三
権
の
実
践
推
論
的
関
係

に
つ
い
て
、Sharon B

yrd &
 Joachim

 H
ruschka, K

ant’s D
octrine 

of R
ight: A

 C
om

m
entary, C

am
bridge: C

am
bridge U

niversity 
Press, 2010, 149-57.

（
8
） 

ホ
ッ
ブ
ズ
の
代
表
理
論
の
明
確
な
説
明
と
し
て
、D

avid R
uncim

an, 
“H

obbes ’s T
heory of R

epresentation: A
nti-D

em
ocratic or 

P
roto-D

em
ocratic?, ” in I. Sh

apiro et al. 

（ed.

）, P
olitical 

R
epresentation, C

am
bridge: C

am
bridge U

niversity Press, 2009, 
15-34.

（
9
） Jean-Jacques R

ousseau, D
u C

ontrat Social, in Œ
uvres C

om
plètes, 

tom
. 3, F. B

ouchardy et al. 
（éd.
）, Paris: G

allim
ard, 1978 

（
桑
原
・

前
川
訳
『
社
会
契
約
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
）. 

文
中
に
ガ
リ
マ
ー

ル
版
と
岩
波
版
の
頁
数
を
（R

: 397, 

五
九
）
の
よ
う
に
示
す
。

（
10
） 

一
九
七
一
年
七
月
十
六
日
付M

oniteur

紙
に
掲
載
さ
れ
た
往
復
書
簡
は

次
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。E

m
m

anuel-Joseph Sieyès, in Œ
uvres de 

Sieyès, tom
. 2, no. 30, M

. D
origny 

（éd.

）, Paris: E
D

H
I, 1989. 

こ

れ
は
す
ぐ
に
独
訳
さ
れ
た
。E

inige B
riefe von H

errn E
m

. Sieyes 

［sic

］ u
n

d
 T

h
o

m
as P

ain
e

 ü
b

e
r d

ie
 F

rag
e

: O
b

 d
ie 

republikanisch
e Staatsverfassung d

en V
orzug vor der 

m
onarchischen habe?, D

eutsches M
agazin 2, 1791, 193-216.

（
11
） 

民
主
制
は
直
後
で
、
代
表
制
を
知
ら
ず
専
制
に
陥
っ
た
「
古
代
の
い
わ
ゆ

る
共
和
国R

epublik

」（6: 353

）と
換
言
さ
れ
て
い
る
。『
ベ
ル
リ
ン
月
報
』

の
編
者
ビ
ー
ス
タ
ー
は
仏
革
命
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
賛
美
に
対
し
て
、
古
代

の
民
主
制
は
代
表
制
を
も
た
ず
立
法
・
行
政
・
裁
判
す
べ
て
を
人
民
が
集

合
し
て
行
っ
た
と
批
判
し
て
い
る
。Johann E

. B
iester, E

inige 
N

a
c

h
ric

h
te

n
 v

o
n

 d
e

n
 Id

e
e

n
 d

e
r G

rie
c

h
e

n
 ü

b
e

r 

Staatsverfassung, in B
erlinische M

onatsschrift 21, 1793, 517f.

（
12
） Fried

rich
 S

ch
leg

el, V
ersu

ch
 ü

b
er d

en
 B

eg
riff d

es 
R

epublikanism
us, D

eutschland 7, 1796, 10-41. 

以
下 K

ritische 

F
riedrich-Schlegel-A

usgabe, B
d. 7, E

. B
ehler 

（H
g.

） M
ünchen: 

Schöningh, 1966, 11-25

を
参
照
し
頁
数
を
（S: 13

）
の
よ
う
に
文
中

に
示
す
。

（
13
） 

阪
口
修
平
「
プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
」
成
瀬
治
他
編
『
世
界
歴
史
体
系
・

ド
イ
ツ
史
二
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
九
四
―
六
頁
。

（
14
） Hasso H

ofm
ann, R

epräsen
tation

. S
tu

dien
 zu

r W
ort- u

n
d 

B
egriffsgeschichte von der A

ntike bis ins 19. Jahrhundert, 4. A
ufl., 

B
erlin: D

uncker &
 H

um
blot, 2003, 406f.

（
15
） Theodor Schm

alz, D
as natürliche Staatsrecht, K

önigsberg: 
N

icolai, 1794. 

カ
ン
ト
の
蔵
書
はA

rthur W
arda, Im

m
anuel K

ants 

B
ücher, B

erlin: B
reslauer, 1922, 41.

（
16
） Robert Spaem

ann, K
ants K

ritik des W
iderstandsrechts, in 

M
aterialien zu K

ants R
echtsphilosophie, Z

. B
atsch

a 

（H
g.

）, 
Fran kfurt a/M

: Suhrkam
p, 1976, 347-58.

（
17
） W. K

ersting, W
ohlgeordnete Freiheit: Im

m
anuel K

ants R
echts- und 

Staatsphilosophie 

［1984

］, Frankfurt a/M
: Suhrkam

p, 1993, 425-
28 

（
船
場
・
寺
田
監
訳
『
自
由
の
秩
序
―
―
カ
ン
ト
の
法
お
よ
び
国
家
の

哲
学
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
三
年
、
三
二
五
―
六
頁
）.

（
18
） 

政
治
・
立
法
の
原
理
と
し
て
の
統
治
様
式
に
つ
い
てU

. T
hiele, a. a. O

., 
76ff.

（
19
） 

立
法
の
代
表
議
会
の
必
要
性
を
、
主
権
者
と
臣
民
が
同
一
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
少
な
く
と
も
R 

L
に
は
見
当
た
ら
な
い
理
由
に
求
め
る
解

釈
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
真
の
共
和
制
と
他
の
体
制
は
エ
リ
ー
ト
選
出
の

点
で
異
な
る
に
過
ぎ
ず
、
な
ぜ
前
者
が
君
主
の
共
和
主
義
的
統
治
よ
り
も

規
範
的
に
優
位
に
立
つ
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
。K

. H
erb u. B

. 
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Ludw
ig, a. a. O

., 465ff. 

ま
た
、
立
法
権
と
執
行
権
が
全
人
民
に
帰
属
す

る
Z 

F
で
の
民
主
制
を
避
け
る
と
い
う
理
由

0

0

を
挙
げ
る
解
釈
も
あ
る
が
、

な
ぜ
そ
れ
が
理
由

0

0

に
な
る
の
か
は
理
解
に
苦
し
む
。A

. Pinzani, a. a. O
., 

215, 

斎
藤
前
掲
論
文
、
一
〇
二
頁
。
立
法
議
会
の
代
議
士
全
員
が
執
行
権

を
担
う
と
す
れ
ば
同
じ
問
題
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

（
20
） I. M

aus, a. a. O
., 197f 

（
邦
訳
一
六
九
頁
）. U

. T
hiele, a. a. O

., 89-95. 

た
だ
し
両
者
は
執
行
権
の
代
表
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
を
考
慮
し
て
い
な
い
。

（
21
） Th. Schm

alz, a. a. O
., 129. V

gl. 126f.

（
22
） W. K

ersting, „D
ie bürgerliche Verfassung..., ” 73ff. 

ま

たK
. 

H
erb u. B

. Ludw
ig, a. a. O

., 46 5, A
nm

. 135

は
、
カ
ン
ト
が
体
制
変

革
に
お
い
て
人
民
の
意
志
（
好
み
）
を
突
き
止
め
る
方
策
を
書
い
て
い
な

い
と
考
え
て
い
る
。

（
23
） I. M

aus, a. a. O
., 199 

（
邦
訳
一
七
一
頁
）.

（
24
） E-J. Sieyès, Q

u’est-ce que le T
iers É

tat?, E
. C

ham
pion 

（éd.

）, 
Paris: A

u siège de la Société, 1888, 66.

（
25
） Ibid., 72.

（
26
） 「
国
民
は
自
ら
の
共
通
意
志
が
自
ら
の
共
通
意
志
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る

よ
う
布
告
で
き
な
い
」
。Ibid., 74. 

カ
ン
ト
は
Z 

F
を
読
ん
だ
シ
ィ
エ
ス

か
ら
公
開
書
簡
を
打
診
さ
れ
る
が
、
結
局
断
っ
て
い
る
。A

lan R
uiz, 

N
eues über K

ant und Sieyès, K
ant-Studien 68, 1977, 446-53.

（
27
） W. K

ersting, „D
ie bürgerliche Verfassung..., ” 73ff.

　

＊
本
稿
は
近
代
倫
理
学
研
究
会
で
の
林
嵩
文
さ
ん
の
発
表
に
触
発
さ
れ
て
書

か
れ
ま
し
た
。
有
益
な
助
言
を
頂
い
た
匿
名
の
査
読
者
な
ら
び
に
上
野
大

樹
さ
ん
と
と
も
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

カ
ン
ト
・
共
和
主
義
・
代
表
・
ル
ソ
ー
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
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は
じ
め
に

　

カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
が
青
年
期
に
書
い
た
学
位
論
文
「
デ
モ
ク
リ
ト
ス
と

エ
ピ
ク
ロ
ス
の
自
然
哲
学
の
違
い
（
原
題
：D

ifferenz der dem
okritischen 

und epikureischen N
aturphilosophie

、
以
下
D 

N
と
略
記
）
」
は
、
古

代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
と
い
う
そ
の
主
題
か
ら
か
、
従
来
、
初
期
マ
ル
ク
ス

思
想
研
究
に
お
い
て
、
例
外
的
な
取
り
扱
い
を
受
け
て
き
た
。
ま
た
研

究
対
象
と
さ
れ
る
際
も
、
へ
ー
ゲ
ル
的
観
念
論
か
ら
抜
け
出
し
て
い
な

い
未
熟
な
文
章
で
あ
り
、
そ
の
後
の
マ
ル
ク
ス
の
思
想
的
発
展
の
萌
芽

で
あ
る
と
の
見
方
が
中
心
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
思
想
史
の
出
発
点
と
し
て
認
識

す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
論
文
の
本
来
の
テ
ー
マ
で
あ
る
知
識
論
を
正

面
か
ら
取
り
上
げ
る
研
究
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
の
典
型
的
な
立
場
は
、

構
造
主
義
的
解
釈
と
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
解
釈
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
る
。

構
造
主
義
的
解
釈
は
、
マ
ル
ク
ス
が
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
も
つ
偶
然
性
を
中

心
に
据
え
る
唯
物
論
を
適
切
に
と
ら
え
て
お
り
、
そ
れ
は
人
間
の
解
放

に
向
か
う
必
然
史
観
を
語
る
唯
物
論
と
は
違
う
と
い
う
。
エ
コ
ロ
ジ
ー

的
解
釈
は
、
自
然
と
人
間
の
関
係
を
当
初
か
ら
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い

た
、
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
を
見
出
し
て
い
る
。

　

だ
が
こ
れ
ら
の
立
場
に
お
い
て
十
分
に
意
識
さ
れ
て
い
な
い
重
要
な

問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
哲
学
者
と
、
哲
学
者
が
生
み
出
す
知
と
の
関

〈
公
募
論
文
〉

マ
ル
ク
ス
学
位
論
文
に
お
け
る�

�

　
　

哲
学
的
主
体
の
位
置
に
つ
い
て　
　

加
戸
友
佳
子
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係
の
問
題
で
あ
る
。
D 

N
時
代
の
マ
ル
ク
ス
は
そ
れ
を
動
的
に
捉
え
て

お
り
、
知
識
の
発
達
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
は
、
哲
学

史
の
方
法
論
に
お
け
る
問
題
を
提
起
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、

D 

N
の
中
心
的
な
論
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
取
り

組
み
た
い
。

一　

学
位
論
文
の
概
要

　

ま
ず
、
D 

N
の
あ
ら
ま
し
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
マ
ル
ク
ス
は
一
八

四
一
年
、
二
十
三
歳
で
イ
エ
ナ
大
学
に
こ
の
論
文
を
提
出
し
て
い
る
。

だ
が
こ
の
本
体
は
紛
失
し
、
マ
ル
ク
ス
本
人
に
よ
る
訂
正
・
補
足
が
付

記
さ
れ
た
印
刷
用
筆
写
原
稿
（
そ
れ
自
身
も
欠
落
部
分
が
多
い
）
の
み
が

現
存
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
論
文
の
作
成
に
向
け
、
一
八
三
八
―
三
九

年
の
間
に
、
マ
ル
ク
ス
は
七
冊
の
「
エ
ピ
ク
ロ
ス
派
、
ス
ト
ア
派
、
お
よ

び
懐
疑
派
の
哲
学
へ
の
ノ
ー
ト
（H

efte zur epikureischen, stoischen 

und skeptischen Philosophie

、
以
下
ノ
ー
ト
と
略
記
）
」
を
書
き
残
し

て
い
る
。
本
稿
は
、
現
存
す
る
D 

N
本
文
と
、
ノ
ー
ト
を
考
察
の
素
材

と
す
る
。

　

マ
ル
ク
ス
は
D 

N
に
お
い
て
、
と
も
に
原
子
論
者
で
あ
る
、
デ
モ
ク

リ
ト
ス
と
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
二
人
の
自
然
哲
学
を
比
較
検
討
し
、
彼
ら
が

対
照
的
な
認
識
論
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
そ
れ
ま
で
評

価
の
低
か
っ
た
エ
ピ
ク
ロ
ス
を
、
「
自
己
意
識
の
自
然
学
」
と
高
く
評

価
し
た
。

　

D 

N
と
ノ
ー
ト
は
多
く
の
示
唆
を
含
む
も
の
で
は
あ
る
が
、
従
来
、

中
心
的
な
論
点
と
な
っ
て
き
た
の
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

　

（
甲
） 

デ
モ
ク
リ
ト
ス
と
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
感
覚
認
識
の
違
い
（
D 

N
第
一

部
第
三
章
、
第
二
部
第
四
章
）

　

（
乙
） 

エ
ピ
ク
ロ
ス
独
自
の
原
子
の
偏
倚
運
動
に
つ
い
て
の
解
釈
（
同

第
二
部
第
一
章
）

　

（
丙
） 

エ
ピ
ク
ロ
ス
天
体
論
の
矛
盾
に
対
す
る
マ
ル
ク
ス
の
評
価
（
同

第
二
部
第
五
章
）

　

ま
ず
、
（
甲
）
の
感
覚
認
識
の
違
い
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
マ
ル

ク
ス
は
、
両
者
の
感
覚
認
識
の
不
一
致
を
指
摘
す
る
。

　

ま
ず
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
、
主
観
と
客
観
を
明
確
に
区
別
し
、
客
観

的
知
識
と
し
て
の
真
理
を
追
い
求
め
て
い
る
。
だ
が
他
方
で
彼
は
、
人

間
の
感
覚
が
主
観
的
仮
象
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
す
る
。

　

確
か
に
感
覚
的
知
覚
の
世
界
は
主
観
的
な
仮
象
で
あ
り
、
ま
さ
に

そ
の
こ
と
だ
け
で
原
理
か
ら
引
き
離
さ
れ
、
独
立
し
た
現
実
の
う
ち

に
お
か
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
だ
が
同
時
に
、
唯
一
の
実
在
的
な
対
象

〔
感
覚
的
知
覚
の
世
界
―
―
筆
者
〕
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

価

値
と
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
な
の
で
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
経
験
的
な

0

0

0

0
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観
察

0

0

へ
と
駆
り
た
て
ら
れ
る
。
満
足
で
き
な
い
哲
学
の
中
で
、
彼
は

実
証
的
な
知
識

0

0

0

0

0

0

の
腕
に
身
を
委
ね
る
。 

（M
E

G
A

 27

／
二
〇
〇

）
1
（

）

　

そ
こ
に
は
、
感
覚
と
独
立
し
た
真
理
の
追
究
の
た
め
に
、
仮
象
で
あ

る
感
覚
を
使
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
矛
盾
が
あ
る
。
デ
モ
ク
リ
ト
ス

に
と
っ
て
、
哲
学
的
な
正
し
さ
と
、
そ
の
証
拠
で
あ
る
は
ず
の
感
覚
の

正
し
さ
は
共
存
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
真
理
の
発
見
は
原
理
的
に
不

可
能
で
あ
り
、
い
か
に
経
験
を
積
み
重
ね
て
も
こ
の
矛
盾
は
克
服
で
き

な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
原
理
と
し
て
の
原
子
と
、
人
間
の
感
覚

を
繋
ぐ
も
の
が
な
く
、
実
質
的
に
自
分
自
身
を
、
対
象
で
あ
る
自
然
と

切
り
離
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
を
と
る
と
、
自
ら
の
感

覚
は
、
真
理
探
究
の
た
め
に
は
邪
魔
な
も
の
と
さ
え
な
る

）
2
（

。

　

ま
た
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
、
自
然
現
象
を
必
然
性
、
決
定
論
で
説
明
す

る
。
「
感
覚
的
自
然
を
主
観
的
な
仮
象
と
捉
え
る
、
懐
疑
家

0

0

0

で
経
験
家

0

0

0

で
あ
る
デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
、
感
覚
的
自
然
を
必
然
性

0

0

0

の
観
点
の
も
と
に

観
察
し
、
事
物
の
客
観
的
実
在
を
説
明
し
捉
え
よ
う
と
努
め
る
」

（M
E

G
A

 31

／
二
〇
六
）
の
だ
。

　

一
方
の
エ
ピ
ク
ロ
ス
は
大
き
く
異
な
る
。
エ
ピ
ク
ロ
ス
に
と
っ
て
、

感
覚
は
客
観
的
現
象
で
あ
り
正
し
い
も
の
で
あ
り
、
究
極
の
判
断
基
準

で
あ
る
。
彼
は
「
も
し
君
が
い
っ
さ
い
の
感
覚
と
争
う
な
ら
ば
、
君
は
、

君
が
偽
で
あ
る
と
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
感
覚
を
す
ら
、
何
に
帰
着
さ
せ

て
偽
で
あ
る
と
決
定
す
る
の
か
、
そ
の
規
準
す
ら
も
た
な
い
こ
と
に
な

ろ
う
」
（
エ
ピ
ク
ロ
ス　

八
一
（
主
要
教
説
二
三
）
）
と
言
う
。

　

こ
の
認
識
を
端
的
に
示
す
概
念
と
し
て
、
エ
イ
ド
ー
ラ
が
あ
る

）
3
（

。

　

エ
イ
ド
ー
ラ
は
自
然
物
体
の
形
式
で
あ
り
、
そ
れ
自
身
が
表
面
と

し
て
い
わ
ば
自
然
物
体
か
ら
は
が
れ
、
こ
れ
を
現
象
の
中
へ
運
ぶ
。

事
物
の
こ
れ
ら
の
形
式
は
た
え
ず
事
物
か
ら
流
出
し
て
感
官
に
到
達

し
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
に
し
て
対
象
を
現
れ
さ
せ
る
。

 

（M
E

G
A

 50

／
二
二
八
）

　

エ
ピ
ク
ロ
ス
は
こ
の
よ
う
に
、
外
界
か
ら
感
官
へ
の
粒
子
の
流
入
に

よ
っ
て
感
覚
を
説
明
す
る
。
そ
こ
で
は
、
自
然
は
絶
え
ず
変
化
し
、
変

化
そ
の
も
の
が
普
遍
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
感
覚
は
そ
れ
を
表
現
す
る

も
の
で
あ
り
、
事
物
の
流
転
、
一
度
し
か
な
い
時
間
の
流
れ
と
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　

エ
イ
ド
ー
ラ
が
示
唆
す
る
も
の
は
、
認
識
対
象
と
認
識
主
体
が
連
続

し
、
直
接
に
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
自
然
」

と
「
人
間
の
感
覚
」
は
直
接
に
関
係
す
る
も
の
と
な
る
。
そ
こ
で
は
能

動
性
と
受
動
性
の
境
目
が
曖
昧
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
先
述
の
引

用
に
続
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

自
然
は
、
聴
く
は
た
ら
き
の
中
で
自
分
自
身
を
聴
き
、
嗅
ぐ
は
た

ら
き
の
中
で
自
分
自
身
を
嗅
ぎ
、
見
る
は
た
ら
き
の
中
で
自
分
自
身
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を
見
る
、
だ
か
ら
、
人
間
の
感
覚
は
、
自
然
過
程
が
ひ
と
つ
の
焦
点

と
し
て
自
ら
を
反
映
し
、
現
象
の
光
を
燃
え
立
た
せ
る
よ
う
な
、
媒

体
で
あ
る
。 

（
同
）

　

感
覚
は
そ
の
相
互
作
用
の
界
面
で
あ
り
、
時
空
間
が
流
動
的
で
あ
る

中
で
、
界
面
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
関
係
に
お
け
る
実
在
の
基
準
と
な

る
。

　

次
は
、
（
乙
）
原
子
の
偏
倚
運
動
を
み
よ
う
。
こ
の
主
題
は
、
先
行

研
究
に
お
い
て
多
く
の
関
心
を
集
め
て
き
た
。

　

エ
ピ
ク
ロ
ス
は
、
原
子
の
運
動
と
し
て
、
直
線
落
下
運
動
、
複
数
の

原
子
の
衝
突
に
よ
る
反
発
運
動
に
加
え
（
こ
れ
ら
は
デ
モ
ク
リ
ト
ス
に
も

見
ら
れ
る
）
、
直
線
落
下
運
動
か
ら
の
偶
発
的
な
偏
倚
・
逸
れ
の
運
動

を
規
定
し
て
い
る
。

　

マ
ル
ク
ス
は
、
偏
倚
を
、
法
則
か
ら
の
自
由
を
表
現
す
る
も
の
と
し

て
解
釈
す
る
。
ノ
ー
ト
に
お
い
て
彼
は
、
偏
倚
が
「
原
子
の
自
由
裁
量

で
あ
り
、
特
殊
的
な
実
在
で
あ
り
、
真
の
性
質
で
あ
る
」
（M

E
G

A
 85

／
一
二
四
）
、
と
い
う
。
ま
た
D 

N
に
お
い
て
は
ル
ク
レ
テ
ィ
ウ
ス
を

引
き
な
が
ら
、
偏
倚
は
原
子
の
「
胸
の
中
に
あ
り
、
逆
ら
っ
て
戦
い
抵

抗
す
る
こ
と
の
で
き
る
何
か
で
あ
る
」（M

E
G

A
 36

／
二
一
〇
）
と
語
っ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
偏
倚
は
、
複
数
の
原
子
同
士
の
関
係
の
運
動
で
あ
る
反
発

を
準
備
す
る
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
反
発
こ
そ
が
、
世
界
生
成
の
契
機
、

原
子
の
概
念
の
実
現
で
あ
る
（M

E
G

A
 38

／
二
一
二
―
三
）
。
ま
た
そ
れ

は
、
重
要
な
こ
と
に
、
自
己
意
識
の
起
源
と
し
て
も
認
識
さ
れ
て
い
る
。

先
行
研
究
で
は
こ
の
自
己
意
識
を
出
発
点
と
し
て
、
人
間
の
実
践
的
な

主
体
性
に
ま
で
無
媒
介
に
拡
張
さ
れ
論
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
マ

ル
ク
ス
は
D 

N
に
お
い
て
、
直
接
的
に
は
自
己
意
識
の
み
を
問
題
に
し

て
い
る
。

　

最
後
に
（
丙
）
天
体
論
の
矛
盾
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
れ
は
D 

N
の
最

終
章
、
結
論
部
に
な
る
。
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
が
語
る
の
は
、
天
体
論
に

お
け
る
エ
ピ
ク
ロ
ス
が
、
な
ぜ
か
他
の
自
然
哲
学
と
異
な
る
説
明
原
理

を
持
ち
出
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
に
よ
る
と
、
天
体
の
運

動
は
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
自
然
学
体
系
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
天
体

に
お
い
て
、
原
子
論
が
完
成
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
実
際
に

は
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
は
、
天
体
に
つ
い
て
の
説
明
を
単
一
に
す
る
こ
と
を

許
さ
ず
、
い
く
つ
か
の
方
法
で
説
明
で
き
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
エ

ピ
ク
ロ
ス
自
身
は
そ
の
理
由
を
、
天
体
は
感
覚
に
よ
っ
て
明
瞭
に
は
捉

え
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
他
の
自
然
学
の
対
象
と
異
な
る
か
ら
だ
、
と

説
明
し
て
い
る
（M

E
G

A
 26

／
四
五
）
。
だ
が
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
矛
盾

に
対
し
、
特
徴
的
な
説
明
を
加
え
る
。

　

エ
ピ
ク
ロ
ス
は
原
子
を
可
能
性
・
偶
然
性
に
お
い
て
規
定
し
て
お
り
、

原
子
の
偏
倚
は
そ
れ
を
よ
く
表
し
て
い
た
。
だ
が
、
原
子
論
の
体
現
で

あ
る
天
体
は
、
自
然
を
必
然
的
決
定
論
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で

エ
ピ
ク
ロ
ス
は
説
明
の
複
数
性
に
よ
っ
て
必
然
的
決
定
論
に
対
抗
し
た
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と
い
う
の
で
あ
る
。

　

マ
ル
ク
ス
は
こ
の
矛
盾
に
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
自
然
哲
学
の
「
魂
」
を
見

出
す
。
す
な
わ
ち
―
―

　

個
別
的
な
自
己
意
識
〔
エ
ピ
ク
ロ
ス
自
身
の
こ
と
―
―
筆
者
〕
の
平

静
を
無
効
に
す
る
も
の
は
永
遠
で
は
な
い
、
と
い
う
の
だ
。
天
体
が

自
己
意
識
の
平
静
と
自
己
同
等
性
を
乱
す
の
は
、
天
体
が
存
在
す
る

普
遍
性
だ
か
ら
で
あ
り
、
天
体
に
お
い
て
自
然
が
自
立
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。 

（M
E

G
A

 57

／
二
三
六
）

　

こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
抽
象
的
個
別
性
」
に
と
ど
ま
る
エ

ピ
ク
ロ
ス
自
身
と
、「
具
体
的
個
別
性
・
普
遍
性
」と
し
て
自
立
的
に
な
っ

た
自
然
と
の
対
立
で
あ
る
と
マ
ル
ク
ス
は
表
現
し
て
い
る
（M

E
G

A
 56

／
二
三
五
）
。
こ
の
対
立
に
お
い
て
、
自
己
意
識
は
「
自
ら
を
真
の
原

理
と
し
て
告
げ
」
、
抽
象
的
な
説
明
に
よ
り
自
然
の
自
立
性
を
否
定
し

よ
う
と
す
る
（
同
）
。
こ
こ
で
、
自
己
意
識
の
絶
対
性
と
自
由
こ
そ
が
、

エ
ピ
ク
ロ
ス
哲
学
の
原
理
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
帰
結

は
、
原
子
論
そ
の
も
の
の
解
消
に
至
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
、
D 

N

に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
が
出
し
た
結
論
と
な
っ
て
い
る
。

　

ゆ
え
に
、
エ
ピ
ク
ロ
ス

0

0

0

0

0

に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
そ
の
矛
盾
を
伴

う
原
子
論

0

0

0

は
、
自
己
意
識
の
自
然
学

0

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て
、
つ
ま
り
、
そ
れ
自
身

が
抽
象
的
な
個
別
性
の
形
式
の
も
と
で
絶
対
的
原
理
で
あ
る
自
己
意

識
の
自
然
学
と
し
て
、
原
子
論
の
解
消
と
、
普
遍
性
に
対
す
る
意
識

的
な
対
立
と
い
う
、
最
高
の
帰
結
に
ま
で
遂
行
さ
れ
完
成
さ
れ
て
い

る
。 

（M
E

G
A

 58

／
二
三
七
）

二　

先
行
研
究
の
解
釈

　

さ
て
次
に
、
D 

N
の
内
容
を
、
先
行
研
究
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て

き
た
か
を
見
て
い
き
た
い
。
先
行
研
究
は
お
お
ま
か
に
い
う
と
、
大
き

く
二
つ
、
細
か
く
は
三
つ
の
潮
流
に
整
理
し
う
る
。

　

第
一
に
、
主
に
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
思
想
史
的
問
題
意
識
に
よ
る

研
究
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
マ
ル
ク
ス
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
と

の
関
係
、
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
と
の
関
係
、
ド
イ
ツ
観
念
論
と
の
関
係
の
文

脈
で
D 

N
を
考
察
し
て
い
る

）
4
（

。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
発
展
す
る
理
論
の

萌
芽
が
見
出
せ
る
も
の
の
ま
だ
「
未
熟
な
マ
ル
ク
ス
」
を
読
み
解
い
て

み
せ
る
。
具
体
的
に
は
、
山
中
隆
次
、
黒
沢
惟
昭
、
正
木
八
郎
ら
の
研

究
が
、
こ
れ
に
あ
た
る
。

　

第
二
は
、
主
に
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
に
登
場
し
た
、
D 

N
の
独

自
の
意
義
を
重
視
す
る
研
究
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
（
1
）
晩
期
の
ア

ル
チ
ュ
セ
ー
ル 

、
柄
谷
行
人
な
ど
に
よ
る
構
造
主
義
的
認
識
に
基
づ

く
偶
然
性
唯
物
論
、
及
び
、
（
2
）
工
藤
秀
明
、
フ
ォ
ス
タ
ー
な
ど
に

よ
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
唯
物
論
の
二
つ
の
理
論
領
域
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
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が
見
出
せ
る
。

1　

思
想
史
的
解
釈

　

さ
し
あ
た
っ
て
ま
ず
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
思
想
史
的
問
題
意
識

に
よ
る
研
究
を
検
討
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
原
子
の
偏
倚
、
天
体
論
に

関
心
が
集
中
し
て
い
る
。
ま
ず
こ
れ
ら
の
諸
研
究
は
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
の

原
子
の
偏
倚
に
、
人
間
の
自
己
意
識
・
自
由
の
萌
芽
を
見
出
す
マ
ル
ク

ス
の
解
釈
を
高
く
評
価
す
る
点
で
一
致
し
て
い
る
。
例
え
ば
山
中
は
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

〔
偏
倚
の
措
定
に
よ
っ
て
―
―
筆
者
〕
反
発
運
動
が
、
デ
モ
ク
リ
ト

ス
の
よ
う
に
、
た
ん
に
物
質
の
盲
目
的
必
然
性
と
し
て
で
な
く
、
抽

象
的
個
別
的
自
意
識
の
論
理
構
造
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
も
う
少
し

具
体
的
に
い
え
ば
、
個
人
の
主
体
性
を
無
視
す
る
ほ
ど
に
圧
倒
的
な

外
的
世
界
に
抗
し
、
そ
こ
か
ら
の
脱
出
を
は
か
る
、
ま
さ
に
ア
ト
ム

的
近
代
人
の
構
造
的
矛
盾
の
自
然
的
表
現
と
し
て
、
把
握
さ
れ
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。 

（
山
中　

八
二
―
三
）

　

偏
倚
は
、
自
己
意
識
と
し
て
の
把
握
が
、
実
践
的
「
主
体
性
」
の
認

識
へ
と
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
意
識
の
中
で
捉

え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
天
体
論
で
は
、
マ
ル
ク
ス
の
認
識
が
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
天
体

論
に
お
け
る
矛
盾
を
乗
り
越
え
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
マ
ル
ク
ス
が
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
抽
象
的
個
別
性
の
立
場
を
批
判
し
、

「
具
体
的
普
遍
」
の
立
場
に
立
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
例
え
ば
黒
沢
は

次
の
よ
う
に
語
る
。

　

ま
ず
、
マ
ル
ク
ス
は
自
己
意
識
の
哲
学
、
と
く
に
エ
ピ
ク
ロ
ス
の

そ
れ
を
高
く
評
価
す
る
。
そ
れ
は
歴
史
の
発
展
過
程
と
哲
学
の
関
わ

り
に
あ
っ
て
、
両
者
の
分
裂
・
対
立
・
矛
盾
を
徹
底
的
に
押
し
進
め
、

尖
鋭
化
さ
せ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
だマ

マか
、
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
エ
ピ
ク

ロ
ス
の
抽
象
的
個
別
の
立
場
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
揚
棄
と
し
て
マ
ル
ク
ス
が
提
示
し
た
の
は
「
具
体
的
普
遍
」

で
あ
っ
た
。 

（
黒
沢　

五
九
）

　

さ
ら
に
、
正
木
は
、
学
位
論
文
で
見
出
さ
れ
た
人
間
の
自
己
意
識
を
、

そ
の
後
の
マ
ル
ク
ス
の
思
想
展
開
、
つ
ま
り
「
具
体
的
普
遍
」
を
実
現

し
う
る
主
体
と
し
て
の
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
発
見
に
接
続
し
よ
う

と
し
た 

（
正
木　

一
八
〇
―
二
）
。

　

山
中
、
黒
沢
、
正
木
の
主
張
に
は
細
か
な
相
違
点
は
あ
る
も
の
の
、

マ
ル
ク
ス
の
成
長
物
語
を
前
提
と
し
た
把
握
の
姿
勢
に
お
い
て
共
通
し

て
い
る
。
こ
の
点
こ
そ
が
、
次
に
検
討
す
る
そ
れ
以
降
の
研
究
と
の
、

ひ
と
つ
の
大
き
な
分
岐
点
と
な
っ
て
い
る
。
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2　

偶
然
性
を
重
視
す
る
構
造
主
義
的
解
釈

　

次
は
、
構
造
主
義
的
解
釈
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
立
場
は
、

先
述
の
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
を
中
心
と
す
る
思
想
史
的
諸
研
究
が
と

る
よ
う
な
見
方
、
す
な
わ
ち
直
線
的
な
必
然
史
観
に
も
と
づ
く
マ
ル
ク

ス
思
想
へ
の
見
方
を
明
確
に
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
偶
然
性
、
非
決
定

性
を
マ
ル
ク
ス
解
釈
の
重
要
な
軸
と
す
る
。

　

そ
の
姿
勢
は
、
原
子
の
偏
倚
の
解
釈
に
如
実
に
現
わ
れ
る
。
偏
倚
は

「
兆
候
」
、「
出
会
い
」
と
し
て
の
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
ア
ル
チ
ュ
セ
ー

ル
）
5
（

は
、
そ
れ
を
、
目
的
論
に
先
行
す
る
世
界

）
6
（

の
起
源
の
説
明
で
あ
る
と

い
う
。

　

し
か
し
、
出
会
い
は
そ
れ
自
体
で
は
、
な
に
も
創
造
し
な
い
こ
と
、

な
ん
の
現
実
も
創
造
し
な
い
こ
と
を
、
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
出
会
い
が
作
り
出
す
の
は
、
原
子
そ
の
も
の
に
現
実
性
を

与
え
る
こ
と
で
す
。
原
子
は
偏
奇
〔
偏
倚
―
―
筆
者
〕
や
出
会
い
な

し
に
は
、
一
貫
性
も
実
在
も
持
た
な
い
、
抽
象
的
で
孤
立
し
た
要
素

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
さ
て
、
ひ
と
た
び
世
界
が
構
成
さ
れ
る
と
、
そ
の

瞬
間
か
ら
、
理
性
・
必
然
性
・
意
味
の
王
国
が
設
立
さ
れ
ま
す
。

 

（
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル　

五
四
）

　

こ
の
解
釈
は
、
そ
れ
自
身
で
は
自
立
で
き
な
い
（
依
存
的
な
）
も
の

を
世
界
の
原
理
と
し
て
措
定
す
る
こ
と
で
、
起
源
へ
の
問
い
を
無
意
味

な
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
起
源
を
問
う
こ
と
自
体
が
観
念

論
で
あ
り
、
人
間
の
主
体
性
は
い
わ
ば
強
制
さ
れ
た
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
な
後
付
け
の
も
の
だ
と
い
う
認
識
に
至
る
。
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
次

の
よ
う
に
言
う
。

　

あ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
構
成
す
る
諸
概
念
が
、
人
間
の
「
自
由
な

意
識
」
を
強
要
し
て
、
そ
う
し
た
観
念
が
真
で
あ
る
と
自
由
に
再
認

識
さ
せ
る
か
た
ち
で
、
個
々
人
に
呼
び
か
け
る
の
で
す
。
し
た
が
っ

て
個
々
人
は
、
現
前
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
「
真
理
」
を
再
認
識
で
き

る
よ
う
な
、
つ
ま
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
構
成
す
る
諸
観
念
に
お
け

る
「
真
理
」
を
再
認
識
で
き
る
よ
う
な
、
自
由
な
主
体
と
し
て
み
ず

か
ら
を
構
成
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

（
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル　

一
〇
五
）

　

「
主
体
性
は
作
ら
れ
た
も
の
」
と
い
う
こ
の
姿
勢
こ
そ
が
、
真
の
唯

物
論
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
起
源
を
問
う
の
は
観
念
論
で
あ
り
、
エ

ピ
ク
ロ
ス
は
そ
れ
を
回
避
し
た
と
い
う
の
だ
。
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は

D 

N
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
立
ち
位
置
に
限
定
し
て
で
は
な
い
が
、
マ

ル
ク
ス
の
と
る
、
実
現
さ
る
べ
き
人
間
の
自
由
の
起
源
と
し
て
偏
倚
を

捉
え
、
そ
の
必
然
的
発
展
を
考
え
る
見
方
、
つ
ま
り
「
普
遍
的
な
弁
証

法
的
諸
法
則
を
と
も
な
っ
た
唯
物
論
的
一
元
論
」
（
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル　

三
六
）
は
、
目
的
論
・
形
而
上
学
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
同
様
の
こ
と
を
、
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柄
谷
も
、
「
人
間
の
自
由
や
主
体
性
は
、
原
因
で
は
な
く
結
果
な
の
だ
。

…
…
（
中
略
）
…
…
マ
ル
ク
ス
は
、
人
間
が
主
体
で
あ
る
と
も
、
自
然

が
主
体
で
あ
る
と
も
い
っ
て
い
な
い
」（
柄
谷　

一
〇
六
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

歴
史
の
無
目
的
性
を
主
張
す
る
こ
う
し
た
構
造
主
義
的
解
釈
の
立
場

は
、
必
然
性
に
収
斂
し
な
い
マ
ル
ク
ス
解
釈
の
可
能
性
や
、
歴
史
そ
の

も
の
に
対
す
る
認
識
の
再
考
に
お
い
て
意
義
を
も
つ
と
い
え
よ
う

）
7
（

。
い

い
か
え
れ
ば
、
先
に
検
討
し
た
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
思
想
史
的
解
釈

を
貫
く
マ
ル
ク
ス
の
成
長
物
語
や
必
然
史
観
は
、
D 

N
の
最
も
重
要
な

論
点
を
看
過
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

だ
が
、
筆
者
は
、
こ
う
し
た
構
造
主
義
的
解
釈
の
認
識
に
も
、
一
定

の
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
立
場
が
実
質
的
に
、

哲
学
者
を
、
哲
学
の
対
象
と
し
て
の
世
界
の
「
外
」
に
お
い
て
い
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
「
根
底
の
不
在
」
を
語
る
こ
と
は
、
哲
学
者
の
自
己
意

識
が
把
握
し
得
る
事
柄
と
し
て
「
根
底
の
不
在
」
を
位
置
づ
け
る
こ
と

で
あ
る
。
哲
学
の
対
象
に
対
す
る
哲
学
者
の
自
己
意
識
の
こ
う
し
た
関

係
は
エ
ピ
ク
ロ
ス
自
身
が
よ
く
示
し
て
い
る
。
だ
が
、
構
造
主
義
的
解

釈
は
、
そ
の
よ
う
な
自
己
意
識
の
あ
り
方
を
見
え
な
く
し
て
い
る
。
哲

学
者
の
自
己
意
識
と
そ
の
対
象
で
あ
る
世
界
と
の
関
係
を
語
ら
ず
に
す

ま
せ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
結
果
的
に
構
造
主
義
者
は
あ
る
種
の
超
越
者

と
し
て
振
る
舞
っ
て
い
る
。
偶
然
性
は
、
構
造
主
義
者
の
目
的
意
識
を

示
す
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
れ
と
対
照
的
に
、
マ
ル
ク
ス
と
エ
ピ
ク
ロ
ス
は
、
哲
学
者
を
世
界

か
ら
超
越
し
た
も
の
と
せ
ず
、
人
間
を
哲
学
の
舞
台
と
す
る
姿
勢
を
崩

さ
な
い
。
つ
ま
り
彼
ら
は
自
己
意
識
と
世
界
と
を
切
り
離
さ
ず
、
相
互

的
関
係
の
中
で
こ
れ
を
捉
え
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー

的
解
釈
が
、
人
間
と
自
然
と
の
関
係
を
捉
え
る
時
に
示
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
次
に
、
こ
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
解
釈
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

3　

自
然
と
人
間
の
関
係
を
読
み
解
く
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
解
釈

　

こ
の
立
場
は
、
従
来
の
多
く
の
マ
ル
ク
ス
主
義
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
論
が

自
明
の
前
提
と
し
て
共
有
し
て
き
た
、
人
間
対
自
然
と
い
う
単
純
な
二

分
法
に
よ
る
捉
え
方
を
批
判
し
、
自
然
と
人
間
の
複
雑
な
関
係
を
読
み

解
く
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
、
D 

N
の
独
自
の
意
義
を
高
く
評
価
す
る
。

　

工
藤
は
、
D 

N
時
代
の
マ
ル
ク
ス
が
、
近
代
に
お
け
る
「
人
間
と
自

然
と
の
分
断
的
了
解
、
前
者
に
よ
る
後
者
の
支
配
・
征
服
・
開
発
・
搾

取
を
当
然
視
す
る
了
解
」
（
工
藤　

四
一
）
と
は
大
き
く
異
な
る
認
識
を

持
っ
て
い
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
読
み
取
る
に
あ
た
っ
て
重
視

さ
れ
る
の
は
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
感
覚
認
識
の
特
徴
で
あ
る
、
エ
イ
ド
ー

ラ
だ
。

　

〔
エ
イ
ド
ー
ラ
に
お
い
て
―
―
筆
者
〕
了
解
さ
れ
て
い
る
自
然
―
人

間
関
係
は
、
人
間
に
非
ざ
る
自
然
と
自
然
に
非
ざ
る
人
間
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
近
代
的
・
二
元
論
的
に
分
断
さ
れ
た
異
質
な
二
つ
の
も
の

の
間
の
関
係
で
は
な
く
、
い
わ
ば
、
自
然
と
自
然
の
一
部
で
あ
る
人
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間
と
の
間
の
、
つ
ま
り
「
同
一
の
も
の
」
の
間
の
、
再
度
言
い
換
え

れ
ば
、
い
わ
ば
主
体

0

0

0

0

0

た
る
自
然
と
い
う
一
つ
の
も
の
の
二
形
態
の
間

の
、
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

（
工
藤　

三
二
）

　

工
藤
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
が
D 

N
に
お
い
て
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
か
ら

得
た
自
然
と
人
間
の
関
係
に
つ
い
て
の
了
解
は
、
①
自
然
と
人
間
が
一

体
で
あ
る
こ
と
、
②
人
間
は
自
然
の
内
部
に
存
在
す
る
こ
と
、
③
人
間

は
自
然
の
主
体
性
を
分
有
す
る
こ
と
、
の
三
点
に
あ
る
。

　

だ
が
工
藤
は
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
と
マ
ル
ク
ス
の
差
異
を
強
調
す
る
。
エ

ピ
ク
ロ
ス
が
、
自
然
と
人
間
の
関
係
を
捉
え
る
強
い
哲
学
的
主
体
性
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
一
方
で
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
が
結
局
天
体
論

に
お
い
て
、
人
間
に
対
立
す
る
自
然
を
否
定
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い

う
。

　

し
た
が
っ
て
彼
〔
エ
ピ
ク
ロ
ス
―
―
筆
者
〕
に
あ
っ
て
は
、
経
験
は

軽
蔑
さ
れ
、
自
然
の
客
観
的
実
在
性
は
捨
象
さ
れ
、
実
証
的
な
自
然

科
学
は
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
自
己
意
識

0

0

0

0

（
＝
人
間
）
の
ア
タ
ラ

ク
シ
ア
す
な
わ
ち
幸
福
の
達
成
と
い
う
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、

そ
れ

0

0

を
絶
対
的
な
原
理
と
し
て
、
自
然
の
本
質
と
現
象
を
、
極
微
か

ら
極
大
に
至
る
自
然
の
総
体
を
、
そ
れ
と
同
一
的
存
在
と
し
て
自
己

納
得
的
に
説
明
し
尽
そ
う
、
そ
れ
と
一
体
的
な
も
の
と
し
て
内
的
に

把
握
し
き
ろ
う
と
す
る
、
き
わ
め
て
主
体
的
に
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
自
然
了
解
が
あ
る
。 

（
工
藤　

三
八
）

　

そ
し
て
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
と
マ
ル
ク
ス
の
違
い
は
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
が
人

間
中
心
主
義
を
と
り
、
マ
ル
ク
ス
が
自
然
に
主
体
性
を
認
め
る
と
い
う

立
場
の
違
い
で
あ
り
（
工
藤　

三
八
―
四
一
）
、
マ
ル
ク
ス
の
人
間
了
解
は
、

「
自
然
主
義

0

0

0

0

的
な
人
間
了
解
つ
ま
り
自
然
主
義

0

0

0

0

的
人
間
主
義
」
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
（
工
藤　

四
一
）
。

　

一
方
、
フ
ォ
ス
タ
ー
は
、
従
来
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
論
そ
の
も
の
を
見
直

す
観
点
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
と
、
マ
ル
ク
ス
に
影
響
を
与
え
た
十
九
世
紀

の
思
想
家
の
思
想
を
跡
付
け
、
唯
物
論
的
・
弁
証
法
的
エ
コ
ロ
ジ
ー
論

を
語
る
。
そ
の
中
で
、
D 

N
時
代
の
マ
ル
ク
ス
の
エ
ピ
ク
ロ
ス
か
ら
の

影
響
を
、
次
の
よ
う
に
総
括
す
る
。

　

マ
ル
ク
ス
自
身
は
エ
ピ
ク
ロ
ス
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
自
然
を
わ
れ

わ
れ
の
感
覚
を
通
し
て
「
過
ぎ
ゆ
く
」
も
の
と
し
て
の
み
、
つ
ま
り

時
間
的
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
の
み
知
覚
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

唯
物
論
的
見
方
を
学
ん
だ
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
自
然
の
一

部
で
あ
り
、
自
然
を
感
覚
的
に
認
知
す
る
限
り
で
、
そ
し
て
わ
れ
わ

れ
が
こ
の
感
覚
的
認
知
か
ら
抽
象
す
る
概
念
に
基
づ
い
て
、
「
物
質

の
自
由
運
動
」
は
、
わ
れ
わ
れ
の
認
識
の
一
部
だ
と
い
う
こ
と
に
な

る
。 

（
フ
ォ
ス
タ
ー　

三
六
三
）
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そ
し
て
、
マ
ル
ク
ス
が
、
非
決
定
論
的
で
唯
物
論
的
な
エ
コ
ロ
ジ
ー

思
想
を
生
涯
一
貫
し
て
持
っ
て
い
た
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
彼
の
思
想

に
、
自
然
支
配
で
も
自
然
崇
拝
で
も
な
い
、
人
間
と
自
然
と
の
流
動
的

な
関
わ
り
の
可
能
性
を
見
出
し
、
そ
れ
を
、
こ
れ
か
ら
の
エ
コ
ロ
ジ
ー

論
を
「
偶
然
性
と
共
進
化
を
伴
う
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
、
よ
り

広
い
エ
コ
ロ
ジ
ー
理
論
」
（
フ
ォ
ス
タ
ー　

三
九
七
）
と
し
て
構
築
す
る

た
め
の
重
要
な
示
唆
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
フ
ォ
ス
タ
ー
は
、
D 

N
時
代
の
マ
ル
ク
ス
が
、
エ
ピ
ク

ロ
ス
の
思
想
に
つ
い
て
、
そ
の
観
照
的
性
格
、
抽
象
性
に
お
い
て
限
界

を
も
つ
と
認
識
し
て
い
た
と
い
う
。

　

マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
は
唯
物
論
者
で
あ
り
な
が
ら
、

現
実
的
可
能
性
（
必
然
性
を
も
認
識
し
、
し
た
が
っ
て
限
界
を
も
つ
）

に
反
対
し
て
、
偶
然
性
と
自
由
意
志
と
を
誇
張
す
る
抽
象
的
可
能
性

の
側
に
つ
い
た
点
で
誤
っ
て
い
た
。
ど
ん
な
判
断
も
感
覚
に
矛
盾
し

な
い
と
力
説
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
は
開
か
れ
た
、
非
決
定
的
な

も
の
に
と
ど
ま
り
、
い
か
な
る
可
能
性

0

0

0

も
排
除
し
な
い
と
い
う
見
方

を
保
持
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
（
こ
の
可
能
性
を
抽
象
的
な
も
の
に
す

る
危
険
を
冒
し
て
ま
で
も
）
。 

（
フ
ォ
ス
タ
ー　

一
〇
〇
―
一
）

　

工
藤
と
フ
ォ
ス
タ
ー
は
い
ず
れ
も
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
（
と
マ
ル
ク
ス
）

の
自
然
と
人
間
の
関
係
認
識
を
評
価
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
ら
の

エ
コ
ロ
ジ
ー
的
解
釈
に
お
け
る
人
間
と
自
然
の
連
続
性
の
認
識
に
強
い

共
感
を
も
つ
。
特
に
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
思
想
史
的
解
釈
が
、
自

然
の
原
子
論
を
、
人
間
、
さ
ら
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
主
体
性
へ

の
必
然
的
・
一
方
向
的
な
「
発
展
」
、
つ
ま
り
人
間
の
自
然
か
ら
の
自

立
の
出
発
点
と
捉
え
、
事
実
上
、
自
然
と
人
間
の
双
方
向
的
な
連
続
性

を
看
過
し
て
い
た
こ
と

）
8
（

を
ふ
ま
え
れ
ば
、
こ
の
立
場
の
D 

N
解
釈
は
き

わ
め
て
有
意
義
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
同
時
に
、
筆
者
は
、
天
体
論
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
と
エ
ピ
ク
ロ

ス
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
解
釈
の
主
張
に
違
和
感
を
覚

え
る
。
そ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
が
天
体
論
に
お
い
て
、
人
間
の
過
大
な
主

体
性
を
批
判
し
（
工
藤
）
、
偶
然
性
と
自
由
意
志
の
誇
張
を
批
判
し
た

（
フ
ォ
ス
タ
ー
）
と
し
て
い
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
人
間
が
総
体
と
し
て

の
自
然
の
一
部
で
あ
ろ
う
と
、
あ
る
い
は
人
間
と
自
然
が
流
動
的
な
関

わ
り
の
中
に
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
自
然
と
人
間
と
の
関
係
に

関
す
る
知
的
認
識
そ
の
も
の
は
、
人
間
自
身
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
、
表

現
さ
れ
る
他
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

4　

先
行
研
究
検
討
の
小
括

　

ま
と
め
よ
う
。
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
思
想
史
的
視
点
は
、
D 

N
に

エ
ピ
ク
ロ
ス
を
乗
り
こ
え
た
マ
ル
ク
ス
を
読
み
取
り
、
マ
ル
ク
ス
の
そ

の
後
の
必
然
的
な
成
長
の
萌
芽
を
見
て
い
た
。
構
造
主
義
的
解
釈
は
こ

の
思
想
史
的
視
点
の
必
然
史
観
を
批
判
し
、
偶
然
性
を
重
視
す
る
解
釈
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を
し
た
。
こ
の
解
釈
は
、
一
方
向
的
な
時
間
の
流
れ
に
対
抗
す
る
点
で

意
味
を
持
っ
て
い
る
一
方
で
、
哲
学
者
自
身
の
自
己
意
識
の
問
題
を
看

過
し
、
そ
れ
ゆ
え
む
し
ろ
超
越
者
と
し
て
振
舞
う
も
の
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
一
方
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
解
釈
は
、
マ
ル
ク
ス
が
D 

N
に
お
い
て
自

然
と
人
間
の
関
係
に
つ
い
て
深
い
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。

だ
が
基
本
的
に
こ
の
立
場
は
、
自
然
の
中
に
あ
る
人
間
と
い
う
見
方
に

依
拠
し
て
お
り
、
人
間
と
自
然
の
関
係
そ
の
も
の
を
捉
え
て
い
る
の
が

人
間
自
身
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

大
ま
か
に
い
う
と
、
構
造
主
義
的
解
釈
は
時
間
認
識
に
つ
い
て
、
エ

コ
ロ
ジ
ー
的
解
釈
は
空
間
認
識
に
つ
い
て
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
思

想
史
的
解
釈
を
批
判
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
立
場
は
、
人
間
の

自
己
意
識
に
対
す
る
自
然
の
先
行
性
を
重
視
し
、
自
然
と
人
間
の
相
互

性
を
見
出
し
た
。
さ
ら
に
、
単
線
的
な
必
然
史
観
へ
の
批
判
も
見
ら
れ

る
。

　

だ
が
、
構
造
主
義
的
解
釈
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
解
釈
に
は
、
あ
る
種
共

通
し
た
「
盲
点
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
哲
学
者
と
そ
れ

が
生
み
出
す
哲
学
と
の
関
係
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
は
人
間
の

主
体
性
を
後
付
け
の
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
う
一
方
は
自
然

の
内
部
に
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
識
が
人
間
に

よ
っ
て
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
知
識
の
生
成
を
捉
え

る
認
識
主
体
が
い
る
こ
と
を
見
え
に
く
く
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

マ
ル
ク
ス
は
、
D 

N
に
か
か
わ
る
一
連
の
研
究
に
お
い
て
、
エ
ピ
ク

ロ
ス
と
エ
ピ
ク
ロ
ス
哲
学
と
の
関
係
を
問
題
に
し
て
い
る
。
構
造
主
義

的
解
釈
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
解
釈
が
見
出
し
た
「
人
間
と
自
然
の
相
互
関

係
」
や
「
必
然
史
観
批
判
」
に
見
ら
れ
る
時
空
間
認
識
の
本
質
は
、
マ

ル
ク
ス
の
方
法
論
か
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
古
代
ギ

リ
シ
ア
哲
学
で
は
、
人
間
と
自
然
の
関
係
は
哲
学
者
と
哲
学
の
関
係
と

し
て
現
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
哲
学
の
発
展
は
、
マ
ル
ク
ス
の
特
徴
的
な

視
点
に
よ
っ
て
、
独
特
の
運
動
と
時
間
軸
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
次
章

で
は
、
そ
の
内
実
を
検
討
し
た
い
。

三　

学
位
論
文
に
お
け
る
自
己
意
識
の
位
置

　

エ
ピ
ク
ロ
ス
と
エ
ピ
ク
ロ
ス
哲
学
の
関
係
の
問
題
が
よ
く
現
わ
れ
て

い
る
の
が
最
終
章
の
天
体
論
だ
。
エ
ピ
ク
ロ
ス
は
天
体
論
で
突
然
、
他

の
自
然
学
で
は
語
ら
な
か
っ
た
説
明
の
複
数
性
を
主
張
し
て
い
る
。
だ

が
マ
ル
ク
ス
は
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
が
示
す
矛
盾
を
、
単
に
批
判
す
る
だ
け

で
な
く
、
共
感
し
擁
護
し
て
い
る
よ
う
な
語
り
方
を
し
て
い
る
。

　

ゆ
え
に
エ
ピ
ク
ロ
ス
は
、
彼
の
さ
き
の
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
こ
こ
で

崩
壊
し
、
彼
の
理
論
の
方
法
が
別
の
も
の
に
な
る
こ
と
を
感
じ
て
い

る
。
彼
が
こ
の
こ
と
を
感
じ
意
識
的
に
述
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、

彼
の
体
系
の
最
も
深
い
認
識

0

0

0

0

0

0

で
あ
り
、
最
も
徹
底
し
た
帰
結
で
あ
る
。

 

（M
E

G
A

 56

／
二
三
四
）
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先
行
研
究
の
こ
の
章
の
解
釈
と
し
て
は
、
マ
ル
ク
ス
が
エ
ピ
ク
ロ
ス

を
「
自
己
意
識
の
自
然
学
」
と
し
て
評
価
し
な
が
ら
、
同
時
に
エ
ピ
ク

ロ
ス
の
抽
象
的
個
別
性
を
批
判
し
て
い
る
と
い
う
も
の
が
主
流
で
あ
っ

た
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
、
マ
ル
ク
ス
が
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
意
図
を
読
む

よ
う
な
記
述
を
し
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
自
身
が
語
ら
な
い
「
原
子
論
の
解
消
」

に
至
る
ま
で
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
論
理
を
拡
張
し
て
い
る
こ
と
の
説
明
に
は

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
が
エ
ピ
ク
ロ
ス
を
通
し
て
問
う
た
の

は
、
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
答
え
の
鍵
と
な
る
の
が
、
マ
ル
ク
ス
が
と
っ
た
認
識
の
枠
組
み

で
あ
る
。
当
時
の
マ
ル
ク
ス
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
本
質
が
、
そ

の
「
主
観
的
形
式
」
に
あ
る
と
し
て
お
り
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
は
こ
の
「
主

観
的
形
式
」
の
特
徴
を
最
も
よ
く
示
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
た
。
「
主

観
的
形
式
」
と
は
、
D 

N
の
注
に
よ
れ
ば
、「
実
現
さ
れ
る
哲
学
体
系
の
、

そ
の
精
神
的
な
担
い
手
と
の
関
係
、
つ
ま
り
、
個
々
の
自
己
意
識
（
哲

学
体
系
の
進
歩
は
そ
こ
で
現
わ
れ
る
）
と
の
関
係
で
あ
る
」
（M

E
G

A
 68

／
二
五
六
―
七
）
と
い
う
。
実
体
的
個
人
を
め
ぐ
っ
て
哲
学
が
動
い
て

い
る
こ
と
を
マ
ル
ク
ス
は
重
視
す
る
（M

E
G

A
 40

／
六
三
―
四
）
。

　

こ
の
よ
う
な
「
主
観
的
形
式
」
へ
の
関
心
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述

に
も
見
出
さ
れ
る
。

　

原
子
は
、
概
念
の
直
接
的
な
形
式
と
し
て
、
た
だ
直
接
的
な
没
概

念
性
の
な
か
に
の
み
対
象
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
同
じ
こ
と
が
、

こ
の
原
理
を
自
分
の
本
質
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
哲
学
的
意
識
に
つ

い
て
も
、
妥
当
す
る
の
で
あ
る
。 

（M
E

G
A

 147

／
三
九
）

　

つ
ま
り
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
原
子
論
の
あ
り
方
と
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
自

己
意
識
の
あ
り
方
に
共
通
す
る
も
の
が
見
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
ノ
ー
ト
で
は
、
こ
の
自
己
意
識
と
哲
学
の
関
係
が
は
っ
き
り
と
現

わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲

学
の
代
表
者
と
し
て
描
か
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
哲
学
の

整
合
性
を
、
「
感
嘆
に
値
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
整
合
性
に
よ
っ
て
、

彼
の
原
理
の
整
合
性
を
欠
く
点
は
全
般
と
し
て
そ
れ
自
身
に
お
い
て
説

明
が
つ
く
」（M

E
G

A
 111

／
一
六
九
）
と
い
う
。
そ
し
て
ギ
リ
シ
ア
人
は
、

「
こ
の
壮
大
な
客
観
的
素
朴
さ
の
た
め
に
、
永
久
に
わ
れ
わ
れ
の
教
師

で
あ
り
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
」（
同
）
と
い
う

）
9
（

。
だ
が
そ
の
一
方
で
彼
は
、

こ
の
「
主
観
的
形
式
」
の
問
題
も
鋭
く
見
抜
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
説

明
原
理
が
個
人
の
内
部
の
範
疇
を
出
ず
、
出
な
く
て
も
哲
学
が
可
能
で

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
エ
ピ
ク
ロ
ス
は
、
こ
の
弱

点
に
お
い
て
も
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
代
表
者
で
あ
る
。

　

こ
の
説
明
の
本
質
は
、
説
明
さ
れ
る
べ
き
或
る
表
象
が
意
識
の
中

か
ら
取
り
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
説
明
あ
る
い

は
詳
細
な
規
定
は
、
同
じ
領
域
の
な
か
か
ら
周
知
の
も
の
と
し
て
受
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け
と
ら
れ
た
諸
表
象
が
そ
れ
と
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
、
説
明
は
総
じ
て
意
識
と
い
う
あ
る
決
ま
っ
た
領
域
内
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
は
、
彼
の
哲
学

と
全
古
代
哲
学
と
の
欠
陥
、
す
な
わ
ち
意
識
の
な
か
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
諸
表
象
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
限
界
、
そ
れ

ら
の
原
理
、
そ
れ
ら
の
必
然
性
を
知
ら
な
い
と
い
う
欠
陥
を
、
告
白

し
て
い
る
。 

（M
E

G
A

 31

／
五
四
）

　

こ
の
「
告
白
」
は
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
が
意
識
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で

は
な
く
、
マ
ル
ク
ス
が
「
読
み
取
っ
た
」
と
い
う
方
が
正
し
い
だ
ろ
う
。

解
釈
者
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
と
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
関
係
に
つ
い
て
、
荻

原
理
が
示
唆
的
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
荻
原
に
よ
れ
ば
、
か
の
「
主
観

的
形
式
」
と
は
、「
エ
ピ
ク
ロ
ス
自
身
の
存
在
様
式
、
精
神
的
態
勢
」
（
荻

原　

七
）
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
は
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
思
考
の
演
劇
の
観
客

と
し
て
、
一
番
の
理
解
者
と
し
て
、
振
舞
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、

天
体
論
に
お
け
る
結
論
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

マ
ル
ク
ス
に
言
わ
せ
れ
ば
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
は
じ
ぶ
ん
が
演
じ
た
思

考
の
劇
の
意
味
を
完
全
に
は
理
解
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を
初
め
て
明

確
に
し
た
の
は
じ
ぶ
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
「
主
観
的
形
式
」

に
着
目
す
る
マ
ル
ク
ス
の
方
法
は
、
解
釈
対
象
た
る
哲
学
者
が
何
を

し
て
い
る
の
か
を
、
当
人
が
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
も
ふ
く
め
て
す

べ
て
暴
き
出
そ
う
と
す
る
。 

（
荻
原　

十
四
）

　

天
体
論
で
の
結
論
は
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
自
己
意
識
の
あ
り
方
そ
の
も

の
を
、
包
括
的
に
批
判
す
る
も
の
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
荻
原
は
、

マ
ル
ク
ス
の
と
っ
た
エ
ピ
ク
ロ
ス
解
釈
の
方
法
は
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
自

己
欺
瞞
を
暴
く
「
冷
徹
」
な
も
の
で
あ
っ
た
、
と
解
釈
し
て
い
る
（
荻

原　

一
四
）
。

　

確
か
に
マ
ル
ク
ス
は
、
哲
学
者
の
主
観
的
意
図
そ
の
も
の
を
そ
の
哲

学
の
本
質
と
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
彼
の
い
う
本
質
は
、
哲

学
が
展
開
す
る
「
思
考
の
劇
」
の
中
で
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

哲
学
者
が
意
図
し
た
通
り
に
解
釈
す
る
必
然
性
は
な
い
。
本
質
を
読
み

取
れ
る
の
は
、
哲
学
者
自
身
で
は
な
く
、
哲
学
者
と
哲
学
の
関
係
を
読

み
取
ろ
う
と
す
る
、
後
代
の
人
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

）
10
（

。

　

だ
が
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
哲
学
を
対
象
に
す
る
場
合
、
「
主
観
的
形
式
」

を
視
点
と
す
る
マ
ル
ク
ス
の
方
法
は
問
題
を
は
ら
ん
だ
も
の
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
示
し
て
い
る
の
が
、
次
の
ノ
ー
ト
の
記
述
で
あ

る
。

　

哲
学
的
歴
史
記
述
は
、
ど
の
体
系
に
お
い
て
も
、
諸
規
定
そ
れ
自

身
、
つ
ま
り
体
系
を
貫
く
現
実
的
な
結
晶
化
を
、
哲
学
者
た
ち
が
自

分
を
知
る
限
り
に
お
い
て
行
う
証
明
・
対
話
に
お
け
る
弁
明
・
叙
述

か
ら
、
切
り
は
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
実
的
な
哲
学
的
な
知
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の
無
口
に
働
き
つ
づ
け
る
も
ぐ
ら
を
、
あ
の
諸
展
開
の
器
で
あ
り
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
主
体
の
・
饒
舌
な
・
外
向
け
の
・
様
々
に
振
舞
う
・

現
象
論
的
な
意
識
か
ら
、
分
離
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
識

の
分
離
に
あ
っ
て
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
意
識
の
統
一
性
は
、
相
互
的
な

条
件
（das w

echselseitige B
edinge

）
11
（n

）
で
あ
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
て
い
る
。 

（M
E

G
A

 137

／
一
七
八
）

　

こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
哲
学
史
的
方
法
に
つ
い
て
の
限
界
で

あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
る
。
彼
が
読
み
取
っ
た
エ
ピ
ク
ロ
ス
哲
学
の
本

質
は
、
偶
然
性
、
可
能
性
に
あ
り
、
そ
れ
は
エ
ピ
ク
ロ
ス
自
身
の
意
識

に
現
わ
れ
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
だ
。
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
相
互

に
溶
け
合
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
エ
ピ
ク
ロ
ス
と
エ
ピ
ク
ロ
ス
哲
学
と

を
、
意
識
的
に
分
離
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

哲
学
史
的
方
法
の
「
本
質
」
（
主
体
と
哲
学
の
分
離
）
に
従
え
ば
、
エ

ピ
ク
ロ
ス
と
い
う
主
体
の
中
で
展
開
し
完
成
さ
れ
た
は
ず
の
哲
学
そ
の

も
の
が
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
哲
学
を
否
定
す
る
の
で
あ
り
、
天
体
論
に
お

い
て
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
論
理
展
開
を
拡
張
し
た
の
は
こ
の
こ
と
を
示
す
た

め
で
あ
っ
た
―
―
お
そ
ら
く
マ
ル
ク
ス
は
こ
う
言
う
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

こ
こ
に
は
哲
学
者
と
哲
学
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
貫
性
の
な
さ
が
見
ら

れ
る
。
エ
ピ
ク
ロ
ス
と
エ
ピ
ク
ロ
ス
哲
学
の
関
係
に
関
わ
る
立
場
の
ブ

レ
に
加
え
て
、
哲
学
史
家
マ
ル
ク
ス
の
主
観
性
に
つ
い
て
の
問
題
、
つ

ま
り
こ
の
分
離
が
「
歴
史
的
必
然
性
」
な
の
か
、
「
マ
ル
ク
ス
の
手
に

よ
る
操
作
」
な
の
か
、
と
い
う
問
題
が
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

混
乱
に
つ
い
て
、
ノ
ー
ト
を
研
究
し
た
唯
物
史
家
の
マ
ル
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ

は
、
示
唆
的
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
少
し
長
く
な
る
が
、
引
用
し
た

い
。

　

エ
ピ
ク
ロ
ス
は
、
知
を
表
明
す
る
主
体
に
た
い
す
る
知
の
ス
テ
ー

タ
ス
に
か
ん
し
、
同
一
性
か
場
所
か
で
迷
っ
て
い
る
。
エ
ピ
ク
ロ
ス

に
お
い
て
こ
の
迷
い
を
目
立
た
な
く
し
て
い
る
の
は
ア
タ
ラ
ク
シ
ア

と
い
う
名
辞
で
あ
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
も
ま
た
迷
っ

て
い
る
の
を
見
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
、
ま
ず
も
っ
て
カ
ン

ト
流
に
、
先
験
的
主
観
性
を
明
る
み
に
出
そ
う
と
で
も
す
る
か
の
よ

う
に
、
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点

で
彼
は
失
敗
し
、
そ
れ
を
エ
ピ
ク
ロ
ス
体
系
の
欠
点
と
し
て
示
し
て

い
る
。
…
…
（
中
略
）
…
…
し
か
し
同
時
に
ま
た
、
哲
学
史
の
占
め

る
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
地
位
に
か
ん
し
て
、
最
初
に
自
問
す
る
の
は
マ
ル

ク
ス
で
あ
り
、
《
偏

ク
リ
ナ
メ
ン

倚
》
の
う
ち
に
、
第
一
原
因
（
神
）
に
つ
い
て

の
問
題
意
識
で
は
な
く
、
恣
意
性
の
問
題
意
識
、
す
な
わ
ち
意
識
と

意
志
を
表
象
す
る
で
あ
ろ
う
約
束
事
と
は
別
の
問
題
意
識
を
、
見
て

と
る
の
も
マ
ル
ク
ス
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
、
直
線
的
な
因

果
性
も
正
義
も
除
外
さ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
《
偏

ク
リ
ナ
メ
ン

倚
》
と
い
う
概
念
の
「
発

見
」
が
も
つ
豊
穣
さ
を
た
だ
ち
に
察
知
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
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こ
の
豊
穣
さ
が
効
力
を
発
揮
す
る
の
も
、
彼
が
提
起
す
る
問
題
の
内

容
に
お
い
て
で
は
な
く
、
彼
が
ギ
リ
シ
ア
哲
学
を
引
用
し
舞
台
に
の

ぼ
す
そ
の
方
法
に
お
い
て
、
彼
の
知
ら
ぬ
間
に
そ
う
な
る
も
の
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
。 

（
マ
ル
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ　

一
〇
九
―
一
〇
）

　

エ
ピ
ク
ロ
ス
や
マ
ル
ク
ス
が
示
す
混
乱
を
、
マ
ル
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
哲

学
者
と
哲
学
の
関
係
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
「
迷
い
」
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
偏
倚
の
意
義
を
取
り
出
し
て
み
せ
る
の

は
マ
ル
ク
ス
だ
が
、
マ
ル
ク
ス
が
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
、
彼
の
と
る
方
法

に
お
い
て
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
そ
の
意
義
を
一
番
理
解
で
き
る
の
は
、
マ
ル
ク
ス
の
文

章
を
読
ん
で
い
る
我
々
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
エ
ピ
ク

ロ
ス
を
読
む
マ
ル
ク
ス
が
と
っ
た
方
法
論
の
問
題
は
、
実
は
マ
ル
ク
ス

を
読
む
我
々
に
も
提
起
さ
れ
て
い
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

我
々
が
マ
ル
ク
ス
を
「
継
承
」
す
る
な
ら
ば
、
マ
ル
ク
ス
が
「
気
づ

か
ぬ
う
ち
に
」
示
し
て
い
る
、
彼
の
知
見
の
哲
学
的
な
意
義
を
見
出
す

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
「
た
だ
コ
ピ
ー
を
コ
ピ
ー
す
る

だ
け
」
（M

E
G

A
 137

／
一
七
九
）
の
も
の
と
な
り
、
教
条
主
義
に
陥
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、
D 

N
の
注
に
お
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弟
子
た
ち
の
教
条

主
義
を
批
判
す
る
が
、
そ
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

或
る
哲
学
者
が
あ
の
〔
自
ら
の
哲
学
と
現
実
と
の
―
―
筆
者
〕
適
合

の
た
め
に
あ
の
外
見
上
の
不
整
合
を
犯
す
の
は
、
あ
り
う
る
こ
と
だ
。

彼
自
身
も
こ
の
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

彼
が
意
識
し
て
い
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
の
外
見
上
の
適

合
の
可
能
性
が
、
彼
の
原
理
自
身
の
不
十
分
さ
あ
る
い
は
不
十
分
な

把
握
の
う
ち
に
、
最
も
内
奥
の
根
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
れ
ゆ
え
、
も
し
或
る
哲
学
者
が
実
際
に
適
合
し
た
な
ら
ば
、
彼
の

弟
子
た
ち
は
、
師
自
身
に
と
っ
て
外
に
開
か
れ
た
意
識

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
形
式

を
と
っ
て
い
た
も
の
を
、
師
の
内
的
な
本
質
的
な
意
識
か
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
意
識
（G

ew
issen

）

の
進
歩
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
同
時
に
知
の
進
歩
で
あ
る
。

哲
学
者
の
特
殊
的
な
意
識
（G

ew
issen

）
は
疑
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

彼
の
意
識
の
本
質
的
な
形
式
が
構
成
さ
れ
、
一
定
の
形
態
と
意
義
に

高
め
ら
れ
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
同
時
に
超
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 

（M
E

G
A

 67

／
二
五
五
）

　

そ
し
て
、
筆
者
は
、
マ
ル
ク
ス
が
我
々
に
対
し
て
示
し
て
い
る
も
の

は
、
哲
学
史
に
お
け
る
知
の
進
歩
の
可
能
性
で
あ
り
、
そ
の
知
の
進
歩

が
、
一
見
自
己
充
足
し
完
成
し
て
い
る
エ
ピ
ク
ロ
ス
哲
学
か
ら
も
展
開

し
う
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
「
主
観
的
形
式
」
を

と
る
マ
ル
ク
ス
は
、
知
の
解
釈
に
お
い
て
、
哲
学
者
の
意
識
の
持
つ
意

義
と
、
彼
の
生
み
出
す
知
の
意
義
が
一
致
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
た

認
識
を
見
せ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
そ
の
認
識
枠
組
み
を
、
哲
学
者
自
身
の



95　●　〈公募論文〉マルクス学位論文における哲学的主体の位置について――加戸友佳子

個
性
（
感
覚
認
識
、
主
体
的
満
足
）
を
基
盤
に
す
る
エ
ピ
ク
ロ
ス
哲
学
に

あ
て
は
め
た
。
エ
ピ
ク
ロ
ス
自
身
の
個
性
と
切
り
離
せ
な
い
は
ず
の
エ

ピ
ク
ロ
ス
哲
学
に
、
そ
の
分
離
の
契
機
を
見
出
し
た
の
が
、
天
体
論
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
見
す
る
と
エ
ピ
ク
ロ
ス
哲
学
の
矛
盾
だ
が
、
マ
ル

ク
ス
は
そ
の
哲
学
者
と
哲
学
の
「
裂
け
目
」
か
ら
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
生

み
出
し
た
知
の
発
達
の
可
能
性
を
見
出
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
に
し
て
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
手
を
離
れ
れ
ば
、

そ
の
理
論
は
も
は
や
原
子
論
で
は
な
く
な
る
。
マ
ル
ク
ス
が
見
た
、
哲

学
者
か
ら
の
哲
学
の
分
離
は
、
知
そ
の
も
の
の
運
動
を
示
す
も
の
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

D 

N
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
は
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
と
彼
の
生
み
出
す
哲
学

を
、
整
合
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
視
点
と
、
両
者
が
分
離
し
て
い
く

過
程
を
捉
え
る
視
点
の
両
方
を
持
っ
て
い
た
。
マ
ル
ク
ス
は
、
エ
ピ
ク

ロ
ス
哲
学
の
方
法
と
内
容
の
整
合
性
を
評
価
す
る
が
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
の

生
み
出
し
た
知
が
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
手
か
ら
離
れ
て
い
く
瞬
間
、
す
な

わ
ち
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
の
「
契
機
」
を
も
見
出
し
て
い
た
と
解
釈
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
そ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
が
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
哲
学
に
対
す
る
単
な

る
解
釈
者
と
し
て
で
も
な
く
、
こ
の
哲
学
の
方
法
の
単
な
る
批
判
者
で

も
な
い
姿
勢
を
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
、

哲
学
史
に
お
け
る
知
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
捉
え
よ
う
と
す
る
、
そ
の
運

動
の
継
承
者
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

お
わ
り
に

　

構
造
主
義
的
解
釈
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
解
釈
は
、
そ
れ
以
前
の
、
主
に

一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
研
究
の
必
然
史
観
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
自
然
観

の
単
純
さ
を
批
判
し
、
時
間
・
空
間
認
識
の
再
考
を
促
す
と
い
う
意
義

を
持
っ
て
い
た
。
構
造
主
義
的
解
釈
は
、
原
子
の
偏
倚
の
偶
然
性
、
出

会
い
の
意
義
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
解
釈
は
、

人
間
と
環
境
の
関
係
が
流
動
的
に
な
る
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
感
覚
認
識
を
強

調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
行
っ
て
い
た
。

　

だ
が
、
主
体
の
不
在
を
語
る
構
造
主
義
的
解
釈
は
、
哲
学
者
を
世
界

の
外
に
置
き
、
自
ら
の
哲
学
的
な
自
己
意
識
を
無
視
し
て
い
た
。
エ
コ

ロ
ジ
ー
的
解
釈
は
、
哲
学
者
が
自
然
の
内
部
に
い
る
こ
と
を
強
調
す
る

こ
と
で
、
人
間
が
人
間
と
環
境
の
関
係
そ
れ
自
体
を
対
象
化
し
う
る
こ

と
を
軽
視
し
て
い
た
。

　

マ
ル
ク
ス
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
研
究
に
お
い
て
、
哲
学
者
と

哲
学
の
相
互
関
係
の
中
で
哲
学
史
を
捉
え
る
見
方
を
と
っ
て
い
る
。
こ

の
方
法
は
エ
ピ
ク
ロ
ス
哲
学
に
お
い
て
一
定
の
矛
盾
を
見
せ
る
も
の
の
、

哲
学
者
の
生
み
出
し
た
知
が
、
哲
学
者
自
身
か
ら
分
離
し
て
い
く
過
程

を
取
り
出
し
て
み
せ
る
と
い
う
効
果
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
必
然

的
法
則
と
化
し
た
哲
学
か
ら
の
「
偏
倚
」
に
よ
る
、
新
し
い
知
へ
の
脱

皮
の
可
能
性
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
我
々
に
も
、
こ
の
運
動
は
継
承
さ
れ
う
る
。
マ
ル
ク
ス
は

（
マ
ル
ク
ス
の
知
ら
ぬ
う
ち
に
）
、
教
条
主
義
に
陥
る
こ
と
な
く
思
想
家
の

知
の
動
態
を
見
出
す
た
め
の
、
示
唆
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

 

（
か
ど
・
ゆ
か
こ
／
人
間
環
境
学
）

注（
1
） D 

N
と
ノ
ー
ト
か
ら
の
引
用
は
、
（M

E
G

A
 

原
文
頁
数
／
邦
訳
の
頁
数
）

と
表
記
す
る
。K

arl M
arx- Friedrich E

ngels W
erke

（M
E

W

）
の
邦
訳

（
大
月
書
店
版
『
マ
ル
ク
ス
＝

エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
四
〇
巻
）
を
参
考
に

訳
出
し
た
。
言
葉
遣
い
は
、
こ
の
訳
か
ら
変
更
し
な
か
っ
た
部
分
も
多
い
。

（
2
） 

デ
モ
ク
リ
ト
ス
に
は
、
自
ら
の
目
を
盲
に
し
た
逸
話
が
あ
る
。
マ
ル
ク
ス

は
こ
れ
を
「
真
実
の
寓
話
」
だ
と
評
価
し
て
い
る
（M

E
G

A
 27

／
二
〇
一
）
。

（
3
） 

エ
イ
ド
ー
ラ
は
デ
モ
ク
リ
ト
ス
に
も
見
出
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
こ
で
は
、（
認

識
主
体
と
し
て
の
人
間
も
含
め
た
）
全
て
の
も
の
が
発
す
る
エ
イ
ド
ー
ラ

同
士
が
圧
縮
さ
れ
た
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

 　

デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
、
見
る
こ
と
は
、
像
の
反
映
に
よ
っ
て
起
こ
る
と

考
え
る
。
た
だ
し
、
反
映
に
つ
い
て
は
、
彼
は
独
特
の
説
明
を
与
え
て

い
る
。
す
な
わ
ち
デ
モ
ク
リ
ト
ス
に
よ
れ
ば
、
反
映
は
瞳
に
お
い
て
直

接
に
起
こ
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ま
ず
視
覚
器
官
と
視
覚
対
象
の

中
間
に
あ
る
空
気
が
、
視
覚
対
象
と
視
覚
主
体
に
よ
っ
て
圧
縮
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
刻
印
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
つ
ね
に
、
あ
ら
ゆ
る
も

の
か
ら
何
ら
か
の
流
出
物
が
発
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
、
こ

の
刻
印
さ
れ
た
空
気
が
、
固
く
、
瞳
と
は
別
の
色
を
し
て
い
る
の
で
、

水
分
を
持
っ
た
「
眼
に
」
反
映
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
（
内
部
が
）

稠
密
な
も
の
は
そ
れ
（
空
気
の
刻
印
）
を
受
け
入
れ
な
い
が
、
（
瞳
の

よ
う
な
）
湿
っ
た
も
の
は
、
そ
れ
が
通
り
抜
け
る
こ
と
を
許
す
の
で
あ
る
。

 

（D
K

68A
135

、
内
山
編
邦
訳
第
IV
分
冊　

一
〇
五
）

　
　

デ
モ
ク
リ
ト
ス
は
時
間
を
永
遠
と
し
て
規
定
し
て
い
る
（M

E
G

A
 48

／

二
二
五
―
六
）
。
そ
れ
は
、
原
子
の
不
変
性
、
絶
対
性
と
矛
盾
し
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
デ
モ
ク
リ
ト
ス
に
お
い
て
空
間
と
時
間
は
分
か

れ
て
お
り
、
時
間
が
い
わ
ば
空
間
化
さ
れ
て
い
る
。

（
4
） こ
の
よ
う
な
研
究
は
、
蓄
積
が
一
番
多
く
、
現
在
で
も
続
く
も
の
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
例
え
ば
エ
ピ
ク
ロ
ス
に
対
す
る
マ
ル
ク
ス
の
姿

勢
を
ヘ
ー
ゲ
ル
に
対
す
る
そ
れ
に
重
ね
合
わ
せ
る
研
究
が
多
く
あ
る
。
中

で
もFenves

は
、
D 

N
に
お
け
る
デ
モ
ク
リ
ト
ス
を
カ
ン
ト
に
、
エ
ピ

ク
ロ
ス
を
ヘ
ー
ゲ
ル
に
な
ぞ
ら
え
て
彼
ら
の
対
立
的
認
識
を
読
み
取
っ
て

い
る
（Fenves p. 434

）
。

（
5
） 

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
D 

N
に
直
接
言
及
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
D 

N
の
研

究
に
お
い
て
重
要
な
主
題
で
あ
る
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
原
子
の
偏
倚
運
動
の

解
釈
、
唯
物
論
の
あ
り
方
の
問
題
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

（
6
） 

本
稿
で
の
「
世
界
」
と
は
、
原
子
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
原
理
の
世
界
で

あ
り
、
「
自
然
」
は
そ
れ
に
よ
っ
て
現
象
化
し
た
感
覚
的
世
界
を
さ
す
。

こ
の
原
理
と
現
象
と
の
差
異
の
問
題
は
、
D 

N
第
二
部
第
三
章
に
お
い
て

検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
差
異
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的

人
間
と
世
界
の
関
係
」
を
捉
え
る
構
造
主
義
的
解
釈
も
、
「
人
間
と
現
象

世
界
の
関
係
」
を
捉
え
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
解
釈
も
、
関
係
論
の
域
を
出
ず

哲
学
者
の
自
己
意
識
へ
の
視
点
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て

い
る
と
本
稿
で
は
捉
え
て
い
る
。

（
7
） 

大
中
は
、
D 

N
と
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
考
察
す
る
「
ク
リ
ナ
ー
メ
ン
」（
原

子
の
偏
倚
）
を
比
較
し
、
次
の
よ
う
に
総
括
す
る
。

　
　
　

 　

学
位
論
文
の
マ
ル
ク
ス
は
、
ク
リ
ナ
ー
メ
ン
に
よ
る
自
由
の
契
機
を

語
る
際
、
原
子
（
自
己
意
識
）
の
無
限
性
と
い
う
問
題
設
定
に
よ
っ
て

い
る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
理
論
的
反
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
立
っ
て
き
た
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ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
、
自
由
の
問
題
を
主
体
的
自
由
と
必
然
性
と
い
う

問
題
設
定
か
ら
分
離
す
べ
き
こ
と
を
直
截
に
主
張
す
る
。
…
…
（
中
略
）

…
…
自
由
の
観
念
論
は
エ
ピ
ク
ロ
ス
の
創
案
に
か
か
る
ク
リ
ナ
ー
メ
ン

を
、
デ
モ
ク
リ
ト
ス
の
自
然
学
的
必
然
性
に
対
す
る
外
的
付
加
と
み
な

す
。
つ
ま
り
自
由
の
基
体
と
し
て
の
人
間
的
意
識
と
い
う
範
疇
を
挿
入

す
る
。
こ
れ
に
対
し
偶
然
性
唯
物
論
は
、
あ
く
ま
で
ク
リ
ナ
ー
メ
ン
の

原
子
に
対
す
る
非
目
的
的
な
先
行
性
を
主
張
す
る
。 （
大
中　

一
二
四
）

　
　

大
中
は
、
原
子
の
偏
倚
が
、
空
間
的
表
象
と
し
て
の
意
味
と
同
時
に
時
間

的
な
意
義
も
も
つ
と
い
う
。
哲
学
史
の
一
方
向
的
で
単
純
な
時
間
の
流
れ

に
歪
み
を
生
じ
さ
せ
、
哲
学
史
の
限
界
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。

そ
し
て
そ
れ
を
「
遅
れ
の
時
間
性
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

（
8
） 

マ
ル
ク
ス
の
自
然
認
識
の
意
義
を
認
識
す
る
研
究
は
一
九
七
〇
年
代
以
前

に
も
あ
る
。
吉
本
隆
明
は
、
マ
ル
ク
ス
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
然
哲
学
に

関
心
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
主
張
し
、
D 
N
の
思
想
史
的
意
義
を
評
価
す

る
。
だ
が
、
そ
の
後
の
思
想
の
萌
芽
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
変
わ
ら
ず
、

自
然
と
人
間
の
双
方
向
性
に
つ
い
て
は
D 

N
よ
り
後
の
『
経
済
学
・
哲
学

草
稿
』
に
見
出
し
て
い
る
。Sannw

ald

は
、
D 
N
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス

の
自
然
認
識
に
、
発
達
す
る
シ
ス
テ
ム
（E

ntw
icklungssystem

）
を
見

出
し
て
い
る
（Sannw

ald p. 101

）
。
だ
が
、
こ
の
概
念
そ
の
も
の
を
一

般
化
す
る
よ
う
な
視
点
は
見
ら
れ
な
い
。

（
9
） 

マ
ル
ク
ス
は
当
時
の
哲
学
の
情
況
、
ヘ
ー
ゲ
ル
観
念
論
に
対
す
る
批
判
の

文
脈
の
中
で
こ
れ
を
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
哲
学
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲

学
と
は
真
逆
で
、
隠
さ
れ
た
意
図
、
洞
察
が
背
後
に
あ
り
、
「
精
神
と
真

理
に
対
す
る
罪
と
い
う
最
大
の
罪
」
を
犯
し
て
い
る
と
い
う
（M

E
G

A
 

111

／
一
六
九
―
七
〇
）
。

（
10
） 

内
田
弘
が
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。
彼
は
マ
ル
ク
ス
に
、
本
質
は
現
在

完
了
形
で
の
み
把
握
で
き
る
と
い
う
観
点
を
見
出
し
、
歴
史
に
お
け
る
過

去
と
現
在
の
動
的
な
関
係
を
示
し
て
い
る
（
内
田　

六
三
）
。
こ
れ
は
大

中
（
注
（
7
）
参
照
）
が
偏
倚
の
考
察
の
中
で
主
張
す
る
、
「
遅
れ
の
時

間
性
」
と
も
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
11
） こ
の
部
分
は
は
っ
き
り
判
読
で
き
な
か
っ
た
ら
し
く
、M

E
W

で
はals 

w
echselseitige Lüge

と
表
記
さ
れ
、
「
相
互
的
な
偽
り
」
と
訳
さ
れ
て

い
る
（
『
全
集
』
一
七
八
―
九
）
。
本
稿
で
はM

E
G

A

に
従
う
。
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献
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は
じ
め
に

　

生
の
哲
学
を
代
表
す
る
と
さ
れ
る
哲
学
者
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
の

社
会
論
に
お
け
る
主
著
『
道
徳
と
宗
教
の
二
源
泉
』（1932
）（
以
下
『
二

源
泉
』
と
略
記
）
は
、
社
会
思
想
史
上
に
位
置
付
け
づ
ら
い
書
物
で
あ
る
。

確
か
に
、
こ
の
書
が
導
入
し
た
「
閉
じ
た
社
会
」
「
開
い
た
社
会
」
と

い
う
概
念
は
、
自
ら
と
は
異
な
る
他
な
る
存
在
に
対
し
て
敵
対
的
・
排

他
的
な
社
会
の
あ
り
方
と
、
そ
う
し
た
異
質
な
も
の
を
包
摂
す
る
開
放

的
な
社
会
の
あ
り
方
の
区
別
を
語
る
た
め
の
イ
メ
ー
ジ
豊
か
な
概
念
を

提
供
し
、
私
た
ち
が
社
会
を
語
る
際
の
基
本
的
な
語
彙
の
一
つ
を
形

作
っ
た
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

し
か
し
、
い
ざ
彼
が
そ
れ
ら
の
概
念
を
使
っ
て
社
会
を
語
る
際
の
議

論
の
内
実
に
入
っ
て
み
る
と
、
私
た
ち
は
困
惑
を
覚
え
ざ
る
を
え
な
い

だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
私
た
ち
の
社
会
を
「
開
い
た
」
も
の
に
す
る
も
の

は
何
か
。
そ
れ
に
対
し
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
持
ち
出
す
の
は
周
知
の
よ
う
に

「
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
家
」
で
あ
る
。
曰
く
、
社
会
に
新
た
な
博
愛
な
ど

の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
も
た
ら
す
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
家
の
よ
う
な
特
権
的
な

個
人
の
呼
び
か
け
に
人
々
が
応
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
開
い
た
社
会
」

は
も
た
ら
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
で
は
、
特
定
の
個
人
へ
の
無
批
判
な

熱
狂
的
な
付
き
従
い
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
無
批
判

な
熱
狂
こ
そ
む
し
ろ
社
会
に
害
悪
を
も
た
ら
し
う
る
も
の
な
の
で
は
な

い
か
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
例
え
ば
ポ
パ
ー
は
、
こ
の
概
念
を
ベ
ル
ク

ソ
ン
か
ら
借
り
つ
つ
も
、
そ
れ
を
自
ら
の
使
用
法
と
は
異
な
る
も
の
と

〈
公
募
論
文
〉

創
造
と
し
て
の
自
由

【
ベ
ル
ク
ソ
ン
『
道
徳
と
宗
教
の
二
源
泉
』
に
お
け
る
社
会
論
】

伊
東
俊
彦
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明
確
に
述
べ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ

）
1
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
議
論
の
表
面
上
の
飲
み

込
み
に
く
さ
に
捉
わ
れ
ず
、
同
時
代
の
社
会
思
想
の
文
脈
の
中
に
彼
の

議
論
を
置
き
な
お
し
丁
寧
に
読
解
し
て
み
る
と
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
社
会

論
は
、
誰
も
が
自
ら
の
信
念
の
絶
対
性
を
公
然
と
主
張
し
に
く
く
な
っ

た
時
代
に
お
い
て
、
そ
れ
で
も
私
た
ち
が
共
に
社
会
を
営
ん
で
い
く
と

し
た
ら
、
そ
の
社
会
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
う
る
の
か
、
と
い
う

問
題
に
対
す
る
一
つ
の
解
答
を
提
示
し
て
い
る
も
の
に
見
え
て
く
る
。

　

近
年
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
を
中
心
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
派
の
思
想

な
ど
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
同
時
代
の
社
会
思
想
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
ベ

ル
ク
ソ
ン
の
社
会
思
想
の
意
義
を
取
り
出
そ
う
と
す
る
研
究
が
現
れ
て

き
て
い
る

）
2
（

。
そ
の
中
で
も
、
例
え
ば
菊
谷
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
社
会
論

を
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
実
証
科
学
と
し
て
の
社
会
学
の
中
で
は
解
明
で

き
な
か
っ
た
、
「
我
々
が
不
可
思
議
に
も
共
に
生
き
る
社
会
を
成
し
て

い
る
こ
と

）
3
（

」
と
い
う
事
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
問
題
意
識
を
受
け
つ
つ
、
ベ
ル

ク
ソ
ン
が
、
そ
の
「
開
い
た
社
会
」
論
に
お
い
て
、
私
た
ち
が
不
可
思

議
に
も
形
成
し
て
い
る
社
会
の
あ
る
べ
き
あ
り
方
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と

し
て
、
「
創
造
と
し
て
の
自
由
」
が
そ
れ
と
し
て
祝
福
さ
れ
る
「
開
い

た
社
会
」
と
い
う
モ
デ
ル
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
。

　

本
稿
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
は
じ
め
に
、
私
た
ち
が
現

に
社
会
的
な
行
為
を
な
し
て
い
る
基
盤
に
な
っ
て
い
る
様
々
な
道
徳
的

規
範
を
自
然
の
事
物
同
様
の
所
与
の
事
実
と
し
て
捉
え
社
会
学
的
な
考

察
の
対
象
と
し
よ
う
と
し
た
レ
ヴ
ィ
＝

ブ
リ
ュ
ー
ル
の
議
論
を
紹
介
し
、

ベ
ル
ク
ソ
ン
が
彼
と
同
時
代
の
そ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
派
の
道
徳

論
と
観
点
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
同
時
に
、
も
し
道
徳

を
そ
の
よ
う
な
も
の
と
捉
え
た
場
合
、
道
徳
へ
の
懐
疑
主
義
が
惹
起
さ

れ
う
る
こ
と
を
確
認
す
る
（
第
一
節
）
。
続
い
て
、
社
会
や
そ
れ
を
成

り
立
た
し
め
て
い
る
道
徳
へ
の
懐
疑
主
義
の
恐
れ
に
対
し
、
デ
ュ
ル

ケ
ー
ム
が
、
人
類
が
歴
史
的
経
験
の
中
で
実
現
さ
せ
て
き
た
「
個
人
主

義
」
に
基
づ
く
「
民
主
主
義
」
の
構
想
を
擁
護
す
る
と
い
う
形
で
そ
う

し
た
危
惧
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
だ
が
、
ベ
ル

ク
ソ
ン
は
、
そ
う
し
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
的
発
想
に
対
し
、
あ
る
種
の
社

会
に
超
越
性
を
与
え
る
こ
と
は
、
社
会
の
「
偶
然
性
」
の
自
覚
か
ら
く

る
進
歩
の
可
能
性
を
「
閉
じ
る
」
も
の
に
な
り
う
る
も
の
だ
と
考
え
、

逆
に
、
社
会
に
お
け
る
「
運
動
性
」
を
擁
護
す
る
こ
と
で
「
開
い
た
社

会
」
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
示
す
（
第
二

節
）
。
最
後
に
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
、
そ
う
し
た
「
開
い
た
社
会
」
の
「
開

か
れ
」
を
体
現
す
る
人
物
像
の
範
例
を
示
す
と
い
う
資
格
で
「
神
秘
家
」

と
呼
ば
れ
る
人
々
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
事
を
確
認
す
る
。
そ
う
し
た

「
神
秘
家
」
が
、
自
ら
に
と
っ
て
他
で
は
あ
り
え
な
い
ほ
ど
明
証
的
な

確
信
で
さ
え
根
拠
が
な
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
の
中
で
、

そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
こ
そ
行
動
へ
と
赴
く
人
と
い
う
性
格
を
与
え
ら
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れ
て
い
る
事
、
そ
し
て
そ
の
偶
然
性
の
感
覚
と
行
動
と
の
緊
張
の
中
に

こ
そ
、
「
開
い
た
社
会
」
の
「
開
か
れ
」
が
体
現
さ
れ
て
い
る
場
面
が

見
出
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
（
第
三
節
）
。
最
後
に
、
こ
う
し
た

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
社
会
論
が
、
ロ
ー
テ
ィ
が
語
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の

精
神
と
類
縁
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
そ
の
「
開
い
た
社
会
」

論
が
、
「
創
造
と
し
て
の
自
由
」
が
そ
れ
と
し
て
祝
福
さ
れ
る
場
と
し

て
の
社
会
と
い
う
社
会
の
あ
る
べ
き
一
つ
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
よ
う
と

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

一　

社
会
的
事
実
と
し
て
の
道
徳
と
道
徳
に
関
す
る
懐
疑
主
義

　

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
社
会
論
は
そ
の
道
徳
論
と
不
可
分
で
あ
る
。
と
い
う

の
も
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
、
私
た
ち
が
秩
序
だ
っ
た
社
会
を
形
成

す
る
と
い
う
事
態
の
根
源
に
は
、
私
た
ち
を
し
て
あ
る
一
定
の
仕
方
で

行
為
す
る
よ
う
促
す
「
道
徳
的
責
務obligation m

orale
」
の
力
の

存
在
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
道
徳

の
現
象
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
を
見
て
み
よ
う
。

　

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
道
徳
論
の
一
つ
の
特
徴
は
、
様
々
な
道
徳
的
な
格
率

の
正
当
性
を
理
性
的
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
を
批
判
し
、
む
し
ろ
私
た
ち

の
道
徳
的
実
践
を
背
後
か
ら
支
え
て
い
る
力
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
れ
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
態
度
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
次
の
引

用
文
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。

　

道
徳
的
な
行
動
に
合
理
的
な
性
格
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
そ
こ
か
ら
、
道
徳
は
、
純
粋
理
性
の
う
ち
に
そ
の
起

源
や
基
礎
を
持
つ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
重
要
な
問
題
は
、

な
す
が
ま
ま
に
さ
れ
て
い
た
の
で
は
私
た
ち
が
義
務
を
な
す
の
に
は

十
分
で
は
な
い
よ
う
な
場
合
に
も
私
た
ち
が
そ
の
義
務
を
果
た
す
べ

く
拘
束
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
題
だ
。
理
性
こ
そ
が
そ

の
時
語
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
私
も
認
め
る
。
し
か
し
、
も
し
、

そ
の
理
性
が
も
っ
ぱ
ら
自
ら
の
名
に
お
い
て
自
ら
の
考
え
を
表
明
し

て
い
る
の
な
ら
、
つ
ま
り
、
理
性
が
、
そ
の
背
後
に
あ
る
力
の
作
用

を
理
性
的
に
定
式
化
す
る
の
と
は
別
の
こ
と
を
し
て
い
る
と
い
う
の

な
ら
、
ど
う
や
っ
て
、
理
性
は
情
念
や
自
己
利
益
と
対
抗
し
よ
う
と

す
る
の
か
。
理
性
は
自
ら
に
自
足
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
そ
れ

を
論
証
し
よ
う
と
す
る
哲
学
者
も
、
い
ざ
論
証
し
よ
う
と
う
と
す
る

段
に
は
、
言
外
に
そ
う
し
た
力
を
再
導
入
し
な
け
れ
ば
成
功
し
は
し

な
い
。
そ
う
し
た
力
は
、
知
ら
ぬ
間
に
こ
っ
そ
り
と
入
り
込
ん
で
く

る
も
の
な
の
だ
。 

（M
R

86-87, 123

（I

）
4
（

）
）

　

哲
学
者
は
、
私
た
ち
が
道
徳
的
に
行
動
す
る
と
い
う
事
態
を
説
明
す

る
た
め
に
、
合
理
的
な
理
由
の
内
に
根
拠
を
求
め
、
そ
の
理
由
ゆ
え
に

0

0

0

0

0

0

0

こ
そ

0

0

人
は
道
徳
的
に
行
動
す
る
の
で
あ
る
と
考
え
が
ち
で
あ
る
。
道
徳

的
な
行
動
の
合
理
的
根
拠
と
道
徳
的
な
行
動
は
、
そ
こ
で
は
内
在
的
な
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結
び
つ
き
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、

こ
れ
は
私
た
ち
の
道
徳
的
生
の
実
情
に
合
わ
な
い
だ
ろ
う
と
批
判
す
る

の
で
あ
る
。
自
ら
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
情
念
や
自
己
利
益
が
道
徳
に
反

す
る
行
動
を
促
し
て
い
る
と
き
、
そ
う
し
た
自
己
利
益
に
反
し
て
ま
で

私
た
ち
が
道
徳
的
行
動
を
と
る
よ
う
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
の
だ

と
し
た
ら
、
情
念
や
自
己
利
益
と
同
様
に
強
く
働
く
力
が
現
に
私
た
ち

に
働
い
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
私
た
ち
が
道
徳
的
に
行
動
す

る
起
源
は
、
む
し
ろ
こ
の
力
の
方
に
あ
る
の
だ
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
こ
の

よ
う
に
述
べ
る
。

　

無
論
、
私
た
ち
は
、
自
ら
が
慣
習
的
に
従
っ
て
い
る
道
徳
と
い
う
営

み
に
つ
い
て
首
尾
一
貫
し
た
理
解
に
到
達
し
よ
う
と
試
み
、
あ
ま
つ
さ

え
そ
れ
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
も
試
み
る
。
し
か
し
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、

そ
う
し
た
「
道
徳
を
基
礎
づ
け
るfonder la m

orale
」（M

R
88, 125

（I

）
）

と
い
う
営
み
す
ら
も
、
「
常
識
が
道
徳
と
考
え
て
い
る
も
の
」
（M

R
91, 

130

（I

）
）
を
再
び
見
出
す
こ
と
以
上
の
こ
と
を
し
て
い
な
い
で
は
な
い

か
、
と
述
べ
る
。
例
え
ば
、
私
た
ち
が
様
々
な
責
務
に
な
ぜ
従
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
説
明
す
る
と
き
、
そ
れ
が
善
い
こ
と
だ
か
ら
だ

と
「
善
」
の
観
念
に
基
づ
け
て
説
明
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
そ
の
責

務
を
実
際
に
私
た
ち
が
行
う
よ
う
促
す
力
を
持
ち
う
る
だ
ろ
う
か
。
む

し
ろ
、
そ
の
説
明
が
上
手
く
い
く
と
し
た
ら
、
常
に
す
で
に
私
た
ち
が

あ
る
社
会
に
お
い
て
な
す
よ
う
促
さ
れ
て
い
る
行
動
に
「
事
後
的
に

レ
ッ
テ
ル
を
与
え
る
た
め
」
（M

R
89, 127

（I

）
）
の
も
の
に
過
ぎ
な
い

か
ら
で
は
な
い
か
。

　

こ
う
し
て
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
道
徳
に
関
し
て
、
な
ぜ
道
徳
の
個
々
の

格
率
が
私
た
ち
が
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
十
分
な
理
由
が
あ
る
も

の
と
い
え
る
の
か
を
論
ず
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
「
道
徳
的
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
行
動
を
と
る
と
し
た
ら
そ
れ
を
現
実
に
促
す
力
は
何

か
、
と
い
う
点
に
議
論
を
集
中
す
る
。
私
た
ち
は
、
常
に
す
で
に
あ
る

社
会
に
お
い
て
道
徳
と
い
う
実
践
を
行
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
そ
こ
に

与
え
ら
れ
る
「
善
」
な
ど
の
観
念
は
、
す
で
に
生
き
ら
れ
た
実
践
に
遡

行
的
に
与
え
ら
れ
る
レ
ッ
テ
ル
に
過
ぎ
な
い
。
現
に
人
々
に
よ
っ
て
生

き
ら
れ
て
い
る
道
徳
と
い
う
営
み
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
て
い
る
の
か
。

ベ
ル
ク
ソ
ン
が
道
徳
の
起
源
と
い
う
こ
と
で
問
う
て
い
る
の
は
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
た
ち
を
道
徳
的
に
行
動
す
る

よ
う
促
す
力
を
最
終
的
に
備
給
す
る
の
は
、
私
た
ち
に
社
会
的
規
範
に

従
う
よ
う
「
圧
力
」
を
か
け
る
「
社
会
」
で
あ
る
と
し
、
そ
の
よ
う
な

「
社
会
」
の
あ
り
方
を
「
閉
じ
た
社
会
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

社
会
を
秩
序
だ
っ
た
も
の
と
し
て
成
り
立
た
し
め
る
「
道
徳
的
責
務
」

も
、
そ
れ
が
人
々
に
対
し
て
持
つ
力
そ
の
も
の
は
社
会
か
ら
備
給
さ
れ

て
い
る
と
い
う
円
環
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
押
さ
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
、
私

た
ち
が
社
会
の
中
で
い
や
が
お
う
に
も
現
に
生
き
て
し
ま
っ
て
い
る
も

の
と
し
て
道
徳
と
い
う
営
み
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
道
徳
に
つ
い

て
の
論
じ
方
に
関
し
て
言
え
ば
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
こ
と
さ
ら
特
異
で
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あ
っ
た
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
事
実
だ
。
例
え
ば
、
レ
ヴ
ィ
＝

ブ
リ
ュ
ー
ル
の
道
徳
論
は
、
す
で
に
、
私
た
ち
の
道
徳
的
実
践
を
「
理

論
道
徳
」
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
こ
と
の
無
益
さ
を
論
じ
、
か
つ
そ
の

実
践
を
支
え
て
い
る
社
会
的
事
実
へ
と
目
を
向
か
わ
せ
る
よ
う
な
議
論

を
行
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
レ
ヴ
ィ
＝

ブ
リ
ュ
ー
ル
の
『
道
徳
と
習
俗

の
科
学
』
（1903

）
に
お
け
る
議
論
を
見
て
み
よ
う
。

　

私
た
ち
が
実
践
を
理
論
道
徳
か
ら
演
繹
さ
れ
た
も
の
と
思
い
描
く

な
ら
、
私
た
ち
は
同
時
に
、
哲
学
は
実
際
に
実
践
を
基
礎
づ
け
、
そ

の
実
践
の
存
在
意
義
を
、
あ
る
い
は
現
実
そ
の
も
の
で
さ
え
、
そ
の

原
理
に
よ
っ
て
与
え
る
も
の
と
信
じ
る
よ
う
促
さ
れ
も
し
よ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
問
題
に
は
な
り
え
な
い
の
だ
。

「
道
徳
」
、
つ
ま
り
観
察
可
能
な
規
則
や
指
示
、
命
令
、
禁
止
の
総
体

は
、
宗
教
や
言
語
、
法
と
同
じ
資
格
で
存
在
し
て
い
る
も
の
な
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
社
会
的
制
度
す
べ
て
は
、
私
た
ち
に
等
し
く
自
然

で
結
び
つ
き
あ
っ
た
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
論
理
的
に
「
道

徳
」
を
構
築
し
た
り
演
繹
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
が
論
理
的

に
宗
教
や
言
語
、
法
を
構
築
し
た
り
演
繹
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
の

と
同
じ
く
ら
い
見
当
違
い
な
試
み
な
の
で
あ
る
。
一
言
で
い
う
と
、

道
徳
は
「
所
与données

」
で
あ
る
。
私
た
ち
の
文
明
の
平
均
的

な
意
識
を
も
つ
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
、
あ
る
仕
方
で
行
為
す
る
こ

と
が
義
務
で
あ
る
と
考
え
、
ま
た
別
の
行
為
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
、
ま
た
あ
る
も
の
は
ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
考
え
る
、
と
い

う
こ
と
は
事
実
な
の
で
あ
る

）
5
（

。

　

私
た
ち
の
道
徳
と
い
う
実
践
を
理
に
か
な
っ
た
も
の
と
し
て
理
解
し

よ
う
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
超
え
て
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
様
々
な
営
み

の
背
後
で
、
私
た
ち
は
道
徳
と
い
う
実
践
を
す
で
に
し
て
生
き
て
し

ま
っ
て
い
る
。
実
践
の
基
礎
づ
け
と
い
う
哲
学
者
た
ち
の
試
み
の
背
後

で
、
す
で
に
私
た
ち
を
道
徳
的
に
行
為
す
べ
く
促
す
力
が
働
い
て
い
る
。

そ
れ
は
私
た
ち
に
常
に
す
で
に
与
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
「
所
与
」

と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
理
性
的
に
基
礎
づ
け
よ
う

と
す
る
試
み
そ
の
も
の
が
、
す
で
に
そ
の
よ
う
に
生
き
ら
れ
た
も
の
か

ら
遡
行
的
に
行
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
点
で
、
ベ

ル
ク
ソ
ン
の
『
二
源
泉
』
で
の
議
論
は
、
そ
れ
に
先
行
す
る
レ
ヴ
ィ
＝

ブ
リ
ュ
ー
ル
の
議
論
と
響
き
あ
う
部
分
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に

見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。

　

無
論
、
こ
う
し
た
レ
ヴ
ィ
＝

ブ
リ
ュ
ー
ル
の
議
論
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
の

議
論
の
差
異
は
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。
レ
ヴ
ィ
＝

ブ
リ
ュ
ー
ル
は
、

道
徳
を
与
え
ら
れ
た
社
会
的
事
実
と
し
て
、
社
会
学
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
の
習
俗
の
科
学
の
探
求
の
対
象
と
す
る
の
に
対
し
、
ベ
ル
ク
ソ

ン
は
、
『
二
源
泉
』
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
所
与
の
生
物
学
的
な
本
質

へ
と
そ
の
起
源
を
た
ど
る
議
論
へ
と
進
ん
で
い
く
か
ら
だ
。
ベ
ル
ク
ソ

ン
に
と
っ
て
、
常
に
す
で
に
生
き
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
道
徳
と
い
う
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営
み
に
私
た
ち
を
促
す
力
は
、
蜂
や
蟻
な
ど
社
会
性
を
持
つ
昆
虫
を
し

て
本
能
に
従
っ
て
社
会
を
形
成
す
る
よ
う
促
す
力
に
類
比
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
（cf. M

R
19-24, 31-38

（I

）
）
。
意
識
的
な
存

在
で
あ
る
人
間
の
営
み
を
、
こ
う
し
た
本
能
に
従
っ
た
振
る
舞
い
の
み

を
行
う
昆
虫
と
類
比
す
る
の
は
、
い
か
に
も
牽
強
付
会
の
よ
う
に
も
思

え
よ
う
。
だ
が
、
こ
う
し
た
類
比
を
す
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
意
図
は
明
確

で
あ
る
。
私
た
ち
人
間
は
、
様
々
な
「
道
徳
的
」
と
呼
ば
れ
う
る
よ
う

な
習
慣
に
従
っ
て
い
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
習
慣
に
従
う
の
か
、
そ
う

し
た
問
い
そ
の
も
の
が
常
に
生
き
ら
れ
た
も
の
か
ら
遡
行
的
に
行
わ
れ

ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
仕
方
で
、
私
た
ち
は
「
道
徳
」
に
適
っ
た
振
る

舞
い
を
す
る
よ
う
常
に
す
で
に
促
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
間
の
社

会
に
お
け
る
私
た
ち
を
促
す
力
の
先
行
を
強
調
せ
ん
が
た
め
に
こ
そ
、

ベ
ル
ク
ソ
ン
は
そ
の
力
の
生
物
学
的
な
本
性
を
指
摘
す
る
の
だ
。
こ
う

し
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
観
点
で
は
、
道
徳
か
ら
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
必
然
的
な
性
格
が
奪
わ
れ
る
（
「
『
道
徳
的
』
と
呼
ば
れ
う
る

様
々
な
習
慣
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、
偶
然
的contingente

な
も
の
で
あ
ろ
う
」

（M
R

21, 31

（I

）
）
「
そ
れ
ぞ
れ
の
習
慣
は
偶
然
的
な
も
の
と
な
る
」
（M

R
53, 

77

（I

）
）
）
。
歴
史
的
社
会
的
経
緯
に
よ
っ
て
、
現
に
あ
る
社
会
の
規
範

の
あ
り
方
は
可
変
的
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
そ
う
し
た
社
会
的
習
慣
に

「
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
も
の
と
し
て
常
に
す
で
に
巻

き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
実
そ
の
習
慣
自
体
は
、

な
ぜ
そ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
の
理
由
を
問
う
営
み
自
体

が
そ
も
そ
も
失
効
し
て
し
ま
う
よ
う
な
仕
方
で
、
「
偶
然
的
」
な
の
で

あ
る
。

　

こ
う
し
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
議
論
の
含
意
は
、
レ
ヴ
ィ
＝

ブ
リ
ュ
ー
ル

の
議
論
と
対
比
す
る
こ
と
で
、
よ
り
明
確
に
な
る
だ
ろ
う
。
レ
ヴ
ィ
＝

ブ
リ
ュ
ー
ル
の
議
論
に
対
し
て
は
、
「
道
徳
に
関
す
る
懐
疑
主
義

scepticism
e m

oral

」
を
惹
起
す
る
も
の
だ
と
い
う
批
判
が
当
初
か

ら
な
さ
れ
て
お
り
、
彼
自
身
自
ら
の
議
論
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
反
論

が
あ
り
う
る
こ
と
を
よ
く
意
識
し
て
い
た
。
曰
く
、レ
ヴ
ィ
＝

ブ
リ
ュ
ー

ル
の
議
論
を
認
め
る
な
ら
、
「
い
か
な
る
道
徳
も
必
然
的
に
相
対
的
な

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
結
び
つ
い
て
い
る
他
の
一
連
の
社
会
的
な
事
実

の
系
列
に
比
例
し
て
変
化
す
る
も
の
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
そ
こ

か
ら
必
然
的
に
道
徳
に
関
す
る
懐
疑
主
義
が
帰
結
す
る
こ
と
に
な
る
。

と
い
う
の
も
、
異
な
る
文
明
に
お
い
て
は
、
私
た
ち
と
は
全
く
異
な
る

義
務
が
、
私
た
ち
の
義
務
が
私
た
ち
の
目
に
映
る
の
と
同
じ
よ
う
な
権

威
と
正
当
性
を
も
っ
て
意
識
に
課
さ
れ
る
か
ら
だ

）
6
（

」
。
相
対
主
義
的
な

考
え
方
に
対
す
る
、
あ
り
ふ
れ
た
危
惧
で
は
あ
る
だ
ろ
う
。
私
た
ち
が

自
明
の
も
の
と
考
え
て
い
る
道
徳
的
な
規
範
が
、
時
代
や
場
所
等
偶
然

的
な
条
件
に
依
存
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
け
れ
ば
、
そ
の
規
範
を
正
当
な

も
の
と
し
て
認
め
る
根
拠
が
掘
り
崩
さ
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
し

て
、
い
か
な
る
道
徳
も
そ
う
し
た
偶
然
的
な
条
件
へ
の
依
存
を
免
れ
ら

れ
な
い
の
な
ら
ば
、
私
た
ち
の
道
徳
と
い
う
営
み
そ
の
も
の
が
根
拠
の

な
い
も
の
と
し
て
瓦
解
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
あ
り
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ふ
れ
た
批
判
に
レ
ヴ
ィ
＝

ブ
リ
ュ
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

　

〔
道
徳
の
〕「
仮
の
も
のprovisoire

」
で
あ
る
と
い
う
特
質
は
、

す
べ
て
の
ケ
ー
ス
で
完
全
に
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。

お
そ
ら
く
、
あ
る
一
つ
の
社
会
の
道
徳
は
そ
の
構
造
や
そ
れ
が
属
す

る
タ
イ
プ
、
そ
の
現
在
の
発
展
の
段
階
等
に
相
対
的relative

で
あ

る
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
変
化
す
る
べ
く
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の

だ
し
、
そ
の
意
味
で
、
仮
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
や
宗

教
や
我
々
が
し
ゃ
べ
る
言
語
が
そ
う
で
あ
る
の
と
同
様
の
意
味
で
仮

な
の
だ
。
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
長
く
続
く
仮
の
も
の
は
、
一
人
の

個
人
の
短
い
生
に
と
っ
て
は
定
ま
っ
た
も
の
だdéfinitif

。
そ
れ
は

経
験
が
示
す
よ
う
に
、
は
っ
き
り
と
そ
れ
に
従
わ
ざ
る
を
え
な
い
義

務
と
い
う
形
で
個
人
に
課
さ
れ
る
の
だ
。
〔
…
〕
習
俗
の
科
学
が
示

す
よ
う
な
意
味
で
の
、
い
か
な
る
道
徳
も
も
つ
相
対
的
で
仮
の
性
格

は
、
実
在
す
る
道
徳
性
の
安
定
を
危
う
く
は
し
な
い
の
だ

）
7
（

。

　

こ
の
よ
う
に
レ
ヴ
ィ
＝

ブ
リ
ュ
ー
ル
は
、
自
ら
が
提
示
す
る
習
俗
の

科
学
と
い
う
社
会
学
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
現
存
の
道
徳
と
い
う
営
み

を
脅
か
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
彼
は
、
た
と
え
、
道
徳

と
い
う
実
践
が
時
代
や
社
会
に
相
対
的
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
仮
の
も

の
だ
と
し
て
も
、
そ
の
変
化
は
緩
や
か
な
も
の
で
、
そ
の
道
徳
実
践
の

中
に
生
き
る
人
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
命
じ
る
様
々
な
規
範
は
絶
対
的

な
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
道
徳
の
相
対
性
を
示
し
た
か

ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
が
道
徳
と
い
う
営
み
自
体
を
破
壊
す
る
も
の
に
は

な
ら
な
い
の
だ
、
と
述
べ
る
の
だ
。

　

し
か
し
、
こ
の
レ
ヴ
ィ
＝

ブ
リ
ュ
ー
ル
の
議
論
が
、
「
道
徳
に
関
す

る
懐
疑
主
義
」
を
完
全
に
免
れ
う
る
よ
う
な
議
論
に
な
っ
て
い
る
の
か

は
疑
わ
し
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
私
た
ち
が
従
っ
て
い
る
道
徳
が

偶
然
的
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
惧
は
、
決
し
て
、
道
徳
的
信

念
が
無
批
判
に
信
憑
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
の
も
の
で
は
な
い

か
ら
だ
。
そ
れ
ら
は
、
時
に
無
意
識
に
慣
習
的
に
生
き
ら
れ
て
い
る
だ

け
の
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
往
々
に
し
て
、
私
た
ち
は
、
そ
う
し
た

規
範
に
従
う
べ
く
促
す
力
を
「
理
性
的
に
定
式
化
」
し
、
ど
う
し
て
だ

か
わ
か
ら
な
い
け
ど
信
じ
て
い
る
状
態
か
ら
、
何
が
正
し
い
の
か
に
つ

い
て
「
こ
う
と
し
か
思
え
な
い
」
と
思
わ
れ
る
レ
ベ
ル
ま
で
、
自
ら
の

考
え
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
を
行
う
だ
ろ
う
。
だ
が
、

道
徳
と
い
う
営
み
を
所
与
の
も
の
と
し
て
取
り
出
そ
う
と
す
る
試
み
は
、

そ
う
し
た
物
事
に
つ
い
て
「
こ
う
と
し
か
思
え
な
い
」
と
言
い
う
る
ほ

ど
意
見
の
明
証
性
を
高
め
て
い
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
意
見
す
ら
も
歴

史
的
社
会
的
条
件
の
も
と
で
成
立
し
た
た
ま
た
ま
の
も
の
で
あ
る
、
と

い
う
可
能
性
を
示
す
点
に
そ
の
意
味
は
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

レ
ヴ
ィ
＝

ブ
リ
ュ
ー
ル
は
、
実
際
現
実
に
各
社
会
に
依
存
す
る
道
徳

は
そ
の
社
会
に
属
す
る
人
々
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
守
ら
れ
て
い
る
か
ら

「
懐
疑
主
義
」
の
批
判
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
が
、
自
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ら
が
従
う
道
徳
命
法
が
時
代
や
社
会
に
相
対
的
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
が
、

そ
の
道
徳
命
法
に
対
す
る
シ
ニ
シ
ズ
ム
を
も
た
ら
し
う
る
可
能
性
は
な

い
と
は
言
え
な
い
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
議
論
に
対
し
、
「
社
会
は
生

の
限
定
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
」
（M

R
103, 147

（I

）
）
と
考
え
る
ベ
ル
ク

ソ
ン
が
指
摘
し
よ
う
と
す
る
の
が
、「
閉
じ
た
社
会
」
に
お
け
る
道
徳
は
、

私
た
ち
人
類
と
い
う
生
物
種
を
押
し
や
る
力
が
平
衡
状
態
に
お
い
て
と

る
仮
初
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
主
張
な
の
だ
。
私
た
ち
が
い
か

に
道
徳
を
絶
対
的
な
も
の
へ
と
基
礎
づ
け
よ
う
と
試
み
よ
う
と
も
、
そ

の
試
み
そ
の
も
の
す
ら
、
な
ぜ
な
し
に
私
た
ち
を
社
会
的
習
慣
へ
と
従

わ
し
め
る
力
に
よ
っ
て
成
立
し
た
「
偶
然
的
」
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

レ
ヴ
ィ
＝

ブ
リ
ュ
ー
ル
に
対
し
て
な
さ
れ
た
「
道
徳
に
関
す
る
懐
疑
主

義
」
と
の
批
判
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
お
い
て
、
人
間
そ
の
も
の
も
生
の

一
つ
の
限
定
と
み
る
視
点
か
ら
新
た
に
そ
の
意
義
が
位
置
付
け
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
「
道
徳
に
関
す
る
懐
疑
主
義
」
の
危
惧
を
目
の
前
に
す
る

と
、
そ
れ
で
も
私
た
ち
が
従
う
道
徳
の
基
礎
を
ど
う
に
か
確
固
と
し
た

も
の
と
し
て
提
示
し
よ
う
と
い
う
欲
求
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
一
つ
の
対
応
方
法
は
、
私
た
ち
の
道
徳
を
現

に
あ
る
仕
方
で
成
立
さ
せ
て
い
る
「
社
会
」
が
、
実
は
私
た
ち
が
そ
れ

に
従
う
べ
き
「
理
想
」
を
体
現
し
た
も
の
で
も
あ
る
こ
と
を
示
す
、
と

い
う
も
の
に
な
ろ
う
。
自
ら
が
生
き
た
第
三
共
和
政
の
あ
る
側
面
を
擁

護
し
よ
う
と
し
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
議
論
は
そ
の
よ
う
な
性
質
を
持
っ

て
い
た
と
私
た
ち
は
考
え
る
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
、
そ
う
し
た
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
の
議
論
と
の
比
較
の
中
で
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
社
会
論
の
特
質
を

さ
ら
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

二　

運
動
へ
の
衝
迫
と
し
て
の
民
主
主
義 

 
 

―
―
『
二
源
泉
』
に
お
け
る
「
民
主
主
義
」
論

　

ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
『
二
源
泉
』
と
い
う
書
の
成
果
は
、
「
社
会
領
域
に

お
い
て
閉
じ
た
も
の
と
開
い
た
も
の
を
根
本
的
に
区
別
す
る
」

（M
R

283, 211

（II

）
）
と
い
う
点
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
本
稿
の
こ
れ
ま
で
の
分
析
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ベ
ル
ク

ソ
ン
に
と
っ
て
、「
閉
じ
た
社
会
」
と
は
、
歴
史
的
社
会
的
条
件
に
よ
っ

て
そ
の
時
々
に
成
立
し
て
い
る
自
然
的
な
社
会
の
あ
り
方
の
あ
る
特
質

を
指
し
示
す
概
念
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
だ
が
、
私
た
ち
の
社
会
が
そ

う
し
た
仮
初
の
条
件
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
偶
然
的
な
も
の
で
あ
る

こ
と
が
気
付
か
れ
た
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
、
そ
う
し
た
仮
初
を
超
え
て
、

私
た
ち
の
社
会
を
確
固
と
し
た
基
礎
の
上
に
築
く
と
い
う
思
い
へ
と
促

さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
お
い
て
「
閉
じ
た
社
会
」

と
対
比
さ
せ
ら
れ
て
い
る
「
開
い
た
社
会
」
と
い
う
社
会
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
そ
う
し
た
思
い
に
形
を
与
え
る
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
本
稿
で
私
た
ち
が
と
る
の
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
そ
う
し
た

誰
も
が
納
得
す
る
価
値
を
基
礎
と
し
、
そ
の
確
固
た
る
基
礎
の
上
に
築

か
れ
た
望
ま
し
い
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
「
開
い
た
社
会
」
を
述
べ
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る
と
い
う
こ
と
は
い
さ
さ
か
も
し
て
い
な
い
と
い
う
立
場
だ
。
で
は
、

『
二
源
泉
』
に
お
い
て
「
開
い
た
社
会
」
と
い
う
概
念
が
持
つ
意
義
は

何
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
「
開
い
た
社
会
」
を
論
じ
る
一
つ
の
具
体
的
場

面
を
取
っ
て
、
そ
れ
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

ベ
ル
ク
ソ
ン
が
「
開
い
た
社
会
」
の
「
開
か
れ
」
の
あ
り
方
を
典
型

的
に
示
す
具
体
的
な
場
面
と
し
て
論
じ
る
の
が
「
山
上
の
垂
訓
」
と
「
民

主
主
義
」
で
あ
る
。
特
に
、
「
民
主
主
義
」
論
に
注
目
し
よ
う
。
『
二
源

泉
』
に
お
い
て
「
開
か
れ
」
の
精
神
を
典
型
的
に
示
す
も
の
と
し
て
「
民

主
主
義
」
は
幾
度
と
な
く
繰
り
返
し
提
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

あ
ら
ゆ
る
政
治
思
想
の
中
で
、
民
主
主
義
は
、
自
然
か
ら
も
っ
と

も
遠
ざ
か
り
、
少
な
く
と
も
意
図
の
上
で
は
、
「
閉
じ
た
社
会
」
の

条
件
を
越
え
出
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
間
に
不
可
侵

の
権
利
を
与
え
る
。
そ
の
権
利
は
、
侵
害
さ
れ
な
い
た
め
に
、
す
べ

て
の
も
の
に
義
務
へ
の
変
わ
り
な
い
忠
誠
を
要
求
す
る
。
従
っ
て
、

そ
れ
は
、
自
ら
と
同
様
他
者
を
尊
重
し
、
自
ら
が
絶
対
的
な
も
の
と

考
え
る
義
務
へ
と
自
ら
を
は
め
込
む
〔
…
〕
理
想
的
な
人
を
そ
の
質

量
と
し
て
い
る
。 

（M
R

299-300, 234-235

（II

）
）

　

す
べ
て
の
人
に
対
し
不
可
侵
の
権
利
を
付
与
し
、
そ
う
し
た
不
可
侵

の
権
利
を
持
っ
た
主
体
同
士
の
相
互
の
尊
重
を
基
礎
と
す
る
よ
う
な
社

会
の
構
想
と
し
て
の
「
民
主
主
義
」
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
、「
閉

じ
た
社
会
」
の
条
件
を
超
え
、
「
開
い
た
社
会
」
の
あ
り
方
を
現
実
に

お
い
て
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
特
権
的
な
例
で
あ
る
。
同
時
に
、
「
民
主

主
義
」
と
い
う
「
自
然
か
ら
も
っ
と
も
遠
ざ
か
」
っ
た
特
異
な
構
想
を

実
現
す
る
よ
う
人
々
を
促
す
力
の
起
源
を
説
明
す
る
た
め
に
も
、
「
社

会
領
域
に
お
い
て
閉
じ
た
も
の
を
開
い
た
も
の
か
ら
区
別
す
る
」
と
い

う
観
点
が
不
可
欠
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
社

会
を
「
開
く
」
も
の
に
す
る
力
の
存
在
を
仮
定
し
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ

も
こ
の
よ
う
な
法
外
な
構
想
が
人
類
社
会
の
う
ち
に
現
実
の
も
の
と
な

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
そ
の
よ
う
に
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
考
え
る
か
ら

で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
「
民
主
主
義
」
に
体
現
さ
れ
た
個
人
と
し
て
の
個

人
の
尊
重
を
要
求
す
る
社
会
の
構
想
を
理
解
し
か
つ
擁
護
す
る
た
め
に
、

ベ
ル
ク
ソ
ン
が
し
た
よ
う
に
、
社
会
に
お
い
て
「
開
い
た
」
も
の
を
「
閉

じ
た
」
も
の
か
ら
区
別
す
る
と
い
う
議
論
が
ど
う
い
う
意
味
で
必
要
に

な
っ
て
い
る
の
か
は
問
う
べ
き
問
題
だ
ろ
う
。
個
人
と
し
て
の
個
人
を

尊
重
す
る
社
会
の
構
想
の
起
源
（
た
だ
し
歴
史
的
・
社
会
的
起
源
だ
が
）

を
た
ど
り
な
が
ら
そ
れ
を
擁
護
す
る
、
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
す
で

に
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
議
論
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
そ
う
。

一
八
九
八
年
の
有
名
な
論
文
「
個
人
主
義
と
知
識
人
」
で
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
は
、
彼
自
身
が
考
え
る
「
個
人
主
義
」
を
、
自
ら
の
利
益
を
最
大
化

し
よ
う
と
す
る
個
人
が
志
向
す
る
功
利
主
義
的
個
人
主
義
と
区
別
し
擁

護
し
て
い
る
。
そ
れ
を
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
功
利
主
義
的
個
人
主
義
と
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は
別
の
「
も
う
一
つ
の
個
人
主
義
」
の
伝
統
が
社
会
の
中
に
確
固
と
し

て
足
場
を
築
い
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
を
も
っ
て
行
お
う
と
す

る
。
そ
れ
が
カ
ン
ト
や
ル
ソ
ー
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
、
「
フ
ラ
ン
ス
人

権
宣
言
」
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
校
に
お
い
て
教
育

さ
れ
て
き
た
タ
イ
プ
の
「
個
人
主
義
」
で
あ
る
。
社
会
が
拡
大
し
人
々

の
多
様
性
が
増
大
す
る
な
か
で
、
人
々
を
共
通
に
結
び
つ
け
る
紐
帯
と

な
る
も
の
は
相
対
的
に
そ
の
力
を
失
っ
て
い
く
が
、
そ
う
し
た
多
様
性

の
増
大
を
超
え
て
、
私
た
ち
が
人
間
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
一
個
の
独

立
し
た
「
人
格
」
で
あ
り
、
そ
し
て
す
べ
て
の
人
は
「
人
格
」
た
る
限

り
に
お
い
て
共
通
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
強
く
意
識
さ
れ
て
く
る
。
こ
の

点
こ
そ
人
々
が
共
通
し
て
そ
れ
の
尊
重
を
求
め
る
核
と
な
り
う
る
の
で

あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
記
述
を
見
よ
う
。

　

社
会
が
次
第
に
大
き
く
な
り
、
よ
り
広
大
な
領
域
へ
と
拡
大
す
る

に
つ
れ
、
伝
統
や
実
践
は
、
様
々
な
状
況
の
多
様
性
、
情
勢
の
流
動

性
に
順
応
す
る
た
め
に
、
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
つ
個
人
の

あ
り
方
と
あ
ま
り
齟
齬
を
生
じ
な
い
よ
う
な
柔
軟
で
一
貫
性
の
な
い

状
態
に
な
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
〔
…
〕
こ
う
し
て

私
た
ち
は
、
少
し
ず
つ
、
現
在
ま
で
に
ほ
ぼ
獲
得
さ
れ
た
あ
る
一
つ

の
状
態
へ
と
向
か
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
は
、
同
じ
社
会
集
団
の
メ
ン

バ
ー
は
、
そ
の
人
間
で
あ
る
と
い
う
質
、
人
間
の
人
格
一
般
を
構
成

す
る
諸
属
性
以
外
に
相
互
に
何
も
共
通
の
も
の
を
持
た
な
い
。
従
っ

て
こ
の
人
間
の
人
格
と
い
う
観
念
は
、
国
民
の
気
質
の
多
様
性
に

従
っ
て
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
つ
も
の
の
、
個
別
の
意
見
の
気
ま

ぐ
れ
な
流
れ
を
超
え
て
、
不
動
で
個
々
人
を
超
越
し
て
保
た
れ
る
唯

一
の
も
の
に
な
る
の
で
あ
る

）
8
（

。

　

こ
う
し
た
多
様
性
の
中
で
も
保
た
れ
る
不
動
の
核
と
な
る
価
値
と
し

て
個
人
を
と
り
だ
し
、
そ
の
自
由
の
尊
重
を
求
め
る
こ
と
こ
そ
が
、
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
が
述
べ
る
「
個
人
主
義
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
歴
史
の
進

行
に
伴
っ
て
生
じ
ざ
る
を
え
な
い
社
会
の
多
様
性
の
増
大
の
確
認
と
、

そ
れ
に
相
応
し
て
生
じ
ざ
る
を
え
な
い
共
通
の
普
遍
的
な
も
の
の
析
出

が
、
私
た
ち
が
共
通
し
て
尊
重
す
べ
き
価
値
と
し
て
の
「
個
人
」
の
析

出
に
つ
な
が
る
過
程
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
社
会
が
そ
の
歴

史
的
な
進
展
の
過
程
を
通
じ
て
社
会
学
者
に
そ
の
姿
を
現
す
絶
対
の
過

程
な
の
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
歴
史
的
課
程
を
通
じ
て
実
現

し
た
「
個
人
主
義
」
は
単
に
事
実
の
確
認
に
と
ど
ま
ら
な
い
価
値
を
も

つ
も
の
と
し
て
私
た
ち
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
意
味
で
こ
そ
、
「
個
人
主
義
」
は
、
「
諸
国
家
の
道
徳
的

統
一
を
確
保
し
う
る
唯
一
の
信
念
体
系

）
9
（

」
で
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
個
人

主
義
の
思
想
は
、
「
そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
諸
宗
教
に
劣
ら
ず
命

令
的
な
口
調
で
自
ら
の
信
奉
者
に
語
る
た
め
に
必
要
な
全
て
の
も
の
を

持
っ
て
」
お
り
、
か
つ
、
「
自
然
を
無
限
に
越
え
る
理
想
を
私
た
ち
に

与
え
る

）
10
（

」
と
も
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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だ
が
他
方
で
、
こ
う
し
た
民
主
主
義
の
理
念
の
核
と
な
り
う
る
「
個

人
」
の
観
念
の
起
源
と
そ
の
価
値
の
擁
護
を
試
み
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の

議
論
な
ど
に
対
し
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
『
二
源
泉
』
に
お
け
る
民
主
主
義

に
関
す
る
記
述
は
一
見
す
る
と
何
を
目
指
し
た
も
の
な
の
か
分
か
り
に

く
い
よ
う
に
見
え
る
。

　

民
主
主
義
の
定
式
が
持
つ
曖
昧
さ
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
諸
々
の
反

論
は
、
私
た
ち
が
、
そ
の
起
源
に
宗
教
的
な
性
格
が
あ
る
こ
と
を
見

逃
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
未
来
が
す
べ
て
の
進
歩
に
、
と
り
わ
け
、

今
日
に
お
い
て
は
実
現
不
可
能
で
考
え
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
自
由

や
平
等
の
形
態
が
可
能
に
な
る
新
た
な
条
件
の
創
造
へ
と
開
か
れ
て

い
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、
ど
の
よ
う
に
、
自
由
や
平
等
の
正
確
な
定

義
を
求
め
ら
れ
よ
う
か
。 
（M

R
300, 236

（II

）
）

　

人
は
進
ん
で
、
正
義
の
進
歩
を
、
自
由
や
平
等
へ
と
進
ん
で
い
く

こ
と
と
し
て
定
義
す
る
。
こ
う
し
た
定
義
は
批
判
し
よ
う
も
な
い
も

の
だ
が
、
で
も
、
そ
こ
か
ら
何
が
引
き
出
せ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
定

義
は
過
去
に
は
妥
当
す
る
が
、
未
来
に
向
け
て
の
私
た
ち
の
選
択
を

方
向
付
け
う
る
こ
と
は
ま
れ
だ
。
例
え
ば
自
由
を
例
に
と
っ
て
み
よ

う
。
私
た
ち
は
一
般
に
、
個
人
は
他
人
の
自
由
を
侵
害
し
な
い
か
ぎ

り
で
い
か
な
る
自
由
へ
の
権
利
も
持
っ
て
い
る
と
言
う
。
し
か
し
、

現
今
の
社
会
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
自
由
が
相
互
に
侵
害
し
あ
う
結
果
に

な
る
だ
ろ
う
が
、
新
た
な
自
由
の
恩
恵
に
よ
っ
て
、
社
会
の
中
に
正

反
対
の
効
果
を
生
み
出
し
、
こ
う
し
た
改
革
が
そ
の
社
会
の
感
情
や

習
俗
を
変
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。 

（M
R

79-80, 114

（I

）
）

　

デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
議
論
と
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

第
三
共
和
政
の
下
で
の
民
主
主
義
の
中
核
的
な
理
念
に
な
る
は
ず
の
自

由
で
自
立
し
た
個
人
と
い
う
理
念
を
、
能
う
限
り
絶
対
的
な
仕
方
で
基

礎
づ
け
よ
う
と
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
議
論
に
く
ら
べ
、
ベ
ル
ク
ソ
ン

の
議
論
は
、
い
か
に
も
そ
っ
け
な
い
。
個
人
と
そ
れ
が
享
受
す
べ
き
自

由
の
あ
り
方
に
関
し
て
も
、
い
か
な
る
自
由
が
望
ま
し
い
か
と
い
う
事

に
関
し
て
は
、
す
べ
て
の
進
歩
に
開
か
れ
て
い
る
未
来
を
前
に
す
れ
ば
、

確
定
的
な
こ
と
は
述
べ
ら
れ
な
い
、
と
そ
の
定
義
を
回
避
し
よ
う
と
さ

え
す
る
。

　

し
か
し
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
う
し
た
民
主
主
義
の

曖
昧
さ
、
暫
定
性
を
強
調
す
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
議
論
の
意
図
は
あ
る
程

度
見
え
て
こ
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
、

あ
る
種
歴
史
の
過
程
の
必
然
的
な
帰
結
と
も
見
え
る
よ
う
な
絶
対
的
な

価
値
を
帯
び
て
現
れ
て
く
る
よ
う
な
理
念
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
人
類

と
い
う
種
が
そ
の
進
化
の
過
程
で
実
現
し
た
仮
初
の
も
の
に
す
ぎ
な
い

か
ら
だ
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
道
徳
の
持
つ
仮
初
の
性
格
を
忘
れ
、
社

会
の
道
徳
の
偶
然
性
を
何
か
超
越
的
な
も
の
で
権
威
づ
け
し
た
り
す
る

こ
と
で
糊
塗
す
る
の
は
、
仮
初
の
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
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道
徳
の
偶
然
性
の
自
覚
が
あ
る
か
ら
こ
そ
生
じ
る
道
徳
の
進
歩
の
可
能

性
を
「
閉
じ
る
」
も
の
に
な
り
う
る
。
い
か
に
あ
る
社
会
が
も
た
ら
す

道
徳
命
法
が
望
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
現
に
あ
る

社
会
の
「
力
」
に
支
え
ら
れ
成
立
し
て
い
る
限
り
で
「
静
的
」
で
「
閉

じ
た
」
も
の
に
な
る
。
そ
れ
は
、
歴
史
的
社
会
的
条
件
の
中
で
成
立
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
免
れ
な
い
様
々
な
道
徳
の
現
象
の
拭
い
き
れ
な

い
偶
然
性
の
要
素
を
忘
れ
さ
せ
、
そ
れ
を
絶
対
的
な
も
の
と
思
わ
せ
て

し
ま
う
か
ら
だ
。

　

こ
う
し
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
観
点
は
、
彼
が
「
開
い
た
」
精
神
の
優
位

性
を
「
運
動
性m

obilité

」
（M

R
56, 81

（I

）
）
と
い
う
言
葉
で
語
っ
て

い
る
点
に
明
確
に
表
れ
て
い
る
。

　

第
一
の
道
徳
〔
「
閉
じ
た
社
会
」
に
お
け
る
道
徳
〕
と
第
二
の
道
徳
〔
「
開

い
た
社
会
」
に
お
け
る
道
徳
〕
と
の
間
に
は
、
休
止
と
運
動
と
の
間
に

広
が
る
す
べ
て
の
距
離
が
存
在
し
て
い
る
。
第
一
の
道
徳
は
、
不
動

の
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
も
し
そ
れ
が
変
化
す
る
と
し
て
も
、
変
化

す
る
や
い
な
や
そ
の
事
実
を
忘
れ
、
あ
る
い
は
そ
の
変
化
を
認
め
な

い
。
そ
の
社
会
が
あ
る
瞬
間
に
と
っ
た
形
態
は
、
決
定
的
な
形
態
だ

と
主
張
さ
れ
る
。
し
か
し
、
も
う
一
方
の
道
徳
は
、
私
た
ち
を
押
し

や
る
力poussée

で
あ
り
、
運
動
の
要
求
で
あ
る
。

 

（M
R

56, 81

（I

）
）

　

「
閉
じ
た
社
会
」
と
「
開
い
た
社
会
」
と
い
う
社
会
の
二
つ
の
タ
イ

プ
は
、
「
休
止
と
運
動
」
と
い
う
「
運
動
性
」
に
関
わ
る
用
語
で
こ
そ

区
別
さ
れ
る
の
だ
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
、
現
に
あ
る
社
会
の
あ
り

方
は
、
な
べ
て
歴
史
的
社
会
的
条
件
に
よ
っ
て
そ
の
時
々
に
成
立
し
て

い
る
も
の
と
い
う
性
格
を
免
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
社
会
が
現
に
あ

る
そ
の
あ
り
方
が
偶
然
的
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
忘
れ
、
変
化
を
認
め

ず
自
ら
の
あ
り
方
に
安
住
す
る
と
き
、
社
会
は
「
閉
じ
た
」
も
の
に
な

る
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

翻
っ
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
、
民
主
主
義
の
曖
昧
さ
、
暫
定
性

は
、
そ
の
性
格
ゆ
え
に
こ
そ
、
「
開
い
た
社
会
」
の
「
開
か
れ
」
を
体

現
し
て
い
る
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
が
そ
う
し
た

未
完
の
も
の
と
い
う
性
格
を
抜
き
が
た
く
持
っ
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、

自
ら
の
現
に
あ
る
あ
り
方
を
「
決
定
的
な
形
態
」
と
せ
ず
、
新
た
な
姿

へ
の
衝
迫
を
そ
れ
に
内
在
し
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る

）
11
（

。

　

私
た
ち
が
現
に
生
き
て
い
る
社
会
に
通
用
し
て
い
る
道
徳
が
、
い
か

に
私
た
ち
の
目
に
は
「
こ
う
と
し
か
思
え
な
い
」
ほ
ど
の
明
証
性
を
も
っ

て
現
れ
て
き
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
場
合
で
さ
え
、
そ
の
道
徳
が
偶

然
的
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
孕
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

偶
然
性
の
自
覚
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
社
会
を
「
新
た
な
条
件
の
創
造
」

へ
動
か
し
、
別
の
仕
方
で
世
界
を
受
け
取
る
可
能
性
も
ま
た
開
か
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
、
「
そ
こ
で
な
ら
生
が
よ
り
よ
い
も

の
と
な
る
社
会
の
新
た
な
雰
囲
気
、
環
境
」
（M

R
80, 115

（I

）
）
を
思
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い
描
く
者
の
存
在
も
仮
定
さ
れ
よ
う
。
そ
う
し
た
、
新
た
な
運
動
へ
の

衝
迫
と
と
も
に
世
界
を
別
の
仕
方
で
受
け
取
る
他
者
の
存
在
へ
も
開
か

れ
て
い
る
こ
と
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
民
主
主
義
を
そ
の
特
権
的
な
事
例
の

一
つ
と
し
つ
つ
「
開
い
た
社
会
」
を
語
る
と
き
、
そ
の
社
会
に
お
け
る

「
開
か
れ
」
と
は
こ
の
よ
う
な
意
味
で
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三　

偶
然
性
の
自
覚
と
行
動
へ
の
傾
き 

 
 

―
―
「
開
か
れ
」
の
範
例
と
し
て
の
神
秘
家

　

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
開
い
た
社
会
」
の
「
開
か
れ
」
を
、
自

ら
の
偶
然
性
の
自
覚
と
そ
れ
に
結
び
つ
い
た
仕
方
で
現
れ
る
「
運
動
の

要
求
」
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
、
そ
う
し
た
運
動
へ
の
衝
迫

に
導
か
れ
た
「
開
い
た
社
会
」
を
作
る
個
々
の
成
員
は
、
ど
の
よ
う
な

主
体
と
し
て
そ
の
社
会
を
構
成
し
て
い
る
の
か
も
問
題
と
な
っ
て
く
る

だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
神
秘
家
と
い
う
特
殊
な
人
物
像
に

託
す
の
は
、
「
開
い
た
社
会
」
と
言
い
う
る
よ
う
な
社
会
が
あ
る
と
き
、

そ
の
社
会
を
形
作
る
主
体
を
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
す
れ
ば
い
い
の
か
、

そ
の
範
例
を
示
す
と
い
う
役
割
だ
と
言
え
る
。

　

『
二
源
泉
』
の
第
三
章
に
お
い
て
、
神
秘
家
と
呼
ば
れ
る
人
は
、
そ

の
存
在
や
、
そ
の
体
験
と
行
動
を
通
じ
て
、
何
事
か
の
真
理
を
私
た
ち

に
示
し
、
あ
ま
つ
さ
え
証
明
す
る
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
登
場
す
る
。

し
か
し
、
彼
ら
が
何
を
証
明
し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
証
明
は
正
当
な

も
の
な
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
、
い
さ
さ
か
で
も
詳
細
に
検
討
し
よ

う
と
す
る
と
、
私
た
ち
は
困
惑
に
陥
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
逆
に
、
私

た
ち
は
、
神
秘
家
の
呼
び
か
け
に
応
え
る
こ
と
は
、
神
秘
家
の
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
へ
の
無
反
省
な
付
き
従
い
の
よ
う
に
も
感
じ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
。
で
も
、
は
た
し
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
真
理
を

神
秘
体
験
を
通
じ
て
宣
べ
伝
え
る
神
秘
家
の
促
し
に
た
だ
付
き
従
う
こ

と
を
賞
揚
す
る
よ
う
な
議
論
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
「
開
い
た
社
会
」
の
「
開
か
れ
」
を
具
現
す
る
は
ず
の
神

秘
家
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
特
徴

づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
、
「
開
い
た
社

会
」
を
構
成
す
る
主
体
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
。

　

ベ
ル
ク
ソ
ン
は
『
二
源
泉
』
第
三
章
に
お
い
て
、
ギ
リ
シ
ャ
の
神
秘

思
想
か
ら
仏
教
な
ど
東
洋
思
想
に
お
け
る
神
秘
主
義
的
側
面
を
指
摘
し

つ
つ
、
彼
自
身
「
完
全
な
」
と
述
べ
る
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
者
の
描

写
へ
と
彼
な
り
の
仕
方
で
神
秘
思
想
史
を
辿
り
な
お
し
て
見
せ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
辿
り
着
い
た
先
と
し
て
の
資
格
を
与
え
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト

教
神
秘
主
義
の
あ
り
方
こ
そ
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
神
秘
家
の
存
在
の
意

義
を
取
り
出
す
当
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
議
論
の
道
筋
の
中
で
、

彼
が
十
全
に
彼
が
言
う
と
こ
ろ
の
神
秘
主
義
な
る
も
の
の
意
義
を
取
り

出
そ
う
と
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
だ
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
記
述
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
自
身
明
記
し
て
い

る
よ
う
に
、
彼
は
同
時
代
の
宗
教
心
理
学
等
の
資
料
を
参
照
し
つ
つ
記

述
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
彼
自
身
が
参
照
し
て
い
る
こ
と
を
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明
示
し
て
い
る
宗
教
心
理
学
者
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
議
論
を
見
て
み
よ
う
。

ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
者
が
経
験
す
る
は
ず
の
神
秘

経
験
を
四
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
記
述
し
て
い
る
。

　

1 　

不
安
と
動
揺
、
気
づ
ま
り
の
時
期
。
こ
こ
で
、
主
体
は
、
自
ら

が
探
求
す
る
も
の
を
は
っ
き
り
知
る
こ
と
な
く
探
求
を
行
い
、
ど

こ
へ
と
促
さ
れ
て
い
る
の
か
知
る
こ
と
な
く
漠
然
と
導
か
れ
て
い

る
の
を
感
じ
、
努
力
を
断
念
し
芽
生
え
始
め
た
受
動
性
の
う
ち
に

自
ら
を
ゆ
だ
ね
る
た
め
に
努
力
す
る
。

　

2 　

一
般
的
に
唐
突
に
始
ま
り
、
直
接
的
な
受
動
性
が
開
始
さ
れ
る

時
期
。
そ
こ
に
は
、
私
た
ち
が
異
な
る
神
秘
家
た
ち
に
見
出
す
あ

ら
ゆ
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
様
態
を
伴
い
つ
つ
、
そ
し
て
、
知
的
、
感

覚
的
、
身
体
的
な
現
象
を
伴
い
つ
つ
、
神
的
な
恍
惚
、
完
全
な
る

現
実
の
嘉
す
べ
き
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
現
れ
る
。
〔
…
〕

　

3 　

様
々
な
程
度
の
生
気
と
連
続
性
を
も
っ
た
、
精
神
的
な
落
ち
込

み
と
痛
み
の
時
期
。
主
体
は
、
先
行
す
る
状
態
の
中
で
自
ら
の
歓

喜
を
な
し
た
も
の
か
ら
引
き
離
さ
れ
、
苦
難
の
中
で
、
自
ら
の
不

完
全
性
と
惨
め
さ
を
感
じ
る
。

　

4 　

拡
張
の
時
期
。
そ
こ
で
は
、
主
体
は
、
無
限
の
平
安
の
内
で
自

ら
が
拡
大
す
る
の
を
感
じ
、
同
時
に
、
彼
の
内
に
、
外
へ
と
溢
れ

出
す
至
高
の
能
動
性
が
働
く

）
12
（

。

　

こ
れ
ら
の
各
フ
ェ
ー
ズ
は
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
記
述
で
は
、
一
人
の
神

秘
家
の
内
的
な
成
長
の
中
で
す
べ
て
経
験
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
ベ
ル
ク

ソ
ン
の
議
論
の
興
味
深
い
と
こ
ろ
は
、
神
秘
家
の
内
的
な
発
達
の
過
程

の
1
や
2
に
あ
た
る
よ
う
な
部
分
を
、キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
「
以
前
」

の
東
洋
の
神
秘
主
義
な
ど
に
結
び
つ
け
つ
つ
、
逆
に
キ
リ
ス
ト
教
神
秘

主
義
の
意
義
を
3
（
神
秘
的
痛
み
）
や
4
（
神
秘
家
の
能
動
性
、
行
動
へ
の

傾
き
）
に
見
出
そ
う
と
す
る
態
度
だ
と
思
わ
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
に
お

け
る
神
秘
家
の
内
的
な
発
展
過
程
が
、
神
秘
主
義
な
る
も
の
の
歴
史
的

な
発
展
過
程
と
い
か
に
も
あ
っ
さ
り
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
だ
が
（
そ
し
て
、
こ
う
し
た
記
述
が
宗
教
学
的
な
記
述
と
し
て
妥
当
な
も

の
か
否
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
り
う
る
が
、
そ
の
論
点
は
今
は
措
き
）
、
と
り

あ
え
ず
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
記
述
に
寄
り
添
い
つ
つ
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
重
視

し
た
3
の
側
面
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
神
秘
家
の
人
物
像
の
何
を
「
開

い
た
社
会
」
の
「
開
か
れ
」
を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
重
視
し
た
の
か

を
確
認
し
よ
う
。

　

神
秘
家
は
、
脱
我
や
見
神
体
験
等
、
異
常
と
も
言
い
う
る
よ
う
な
神

秘
体
験
を
経
験
す
る
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
、
真
の
神
秘
家
の
存

在
の
意
義
は
、
そ
う
し
た
異
常
で
病
的
と
も
言
い
う
る
よ
う
な
状
態
に

と
ど
ま
る
よ
う
な
存
在
で
は
な
い
と
い
う
点
に
こ
そ
あ
る
。
そ
こ
で
持

ち
出
さ
れ
る
の
が
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
が
整
理
し
た
3
の
段
階
、
十
字
架
の

ヨ
ハ
ネ
が
言
う
魂
の
「
暗
夜nuit obscure

」
の
経
験
で
あ
る
。
こ
の

経
験
の
な
に
が
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
重
要
だ
と
感
じ
ら
れ
た
の
だ
ろ
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う
か
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
記
述
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

　

知
覚
で
き
な
い
ほ
ど
の
不
安inquiétude

が
脱
我
の
う
え
に
漂

い
、
そ
の
陰
と
し
て
そ
こ
に
降
り
立
ち
、
ま
と
わ
り
つ
く
。
こ
の
後

に
続
く
状
態
が
な
く
て
も
、
こ
の
不
安
が
あ
る
だ
け
で
す
で
に
、
真

の
完
全
な
神
秘
家
を
、
そ
れ
に
先
行
し
つ
つ
も
そ
れ
を
模
倣
し
た
も

の
、
そ
れ
を
準
備
し
た
も
の
か
ら
区
別
で
き
る
だ
ろ
う
。

 

（M
R

244, 148

（II

）
）

　

ベ
ル
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
、
真
に
神
秘
家
と
言
い
う
る
よ
う
な
存
在
を

区
別
す
る
指
標
は
、
神
秘
家
た
ち
が
、
脱
我
や
見
神
体
験
等
、
一
般
的

に
神
秘
体
験
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
体
験
を
し
た
点
よ
り
も
、
そ
の
体
験

の
後
に
訪
れ
る
不
安
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
を
経
験
し
た
点
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
魂
の
「
暗
夜
」
の
状
態
に
お
け
る
不
安
の
源
は
、
ド

ラ
ク
ロ
ワ
に
お
い
て
は
、
神
秘
家
が
真
に
魂
が
「
浄
化purification

」

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
感
知
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。
魂
が

真
に
純
粋
な
状
態
に
な
る
こ
と
を
妨
げ
る
の
は
、
魂
の
内
な
る
「
個
人

的
な
も
のpersonnel

」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
例
え
ば
、
神

秘
家
は
、
「
自
ら
を
自
ら
自
身
か
ら
引
き
離
し
、
自
己
愛
を
飼
い
馴
ら

すdom
pter l ’am

our-propr

）
13
（e

」
苦
闘
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
抜
け

出
そ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
確
か
に
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
記
述
に
お
い
て
も
、
神
秘
家
が

不
安
を
感
じ
る
の
は
、
神
秘
体
験
を
経
た
後
で
あ
っ
て
も
、
神
秘
家
の

中
に
、
個
的
な
意
志
が
働
き
続
け
て
い
る
か
ら
だ
と
語
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
る
（cf. M

R
244, 149

（II

）
）
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
ベ

ル
ク
ソ
ン
は
、
完
全
な
神
秘
家
が
辿
る
べ
き
道
行
に
と
っ
て
、
自
ら
の

個
的
な
利
害
関
心
を
捨
て
、
魂
が
「
浄
化
」
さ
れ
る
こ
と
、
「
無
私
」

の
状
態
に
な
る
こ
と
を
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
、
完
全
な
神
秘
家
の
特
徴
を
、
自
ら
の
個

人
的
な
欲
求
等
を
断
念
し
「
無
私
」
の
状
態
に
な
る
こ
と
と
は
述
べ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

完
全
な
神
秘
家
に
至
り
き
ら
な
い
東
洋
の
神
秘
家
に
与
え
ら
れ
る
性
質

だ
っ
た
は
ず
だ
（cf. M

R
234-240, 135-144

（II

）
）
。

　

こ
こ
か
ら
逆
に
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
記
述
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
解
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
神
秘
家
は
神
秘
体
験
を
通
じ
て
あ
る

種
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
受
け
取
る
。
そ
し
て
、
そ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、「
人

類
と
い
う
種
の
創
造
を
完
遂
し
、
も
し
人
間
自
身
の
手
を
借
り
る
こ
と

な
く
人
類
種
が
決
定
的
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
と
し
た
ら
そ
う
な
っ
て
い

た
だ
ろ
う
も
の
に
人
類
を
作
る
」
（M

R
248, 155-156

（II

）
）
と
い
う
記

述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
類
と
そ
の
あ
る
べ
き
社
会
に
つ
い
て
の
何

ら
か
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
含
む
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
行
為
を
な
そ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
が
果

た
し
て
何
に
発
す
る
も
の
な
の
か
、
神
秘
家
に
と
っ
て
は
定
か
で
は
な

い
。
「
単
な
る
幻
覚
か
も
し
れ
な
い
ヴ
ィ
ジ
ョ
ンles visions qui 
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pouvaient être purem
ent hallucinatoires

」（M
R

242, 146

（II

）
）

に
基
づ
い
た
信
念
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
神
秘
家
は
、

自
ら
が
「
こ
う
と
し
か
思
え
な
い
」
ほ
ど
の
明
証
性
を
も
っ
て
現
れ
て

く
る
確
信
す
ら
も
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
自
覚
か
ら

く
る
不
安
の
中
で
、
そ
れ
で
も
自
ら
の
受
け
取
っ
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
明

証
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
「
自
ら
自
身
の
ま
わ
り
を
ま
わ
る

の
を
や
め
」
（M

R
243, 148

（II

）
）
、
自
ら
が
受
け
取
っ
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

が
人
々
に
受
け
入
れ
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
べ
く
行
動
へ
と

赴
く
。
そ
し
て
、こ
の
「
行
動
へ
の
性
向goût de l ’action

」（M
R

241, 

145

（II

）
）
こ
そ
が
、
神
秘
家
を
特
徴
づ
け
る
も
う
一
つ
の
重
要
な
特

徴
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
、
偶
然
性
の
感
覚
と
そ
れ
ゆ
え
に

こ
そ
現
れ
る
行
動
へ
の
傾
き
の
緊
張
関
係
が
う
ま
れ
る
端
緒
に
あ
る
も

の
こ
そ
が
、
「
暗
夜
」
に
お
け
る
「
不
安
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
神
秘

家
が
経
験
す
る
こ
の
フ
ェ
ー
ズ
が
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
重
要
な
も
の

と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
神
秘
家
の
存
在
が
、
歴
史
的
・
社
会
的
状
況
の
中

で
の
偶
然
的
な
条
件
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

　

よ
り
明
確
に
問
題
を
語
り
、
と
り
わ
け
諸
々
の
困
難
を
系
統
だ
て

て
整
理
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
、
内
的
な
啓
示
の
担
い
手
で
あ
る

キ
リ
ス
ト
教
神
秘
家
を
、
啓
示
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
人
類
の
内

に
突
然
現
れ
る
か
の
よ
う
に
議
論
し
て
き
た
。
実
際
に
は
、
神
秘
家

が
語
り
か
け
る
人
々
は
一
つ
の
宗
教
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ

れ
は
、
神
秘
家
自
身
の
も
の
で
も
あ
る
の
だ
。
神
秘
家
が
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
を
持
つ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
観
念
の
形
の
下
で
そ
の
宗
教
が
教

え
込
ん
だ
も
の
が
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
神
秘
家
に
提
示
さ
れ
た
も
の
だ
。

 

（M
R

251, 159

（II

）
）

　

神
秘
家
の
存
在
は
既
成
宗
教
の
中
で
こ
そ
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
し
、

そ
こ
で
神
秘
家
が
行
う
実
践
も
、
と
り
あ
え
ず
そ
の
既
成
宗
教
内
で
規

定
さ
れ
た
実
践
を
離
れ
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
る
（
「
神
秘
家
は
、
そ
の

有
り
余
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
と
り
わ
け
僧
院
や
教
団
の
設
立
に
費
や
し
た
が
、
そ

れ
は
や
む
を
え
ず
に
し
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
出
来
な

か
っ
た
か
ら
だ
」
（M

R
250, 158

（II

）
）
）
。
し
か
し
、
そ
の
既
成
宗
教
の

枠
内
で
行
わ
れ
る
活
動
に
専
心
し
て
い
て
も
、
神
秘
家
は
、
そ
こ
で
得

ら
れ
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
「
乗
り
越
え
ら
れ
るdépassées

」
（M

R
262, 

175

（II

）
）
と
い
う
資
格
で
の
み
受
け
取
っ
て
い
る
。
自
ら
が
属
す
る

伝
統
の
規
範
に
「
絶
対
的
な
従
順
さdocilité absolue

」
（M

R
262, 

175

（II

）
）
を
も
っ
て
従
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
乗
り
越
え
ら
れ
う
る

と
い
う
抜
き
が
た
い
偶
然
性
の
感
覚
を
そ
こ
に
ま
と
わ
せ
て
い
る
こ
と
。

こ
こ
に
こ
そ
「
開
い
た
社
会
」
に
お
け
る
範
例
的
な
主
体
像
と
し
て
の

神
秘
家
の
枢
要
な
特
徴
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

出
発
点
の
偶
然
性
は
廃
棄
さ
れ
な
い
。
そ
こ
か
ら
発
す
る
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
は
「
幻
覚
」
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
何
ら
か
の
意
見
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は
、
常
に
個
人
の
個
的
な
思
い
込
み
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
観
点
そ
の
も

の
が
、
シ
ニ
ッ
ク
な
個
人
の
絶
対
化
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
神
秘
家
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
真
正
性
を
別
の
仕
方
で
示

す
基
準
を
用
意
す
る
。
そ
れ
は
、
神
秘
家
が
人
々
に
影
響
を
与
え
る
、

と
い
う
観
点
だ
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
神
秘
家
の
存
在
が
普
通
の
人
々
に

及
ぼ
す
エ
コ
ー
に
つ
い
て
た
び
た
び
語
っ
て
い
る
。
「
彼
〔
神
秘
家
〕
が

語
る
と
き
、
多
く
の
人
々
の
奥
底
に
、
知
覚
で
き
な
い
ほ
ど
の
エ
コ
ー

を
響
か
せ
る
何
物
か
が
存
在
す
る
」
（M

R
226, 123

（II

）
）
。
そ
う
し
た

エ
コ
ー
を
聞
き
届
け
、
神
秘
家
の
「
呼
び
か
け
」
に
応
え
、
そ
の
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
に
導
か
れ
る
人
び
と
の
存
在
に
よ
っ
て
、
神
秘
家
が
抱
い
て
い

た
社
会
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
真
正
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一

見
す
る
と
、
あ
る
特
権
的
な
個
人
へ
の
無
批
判
な
付
き
従
い
を
賞
揚
し

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
よ
う
。
し
か
し
、
「
こ
う
と
し
か
思
え
な
い
」

ほ
ど
明
証
的
な
も
の
と
見
え
る
意
見
で
あ
っ
て
も
偶
然
的
な
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
孕
ま
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
そ
れ
が
ゆ
え
に
こ
そ
そ
こ
に
社

会
の
「
開
か
れ
」
の
可
能
性
を
見
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
、
何
ら
か

の
社
会
に
つ
い
て
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
そ
れ
が
実
際
に
人
々
の
中
に
共

感
を
も
っ
て
広
が
り
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
事
実
性
以
上
に
、
そ
の

真
正
性
を
示
す
こ
と
は
難
し
い
の
だ
。
と
い
う
の
も
、
現
に
人
々
が
そ

こ
で
生
き
経
験
す
る
場
を
離
れ
て
、
外
か
ら
そ
う
し
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

検
証
す
る
別
の
仕
方
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

無
論
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
何
ら
か
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
真
正
性
を
、
た

だ
単
に
人
が
そ
れ
を
自
明
の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
と
い
う
事

実
の
み
に
基
づ
け
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
言
葉
を
見
よ
う
。

　

私
た
ち
は
、
神
秘
経
験
が
、
そ
れ
だ
け
で
哲
学
者
に
決
定
的
な
確

実
性
を
与
え
え
な
い
こ
と
を
認
め
る
。
そ
れ
が
ま
っ
た
き
説
得
力
を

も
つ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
哲
学
者
が
別
の
道
を
と
お
っ
て
そ
こ
に
た

ど
り
着
い
た
と
き
の
み
だ
ろ
う
。 

（M
R

263, 176-177

（II

）
）

　

経
験
以
外
に
知
識
の
源
泉
は
な
い
。
し
か
し
、
事
実
の
知
的
な
描

出
は
な
ま
の
事
実
を
必
然
的
に
越
え
出
て
し
ま
う
以
上
、
ど
ん
な
経

験
で
も
、
等
し
く
決
定
的
で
同
様
に
確
実
性
を
与
え
る
も
の
で
も
な

い
。
多
く
の
経
験
は
、
た
だ
蓋
然
的probables

な
結
論
へ
と
私
た

ち
を
導
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
蓋
然
性
は
折
り
重
な
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
、
確
実
性
と
実
際
に
は
等
し
い
結
果
を
も
た
ら
し
う
る
の

だ
。 

（M
R

263, 177

（II

）
）

　

私
た
ち
が
経
験
す
る
多
く
の
経
験
は
、
た
だ
「
蓋
然
的
な
結
論
」
の

み
し
か
与
え
な
い
。
し
か
し
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
私
た
ち
個
々
人
が
経

験
す
る
経
験
は
「
蓋
然
的
」
で
し
か
な
い

0

0

0

0

0

、
と
は
述
べ
な
い
。
そ
う
し

た
「
蓋
然
性
」
の
積
み
重
ね
は
、
私
た
ち
が
社
会
的
行
為
を
営
ん
で
い

く
に
あ
た
っ
て
十
分
確
実
な
基
盤
を
与
え
る
と
考
え
る
の
だ
。
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こ
こ
に
は
、
人
々
に
エ
コ
ー
を
響
か
せ
る
よ
う
に
影
響
を
与
え
る
特

権
的
な
個
人
が
お
り
、
ま
た
様
々
な
人
間
の
営
み
を
知
的
に
分
析
す
る

哲
学
者
の
営
み
も
あ
る
。
そ
し
て
、
人
間
の
文
化
が
は
ぐ
く
ん
で
き
た

宗
教
的
な
智
や
、
哲
学
に
代
表
さ
れ
る
反
省
的
な
知
な
ど
、
私
た
ち
人

間
と
い
う
種
が
そ
の
進
化
の
過
程
で
仮
初
に
実
現
し
て
き
た
様
々
な
営

み
が
蓋
然
的
に
作
り
上
げ
る
確
実
性
以
上
の
確
実
性
は
存
在
し
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
偶
然
性
の
感
覚
に
纏
わ
り
つ
か
れ
な
が
ら

も
私
た
ち
人
間
種
を
前
に
進
め
よ
う
と
い
う
「
運
動
」
へ
の
衝
迫
そ
の

も
の
は
捨
て
去
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
も
の
と
し
て
手
元
に
置
い
て
お

く
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
、
神
秘
家
と
い
う
特
異
な
主
体
像
と
そ
の
社
会
の

中
で
の
役
割
を
論
ず
る
こ
と
を
通
じ
て
示
し
た
「
開
い
た
社
会
」
の
「
開

か
れ
」
に
託
す
感
覚
は
こ
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
本
稿
で
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
『
道
徳
と
宗
教
の
二
源
泉
』
に
お

け
る
社
会
論
、
特
に
そ
の
「
開
い
た
社
会
」
論
の
意
義
を
、
レ
ヴ
ィ
＝

ブ
リ
ュ
ー
ル
や
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
な
ど
、
彼
と
同
時
代
の
社
会
思
想
の
文

脈
の
中
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
最
後
に
、
上
記
の
議
論
を
踏
ま
え
、

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
「
開
い
た
社
会
」
論
の
意
義
を
さ
ら
に
鮮
明
に
す
る
た

め
に
、
一
つ
の
比
較
を
し
て
こ
の
論
考
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ

れ
は
、
ロ
ー
テ
ィ
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
や
デ
ュ
ー
イ
に
代
表
さ
れ
る
ア
メ

リ
カ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
思
想
の
意
義
を
語
っ
た
言
葉
と
の
比
較

で
あ
る
。

　

出
発
点
の
偶
然
性
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
仲

間
か
ら
文
化
を
継
承
し
彼
ら
と
対
話
す
る
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
に

と
っ
て
唯
一
の
導
き
の
根
拠
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
〔
…
〕
わ
れ
わ
れ
の
共
同
体
―
―
わ
れ
わ
れ
の
社
会
、
政

治
的
伝
統
、
知
的
遺
産
―
―
と
わ
れ
わ
れ
自
身
と
の
同
一
化
は
、
こ

の
共
同
体
を
自
然
の
も
の
と
し
て
よ
り
も
わ
れ
わ
れ
自
身
の
も
の
と

し
て
、
発
見
さ
れ
る
も
の
と
し
て
よ
り
も
創
造
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、

要
す
る
に
人
間
が
つ
く
り
だ
し
た
多
く
の
も
の
の
ひ
と
つ
と
し
て
考

え
る
と
き
、
は
じ
め
て
高
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
大
切
な
の
は
、
事

物
を
正
し
く
把
握
す
る
と
い
う
希
望
で
は
な
く
、
暗
闇
を
背
に
互
い

に
身
を
す
り
よ
せ
な
が
ら
生
き
て
い
る
同
胞
た
ち
へ
の
誠
実
さ
で
あ

る
。
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
が
わ
れ
わ
れ
に
教
え
て
い
る
の
は
、
つ
ま

る
と
こ
ろ
こ
の
こ
と
な
の
で
あ
る

）
14
（

。

　

お
そ
ら
く
ロ
ー
テ
ィ
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
思
想
を
悪
し
き
形
而
上
学

と
し
て
拒
否
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
ジ
ェ
イ
ム
ズ

の
周
知
の
影
響
関
係
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
ベ
ル

ク
ソ
ン
の
議
論
は
置
か
れ
て
い
た
思
想
的
文
脈
が
異
な
る
。
し
か
し
、

ロ
ー
テ
ィ
が
語
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
特
徴
づ
け
は
、
私
た
ち
が
ベ
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ル
ク
ソ
ン
の
社
会
論
に
見
出
し
た
特
徴
と
思
わ
ぬ
類
縁
性
を
見
せ
て
い

る
の
に
気
付
か
れ
よ
う
。

　

ベ
ル
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
も
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
同
様
、
「
出
発
点

の
偶
然
性
を
受
け
入
れ
る
こ
と
」
、
つ
ま
り
、
自
ら
が
歴
史
的
・
社
会

的
に
偶
然
的
な
条
件
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
自
ら
に
と
っ

て
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど
明
証
的
な
確
信
す
ら
根
拠
が
な
い
も
の
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
あ
る
種
の
希
望

の
証
左
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
う
し
た
偶
然
性
は
、
自
ら
の
信
念

に
対
す
る
出
口
の
な
い
懐
疑
主
義
に
陥
る
こ
と
を
意
味
せ
ず
、
む
し
ろ
、

私
た
ち
に
と
っ
て
世
界
を
現
に
そ
う
で
あ
る
仕
方
と
は
別
の
仕
方
で
受

け
取
る
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
意
味
で
創
造
に
開
か
れ

て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
だ
。だ
か
ら
こ
そ
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、「
生

の
領
域
を
覆
う
様
々
な
苦
し
みdes souffrances qui couvrent le 

dom
aine de la vie

」
（M

R
276, 196

（II

）
）
を
語
り
な
が
ら
も
、
そ
れ

で
も
「
人
類
は
全
体
と
し
て
生
を
善
き
も
の
と
判
断
し
て
い
る
」
と
い

う
判
断
の
下
、
「
経
験
に
即
し
た
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ムoptim

ism
e 

em
pirique

」
（M

R
277, 197

（II

）
）
を
語
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る

の
は
、
人
間
の
生
に
お
け
る
創
造
へ
の
希
望
へ
の
信
頼
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
二
源
泉
』
の
社
会
論
、
と
り
わ
け
そ
の
「
開

い
た
社
会
」
論
が
指
し
示
す
こ
と
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
「
開
い
た
社
会
」
の
「
開
か
れ
」
に
託
し
て
い

る
の
は
、
「
こ
う
と
し
か
思
え
な
い
」
と
い
う
確
信
す
ら
も
仮
初
の
も

の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
偶
然
性
の
感
覚
に
纏
わ
り
つ
か
れ
、
そ
れ
が

ゆ
え
に
ど
う
し
て
も
生
じ
ざ
る
を
え
な
い
不
安
を
、
む
し
ろ
社
会
に
お

け
る
創
造
の
起
源
と
し
て
肯
定
し
よ
う
と
い
う
態
度
だ
。
そ
し
て
、
こ

う
し
た
「
開
か
れ
」
の
中
に
あ
る
と
き
、
人
が
経
験
す
る
も
の
こ
そ
が
、

「
解
放
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
情sentim

ent de libération

」（M
R

50, 

72

（I

）
）
、
つ
ま
り
自
由
で
あ
る
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
述
べ
る
。
ベ
ル
ク

ソ
ン
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
自
由
が
言
祝
が
れ
て
い
る
状
況
こ
そ
が
、

私
た
ち
が
不
可
思
議
に
も
形
成
し
て
い
る
社
会
に
あ
ら
た
な
息
吹
が
吹

き
込
ま
れ
、
社
会
が
た
だ
単
に
そ
れ
が
生
き
ら
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
ら

な
い
何
も
の
か
に
な
る
契
機
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
み
え
て
く
る
ベ

ル
ク
ソ
ン
『
二
源
泉
』
に
お
け
る
社
会
論
の
意
義
は
、
創
造
と
し
て
の

自
由
が
そ
れ
と
し
て
祝
福
さ
れ
る
場
と
し
て
の
「
開
い
た
社
会
」
と
い

う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
提
示
し
た
、
こ
の
点
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

 

（
い
と
う
・
と
し
ひ
こ
／
フ
ラ
ン
ス
社
会
思
想
史
）

注（
1
） Popper, K

arl, T
he O

pen
 S

ociety an
d Its E

n
em

ies 1 P
lato, 

Princeton, N
ew

 Jersey, Princeton U
niversity Press, 1962, p. 

202.
（
2
） 

そ
う
し
た
研
究
の
一
つ
と
し
て
、Lefebvre, A

lexandre, H
um

an 

R
ights as a W

ay of Life O
n B

ergson’s Political philosophy, Stanford, 
C

alifornia, Stanford U
niversity Press, 2 013

を
挙
げ
る
。
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（
3
） 

菊
谷
和
宏
『
「
社
会
」
の
誕
生　

ト
ク
ヴ
ィ
ル
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
ベ
ル

ク
ソ
ン
の
社
会
思
想
史
』
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
一
年
、
一
五
一
頁
。

（
4
） Bergson, H

enri, Les D
eux Sources de la m

orale et de la religion, 
Paris, PU

F, 1932

。
以
下
こ
の
著
作
か
ら
の
引
用
の
ペ
ー
ジ
数
はM

R
と
い
う
略
号
と
と
も
に
、
本
文
中
に
括
弧
で
括
っ
て
示
す
。
ま
た
、
該
当

す
る
邦
訳
（
ベ
ル
ク
ソ
ン
『
道
徳
と
宗
教
の
二
つ
の
源
泉
』
森
口
美
都
男
訳
、

中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
、
二
〇
〇
三
年
）
の
ペ
ー
ジ
数
を
、
巻
数
と
と
も
に

そ
れ
に
付
記
す
る
。

（
5
） Lévy

＝B
ruhl. Lucien,  La m

orale et la science des m
œ

urs, Paris, 
A

lcan, 1903, p. 99.

（
6
） Ibid., p. 267.

（
7
） Ibid., p. X

X
V

II.

（
8
） Durkheim

, É
m

ile, “L ’individualism
e et les intellectuels ”, La 

science sociale et l’action, Paris, PU
F, 1970, p. 273.

（
9
） Ibid., p. 272.

（
10
） Ibid., p. 269.

（
11
） こ
う
し
た
人
間
に
変
化
や
運
動
を
促
す
力
の
こ
と
を
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
「
衝

迫im
pulsion

」
（M

R
103, 147

（I

）, M
R

310, 250
（II
）
）
と
い
う
言

葉
で
も
表
現
す
る
。

（
12
） Delacroix, H

enri, É
tudes d’histoire et de psychologie du m

ysticism
e 

: les grands m
ystiques chrétiens, Paris, A

lcan, 1908, p. 346.

（
13
） Ibid., p. 329.

（
14
） リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ー
テ
ィ
『
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
帰
結
』
室
井
尚
・
吉

岡
洋
・
加
藤
哲
弘
・
浜
日
出
夫
・
庁
茂
訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一

四
年
、
四
五
四
―
四
五
五
頁
。

キ
ー
ワ
ー
ド　
『
道
徳
と
宗
教
の
二
源
泉
』
、「
閉
じ
た
社
会
」
と
「
開
い
た
社
会
」
、

道
徳
に
関
す
る
懐
疑
主
義
、
民
主
主
義
、
神
秘
主
義
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問
題
の
所
在

　

「
す
べ
て
の
人
が
統
治
で
き
る
」
こ
と
と
、
「
す
べ
て
の
人
が
統
治
す

る
」
こ
と
は
別
で
あ
る
。
前
者
は
各
人
に
統
治
の
資
格
が
あ
る
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
あ
り
、
後
者
の
よ
う
に
、
万
人
が
統
治
に
あ
た
る
こ
と

を
か
な
ら
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
統
治
観
が
併
存
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

）
1
（

。
グ

ラ
ム
シ
に
お
け
る
二
つ
の
異
な
る
統
治
観
が
区
別
さ
れ
な
い
ま
ま
論
じ

ら
れ
て
き
た
こ
と
で
、
グ
ラ
ム
シ
は
、
論
者
に
よ
っ
て
あ
る
と
き
は
「
ラ

デ
ィ
カ
ル
な
民
主
主
義
の
先
駆
け
」
と
、
ま
た
あ
る
と
き
は
「
進
歩
的

全
体
主
義
者
」
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
解
と
お
よ
そ
相
容
れ
な
い
統

治
観
を
示
唆
す
る
議
論
が
存
在
し
て
も
、
し
ば
し
ば
強
引
に
そ
れ
ぞ
れ

の
枠
組
み
の
な
か
に
回
収
さ
れ
て
き
た

）
2
（

。

　

こ
の
問
題
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
の
が
、
本
稿
の
主
題
と
す
る
グ
ラ

ム
シ
の
「
倫
理
国
家
（stato etico

）
」
概
念
の
解
釈
で
あ
る
。
先
行
研

究
は
、
グ
ラ
ム
シ
の
「
倫
理
国
家
」
概
念
が
グ
ラ
ム
シ
流
の
マ
ル
ク
ス

主
義
的
無
階
級
社
会
の
素
描
で
あ
る
「
規
制
さ
れ
た
社
会
（società 

regolata

）
」
と
同
一
で
あ
る
と
ほ
ぼ
例
外
な
く
論
じ
て
き
た

）
3
（

。
「
倫
理

国
家
＝
規
制
さ
れ
た
社
会
」
と
い
う
図
式
は
、
こ
の
概
念
が
グ
ラ
ム
シ

に
お
け
る
全
体
主
義
を
表
現
し
た
理
論
的
な
弱
点
で
あ
る
と
す
る
見
方

だ
け
で
な
く
、
反
対
に
、
こ
の
社
会
観
こ
そ
民
衆
の
集
合
的
意
志
の
普

遍
的
か
つ
開
か
れ
た
表
現
で
あ
り
、
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
超

え
る
民
主
主
義
を
示
唆
す
る
も
の
と
す
る
見
方
に
も
共
有
さ
れ
て
き
た

）
4
（

。

〈
公
募
論
文
〉

グ
ラ
ム
シ
に
お
け
る
二
つ
の
「
倫
理
国
家
」
概
念

【
現
代
国
家
の
分
析
と
未
来
社
会
の
予
測
】

千
野
貴
裕
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ま
た
、
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
概
念
の
言
語
学
的
側
面
を
跡
づ
け
た

ロ
・
ピ
ー
パ
ロ
で
す
ら
、
こ
の
同
一
化
を
共
有
し
て
い
る

）
5
（

。

　

こ
う
し
た
先
行
研
究
に
対
し
て
、
本
論
文
は
、
グ
ラ
ム
シ
に
お
け
る

「
倫
理
国
家
」
は
「
規
制
さ
れ
た
社
会
」
を
か
な
ら
ず
し
も
意
味
せ
ず
、

彼
が
こ
の
語
を
「
統
合
国
家
」
と
「
規
制
さ
れ
た
社
会
」
と
い
う
二
つ

の
意
味
に
お
い
て
用
い
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。
倫
理
国
家
を
「
統
合

国
家
」
と
理
解
す
る
場
合
、
グ
ラ
ム
シ
は
指
導
階
級
と
民
衆
と
い
う
二

つ
の
基
本
的
社
会
集
団
を
想
定
す
る

）
6
（

。
統
合
国
家
に
お
い
て
は
、
前
者

は
後
者
の
同
意
を
も
っ
て
統
治
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

一
種
の
緊
張
関
係
が
存
在
し
、
前
者
は
後
者
の
要
求
を
あ
る
程
度
組
み

入
れ
な
け
れ
ば
統
治
は
破
綻
す
る
。
こ
の
意
味
で
、
統
合
国
家
に
お
い

て
は
、
民
衆
の
要
素
を
指
導
階
級
に
リ
ク
ル
ー
ト
し
続
け
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
国
家
に
あ
っ
て
は
、
特
定
の
社
会
層
の
み
が
統

治
の
資
格
を
も
つ
と
い
っ
た
本
質
主
義
的
な
発
想
と
は
反
対
に
、
「
す

べ
て
の
人
が
統
治
で
き
る
」
と
想
定
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
反
対

に
、
「
規
制
さ
れ
た
社
会
」
と
し
て
の
倫
理
国
家
に
お
い
て
は
、
人
間

は
本
性
上
何
ら
か
の
意
味
で
の
「
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ス
ト
（
順
応
主
義
者
）
」

で
あ
る
か
ら
、
外
的
強
制
に
よ
ら
ず
社
会
規
範
を
内
面
化
す
る
と
い
う

人
間
観
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
社
会
で
は
、
規
範
を
内
面
化
し
た
「
す
べ

て
の
人
が
統
治
す
る
」
の
で
、
「
統
合
国
家
」
の
前
提
を
構
成
す
る
指

導
階
級
と
民
衆
の
区
分
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
グ
ラ
ム
シ
に

お
け
る
倫
理
国
家
概
念
は
、
二
つ
の
対
立
す
る
社
会
像
を
提
出
し
て
い

る
。
し
か
し
、
「
規
制
さ
れ
た
社
会
」
と
倫
理
国
家
の
同
一
視
が
広
く

共
有
さ
れ
た
結
果
、
こ
の
問
題
は
ほ
と
ん
ど
考
察
さ
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、
第
一
に
、
グ
ラ
ム

シ
に
至
る
ま
で
の
イ
タ
リ
ア
思
想
史
に
お
い
て
倫
理
国
家
の
概
念
が
ど

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
か
を
簡
潔
に
議
論
す
る
。
第
二
に
、
グ
ラ
ム
シ

に
お
け
る
「
統
合
国
家
」
と
し
て
の
倫
理
国
家
を
検
討
す
る
。
グ
ラ
ム

シ
は
、
暴
力
装
置
と
し
て
の
み
国
家
を
捉
え
る
見
方
を
批
判
し
、
統
治

に
対
す
る
民
衆
の
同
意
を
形
成
す
る
市
民
社
会
の
機
能
こ
そ
が
現
代
国

家
に
と
っ
て
よ
り
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
「
統
合
国
家
」
で
は
、

か
か
る
同
意
の
形
成
と
、
社
会
的
流
動
性
を
増
大
さ
せ
、
民
衆
か
ら
指

導
階
級
の
新
た
な
成
員
を
絶
え
ず
補
充
で
き
る
教
育
制
度
が
含
意
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。
第
三
に
、
「
規
制
さ
れ
た
社
会
」
と
し
て
の

倫
理
国
家
を
検
討
す
る
。
グ
ラ
ム
シ
は
、
人
間
は
何
ら
か
の
社
会
集
団

に
順
応
し
よ
う
と
す
る
「
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ス
ト
」
で
あ
る
と
の
人
間
観

を
明
ら
か
に
し
、
か
つ
人
間
社
会
は
今
後
よ
り
合
理
化
さ
れ
る
と
予
測

し
た
。
「
規
制
さ
れ
た
社
会
」
は
、
こ
う
し
た
人
間
観
と
歴
史
主
義
的

想
定
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
「
統
合
国
家
」
で
み
ら

れ
た
指
導
階
級
と
民
衆
と
い
う
基
本
的
社
会
集
団
の
区
分
は
消
失
し
、

階
層
間
移
動
を
促
進
す
る
た
め
の
教
育
も
必
要
と
さ
れ
な
い
。
最
後
に
、

グ
ラ
ム
シ
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
社
会
観
が
な
ぜ
併
存
し
て
い

る
の
か
と
い
う
問
題
を
論
じ
る
。
グ
ラ
ム
シ
は
、
こ
の
二
つ
の
社
会
観

は
断
絶
な
し
に
現
在
か
ら
未
来
へ
と
連
続
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
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い
た
。
し
か
し
、
そ
の
想
定
を
支
え
る
諸
前
提
が
維
持
さ
れ
な
い
な
ら

ば
、
彼
の
「
現
代
国
家
の
分
析
」
と
「
未
来
社
会
の
予
測
」
に
は
断
絶

が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

一　

イ
タ
リ
ア
思
想
史
に
お
け
る
倫
理
国
家

　

は
じ
め
に
、
グ
ラ
ム
シ
に
至
る
ま
で
の
「
倫
理
国
家
」
概
念
を
簡
潔

に
検
討
す
る
こ
と
で
、
こ
の
概
念
が
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
以
来
の
イ
タ
リ

ア
国
家
の
課
題
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
成
立
間

も
な
い
統
一
イ
タ
リ
ア
国
家
は
、
「
法
的
な
」
意
味
で
の
国
家
で
し
か

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
、
慣
習
、
法
体
系
が
錯
綜
す
る
「
現
実
の
」

イ
タ
リ
ア
か
ら
乖
離
し
て
い
た

）
7
（

。
イ
タ
リ
ア
国
家
は
、
未
だ
に
そ
の
統

治
に
対
す
る
国
民
の
「
同
意
」
を
創
出
す
る
領
域
で
あ
る
市
民
社
会
を

掌
握
し
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
八
七
〇
年
の
イ
タ

リ
ア
国
家
に
よ
る
ロ
ー
マ
併
合
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
四
年
後
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
は
信
徒
が
イ
タ
リ
ア
の
国
政
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
を
禁

止
す
る
布
告
「
ノ
ン
・
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
ト
」
を
出
し
た
。
こ
う
し
て
、

教
会
は
国
家
に
対
抗
し
て
民
衆
に
対
す
る
精
神
的
指
導
力
を
発
揮
す
る

一
方
、
国
家
は
民
衆
の
同
意
を
確
実
に
獲
得
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
「
倫
理
国
家
」
概
念
は
、
イ
タ
リ
ア
国
家
が

外
的
な
強
制
装
置
と
し
て
存
在
す
る
だ
け
で
な
く
、
い
か
に
し
て
国
民

の
思
考
・
行
動
規
範
を
指
導
し
う
る
か
を
め
ぐ
る
論
争
的
な
概
念
で

あ
っ
た
。
こ
の
概
念
は
は
じ
め
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
を
学
ん
だ
ナ
ポ
リ
の

哲
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
彫
琢
さ
れ
た
。
ナ
ポ
リ
・
ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
の
主

要
人
物
で
あ
る
ベ
ル
ト
ラ
ン
ド
・
ス
パ
ヴ
ェ
ン
タ
は
、
国
民
全
体
の
道

徳
の
現
実
態
と
し
て
国
家
を
理
論
づ
け
た

）
8
（

。
彼
は
、
イ
タ
リ
ア
を
法
的

お
よ
び
領
土
的
な
意
味
で
統
一
す
る
だ
け
で
な
く
、
倫
理
的
な
実
体
と

す
る
必
要
性
を
強
調
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
国
家
は
バ
ラ
バ
ラ
で
多

様
な
諸
個
人
を
そ
の
中
に
、
つ
ま
り
そ
の
普
遍
的
な
実
体
の
内
に
引
き

寄
せ
集
結
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
す
べ
て
の
人
の
魂
と
意

志
を
単
一
で
共
通
の
目
的
の
内
に
統
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）
9
（

」
。
つ

ま
り
、
国
家
は
外
的
な
も
の
で
は
な
く
、
諸
個
人
の
思
考
と
行
動
に
内

在
し
て
彼
ら
を
統
合
す
る
「
倫
理
的
実
体
」
で
あ
る

）
10
（

。
彼
は
、
教
会
と

国
家
の
分
離
も
ま
た
、
市
民
社
会
に
お
け
る
教
会
の
自
由
な
活
動
を
許

し
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
世
俗
イ
タ
リ
ア
国
家
に
よ
る
国
民
統
合
を

阻
害
す
る
と
考
え
て
い
た

）
11
（

。
こ
う
し
て
ス
パ
ヴ
ェ
ン
タ
は
、
倫
理
的
実

体
と
し
て
の
国
家
を
擁
護
し
た
が
、
そ
の
要
諦
は
世
俗
国
家
に
よ
る
国

民
的
エ
ー
ト
ス
の
創
造
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
。

　

ス
パ
ヴ
ェ
ン
タ
に
よ
る
国
家
の
実
体
化
を
批
判
し
、
唯
名
論
的
な
「
倫

理
国
家
」
論
を
展
開
し
た
の
は
、
一
世
代
後
の
思
想
家
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・

ク
ロ
ー
チ
ェ
で
あ
っ
た

）
12
（

。
彼
は
、
理
論
的
活
動
と
実
践
的
活
動
を
分
け

た
う
え
で
、
両
者
を
さ
ら
に
二
つ
の
段
階
に
区
別
す
る
。
例
え
ば
、
実

践
的
活
動
は
、
個
別
的
利
害
で
あ
る
「
有
用
性
（utilità

）
」
の
最
大
化

を
目
的
と
す
る
経
済
や
政
治
の
諸
活
動
と
、
個
別
的
利
害
を
離
れ
て
普
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遍
的
価
値
へ
コ
ミ
ッ
ト
す
る
「
道
徳
性
」
を
目
指
す
活
動
に
大
別
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
活
動
の
行
為
主
体
は
個
々
の
人
間
に
他
な
ら
ず
、
国
家

や
教
会
な
ど
の
制
度
で
は
あ
り
え
な
い

）
13
（

。
し
た
が
っ
て
、
国
家
は
そ
う

し
た
諸
個
人
の
活
動
の
総
体
と
し
て
、
唯
名
論
的
に
理
解
さ
れ
る
の
で

あ
る

）
14
（

。
こ
う
し
た
前
提
の
う
え
で
、
ク
ロ
ー
チ
ェ
は
二
つ
の
国
家
像
を

提
出
し
て
い
る
。
「
権
力
国
家
」
が
純
粋
に
有
用
性
を
目
す
る
国
家
と

さ
れ
る
一
方
で
、
「
倫
理
国
家
」
は
道
徳
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
個
人

の
実
践
的
活
動
か
ら
な
り
、
教
会
の
役
割
を
担
う
国
家
と
定
義
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
国
家
像
は
、
ど
ち
ら
か
に
還
元
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

弁
証
法
的
に
総
合
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
ク
ロ
ー
チ
ェ
は
、
道

徳
は
超
越
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
諸

個
人
の
活
動
か
ら
内
在
的
に
導
出
さ
れ
る
と
の
考
え
か
ら
、
倫
理
国
家

の
概
念
を
世
俗
主
義
的
国
家
の
企
図
の
な
か
に
位
置
づ
け
た

）
15
（

。
つ
ま
り

ク
ロ
ー
チ
ェ
は
、
ス
パ
ヴ
ェ
ン
タ
に
よ
る
国
家
に
お
け
る
道
徳
の
実
体

化
を
批
判
す
る
一
方
で
、
教
会
に
よ
る
民
衆
の
精
神
的
指
導
を
批
判
す

る
た
め
の
橋
頭
堡
を
倫
理
国
家
の
概
念
に
求
め
た
点
で
は
、
ス
パ
ヴ
ェ

ン
タ
と
関
心
を
共
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
は
、
内
在
的
観
念
論
の
復
興
と

い
う
関
心
を
ク
ロ
ー
チ
ェ
と
、
国
家
に
お
け
る
道
徳
の
実
現
と
い
う
関

心
を
ス
パ
ヴ
ェ
ン
タ
と
共
有
し
て
い
た

）
16
（

。
第
一
次
大
戦
へ
の
イ
タ
リ
ア

参
戦
を
め
ぐ
る
論
争
か
ら
ク
ロ
ー
チ
ェ
と
袂
を
分
か
ち

）
17
（

、
後
に
フ
ァ
シ

ズ
ム
の
理
論
家
に
な
っ
た
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
は
、
一
九
二
九
年
の
「
フ
ァ

シ
ズ
ム
の
起
源
と
教
義
」
に
お
い
て
フ
ァ
シ
ス
ト
国
家
を
倫
理
国
家
と

し
て
定
義
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
国
家
の
倫
理
性
は
、
個
人
や
社
会
集

団
と
い
っ
た
個
別
的
な
諸
要
素
を
統
合
で
き
る
唯
一
の
行
為
主
体
で
あ

る
こ
と
に
存
す
る
。
た
だ
、
国
家
の
倫
理
性
を
唱
導
す
る
一
方
で
、
ジ
ェ

ン
テ
ィ
ー
レ
は
教
会
の
も
つ
民
衆
の
行
動
・
思
考
規
範
を
形
成
す
る
役

割
を
そ
れ
ほ
ど
批
判
し
て
い
な
い
。
彼
に
よ
れ
ば
、
教
会
と
の
コ
ン
コ

ル
ダ
ー
ト
を
経
た
こ
と
で
、
超
越
的
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
内
在
的
フ
ァ

シ
ズ
ム
の
緊
張
関
係
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
も
の
の
、
教
会
の
精
神

的
権
威
を
認
め
る
こ
と
は
、
国
家
に
道
徳
性
を
も
た
ら
す
唯
一
の
道
で

あ
る
と
い
う

）
18
（

。
な
る
ほ
ど
こ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
論
文
は
、
彼
本
人
の

哲
学
を
判
断
す
る
に
は
政
治
的
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
す
ぎ
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
は
、
国
家
に
お
け
る
道
徳
の
実
現
を

強
調
し
つ
つ
も
、
対
抗
的
な
道
徳
を
創
造
し
て
き
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
民
衆
へ
の
浸
透
力
を
軽
視
し
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
問
題
は
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
の
教
育
論
に
お
い
て
顕
著
に
み
ら
れ

る
。
す
で
に
若
い
頃
か
ら
彼
は
、
教
室
と
国
家
を
パ
ラ
レ
ル
な
も
の
と

み
な
し
、
人
び
と
に
国
家
の
一
部
と
し
て
の
意
識
を
も
た
せ
る
こ
と
を

教
育
の
目
的
だ
と
考
え
て
い
た

）
19
（

。
し
か
し
、
こ
う
し
た
教
説
は
す
べ
て

の
人
に
向
け
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
実
際
上
は
そ
れ
を
理
解
し
実
施

で
き
る
官
吏
や
政
治
家
と
い
っ
た
エ
リ
ー
ト
階
層
に
対
し
て
の
み
意
味

を
も
つ
の
で
あ
る

）
20
（

。
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
に
お
け
る
こ
う
し
た
社
会
学
的

観
察
の
欠
如
は
、
自
身
が
公
教
育
大
臣
と
し
て
携
わ
っ
た
、
一
九
二
三
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年
の
「
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
改
革
」
に
も
通
底
し
て
い
る
。
こ
の
改
革
で

は
、
神
話
的
な
宗
教
観
念
は
哲
学
に
よ
っ
て
超
克
さ
れ
る
と
の
想
定
か

ら
、
カ
テ
キ
ズ
ム
に
基
づ
く
宗
教
教
育
を
初
等
教
育
に
再
び
導
入
す
る

と
と
も
に
、
中
等
教
育
に
お
け
る
古
典
学
と
哲
学
の
授
業
数
を
増
加
さ

せ
た

）
21
（

。
た
し
か
に
、
文
化
資
本
を
豊
富
に
も
つ
階
層
の
子
ど
も
に
と
っ

て
は
、
宗
教
的
・
神
話
的
な
段
階
を
超
克
す
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で

あ
ろ
う
が
、
他
方
で
こ
の
よ
う
な
資
本
を
も
た
な
い
、
あ
る
い
は
初
等

教
育
で
教
育
を
終
え
る
大
多
数
の
子
ど
も
は
神
話
的
世
界
に
留
ま
る
可

能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
グ
ラ
ム
シ
が
指
摘
し
た
と
お
り
、

教
師
も
ま
た
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
改
革
の
深
遠
な
観
念
論
的
目
的
を
理
解

し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
（Q

7 §89: 919/
選6: 25

）
22
（0

）
。

　

以
上
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
ス
パ
ヴ
ェ
ン
タ
、
ク
ロ
ー
チ
ェ
、
ジ
ェ

ン
テ
ィ
ー
レ
の
三
者
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
倫
理
国
家
論
を
提
出
し
つ
つ

も
、
世
俗
イ
タ
リ
ア
国
家
が
民
衆
の
行
動
・
思
考
規
範
を
作
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
課
題
を
共
有
し
て
い
た
と
指
摘
で
き
る

）
23
（

。
次
節
で

は
、
グ
ラ
ム
シ
の
「
統
合
国
家
」
と
し
て
の
倫
理
国
家
概
念
も
ま
た
、

こ
の
課
題
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

二　
「
統
合
国
家
」
の
分
析 

 
 

―
―
同
意
の
獲
得
と
社
会
集
団
間
の
流
動
性

　

グ
ラ
ム
シ
に
よ
る
「
倫
理
国
家
」
概
念
の
第
一
の
意
味
は
、
「
統
合

国
家
」
で
あ
る
。
彼
は
、
警
察
や
軍
隊
に
代
表
さ
れ
る
強
制
装
置
と
し

て
の
み
国
家
を
捉
え
る
見
方
に
不
満
を
も
っ
て
い
た
（Q

15 §10: 1765/

選4: 1

）
24
（6

）
。
む
し
ろ
彼
は
、
統
治
に
対
す
る
民
衆
の
同
意
を
獲
得
す
る
、

私
的
組
織
の
集
合
た
る
「
市
民
社
会
」
の
機
能
こ
そ
が
、
現
代
国
家
の

統
治
を
担
保
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
発
展
と

と
も
に
発
達
し
た
市
民
社
会
の
機
制
は
、
「
完
成
さ
れ
て
完
全
な
社
会

を
組
織
す
る
た
め
に
必
要
で
十
分
な
だ
け
の
知
的
・
道
徳
的
諸
力
を
そ

な
え
た
統
合
『
国
家
』
と
し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
」

（Q
6 §10: 691/

選6: 72

）
。
端
的
に
言
っ
て
、
市
民
社
会
は
「
国
家
そ

の
も
の
」
な
の
で
あ
る
（Q

26 §6: 2302/

君: 338

）
。
し
た
が
っ
て
、「
政

治
に
お
い
て
は
、
（
統
合
的
な
意
味
（significato integrale

）
で
の
、

つ
ま
り
独
裁
＋
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
と
い
う
意
味
で
の
）
国
家
と
は
何
か
」
を

正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（Q

6 §155: 810-1/

選6: 14

）
25
（4

）
。

こ
の
よ
う
に
、
グ
ラ
ム
シ
は
「
統
合
国
家
」
と
し
て
国
家
の
概
念
を
刷

新
す
る
こ
と
で
、
現
代
国
家
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

彼
は
、
強
制
装
置
そ
の
も
の
で
あ
る
夜
警
国
家
と
対
比
し
て
現
代
国
家

を
論
じ
る
が
、
さ
ら
に
こ
れ
を
「
倫
理
国
家
」
と
「
干
渉
国
家
」
に
区

別
す
る
。

　

こ
れ
〔
夜
警
国
家
〕
の
反
対
物
は
「
倫
理
国
家
」
ま
た
は
一
般
に
「
干

渉
国
家
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
二
つ
の

表
現
に
は
違
い
が
あ
る
。
倫
理
国
家
と
い
う
観
念
は
哲
学
的
お
よ
び

知
的
な
起
源
の
も
の
〔
…
〕
で
あ
っ
て
、
じ
つ
は
「
夜
警
国
家
」
の
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観
念
と
総
合
さ
せ
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
は
む
し
ろ
、
コ
ス
モ
ポ
リ
テ
ィ
ズ
ム
や
中
世
の
残
存
物
た
る
宗

教
的
教
会
的
組
織
の
干
渉
に
対
立
す
る
、
世
俗
国
家
の
自
律
的
な
教

育
的
か
つ
道
徳
的
活
動
に
か
か
わ
る
観
念
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
に
た
い
し
て
、
干
渉
国
家
と
い
う
観
念
の
方
は
経
済
的
起
源
の
も

の
で
あ
っ
て
、
一
方
で
は
、
保
護
貿
易
主
義
ま
た
は
経
済
的
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
諸
潮
流
と
む
す
び
つ
い
て
お
り
、
他
方
で
は
、
地
主
お

よ
び
封
建
領
主
出
身
の
特
定
の
政
治
家
た
ち
に
資
本
主
義
の
行
き
過

ぎ
か
ら
勤
労
階
級
を
「
保
護
」
す
る
役
割
を
ひ
き
う
け
さ
せ
よ
う
と

す
る
企
て
〔
…
〕
と
む
す
び
つ
い
て
い
る
。
〔
…
〕
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒

は
、
完
全
に
彼
ら
に
有
利
に
ふ
る
ま
っ
て
く
れ
る
干
渉
国
家
を
の
ぞ

む
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
の
ぞ
め
な
い
と
き
、
ま
た
は
彼
ら
が
少
数
派

で
あ
る
と
き
に
は
、
国
家
が
彼
ら
の
敵
を
支
持
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
「
無
関
心
」
国
家
を
要
求
す
る
。 （Q

26 §6: 2302-3/
君: 339-40

）

　

グ
ラ
ム
シ
が
こ
こ
で
定
義
し
た
「
宗
教
的
教
会
的
組
織
の
干
渉
に
対

立
す
る
、
世
俗
国
家
の
自
律
的
な
教
育
的
か
つ
道
徳
的
活
動
に
か
か
わ

る
観
念
」
と
し
て
の
倫
理
国
家
は
、
国
民
の
も
つ
規
範
を
世
俗
国
家
が

ど
の
よ
う
に
涵
養
す
る
か
を
問
題
に
す
る
と
い
う
点
で
、
ス
パ
ヴ
ェ
ン

タ
、
ク
ロ
ー
チ
ェ
、
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
の
倫
理
国
家
概
念
と
同
一
線
上

に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
引
用
か
ら
は
、
グ
ラ
ム
シ
が
倫
理
国
家
を
教
育
に
関

連
づ
け
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
互
い
に
能
動
的
な
相

互
関
係
と
し
て
の
教
育
的
関
係
は
、
広
く
社
会
の
な
か
に
存
在
し
て
い

る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
「
知
識
人
と
非
知
識
人
の
、
統
治
者
と
被
統
治
者

の
、
エ
リ
ー
ト
と
追
従
者
の
〔
…
〕
あ
い
だ
」
に
存
在
し
て
お
り
、「
『
ヘ

ゲ
モ
ニ
ー
』
の
関
係
は
お
し
な
べ
て
必
然
的
に
教
育
的
関
係
」
で
あ
る

と
さ
れ
る
（Q

10II §44: 1331/

選4: 271

）
。
グ
ラ
ム
シ
に
お
け
る
「
ヘ

ゲ
モ
ニ
ー
」
は
多
義
的
な
概
念
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
く
に
二
つ
の

意
味
を
想
起
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
の
意
味
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
、

市
民
社
会
が
生
み
出
す
民
衆
の
「
同
意
」
の
同
義
語
と
し
て
の
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
で
あ
る
。
第
二
に
、
第
一
の
意
味
を
前
提
に
、
統
治
者
と
被
統
治

者
、
つ
ま
り
指
導
階
級
と
民
衆
の
あ
い
だ
に
安
定
し
た
同
意
が
供
給
さ

れ
る
関
係
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
あ
ま
り
に
も
民
衆
の

要
求
と
か
け
離
れ
た
統
治
が
行
わ
れ
、
同
意
が
安
定
し
て
供
給
さ
れ
な

く
な
る
と
、
指
導
階
級
と
民
衆
と
の
関
係
は
破
綻
し
、
「
指
導
階
級
の

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
危
機
」
と
呼
ば
れ
る
事
態
が
引
き
起
こ
さ
れ
る

（Q
13 §23: 1603/

君: 174-5

）
。
第
一
次
大
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
、

指
導
階
級
の
求
心
力
は
急
速
に
低
下
し
、
工
場
評
議
会
運
動
や
フ
ァ
シ

ス
ト
運
動
を
生
ん
だ
。
議
会
で
は
自
由
主
義
諸
派
、
社
会
党
、
人
民
党

な
ど
に
主
要
勢
力
が
分
裂
し
た
ま
ま
社
会
混
乱
を
収
束
さ
せ
ら
れ
ず
、

し
だ
い
に
組
閣
す
ら
困
難
に
な
る
な
か
で
、
ロ
ー
マ
進
軍
が
起
こ
っ
た
。

グ
ラ
ム
シ
は
「
危
機
」
を
論
じ
る
際
、
こ
う
し
た
事
態
を
意
識
し
て
い

た
の
で
あ
る

）
26
（

。
指
導
階
級
が
民
衆
の
同
意
を
獲
得
し
維
持
す
る
こ
と
に
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失
敗
す
る
こ
と
は
、
現
代
国
家
に
お
い
て
統
治
の
失
敗
を
意
味
す
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
、
安
定
し
た
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
担
保
す
る
た
め

に
は
、
指
導
階
級
に
民
衆
の
要
求
が
あ
る
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　

民
主
主
義
と
い
う
言
葉
に
は
多
く
の
意
味
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち

で
も
っ
と
も
現
実
的
で
具
体
的
な
も
の
は
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
概
念
と

の
関
係
か
ら
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
的
な
体
制
の
な
か
で
は
、（
経
済
発
展
と
し
た
が
っ
て
ま
た
）（
そ

の
発
展
を
表
現
す
る
）
立
法
が
、
被
指
導
諸
集
団
か
ら
指
導
集
団
へ

の
（
分
子
的
な
）
移
行
を
有
利
と
す
る
そ
の
程
度
に
応
じ
て
、
指
導

集
団
と
被
指
導
諸
集
団
の
あ
い
だ
に
民
主
主
義
が
存
在
す
る
。
例
え

ば
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
も
、
被
征
服
諸
民
族
に
市
民
権
を
与
え
る
と
い

う
譲
歩
に
お
い
て
あ
る
帝
国
的
―

領
土
的
民
主
主
義
が
存
在
し
た
。

封
建
制
に
は
、
閉
鎖
的
諸
集
団
の
構
成
の
た
め
に
民
主
主
義
が
存
在

し
え
な
か
っ
た
、
等
々
。 

（Q
8 §190: 1056/

選4: 101
）

　

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
被
指
導
諸
集
団
と
指
導
集
団
に
お
け
る
民
主

主
義
が
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
移
行
の
程
度
に
よ
る
と
い
う
定
義
で
あ

る
。
フ
ィ
ノ
ッ
キ
ア
ー
ロ
は
、
こ
の
定
義
を
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

概
念
の
意
味
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
と
し
た
う
え
で
、
こ

こ
で
言
わ
れ
て
い
る
民
主
主
義
が
両
集
団
の
あ
い
だ
の
社
会
的
流
動
性

を
意
味
す
る
と
指
摘
し
て
い
る

）
27
（

。
実
際
に
、
二
十
世
紀
初
頭
の
イ
タ
リ

ア
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
と
比
較
し
た
場
合
、
階
層
の
固
定
化
と
低

い
社
会
的
流
動
性
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
た

）
28
（

。
民
衆
の
同
意
を

絶
え
ず
獲
得
す
る
こ
と
が
必
要
な
現
代
の
「
統
合
国
家
」
に
お
い
て
、

民
衆
の
同
意
を
喪
失
す
る
こ
と
は
統
治
の
失
敗
を
意
味
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
社
会
的
流
動
性
を
確
保
し
、
民
衆
と
指
導
階
級
が
断
絶
し
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
、
上
の
引
用
の
言
葉
を
使
え
ば
「
民
主
主
義
」を
確
保

す
る
こ
と
が
、
グ
ラ
ム
シ
の
階
層
流
動
論
の
骨
子
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

一
見
し
た
と
こ
ろ
グ
ラ
ム
シ
の
こ
の
階
層
間
移
動
に
関
す
る
議
論
は
、

「
す
べ
て
の
人
は
知
識
人
で
あ
る
」
と
い
う
彼
の
有
名
な
テ
ー
ゼ
と
矛

盾
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
と
い
う
の
も
、
指
導
集
団
と
被
指
導
集
団
を

区
分
し
た
こ
と
で
、
後
者
は
政
治
的
・
知
的
な
指
導
者
の
資
格
を
失
う

よ
う
に
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
有
名
な
言
葉
に
は
続
き

が
あ
る
。
「
だ
が
、
す
べ
て
の
人
が
社
会
に
お
い
て
知
識
人
の
役
割
を

は
た
す
わ
け
で
は
な
い
（
た
と
え
ば
、
人
は
だ
れ
で
も
と
き
に
は
二
個
の
卵

を
目
玉
焼
き
に
し
た
り
、
上
着
の
ほ
こ
ろ
び
を
繕
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
か

ら
と
い
っ
て
、
す
べ
て
の
人
が
料
理
人
で
あ
り
裁
縫
師
で
あ
る
と
は
い
え
な
い

だ
ろ
う
）
」
（Q

12 §1: 1516/

知: 52

）
。
サ
ッ
ソ
ン
は
、
こ
の
一
節
が
レ
ー

ニ
ン
の
「
す
べ
て
の
料
理
人
が
統
治
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
の
対
比
を
含
意
す
る
と
指
摘
し
て
い
る

）
29
（

。

つ
ま
り
グ
ラ
ム
シ
は
、
人
間
の
社
会
的
役
割
は
社
会
的
構
築
物
（
あ
る

い
は
分
業
）
で
あ
っ
て
、
自
然
本
性
的
な
差
異
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
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る
の
で
あ
る
。
上
に
引
用
し
た
意
味
で
の
民
主
主
義
は
、
す
べ
て
の
人

が
指
導
階
層
の
一
部
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
想
定
し
て
い
る
も
の
の
、

こ
れ
は
す
べ
て
の
人
が
実
際
に
指
導
者
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

グ
ラ
ム
シ
は
、
政
治
家
や
官
吏
を
例
と
し
て
、
こ
の
対
比
を
繰
り
返
し

論
じ
て
い
る
（Q

14 §13: 1668/

君: 311; Q
13 §36: 1632/

君: 321

）
。

　

指
導
集
団
と
被
指
導
集
団
、
エ
リ
ー
ト
と
民
衆
を
区
別
し
た
う
え
で
、

後
者
が
前
者
を
補
充
し
続
け
る
こ
と
が
民
主
主
義
だ
と
し
て
も
、
先
述

し
た
知
識
人
論
に
関
す
る
一
節
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
イ
タ
リ
ア
の
低

い
社
会
的
流
動
性
を
高
め
る
の
か
に
つ
い
て
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
こ

の
課
題
と
密
接
に
関
係
す
る
の
は
、
「
文
化
資
本
」
の
格
差
に
取
り
組

ん
だ
グ
ラ
ム
シ
の
教
育
論
で
あ
る
。
社
会
的
流
動
性
の
程
度
を
み
る
尺

度
の
ひ
と
つ
に
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
が
提
起
し
た
文
化
資
本
が
あ
る
。
特
定

の
社
会
的
背
景
を
も
つ
学
生
は
学
校
教
育
に
お
い
て
他
の
学
生
よ
り
も

よ
り
成
功
し
や
す
く
、
さ
ら
に
こ
の
差
が
教
育
を
通
じ
て
増
幅
さ
れ
る

こ
と
で
、
結
果
と
し
て
社
会
階
層
の
固
定
が
起
こ
る
と
い
う

）
30
（

。
ブ
ル

デ
ュ
ー
同
様
に
、
グ
ラ
ム
シ
は
家
庭
環
境
に
由
来
す
る
子
ど
も
た
ち
の

差
が
学
校
で
再
生
産
さ
れ
る
機
制
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

中
等
学
校
に
い
っ
そ
う
広
範
な
大
衆
が
通
う
よ
う
に
な
っ
て
、
学

習
の
規
律
を
緩
め
、
「
容
易
に
す
る
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
多
く
の
人
び
と
は
、
肉
体
労
働
だ
け
が
労
働
で
あ
り
労
苦

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
に
慣
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
、
〔
学
ぶ
こ
と
の
〕

難
し
さ
は
人
為
的
な
も
の
で
あ
る
と
さ
え
考
え
て
い
る
。
問
題
は
複

雑
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
伝
統
的
に
知
識
人
家
庭
の
子
ど
も
は
、
こ

の
心
理
的
―

肉
体
的
順
応
過
程
を
よ
り
容
易
に
通
過
す
る
。
こ
う
し

た
子
ど
も
は
、
初
め
て
教
室
に
入
っ
た
と
き
す
で
に
、
級
友
よ
り
も

か
な
り
多
く
の
利
点
を
も
ち
、
そ
の
家
庭
を
通
し
て
あ
る
性
向
を
す

で
に
身
に
つ
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
等
の
習

慣
が
あ
る
た
め
、
よ
り
い
っ
そ
う
容
易
に
学
習
に
集
中
で
き
る
の
で

あ
る
。
〔
…
〕
こ
う
い
う
わ
け
で
、
民
衆
の
多
く
は
、
学
習
の
難
し

さ
の
な
か
に
は
彼
ら
を
不
利
な
立
場
に
置
く
「
仕
掛
け
」
が
あ
る
と

考
え
る
（
さ
も
な
く
ば
自
分
た
ち
は
生
ま
れ
つ
き
愚
か
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
） 

（Q
12 §2: 1549-50/

リ: 298-9

）

　

こ
こ
で
「
仕
掛
け
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
先
に
述
べ
た
「
文

化
資
本
」
と
対
応
し
て
い
る
。
文
化
資
本
の
問
題
は
、
哲
学
教
育
に
よ

る
宗
教
教
育
の
超
克
を
考
え
た
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
が
排
除
し
た
問
題
で

あ
る
。
む
し
ろ
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
改
革
は
、
初
等
教
育
に
お
い
て
階
層

の
固
定
化
を
、
中
等
教
育
に
お
い
て
一
層
の
選
別
化
を
進
め
た
の
で

あ
っ
た

）
31
（

。
こ
の
文
脈
で
、
グ
ラ
ム
シ
は
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
ら
の
唱
え
た

文
法
教
育
廃
止
論
を
批
判
し
た
。
学
校
に
お
い
て
文
法
教
育
が
廃
止
さ

れ
る
と
、
「
実
際
に
は
、
国
民
的
・
人
民
的
大
衆
は
教
養
あ
る
言
語
を

学
ぶ
こ
と
か
ら
排
除
さ
れ
る
」
か
ら
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
『
〔
教

養
あ
る
〕
言
葉
』
で
伝
統
的
に
話
す
指
導
階
層
（ceto dirigente

）
の
も
っ
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と
も
高
級
な
層
は
、
親
の
指
導
の
下
で
幼
児
期
に
初
め
て
声
を
発
し
た

と
き
に
始
ま
る
ゆ
っ
く
り
と
し
た
過
程
を
通
じ
て
、
世
代
か
ら
世
代
へ

と
そ
の
言
葉
を
伝
え
、
生
涯
を
通
じ
て
会
話
の
中
で
（
『
こ
う
い
う
ふ
う

に
言
わ
れ
て
い
る
』
『
こ
う
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
等
々
と
言
っ
て
）
そ

の
言
葉
を
引
き
継
ぐ
か
ら
で
あ
る
」
（Q

29 §6: 2349/

リ: 446

）
。
こ
の

よ
う
に
、
グ
ラ
ム
シ
の
批
判
は
、
教
育
を
通
じ
て
子
ど
も
の
社
会
背
景

が
再
生
産
さ
れ
、
社
会
階
層
が
固
定
化
さ
れ
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
改
革
は
、
職
業
技
術
学
校
の
学
習
期
間

を
延
長
す
る
こ
と
で
新
中
間
層
の
進
路
を
拡
張
す
る
こ
と
を
企
図
し
た

が
、
グ
ラ
ム
シ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
施
策
は
「
社
会
的
な
格
差
を
永
続
化

さ
せ
る
」
だ
け
な
の
で
あ
る
（Q

12 §2: 1547/
リ: 396

）
。

　

こ
の
代
わ
り
に
グ
ラ
ム
シ
が
提
唱
し
た
の
は
、
初
等
教
育
と
中
等
教

育
を
ま
た
ぎ
（
六
歳
か
ら
十
六
歳
ま
で
）
、
と
く
に
中
等
教
育
に
お
い
て
は
、

大
学
進
学
を
前
提
と
し
た
高
等
学
校
と
そ
う
で
な
い
職
業
技
術
学
校
と

の
区
別
を
し
な
い
統
一
学
校
（scuola unitaria

）
の
設
立
で
あ
る
。
そ

の
最
大
の
目
的
は
、
子
ど
も
が
十
分
に
成
長
し
、
社
会
的
差
異
が
顕
在

化
す
る
前
に
そ
の
潜
在
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
で
あ
る
。
寮

生
活
を
基
本
と
し
、
国
庫
で
賄
わ
れ
る
統
一
学
校
は
、
家
庭
に
お
い
て

「
仕
掛
け
」
あ
る
い
は
文
化
資
本
を
身
に
つ
け
る
機
会
の
な
か
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
不
利
を
負
わ
な
い
よ
う
に
、
環
境
に
よ
る
影
響
を
で
き
る

だ
け
縮
減
し
、
ま
た
学
校
に
お
い
て
そ
う
し
た
習
慣
的
な
知
恵
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
統
一
学
校
は
、
新
し
い
世
代
を
「
集

団
や
カ
ー
ス
ト
に
分
け
る
こ
と
な
し
に
」
「
新
し
い
世
代
を
教
育
し
形

成
す
る
機
能
全
体
」
を
変
更
す
る
（Q

12 §1: 1534-5/

選3: 122-4

）
。
そ

れ
は
「
未
曾
有
の
困
難
」
（Q

12 §2: 1550/

リ: 399

）
で
は
あ
る
も
の
の
、

必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
統
一
学
校
は
、
選
抜
の
た
め
の
機
会
の
平
等

を
保
証
す
る
制
度
的
な
枠
組
み
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
に
触
れ
た
政
治
家
や
官
吏
の
例
と
同
様
に
、
大
き
な
母
集
団
の
な
か

か
ら
潜
在
的
な
知
識
人
を
選
び
出
す
と
い
う
グ
ラ
ム
シ
の
発
想
は
、
こ

の
よ
う
に
、
教
育
の
分
野
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
（Q

12 §2: 1544/

リ: 

393

）
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、「
す
べ
て
の
人
が
統
治
で
き
る
」と
い
う
テ
ー

ゼ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
機
会
の
平
等
を
保
証
す
る
教
育
の
必
要
は
、
政

治
的
・
知
的
エ
リ
ー
ト
と
大
衆
の
あ
い
だ
に
適
切
な
流
動
性
を
確
保
す

る
と
い
う
、
現
代
国
家
（
つ
ま
り
「
統
合
国
家
」
）
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
な
要
請
か
ら
生
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
流
動
性
が
な
く
て
は
、
市

民
社
会
に
現
れ
る
大
衆
の
要
求
を
国
家
の
な
か
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ず
、
前
述
し
た
よ
う
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
危
機
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
グ
ラ
ム
シ
に
お
け
る
「
統
合
国
家
」
と
し
て
の
倫
理

国
家
概
念
は
、
エ
リ
ー
ト
と
民
衆
と
い
う
社
会
階
層
間
の
流
動
性
を
高

め
る
こ
と
で
、
民
衆
の
要
求
を
一
定
程
度
反
映
す
る
こ
と
が
現
代
国
家

の
必
然
的
課
題
で
あ
る
と
の
グ
ラ
ム
シ
の
認
識
を
反
映
し
て
い
た
。
こ

の
概
念
は
、
世
俗
国
家
に
よ
る
エ
ー
ト
ス
の
創
造
と
い
う
イ
タ
リ
ア
思

想
史
の
文
脈
に
あ
り
つ
つ
も
、
ス
パ
ヴ
ェ
ン
タ
や
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
の

よ
う
に
国
家
を
道
徳
的
実
体
と
し
て
捉
え
る
見
方
と
は
異
な
る
一
方
で
、
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ク
ロ
ー
チ
ェ
の
よ
う
に
国
家
を
道
徳
的
諸
個
人
の
活
動
に
解
消
し
、
国

家
に
固
有
性
を
認
め
な
い
唯
名
論
と
も
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三　
「
規
制
さ
れ
た
社
会
」
の
予
測 

 
 

―
―
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ス
ト
と
し
て
の
人
間
と
合
理
化
す
る
社
会

　

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
グ
ラ
ム
シ
の
倫
理
国
家
概
念
は
も
う
ひ
と

つ
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
倫
理
国
家
の
第
二
の
意
味
で

あ
る
、
「
規
制
さ
れ
た
社
会
」
を
検
討
す
る
。
「
統
合
国
家
」
と
し
て
の

倫
理
国
家
は
、
世
俗
イ
タ
リ
ア
国
家
の
完
成
と
い
う
問
題
と
軌
を
一
に

し
て
い
た
。
し
か
し
、「
規
制
さ
れ
た
社
会
」
に
お
い
て
は
そ
の
モ
チ
ー

フ
が
み
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
以
下
に
論
じ
る
よ
う
に
、
こ
の
未
来
社

会
像
は
、
グ
ラ
ム
シ
の
人
間
本
性
観
と
歴
史
主
義
を
媒
介
に
し
て
、
マ

ル
ク
ス
主
義
の
国
家
死
滅
論
の
文
脈
に
倫
理
国
家
概
念
を
位
置
づ
け
た

も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
グ
ラ
ム
シ
が
、
倫
理
国
家
を
「
規
制
さ
れ
た

社
会
」
と
し
て
定
義
し
て
い
る
の
は
、
次
の
有
名
な
一
節
で
あ
る
。

　

国
家
の
一
般
的
概
念
の
う
ち
に
は
、
市
民
社
会
の
概
念
に
帰
属
さ

せ
ら
れ
る
べ
き
諸
要
素
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
べ
き
で

あ
る
（
国
家
＝
政
治
社
会
＋
市
民
社
会
、
す
な
わ
ち
強
制
の
鎧
を
つ

け
た
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
、
と
言
え
る
と
す
れ
ば
で
あ
る
）
。
国
家
を
し
だ

い
に
消
滅
し
て
い
っ
て
規
制
さ
れ
た
社
会
に
解
消
し
て
い
く
可
能
性

の
あ
る
存
在
と
考
え
る
よ
う
な
国
家
学
説
に
お
い
て
は
、
こ
の
点
は

基
本
的
な
点
で
あ
る
。
強
制
と
し
て
の
国
家
の
要
素
は
、
規
制
さ
れ

た
社
会
（
ま
た
は
倫
理
国
家
な
い
し
市
民
社
会
）
の
諸
要
素
が
顕
在

化
す
る
に
つ
れ
て
、
徐
々
に
消
滅
し
て
い
く
も
の
と
想
像
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
倫
理
国
家
と
か
市
民
社
会
と
い
っ
た
表
現
は
、
こ
の
国

家
な
き
国
家
と
い
う
「
想
像
」
が
政
治
と
法
の
偉
大
な
科
学
者
た
ち

の
頭
の
中
に
出
現
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。 

（Q
6 §88: 763-4/

君: 342

）

　

こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
統
合
国
家
」
が
現
代
国
家
の
分
析
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
「
規
制
さ
れ
た
社
会
」
の
実
現
は
未
来
の
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
「
マ
ル
ク
ス
は
、
〔
最
後
に
は
〕
国
家
に
な
る
だ
ろ
う
、

あ
る
階
級
の
理
論
と
な
っ
た
自
分
の
哲
学
の
歴
史
的
役
割
を
指
し
示
そ

う
と
欲
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
〔
…
〕
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
、
お

そ
ら
く
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
持
続
す
る
、
す
な
わ
ち
政
治
的
国
家
の
消

滅
と
規
制
さ
れ
た
社
会
の
到
来
に
い
た
る
ま
で
持
続
す
る
歴
史
的
時
代

が
知
的
な
意
味
に
お
い
て
始
ま
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
〔
規
制
さ

れ
た
〕
社
会
が
到
来
し
た
と
き
に
、
は
じ
め
て
彼
〔
マ
ル
ク
ス
〕
の
世

界
観
は
止
揚
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」（Q

7 §3: 882/

選2: 14

）
。
し
た
が
っ
て
、

「
規
制
さ
れ
た
社
会
」
に
お
い
て
は
、
統
治
と
被
統
治
と
い
う
関
係
を

前
提
と
す
る
国
家
は
消
滅
し
、
ま
た
マ
ル
ク
ス
の
打
ち
立
て
た
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
の
理
論
も
そ
の
歴
史
的
役
割
を
果
た
し
て
止
揚
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
上
記
し
た
二
つ
の
引
用
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
規



129　●　〈公募論文〉グラムシにおける二つの「倫理国家」概念――千野貴裕

制
さ
れ
た
社
会
」
は
グ
ラ
ム
シ
流
の
共
産
主
義
社
会
の
素
描
で
あ
る
と

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る

）
32
（

。
し
か
し
、
グ
ラ
ム
シ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を

こ
の
語
に
付
与
し
た
の
か
、
こ
の
未
来
社
会
の
内
実
を
ど
の
よ
う
に
特

徴
づ
け
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。「
統

合
国
家
」
と
の
異
同
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
な
こ
と
は
、
グ
ラ
ム
シ
が

今
あ
る
こ
と
が
ら
の
う
ち
、
何
を
一
時
的
と
み
な
し
、
何
を
未
来
ま
で

連
続
す
る
と
み
な
し
た
か
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
「
統
合
国
家
」
で
想
定
さ
れ
て
い
た
政
治
的
・
知
的
エ
リ
ー

ト
と
民
衆
と
い
う
二
つ
の
社
会
階
層
の
区
分
が
「
規
制
さ
れ
た
社
会
」

に
お
い
て
は
存
在
し
な
い
と
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
グ
ラ
ム
シ
の
未

来
社
会
で
は
、「
す
べ
て
の
人
が
統
治
に
参
加
で
き
る
」
で
は
な
く
、「
す

べ
て
の
人
が
統
治
に
参
加
す
る
」
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
先
述
し

た
と
お
り
、
グ
ラ
ム
シ
は
、
民
衆
の
自
発
的
な
同
意
を
獲
得
す
る
装
置

と
し
て
の
市
民
社
会
こ
そ
が
現
代
国
家
の
枢
要
で
あ
り
、
強
制
力
と
し

て
の
狭
義
の
国
家
の
機
能
が
し
だ
い
に
縮
小
す
る
一
方
、
市
民
社
会
の

同
意
獲
得
機
能
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
帰
結

が
「
規
制
さ
れ
た
社
会
」
に
お
け
る
強
制
（
狭
義
の
国
家
）
の
消
滅
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
外
的
な
強
制
は
、
市
民
社
会
に
お
い
て
同
意
は
不
変

で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、
統
治
に
対
す
る
不
満
や
不
同
意
が
高
ま
っ
た
と

き
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
緊
張
が
高
ま
る
こ
と
で
、

と
き
と
し
て
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
危
機
や
そ
の
再
編
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
規
制
さ
れ
た
社
会
」
に
お
い
て
は
、
強
制
の
要
素

は
存
在
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
社
会
規
範
は
人
び
と
に
よ
っ
て
完
全
に
内

面
化
さ
れ
て
い
る
。
民
衆
に
よ
る
社
会
規
範
の
内
面
化
は
、
政
治
的
・

道
徳
的
指
導
力
を
発
揮
す
る
べ
き
指
導
階
級
の
存
在
意
義
を
な
く
さ
せ

る
。
つ
ま
り
、「
統
合
国
家
」で
想
定
さ
れ
て
い
た
政
治
的
・
知
的
エ
リ
ー

ト
と
民
衆
の
区
別
は
、
「
規
制
さ
れ
た
社
会
」
に
は
存
在
せ
ず
、
こ
の

社
会
で
は
、
す
べ
て
の
人
が
社
会
規
範
を
内
面
化
し
た
統
治
者
と
な
る
。

　

し
か
し
、
あ
る
一
節
に
お
い
て
グ
ラ
ム
シ
は
、
「
統
治
す
る
者
と
統

治
さ
れ
る
者
、
指
導
さ
れ
る
者
と
指
導
さ
れ
る
者
が
存
在
し
て
い
る
と

い
う
事
実
」
を
「
も
っ
と
も
基
本
的
な
事
柄
」
で
あ
り
、
「
政
治
の
科

学
と
技
術
の
い
っ
さ
い
は
、
こ
の
根
源
的
で
（
一
定
の
一
般
的
な
条
件
の

も
と
で
は
）
解
消
不
可
能
な
事
実
に
依
拠
し
て
い
る
」（Q

15 §4: 1752/

君: 

242

）
と
指
摘
し
た
う
え
で
、
以
下
の
よ
う
に
続
け
た
。

　

指
導
者
を
形
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
統
治
さ
れ
る
者
と
統
治
す

る
も
の
が
永
久
に
存
在
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ

と
も
、
こ
の
よ
う
な
分
割
の
存
在
が
な
く
な
る
よ
う
な
諸
条
件
を
つ

く
り
だ
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

人
類
が
永
遠
に
分
割
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
す
る
の
か
、

そ
れ
と
も
、
こ
の
分
割
が
一
定
の
条
件
に
対
応
し
た
ひ
と
つ
の
歴
史

的
事
実
に
す
ぎ
な
い
と
か
ん
が
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
基
本
的

な
前
提
と
な
る
。 

（Q
15 §4: 1752/

君: 243

）
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統
治
す
る
も
の
と
さ
れ
る
も
の
の
区
分
が
ど
の
人
間
社
会
に
も
存
在

す
る
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
唱
え
た
の
は
モ
ス
カ
で
あ
っ
た

）
33
（

。
こ
の
一
節
で

グ
ラ
ム
シ
は
、
モ
ス
カ
と
は
反
対
に
、
そ
の
区
別
は
歴
史
的
・
社
会
的

構
成
物
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
一
定
の
条
件
」
し
だ
い
で
変
更
さ
れ

う
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
条
件
と
は
、
人
び
と
が
社
会
規
範

を
完
全
に
内
面
化
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

実
際
、
グ
ラ
ム
シ
は
、
人
間
は
何
ら
か
の
社
会
規
範
に
順
応
す
る
「
コ

ン
フ
ォ
ー
ミ
ス
ト
」
だ
と
い
う
人
間
観
を
強
く
も
っ
て
お
り
、
こ
の
傾

向
は
一
層
強
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
統
治
／
被
統
治
の

関
係
が
「
一
時
的
な
も
の
」
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
人
間
観
は
「
未
来
ま

で
連
続
す
る
も
の
」
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
「
ひ
と
は
自

分
の
抱
懐
し
て
い
る
世
界
観
の
ゆ
え
に
、
つ
ね
に
あ
る
特
定
の
集
団
に
、

正
確
に
は
、
同
じ
思
考
と
行
動
の
様
式
を
わ
か
ち
も
っ
た
社
会
的
な
分

子
か
ら
な
る
集
団
に
所
属
す
る
。
ひ
と
は
な
ん
ら
か
の
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ

ズ
ム
に
し
た
が
っ
た
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ス
ト
で
あ
り
、
つ
ね
に
大
衆
人
、

ま
た
は
集
合
人
で
あ
る
」
（Q

11 §12: 1376/

君: 39-40

）
。
こ
こ
で
重
要

な
こ
と
は
、
「
そ
の
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ズ
ム
、
自
分
が
一
部
を
な
し
て
い

る
大
衆
人
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
タ
イ
プ
の
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う

点
に
あ
る
。
〔
…
〕
し
た
が
っ
て
、
自
分
の
世
界
観
を
批
判
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
れ
を
統
一
的
な
首
尾
一
貫
し
た
も
の
に
し
、
も
っ
と
も

進
ん
だ
世
界
的
思
考
が
到
達
し
て
い
る
点
に
ま
で
高
め
上
げ
る
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」
（Q

11 §12: 1376/

君: 40

）
。
人
間
は
つ
ね
に

コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ス
ト
で
あ
る
の
で
、
時
代
適
合
的
で
な
い
コ
ン
フ
ォ
ー

ミ
ズ
ム
を
批
判
的
に
超
克
し
、
新
し
い
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ズ
ム
へ
と
移
行

す
る
こ
と
に
な
る
。
グ
ラ
ム
シ
に
よ
れ
ば
、
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る

世
界
の
参
照
点
は
「
生
産
の
世
界
、
労
働
」
で
あ
る
。
合
理
化
と
そ
れ

に
適
合
的
な
経
済
力
の
発
展
は
、
新
し
い
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ズ
ム
を
生
み

出
す
こ
と
で
資
本
主
義
社
会
の
諸
矛
盾
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
「
自

己
規
律
と
自
由
の
新
し
い
可
能
性
を
開
く
」
と
さ
れ
る
（Q

7 §12: 862-

3/

君: 293

）
。
こ
こ
に
至
る
道
程
に
お
い
て
、
国
家
の
役
割
は
こ
う
し

た
生
産
関
係
に
応
じ
た
新
し
い
エ
ー
ト
ス
を
人
び
と
の
な
か
に
作
り
出

す
こ
と
で
あ
る
。
「
国
家
は
、
新
し
い
、
よ
り
高
度
の
型
の
文
明
を
創

造
し
、
『
文
明
』
と
も
っ
と
も
広
範
な
人
民
大
衆
の
道
徳
の
あ
り
方
を

経
済
的
生
産
装
置
の
不
断
の
発
展
に
適
応
さ
せ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、

新
し
い
形
の
人
間
性
を
肉
体
的
に
も
作
り
上
げ
る
こ
と
を
つ
ね
に
目
的

と
し
て
い
る
」
（Q

13 §7: 1565-6/

君: 295

）
。

　

グ
ラ
ム
シ
の
も
っ
た
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ズ
ム
へ
の
楽
観
的
な
信
頼
は
、

人
間
が
技
術
を
道
具
的
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
理
解
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
技
術
は
人
間
の
制
御
を
超
え
る
こ

と
は
な
い
の
で
あ
る

）
34
（

。
グ
ラ
ム
シ
は
、
後
の
フ
ー
コ
ー
と
同
じ
く
、
技

術
を
単
な
る
機
械
的
な
も
の
と
し
て
の
み
捉
え
ず
、
人
間
生
活
に
深
く

浸
透
す
る
規
律
の
機
制
を
含
め
た
意
味
で
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
フ
ー
コ
ー
が
技
術
を
使
用
者
た
る
人
間
の
手
を
離
れ
て
自
律
的
に

発
展
す
る
と
考
え
て
い
た
一
方

）
35
（

で
、
グ
ラ
ム
シ
は
技
術
が
あ
く
ま
で
人



131　●　〈公募論文〉グラムシにおける二つの「倫理国家」概念――千野貴裕

間
生
活
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
道
具
と
し
て
操
作
さ
れ
う
る
と
考
え
て

い
た
。
『
獄
中
ノ
ー
ト
』
中
の
「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
と
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
」

と
題
さ
れ
た
一
連
の
論
考
に
お
い
て
は
、
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
が
工
場
の

機
械
化
を
進
め
た
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
の
私
生
活
（
酒
の
消
費
や
性

生
活
）
を
管
理
す
る
と
と
も
に
賃
金
を
上
昇
さ
せ
、
労
働
の
生
産
性
向

上
を
達
成
し
た
こ
と
が
詳
し
く
議
論
さ
れ
る
（Q

22 §3: 2150/

リ: 350

）
。

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
グ
ラ
ム
シ
が
、
新
し
い
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ズ
ム
の

主
要
な
動
因
を
「
経
済
力
の
発
展
と
新
し
い
構
造
の
進
歩
的
な
創
建
」

だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
経
済
的
要
因
を
最
終
審
級
と
す
る
グ

ラ
ム
シ
の
こ
う
し
た
議
論
は
、
「
経
済
か
ら
自
律
し
た
上
部
構
造
の
擁

護
者
」
と
し
て
の
グ
ラ
ム
シ
像
を
退
け
つ
つ
、
む
し
ろ
伝
統
的
な
意
味

で
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
系
譜
に
お
い
て
グ
ラ
ム
シ
を
理
解
す
る
論
者

た
ち
に
根
拠
を
与
え
て
き
た

）
36
（

。

　

コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ス
ト
的
人
間
観
を
補
完
す
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
に
み

ら
れ
る
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
の
進
展
が
「
計
画
経
済
の
組
織
化
に
到
達
せ

ざ
る
を
え
な
い
内
在
的
必
然
性
か
ら
生
じ
て
い
る
」
と
す
る
、
グ
ラ
ム

シ
の
歴
史
主
義
的
予
測
で
あ
る
（Q

22 §1: 2139/

君: 349

）
。
ア
メ
リ
カ

は
、
生
産
に
直
接
関
与
し
な
い
過
去
の
遺
物
た
る
寄
生
階
級
（
大
知
識
人
、

官
僚
、
聖
職
者
、
地
主
な
ど
）
を
も
た
ず
に
、
生
産
に
直
結
す
る
「
合
理

的
な
人
口
構
成
」
を
自
然
に
も
っ
て
い
た
（Q

22 §2: 2141/

君: 353

）
。

　

〔
ア
メ
リ
カ
で
は
〕
予
備
的
な
条
件
が
存
在
し
、
歴
史
的
展
開
を
通

じ
て
す
で
に
〔
人
口
構
成
が
〕
合
理
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、〔
…
〕

生
産
と
労
働
の
合
理
化
を
推
進
す
る
こ
と
も
、
比
較
的
容
易
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
は
工
場
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
て
お
り
、

そ
れ
の
行
使
の
た
め
に
は
、
政
治
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
職
業
的
な

中
間
的
媒
介
者
は
最
小
限
の
数
し
か
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
。〔
…
〕

こ
の
〔
合
理
化
さ
れ
た
〕
社
会
の
な
か
で
は
、
「
構
造
」
が
い
っ
そ
う

直
接
的
に
上
部
構
造
を
支
配
し
、
上
部
構
造
は
「
合
理
化
」
（
単
純
化
、

少
数
化
）
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

（Q
22 §2: 2145-6/

君: 354

）

　

「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
は
工
場
で
生
ま
れ
る
」と
い
う
言
葉
は
有
名
で
あ
る
が
、

し
か
し
そ
れ
に
続
く
一
節
、
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
媒
介
者
で
あ
る
知
識
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
必
要
と
さ
れ

な
い
と
い
う
部
分
に
こ
そ
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
先
に
み
た
「
統
合

国
家
」
に
お
い
て
は
、
知
識
人
は
市
民
社
会
に
お
け
る
指
導
階
級
の
「
代

理
人
」
と
し
て
そ
の
考
え
を
社
会
に
広
く
浸
透
さ
せ
、
民
衆
の
同
意
を

獲
得
す
る
た
め
の
媒
介
機
能
を
果
た
す
（Q

12 §1: 1519/

知: 54-5

）
。

し
か
し
な
が
ら
、
構
造
が
直
接
的
に
上
部
構
造
を
支
配
す
る
ア
メ
リ
カ

で
は
、
こ
う
し
た
媒
介
者
の
役
割
は
極
め
て
小
さ
い
。
グ
ラ
ム
シ
に
よ

れ
ば
、
「
『
上
部
構
造
』
の
開
花
が
ま
だ
み
ら
れ
な
い
」
ア
メ
リ
カ
で
は
、

「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
根
本
的
な
問
題
が
ま
だ
提
起
さ
れ
て
い
な
い
」
の
で

あ
る
（Q

22 §2: 2146/

リ: 346

）
。

　

こ
の
論
旨
か
ら
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
未
成
熟
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
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は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
成
熟
し
た
市
民
社
会
を
も
つ
統
合
国
家
へ
と

成
長
す
る
と
い
う
議
論
が
続
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
だ
が
、
こ
れ

と
は
真
逆
に
、
グ
ラ
ム
シ
は
ア
メ
リ
カ
こ
そ
未
来
の
合
理
化
さ
れ
た
社

会
の
先
駆
け
だ
と
考
え
て
い
た
。
デ
・
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
に
よ
れ
ば
、
グ

ラ
ム
シ
は
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
を
ア
メ
リ
カ
と
イ
タ
リ
ア
に
共
通
す
る
現

象
と
み
て
い
た

）
37
（

。
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
は
、
よ
り

合
理
化
の
程
度
が
低
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
浸
透
し
て
き
て
お
り
、
イ
タ
リ

ア
に
お
け
る
そ
の
受
取
人
と
な
っ
た
の
が
フ
ァ
シ
ス
ト
国
家
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
マ
ー
テ
ィ
ン
に
よ
れ
ば
、
グ
ラ
ム
シ
の
こ
の
想
定
は
誤
っ
て

い
る
と
い
う
。
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
の
先
端
的
形
態
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
ニ

ズ
ム
は
、
そ
れ
を
阻
害
す
る
歴
史
的
堆
積
物
が
う
ず
た
か
く
積
み
上
げ

ら
れ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
と
り
わ
け
イ
タ
リ
ア
に
は
適
合
し
え
な
い

か
ら
で
あ
る

）
38
（

。
市
民
社
会
は
、
過
去
の
社
会
が
生
み
出
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

思
想
や
文
化
の
残
滓
が
堆
積
し
て
い
る
空
間
と
し
て
の
性
格
を
も
も
っ

て
い
る
の
で
あ
る
（Q

22 §2: 2141/

君: 352-

）
39
（3

）
。
こ
う
し
た
過
去
の
残

滓
は
、
人
間
や
生
産
の
合
理
化
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
現
れ
る
ゆ
え

に
、「
規
制
さ
れ
た
社
会
」
実
現
の
障
害
と
し
て
立
ち
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ス
ト
と
し
て
の
人
間
本
性
と
、
生
産

の
合
理
化
の
傾
向
が
進
む
と
い
う
歴
史
主
義
的
想
定
が
、
将
来
に
お
い

て
「
規
制
さ
れ
た
社
会
」
が
生
起
す
る
と
い
う
予
測
を
支
え
て
い
た
。

要
す
る
に
、
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ス
ト
た
る
人
間
は
、
合
理
化
さ
れ
た
生
産

に
し
た
が
っ
て
生
ま
れ
た
新
し
い
社
会
規
範
を
内
面
化
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
で
、
現
代
の
「
統
合
国
家
」
に
含
意
さ
れ
て
い
た
、
指
導
階
級

と
民
衆
の
社
会
的
区
分
と
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
統
治
に
対
す
る
民
衆
の

同
意
の
必
要
性
（
ま
た
両
者
間
の
緊
張
関
係
）
は
、「
規
制
さ
れ
た
社
会
」

で
は
消
滅
し
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
グ
ラ
ム
シ
に
お
け
る

「
倫
理
国
家
」
は
二
つ
の
異
な
る
社
会
像
を
含
む
概
念
で
あ
り
、
両
者

の
架
橋
は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に 

 
 

―
―「
統
合
国
家
」と「
規
制
さ
れ
た
社
会
」の
非
連
続
性
は
何
を
含
意
す
る
か

　

こ
れ
ま
で
本
稿
は
、
グ
ラ
ム
シ
が
「
統
合
国
家
」
と
「
規
制
さ
れ
た

社
会
」
と
い
う
二
つ
の
倫
理
国
家
概
念
を
抱
い
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の

背
景
に
は
、
指
導
階
級
と
民
衆
と
い
う
社
会
階
層
の
基
本
的
区
分
を
認

め
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
根
本
的
差
異
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。

こ
の
区
分
を
認
め
る
な
ら
ば
、
「
す
べ
て
の
人
が
統
治
で
き
る
」
と
い

う
原
理
に
立
ち
、
認
め
な
い
な
ら
ば
、
「
す
べ
て
の
人
が
統
治
す
る
」

と
い
う
原
理
に
立
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
本
稿
は
「
ラ

デ
ィ
カ
ル
な
民
主
主
義
の
先
駆
け
」
あ
る
い
は
「
進
歩
的
全
体
主
義
者
」

と
し
て
グ
ラ
ム
シ
を
読
む
二
つ
の
大
き
い
傾
向
が
捉
え
損
な
っ
て
き
た
、

グ
ラ
ム
シ
の
理
論
的
諸
前
提
の
い
く
つ
か
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

　

最
後
に
残
る
問
い
は
、
グ
ラ
ム
シ
は
な
ぜ
こ
の
二
つ
の
対
立
す
る
国

家
像
を
同
じ
「
倫
理
国
家
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
論
じ
た
の
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
グ
ラ
ム
シ
が
こ
の
二
つ
の
国
家
像
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を
「
倫
理
国
家
」
と
い
う
言
葉
で
論
じ
て
い
る
以
上
、
こ
の
二
つ
は
連

続
的
に
捉
え
う
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
い
が
残
る
。
た
し
か
に
、

グ
ラ
ム
シ
自
身
は
こ
の
二
つ
の
倫
理
国
家
概
念
を
連
続
的
に
捉
え
る
こ

と
に
矛
盾
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
グ
ラ
ム
シ
の
国
家

概
念
の
包
括
的
な
検
討
を
行
っ
た
ビ
ュ
シ
＝

グ
リ
ュ
ッ
ク
ス
マ
ン
は
、

「
国
家
の
拡
張
、
つ
ま
り
統
合
国
家
は
生
産
手
段
の
社
会
化
と
政
治
生

活
の
社
会
化
を
結
合
す
る
社
会
主
義
の
政
治
へ
と
向
か
う
の
で
あ
る
」

と
論
じ
た
う
え
で
、
統
合
国
家
は
「
国
家
の
死
滅
」
に
至
る
階
梯
だ
と

論
じ
る

）
40
（

。
彼
女
の
議
論
の
問
題
は
、
多
様
な
国
家
概
念
が
ル
ー
ズ
に
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
「
統
合
国
家
」
に
含
意
さ
れ

て
い
た
指
導
階
層
と
大
衆
と
い
う
社
会
階
層
の
区
分
が
、
「
規
制
さ
れ

た
社
会
」
に
至
る
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
に
消
失
す
る
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
根
拠
が
あ
げ

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
か
な
ら
ず
し
も
彼
女
に
帰
さ

れ
る
問
題
で
は
な
く
、
グ
ラ
ム
シ
本
人
の
問
題
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

本
稿
が
示
し
た
通
り
、
現
代
国
家
と
未
来
社
会
が
連
続
す
る
と
い
う
根

拠
は
、
グ
ラ
ム
シ
の
人
間
本
性
観
と
歴
史
主
義
的
な
予
測
に
あ
っ
た
。

一
方
で
グ
ラ
ム
シ
は
、
「
統
合
国
家
」
が
依
拠
す
る
指
導
階
層
と
被
指

導
階
層
の
区
別
は
歴
史
的
構
築
物
に
過
ぎ
ず
、
歴
史
的
条
件
が
整
っ
た

場
合
に
は
変
更
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
他
方
で
ま
た
、
「
規
制

さ
れ
た
社
会
」
を
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ス
ト
と
し
て
の
人
間
本
性
に
よ
っ
て

根
拠
づ
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
議
論
に
存
す
る
第
一
の
問
題
は
、
グ
ラ
ム
シ
の
抱
懐
し
た
コ
ン

フ
ォ
ー
ミ
ス
ト
と
し
て
の
人
間
観
が
、
本
当
に
わ
れ
わ
れ
の
自
然
本
性

で
あ
る
と
言
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な
合
理
化
さ
れ
た
集
合
的
人
間
像
は
、
上
村
の
言
葉
を

借
り
れ
ば
「
組
織
さ
れ
た
生
産
者
社
会
」
と
い
う
「
典
型
的
に
二
十
世

紀
的
」
な
夢
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
グ
ラ
ム
シ

の
人
間
観
と
歴
史
主
義
こ
そ
が
、
特
定
の
時
代
の
産
物
だ
っ
た
と
は
言

え
な
い
だ
ろ
う
か

）
41
（

。
第
二
に
、
指
導
階
級
と
民
衆
と
い
う
、
グ
ラ
ム
シ

が
歴
史
的
構
築
物
と
指
摘
し
た
社
会
階
層
の
区
分
は
、
グ
ラ
ム
シ
が
考

え
た
以
上
に
堅
固
な
人
間
社
会
の
特
徴
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

と
い
う
の
も
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
の
社
会
も
ま
た
、
両
階
層
間
の
区
分

の
止
揚
を
提
起
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
れ
を
前
提
に
し
つ
つ
両
者
間

の
流
動
性
が
失
わ
れ
て
い
く
状
況
を
問
題
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
の
二
つ
の
問
題
は
、
グ
ラ
ム
シ
に
お
い
て
現
代
国
家
と
未
来
社

会
の
断
絶
を
超
え
る
契
機
と
し
て
の
革
命
論
が
不
在
だ
と
い
う
問
題
と

軌
を
一
に
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
国
家
は
「
し
だ
い
に

0

0

0

0

消
滅
し
て
い
っ
て

規
制
さ
れ
た
社
会
に
解
消
し
て
い
く
」
の
で
あ
り
、
「
徐
々
に

0

0

0

消
滅
し

て
い
く
」
（Q

6 §88: 763-4/

君: 342

傍
点
部
引
用
者
）
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
二
つ
異
な
る
社
会
の
間
に
あ
る
べ
き
質
的
断
絶
は
意
識
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
「
規
制
さ
れ
た
社
会
」
が
特
定
の
人
間
観

と
歴
史
観
の
産
物
で
あ
り
、
か
つ
こ
の
二
つ
の
社
会
像
の
断
絶
を
超
え

る
契
機
が
欠
落
し
て
い
よ
う
と
も
、
そ
れ
は
グ
ラ
ム
シ
の
議
論
す
べ
て

の
破
綻
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
、
「
す
べ
て
の
人
が
統
治
で
き
る
」
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と
い
う
テ
ー
ゼ
に
基
づ
く
議
論
は
、
広
く
民
主
主
義
社
会
が
共
有
で
き

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
指
導
階
級
と
民
衆
の
流
動
性
を
ど
の
よ
う
に
、
ま

た
ど
の
程
度
求
め
る
か
は
、
社
会
に
よ
っ
て
異
な
る

）
42
（

。
だ
が
、
社
会
的

流
動
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
統
治
に
対
す
る
民
衆
の
同
意
を
得
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
流
動
性
を
担
保
す
る
の
は
教
育
で
あ

る
と
い
う
グ
ラ
ム
シ
の
指
摘
は
、
過
ぎ
去
っ
た
社
会
に
関
す
る
観
察
と

い
う
よ
り
も
、
今
な
お
有
用
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

 

（
ち
の
・
た
か
ひ
ろ
／
政
治
思
想
史
・
政
治
理
論
）

注（
1
） 

グ
ラ
ム
シ
の
『
獄
中
ノ
ー
ト
』
か
ら
の
引
用
は
、
以
下
の
版
に
よ
る
。

G
ram

sci, A
. 

（1975

） Q
uaderni del carcere: E

dizione critica 

dell’Istituto G
ram

sci, a cura di V. G
erratana, Torino: E

inaudi. 

引

用
は
、
ノ
ー
ト
番
号
（
Q
）
、
節
番
号
（§

）
、
頁
数
の
順
に
示
し
た
。
邦

訳
が
あ
る
も
の
は
併
記
し
、
以
下
の
よ
う
に
略
記
し
た
が
、
訳
文
は
と
く

に
こ
と
わ
ら
ず
変
更
し
て
あ
る
。
「
選
1
～
6
」
山
崎
功
監
修
『
グ
ラ
ム

シ
選
集
（
一
～
六
）
』
合
同
出
版
、
一
九
七
八
年
。
「
リ
」
D
・
フ
ォ
ー
ガ

チ
編
、
東
京
グ
ラ
ム
シ
研
究
会
訳
『
グ
ラ
ム
シ
・
リ
ー
ダ
ー
』
御
茶
の
水

書
房
、
一
九
九
五
年
。
「
知
」
上
村
忠
男
訳
『
知
識
人
と
権
力
』
み
す
ず

書
房
、
一
九
九
九
年
。
「
君
」
上
村
忠
男
訳
『
新
編　

現
代
の
君
主
』
筑

摩
書
房
、
二
〇
〇
八
年
。

（
2
） 

例
え
ば
フ
ィ
ノ
ッ
キ
ア
ー
ロ
の
研
究
は
、
モ
ス
カ
流
の
エ
リ
ー
ト
的
民
主

主
義
を
グ
ラ
ム
シ
に
見
い
だ
す
点
で
示
唆
的
で
あ
る
。
し
か
し
彼
は
、
エ

リ
ー
ト
的
民
主
主
義
の
前
提
と
な
る
大
衆
と
エ
リ
ー
ト
と
い
う
社
会
階
層

の
基
本
的
な
区
分
が
、
「
現
代
の
君
主
」
や
実
践
の
哲
学
と
い
っ
た
構
想

に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
十
分
応
答
し
て
い
な
い
。

彼
は
、
グ
ラ
ム
シ
思
想
の
「
す
べ
て
の
人
が
統
治
で
き
る
」
側
面
の
み
を

過
度
に
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。Finocchiaro, M

. A
. 

（1999

） 
B

eyond R
ight and Left: D

em
ocratic E

litism
 in M

osca and G
ram

sci, 
N

ew
 H

aven: Yale U
niversity Press, esp. pp. 75-6.

（
3
） 

松
田
は
、
こ
の
語
を
「
自
己
規
制
社
会
」
と
訳
出
し
て
い
る
。
外
的
な
強

制
に
よ
ら
ず
に
自
ら
の
規
範
を
つ
く
り
出
し
、
そ
の
規
範
を
成
員
が
内
面

化
す
る
、
と
い
う
こ
の
社
会
に
お
け
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
に
鑑
み
て
、
こ

の
訳
語
は
当
を
得
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
で
き
る
だ
け
意
訳

を
避
け
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
直
訳
の
「
規
制
さ
れ
た
社
会
」
と
い
う
語

を
用
い
る
。
松
田
博
『
グ
ラ
ム
シ
研
究
の
新
展
開
』
御
茶
の
水
書
房
、
二

〇
〇
三
年
。

（
4
） 

前
者
は
、B

ellam
y, R

. and Schecter, D
. 

（1993

） G
ram

sci and the 

Italian State, M
anchester: M

anchester U
niversity Press, pp. 

125-6. 

〔
小
池
渺
・
奥
西
達
也
・
中
原
隆
幸
訳
『
グ
ラ
ム
シ
と
イ
タ
リ
ア
国

家
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
二
年
、
一
九
六
―
七
頁
〕
。
後
者
は
、

G
olding. S. 

（1992

） G
ram

sci’s D
em

ocratic T
heory: C

ontributions to 

a Post-liberal D
em

ocracy, Toronto: U
niversity of Toronto Press, 

pp. 111-8.

（
5
） Lo Piparo, F. 

（1979

） Lingua, intellettuali, egem
onia in G

ram
sci, 

B
ari: Laterza, p. 150n1.

（
6
） 

グ
ラ
ム
シ
が
初
期
草
稿
（
A
稿
）
で
用
い
て
い
た
「
階
級
」
の
語
を
、
後

に
改
稿
し
た
ノ
ー
ト
（
C
稿
）
で
は
「
社
会
集
団
」
の
語
に
置
き
換
え
た

こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
い
が
、
彼
は
そ
の
他

に
も
「
階
層
（ceto

）
」
の
語
も
用
い
て
い
る
。
後
に
引
用
す
る
一
節
を
参

照
（Q

29 §6: 2349/

リ: 446

）
。
本
稿
で
は
「
社
会
集
団
」
と
「
階
層
」

を
と
く
に
区
別
せ
ず
用
い
る
。
ま
た
、
指
導
的
社
会
集
団
を
指
し
て
「
指

導
階
級
」
の
語
も
用
い
る
が
、
こ
の
語
は
、
生
産
諸
関
係
に
基
づ
く
社
会
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集
団
と
い
う
意
味
で
の
（
マ
ル
ク
ス
主
義
的
語
彙
で
の
）
「
階
級
」
を
意

味
し
な
い
。

（
7
） 

以
下
を
参
照
。B

obbio, N
. 

（1986

） Profilo ideologico del novecento 
italiano, Torino: E

inaudi, C
h. 4 

〔
馬
場
康
雄
・
押
場
靖
志
訳
『
イ
タ

リ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
未
來
社
、
一
九
九
三
年
、
第
四
章
〕; B

ellam
y, R

. 
（1987
） M

odern Italian Social T
heory, C

am
bridge: Polity, pp. 4-5; 

G
entile, E

. 
（2002

） Il m
ito dello Stato nuovo, B

ari: Laterza, p. 6.

（
8
） ナ
ポ
リ
・
ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
に
つ
い
て
は
多
く
の
重
要
な
研
究
が
あ
る
が
、

差
し
当
た
り
以
下
を
参
照
。O

nufrio, S. 

（1972

） Lo “stato etico” e gli 
hegeliani di N

apoli, T
rapani: C

elebes E
ditore; O

ldrini, G
. 

（1998

）

 
L’idealism

o italiano tra N
apoli e l’E

uropa, N
apoli: G

uerini e 
A

ssociati, pp. 17-89; Losurdo, D
. 

（1997b

） D
ai fratelli Spaventa a 

G
ram

sci: Per una storia politico-sociale della fortuna di H
egel in 

Italia, N
apoli: La città del sole; 

中
村
勝
己
「
『
概
念
』
の
地
中
海
紀
行

あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
受
容
の
一
〇
〇
年
（
1
）
―
―

ベ
ル
ト
ラ
ン
ド
・
ス
パ
ヴ
ェ
ン
タ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
解
説
論
文
を
中
心
に
」『
中

央
大
学
社
会
科
学
研
究
所
年
報
』
第
十
三
号
、
二
〇
〇
八
年
。

（
9
） Spaventa, B

. 

（2007

） P
rincipi di etica, N

apoli: La scuola di 
Pitagora editrice, pp. 140-2.

（
10
） Ibid, pp. 158-9. 

ベ
ラ
ミ
ー
と
シ
ェ
ク
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
ス
パ
ヴ
ェ
ン
タ

は
国
家
の
法
と
諸
個
人
の
道
徳
が
区
別
さ
れ
る
べ
き
だ
と
認
識
し
た
も
の

の
、
そ
の
認
識
は
彼
の
国
家
論
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。B

ellam
y and 

Schecter, G
ram

sci and the Italian State, pp. 139-40. 

〔
邦
訳
、
二
二

二
―
三
頁
〕
。

（
11
） Spaventa, B

. 

（2008

） Saggi di critica filosofica, politica e religiosa, 
N

apoli: La scuola di Pitagora editri ce, pp. 222-5.

（
12
） ク
ロ
ー
チ
ェ
に
よ
る
ス
パ
ヴ
ェ
ン
タ
批
判
は
以
下
を
参
照
。C

roce, B
. 

（1994b

） “E
lem

enti di politica, ” E
tica e politica, a cura di G

. 

G
alasso, M

ilano: A
delphi, p. 305. 

〔
上
村
忠
男
訳
『
ク
ロ
ー
チ
ェ
政

治
論
集
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
六
年
、
七
四
頁
〕
。

（
13
） Croce, B

. 

（1993

） Cultura e vita m
orale, a cura di M

. Frangipani, 
N

apoli: B
ibliopolis, pp. 21-31; pp. 163-6.

（
14
） Croce, B

. 

（1994a

） “Fram
m

enti di E
tica, ” E

tica e politica, a cura 
di G

. G
alasso, M

ilano: A
delphi, pp. 210-6.

（
15
） Croce, “E

lem
enti di politica ”, p. 269. 

〔
邦
訳
、
二
七
頁
〕
。

（
16
） 

異
な
る
概
念
間
の
区
分
を
重
視
す
る
ク
ロ
ー
チ
ェ
と
は
反
対
に
、
ジ
ェ
ン

テ
ィ
ー
レ
は
統
一
の
契
機
を
重
視
し
て
い
た
。G

entile, G
. 

（2003a

） I 
fondam

enti della filosofia del diritto, R
om

a: Le Lettere, pp. 3-7; pp. 
229-30.

（
17
） 

倉
科
岳
志
「
ク
ロ
ー
チ
ェ
と
第
一
次
世
界
大
戦
―
―
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
と

の
関
係
を
中
心
に
」
『
日
伊
文
化
研
究
』
第
四
九
号
、
二
〇
〇
六
年
。
千

野
貴
裕
「
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
『
戦
争
論
』
に
お
け
る
「
政
治
的
仕
事
」
の
企

図
に
つ
い
て
―
―
実
践
的
歴
史
叙
述
の
観
点
か
ら
」
『
早
稲
田
政
治
公
法

研
究
』
第
九
〇
号
、
二
〇
〇
九
年
。

（
18
） Gentile, G

. 

（2004

） “O
rigins and D

octrine of Fascism
”, O

rigins 

and D
octrine of Fascism

 w
ith Selections from

 O
ther W

orks, ed. and 
trans. J. G

regor, London: T
ransaction Publishers, p. 32.

（
19
） Gentile, G

. 

（2003b

） “La nazionalità del sapere e della scuola ”, 
La riform

a dell’educazione, R
om

a: Le Lettere, pp. 1-16.

（
20
） Bellam

y, M
odern Italian Social T

heory, pp. 108-10.

（
21
） 

ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
改
革
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
田
辺
敬

子
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
教
育
」
フ
ァ
シ
ズ
ム
研
究
会
編
『
戦
士
の
革
命
・

生
産
者
の
国
家
』
太
陽
出
版
、
一
九
八
五
年
。

（
22
） 

千
野
貴
裕
「
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
論
―
―
ク

ロ
ー
チ
ェ
の
教
会
批
判
の
検
討
を
中
心
に
」『
政
治
思
想
研
究
』
第
十
五
号
、

二
〇
一
五
年
。
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（
23
） 

本
節
の
短
い
検
討
で
は
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
「
最
初
の
理
論
的
マ
ル
ク

ス
主
義
者
」
（
ク
ロ
ー
チ
ェ
）
で
あ
る
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ラ
ブ
リ
オ
ー
ラ

の
国
家
論
に
は
主
題
的
に
触
れ
な
い
。
ラ
ブ
リ
オ
ー
ラ
は
、
こ
こ
で
挙
げ

た
三
人
の
思
想
家
の
よ
う
に
、
独
特
の
倫
理
国
家
概
念
を
提
出
し
た
わ
け

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ラ
ブ
リ
オ
ー
ラ
は
、
ス
パ
ヴ
ェ
ン
タ
流
の
道
徳

の
実
体
化
と
し
て
の
倫
理
国
家
に
一
時
接
近
す
る
も
の
の
、
後
に
、
国
家

は
経
済
制
度
を
防
衛
す
る
機
制
で
あ
り
、
形
而
上
学
的
に
実
体
を
変
え
る

も
の
で
は
な
い
と
厳
し
く
批
判
す
る
よ
う
に
な
る
。Labriola, A

. 

（1976

） 
“D

el m
aterialism

o storico: D
ilucidazione prelim

inare ”, Scritti 
filosofici e politici vol. I, a cura di F. Sbarberi, Torino: E

inaudi 

〔
小

原
耕
一
・
渡
部
實
訳
「
史
的
唯
物
論
に
つ
い
て
」
『
思
想
は
空
か
ら
降
っ

て
こ
な
い
』
同
時
代
社
、
二
〇
〇
八
年
〕
。

（
24
） 

以
下
も
参
照
。G

ram
sci, A

. 

（1965
） Lettere dal carcere, a cura di S. 

C
aprizzo e E

. Fubini, Torino: E
inaudi, pp. 458-9. 

〔
大
久
保
昭
男
・

坂
井
信
義
訳
『
グ
ラ
ム
シ
獄
中
か
ら
の
手
紙
3
』
大
月
書
店
、
一
九
八
二
年
、

二
七
頁
〕
。

（
25
） 「
独
裁
」
は
狭
義
の
国
家
の
強
制
力
を
、
「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
」
は
市
民
社
会
の

同
意
形
成
機
能
を
指
す
。

（
26
） 

以
下
を
参
照
。Q

1 §48: 59/

獄
中
ノ
ー
ト
翻
訳
委
員
会
訳
『
グ
ラ
ム
シ
研

究
所
校
訂
版　

獄
中
ノ
ー
ト
1
』
大
月
書
店
、
一
九
八
一
年
、
一
五
六
頁
。

Farneti, P. 

（1978

） La dem
ocrazia in Italia tra crisi e innovazione, 

Torino: G
iovanni A

gnelli. 

〔
馬
場
康
雄
訳
『
危
機
と
革
新
の
政
治
学
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
〕
。

（
27
） Finocchiaro, B

eyond R
ight and Left, pp. 115-6. 

（
28
） Malatesta, M

. 

（1995

） “Introduction: T
he Italian Professions 

from
 a C

om
parative Perspective ”, Society and the Professions in 

Italy 1860-1914, ed. M
. M

alatesta, trans. A
. B

elton, C
am

bridge: 
C

am
bridge U

niversity Press, pp. 18-20.

（
29
） Sassoon, A

. S. 

（2000

） G
ram

sci and C
ontem

porary Politics: B
eyond 

Pessim
ism

 of the Intellect, London: R
outledge, pp. 16-7.

（
30
） Bourdieu, P. and P

asseron, J-C
. 

（1990

） R
eprodu

ction
 in 

E
ducation, Society and C

ulture, 2nd ed., London: Sage, pp. 71-
106.

（
31
） 

田
辺
敬
子
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
教
育
」『
戦
士
の
革
命
・
生
産
者
の
国
家
』

二
六
四
―
七
五
頁
。

（
32
） 「
規
制
さ
れ
た
社
会
」
を
グ
ラ
ム
シ
流
の
共
産
主
義
社
会
の
素
描
と
す
る

見
方
は
少
な
く
な
い
。
一
例
と
し
て
以
下
を
参
照
。Liguori, G

. 

（2009

） 
“Società regolata ”, D

izionario gram
sciano 1926-1937, a cura di 

G
. Liguori e P. Voza, R

om
a: C

arocci; Losurdo, D
. 

（2007a

） 
A

ntonio G
ram

sci: D
al liberalism

o al «com
unism

o critico», R
om

a: 
G

am
beretti E

ditrice, p.192. 

〔
福
田
静
夫
監
訳
『
グ
ラ
ム
シ　

実
践
の

哲
学
』
文
理
閣
、
二
〇
〇
八
年
、
二
二
八
頁
〕
。

（
33
） 

ガ
エ
タ
ー
ノ
・
モ
ス
カ
『
支
配
す
る
階
級
』
志
水
速
雄
訳
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
社
、
一
九
七
三
年
、
五
七
頁
。
本
稿
で
は
詳
述
で
き
な
い
が
、グ
ラ
ム
シ

に
対
す
る
モ
ス
カ
の
影
響
力
を
論
じ
た
研
究
と
し
て
以
下
を
参
照
。

Zarone, G
. 

（1990

） C
lasse politica e ragione scientifica: M

osca 

C
roce G

ram
sci, N

apoli: E
dizioni Scientifiche Italiane; M

edici, R
. 

（1990

） La M
etafora M

achiavelli: M
osca Pareto M

ichels G
ram

sci, 
M

odena: M
ucchi editore.

（
34
） 

千
野
貴
裕
「
同
意
と
公
共
性
―
―
A
・
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
に
お
け

る
同
意
の
形
成
と
解
体
」
齋
藤
純
一
編
『
公
共
性
を
め
ぐ
る
政
治
思
想
』

お
う
ふ
う
、
二
〇
一
〇
年
。

（
35
） 

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
『
監
獄
の
誕
生
―
―
監
視
と
処
罰
』
田
村
俶
訳
、

新
潮
社
、
一
九
七
七
年
。

（
36
） Texier, J. 

（1989

） “R
azionalità rispetto allo scopo e razionalità 

rispetto al valore Q
uaderni del carcere”, M

odern T
im

es: G
ram

sci 
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e la critica dell’am
ericanism

o, G
. B

aratta, A
. C

atone eds., M
ilan: 

C
ooperativa D

iffusioni ’84; B
ellam

y and Schecter, G
ram

sci and 

the Italian State, C
hs. 4-6. 

だ
が
、
彼
ら
は
グ
ラ
ム
シ
が
経
済
決
定
論

者
で
あ
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
グ
ラ
ム
シ

は
『
経
済
学
批
判
』
の
「
序
言
」
を
「
も
っ
と
も
重
要
」
で
「
真
の
よ
り

ど
こ
ろ
」
（Q

11 §29: 1441/

選2: 206; Q
7: 2358-60

）
と
し
、
こ
こ
か

ら
二
つ
の
原
則
を
得
た
。
「
1
．
人
類
は
、
自
ら
が
解
決
し
う
る
課
題
の

み
を
、
み
ず
か
ら
に
提
起
す
る
。
〔
…
〕
課
題
そ
の
も
の
は
、
こ
れ
の
解

決
の
物
質
的
諸
条
件
が
す
で
に
存
在
す
る
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
形

成
過
程
に
あ
る
場
合
に
の
み
、
生
じ
て
く
る
。
2
．
あ
る
社
会
構
成
は
、

そ
こ
に
お
い
て
ま
だ
発
展
の
余
地
の
あ
る
生
産
諸
力
が
す
べ
て
発
展
し
尽

く
す
ま
で
は
、
崩
壊
す
る
こ
と
が
な
い
し
、
ま
た
よ
り
高
度
の
新
し
い
生

産
諸
関
係
は
、
そ
の
物
質
的
な
存
在
諸
条
件
が
旧
社
会
の
胎
内
で
発
育
を

遂
げ
る
ま
で
は
、
し
か
る
べ
き
位
置
を
占
め
る
こ
と
が
な
い
〔
…
〕
」

（Q
11 §22: 1422/

選2: 167

）
。
彼
は
こ
の
原
則
を
『
ノ
ー
ト
』
の
な
か

で

繰
り
返
し
述
べ
て

い
る
（Q

4 §38: 455; Q
7 §20: 869; Q

10II §6: 
1244/

君:32-33; Q
13 §17: 1579/

君: 133

）
。
こ
れ
を
根
拠
と
し
て
、

グ
ラ
ム
シ
は
経
済
決
定
論
者
で
は
な
く
、
か
つ
経
済
的
審
級
を
よ
り
基
底

的
と
し
て
い
た
と
い
う
解
釈
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
重
要

で
あ
る
も
の
の
、
わ
が
国
で
は
あ
ま
り
主
題
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
以
下
を
参
照
。
千
野
「
グ
ラ
ム
シ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
論
」『
政

治
思
想
研
究
』
二
四
九
―
五
〇
。

（
37
） De F

elice, F. 

（1977

） “R
ivolu

zion
e passiva, fascism

o, 
am

ericanism
o in G

ram
sci ”, Politica e storia in G

ram
sci: A

tti del 

convegno internazionale di studi gram
sciani Firenze 9-11 dicem

bre 

1977, a cura di F. Ferri, R
om

a: R
iuniti. 

な
お
、
階
級
闘
争
主
義
が

コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
と
「
規
制
さ
れ
計
画
さ
れ
た
経
済
」
に
よ
っ
て
超
克

さ
れ
る
と
し
た
点
で
、
グ
ラ
ム
シ
は
フ
ァ
シ
ス
ト
の
思
想
家
ウ
ー
ゴ
・
ス

ピ
リ
ト
を
評
価
し
て
い
た
（Q

15 §3: 1796/

選6: 155

）
。
グ
ラ
ム
シ
と

ス
ピ
リ
ト
の
思
想
的
近
似
に
つ
い
て
は
、
上
村
忠
男
「
〈
組
織
さ
れ
た
生

産
者
社
会
〉
の
夢
」
『
グ
ラ
ム
シ
―
―
獄
舎
の
思
想
』
青
土
社
、
二
〇
〇

五
年
、
を
参
照
。

（
38
） M

artin, J. 

（1998

） G
ram

sci’s P
olitical A

n
alysis, L

ondon: 
M

acm
illan Press, p. 62.

（
39
） 

千
野
「
グ
ラ
ム
シ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
論
」
『
政
治
思
想
研
究
』
二
四
九

―
五
〇
頁
。

（
40
） Buci-G

lucksm
ann, C

. 

（1980

） G
ram

sci and the State, trans. D
. 

Fernbach, London: Law
rence and W

ishart, pp. 289-90. 

〔
大
津
真

作
訳
『
グ
ラ
ム
シ
と
国
家
』
合
同
出
版
、
一
九
八
三
年
、
四
一
四
―
一
五
頁
〕
。

（
41
） 

上
村
『
獄
舎
の
思
想
』
一
四
五
―
六
頁
。
本
稿
で
は
詳
述
で
き
な
い
が
、

こ
こ
で
述
べ
た
問
題
は
グ
ラ
ム
シ
が
「
絶
対
的
歴
史
主
義
」
と
し
て
定
義

し
た
「
実
践
の
哲
学
」
の
問
題
に
密
接
に
関
係
す
る
。

（
42
） Crick, B

. 

（2002

） D
em

ocracy: A
 Very Short Introduction, O

xford: 
O

xford U
niversity Press, p. 95. 

〔
添
谷
育
志
・
金
田
耕
一
訳
『
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
一
六
六
頁
〕
。

謝
辞　

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援
）
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。
二
人
の
匿
名
査
読
者
と
第
三
九
回
社
会
思
想
史
学
会
大

会
な
ど
の
機
会
に
コ
メ
ン
ト
を
下
さ
っ
た
方
々
、
と
く
に
、
小
野
寺
研
太
、

北
原
敦
、
倉
科
岳
志
、
小
林
勝
、
谷
本
純
一
、
中
村
勝
己
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

グ
ラ
ム
シ
、
市
民
社
会
、
倫
理
国
家
、
規
制
さ
れ
た
社
会
、
社

会
的
流
動
性
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は
じ
め
に

　

ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
は
哲
学
的
主
著
『
活
動
的
生V

ita activa

』

（
『
人
間
の
条
件T

he H
um

an C
ondition

』
ド
イ
ツ
語
版

）
1
（

）
に
お
い
て
、
特

別
な
意
味
を
込
め
て
〈
も
の
〉D

ing, thing

の
概
念
を
用
い
る
。
一

般
名
詞
で
も
と
り
わ
け
抽
象
度
が
高
い
こ
の
概
念
を
主
題
化
し
た
研
究

は
、
な
お
少
な
い
。

　

た
と
え
ば
川
崎
修
（2010: 103-117

）
は
〈
も
の
〉
を
扱
う
さ
い
、

使
用
対
象
物
と
芸
術
作
品
の
区
別
（
「
人
工
物
の
世
界
」
の
「
構
成
物
の
二

重
性
」
、ibid.: 108

）
を
際
だ
た
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
を
問
題
化
す
る
。
有

用
性
に
し
た
が
う
使
用
対
象
物
の
秩
序
が
人
間
と
い
う
究
極
目
的
に
突

き
あ
た
る
と
き
、
世
界
に
固
有
の
価
値
は
喪
わ
れ
る
。
そ
こ
で
ア
ー
レ

ン
ト
は
「
世
界
の
も
う
一
つ
別
の
種
類
の
構
成
物
と
し
て
『
芸
術
作
品
』

を
と
り
あ
げ
、
そ
の
標
準
と
し
て
『
有
用
性
』
に
か
わ
っ
て
『
美
』
を

持
ち
こ
ん
だ
」
（ibid.

）
。

　

な
ぜ
二
重
性
が
必
要
な
の
か
。
川
崎
に
よ
る
と
、
有
用
性
に
よ
る
世

界
の
構
成
の
ほ
う
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
の
世
界
論
を
踏
ま

え
て
い
る
。
こ
の
「
道
具
的
存
在
性
」
の
世
界
は
、
「
平
均
的
日
常
的
」

な
「
世
人
」
の
世
界
で
あ
る
（ibid.: 110

）
。
こ
れ
に
対
し
て
「
人
間
の

『
本
来
的
』
な
在
り
方
と
結
び
つ
い
た
『
世
界
』
概
念
」
が
あ
り
、「
『
美
』

と
『
芸
術
作
品
』
は
こ
の
後
者
の
『
世
界
』
概
念
に
結
び
つ
い
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
」
（ibid.: 111

）
。
そ
れ
は
「
政
治
的
な
人
間
の
在
り
方

に
対
応
す
る
」「
活
動
の
場
と
し
て
の
世
界
」（ibid.: 116, 114

）
で
あ
り
、

〈
公
募
論
文
〉

有
用
性
を
越
え
て
持
続
す
る
〈
も
の
〉

【
ア
ー
レ
ン
ト『
活
動
的
生
』
に
お
け
る
〈
も
の
〉
概
念
】

橋
爪
大
輝
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芸
術
作
品
は
「
物
化
さ
れ
た
政
治
」
（ibid.: 116

）
な
の
だ
。

　

こ
の
整
理
で
構
図
は
相
当
す
っ
き
り
す
る
。
が
、
彼
は
使
用
対
象
物

と
芸
術
作
品
を
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
を
別
箇
に
問
い
、
〈
も
の
〉
を
そ
れ

と
し
て
捉
え
な
い
。
芸
術
作
品
が
物
化
さ
れ
た
政
治
で
あ
り
、
そ
の
本

質
が
美
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
有
用
な
使
用
対
象
物
と
の
隔
た
り
は
解
消

さ
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

と
こ
ろ
が
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、「
芸
術
作
品
は
、
あ
ら
ゆ
る
〈
も

の
〉
の
う
ち
も
っ
と
も
存
続
的
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
も
っ
と
も
世
界

的
で
あ
る
」
（VA

: 202

）
。
こ
う
言
わ
れ
る
と
き
、「
あ
ら
ゆ
る
〈
も
の
〉
」

に
は
使
用
対
象
物
も
含
ま
れ
る
以
上
、
使
用
対
象
物
と
芸
術
作
品
が
置

か
れ
比
較
さ
れ
う
る
同
一
平
面
の
存
在
が
明
ら
か
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

た
し
か
に
ア
ー
レ
ン
ト
自
身
こ
の
二
者
を
区
別
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、

川
崎
は
そ
の
区
別
を
鋭
く
す
る
あ
ま
り
、
彼
女
の
認
め
て
い
た
〈
も
の
〉

で
あ
る
か
ぎ
り
の
共
通
性
を
か
え
っ
て
蔽
い
か
く
す
仕
儀
に
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
同
一
平
面
、
共
通
性
を
、
ひ
と
ま
ず
〈
も
の
〉
の

〈
も
の
ら
し
さ
〉
と
呼
ん
で
お
こ
う
。
こ
の
と
き
問
う
べ
き
は
こ
の
〈
も0

の
ら
し
さ

0

0

0

0

〉
、
〈
も
の

0

0

〉
の
本
質
と
は
な
に
か

0

0

0

0

0

0

0

0

、
で
あ
る
。
本
稿
の
目
的

は
、
こ
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
森
一
郎
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
に
「
近
代
哲
学
が
攻
撃

の
的
と
し
て
き
た
『
実
体
の
実
体
性
』
を
、
世
界
の
名
の
も
と
に
復
権

し
よ
う
」
と
す
る
こ
こ
ろ
み
を
み
と
め
、
彼
女
は
「
物
に
ふ
さ
わ
し
い

『
耐
久
性
』
や
、
世
界
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
『
永
続
性
』
を
、
正
当
に

指
定
」
（
森2013a: 278f.

）
し
た
と
述
べ
て
哲
学
史
上
の
意
義
を
確
認

し
て
い
た

）
2
（

。
つ
ま
り
〈
も
の
ら
し
さ
〉
は
こ
う
し
た
実
体
性
や
永
続
性

を
つ
う
じ
て
こ
そ
、
説
明
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
森
の
指
摘
に
よ
り
、

川
崎
に
お
い
て
は
脇
に
置
か
れ
た
、
〈
も
の
〉
の
持
続
的
性
格
が
浮
か

び
上
が
っ
て
き
た
。
森
の
成
果
に
接
続
す
る
か
た
ち
で
、
私
た
ち
も
ま

た
〈
も
の
〉
の
本
質
を
持
続
性

0

0

0

に
こ
そ
見
て
と
り
、
そ
こ
に
芸
術
作
品

と
使
用
対
象
物
の
区
別
の
統
一
を
見
よ
う
と
す
る
。
そ
の
と
き
美
や
有

用
さ
は
あ
く
ま
で
、
持
続
性
を
つ
う
じ
て
二
次
的
に
成
立
す
る
も
の
と

な
る
。
川
崎
は
お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
美
や
有
用
さ
の
条
件
と
し
て

し
か
持
続
性
を
評
価
し
え
な
か
っ
た
が
、
い
ま
や
持
続
性
が
そ
れ
自
体

で
も
つ
意
義
を
見
て
と
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。
つ
ま
り
持
続
性
と
は
、

〈
も
の
〉
が
役
だ
っ
た
り
美
し
か
っ
た
り
す
る
た
め
の
〝
条
件
〞
に
過

ぎ
な
い
の
で
は
な
く
、
〈
も
の
〉
の
本
来
的
な
あ
り
か
た
な
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
ま
ず
、
〈
も
の
〉
を
制
作
す
る
場
面
か
ら
見
る
。
〈
も
の
〉

と
は
、
運
動
す
る
自
然
に
対
立
し
抵
抗
す
る
も
の
と
し
て
、
人
為
的
な

も
の
と
し
て
制
作
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
制
作
は
〈
も
の
〉
に
持
続
性

を
与
え
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
持
続
性
の
内
実
が
そ
の
時
間
的
側
面

か
ら
理
解
さ
れ
る
（
一
節
）
。
こ
の
持
続
性
は
、
持
ち
こ
た
え
る
性
質

を
〈
も
の
〉
に
与
え
、
人
間
が
そ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

使
用
さ
れ
る
〈
も
の
〉
は
役
だ
つ
も
の
と
し
て
、
有
用
性
を
示
す
。
だ

が
、
有
用
性
は
連
鎖
し
、
〈
も
の
〉
す
べ
て
の
無
価
値
化
を
招
く
こ
と

に
な
る
（
二
節
）
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
〈
も
の
〉
の
本
質
的
な
あ
り
か
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た
を
よ
り
強
度
に
示
す
の
が
芸
術
作
品
な
の
で
あ
る
。
芸
術
作
品
は
た

だ
〈
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
〉
を
本
質
と
し
て
お
り
、
芸
術
作
品
が
美
を

示
す
の
は
、
こ
の
本
質
に
も
と
づ
く
。
こ
う
し
て
、
有
用
性
で
も
美
で

も
な
く
持
続
性
こ
そ
、〈
も
の
〉
の
本
質
で
あ
る
こ
と
が
確
証
さ
れ
る
（
三

節
）
。
私
た
ち
は
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
持
続
的
な
も
の
が
人
間
生
活
の

尺
度
た
り
う
る
次
第
を
も
確
認
す
る
（
四
節
）
。

　

こ
う
し
て
、
〈
も
の
〉
（
の
本
質
）
と
は
な
に
か
と
い
う
問
い
に
た
い

す
る
ア
ー
レ
ン
ト
の
回
答
を
、
私
た
ち
は
そ
の
概
念
の
連
関
と
分
節
性

に
お
い
て
明
ら
か
に
し
、
哲
学
的
に
提
示
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
た
し

か
に
〈
も
の
〉
の
本
質
が
持
続
性
に
あ
る
と
は
ア
ー
レ
ン
ト
自
身
述
べ

て
い
る
こ
と
で
、
新
し
い
知
見
で
は
な
い
。
し
か
し
い
く
ら
か
断
定
的

で
あ
る
彼
女
の
言
明
を
解
釈

0

0

し
、
そ
こ
に
ひ
そ
む
内
在
的
論
理
を
解
明

0

0

0

0

0

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
〈
も
の
〉
は
世
界
や
物
語
、
法
に
も
か
か

わ
る
枢
要
な
概
念
で
あ
り
、
如
上
の
作
業
を
つ
う
じ
て
こ
そ
、
そ
れ
を

ア
ー
レ
ン
ト
哲
学
の
体
系
性
の
内
部
に
正
し
く
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
の
だ
。
ま
た
べ
つ
の
観
点
に
立
つ
な
ら
、
〈
も
の
〉
が
な
に

で
な
い

0

0

か
の
呈
示
と
い
う
消
極
的

0

0

0

な
成
果
こ
そ
、
本
稿
の
重
要
な
寄
与

と
な
り
う
る
。
な
ぜ
な
ら
、
本
稿
は
有
用
性
も
美
も

0

0

0

0

0

0

〈
も
の
〉
の
本
質

で
は
な
い

0

0

こ
と
―
―
主
要
な
構
成
要
素
で
は
あ
る
に
し
て
も
―
―
を
示

す
が
、
有
用
性
や
美
こ
そ
本
質
的
と
み
な
す
先
行
研
究
も
少
な
く
な
い

か
ら
だ

）
3
（

。

一　

制
作
―
―
自
然
か
ら
分
離
さ
れ
た〈
も
の
〉

　

『
活
動
的
生
』
の
問
い
は
、
「
私
た
ち
が
能
動
的
で
あ
る
と
き
、
い
っ

た
い
な
に
を
し
て
い
る
の
か
」
（VA

: 14

）
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
い
は
具

体
的
に
は
、
労
働
・
制
作
・
活
動
と
い
う
三
つ
の
活
動
性T

ätigkeit

の
構
造
を
分
析
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
遂
行
さ
れ
る
。
〈
も
の
〉
の

問
い
は
、
制
作H

erstellen

の
活
動
性
を
明
ら
か
に
す
る
な
か
で
、

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
書
第
一
章
に
お
け
る
定
義
ふ
う
の
記
述
に

よ
れ
ば
、
「
制
作
に
お
い
て
あ
き
ら
か
と
な
る
の
は
、
自
然
に
依
存
す

る
一
存
在
〔
で
あ
る
人
間
〕

が
も
つ
、
反
自
然
的
な
部
分das 

W
ider natürliche

で
あ
る
」
（VA

: 16

）
。

制
作
が
生
産
す
る
の
は
人
工
的
な
〈
も
の
〉
の
世
界
で
あ
り
、
こ
の

〈
も
の
〉
は
自
然
物
に
た
ん
に
つ
け
加
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
定

程
度
ま
で
自
然
に
対
抗
し
、
生
命
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
か
ん
た
ん

に
は
消
耗
さ
れ
な
い
点
で
、
自
然
物
と
は
区
別
さ
れ
る
。
本
性
上
、

自
然
の
な
か
で
は
家
な
し
で
あ
る
人
間
的
生
命
は
、
こ
の
物
世
界

D
ingw

elt

の
な
か
で
住
ま
い
を
得
る
。
世
界
は
、
人
間
的
生
命
を

越
え
て
持
続
し
、
そ
れ
に
対
立
し
、
客
観
的
―

対
象
的
な
も
の
と
し

て
立
ち
む
か
う
か
ぎ
り
で
、
人
間
に
故
郷
を
提
供
す
る
の
だ
。
制
作

と
い
う
活
動
性
が
そ
の
も
と
に
あ
る
と
こ
ろ
の
基
本
条
件
と
は
世
界
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性
で
あ
り
、
世
界
性
と
は
人
間
的
実
存
が
対
象
性
や
客
観
性
を
拠
り

ど
こ
ろ
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

（ibid.

）

　

ア
ー
レ
ン
ト
は
ひ
と
ま
ず
、
制
作
を
自
然
に
対
す
る
対
抗
と
い
う
観

点
か
ら
特
徴
づ
け
る
。
〈
も
の
〉
が
自
然
に
抵
抗
し
、
そ
の
こ
と
を
つ

う
じ
て
人
間
の
住
ま
い
と
な
る
。
そ
れ
が
物
世
界
で
あ
る

）
4
（

。
人
間
が
そ

う
し
た
世
界
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
世
界
性
と
い
わ
れ

る
。
当
面
の
問
題
は
、（
1
）
そ
も
そ
も
自
然
と
は
な
に
か
。
（
2
）
〈
も

の
〉
は
い
か
に
し
て
自
然
に
対
抗
し
う
る
の
か
。
（
3
）
制
作
は
い
か

に
し
て
そ
う
し
た
〈
も
の
〉
を
作
り
あ
げ
る
の
か
、
と
い
う
も
の
に
な

る
だ
ろ
う
。

　

（
1
）
自
然
と
は
な
に
か
。
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
自
然
と
は
「
永

遠
に
回
帰
す
る
、
回
転
運
動
」（VA

: 115

）
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
ま
っ

た
く
無
規
定
だ
と
見
る
む
き
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
自
然
は
永
遠
の
運

動
と
い
う
ほ
か
、
さ
し
あ
た
り
規
定
し
よ
う
が
な
い
の
だ
。
な
ぜ
な
ら

こ
の
運
動
と
い
う
あ
り
か
た
は
、
自
然
の
う
ち
に
分
節
性
が
ほ
ぼ
存
在

し
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

自
然
の
う
ち
に
も
、
た
し
か
に
生
命
と
い
う
存
在
者
が
あ
る
。
し
か

し
第
一
に
生
命
は
自
然
の
な
か
で
、
個
体
よ
り
も
種
の
全
体
と
し
て
存

在
し
て
お
り
、
個
体
は
種
の
連
続
性
の
う
ち
に
消
失
し
て
し
ま
う
。
ア
ー

レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
生
命
に
と
っ
て
は
「
類

ガ
ッ
ト
ゥ
ン
グ
ス
レ
ー
ベ
ン

的
生
命
」
や
「
種
の
潜

在
的
な
不
滅
」
（VA

: 16

）
の
ほ
う
が
本
体
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
諸

個
体
と
い
う
分
節
は
、
生
命
や
自
然
に
と
っ
て
本
質
的
で
は
な
い
。
た

ほ
う
第
二
に
、
動
物
の
或
る
種
（
の
個
体
）
は
、
捕
食
な
ど
に
よ
っ
て

他
の
種
（
の
個
体
）
に
取
り
こ
ま
れ
る
の
が
つ
ね
で
あ
る
。
生
命
は
、

さ
も
な
け
れ
ば
存
続
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
個
体
の
レ
ベ
ル
で
も
種

の
レ
ベ
ル
で
も
、
分
離
は
絶
対
で
は
な
い
。
む
し
ろ
個
体
や
種
の
分
離

が
、
あ
る
と
し
て
も
か
り
そ
め
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
、
生
命
が

生
命
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
生
命
と
は
、
ア
ー

レ
ン
ト
に
と
っ
て
こ
の
途
方
も
な
い
連
続
性
の
こ
と
な
の
だ
。

　

人
間
も
ま
た
生
命
を
も
つ
。
し
た
が
っ
て
「
世
界
が
な
け
れ
ば
〔
…
〕

人
間
的
現
存
在
は
じ
じ
つ
『
永
遠
回
帰
』
に
比
せ
ら
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
人
間
的
現
存
在
は
、
あ
ら
ゆ
る
ほ
か
の
種
類
の
動
物
的
生
命
と

同
じ
く
、
人
類
と
い
う
死
を
知
ら
な
い
永
劫
の
存
在
で
あ
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
」
（VA

: 116

）
。
と
こ
ろ
で
人
間
が
労
働
す
る
の
は
、
ア
ー
レ

ン
ト
に
よ
れ
ば
生
命
と
い
う
条
件
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で

簡
単
に
労
働
と
い
う
活
動
性
に
触
れ
て
お
こ
う
。
労
働
は
さ
し
あ
た
り

生
産
行
為
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
説
明
を
細
か
く

見
て
ゆ
く
と
労
働
の
本
質
が
生
産
だ
と
は
言
い
に
く
く
な
っ
て
く
る
。

た
と
え
ば
労
働
が
生
産
す
る
生
命
の
必
要
物
は
「
本
来
生
産
さ
れ
る
必

要
は
な
く
、
た
だ
調
達
さ
れ
、
用
意
さ
れ
る
必
要
の
み
が
あ
る
」
（VA

: 

115
）
。
彼
女
は
マ
ル
ク
ス
に
言
寄
せ
て
労
働
を
「
人
間
と
自
然
の
新
陳

代
謝
（
物
質
交
換Stoffw

echsel

）
」と
呼
び
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
労

働
と
消
費
は
、
生
物
学
的
な
生
命
プ
ロ
セ
ス
の
円
環
運
動
に
お
け
る
、
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単
に
ふ
た
つ
の
異
な
っ
た
形
態
な
い
し
段
階
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
円
環

運
動
は
、
む
さ
ぼ
り
食
う
こ
と
で
お
の
れ
を
維
持
す
る
。
こ
の
消
費
の

た
め
の
手
段
を
準
備
す
る
も
の
こ
そ
、
労
働
と
呼
ば
れ
る
」
（VA

: 117

）
。

つ
ま
り
労
働
は
、
人
間
と
い
う
生
命
が
生
き
る
た
め
に
他
を
「
か
ら
だ

に
取
り
こ
むsich einverleiben

」
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
意
味

で
自
然
の
運
動
に
一
致
す
る
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。

　

自
然
の
性
格
は
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
同
時
に
、労
働
は
人
間
的
な
〈
も

の
〉
も
世
界
も
作
り
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
明
し
た
。
こ
こ
で
制

作
が
要
請
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
〈
も
の
〉
や
世
界
を
作
り
だ
す
た
め

に
は
、
自
然
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

（
2
）
自
然
へ
の
対
抗
は
ど
う
す
れ
ば
可
能
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、

自
然
の
な
か
を
生
き
る
ほ
か
の
生
物
と
た
た
か
い
、
そ
れ
を
捕
食
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
な
い
。
た
し
か
に

ほ
か
の
生
物
も
自
然
の
一
部
で
あ
り
、
そ
れ
を
打
ち
た
お
す
こ
と
は
自

然
の
征
服
に
見
え
る
。
し
か
し
生
物
の
殺
害
は
た
ん
に
無
益
に
で
は
な

く
、
た
と
え
ば
食
べ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
。
食
べ
る
こ
と
で
殺
害
し
た

主
体
は
ま
さ
に
そ
の
自
然
的
な
も
の
と
同
化
し
、
自
然
を
み
ず
か
ら
の

一
部
と
な
す
。
そ
れ
は
ほ
か
の
生
物
と
人
間
を
な
ん
ら
区
別
す
る
も
の

で
は
な
い
。
人
間
は
ま
さ
し
く
、
自
然
の
征
服
に
お
い
て
か
え
っ
て
自

然
に
征
服
さ
れ
、
自
然
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
。
そ
う
で

は
な
く
て
、
自
然
か
ら
原
理
的
に
区
別
さ
れ
う
る
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
生
み
だ
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　

自
然
と
は
永
続
的
な
運
動
で
あ
る
。
そ
こ
で
運
動
に
た
い
し
て
、
そ

れ
と
原
理
的
に
区
別
さ
れ
る
も
の
を
立
て
る
こ
と
は
、
持
続
的
な
も
の

0

0

0

0

0

0

を
作
り
だ
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
分
節
さ
え
も
た
な
い

連
続
的
運
動
に
対
立
す
る
も
の
は
、
運
動
の
う
ち
に
な
い
も
の
の
は
ず

だ
か
ら
だ
。
こ
の
持
続
的
な
も
の
の
設
立
に
よ
っ
て
、
他
方
で
運
動
す

る
自
然
そ
の
も
の
も
は
じ
め
て
発
見
さ
れ
る
。
自
然
は
運
動
と
し
て
分

節
性
を
も
た
ず
、
そ
の
な
か
に
あ
る
生
命
も
ま
た
全
体
の
運
動
に
一
致

し
て
動
い
て
い
る
た
め
、
自
然
の
な
か
に
は
自
然
と
区
別
さ
れ
る
も
の

が
見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
変
化
が
理
解
さ
れ
る
た
め
に
は
、
同
一

的
な
も
の
が
必
要
と
な
る
。
動
か
な
い
も
の
が
い
わ
ば
基
準
と
な
る
こ

と
で
、
自
然
が
運
動
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
可
能
に
な
る
わ
け
だ
。
の

ち
に
あ
ら
た
め
て
前
後
も
含
め
て
引
用
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ア
ー
レ

ン
ト
は
〈
も
の
〉
の
持
続
的
な
あ
り
よ
う
を
「
変
化
や
進
行
も
ま
た
そ

の
輝
き
の
う
ち
で
閃
く
、
一
箇
の
照
明ein Leuchten, in dessen 

G
lanz auch der W

andel und G
ang aufleuchtet

」
（V

A
: 202

）
と

も
呼
ん
で
い
た
。
照
明
と
は
、
或
る
も
の
を
可
視
化
す
る
も
の
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
持
続
が
変
化
を
も
可
視
化
す
る
と
い
う
消
息
が
、
こ
こ
で

語
ら
れ
て
い
る
。
ひ
い
て
は
、
自
然
物
が
一
箇
の
対
象
と
し
て
把
握
さ

れ
る
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
を
つ
う
じ
て
可
能
と
な
る
の
だ

）
5
（

。

　

こ
の
不
動
の
持
続
的
な
も
の
は
、
ひ
と
つ
の
個
体
と
し
て
運
動
の
た

だ
な
か
で
お
の
れ
を
維
持
す
る
。
持
続
と
は
、
運
動
す
る
全
体
に
呑
み

こ
ま
れ
る
こ
と
な
く
お
の
れ
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
自
分
の
完
結
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し
た
あ
り
か
た
を
喪
失
せ
ず
に
い
る
こ
と
で
あ
る
以
上
、
こ
の
持
続
的

な
も
の
は
、
全
体
と
は
区
別
さ
れ
た
一
箇
の
個
体

0

0

0

0

0

で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
持
続
性
は
、
或
る
〈
も
の

0

0

〉
と
し
て
生
産
さ
れ
る
。
こ
う
し

て
持
続
的
な
も
の
の
設
立
は
、
分
節
を
欠
い
た
自
然
の
連
続
性
を
断
ち
、

そ
こ
に
は
じ
め
て
人
間
的
な
分
節
を
も
た
ら
す
。
そ
れ
は
第
一
に
自
然

と
人
為
と
い
う
分
節
で
あ
り
、
第
二
に
人
為
の
内
側
で
の
、
〈
も
の
〉

相
互
の
分
節
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
〈
も
の
〉
は
自
然
物N

aturdinge

に
た
ん
に
つ
け
加
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
定
程
度
ま
で
自
然
に
対
抗

し
、
生
命
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
か
ん
た
ん
に
は
消
耗
さ
れ
な
い
点
で
、

自
然
物
と
は
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」（VA

: 16

）
。
人
為
的
な
〈
も
の
〉

は
持
続
し
、
自
然
物
ほ
ど
す
ぐ
に
は
腐
朽
し
な
い
。
こ
の
時
間
的
ず
れ

が
、
〈
も
の
〉
を
〈
も
の
〉
た
ら
し
め
て
い
る
。
も
し
〈
も
の
〉
も
自

然
の
転
変
に
あ
わ
せ
て
変
化
し
、
簡
単
に
滅
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
れ
ば
、

〈
も
の
〉
と
自
然
は
区
別
さ
れ
え
な
い
だ
ろ
う
。
〈
も
の
〉
が
自
然
に
対

抗
す
る
と
は
、
し
た
が
っ
て
、
自
然
の
変
容
の
な
か
で
変
化
し
な
い
こ

と
に
よ
り
、
自
然
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
言
い
か
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
時
間
論
的
に
言
え
ば
、
人
間
の
「
反
自
然
的
な
部
分
」
の
本

質
は
、
い
わ
ば
時
間
の
流
れ
の
緩
慢
化
し
た
部
分
を
産
出
し
、
時
間
の

ず
れ
を
発
生
さ
せ
う
る
点
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
〈
も
の
〉
を
生
産
す
る
活
動
性
が
、
労
働
と
は
慎
重
に

区
別
さ
れ
て
、
制
作
と
呼
ば
れ
る

）
6
（

。
そ
れ
で
は
制
作
は
、
具
体
的
に
は

い
か
に
し
て
持
続
的
な
〈
も
の
〉
を
生
み
だ
し
う
る
の
か
。

　

（
3
）
『
人
間
の
条
件
』
第
十
九
節
冒
頭
に
よ
れ
ば
、「
制
作
は
〔
…
〕

物
化
の
う
ち
に
そ
の
本
領
が
存
す
る
」
（H

C
: 139

）
。
こ
の
物
化

Verdinglichung, reification

、
つ
ま
り
持
続
的
で
個
体
的
な
〈
も
の
〉

を
作
り
だ
す
こ
と
は
、
他
方
「
固
さsolidity

」
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
。

〈
も
の
〉
は
固
さ
に
よ
っ
て
、
単
一
の
〈
も
の
〉
と
し
て
か
た
ち
を
保

つ
こ
と
が
で
き
、
他
方
簡
単
に
は
そ
の
か
た
ち
を
崩
す
こ
と
な
く
、
長

く
持
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
彼
女
は
固
さ
と
い
う
表
現
を
、

『
活
動
的
生
』
で
は
「
一
貫
性K

onsistenz

」
（VA

: 165

）
と
言
い
か

え
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
固
さ
は
ど
こ
か
ら
得
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
「
固
さ
は
あ
ら
ゆ
る
〈
も
の
〉
、
も
っ
と
も

壊
れ
や
す
い
〈
も
の
〉
に
さ
え
内
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
手
を

加
え
ら
れ
た
材
料m

aterial w
orked upon

に
由
来
す
る
」
（H

C
: 

139

）
。
〈
も
の
〉
に
持
続
を
許
す
固
さ
は
、
材
料
そ
の
も
の
の
固
さ
か

ら
取
っ
て
こ
ら
れ
る
。
ひ
と
ま
ず
は
そ
う
理
解
で
き
る
。
た
し
か
に
、

材
料
が
も
つ
固
さ
が
な
け
れ
ば
、
固
い
〈
も
の
〉
を
作
る
こ
と
は
さ
し

あ
た
り
で
き
な
い
。
そ
れ
じ
た
い
固
い
木
が
な
け
れ
ば
、
固
さ
を
も
っ

た
棚
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
砂
や
羽
毛
で
椅
子
を
作
る
こ
と
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
。
棚
や
椅
子
が
も
ち
う
る
こ
の
固
さ
じ
た
い
は
、
人
間

が
作
り
だ
し
た
と
単
純
に
は
言
え
な
い
。
だ
が
、
事
態
は
も
う
す
こ
し

錯
綜
し
て
い
る
。

　

問
題
は
「
手
を
加
え
ら
れ
た
」と
い
う
く
だ
り
で
あ
る
。
『
活
動
的
生
』

で
は
さ
ら
に
は
っ
き
り
と
「
こ
の
材
料
は
他
方
、
お
な
じ
よ
う
に
す
で
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に
作
り
だ
さ
れ
た
も
のetw

as Verfertiges

で
あ
る
」
（VA

: 165

）
と

言
い
な
お
さ
れ
て
い
る
。
材
料
や
そ
の
固
さ
は
、
自
然
の
う
ち
に
た
だ

転
が
っ
て
い
る
も
の
で
も
な
い
の
だ
。
ふ
た
た
び
『
人
間
の
条
件
』
か

ら
引
く
。

こ
の
材
料
じ
た
い
は
、
野
や
木
々
の
果
実
の
よ
う
に
、
た
ん
に
与
え

ら
れ
て
そ
こ
に
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
〔
…
〕
材
料
は
す

で
に
、
ひ
と
の
手
が
生
産
し
た
も
の
で
あ
り
、
ひ
と
の
手
が
自
然
な

在
り
処
か
ら
そ
れ
を
移
動
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ひ
と
の
手
は
、
樹
木

の
場
合
の
よ
う
に
生
命
過
程
を
殺
害
す
る
。
樹
木tree

は
、
材
木

w
ood

を
供
給
す
る
た
め
に
破
壊
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
あ
る

い
は
ひ
と
の
手
は
、
鉄
や
石
、
大
理
石
の
場
合
の
よ
う
に
、
よ
り
緩

慢
な
自
然
の
過
程
を
中
断
さ
せ
る
。
そ
れ
ら
は
、
大
地
の
胎
を
裂
い

て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
の
だ
。 
（H

C
: 139

）

　

人
間
の
手
は
、
自
然
の
運
動
の
な
か
に
眠
る
潜
在
的
な
固
さ
を
見
つ

け
出
し
、
生
き
た
自
然
を
破
壊
し
て
そ
れ
を
取
り
だ
し
て
く
る
。
人
間

が
固
さ
を
無
か
ら
作
り
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
自
然
も
そ
の
ま
ま

で
固
さ
を
手
わ
た
し
て
は
く
れ
な
い
。
自
然
に
固
さ
を
産
出
さ
せ
る
た

め
に
は
、
人
間
の
「
侵
害
と
暴
力violation and violence

」
（H

C
: 

139

）
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
自
然
か
ら
見
れ
ば
「
あ
ら
ゆ
る
制
作
は

暴
力
を
ふ
る
う
も
のgew

alttätig

で
あ
る
」
（VA

: 165

）
。
た
と
え
ば
、

樹
木
を
加
工
し
て
木
材
に
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
樹
木
は
伐
採
さ

れ
、
一
定
の
形
態
に
伐
り
だ
さ
れ
、
あ
る
い
は
湾
曲
を
矯
め
ら
れ
て
、

硬
さ
や
耐
久
性
を
い
ち
ば
ん
よ
く
発
揮
で
き
、
か
つ
制
作
品
の
目
的
に

ふ
さ
わ
し
く
な
る
よ
う
に
成
形
さ
れ
る
。
人
間
の
「
能
力strength, 

Stärke

」
が
固
さ
を
も
た
ら
す
と
は
た
し
か
に
言
え
る
け
れ
ど
も
、
そ

れ
は
自
然
と
の
協
働
、
あ
る
い
は
自
然
に
た
い
す
る
強
制
に
よ
っ
て
し

か
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る

）
7
（

。

　

こ
う
し
て
得
ら
れ
た
材
料
に
よ
っ
て
、〈
も
の
〉が
制
作
さ
れ
る
。
〈
も

の
〉
は
、
モ
デ
ルM

odell

や
模
範Vorbild

に
な
ら
っ
て
作
ら
れ
る
。

こ
の
モ
デ
ル
は
制
作
行
為
そ
の
も
の
か
ら
す
れ
ば
外
側
に
あ
り
、
作
業

開
始
以
前
か
ら
制
作
を
統
御
し

）
8
（

、
最
終
目
的
と
し
て
制
作
過
程
に
お
い

て
つ
ね
に
念
頭
に
置
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
制
作
の
終
わ
り
は
は
っ
き

り
し
て
い
て
、
「
今
後
、
人
間
の
助
力
な
し
に
世
界
の
う
ち
に
留
ま
る

の
に
充
分
、
存
続
的
か
つ
独
立
的beständig und eigenständig

で

あ
る
よ
う
な
或
る
ま
っ
た
く
新
し
い
〈
も
の
〉
が
、
ひ
と
の
手
に
よ
る

造
形
に
附
け
加
わ
っ
た
と
き
、
制
作
過
程
は
終
わ
り
に
達
す
る
」
（VA

: 

169

）
。
ア
ー
レ
ン
ト
は
〈
も
の
〉
が
「
〈

デ

ィ

ン

グ

ハ

フ

ト

も
の
〉
ら
し
い
実
体
性
」（VA

: 

166

）
を
持
つ
と
述
べ
る
が
、
伝
統
的
に
も
実
体
性
に
は
一
個
体
と
し

て
の
独
立
や
持
続
性
が
含
ま
れ
る
。
人
間
と
は
独
立
の
存
在
を
獲
得
し

た
と
き
、
物
化
は
成
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
物
化
す
る
と
は
、
自
然
か
ら

取
り
だ
さ
れ
た
固
さ
に
よ
っ
て
、
主
体
の
外
に
持
続
す
る
（
か
つ
自
然

か
ら
も
独
立
し
た
）〈
も
の
〉
を
制
作
す
る
こ
と
な
の
だ
。
さ
ら
に
「
こ
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の
多
様
な
〈
も
の
〉
の
総
計
が
組
み
あ
わ
せ
ら
れ
て
、
人
間
に
よ
っ
て

打
ち
た
て
ら
れ
た
世
界
と
な
る
」
（VA

: 161

）
。
こ
う
し
て
成
立
し
た
物

世
界
は
、
そ
れ
自
体
固
さ
と
持
続
性
を
備
え
て
い
る
。

　

以
上
で
、
制
作
が
、
自
然
に
対
抗
す
る
か
た
ち
で
〈
も
の
〉
を
作
り

あ
げ
る
機
制
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
〈
も
の
〉
が
持
続
性

を
有
し
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。と
は
い
え
、〈
も
の
〉は
人
間
に
よ
っ

て
使
わ
れ
る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
無
意
味
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
ま
で
見
た
か
ぎ
り
で
は
、
持
続
性
は
〈
も
の
〉
が
有
用
で
あ
る
た
め

の
〝
条
件
〞
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
自
体
が
〈
も
の
〉
の
本
質
を
充
足
さ
せ

る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
〈
も
の
〉
の
意
義
は
使
用
に
よ
っ

て
充
実
さ
れ
る
と
い
う
方
向
で
、
し
ば
ら
く
考
え
を
進
め
て
み
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

二　

使
用
対
象
物
の
有
用
性

　

私
た
ち
は
、
自
然
か
ら
取
り
だ
さ
れ
た
材
料
に
よ
っ
て
、
持
続
的
な

〈
も
の
〉
が
制
作
さ
れ
る
こ
と
を
見
て
き
た
。
「
こ
れ
ら
の
〈
も
の
〉
の

う
ち
た
い
て
い
―
―
し
か
し
す
べ
て
で
は
な
い
―
―
は
、
使
用
対
象
物

G
ebrauchsgegenstände

で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
持

ち
こ
た
え
る
性
質H

altbarkeit

を
有
し
て
い
る
」
（VA

: 161

）
。
多
く

の
〈
も
の
〉
は
使
用
さ
れ
、
有
用
で
あ
る
と
い
う
論
点
に
入
る
ま
え
に
、

使
用
対
象
物
は
持
ち
こ
た
え
る
性
質
を
有
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る

点
に
触
れ
て
お
こ
う
。
そ
こ
で
、
持
続
性
と
有
用
性
が
接
点
を
も
つ
か

ら
で
あ
る
。
消
費
財
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
こ
と
は
際
立
つ
。

　

消
費
財
を
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
そ
も
そ
も
〈
も
の
〉
の
範
疇
か
ら
外
し

て
い
る
。
恣
意
的
な
区
別
に
も
見
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
消
費
財

は
ま
ず
物
化
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
特
有
の
固
さ
に
よ
っ
て

持
続
す
る
と
い
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
理
由
が
あ
る

）
9
（

。
さ
ら

に
消
費
財
は
文
字
ど
お
り
「
消
費
」
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
使
用

対
象
物
は
、
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
消
費
さ
れ
る
の
で
は
な
い

braucht und nicht verbraucht

」
（VA

: 161

）
。
人
間
が
そ
れ
を
使

用
で
き
る
の
は
、
〈
も
の
〉
に
「
持
ち
こ
た
え
る
性
質
」
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
性
質
は
む
ろ
ん
、
う
え
で
見
て
き
た
固
さ
に
由
来
す
る
。

固
さ
は
、
自
然
の
運
動
に
た
い
し
て
持
続
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
間

の
使
用
に
た
い
し
て
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
も
可
能
に
す
る
の
で
あ
る

）
10
（

。

そ
れ
ゆ
え
「
使
用
は
、
そ
れ
ら
を
使
い
果
た
す
こ
と
は
な
いdas 

B
rauchen braucht sie nicht auf

」
（ibid.

）
。
あ
る
い
は
少
な
く
と

も
「
そ
れ
ら
の
使
用
が
適
切
で
あ
れ
ば
、
使
用
が
原
因
で
そ
れ
ら
が
消

滅
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
いT

heir proper use does not cause 

them
 to disappear

」
（H

C
: 136

、
英
語
版
の
同
箇
所
）
。
適
切
で
な
い

使
用

）
11
（

を
し
な
け
れ
ば
、
た
と
え
ば
「
一
足
の
靴
を
、
と
り
わ
け
悪
ふ
ざ

け
で
破
壊
し
た
り
な
ど
し
な
け
れ
ば
、
靴
は
履
か
れ
よ
う
が
履
か
れ
ま

い
が
、
一
定
の
時
間
、
世
界
の
う
ち
に
と
ど
ま
る
」
（VA

: 163

）
。

　

な
る
ほ
ど
〈
も
の
〉
の
持
ち
こ
た
え
る
性
質
や
持
続
性
は
、
絶
対
的
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で
は
な
い
。
私
た
ち
が
〈
も
の
〉
を
使
用
す
る
と
、
た
と
え
適
切
な
使

い
か
た
で
あ
っ
て
も
、
〈
も
の
〉
を
「
使
い
ふ
る
すabnutzen

」
（VA

: 

161
）
。
〈
も
の
〉
は
自
然
に
対
抗
し
て
作
ら
れ
る
が
、
自
然
の
プ
ロ
セ

ス
は
〈
も
の
〉
に
も
侵
入
し
、
「
私
た
ち
が
そ
れ
を
用
い
な
い
と
き
で

さ
え
、
世
界
の
〈
も
の
〉
は
そ
れ
で
も
最
後
に
は
腐
朽
す
る
。
つ
ま
り
、

自
然
の
包
括
的
な
回
転
の
な
か
へ
還
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
」
（VA

: 161

）
。

や
が
て
は
滅
び
ゆ
く
可
能
性
に
開
か
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
〈
も
の
〉

は
あ
く
ま
で
「
相
対
的
に
持
続
的
な
も
のdas relativ D

auerhafte

」

（VA
: 70

）
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
ど
こ
ま
で
も
時
間
的
で
あ
り
、
永
遠

的
で
は
な
い
の
だ
（VA

: § 3

を
も
参
照
）
。
と
は
い
え
重
要
な
の
は
、〈
も

の
〉
が
壊
れ
る
こ
と
は
、
避
け
が
た
い
と
は
い
え
、
本
質
的
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
消
費
財
は
対
照
的
で
あ
り
、
消
費
財

に
は
「
貪
ら
れ
るverzehrt

」
（VA

: 161

）
こ
と
が
本
質
的
に
属
し
て

い
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
破
壊
さ
れ
取
り
こ
ま
れ
る
べ
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

形
づ
く
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
だ
が
明
ら
か
に
使
用
対
象
物
は
、
破
壊
さ
れ
る
た
め
に

制
作
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
持
続
性
を
つ
う
じ
、
〈
も
の
〉
が
継
続
的
に
使
用
さ

れ
る
可
能
性
が
拓
け
る
。
さ
て
、
〈
も
の
〉
が
使
用
さ
れ
う
る
な
ら
、

そ
れ
は
な
ん
ら
か
の
し
か
た
で
役
だ
つ
、
つ
ま
り
有
用
性N

utzen

を

も
つ
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
有
用
性
の
構
造
は
、
『
活
動
的
生
』
第
二
一

節
に
お
い
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　

使
用
対
象
物
は
〈
も
の
〉
と
し
て
制
作
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が

そ
の
有
用
性
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
の
も
ま
た
、
第
一
次
的
に
は
制
作

の
な
か
で
で
あ
る
と
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
局
面

は
再
び
制
作
へ
と
立
ち
も
ど
る
。
制
作
す
る
と
き
、
ひ
と
は
道
具
を
使

用
す
る
。
道
具
は
、
そ
の
使
用
そ
の
も
の
が
意
味
を
も
つ
わ
け
で
は
な

く
、
或
る
〈
も
の
〉
を
つ
く
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、

目ツ

ヴ

ェ

ッ

ク

デ

ィ

ー

ン

リ

ッ

ヒ

カ

イ

ト

的
に
役
だ
つ
あ
り
か
た
、
つ
ま
り
は
手イ

ン

ス

ツ

ル

メ

ン

タ

リ

テ

ィ

段
と
い
う
あ
り
か
た
が
私
た

ち
に
経
験
さ
れ
る

）
12
（

、
す
な
わ
ち
手
段
と
目
的

0

0

0

0

0

と
い
う
関
係
が
知
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
「
目
的
は
手
段
を
正
当
化
す
る
」
、
と
い
う
よ

り
「
目
的
は
手
段
を
そ
も
そ
も
は
じ
め
て
生
産
し
、
組
織
す
る
」
（VA

: 

181

）
。
目
的
は
制
作
に
お
い
て
最
初
か
ら
理
解
さ
れ
て
い
る
。
或
る
も

の
が
手
段
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
目
的
に
照
ら
し
て
な
の
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
私
た
ち
が
椅
子
を
造
ろ
う
と
し
て
い
る
な
ら
、
目

の
ま
え
に
あ
る
金
槌
は
有
用
な
道
具
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
も
し
私
た

ち
が
論
文
を
書
こ
う
と
し
て
い
て
、
机
の
う
え
に
金
槌
が
置
か
れ
て
い

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
片
づ
け
ら
れ
る
べ
き
、
じ
ゃ
ま
も
の
で
あ
ろ
う
。

金
槌
は
「
椅
子
（
を
造
る
こ
と
）
の
た
め
に
」
有
用
な
の
で
あ
る
。
こ

う
し
て
使
用
対
象
物
は
、「
〈
…
…
の
た
め
に
〉Um

-zu

」
（VA

: 183

）
と

い
う
性
格
を
帯
び
、
有
用
性
と
は
こ
の
構
造
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
手
段
に
は
仕
事
道
具
に
く
わ
え
て
、
材
料
や
部
品
も
ふ
く
ま

れ
る
。
椅
子
を
制
作
す
る
さ
い
金
槌
や
鋸
同
様
、
釘
や
木
材
も
手
段
で

あ
る
。
こ
こ
で
ま
た
、
目
的
は
或
る
し
か
た
で
破
壊
を
も
正
当
化
す
る

と
い
う
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
木
材
と
い
う
材
料
の
た
め
に
樹
木
が
伐
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り
だ
さ
れ
、
こ
の
木
材
も
椅
子
の
部
品
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
形
に
成
形

さ
れ
る
（
前
節
（
3
）
を
参
照
）
。
制
作
が
拠
り
ど
こ
ろ
と
す
る
目
的
―

手
段
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
暴
力
を
も
肯
定
す
る
。
「
〔
…
〕
制

作
プ
ロ
セ
ス
の
あ
い
だ
は
す
べ
て
が
、
そ
れ
が
最
終
目
的
〔
で
あ
る
〈
も

の
〉
〕
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
有
用
性
が
あ

るvon N
utzen

か
ど
う
か
で
、
判
定
さ
れ
決
定
さ
れ
る
」
（VA

: 182

）
。

　

こ
う
し
て
制
作
さ
れ
た
〈
も
の
〉
に
、
ふ
た
た
び
目
的
―

手
段
カ
テ

ゴ
リ
ー
が
適
用
さ
れ
る
。
制
作
さ
れ
た
椅
子
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
に

資
す
る
。
た
と
え
ば
「
生
活
を
よ
り
安
楽
に
す
る
こ
と
」
や
「
商
品
循

環
の
な
か
で
交
換
手
段
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
」
（VA

: 182

）
な
ど
の

よ
う
に
、
で
あ
る
。

　

〈
も
の
〉
は
使
用
対
象
物
で
あ
る
か
ぎ
り
、
な
に
か
〈
の
た
め
に
〉

と
い
う
あ
り
か
た
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
箇
一
箇
の
〈
も
の
〉
は
、

他
の
〈
も
の
〉
と
の
関
係
に
お
い
て
意
味
を
充
実
さ
れ
る
。
こ
う
し
た

関
係
は
、
一
方
で
目
的
の
存
在
に
基
づ
き
、
他
方
で
は
人
間
が
使
う
こ

と
に
基
づ
く
。
こ
う
し
て
〈
も
の
〉
は
、
有
用
性
の
関
係
で
結
び
あ
わ

さ
れ
、
世
界
と
し
て
ま
と
め
上
げ
ら
れ
る
。
反
対
に
「
人
び
と
に
よ
っ

て
住
ま
れ
、
彼
ら
に
よ
っ
て
絶
え
ず
語
り
あ
わ
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、

世
界
は
関
係
を
も
た
な
い
〈
も
の
〉
の
堆
積
以
上
の
も
の
で
は
な
く
な

る
だ
ろ
う
〔
…
〕
」
（VA

: 258

）
。
〈
も
の
〉
は
た
し
か
に
、
総
じ
て
有
用

性
を
持
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
ア
ー
レ
ン
ト
は
こ
こ
に

問
題
を
見
る
。

存

在

者

を

総

じ

て

そ

の

有

用

性

に

即

し

て

測

り
、

そ

の

合ツ
ヴ
ェ
ッ
ク
デ
ィ
ー
ン
リ
ッ
ヒ
カ
イ
ト

目

的

性

に
お
い
て
判
定
す
る
こ
と
が
、
制
作
す
る
こ
と
の

本
質
に
存
し
て
い
る
。
世
界
に
お
い
て
、
こ
の
活
動
性
の
判
断
尺
度

で
間
に
あ
わ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
の
難
点
は
、
以
下
の
こ
と
に
存
す

る
。
こ
う
し
た
尺
度
の
基
礎
を
な
す
目
的
―

手
段
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
無

際
限
に
応
用
さ
れ
え
て
、
終
わ
り
の
な
い
連
鎖
を
産
出
し
、
こ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
な
か
で
は
、
到
達
さ
れ
た
目
標
が
つ
ね
に
、
た
だ
ち
に

べ
つ
の
連
関
に
お
け
る
一
箇
の
手
段
へ
と
、
ふ
た
た
び
解
体
さ
れ
て

し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

（VA
: 182

）

　

目
的
―

手
段
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
無
制
限
に
応
用
可
能
で
あ
り
、
「
終
わ

り
の
な
い
連
鎖
」を
生
み
だ
す
。こ
う
し
た
目
的
の
連
鎖
の
進
行
は
、「
ひ

と
が
こ
れ
ら
の
〈
も
の
〉
の
う
ち
一
箇
を
、
『
目
的
自
体
』
で
あ
る
と

宣
言
し
」
（VA

: 183

）
で
も
し
な
い
か
ぎ
り
、
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

目
的
―

手
段
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
し
た
が
う
思
考
は
、
そ
こ
で
、
「
使
用
対

象
物
の
対
象
的
世
界
に
背
を
向
け
、
使
用
す
る
と
い
う
主
体
性
そ
の
も

の
に
引
き
さ
が
る
」
（VA

: 184

）
。
つ
ま
り
、
「
使
用
者
と
し
て
の
人
間

そ
の
も
の
が
最
終
目
的
で
あ
る
よ
う
な
、
絶
対
的
に
人
間
中
心
的
に
秩

序
づ
け
ら
れ
た
世
界
」
（ibid.

）
を
構
想
す
る
の
で
あ
る
。
「
け
れ
ど
も
、

そ
れ
が
起
こ
る
と
き
、
悲
劇
が
は
じ
ま
る
」
（ibid.

）
。
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〔
…
〕
制ホ

モ
・
フ

ァ

ー

ベ

ル

作
す
る
人
が
、
自
身
の
活
動
性
に
内
在
す
る
意
味
充
実
を

見
い
だ
す
や
、
す
で
に
彼
は
〔
…
〕
物
世
界
を
貶
め
は
じ
め
も
す
る

の
で
あ
る
。
〔
…
〕
制
作
さ
れ
た
も
の
を
必
要
と
し
、
活
用
す
る
人

間
が
「
あ
ら
ゆ
る
〈
も
の
〉
の
尺
度
」
と
な
る
と
き
、
〔
…
〕
自
然

の
み
な
ら
ず
、
「
価
値
あ
る
」
〈
も
の
〉
そ
の
も
の
が
手
段
と
な
っ
て
、

固
有
の
内
在
的
な
「
価
値
」
を
喪
失
し
た
。 

（VA
: 184f.

）

　

少
し
問
題
点
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
〈
…
…
の
た
め
に
〉
の
連
鎖
で

つ
な
が
る
目
的
―

手
段
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
、
一
箇
一
箇
の
〈
も
の
〉
の
意

味
を
決
定
し
て
い
る
と
い
う
構
造
が
存
在
す
る
。
こ
の
と
き
、
連
鎖
は

い
く
ら
で
も
引
き
延
ば
し
う
る
。
そ
こ
で
、
有
用
さ
の
構
造
全
体
が
無

意
味
な
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
の
終
端
に
目
的
自
体
と
し
て
人

間
を
設
定
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
解
決
法
は
、
目
的
―

手
段
の
構
造

を
生
か
す
以
上
、
実
質
的
に
人
間
以
外
を
す
べ
て
手
段
化
す
る
こ
と
に

帰
結
す
る
。
そ
の
結
果
、
人
間
が
「
尺
度
」
に
な
る
。
「
け
れ
ど
も
、

そ
の
他
の
尺
度
の
本
質
は
、
測
り
う
る
も
の
、
測
ら
れ
る
べ
き
も
の
の

外
部
に
、
同
一
物
と
し
て
留
ま
る
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
が
、
こ
う
し

た
尺
度
と
は
異
な
り
、
こ
こ
で
尺
度
と
し
て
妥
当
す
る
人
間
の
ほ
う
は
、

活
き
た
存
在
者
、
活
き
活
き
と
し
て
制
約
さ
れ
な
い
存
在
者
な
の
で
あ

る
」
（VA

: 188

）
。
尺
度
は
、
変
化
し
な
い
か
ら
尺
度
た
り
う
る
。
と
こ

ろ
が
、
人
間
は
絶
え
ず
変
化
し
続
け
る
存
在
者
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
人
間
を
尺
度
と
し
て
設
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
絶
え
ざ

る
変
化
を
繰
り
か
え
す
も
の
を
尺
度
に
置
く
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ

る
。
こ
う
し
て
、
人
間
が
自
ら
あ
ら
ゆ
る
存
在
者
の
尺
度
と
な
る
こ
と

は
、
実
質
的
に
尺
度
そ
の
も
の
の
喪
失
に
帰
結
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
尺
度
喪
失
と
同
時
に
、〈
も
の
〉
は
そ
の
固
有
の
「
価
値
」

を
喪
失
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
〈
も
の
〉
の
本
質
的
部
分
が
喪
わ
れ
る

と
言
い
か
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
尺
度
の
喪
失
と
、
〈
も
の
〉

の
本
質
の
喪
失
は
、
む
ろ
ん
偶
然
の
一
致
で
は
な
く
、
同
じ
事
態
の
二

側
面
で
あ
ろ
う
。
で
は
こ
こ
で
喪
わ
れ
た
〈
も
の
〉
の
本
質
的
な
部
分

と
は
、
い
っ
た
い
な
ん
な
の
か
。
そ
れ
は
、
使
用
対
象
物
よ
り
も
芸
術

作
品
に
お
い
て
こ
そ
、
明
ら
か
に
な
る
。
次
節
で
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
の

芸
術
作
品
論
を
見
て
ゆ
こ
う
。

三　

芸
術
作
品
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
る 

 

　
　
〈
も
の
〉
の
〈
も
の
ら
し
さ
〉

　

〈
も
の
〉
は
多
く
使
用
対
象
物
で
あ
る
が
、
「
こ
う
し
た
〈
も
の
〉
の

う
ち
に
一
定
数
、
そ
も
そ
も
い
か
な
る
有
用
性
も
示
さ
な
い
対
象
が
属

し
て
い
る
」
（VA

: 201

）
。
芸
術
作
品K

unstw
erke

に
他
な
ら
な
い
。

ま
た
、
私
た
ち
が
芸
術
作
品
と
名
づ
け
る
〈
も
の
〉
と
の
適
切
な
種

類
の
交
渉
と
は
、
な
る
ほ
ど
〈
必
要
と
し
、
使
用
す
る
こ
と
〉
で
は

な
い
。
芸
術
作
品
は
む
し
ろ
必
要
や
使
用
か
ら
慎
重
に
守
ら
れ
、
し

た
が
っ
て
ふ
つ
う
の
使
用
対
象
物
の
関
係
全
体
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
、
世
界
の
な
か
で
自
分
に
ふ
さ
わ
し

い
場
所
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
芸

術
作
品
は
、
生
が
も
つ
日
常
的
な
欲
求
や
必
要
か
ら
も
遠
ざ
け
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〔
…
〕
。 

（ibid.

）

　

芸
術
作
品
は
、
い
か
な
る
有
用
性
も
示
さ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は

さ
し
あ
た
り
、
私
た
ち
と
〈
も
の
〉
の
交
渉U

m
gang

関
係
の
ち
が

い
に
基
づ
く
。
私
た
ち
は
芸
術
作
品
を
「
使
わ
」
な
い
。
「
使
用
は
、

独
自
性
に
お
け
る
芸
術
作
品
を
た
だ
毀
損
し
う
る
の
み
で
、
使
用
対
象

物
の
ば
あ
い
の
よ
う
に
、
そ
こ
に
内
在
す
る
可
能
性
を
現
実
化
す
る
こ

と
が
な
い
。
椅
子
の
目
的
は
、
だ
れ
か
が
そ
れ
に
座
っ
た
と
き
は
じ
め

て
現
実
化
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
芸
術
作
品
が

充
た
す
べ
き
目
的
な
ど
、
そ
も
そ
も
存
在
し
な
い
」
（VA

: 202

）
。
芸
術

作
品
は
使
用
対
象
物
の
関
係
全
体
、
つ
ま
り
前
節
で
見
た
〈
…
…
の
た

め
に
〉と
い
う
連
絡
体
系
か
ら
分
離
さ
れ
る
の
で
あ
る
。こ
の
結
果
、「
自

然
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ
ら
ゆ
る
対
象
的
な
も
の
に
行
使
す
る
侵
食
的
な
効

果
は
、
芸
術
作
品
に
は
ほ
と
ん
ど
作
用
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
。
と
い

う
の
も
、
芸
術
作
品
は
、
生
き
た
存
在
者
に
よ
る
使
用
に
さ
ら
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
か
ら
だ
」（ibid.

）
。
二
節
の
冒
頭
で
確
認
し
た
と
お
り
、〈
も

の
〉
は
使
用
に
際
し
て
生
体
に
接
触
し
、
そ
の
と
き
自
ら
が
そ
こ
か
ら

分
離
し
た
自
然
と
際
会
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
邂
逅
が
〈
も
の
〉
を

傷
め
る
が
、
芸
術
作
品
の
場
合
使
用
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
目

的
―

手
段
連
関
か
ら
離
脱
す
る
の
と
同
時
に
、
自
然
に
よ
る
侵
食
か
ら

も
離
れ
さ
る
。
か
く
て
際
だ
つ
の
は
、
芸
術
作
品
の
比
類
な
き
「
存
続

性
」
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
芸
術
作
品
の
持
続
性D

auerhaftigkeit

は
、
あ
ら

ゆ
る
〈
も
の
〉
が
現
実
存
在
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
安
定
と
は
、

量
的
の
み
な
ら
ず
質
的
に
区
別
さ
れ
る
。
芸
術
作
品
の
存
続
性
は
尋

常
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
芸
術
作
品
は
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
下
で
、

変
化
し
な
が
ら
存
続
す
る
世
界

）
13
（

に
、
数
百
年
数
千
年
に
わ
た
っ
て
随

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。 

（ibid.

）

　

こ
こ
で
は
―
―
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
で
は
あ
る
が
―
―
存
続
性

B
eständigkeit

と
安
定Stabilität

が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
芸
術
作
品

特
有
の
存
続
性
は
、
数
百
年
に
わ
た
っ
て
持
続
し
う
る
と
い
う
点
で
「
量

的
に
」
区
別
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
っ
た
く
別
様
の
交
渉
関
係
を
要

求
す
る
と
い
う
点
で
「
質
的
に
」
も
異
な
る
。

　

こ
う
し
て
「
芸
術
作
品
は
、
あ
ら
ゆ
る
〈
も
の
〉
の
う
ち
も
っ
と
も

存
続
的
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
も
っ
と
も
世
界
的
で
あ
る
」
（VA

: 202

）
。

注
目
す
べ
き
は
、
芸
術
作
品
が
「
も
っ
と
も
世
界
的
」
と
言
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
芸
術
作
品
は
、
使
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
世
界
に
と
っ
て
構
成
的
な
要
素
を
も
っ
と
も
充
全
に
含

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
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死
す
べ
き
者
ど
も
に
よ
っ
て
住
ま
わ
れ
使
用
さ
れ
る
た
め
、
世
界
は

そ
れ
自
体
と
し
て
は
け
っ
し
て
絶
対
的
で
は
あ
り
え
な
い
が
、
こ
の

よ
う
に
〈
存
続
的
な
も
の
〉
が
〈
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
〉W

ähren 

des B
eständigen

に
お
い
て
、
世
界
の
世
界
性
が
現
象
の
、
い
や

照
明
の
う
ち
に
さ
え
、
踏
み
だ
す
。
こ
の
照
明
の
輝
き
の
う
ち
に
変

化
や
進
行
も
ま
た
閃
く
。
こ
こ
で
閃
く
も
の
は
世
界
の
存
続
性
で
あ

り
、
物
世
界
に
お
い
て
は
―
―
そ
の
世
界
に
は
相
対
的
な
持
続
性
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
―
―
け
っ
し
て
純
粋
か
つ
明
白
に
現
わ
れ
る

こ
と
が
な
い
存
続
性
な
の
だ
。
そ
れ
は
〈
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
〉
そ

の
も
の
で
あ
り
、
死
す
べ
き
人
間
た
ち
は
そ
こ
に
可
死
的
で
は
な
い

故
郷
を
見
い
だ
す
の
で
あ
る
。
あ
た
か
も
芸
術
作
品
に
お
い
て
、
世

界
的
に
持
続
的
な
も
の
が
透
明
に
な
る
か
の
よ
う
で
あ
る
〔
…
〕
。

 
（VA

: 202

）

　

使
用
さ
れ
る
こ
と
の
あ
り
え
な
い
〈
も
の
〉
が
、
純
粋
に
〈
あ
り
つ

づ
け
る
こ
と
〉
、
つ
ま
り
同
一
な
も
の
と
し
て
お
の
れ
を
保
ち
つ
づ
け

る
こ
と
の
う
ち
に
、
世
界
性
が
照
明
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
世
界
が
「
世

界
で
あ
る
こ
と
」
が
、
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
る
と
い
う
。
世
界
が
「
世

界
で
あ
る
」
の
は
、
使
用
対
象
物
が
使
わ
れ
る
と
き
で
も
、
ま
し
て
消

費
財
が
消
費
さ
れ
る
と
き
で
も
な
い
。
た
だ
そ
れ
が
同
一
の
も
の
と
し

て
「
あ
り
つ
づ
け
る
」
と
き
、
世
界
の
本
質
が
顕
わ
と
な
る
。
こ
こ
で
、

世
界
の
本
質
と
は

0

0

0

0

0

0

0

、
「
〈
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

〉
そ
の
も
の

0

0

0

0

」
な
の
で
あ

0

0

0

0

る0

。
そ
し
て
芸
術
作
品
に
お
い
て
こ
そ
、
そ
れ
が
「
透
明
に
な
る
」
。

な
ぜ
な
ら
、
芸
術
作
品
こ
そ
は
「
あ
り
つ
づ
け
る
」
と
い
う
こ
と
の
み

を
内
実
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

当
然
、
反
論
が
予
想
さ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
こ
の
存
続
性
、
純
粋
に

あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
は
、
芸
術
作
品
に
こ
そ
言
い
う
る
こ
と
で
、〈
も
の
〉

一
般
に
拡
大
し
て
、
使
用
対
象
物
ま
で
含
め
て
適
用
す
る
こ
と
が
可
能

な
の
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
芸
術
作
品
の
本
質

を
〈
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
〉
に
局
限
す
る
こ
と
は
不
当
で
は
な
い
か
、

つ
ま
り
芸
術
作
品
に
と
っ
て
本
質
的
な
の
は
「
美
」
で
は
な
い
の
か
、

と
い
う
批
判
で
あ
る
。
こ
う
し
た
批
判
は
的
確
、
後
者
に
至
っ
て
は
批

判
の
ほ
う
が
い
く
ら
か
正
当
で
さ
え
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、

ア
ー
レ
ン
ト
自
身
の
回
答
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
。

た
し
か
に
、
日
常
的
な
使
用
対
象
物
の
持
ち
こ
た
え
る
性
質
は
相
対

的
な
も
の
で
、
あ
の
存
続
性
―
―
あ
ら
ゆ
る
〈
も
の
〉
の
う
ち
も
っ

と
も
世
界
的
な
〈
も
の
〉
、
つ
ま
り
芸
術
作
品
を
数
百
年
に
わ
た
っ

て
持
続
さ
せ
る
存
続
性
―
―
の
か
す
か
な
反
映
に
す
ぎ
な
い
。
け
れ

ど
も
、
こ
の
相
対
的
な
持
ち
こ
た
え
る
性
質
は
な
お
、〈
あ
り
つ
づ
け
、

越
え
て
持
続
す
る
こ
と
〉das w

ährende Ü
berdauern

の
変
種

で
は
あ
る
の
だ
〔
…
〕
。
こ
の
〈
あ
り
つ
づ
け
、
越
え
て
持
続
す
る

こ
と
〉
は
、
あ
ら
ゆ
る
〈
も
の
〉
と
し
て
の
〈
も
の
〉D

ing qua 
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D
ing

に
備
わ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
属
性
こ
そ
、
〈
も
の
〉
の
形

態
、
世
界
に
お
け
る
〈
も
の
〉
の
現
象
す
る
か
た
ち
を
規
定
す
る
の

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
〈
も
の
〉
が
美
し
く
、
あ
る
い
は
み
に
く
く

現
象
す
る
た
め
の
前
提
を
な
す
の
で
あ
る
。 

（VA
: 209

）

　

ひ
と
つ
目
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
、
使
用
対
象
物
も
、
「
持
ち
こ

た
え
る
性
質
」
と
い
う
か
た
ち
で
は
あ
る
に
せ
よ
、
或
る
持
続
性
を
有

し
て
お
り
、
芸
術
作
品
の
存
続
性
を
か
す
か
に
反
映
し
て
い
る
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
と
お
り
、
自
然
に
抗
す
る
か
た
ち
で
人

為
的
な
〈
も
の
〉
が
制
作
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
自
然
に
対
す
る
対
抗
を

成
り
た
た
せ
て
い
た
の
は
持
続
性
で
あ
っ
た
。
ア
ー
レ
ン
ト
は
さ
ら
に
、

持
続
性
は
〈
も
の
〉
と
し
て
の
〈
も
の
〉
に
備
わ
る
も
の
で
あ
る
と
言

う
。
つ
ま
り
〈
も
の
〉
は
〈
も
の
〉
で
あ
る
か
ぎ
り
、
持
続
性
を
備
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
有
用
性
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
言

う
こ
と
が
で
き
な
い
。
有
用
性
を
本
質
と
す
る
〈
も
の
〉
が
、
た
ま
た

ま
持
続
的
な
の
で
は
な
い
。
持
続
性
が
〈
も
の
〉
に
と
っ
て
も
っ
と
も

基
本
的
な
あ
り
か
た
で
あ
り
、
む
し
ろ
有
用
性
は
そ
の
基
礎
に
基
づ
い

て
成
立
す
る
質
で
あ
る
。
ふ
た
つ
目
の
問
い
に
も
、
い
わ
ば
そ
の
延
長

線
上
で
、
答
え
が
与
え
ら
れ
る
。
芸
術
作
品
は
た
し
か
に
美
し
く
あ
り

う
る
が
、
そ
の
美
し
く
あ
る
こ
と
は
、
持
続
性
と
い
う
基
礎
の
う
え
に

成
り
た
つ
こ
と
が
ら
に
過
ぎ
な
い
。
持
続
性
は
、〈
も
の
〉
が
「
か
た
ち
」

を
有
す
る
こ
と
の
前
提
で
あ
り
、
か
た
ち
を
持
つ
こ
と
を
つ
う
じ
て
〈
も

の
〉
は
美
し
く
、
あ
る
い
は
み
に
く
く
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。
「
い
や

し
く
も
か
た
ち
を
持
ち
、
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
な
ん
で
あ
れ
、
美

し
い
か
み
に
く
い
か
、
あ
る
い
は
そ
の
中
間
か
で
あ
ら
ざ
る
え
な
い
」

（H
C

: 172f.

）
。
さ
き
の
批
判
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
た
し
か
に
〈
も
の
〉

が
「
美
し
い
」
こ
と
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
な
に
も
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
限
り
正
当
か
も
し
れ
な
い

）
14
（

。
し
か
し
、
彼
女
は
〈
も
の
〉
が
美
し

0

0

い
あ
る
い
は
み
に
く
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
、
有
用
性
と
は
異
な
る
座
標
に
置
か
れ

う
る
こ
と
自
体
が
、
持
続
性
と
い
う
〈
も
の
〉
の
本
質
に
基
づ
く
こ
と

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
、
芸
術
作
品
を
分
析
す
る
う
え
で
も
後
者
を

こ
そ
重
視
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

）
15
（

。

あ
ら
ゆ
る
存
在
す
る
も
の
は
、
現
象
も
す
る
し
、
じ
ぶ
ん
の
固
有
の

形
態
を
欠
い
て
は
現
象
し
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
実
際
に
は
、
た
ん
に

使
用
さ
れ
る
こ
と
を
す
で
に
超
え
で
て
、
そ
の
機
能
の
か
な
た
に
あ

る
存
在
様
式
を
も
つ
と
い
う
こ
と
の
な
い
〈
も
の
〉
は
、
存
在
し
な

い
。
或
る
〈
も
の
〉
の
、
機
能
的
な
も
の
の
か
な
た
に
あ
る
〈
そ
の

ま
ま
の
存
在
〉Sosein

と
は
、
そ
の
美
し
さ
、
あ
る
い
は
そ
の
み

に
く
さ
で
あ
る
。
こ
の
〈
そ
の
ま
ま
の
存
在
〉
は
、
機
能
と
は
異
な

り
、
現
象
す
る
こ
と
一
般
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
公
開
的

な
世
界
に
お
い
て
見
ら
れ
う
る
こ
と
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
対
象
一

般
は
、
〈
も
の
〉
の
世
界
に
入
り
こ
む
限
り
で
、
す
で
に
有
用
な
も

の
の
圏
域
を
超
越
し
て
お
り
、
人
間
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
目
的
の
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無
限
進
行
を
、
い
わ
ば
独
力
で
打
ち
や
ぶ
る
の
で
あ
る
。 （VA

: 210

）

　

〈
も
の
〉
は
持
続
性
に
よ
っ
て
、
同
一
で
あ
り
つ
づ
け
る
が
、
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
使
用
者
の
関
心
に
基
づ
く
「
機
能
」
を
「
超
越
」
す
る
。

〈
そ
の
ま
ま
の
存
在
〉
と
は
、
人
間
の
手
を
離
れ
、
も
っ
ぱ
ら
自
ら
の

持
続
性
に
ま
か
せ
て
存
在
し
て
い
る
〈
も
の
〉
の
あ
り
よ
う
を
示
し
て

い
る
。
人
間
が
〈
も
の
〉
を
使
お
う
と
す
る
や
い
な
や
、
そ
う
し
た
〈
そ

の
ま
ま
の
存
在
〉
を
毀
損
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の

〈
そ
の
ま
ま
の
存
在
〉
は
、
芸
術
作
品
に
お
け
る
よ
う
に
、
た
と
え
ば

た
ん
に
眺
め
る
と
い
っ
た
関
わ
り
か
た
に
お
い
て
、
美
醜
に
お
い
て
お

の
れ
を
示
す
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
〈
も
の
〉
は
、
有
用
性
の
連
関
を
「
打

ち
や
ぶ
る
」
。
そ
も
そ
も
、
〈
…
…
の
た
め
に
〉
の
無
限
連
鎖
は
、
す
で

に
制
作
に
お
い
て
基
本
的
に
克
服
さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
制
作

は
自
存
的
な
〈
も
の
〉
が
存
在
す
る
に
至
っ
た
と
き
停
止
す
る
か
ら
だ
。

こ
の
よ
う
な
〈
も
の
〉
を
そ
の
ま
ま
に
、
再
度
手
段
に
転
化
し
な
い
と

き
、
〈
も
の
〉
は
す
で
に
目
的
―

手
段
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
罠
を
抜
け
出
て

い
る
。
〈
も
の

0

0

〉
が0

〈
も
の
で
あ
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

〉
と
は

0

0

、
そ
の
持
続
性
に
よ
っ

0

0

0

0

0

0

0

0

て0

、
同
一
の
も
の
で
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
で
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
れ
以
外
に
な
い

0

0

0

0

0

0

0

。

芸
術
作
品
が
美
醜
に
お
い
て
観
賞
さ
れ
う
る
こ
と
も
、
使
用
対
象
物
が

有
用
性
に
お
い
て
使
用
さ
れ
う
る
こ
と
も
、
あ
る
い
は
交
換
に
お
い
て

機
能
し
う
る
こ
と
も
（cf. VA

: 196

）
、
こ
こ
か
ら
派
生
し
た
こ
と
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
観
賞
も
た
し
か
に
、
な
ん
ら
か
交
渉
で
は
あ
る
だ

ろ
う
。
ア
ー
レ
ン
ト
の
論
理
を
徹
底
す
る
な
ら
、
〈
も
の
〉
の
純
粋
で

本
来
的
な
あ
り
か
た
は
、
人
間
的
な
関
心
か
ら
は
放
棄
さ
れ
、
使
用
さ

れ
ず
に
お
か
れ
る
こ
と
と
な
る
は
ず
だ
。
た
し
か
に
そ
う
で
あ
る
が
、

と
は
い
え
観
賞
は
対
象
を
有
用
な
も
の
と
し
て
主
体
の
関
心
に
包
摂
す

る
使
用
と
は
異
な
り
、
〈
も
の
〉
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
と
り
う
る
、
〈
も

の
〉
と
人
間
の
ぎ
り
ぎ
り
の
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

四　

人
間
的
実
存
の
尺
度
と
し
て
の〈
も
の
〉―
―
補
論
と
し
て

　

以
上
で
〈
も
の
〉
の
分
析
は
果
た
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
〈
も
の
〉

は
人
間
的
世
界
の
構
成
要
素
で
あ
り
つ
づ
け
る
。
〈
も
の
〉
の
理
想
的

な
あ
り
か
た
は
、
絶
え
ず
そ
の
実
現
を
逸
し
つ
づ
け
る
。
そ
の
本
来
的

な
あ
り
か
た
は
、
せ
い
ぜ
い
一
瞬
間
閃
く
に
す
ぎ
な
い
。
〈
も
の
〉
は

人
間
存
在
か
ら
離
脱
し
よ
う
と
し
つ
つ
、
人
間
の
使
用
に
お
い
て
人
間

に
接
触
す
る
の
で
あ
る
。
〈
も
の
〉
が
人
間
的
実
存
に
と
っ
て
の
尺
度

と
な
る
の
は
、
こ
う
し
た
〈
も
の
〉
の
独
立
し
た
あ
り
か
た
と
人
間
の

使
用
が
接
触
す
る
局
面
に
お
い
て
で
あ
る
。
さ
い
ご
に
そ
の
こ
と
を
補

論
的
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ア
ー
レ
ン
ト
は
人
間
が
使
用
対
象
物
の

尺
度
と
な
る
と
き
、
使
用
対
象
物
の
世
界
全
体
の
無
価
値
化
が
起
こ
る

と
述
べ
て
い
た
。
む
し
ろ
尺
度
と
は
同
一
的
な
も
の
で
あ
り
、
変
化
す

る
も
の
が
お
の
れ
を
測
り
く
ら
べ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

私
た
ち
が
見
て
き
た
〈
も
の
〉
の
持
続
性
は
相
対
的
で
あ
る
と
は
い
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え
、
人
間
に
と
っ
て
は
或
る
種
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
。
制
作
さ
れ
た

〈
も
の
〉
は
、
人
間
の
数
世
代
を
越
え
て
長
も
ち
す
る
こ
と
も
あ
る
か

ら
だ
。
人
間
の
あ
り
か
た
に
関
わ
り
な
く
お
の
れ
を
保
つ
こ
と
で
「
世

界
の
〈
も
の
〉
は
、
そ
れ
ら
を
制
作
し
使
用
す
る
人
間
の
実
存
か
ら
相

対
的
に
独
立
し
た
あ
り
か
た
、
す
な
わ
ち
『
客
観
的
な
』
対
象
性
を
得

る
」
（VA

: 162

）
。
こ
の
対
象
性
こ
そ
、「
尺
度
」
と
言
わ
れ
る
〈
も
の
〉

の
あ
り
か
た
に
重
な
る
。

「
客
観
的
」
対
象
性
に
よ
っ
て
、
〈
も
の
〉
は
自
分
の
生
産
者
が
も

つ
飽
く
こ
と
な
き
欲
求
や
必
要
に
「
対
立
し
」
、
少
な
く
と
も
し
ば

ら
く
そ
れ
ら
を
克
服
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、

世
界
の
〈
も
の
〉
が
も
つ
課
題
は
、
人
間
的
な
生
を
安
定
さ
せ
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
〈
も
の
〉
の
「
客
観
性
」
〔
の
本
質
〕
は
、
自

然
的
な
生
命
の
激
し
い
変
化
〔
…
〕
に
、
〈
も
の
〉
が
人
間
的
な
同

一
態Selbigkeit

を
提
供
す
る
こ
と
に
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
同
一

の
椅
子
や
同
一
の
机
が
、
毎
日
変
化
す
る
人
間
に
た
い
し
て
、
同
じ

ま
ま
の
親
し
み
を
も
っ
て
対
峙
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
同
一
性

Identität

を
提
供
す
る
の
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
人
間
の
主
体
的

な
あ
り
か
た
に
対
立
し
、
こ
の
主
体
性
が
お
の
れ
を
測
り
く
ら
べ
る

の
は
、
じ
ぶ
ん
自
身
が
制
作
し
た
世
界
の
客
観
性
、
対
象
性
な
の
で

あ
る
。 

（VA
: 162

）

　

文
脈
は
や
や
錯
綜
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
に
は
、
〈
も
の
〉
の
世
界
が

自
然
の
変
化
に
た
い
し
て
持
続
す
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
機

制
は
す
で
に
第
一
節
で
見
て
き
た
。
〈
も
の
〉は
個
体
と
し
て
持
続
す
る
、

つ
ま
り
同
一
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
に
た
い
し
て
抵
抗
す
る
の

だ
っ
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、〈
も
の
〉
の
世
界
が
変
化
す
る
人
間
に
た
い
し
て
存

在
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
は
こ
ち
ら
が
重
要
で
あ
る
。
ア
ー

レ
ン
ト
は
こ
の
変
化
を
「
変
化
す
る
気
分w

echselnde Launen

」（VA
: 

163

）
と
呼
ぶ
。
気
分
と
は
お
お
ざ
っ
ぱ
な
表
現
で
は
あ
る
が
、
人
間

の
変
容
す
る
主
観
性
を
言
い
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
持
続

的
な
世
界
は
、
た
ん
な
る
主
観
性
の
産
物
と
は
違
い
、
人
間
が
つ
ね
に

気
分
を
変
化
さ
せ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
変
化
し
て
し

ま
う
こ
と
が
な
い
。

　

〈
も
の
〉
は
持
続
す
る
こ
と
で
、
人
間
の
変
化
に
巻
き
こ
ま
れ
ず
、

人
間
（
主
体
）
か
ら
独
立
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
人
間
は
、
物
世
界

を
「
拠
り
ど
こ
ろ
」
に
で
き
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
う
ち
に
住
む
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。
「
〈
も
の
〉
は
世
界
、
す
な
わ
ち
人
間
の
手
に
よ
る
造
形

物
に
安
定
を
与
え
、
私
た
ち
が
知
る
も
っ
と
も
安
定
を
欠
い
た
存
在
者

で
あ
る
死
す
べ
き
人
間
た
ち
に
、
一
箇
の
現
世
的
な
住
ま
い
を
提
供
す

る
の
に
適
し
た
も
の
に
す
る
」
（VA

: 201

）
。
「
こ
の
世
界
の
課
題
と
は
、

死
す
べ
き
存
在
者
に
一
箇
の
故
郷
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
が
、

そ
れ
が
充
た
さ
れ
う
る
の
は
も
っ
ぱ
ら
、
世
界
の
存
続
性
が
人
間
的
実
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存
の
永
遠
に
変
化
す
る
動
性
に
対
抗
し
、
そ
の
動
性
を
そ
の
つ
ど
越
え

て
存
続
す
る
か
ぎ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
存
続
性
が
、
消

費
の
た
め
に
生
産
さ
れ
た
財
の
純
粋
な
機
能
性
の
み
な
ら
ず
、
使
用
対

象
物
の
た
ん
な
る
有
用
性
を
も
超
越
す
る
か
ぎ
り
で
の
こ
と
な
の
で
あ

る
」
（VA

: 212
）
。
人
間
は
こ
う
し
て
〈
も
の
〉
を
尺
度
と
し
、
そ
の
う

ち
に
住
ま
う
こ
と
が
で
き
る
。
住
ま
い
と
し
て
、
〈
も
の
〉
は
一
方
で

人
間
の
あ
り
か
た
を
条
件
づ
け
、
他
方
人
間
の
習
慣
の
拠
り
ど
こ
ろ
と

も
な
る
の
だ

）
16
（

。

　

こ
う
し
た
〈
も
の
〉
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
哲
学
の
体
系
に
差
し
も
ど
さ

れ
る
な
ら
ば
、
法
の
も
つ
安
定
化
の
作
用
を
哲
学
的
に
基
礎
づ
け
る
役

割
を
果
た
し
う
る
。
小
野
（2006: 20ff.
）
も
着
目
す
る
こ
の
法
の
安
定

性
は
〈
も
の
〉
に
淵
源
し
て
い
る
と
、
『
革
命
に
つ
い
て
』
で
は
示
唆

さ
れ
る
。
「
書
か
れ
た
文
書
と
し
て
の
憲
法
に
〔
…
〕
与
え
ら
れ
た
大

き
な
重
要
性
は
、
憲
法
が
も
つ
、
客
観
的
か
つ
世
界
的
と
い
う
基
礎
的

性
格
を
、
お
そ
ら
く
は
な
に
よ
り
も
証
言
す
る
も
の
で
あ
る
」
（O

R
: 

156

）
。
法
は
可
変
的
な
人
民
の
意
志
に
た
い
し
、
そ
の
〈
も
の
〉
と
し

て
の
性
格
に
よ
っ
て
対
立
し
、
「
多
数
派
支
配
と
い
う
『
選
挙
専
制
主

義
』
」
（ibid.

）
を
防
ぎ
う
る
と
さ
れ
る

）
17
（

。
法
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
に
と
っ
て
、

政
治
を
可
能
化
す
る
前
提
で
あ
っ
た
こ
と
も
想
起
す
る
な
ら
ば
、
彼
女

が
「
私
た
ち
を
取
り
か
こ
む
〈
も
の
〉
の
世
界
が
ど
れ
ほ
ど
美
し
い
と

し
て
も
、
こ
の
世
界
が
は
じ
め
て
そ
の
本
来
的
な
意
義
を
得
る
の
は
、

そ
れ
が
活
動
し
語
る
者
た
ち
の
た
め
に
舞
台
を
用
意
す
る
と
き
で
あ

る
」
（VA

: 258

）
と
述
べ
た
さ
い
の
「
舞
台B

ühne

」
の
意
味
も
、
こ

こ
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
う
る
か
も
し
れ
な
い
（
同
時
に
、
舞
台
と
な
る
と

き
〈
も
の
〉
は
ふ
た
た
び
「
役
に
た
つ
」
使
用
対
象
物
に
戻
っ
て
は
い
な
い
か
、

と
い
う
疑
問
も
存
在
す
る
）
。
と
は
い
え
法
や
、
〈
も
の
〉
と
人
間
の
活
動

と
の
関
係
に
か
ん
す
る
本
格
的
分
析
は
、
べ
つ
の
機
会
に
譲
ら
ざ
る
を

え
な
い
。

結　

論

　

本
稿
は
〈
も
の
〉
の
本
質
と
は
な
に
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
。
自
然
の
変
化
に
対
抗
的
に
制
作
さ
れ
る
〈
も
の
〉
は
、
持
続

性
を
要
求
す
る
。
こ
う
し
て
制
作
さ
れ
た
〈
も
の
〉
は
、
多
く
の
ば
あ

い
有
用
な
使
用
対
象
物
で
あ
り
、
持
続
性
は
条
件
に
過
ぎ
ず
、
有
用
性

が
よ
り
本
質
的
に
思
え
た
。
し
か
し
、
む
し
ろ
少
数
の
例
外
に
見
え
る

芸
術
作
品
の
あ
り
か
た
を
分
析
し
て
み
る
と
、
ま
た
べ
つ
の
様
相
が
見

え
て
く
る
。
と
い
う
の
も
〈
も
の
〉
が
持
ち
う
る
美
し
さ
や
み
に
く
さ

は
有
用
性
に
た
い
す
る
超
越
を
形
づ
く
っ
て
お
り
、
こ
の
超
越
は
〈
も

の
〉
が
そ
の
持
続
性
に
よ
っ
て
〈
そ
の
ま
ま
の
存
在
〉
と
し
て
存
在
す

る
と
き
、
生
起
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
持

続
性
は
た
ん
に
条
件
に
留
ま
ら
ず
、
ま
さ
し
く
〈
も
の
〉
が
総
じ
て
有

す
る
本
質
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
は
こ
う
し
て
、
有

用
性
か
ら
独
立
に
持
続
す
る
〈
も
の
〉
の
実
体
的
な
あ
り
か
た
を
、
反
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時
代
的
に
も
擁
護
し
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
〈
も
の
〉
の
独
立
や
自
存
は
、

し
か
し
、
そ
れ
が
人
間
的
実
存
と
の
接
触
に
置
か
れ
る
以
上
、
絶
え
ず

毀
損
さ
れ
、
純
粋
に
実
現
す
る
こ
と
は
な
い
。
持
続
的
な
〈
も
の
〉
と

人
間
の
限
定
的
な
か
か
わ
り
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
最
後
に
、

〈
も
の
〉
が
尺
度
と
な
り
、
人
間
の
住
ま
い
と
も
な
り
う
る
こ
と
を
補

論
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
〈
も
の
〉
が
尺
度
と
い
う
あ
り
か
た
を
示
す

の
は
、〈
も
の
〉
の
独
立
性
と
人
間
が
接
触
す
る
局
面
に
お
い
て
な
の
で

あ
る
。
以
上
を
本
稿
の
結
論
と
し
て
確
認
し
、
筆
を
擱
く
こ
と
に
す
る
。

 
（
は
し
づ
め
・
た
い
き
／
倫
理
学
）

注（
1
） 『
活
動
的
生
』
（
一
九
六
〇
）
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
英
語
で
著
し
た
『
人
間

の
条
件
』
（
一
九
五
八
）
の
ド
イ
ツ
語
版
で
あ
る
。
友
人 

Ch
・
ベ
ラ
ー
ト

が
下
訳
を
つ
と
め
た
が
、
「
た
ん
な
る
翻
訳
で
な
い
の
は
明
ら
か
で
、
著

者
が
母
語
で
自
在
に
書
き
足
し
て
」
お
り
、
「
増
補
改
訂
第
二
版
と
呼
ぶ

に
値
す
る
」
（
森2015: 520, 519

）
。
本
稿
で
は
ド
イ
ツ
語
版
を
中
心
に
、

適
宜
英
語
版
も
参
照
し
つ
つ
分
析
を
進
め
る
。
な
お
、
引
用
は
略
号
を
以
っ

て
行
な
う
。
略
号
の
意
味
は
末
尾
の
文
献
一
覧
を
参
照
。

（
2
） 

森
（2013a: 33-40, 277-303

）
は
ア
ー
レ
ン
ト
の
〈
も
の
〉
に
対
す
る
ハ

イ
デ
ガ
ー
の
影
響
を
示
し
、
さ
ら
に
森
（2013b

）
は
そ
れ
を
〈
も
の
〉

と
〈
こ
と
〉
の
思
想
史
と
い
う
広
大
な
射
程
に
位
置
づ
け
る
。

（
3
） 

た
と
え
ばB

raun

（1993: 73-77

）
は
有
用
性
を
、
川
崎
（2010: 21ff.

）

は
美
を
本
質
的
と
み
な
す
解
釈
を
取
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
4
） 

た
だ
し
世
界
の
概
念
は
多
義
的
で
あ
る
。
例
え
ば
ア
ー
レ
ン
ト
自
身
、「
世

界
と
は
〔
…
〕
、
ひ
と
の
手
に
よ
る
造
形
物
で
あ
り
、
人
び
と
の
あ
い
だ

で
の
み
起
こ
る
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
の
総
体
で
あ
る
」
（VA

: 65f.

）
と
述
べ
、

か
く
て
正
反
対
の
様
態
が
一
語
に
託
さ
れ
る
。
伊
藤
（2001: 111ff.

）
の

指
摘
す
る
よ
う
に
、
世
界
に
は
静
的
・
動
的
の
両
義
性
が
あ
る
。
こ
う
な

る
と
た
と
え
ばJanover

（2011: 26

）
の
よ
う
に
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
世
界

の
概
念
を
「
詩
的
な
も
の
に
し
」
、
「
可
塑
的
」
に
し
て
い
る
と
言
い
た
く

も
な
る
。
こ
の
世
界
の
多
義
性
を
総
合
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
べ
つ

の
機
会
に
論
じ
た
い
。

（
5
） 「
私
た
ち
が
自
然
物
―
―
ひ
と
つ
の
木
、
ひ
と
つ
の
犬
―
―
を
個
別
的
存

在
者
と
見
な
し
、
以
っ
て
そ
れ
ら
を
『
自
然
の
』
範
囲
か
ら
解
き
は
な
ち
、

私
た
ち
の
『
人
工
の
』
世
界
に
置
き
う
つ
し
た
と
き
、
自
然
物
は
成
長
と

衰
退
を
は
じ
め
る
」
（VA

: 117

）
。
「
い
ま
や
、
自
然
が
私
た
ち
に
与
え
る

も
の
か
ら
、
じ
ぶ
ん
の
世
界
の
客
観
的
な
対
象
性
を
打
ち
た
て
た
の
で

〔
…
〕
自
然
を
も
ま
た
、
ひ
と
つ
の
『
対
象
』
と
し
て
、
客
観
的
に
観
察
し
、

取
り
あ
つ
か
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
」
（VA

: 162f.

）
。

（
6
） 労
働
／
制
作
の
差
異
を
主
題
化
し
たB

akan

（1979

）
は
、
ア
ー
レ
ン
ト

の
ヘ
ー
ゲ
ル
＝
マ
ル
ク
ス
理
解
を
批
判
す
る
が
、
労
働
と
自
然
の
弁
証
法

的
関
係
（
自
然
に
関
係
し
つ
つ
分
離
し
て
い
る
）
を
理
解
せ
ず
、
対
象
を

破
壊
す
る
の
み
の
動
物
的
欲
求
と
労
働
の
分
節
を
曖
昧
化
し
て
い
る
と
い

う
批
判
（52f.

）
は
、
む
し
ろ
ア
ー
レ
ン
ト
に
対
す
る
無
理
解
を
示
し
て

い
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

（
7
） 

し
た
が
っ
て
、B

raun

（1994: 67

）
の
よ
う
に
「
川
の
流
れ
を
水
路
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
の
う
ち
に
、
す
で
に
物
化
が
存
し
て
い
る
」
と
言
う

の
は
適
切
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
8
） こ
の
モ
デ
ル
が
な
に
に
由
来
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
、
ア
ー
レ
ン
ト
は

答
え
て
い
な
い
。
彼
女
は
モ
デ
ル
が
制
作
後
も
存
続
す
る
と
い
う
経
験
を
、

プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア
論
の
由
来
と
見
る
が
、
モ
デ
ル
が
本
当
に
イ
デ
ア
界

に
属
す
る
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
女
は
、
イ
デ
ア
論
の
よ
う

な
学
説
の
基
礎
に
あ
る
経
験

0

0

を
呈
示
し
よ
う
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
モ
デ



社会思想史研究　No. 40　2016

●　156

ル
の
由
来
に
か
ん
し
て
示
唆
的
な
唯
一
の
箇
所
は
、
以
下
で
あ
る
。
「
私

た
ち
は
、
ま
え
も
っ
て
な
ん
ら
か
の
仕
方
で
ベ
ッ
ド
を
表
象
す
る
こ
と
な

し
に
、
つ
ま
り
そ
の
『
イ
デ
ア
』
を
眼
の
ま
え
に
持
つ
こ
と
な
し
に
は
、
ベ
ッ

ド
を
制
作
し
え
な
い
。
ま
た
、
自
ら
の
感
性
的
な
直
観
の
記
憶
に
由
来
す
る
、

特
定
の
ベ
ッ
ド
に
依
る
こ
と
な
し
に
は
、
私
た
ち
は
ベ
ッ
ド
を
表
象
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
」（VA

: 167

）
。
い
ま
こ
の
問
題
に
こ
れ
以
上
踏
み
こ
む

こ
と
は
で
き
な
い
。

（
9
） 

消
費
財
も
世
界
の
う
ち
に
存
在
す
る
以
上
、
ま
っ
た
く
か
た
ち
や
持
続
性

を
持
た
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
消
費
財
は
「
人
間
が
作
り
あ
げ
た
か
た
ち

に
よ
っ
て
、
自
ら
の
一
時
の
場
を
人
造
物
の
世
界
の
う
ち
に
獲
得
す
る
の

だ
が
、
そ
れ
ら
は
か
た
ち
を
持
ち
な
が
ら
、
世
界
の
ほ
か
の
ど
の
部
分
に

く
ら
べ
て
も
よ
り
急
速
に
消
え
て
ゆ
く
」
（H

C
: 96

）
。
「
い
ま
や
消
費
財

一
般
は
、
こ
の
対
象
的
な
〈
も
の
〉
世
界
一
般
の
う
ち
に
現
象
す
る
が
ゆ

え
に
、
〈デ

ィ

ン

グ

ハ

フ

テ

ィ

ッ

ヒ

カ

イ

ト

も
の
〉
と
い
う
あ
り
か
た
を
獲
得
す
る
」
（VA

: 112

）
。

（
10
） HC

で
は
区
別
な
く
持
続
性durability
の
一
語
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、

VA

で
は
持
続
性D

auerhaftigkeit

と
持
ち
こ
た
え
る
性
質H

altbarkeit

が
区
別
さ
れ
て
い
る
。

（
11
） 「
不
適
切
な
使
用
」
が
定
義
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
制
作
者
が

気
に
入
ら
な
い
〈
も
の
〉
を
破
壊
し
う
る
と
は
述
べ
ら
れ
る
（cf. VA

: 
170

）
。
ロ
ー
マ
法
い
ら
い
所
有
の
観
念
に
「
使
用usus
」
と
「
破
壊

abusus

」
が
含
ま
れ
る
こ
と
（cf. 

熊
野2003: 6

）
が
、
暗
に
踏
ま
え
ら

れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
12
） HC

: 153

のinstrum
entality

は
、VA

: 181

でZw
eckdienlichkeit

と
訳
さ
れ
る
。

（
13
） 「
変
化
し
な
が
ら
存
続
す
る
世
界der sich ändernde B

estand der 
W

elt

」
と
い
う
表
現
は
、
個
々
の
〈
も
の
〉
は
あ
く
ま
で
時
間
的
で
あ
り
、

部
分
的
に
は
入
れ
替
わ
り
つ
つ
、
総
体
と
し
て
の
世
界
は
緩
や
か
に
変
化

す
る
同
一
性
を
保
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
（cf. VA

: 68f.

）
。

（
14
） 

美
の
現
象
に
か
ん
し
、LK

PP: 63

に
お
い
て
、
美
の
成
立
に
公
開
性
が

必
要
と
云
わ
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
が
、
こ
の
問
題
は
本
稿
の
関
心
の
外

に
あ
る
。

（
15
） 

た
だ
し
、
こ
の
点
に
か
ん
し
て
ア
ー
レ
ン
ト
に
も
揺
ら
ぎ
が
あ
る
。
論
考

「
文
化
の
危
機
」
に
お
い
て
は
、
美
が
永
続
性
や
不
死
性
を
可
能
に
す
る

と
述
べ
ら
れ
る
（B

PF: 205, 215

）
。
〈
も
の
〉
の
本
質
を
美
に
お
い
て
理

解
す
る
川
崎
（2010: 23f.

）
の
解
釈
は
、
こ
こ
も
典
拠
に
な
っ
て
い
る
。

だ
が
前
註
に
あ
る
と
お
り
美
が
共
同
主
観
的
な
判
断
に
基
づ
く
と
す
れ
ば
、

美
を
〈
も
の
〉
の
本
質
と
す
る
と
き
、
〈
も
の
〉
を
ふ
た
た
び
人
間
的
意

味
の
次
元
に
回
収
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と

も
本
稿
は
、
こ
の
点
で
論
理
に
一
貫
し
て
い
る
『
活
動
的
生
』
の
説
明
を

採
り
、
同
書
を
内
在
的
に
読
解
す
る
。

（
16
） 〈
もデ

ィ
ン
グの

〉
は
「
人
間
な
し
に
は
け
っ
し
て
成
立
し
え
な
か
っ
た
も
の
だ
が
、

他
方
で
は
人
間
的
実
存
の
条

ベ
デ
ィ
ン
グ
ン
グ

件
で
あ
る
」
（VA

: 18f.

）
。
こ
の
「
み
ず
か

ら
創
り
だ
し
た
条
件
は
、
そ
の
人
間
的
な
起
源
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
然

の
条
件
づ
け
る
〈
も
の
〉
と
同
等
の
条
件
づ
け
る
力
を
有
す
る
」
（VA

: 
19

）
。
人
間
的
習
慣
も
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
〈
も

の
〉
の
あ
り
か
た
に
依
拠
し
て
い
る
。
世
界
に
た
い
す
る
親
し
み
は
、「
人

間
と
〈
も
の
〉
の
交
渉
や
人
び
と
の
あ
い
だ
の
交
渉
を
規
制
す
る
、
世
界

の
慣
習
や
な
ら
わ
しSitten und G

ebräuche

へ
の
親
し
み
」
（VA

: 
112

）
で
あ
る
。

（
17
） Honig

（1993: 2f.

）
は
秩
序
維
持
に
資
す
る
徳

ヴ
ァ
ー
チ
ュ
ー

性
と
、
旧
秩
序
を
解
体

し
秩
序
を
新
規
に
構
成
す
る
徳

ヴ
ィ
ル
ト
ゥ

性
、
い
ず
れ
を
原
理
と
な
す
か
に
よ
っ
て

政
治
理
論
を
分
類
し
、
ア
ー
レ
ン
ト
を
後
者
に
属
せ
し
め
た
。
彼
女
は
ア
ー

レ
ン
ト
が
秩
序
維
持
を
欠
く
と
指
弾
す
る
が
、
法
概
念
は
こ
の
批
判
に
反

論
す
る
手
が
か
り
と
な
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
に
お
け
る
法
に
つ
い
て
は
毛
利

（2013

）
が
包
括
的
な
記
述
を
与
え
て
い
る
。
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は
じ
め
に

　

本
論
は
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
が
ジ
ャ
ン
＝

ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト

ル
の
哲
学
を
い
か
に
読
み
、
論
じ
て
き
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
バ
ト
ラ
ー
と
サ
ル
ト
ル
の
思
想
的
関
係
を
再
考
す
る
も
の
で
あ
る
。

バ
ト
ラ
ー
は
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
―
―
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
転
覆
』
（
一
九
九
〇
）
で
サ
ル
ト
ル
を
「
デ
カ
ル
ト
主

義
者
」
、
「
男
性
中
心
主
義
者
」
と
酷
評
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

初
期
の
八
〇
年
代
の
仕
事
か
ら
近
年
の
作
品
ま
で
広
く
見
渡
す
な
ら
、

サ
ル
ト
ル
は
バ
ト
ラ
ー
に
と
っ
て
ひ
じ
ょ
う
に
両
義
的
な
思
想
家
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
意
味
で
、
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
に

お
け
る
サ
ル
ト
ル
批
判
に
両
者
の
思
想
的
関
係
を
還
元
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
あ
り
、
ま
し
て
実
存
主
義
は
構
造
主
義
な
い
し
ポ
ス
ト
構

造
主
義
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
た
と
い
う
一
般
論
に
還
元
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
本
稿
で
は
、
バ
ト
ラ
ー
の
サ
ル
ト
ル
読
解
の
変
遷
を
見

渡
す
こ
と
を
通
し
て
、
む
し
ろ
両
者
の
深
い
思
想
的
な
結
び
つ
き
を
示

し
た
い
。
最
後
に
み
る
よ
う
に
、
バ
ト
ラ
ー
に
お
い
て
「
実
存
」
の
問

題
は
思
想
的
課
題
と
し
て
反
復
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
一
節
と
第
二
節
で
は
、
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
以
前
の
八

〇
年
代
に
お
い
て
バ
ト
ラ
ー
が
ど
の
よ
う
に
サ
ル
ト
ル
を
読
解
し
て
い

た
か
を
考
察
す
る
。
第
一
節
で
み
る
よ
う
に
、
八
〇
年
代
の
バ
ト
ラ
ー

は
現
象
学
を
、
透
明
な
自
我
を
前
提
に
し
た
「
デ
カ
ル
ト
的
現
象
学
」

と
そ
れ
に
対
し
て
身
体
性
を
強
調
し
た
「
非
デ
カ
ル
ト
的
現
象
学
」
と

〈
公
募
論
文
〉

実
存
と
ト
ラ
ブ
ル

【
サ
ル
ト
ル
の
読
者
と
し
て
の
バ
ト
ラ
ー
】

藤
高
和
輝
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に
区
別
し
、
後
者
を
積
極
的
、
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、

サ
ル
ト
ル
は
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
現
象
学
の
「
あ
い
だ
」
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
サ
ル
ト
ル
を
「
デ
カ
ル
ト
主

義
者
」
と
み
な
す
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
に
お
け
る
バ
ト
ラ
ー

の
解
釈
は
、
彼
女
自
身
の
八
〇
年
代
の
仕
事
と
比
較
し
て
も
ひ
じ
ょ
う

に
単
純
化
さ
れ
た
解
釈
で
あ
る
。
第
一
節
で
は
、
こ
の
点
を
バ
ト
ラ
ー

が
八
〇
年
代
に
現
象
学
に
つ
い
て
論
じ
た
諸
論
文
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
節
で
は
、
バ
ト
ラ
ー
が
サ
ル
ト
ル
を
よ
り
本
格
的
に
論
じ
て
い
る

『
欲
望
の
主
体
―
―
二
十
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の

影
響
』
（
一
九
八
七
）
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
で
サ
ル
ト
ル
哲
学
を
「
デ
カ

ル
ト
的
／
非
デ
カ
ル
ト
的
現
象
学
」
の
「
あ
い
だ
」
に
位
置
づ
け
る
八

〇
年
代
の
バ
ト
ラ
ー
の
解
釈
を
よ
り
具
体
的
に
考
察
す
る
。

　

第
三
節
で
は
、
バ
ト
ラ
ー
が
サ
ル
ト
ル
を
批
判
し
た
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ト
ラ
ブ
ル
』
に
考
察
を
移
す
。
八
〇
年
代
に
は
両
義
的
に
評
価
さ
れ
て

い
た
サ
ル
ト
ル
は
、
な
ぜ
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
で
は
「
デ
カ

ル
ト
主
義
者
」
と
一
面
化
さ
れ
、
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
三

節
で
は
こ
の
問
い
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』

に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
批
判
の
内
実
と
そ
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
四
節
で
は
、
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
に
お
け
る
も
う
ひ
と

つ
の
サ
ル
ト
ル
批
判
を
考
察
す
る
。
バ
ト
ラ
ー
は
同
書
で
サ
ル
ト
ル
を

「
デ
カ
ル
ト
主
義
者
」
と
非
難
し
た
が
、
「
異
性
愛
」
の
「
男
性
」
を
特

権
視
す
る
思
想
と
し
て
も
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
、
バ
ト
ラ
ー
は
論

文
「
暴
力
と
非
暴
力
―
―
フ
ァ
ノ
ン
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
」（
二
〇
〇
六
）

〔
以
下
、
「
フ
ァ
ノ
ン
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
」
と
略
記
〕
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を

め
ぐ
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
サ
ル
ト
ル
解
釈
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

そ
こ
で
第
四
節
で
は
、
「
フ
ァ
ノ
ン
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
」
を
『
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
考
察
す
る
。

　

第
五
節
で
は
、
「
フ
ァ
ノ
ン
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
」
で
示
唆
さ
れ
な

が
ら
十
分
に
展
開
さ
れ
て
い
な
い
バ
ト
ラ
ー
の
サ
ル
ト
ル
読
解
を
よ
り

正
確
に
捉
え
る
た
め
に
、
改
め
て
『
欲
望
の
主
体
』
に
立
ち
返
る
。
バ

ト
ラ
ー
は
「
フ
ァ
ノ
ン
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
」
で
サ
ル
ト
ル
の
身
体
論

に
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
解
釈
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
が
、
サ
ル
ト
ル

の
身
体
論
は
す
で
に
『
欲
望
の
主
体
』
で
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
『
欲
望
の
主
体
』
を
読
み
直
す
こ
と
を
通
し
て
、
そ
の
解
釈
を

よ
り
深
く
捉
え
返
し
た
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
バ
ト
ラ
ー
が
サ
ル
ト
ル
を
い
か
に
読
ん
で
き
た
か
、

そ
の
足
跡
を
辿
っ
た
上
で
、
最
後
に
、
改
め
て
両
者
の
理
論
的
関
係
を

素
描
す
る
。
そ
の
際
、
両
者
の
思
想
が
深
く
交
差
す
る
地
点
を
浮
き
彫

り
に
す
る
。
と
り
わ
け
そ
こ
で
着
目
し
た
い
の
が
、
バ
ト
ラ
ー
の
主
体

理
論
が
（
し
ば
し
ば
サ
ル
ト
ル
と
対
立
的
に
捉
え
ら
れ
る
）
フ
ー
コ
ー
の
権

力
論
に
則
り
な
が
ら
逆
説
的
に
も
サ
ル
ト
ル
の
実
存
思
想
に
近
づ
く
点

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
バ
ト
ラ
ー
が
主
体
の
「
責
任
」
を
い
か
に
理
論
化

す
る
か
と
い
う
点
に
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
察
を
通
し
て
最
後

に
確
認
す
る
の
は
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
思
想
家
の
ひ
と
り
と
目
さ
れ
る
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バ
ト
ラ
ー
の
思
想
に
「
実
存
」
の
問
題
が
回
帰
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

一　

「
デ
カ
ル
ト
的
現
象
学
」と「
非
デ
カ
ル
ト
的
現
象
学
」の
あ
い
だ 

 

―
―
八
〇
年
代
バ
ト
ラ
ー
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
哲
学
の
位
置

　

バ
ト
ラ
ー
は
『
欲
望
の
主
体
』
で
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
と
そ
の
二
十
世
紀

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
受
容
史
を
考
察
し
て
い
る
。
バ
ト
ラ
ー
は
二
十
世

紀
フ
ラ
ン
ス
思
想
を
ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
の
観
点
か
ら
考
察
し
、
サ
ル
ト
ル

も
ま
た
そ
の
よ
う
な
系
譜
の
中
で
読
解
さ
れ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、

サ
ル
ト
ル
に
つ
い
て
考
察
し
た
第
三
章
「
想
像
的
な
追
求
」
は
同
書
の

中
で
も
っ
と
も
多
く
の
ペ
ー
ジ
数
が
割
か
れ
て
い
る
。

　

『
欲
望
の
主
体
』
は
あ
る
意
味
で
ひ
じ
ょ
う
に
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
著

作
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
個
々
の
思
想
家
を
論
じ
る
分
量
に
あ
ま
り

に
食
い
違
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

）
1
（

。
サ
ル
ト
ル
は
そ
の
な
か
で
も
も
っ

と
も
多
く
の
分
量
が
割
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
八
七
年
に
出
版
さ
れ
た

時
点
で
の
『
欲
望
の
主
体
』
の
全
体
構
成
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
は
あ
ま

り
に
長
大
で
あ
り
蛇
足
の
感
を
与
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
『
欲
望
の
主
体
』

に
お
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
二
十
世
紀
フ
ラ
ン
ス
遍
歴
は
フ
ー
コ
ー
に

関
す
る
考
察
で
終
わ
っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
フ
ー
コ
ー
の
思
想
が

も
っ
と
も
重
要
な
貢
献
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
・
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
よ
っ
て
否
定
的
に
乗
り
越
え

ら
れ
て
い
く
サ
ル
ト
ル
の
思
想
を
仔
細
に
検
討
す
る
必
要
は
、
全
体
の

構
成
か
ら
言
う
と
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
は
『
欲
望
の
主
体
』
の
出
版
事
情
と
大
き
く

関
わ
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
・
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
を
考
察
し
た
第
四
章
は
、

バ
ト
ラ
ー
に
よ
れ
ば
一
九
八
六
―
八
七
年
の
約
一
年
の
あ
い
だ
に
ほ
と

ん
ど
準
備
の
な
い
状
況
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
女
自
身
「
若
書

き
」
の
一
種
で
あ
る
と
断
っ
て
い
る
（SD

, p. viii

）
。
つ
ま
り
、
一
九

八
四
年
に
博
士
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
た
『
欲
望
の
主
体
』
で
は
、
フ

ラ
ン
ス
・
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
関
す
る
考
察
は
な
く
、
へ
ー
ゲ
ル
か
ら
コ

ジ
ェ
ー
ヴ
、
イ
ポ
リ
ッ
ト
、
サ
ル
ト
ル
に
関
す
る
考
察
で
終
わ
っ
て
い

た
の
で
あ
る

）
2
（

。
こ
の
観
点
か
ら
み
る
な
ら
、も
と
も
と
『
欲
望
の
主
体
』

は
サ
ル
ト
ル
の
実
存
思
想
に
い
か
に
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
伝
統
が
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
る
か
を
（
コ
ジ
ェ
ー
ヴ
、
イ
ポ
リ
ッ
ト
の
系
譜
に
即
し
て
）

論
証
し
た
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に

考
え
る
な
ら
、
サ
ル
ト
ル
に
関
す
る
膨
大
な
量
の
考
察
も
首
肯
で
き
る
。

　

ま
た
、
バ
ト
ラ
ー
の
記
述
の
「
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
」
は
単
に
出
版
事

情
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
八
〇
年
代
に
お
い
て
彼
女
自
身
の
理
論
的

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
が
大
き
く
揺
ら
い
で
い
た
点
に
求
め
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
別
の
論
文
で
論
じ
て
お
い
た
よ
う
に

）
3
（

、
八
〇
年
代
の
バ
ト

ラ
ー
は
現
象
学
か
フ
ー
コ
ー
の
系
譜
学
を
採
用
す
る
か
で
揺
れ
て
お
り
、

八
〇
年
代
全
体
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
現
象
学
の
方
に
比
重
が
あ
っ

た
と
言
え
る
。
実
際
、
博
士
論
文
執
筆
（
八
四
年
）
以
後
に
バ
ト
ラ
ー

が
書
い
た
八
〇
年
代
の
論
文
の
ほ
と
ん
ど
は
現
象
学
に
関
す
る
も
の
で

あ
り
、
と
り
わ
け
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
と
メ
ル
ロ
＝

ポ
ン
テ
ィ
に
関
す
る
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も
の
だ
っ
た

）
4
（

。
そ
こ
で
ま
ず
本
節
で
は
、
『
欲
望
の
主
体
』
を
取
り
上

げ
る
前
に
、
そ
の
周
辺
の
諸
論
文
に
お
い
て
サ
ル
ト
ル
の
哲
学
が
い
か

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

八
〇
年
代
に
お
け
る
バ
ト
ラ
ー
は
、「
シ
モ
ー
ヌ
・
ド
・
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー

ル
『
第
二
の
性
』
に
お
け
る
セ
ッ
ク
ス
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
（
一
九
八
六
）

や
「
セ
ッ
ク
ス
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
変
異
―
―
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
、
ウ
ィ

テ
ィ
ッ
グ
、
フ
ー
コ
ー
」
（
一
九
八
七
）
な
ど
の
論
文
で
、
現
象
学
を
「
デ

カ
ル
ト
的
現
象
学
」
と
「
非
デ
カ
ル
ト
的
現
象
学
」
の
二
つ
に
区
別
し

て
い
る
。
バ
ト
ラ
ー
の
言
う
「
デ
カ
ル
ト
的
現
象
学
」
と
は
言
語
や
文

化
に
先
立
つ
純
粋
な
自
我
を
前
提
に
す
る
現
象
学
で
あ
り
、
そ
こ
で
は

「
デ
カ
ル
ト
的
自
我
」
は
「
身
体
を
も
た
な
い
魂
（disem

bodied 

souls

）
」
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
非
デ
カ
ル
ト
的
現
象
学
」

に
お
い
て
は
、
こ
の
「
自
我
」
が
は
じ
め
か
ら
「
身
体
を
具
え
た
（em

-

bodied

）
」
も
の
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
バ
ト
ラ
ー
は
こ
の
「
非

デ
カ
ル
ト
的
現
象
学
」
の
代
表
者
と
し
て
メ
ル
ロ
＝

ポ
ン
テ
ィ
や
ボ
ー

ヴ
ォ
ワ
ー
ル
を
挙
げ
て
お
り
、
例
え
ば
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
に
即
し
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
人
は
女
に
生
れ
な
い
、
女
に
な
る
と
い
う

こ
と
は
、こ
の
『
な
る
（
生
成
）
』
が
肉
体
か
ら
離
れ
た
（disem

bodied

）

自
由
か
ら
文
化
的
な
身
体
化
（em

bodim
ent

）
へ
の
道
を
た
ど
る
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
実
際
、
ひ
と
は
は
じ
め
か
ら
そ
の
身
体
で
あ

り
、
そ
し
て
そ
の
の
ち
、
そ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
な
る
の
で
あ
る
。
セ
ッ

ク
ス
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の
運
動
は
、
身
体
化
さ
れ
た
生
（em

bodied 

life

）
に
内
的
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
一
方
の
身
体
化
か
ら
他

方
の
身
体
化
へ
の
運
動
な
の
で
あ
る
」
（B

utler, 1987, p. 130

）
。
し
た

が
っ
て
、
主
体
が
身
体
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
純
粋
な
自
我

が
派
生
的
に
文
化
や
社
会
性
を
身
に
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
主
体
が
は

じ
め
か
ら
文
化
的
、
社
会
的
、
歴
史
的
状
況
に
投
げ
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
八
〇
年
代
の
バ
ト
ラ
ー
は
、
こ
の
「
非
デ
カ
ル
ト
的

現
象
学
」
に
「
批
判
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
系
譜
学
」
の
「
適
切
な
出
発

点
」
（B

utler, 1988, p. 525

）
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
象
学
の
区
別
に
お
い
て
、
サ
ル
ト
ル
は
そ
の
「
あ
い

だ
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
例
え
ば
、
バ
ト
ラ
ー
は
ボ
ー

ヴ
ォ
ワ
ー
ル
を
評
し
て
、
彼
女
が
「
彼
の
〔
サ
ル
ト
ル
の
〕
非
デ
カ
ル

ト
的
な
最
良
の
部
分
」
（B

utler, 1987, 130 

〔　

〕
は
引
用
者
注
）
を
引

き
継
い
だ
と
表
現
し
て
い
る
。
事
実
、
バ
ト
ラ
ー
は
前
述
の
諸
論
文
の

な
か
で
、
サ
ル
ト
ル
の
哲
学
に
「
デ
カ
ル
ト
の
亡
霊
」
と
こ
の
デ
カ
ル

ト
的
亡
霊
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
身
体
の
探
求
の
双
方
を
指
摘
し
て
お

り
、
後
者
の
立
場
を
先
鋭
化
さ
せ
た
思
想
と
し
て
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
の

哲
学
を
位
置
づ
け
て
い
る
し
、
後
者
が
メ
ル
ロ
＝

ポ
ン
テ
ィ
の
『
知
覚

の
現
象
学
』
と
近
い
内
容
を
も
つ
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
バ
ト
ラ
ー
は
サ
ル
ト
ル
の
思
想
に
デ
カ
ル
ト
的
／
非
デ
カ
ル
ト
的

傾
向
の
双
方
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
で
は
「
デ
カ
ル
ト
主
義
」

に
一
元
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
サ
ル
ト
ル
の
思
想
は
、
八
〇
年
代
に
お
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い
て
は
「
デ
カ
ル
ト
主
義
」
に
尽
き
な
い
「
非
デ
カ
ル
ト
的
な
」
読
解

可
能
性
を
孕
ん
だ
両
義
的
な
思
想
と
し
て
読
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
節
で
は
、
『
欲
望
の
主
体
』
を
取
り
上
げ
、
八
〇
年
代
の
バ

ト
ラ
ー
の
サ
ル
ト
ル
解
釈
を
よ
り
詳
し
く
み
て
い
こ
う
。

二　

身
体
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス 
 

 
―
―『
欲
望
の
主
体
』に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
の
両
義
性

　

そ
も
そ
も
『
欲
望
の
主
体
』
が
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
関
す
る
考
察
で
あ

る
と
と
も
に
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
二
十
世
紀
フ
ラ
ン
ス
受
容
に
つ
い
て
考

察
し
た
も
の
で
も
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ

る
。
そ
こ
で
バ
ト
ラ
ー
は
「
へ
ー
ゲ
ル
的
主
体
」
を
「
全
体
性
の
主
体
」

と
し
て
で
は
な
く
、
「
脱
自
の
主
体
」
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は

バ
ト
ラ
ー
の
へ
ー
ゲ
ル
論
に
つ
い
て
詳
述
す
る
紙
幅
は
な
い
の
で
、
ご

く
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
に
と
ど
め
よ
う
。
バ
ト
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、『
精

神
現
象
学
』
に
お
け
る
「
へ
ー
ゲ
ル
的
主
体
」
は
自
己
の
外
部
に
絶
え

ず
真
理
を
見
出
そ
う
と
努
め
る
脱
自
的
主
体
で
あ
る
。
こ
の
主
体
は
外

部
を
志
向
し
、
反
省
に
よ
っ
て
自
己
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
が
、
そ
の

試
み
に
絶
え
ず
失
敗
す
る
「
脱
自
的
主
体
」
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
（SD

, 

p. xv

）
。
こ
の
よ
う
な
ヘ
ー
ゲ
ル
解
釈
は
ジ
ャ
ン
・
リ
ュ
ッ
ク
・
ナ
ン
シ
ー

や
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
マ
ラ
ブ
ー
ら
脱
構
築
派
や
ス
ラ
ヴ
ォ
イ
・
ジ
ジ
ェ
ク

な
ど
ラ
カ
ン
派
の
ヘ
ー
ゲ
ル
解
釈
に
連
な
る
も
の
だ
ろ
う

）
5
（

。

　

ま
た
、
こ
の
点
に
も
ま
し
て
独
創
的
な
視
点
は
、
バ
ト
ラ
ー
が
ヘ
ー

ゲ
ル
哲
学
を
身
体
の
観
点
か
ら
読
解
し
て
い
る
点
で
あ
る

）
6
（

。
バ
ト
ラ
ー

は
『
欲
望
の
主
体
』
の
な
か
の
「
主
人
と
奴
隷
の
弁
証
法
」
に
関
す
る

考
察
で
、
主
人
の
欲
望
が
「
身
体
か
ら
離
れ
た
（disem

bodim
ent

）
」

欲
望
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
生
死
を
賭
け

た
闘
い
」
に
勝
利
し
た
主
人
は
、
身
体
や
物
質
か
ら
独
立
し
た
自
由
な

主
体
と
し
て
現
れ
る
。
し
か
し
、
主
人
は
自
身
の
自
由
が
奴
隷
の
労
働

や
生
産
物
に
依
存
し
て
可
能
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
経
験
す
る
。
そ
の

た
め
バ
ト
ラ
ー
は
、
自
由
の
追
求
は
ま
さ
に
そ
れ
が
排
除
し
た
は
ず
の

身
体
に
よ
っ
て
失
敗
し
て
お
り
、
自
由
が
実
現
さ
れ
る
た
め
に
は
身
体

の
「
媒
介
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
自
由
が
実
現
す
る
た

め
に
は
身
体
の
「
媒
介
」
が
必
要
な
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
ま
さ
に
身

体
は
同
時
に
自
由
の
「
限
界
」
で
も
あ
っ
た
（SD

, p. 55

）
。
こ
こ
に
、「
身

体
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
（bodily paradox

）
」
（
な
い
し
「
有
限
な
自
由
の
パ

ラ
ド
ッ
ク
ス
（the paradox of determ

inate freedom

）
」
）
が
生
じ
る
こ

と
に
な
る
。
バ
ト
ラ
ー
は
『
欲
望
の
主
体
』
で
こ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を

二
十
世
紀
フ
ラ
ン
ス
思
想
に
読
み
込
ん
で
い
く
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、

バ
ト
ラ
ー
の
サ
ル
ト
ル
解
釈
に
即
し
て
そ
れ
を
み
て
い
こ
う
。

　

サ
ル
ト
ル
の
「
自
由
の
主
体
」
は
「
無
」
と
い
う
「
否
定
」
に
依
拠

す
る
。
サ
ル
ト
ル
に
と
っ
て
、
対
自
存
在
は
「
そ
れ
が
あ
ら
ぬ
と
こ
ろ

の
も
の
で
あ
る
」
か
「
そ
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
は
あ
ら
ぬ
」
存

在
で
あ
る
。
そ
れ
は
所
与
や
事
実
性
を
否
定
し
超
越
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
成
り
立
つ
意
識
的
存
在
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
、「
サ
ル
ト
ル
的
主
体
」
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は
「
肉
体
離
脱
し
た
」
意
識
の
主
体
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
サ
ル
ト
ル

的
主
体
」
は
同
時
に
そ
の
自
由
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
身
体

化
さ
れ
る
こ
と
を
絶
え
ず
要
求
す
る
主
体
と
し
て
も
現
れ
る
。
実
際
、

サ
ル
ト
ル
的
主
体
は
、
即
自
と
対
自
の
一
致
と
い
う
理
念
を
追
求
す
る

存
在
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
で
は
即
自
存
在
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
対
自
存

在
の
み
が
追
求
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
に
、
バ
ト
ラ
ー
は

ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
見
出
し
た
「
身
体
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
な
い
し
「
有

限
な
自
由
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
を
認
め
る
。
「
サ
ル
ト
ル
の
即
自
と
対

自
の
存
在
論
的
二
元
論
は
有
限
な
自
由
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
再
定
式
化

と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
」
（SD

, p. 96
）
。

　

対
自
存
在
と
は
、「
そ
れ
で
あ
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
」
か
「
そ

れ
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
は
あ
ら
ぬ
」
意
識
の
存
在
様
態
を
指
し
て

い
た
。
つ
ま
り
、
意
識
は
そ
の
対
象
に
向
か
っ
て
「
超
越
」
し
、
そ
の

対
象
で
は
あ
ら
ぬ
も
の
と
し
て
、
そ
の
対
象
の
「
無
化
」
と
し
て
存
在

す
る
。
こ
の
よ
う
に
即
自
存
在
の
「
無
化
」
と
し
て
与
え
ら
れ
る
対
自

存
在
は
、
し
か
し
「
絶
対
的
な
無
」
で
は
な
い
。
そ
れ
は
「
存
在
全
般

の
無
化
で
は
な
く
、
個
別
的
特
殊
的
な
即
自
の
無
化
で
あ
る
」
（E

N
, p. 

666, 

四
六
七
頁
（
Ⅲ
）
）
。
し
た
が
っ
て
、
「
対
自
は
、
無
全
般
で
あ
る
の

で
は
な
く
、
一
つ
の
特
殊
な
欠
如
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
こ
れ
こ
れ
の

0

0

0

0

0

こ
の
存
在

0

0

0

0

の
欠
如
と
し
て
、
自
己
を
構
成
す
る
」
（E

N
, p. 666, 

四
六
七

頁
（
Ⅲ
）
、 

強
調
原
文
）
。
し
た
が
っ
て
、「
欠
如
」
の
様
態
に
あ
る
対
自
は
、

そ
の
根
拠
と
し
て
即
自
存
在
を
求
め
、
究
極
的
に
「
即
自
―

対
自
」
の
「
一

致
」
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
人
間
存
在
の
根
本
的
な
欲
望
を
、

サ
ル
ト
ル
は
「
神
で
あ
ろ
う
と
す
る
企
て
」
と
形
容
す
る
。
と
い
う
の

は
、
神
と
は
即
自
存
在
と
対
自
存
在
と
が
一
致
し
た
自
己
原
因
的
存
在

者
だ
か
ら
で
あ
る
（E

N
, pp. 611-612, 

三
四
三
頁
（
Ⅲ
）
）
。
だ
が
、
サ
ル

ト
ル
は
ま
さ
し
く
こ
の
「
神
で
あ
ろ
う
と
す
る
企
て
」
が
実
現
不
可
能

で
あ
る
と
結
論
す
る
。
「
対
自
は
、
事
実
上
、
存
在
と
し
て
の
か
ぎ
り

に
お
い
て
み
ず
か
ら
自
己
を
根
拠
づ
け
よ
う
と
す
る
不
断
の
企
て
で
あ

り
、
ま
た
、
こ
の
企
て
の
不
断
の
挫
折
で
あ
る
」
（E

N
, p. 668, 

四
七
三

頁
（
Ⅲ
）
）
。
サ
ル
ト
ル
的
主
体
は
脱
―

自
的
で
あ
ら
ざ
る
を
え
な
い
の

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
人
間
は
ひ
と
つ
の
無
益
な
受
難
で
あ
る
」
（E

N
, 

p. 662, 

四
六
三
頁
（
Ⅲ
）
）
と
い
う
周
知
の
結
論
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
サ
ル
ト
ル
の
「
実
存
的
主
体
」
が
単

な
る
「
肉
体
離
脱
し
た
」
意
識
の
主
体
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

た
と
え
即
自
―

対
自
の
一
致
が
不
可
能
で
あ
る
に
せ
よ
、
し
か
し
、
サ

ル
ト
ル
の
「
実
存
的
主
体
」
は
絶
え
ず
そ
の
「
身
体
化
」
を
要
求
す
る

も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
（
こ
の
点
は
第
五
節
で
詳
述
す
る
）
。

こ
の
意
味
で
、
サ
ル
ト
ル
に
お
い
て
身
体
は
自
由
の
「
物
質
的
条
件
」

（SD
, p. 137

）
と
し
て
理
論
化
さ
れ
て
い
る
と
バ
ト
ラ
ー
は
読
解
す
る
。

事
実
、
バ
ト
ラ
ー
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
形
而
上
学
的
主
体
」
か
ら
（
コ
ジ
ェ
ー

ヴ
、
イ
ポ
リ
ッ
ト
を
経
由
し
て
）
サ
ル
ト
ル
の
「
実
存
的
主
体
」
へ
と
至

る
運
動
を
「
意
識
の
緩
や
か
な
身
体
化
」
の
過
程
や
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
教

義
を
具
体
化
す
る
」
運
動
と
み
な
し
て
お
り
、
サ
ル
ト
ル
哲
学
に
身
体
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の
視
点
を
積
極
的
に
読
み
込
ん
で
い
る
（SD

, p. 93

）
。

　

こ
の
よ
う
に
、
『
欲
望
の
主
体
』
で
は
サ
ル
ト
ル
哲
学
を
単
に
「
デ

カ
ル
ト
主
義
」
と
し
て
一
蹴
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
バ
ト
ラ
ー
は
サ
ル
ト
ル
の
哲
学
が
デ
カ
ル
ト
的
契
機
と
非
デ

カ
ル
ト
的
契
機
の
双
方
を
も
つ
も
の
だ
と
み
な
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と

は
『
欲
望
の
主
体
』
で
は
「
身
体
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
と
し
て
理
論
化

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
例
証
さ
れ
て
い
る
の
は
サ
ル
ト
ル
的
主
体
が
身

体
か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
の
不
可
能
性
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
八
〇

年
代
の
バ
ト
ラ
ー
に
と
っ
て
サ
ル
ト
ル
哲
学
は
デ
カ
ル
ト
主
義
の
い
わ

ば
臨
界
に
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

三　
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
に
お
け
る 

 

　
　

サ
ル
ト
ル
批
判
と
そ
の
構
造

　

こ
の
よ
う
に
、
八
〇
年
代
の
バ
ト
ラ
ー
に
と
っ
て
、
サ
ル
ト
ル
哲
学

は
決
し
て
「
デ
カ
ル
ト
主
義
」
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
バ
ト
ラ
ー
は
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
で
サ
ル
ト
ル
を
単

に
「
デ
カ
ル
ト
主
義
者
」
と
み
な
し
て
批
判
す
る
こ
と
に
な
る

）
7
（

。
な
ぜ
、

バ
ト
ラ
ー
は
八
〇
年
代
の
仕
事
を
忘
却
し
た
か
の
よ
う
に
サ
ル
ト
ル
思

想
が
も
っ
て
い
た
両
義
性
を
抹
消
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
節

で
は
、
サ
ラ
・
ヘ
イ
ナ
マ
ー
の
論
文
「
女
と
は
何
か
？
―
―
性
的
差
異

の
基
礎
づ
け
を
め
ぐ
る
バ
ト
ラ
ー
と
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
」
（
一
九
九
七
）

を
参
照
し
な
が
ら
、
こ
の
問
い
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い
。

　

バ
ト
ラ
ー
は
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
で
サ
ル
ト
ル
を
「
デ
カ

ル
ト
主
義
者
」
と
み
な
し
た
だ
け
で
な
く
、
八
〇
年
代
に
は
「
非
デ
カ

ル
ト
的
現
象
学
」と
み
な
し
て
い
た
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
の
思
想
を
も
「
デ

カ
ル
ト
主
義
」
と
一
蹴
し
て
い
る

）
8
（

。
バ
ト
ラ
ー
の
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
批

判
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
彼
女
は
、
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
の
有

名
な
テ
ー
ゼ
「
ひ
と
は
女
に
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
、
女
に
な
る
の
だ
」

を
引
き
な
が
ら
、
「
女
に
な
る
」
前
の
「
ひ
と
」
が
前
提
に
さ
れ
て
い

る
と
批
判
し
、
こ
の
「
ひ
と
」
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
「
選
択
」
す
る
よ
う

な
主
意
主
義
的
な
主
体
で
あ
る
と
批
判
す
る
（B

utler, 1990, p. 72, 

四

五
頁
）
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
八
〇
年
代
の
解
釈
と
比
較
す
る
と
転
倒

し
た
解
釈
で
あ
る
。
バ
ト
ラ
ー
は
八
〇
年
代
に
は
、
こ
の
「
ひ
と
」
が

そ
も
そ
も
デ
カ
ル
ト
的
な
主
体
で
は
な
く
、
身
体
化
さ
れ
た

（em
bodied

）
主
体
で
あ
る
点
に
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
思
想
の
独
自
性
を

み
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ヘ
イ
ナ
マ
ー
は
こ
の
よ
う
な
「
転
倒
」
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な

く
、
こ
の
よ
う
な
「
転
倒
」
が
生
じ
た
理
由
に
関
し
て
興
味
深
い
分
析

を
行
っ
て
い
る
。
バ
ト
ラ
ー
が
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
で
示
し

た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
に
対
し
て
、
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
を
服
装
の
よ
う
に
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
誤
っ
た

主
意
主
義
的
な
解
釈
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
バ
ト
ラ
ー
は
そ
の
よ
う

な
主
意
主
義
を
は
っ
き
り
と
斥
け
て
い
る
。
事
実
、
バ
ト
ラ
ー
が
『
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
で
批
判
し
た
こ
と
は
、
行
為
の
「
背
後
」
に
行
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為
主
体
を
前
提
に
す
る
主
意
主
義
的
な
操
作
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
ヘ
イ
ナ
マ
ー
は
ま
さ
し
く
、
こ
の
「
主
意
主
義
に
反
対
す
る
議

論
が
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
の
『
第
二
の
性
』
に
対
す
る
批
判
と
合
流
し
て

い
る
」
（H

einäm
aa, 1997, p. 21

）
点
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
つ
ま
り
、

バ
ト
ラ
ー
は
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
を
主
意
主
義
者
や
デ
カ
ル
ト
主
義
者
と

み
な
し
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
化
す
る
こ
と
で
自
身
を
非
主
意
主
義
的
、
非

デ
カ
ル
ト
な
立
場
と
し
て
示
そ
う
と
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

ヘ
イ
ナ
マ
ー
は
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
サ
ル
ト
ル
に
関

し
て
も
敷
衍
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

）
9
（

。
私
た
ち
が
確
認
し
た
よ
う
に
、

サ
ル
ト
ル
は
八
〇
年
代
の
バ
ト
ラ
ー
に
と
っ
て
単
な
る
「
デ
カ
ル
ト
主

義
者
」
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
思
想
は
バ
ト
ラ
ー
に
と
っ
て
、
む
し
ろ

デ
カ
ル
ト
主
義
の
臨
界
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
八
〇
年
代
の
バ
ト
ラ
ー

は
サ
ル
ト
ル
哲
学
を
「
非
デ
カ
ル
ト
的
」
読
解
に
開
か
れ
た
も
の
と
し

て
も
位
置
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。だ
が
、
バ
ト
ラ
ー
は
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ト
ラ
ブ
ル
』
で
サ
ル
ト
ル
を
「
デ
カ
ル
ト
主
義
者
」
に
画
一
化
す
る
。

そ
こ
で
は
、
八
〇
年
代
に
は
認
め
ら
れ
て
い
た
サ
ル
ト
ル
哲
学
の
「
非

デ
カ
ル
ト
的
」
契
機
は
一
切
消
失
し
て
い
る
。
ヘ
イ
ナ
マ
ー
の
解
釈
を

敷
衍
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
解
釈
は
自
身
の
立
場
を
鮮
明
に
打
ち
出
す
た

め
の
戦
略
的
な
操
作
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
に

お
け
る
バ
ト
ラ
ー
の
サ
ル
ト
ル
批
判
が
す
べ
て
間
違
っ
て
い
る
と
言
い

た
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
八
〇
年
代
の
バ
ト
ラ
ー
が
デ
カ
ル
ト

的
な
仮
定
に
対
し
て
サ
ル
ト
ル
や
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
、
メ
ル
ロ
＝

ポ
ン

テ
ィ
ら
の
「
非
デ
カ
ル
ト
的
現
象
学
」
に
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
よ
う
な

視
点
を
看
取
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
な
の
で
あ
る

）
10
（

。
こ
の
意
味
で
、

『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
（
な
い
し
ボ
ー
ヴ
ォ

ワ
ー
ル
）
批
判
は
、
彼
女
自
身
が
八
〇
年
代
に
育
ん
で
い
た
は
ず
の
現

象
学
や
実
存
哲
学
と
い
う
背
景
を
忘
却
し
切
断
し
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
る
点
で
ひ
じ
ょ
う
に
問
題
含
み
な
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
近
年
バ
ト

ラ
ー
が
明
ら
か
に
現
象
学
の
知
見
を
再
び
導
入
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
な
ら

）
11
（

、
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
に
お
け
る
現
象
学
批

判
は
バ
ト
ラ
ー
と
現
象
学
の
対
話
の
可
能
性
を
む
し
ろ
見
失
わ
せ
る
危

険
が
あ
る
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お

く
べ
き
は
、
バ
ト
ラ
ー
の
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
に
お
け
る
現

象
学
批
判
が
誤
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
バ
ト
ラ
ー
と
現
象

学
の
理
論
的
関
係
を
こ
の
批
判
に
還
元
し
一
面
化
す
る
べ
き
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四　
「
暴
力
と
非
暴
力
―
―
フ
ァ
ノ
ン
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
」 

 

　
　

 

に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
解
釈

　

バ
ト
ラ
ー
は
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
で
サ
ル
ト
ル
を
「
デ
カ

ル
ト
主
義
者
」
と
み
な
し
た
だ
け
で
な
く
、
「
異
性
愛
―

男
性
中
心
主

義
者
」
と
し
て
も
酷
評
し
て
い
る
。
バ
ト
ラ
ー
は
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト

ラ
ブ
ル
』
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
サ
ル
ト
ル
に
と
っ
て
、
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欲
望
―
―
疑
わ
し
い
こ
と
に
異
性
愛
的
で
男
性
的
な
も
の
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
欲
望
―
―
は
こ
と
ご
と
く
ト
ラ
ブ
ル
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

欲
望
を
も
つ
男
の
主
体
に
と
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
な
る

の
は
、
女
と
い
う
「
対
象
」
が
ど
う
し
た
わ
け
か
こ
ち
ら
の
ま
な
ざ
し

を
見
返
し
た
り
、
視
線
を
逆
転
さ
せ
た
り
、
男
の
立
場
や
権
威
に
歯
向

か
っ
た
り
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
女
と
い
う
「
対
象
」
が
男
の
領
域
に
侵

入
す
る
と
き
、
つ
ま
り
予
期
し
な
い
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
と
な
る
と
き
で

あ
る
」（B

utler, 1990, p. xxx, 
八
頁
）
。
バ
ト
ラ
ー
に
と
っ
て
、こ
の
「
男

性
中
心
主
義
」
の
問
題
は
主
体
を
透
明
な
デ
カ
ル
ト
的
主
体
と
み
な
す

解
釈
と
連
関
し
て
お
り
、
「
デ
カ
ル
ト
主
義
―

男
性
中
心
主
義
」
の
構

造
が
告
発
さ
れ
て
い
る

）
12
（

。
し
か
し
、
論
文
「
フ
ァ
ノ
ン
に
お
け
る
サ
ル

ト
ル
」
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
め
ぐ
っ
て
別
の
サ
ル
ト
ル
解
釈
の
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
て
も
い
る
。
バ
ト
ラ
ー
は
そ
こ
で
、
サ
ル
ト
ル
を
単
に

「
男
性
中
心
主
義
者
」
と
み
な
す
の
で
は
な
い
解
釈
を
開
陳
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
フ
ァ
ノ
ン
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
」
を
考
察
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

　

バ
ト
ラ
ー
は
「
フ
ァ
ノ
ン
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
」
で
、
フ
ラ
ン
ツ
・

フ
ァ
ノ
ン
の
『
地
に
呪
わ
れ
た
る
者
』
に
寄
せ
た
サ
ル
ト
ル
の
序
文
を

集
中
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
バ
ト
ラ
ー
は
そ
こ
で
、
サ
ル
ト
ル
の
序

文
に
お
け
る
「
語
り
か
け
」
の
様
態
を
考
察
し
て
い
る
。
「
サ
ル
ト
ル

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
対
し
て
、
あ
た
か
も
彼
ら
に
、
す
な
わ
ち
サ
ル
ト

ル
が
「
あ
な
た
た
ち
」
と
語
り
か
け
る
者
た
ち
に
向
け
ら
れ
て
い
な
い

会
話
に
聞
き
耳
を
立
て
る
よ
う
に
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
〔
引
用
者
注
：『
地

に
呪
わ
れ
た
る
者
』
〕
を
読
む
よ
う
要
求
す
る
」
（B

utler, 2015, p. 173, 

二
二
八
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
」
を
「
輪
の
外
部
に
置
く
」

呼
び
か
け
に
よ
っ
て
、
サ
ル
ト
ル
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
読
者
が
特
権

の
喪
失
を
経
験
す
る
と
同
時
に
、
社
会
的
に
排
除
さ
れ
抹
消
さ
れ
た
立

場
の
中
で
実
効
性
を
も
つ
共
通
の
感
情
に
従
う
こ
と
を
」
（B

utler, 

2015, p. 174, 

二
二
八
頁
）
迫
る
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
バ
ト
ラ
ー
は
サ
ル
ト
ル
の
こ
の
「
語
り
か
け
」
の
様
式
に
お

い
て
そ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
人
間
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
男
性
」
と

「
フ
ァ
ノ
ン
の
兄
弟
」
と
い
う
二
つ
の
「
男
性
」
の
陣
営
に
分
け
ら
れ

て
い
る
と
指
摘
す
る
（B

utler, 2015, p. 172, 

二
二
七
頁
）
。
サ
ル
ト
ル

の
「
語
り
か
け
」
の
様
式
に
お
い
て
、
「
人
間
」
と
は
「
男
」
で
あ
る

と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
サ
ル
ト
ル
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
は
二
つ

の
男
性
性
を
経
巡
る
も
の
で
し
か
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
バ
ト
ラ
ー

は
ま
た
こ
の
論
文
の
最
後
で
、
サ
ル
ト
ル
と
フ
ァ
ノ
ン
双
方
に
お
い
て

こ
の
よ
う
な
「
人
＝
男
（m

an

）
」
を
越
え
る
語
り
の
可
能
性
が
潜
在

的
に
含
ま
れ
て
い
る
点
を
見
出
し
て
も
い
る
。
そ
れ
は
「
身
体
」
に
根

ざ
し
た
語
り
の
様
式
で
あ
る
。
バ
ト
ラ
ー
は
フ
ァ
ノ
ン
の
言
葉
「
お
お
、

私
の
身
体
よ
、
つ
ね
に
私
を
し
て
問
い
か
け
る
人
間
た
ら
し
め
よ
！
」

に
即
し
て
、
「
永
続
的
で
開
放
的
な
問
い
を
条
件
づ
け
る
身
体
と
し
て

の
自
己
に
対
す
る
語
り
か
け
」
を
見
出
し
、
そ
こ
に
「
彼
の
民
族
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
承
認
で
も
彼
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
承
認
で
も
な
く
、
む
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し
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
意
識
に
開
か
れ
た
も
の
と
し
て
の
立
場
を
与
え
る
よ

う
な
集
団
的
な
承
認
を
行
う
」
可
能
性
を
認
め
て
い
る
（B

utler, 2015, 

p. 193, 
二
三
九
頁
）
。
バ
ト
ラ
ー
は
そ
の
「
問
い
」
が
サ
ル
ト
ル
の
「
相

互
的
要
求
の
無
限
の
統
一
」
と
い
う
言
葉
と
共
振
し
て
い
る
と
み
な
す

（B
utler, 2015, p. 196, 

二
四
一
頁
）
。
そ
し
て
、
バ
ト
ラ
ー
は
サ
ル
ト
ル

が
対
談
で
語
っ
た
次
の
一
節
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
開
か
れ
た
「
人
間
」
の

再
構
築
の
可
能
性
を
見
出
し
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
性
的
関
係
の
領
域
を
超
え
て
さ
え
、
私
た
ち
の
身
体
を

す
べ
て
の
ひ
と
に
委
ね
る
。
見
る
こ
と
、
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
。

あ
な
た
は
あ
な
た
の
身
体
を
私
に
委
ね
、
私
は
私
の
も
の
を
あ
な
た

に
委
ね
る
。
私
た
ち
は
身
体
と
し
て
、
他
者
の
た
め
に
実
存
す
る
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
同
じ
よ
う
に
は
意
識
と
し
て
、
観
念
と
し
て
は

実
存
し
な
い
。
た
と
え
、
観
念
が
身
体
の
変
形
だ
と
し
て
も
。

　

も
し
私
た
ち
が
本
当
に
他
者
の
た
め
に
、
身
体
と
し
て
、
絶
え
ず

裸
の
ま
ま
に
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
身
体
と
し
て
―
―
た
と
え
こ
れ

が
実
際
に
は
決
し
て
起
こ
ら
な
い
に
せ
よ
―
―
実
存
す
る
こ
と
を
願

う
な
ら
、
私
た
ち
の
観
念
は
身
体
か
ら
到
来
す
る
も
の
と
し
て
他
者

に
現
れ
る
だ
ろ
う
。
言
葉
は
口
の
な
か
の
舌
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。

あ
ら
ゆ
る
観
念
は
そ
の
も
っ
と
も
あ
い
ま
い
な
も
の
、
つ
か
の
間
の

も
の
、
判
読
困
難
な
も
の
で
さ
え
、
こ
の
よ
う
に
し
て
現
れ
る
。
隠

さ
れ
た
も
の
、
あ
る
世
紀
に
は
男
性
や
女
性
の
名
誉
と
み
な
さ
れ
て

い
た
秘
密
、
私
に
は
ひ
じ
ょ
う
に
馬
鹿
げ
た
こ
と
に
思
え
る
こ
の
秘

密
は
も
は
や
存
在
し
な
い
。 

（Sartre, 1976, p. 142

）

　

こ
の
一
節
を
引
き
な
が
ら
、
バ
ト
ラ
ー
は
サ
ル
ト
ル
の
「
あ
な
た
」

と
い
う
「
語
り
か
け
」
に
他
者
に
身
体
を
委
ね
る
語
り
の
可
能
性
を
見

出
す
。
そ
れ
は
既
存
の
「
人
間
」
の
定
義
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
他
者
に

身
体
を
委
ね
る
こ
と
で
、「
人
＝
男
（m

an

）
」
を
越
え
た
「
人
間
（hum

an

）
」

を
新
た
に
再
構
築
す
る
可
能
性
を
探
求
す
る
も
の
で
あ
る
と
み
な
さ
れ

る
。
と
り
わ
け
、
引
用
部
は
「
性
的
関
係
」
に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ

れ
に
よ
っ
て
サ
ル
ト
ル
の
「
あ
な
た
」
と
い
う
語
り
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
問
題
に
開
か
れ
た
代
名
詞
」
（B

utler, 2015, p. 197, 

二
四
二
頁
）
に

な
る
こ
と
を
バ
ト
ラ
ー
は
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
と
比
較
す
る
な
ら
、
こ

の
サ
ル
ト
ル
解
釈
は
バ
ト
ラ
ー
の
新
し
い
見
解
で
あ
り
発
見
で
あ
る
よ

う
に
み
え
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
洞
察
は
実
は
す
で
に
『
欲
望

の
主
体
』
の
な
か
に
現
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
実
際
、
バ
ト
ラ
ー

は
「
フ
ァ
ノ
ン
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
」
で
引
い
た
上
記
の
サ
ル
ト
ル
の

言
葉
を
す
で
に
『
欲
望
の
主
体
』
で
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
い
る
。
こ

こ
で
、
私
た
ち
は
論
文
「
フ
ァ
ノ
ン
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
」
か
ら
『
欲

望
の
主
体
』
へ
と
ふ
た
た
び
立
ち
戻
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
フ
ァ
ノ
ン

に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
」
で
は
た
し
か
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
開
か
れ
た
サ
ル

ト
ル
解
釈
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
解
釈
は
こ
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れ
以
上
展
開
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
、
バ
ト
ラ
ー
が
サ
ル
ト
ル

の
身
体
論
を
い
か
に
解
釈
し
、
ど
の
よ
う
な
点
に
可
能
性
を
見
出
し
た

か
は
や
や
漠
然
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
解
釈
の
内
実
を
よ

り
い
っ
そ
う
正
確
に
知
る
た
め
に
『
欲
望
の
主
体
』
の
議
論
に
改
め
て

立
ち
返
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
バ
ト
ラ
ー
の

『
欲
望
の
主
体
』
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
論
、
と
り
わ
け
「
ト
ラ
ブ
ル
と

熱
望
―
―
『
存
在
と
無
』
に
お
け
る
性
的
欲
望
の
循
環
」
と
題
さ
れ
た

節
の
議
論
に
そ
の
解
釈
の
内
実
を
み
て
い
こ
う
。

五　

欲
望
の
ト
ラ
ブ
ル 

 
 

―
―「
フ
ァ
ノ
ン
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
」か
ら『
欲
望
の
主
体
』へ

　

先
に
バ
ト
ラ
ー
が
着
目
し
て
い
た
サ
ル
ト
ル
の
一
節
は
『
欲
望
の
主

体
』
で
は
、
サ
ル
ト
ル
の
「
性
的
欲
望
」
に
関
す
る
議
論
を
論
じ
る
導

入
と
し
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
八
〇
年
代
の
バ

ト
ラ
ー
は
サ
ル
ト
ル
哲
学
が
デ
カ
ル
ト
的
な
側
面
と
非
デ
カ
ル
ト
的
な

側
面
を
併
せ
持
つ
も
の
だ
と
み
て
い
た
。
前
者
が
身
体
か
ら
離
れ
た
意

識
を
前
提
に
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、
後
者
は
意
識
が
そ
も
そ
も
身
体

化
さ
れ
て
い
る
と
み
な
す
立
場
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
バ
ト
ラ
ー
が
サ

ル
ト
ル
哲
学
に
後
者
の
側
面
を
見
出
す
の
は
、
ま
さ
に
『
存
在
と
無
』

に
お
け
る
「
性
的
欲
望
」
の
議
論
に
お
い
て
な
の
で
あ
る

）
13
（

。
バ
ト
ラ
ー

に
よ
れ
ば
、
「
欲
望
は
実
存
的
欲
望
の
議
論
で
は
肉
体
離
脱
の
理
念
の

下
に
あ
っ
た
が
、
サ
ル
ト
ル
は
性
的
欲
望
の
文
脈
で
は
欲
望
の
企
て
に

関
す
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
解
釈
を
定
式
化
し
た
」
（SD

, p. 137

）
の

で
あ
り
、
そ
こ
に
「
身
体
化
さ
れ
た
意
識
」
（SD

, p. 93

）
の
契
機
が
あ

る
。
以
下
で
は
、
サ
ル
ト
ル
の
性
的
欲
望
の
議
論
と
そ
れ
を
バ
ト
ラ
ー

が
『
欲
望
の
主
体
』
で
い
か
に
解
釈
し
た
か
を
み
て
い
こ
う
。

　

サ
ル
ト
ル
は
『
存
在
と
無
』
に
お
い
て
、
性
的
欲
望
を
「
ト
ラ
ブ
ル
＝

混
濁
（trouble

）
」
と
し
て
規
定
す
る
（E

N
, p. 427, 

四
二
四
頁
（
Ⅱ
）
）
。

性
的
欲
望
は
他
の
欲
望
と
は
異
な
る
。
例
え
ば
、
「
飢
え
」
に
お
い
て

は
欲
望
の
意
識
は
透
明
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
「
飢
え
」
に
お
い
て

は
意
識
は
そ
れ
が
満
た
さ
れ
た
状
態
に
向
か
っ
て
「
身
体
的
事
実
性
」

を
超
出
す
る
か
ら
、
「
こ
の
事
実
性
は
対
自
の
本
性
そ
の
も
の
を
巻
き

添
え
に
す
る
も
の
で
は
な
い
」
（E

N
, p. 427, 

四
二
六
頁
（
Ⅱ
）
）
。
そ
こ

で
は
意
識
は
「
対
象
を
め
ざ
す
」
点
で
透
明
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
に
対
し
て
、
「
性
的
欲
望
は
私
を
巻
き
添
え
に
す
る
」
（E

N
, p. 

428, 

四
二
七
頁
（
Ⅱ
）
）
。
そ
れ
は
「
身
体
的
事
実
性
」
に
粘
着
さ
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
「
欲
望
の
外
に
立
っ
て
」
（E

N
, p. 428, 

四

二
七
頁
（
Ⅱ
）
）
あ
る
人
物
に
対
し
て
性
的
欲
望
を
抱
く
と
い
う
こ
と
は

あ
り
え
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
性
的
欲
望
は
「
ト
ラ
ブ
ル
」
つ

ま
り
「
混
濁
し
た
」
欲
望
な
の
で
あ
る
。
「
性
的
欲
望
の
場
合
に
は
、

意
識
は
い
わ
ば
ね
ば
ね
ば
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
事
実
性

に
よ
っ
て
侵
さ
れ
る
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
事
実
性
か
ら
逃
れ
る
こ
と

を
や
め
、
欲
望
に
対
す
る
受
動
的
な
同
意
へ
向
か
っ
て
滑
り
落
ち
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
」
（E

N
, p. 428, 

四
二
七
頁
（
Ⅱ
）
）
。
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性
的
欲
望
が
「
ト
ラ
ブ
ル
」
で
あ
る
の
は
、
意
識
が
身
体
的
事
実
性

を
超
出
す
る
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
意
識
が
「
自
己
を
し
て
身
体
た

ら
し
め
る
」
（E

N
, p. 429, 

四
三
〇
頁
（
Ⅱ
）
）
か
ら
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

で
、
性
的
欲
望
と
は
サ
ル
ト
ル
に
と
っ
て
「
他
者
体
験
」
で
あ
る
。
「
性

的
態
度
は
他
者
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
原
初
的
な
態
度
で
あ
る
（E

N
, p. 

447, 

四
七
三
頁
（
Ⅱ
）
）
」
。
サ
ル
ト
ル
に
と
っ
て
、
性
的
欲
望
な
い
し
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
決
し
て
セ
ッ
ク
ス
（
生
物
学
的
性
差
）
か
ら
帰
結

す
る
よ
う
な
本
能
の
類
で
は
な
い
。
あ
る
意
味
で
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト

ラ
ブ
ル
』
を
思
わ
せ
る
語
り
口
で
、
サ
ル
ト
ル
は
「
も
し
、
セ
ッ
ク
ス

が
単
に
用
具
で
し
か
な
く
、
ひ
と
つ
の
根
本
的
な
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

の
い
わ
ば
象
徴
で
し
か
な
い
と
し
た
ら
、
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
」
（E

N
, 

p. 424, 

四
一
六
頁
（
Ⅱ
）
）
と
問
う
て
い
る
。
バ
ト
ラ
ー
が
セ
ッ
ク
ス
―

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
因
果
論
を
転
倒
さ
せ
た
の
に
似
て
、
サ
ル
ト
ル

は
性
的
欲
望
に
お
け
る
他
者
体
験
こ
そ
が
根
本
的
で
あ
り
、
セ
ッ
ク
ス

は
そ
の
象
徴
的
な
表
現
で
し
か
な
い
と
み
て
い
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
サ
ル
ト
ル
は
性
的
欲
望
に
お
け
る
他
者
体
験
を
サ

ド
―

マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
「
循
環
」
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
サ
ル
ト
ル

に
よ
れ
ば
、
サ
ド
―

マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
試
み
は
そ
れ
ぞ
れ
「
挫
折
」
を
運

命
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
サ
デ
ィ
ズ
ム
は
他
者
を
対
象
化
す
る
こ

と
で
自
己
の
自
由
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
。
サ
デ
ィ
ス
ト
は
他
者
を
身

体
的
事
実
性
に
還
元
す
る
こ
と
で
自
己
の
自
由
を
追
求
す
る
の
だ
が
、

し
か
し
、
サ
デ
ィ
ス
ト
は
そ
の
「
快
楽
」
に
お
い
て
自
己
を
身
体
化
せ

ざ
る
を
え
な
い
。
快
楽
は
サ
デ
ィ
ス
ト
を
、
自
身
が
否
定
し
よ
う
と
し

た
は
ず
の
身
体
性
に
む
し
ろ
陥
ら
せ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
反
し
て
、
マ

ゾ
ヒ
ス
ト
が
試
み
る
の
は
自
己
の
対
象
化
で
あ
り
身
体
化
で
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
他
者
を
自
由
な
主
体
と
し
て
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
は
自
己
を
道
具
に
変
え
る
こ
と
を
意
識
す
る
と
き
、

ま
さ
に
そ
の
瞬
間
に
、
自
己
の
自
由
、
対
自
存
在
を
露
わ
に
し
て
し
ま

う
の
で
あ
り
、
そ
の
と
き
他
者
が
む
し
ろ
道
具
的
な
地
位
に
結
び
つ
け

ら
れ
て
し
ま
う
。
か
く
し
て
、
サ
ド
―

マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
「
挫
折
」

を
経
験
す
る
。
サ
ド
―

マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
は
「
主
体
で
あ
る
と
と
も
に
対
象

で
あ
る
こ
と
の
不
可
能
性
」
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
意
味
で
、

サ
ド
―

マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
は
「
弁
証
法
」
の
関
係
で
は
な
い
。
そ
の
関
係
は

決
し
て
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
さ
れ
え
な
い
「
循
環
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
「
循
環
」
は
サ
ル
ト
ル
に
と
っ
て
他
者
関
係
を
規
定
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

こ
の
「
循
環
」
は
即
自
と
対
自
の
不
一
致
と
い
う
存
在
論
的
な
必
然

性
を
示
し
て
い
る
も
の
と
し
て
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ

こ
で
バ
ト
ラ
ー
が
強
調
す
る
の
は
、
こ
の
「
性
的
欲
望
」
に
お
い
て
示

さ
れ
た
「
主
体
で
あ
る
と
と
も
に
対
象
で
あ
る
こ
と
の
不
可
能
性
」
が

単
な
る
存
在
論
的
な
条
件
や
対
自
存
在
の
一
般
的
性
格
か
ら
引
き
出
さ

れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
身
体
的
生
（corporeal life

）
」
に
起

因
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
実
際
、
サ
ル
ト
ル
に
お
い
て

「
対
自
存
在
」
は
「
即
自
存
在
」
の
「
否
定
」
に
立
脚
す
る
も
の
だ
っ
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た
が
、
「
性
的
欲
望
」
の
議
論
で
は
ま
さ
に
「
身
体
」
が
「
対
象
」
と

し
て
分
離
さ
れ
え
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
意
識
と
身

体
の
関
係
性
は
「
混
濁
し
た
」
も
の
で
あ
り
、
両
者
は
混
じ
り
合
っ
て

い
る
。
バ
ト
ラ
ー
が
言
う
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
「
事
実
性
は
も
は
や
外

部
に
は
な
い
。
〔
…
〕
そ
れ
は
自
分
自
身
の
肉
の
経
験
で
あ
る
」（SD

, p. 

148

）
。
こ
の
よ
う
に
「
性
的
欲
望
」
の
議
論
で
は
、
「
主
体
で
あ
る
と

と
も
に
対
象
で
あ
る
こ
と
の
不
可
能
性
」
は
存
在
論
的
な
抽
象
的
な
条

件
と
い
う
よ
り
は
「
肉
の
経
験
」
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
と
し
て
把

握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

）
14
（

。

　

こ
の
よ
う
な
自
己
を
身
体
化
す
る
主
体
の
あ
り
よ
う
は
、
『
欲
望
の

主
体
』
で
は
身
体
か
ら
離
脱
し
た
デ
カ
ル
ト
的
な
意
識
的
主
体
が
絶
え

ず
そ
の
限
界
と
し
て
身
体
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
ず
、
主
体
の
自
由
は
身

体
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
す
理
論
と
し
て
積
極

的
に
読
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
身
体
化
の
様
式
が
論
文

「
フ
ァ
ノ
ン
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
」
で
は
、
「
男
性
的
共
同
体
」
を
越
え

た
「
人
間
」
の
探
求
を
生
み
出
す
も
の
と
し
て
新
た
に
読
み
直
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
観
点
か
ら

読
解
す
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
バ
ト
ラ
ー
の
記
述
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

0

0

0

0

0

・

ト
ラ
ブ
ル

0

0

0

0

を
ま
さ
に
そ
の
具
体
的
な
展
開
と
し
て
読
み
直
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

　

マ
ル
セ
ル
・
シ
ュ
テ
ッ
ツ
ラ
ー
は
『
欲
望
の
主
体
』
に
お
け
る
「
ト

ラ
ブ
ル
と
熱
望
―
―
『
存
在
と
無
』
に
お
け
る
性
的
欲
望
の
循
環
」
の

節
が
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
の
「
ゼ
ロ
章
」
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
（Stoetzler, 2005, p. 356

）
。
た
し
か
に
私
た
ち
が
み
て
き
た
よ

う
に
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
欲
望
は
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
定
式
化
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
バ
ト
ラ
ー
自
身
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
で
サ
ル
ト
ル

の
欲
望
論
が
自
身
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る

（B
utler, 1990, p. xxx, 

八
頁
）
。
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
で
は
こ

の
欲
望
の
ト
ラ
ブ
ル
は
生
産
的
な
も
の
と
し
て
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
バ
ト
ラ
ー
は
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
身

体
化
は
不
可
能
な
理
念
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
（B

utler, 1990, p. 

200, 

二
五
七
頁
）
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
そ
の
実
現
、
身
体
化
に
絶
え
ず
「
失

敗
」
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
ト
ラ
ブ
ル
」
や
「
失
敗
」
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー

を
非
自
然
化
し
、
偶
然
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
増
殖
」
を
引
き
起
こ
す
「
パ
ロ
デ
ィ
的
実
践
」
と
し
て
肯
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（B

utler, 1990, p. 200, 

二
五
七
頁
）
。

　

こ
の
観
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
サ
ル
ト
ル
の
「
性
的
欲
望
」
に
関
す

る
議
論
は
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
に
お
い
て
単
に
批
判
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
延
長
さ
れ
た
と
も
言
え
る

だ
ろ
う
。
「
フ
ァ
ノ
ン
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
」
に
お
い
て
、
バ
ト
ラ
ー

は
サ
ル
ト
ル
の
思
想
に
「
人
＝
男
」
の
共
同
体
を
越
え
た
語
り
の
様
式

を
見
出
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
サ
ル
ト
ル
の
思
想
に
、
「
「
あ
な
た
」

へ
の
関
係
性
を
構
築
し
う
る
よ
う
な
相
手
に
身
体
を
委
ね
る
形
式
や
接

触
が
あ
る
こ
と
」
、
そ
こ
に
「
す
で
に
形
成
さ
れ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
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の
地
平
を
越
え
た
人
間
の
探
求
」
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
た
（B

utler, 2015, p. 197, 

二
四
二
頁
）
。
こ
の
意
味
で
、
他
者
に
自

己
の
身
体
を
委
ね
る
際
に
生
じ
る
で
あ
ろ
う
「
ト
ラ
ブ
ル
」
は
、
「
新

し
い
人
間
」を
構
築
す
る
た
め
の
生
産
的
な
契
機
な
の
で
あ
る
。
『
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
で
は
、
こ
の
「
ト
ラ
ブ
ル
」
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規

範
か
ら
排
除
さ
れ
た
人
々
の
承
認
に
向
け
て
積
極
的
に
援
用
さ
れ
、
単

に
自
―

他
の
二
者
関
係
の
あ
い
だ
の
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
で
は
な
く
、
そ

こ
で
前
提
に
さ
れ
て
い
る
性
別
二
元
論
や
異
性
愛
中
心
主
義
と
い
う
社

会
的
規
範
に
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
も
の
と
し
て
理
論
化
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
バ
ト
ラ
ー
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
二
元
論
や
異
性
愛
主

義
に
制
限
さ
れ
て
い
た
サ
ル
ト
ル
の
「
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
の
欲
望
」
を

女
性
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
「
承
認
」
に
向
け
た
生
産

的
な
契
機
と
し
て
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
押
し
広
げ
た
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に
―
―
バ
ト
ラ
ー
の
実
存
主
義
？

　

本
論
は
バ
ト
ラ
ー
の
サ
ル
ト
ル
読
解
の
変
遷
を
考
察
し
た
。
『
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
の
読
者
な
ら
、
そ
こ
で
バ
ト
ラ
ー
が
サ
ル
ト
ル

に
否
定
的
に
し
か
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
バ
ト
ラ
ー
の
サ
ル
ト
ル
読
解
の
全
体
を
見
渡
す
な
ら
、

バ
ト
ラ
ー
が
サ
ル
ト
ル
に
負
っ
て
い
る
も
の
は
彼
女
が
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ト
ラ
ブ
ル
』
で
サ
ル
ト
ル
に
対
し
て
行
っ
た
批
判
的
な
言
及
に
尽
き
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
し
か
に
バ
ト
ラ
ー
は
折

に
触
れ
、
サ
ル
ト
ル
の
思
想
に
対
し
て
そ
の
デ
カ
ル
ト
主
義
的
傾
向
や

異
性
愛
―

男
性
中
心
主
義
的
な
側
面
を
批
判
し
て
い
る
が
、
同
時
に
サ

ル
ト
ル
の
哲
学
の
な
か
に
そ
れ
ら
を
批
判
的
に
問
い
直
す
視
点
を
も
見

出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
バ
ト
ラ
ー
の
サ
ル

ト
ル
解
釈
を
追
う
こ
と
で
、
私
た
ち
は
バ
ト
ラ
ー
自
身
の
主
体
理
論
そ

の
も
の
に
サ
ル
ト
ル
的
な
実
存
の
テ
ー
マ
が
反
復
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
素

描
し
て
本
論
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

と
り
わ
け
、
バ
ト
ラ
ー
の
主
体
理
論
が
サ
ル
ト
ル
の
実
存
思
想
に
接

近
す
る
よ
う
に
み
え
る
の
は
「
主
体
の
責
任
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い

て
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
バ
ト
ラ
ー
は
フ
ー
コ
ー
の
「
主
体
化
＝
服

従
化
」
の
理
論
を
引
き
継
ぐ
が
、
バ
ト
ラ
ー
は
『
権
力
の
心
的
生
―
―

主
体
化
＝
服
従
化
に
関
す
る
諸
理
論
』
（
一
九
九
七
）
で
そ
こ
に
二
つ
の

契
機
を
み
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
人
間
が
「
外
的
権
力
」
に
「
服
従
す
る
」

契
機
で
あ
り
、
主
体
は
こ
の
「
服
従
」
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
る
。
い
ま

ひ
と
つ
は
、こ
の
「
外
的
権
力
」
を
自
己
の
「
行
為
能
力
」
と
し
て
「
引

き
受
け
る
（assum

e

）
」
契
機
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
行
為
能
力
と

は
「
主
体
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
た
（assum

ed

）
権
力
」
（B

utler, 

1997, p. 11

）
な
の
で
あ
る
。
バ
ト
ラ
ー
は
こ
れ
ら
二
つ
の
契
機
を
そ

れ
ぞ
れ
、
「
権
力
に
服
従
す
る
こ
と
（becom

ing subordinated by 

pow
er

）
」
と
「
主
体
に
な
る
こ
と
（becom

ing a subject

）
」
と
定
式
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化
し
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
契
機
は
必
ず
し

も
一
致
し
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
（B

utler, 1997, p. 12

）
。
例
え
ば
、「
同

性
愛
者
（hom

osexual

）
」
が
も
と
も
と
病
理
学
の
用
語
と
し
て
生
ま

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
後
に
同
性
愛
者
の
政
治
的
権
利
を
確
立
す
る
た

め
の
抵
抗
の
用
語
と
し
て
再
構
築
さ
れ
た
よ
う
に
、
主
体
が
可
能
に
な

る
条
件
と
し
て
の
「
権
力
（pow

er

）
」
と
主
体
自
身
が
行
使
す
る
「
行

為
能
力
（agency

）
」
と
は
一
致
せ
ず
、
む
し
ろ
そ
こ
に
は
そ
の
条
件

に
反
抗
す
る
可
能
性
さ
え
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
し
か
に
主
体
は
権

力
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
が
、
主
体
は
そ
の
権
力
を
「
引
き
受
け
」
、

自
己
の
能
力
と
し
て
「
行
使
す
る
」
点
に
お
い
て
「
責
任
」
が
あ
る
と

言
え
る
。
主
体
の
行
為
能
力
が
権
力
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
の
で
あ
れ
、

し
か
し
そ
の
能
力
の
「
行
使
」
は
権
力
に
よ
っ
て
「
決
定
」
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
い
わ
ば
「
有
限
な
＝
限
定
さ
れ
た
自
由
」

が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
意
味
で
、
バ
ト
ラ
ー
の
議
論
は
『
欲
望
の
主
体
』
で
ヘ
ー
ゲ
ル

や
サ
ル
ト
ル
ら
に
見
出
し
た
「
有
限
な
自
由
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
を
反

復
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
、
バ
ト
ラ
ー
と
サ
ル
ト
ル
の
哲
学
は
次
の
二

点
に
お
い
て
共
振
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、「
権
力
」
や
「
世

界
」
と
い
っ
た
用
語
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
両
者
に
共
通
し
て
い
る
の
は

主
体
が
「
脱
自
」
の
様
態
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
両

者
に
お
い
て
、
主
体
は
「
外
的
状
況
」
で
あ
る
「
世
界
」
や
「
権
力
」

に
投
げ
込
ま
れ
た
「
脱
自
」
の
様
態
に
貫
か
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
主

体
の
自
己
同
一
性
は
「
不
可
能
」
と
宣
告
さ
れ
る

）
15
（

。
第
二
に
、
両
者
は

主
体
の
「
責
任
」
を
理
論
化
す
る
と
き
、
外
的
に
形
成
さ
れ
た
自
己
を

「
引
き
受
け
る
」
点
に
求
め
て
い
る
。
サ
ル
ト
ル
は
『
情
動
論
素
描
』（
一

九
三
八
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
こ
の
人
間
的
現
実
が
私
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
で
も
い
い
こ
と
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

ま
さ
し
く
人
間
的
現
実
に
と
っ
て
、
実
存
す
る
（exister

）
と
は
つ
ね

に
己
れ
の
存
在
を
引
き
受
け
る
（assum

er

）
こ
と
で
あ
り
、
つ
ま
り

己
れ
の
存
在
を
ま
る
で
石
な
ど
が
そ
う
す
る
よ
う
に
外
か
ら
受
け
取
る

代
わ
り
に
、
そ
れ
に
対
し
て
責
任
を
と
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
」

（Sartre, 1938, p. 14, 

一
〇
二
頁
）
。
バ
ト
ラ
ー
に
と
っ
て
「
行
為
能
力
」

が
自
己
を
外
的
に
形
成
し
た
権
力
を
「
引
き
受
け
る
」
と
き
に
生
起
す

る
よ
う
に
、
サ
ル
ト
ル
に
お
い
て
「
実
存
」
は
世
界
に
投
げ
込
ま
れ
た

自
己
の
存
在
を
「
引
き
受
け
る
」
と
き
に
生
起
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
引
き
受
け
」
の
契
機
は
ま
さ
に
サ
ル
ト
ル
が
「
ア
ン
ガ
ー
ジ
ェ

マ
ン
」と
い
う
概
念
に
賭
け
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
ジ
ャ
ッ

ク
・
デ
リ
ダ
は
ア
ン
ガ
ー
ジ
ェ
マ
ン
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
「
状
況
の
な
か
で
下
さ
れ
る
判
断
は
い
つ
も
〔
…
〕
決
定
不
可
能

な
も
の
を
背
景
に
し
て
、
知
と
は
異
質
の
空
間
の
な
か
で
な
さ
れ
る
賭

で
あ
る
。
ア
ン
ガ
ー
ジ
ェ
マ
ン
、
そ
れ
は
自
分
が
選
ん
だ
の
で
は
な
い

状
況
に
拘
束
さ
れ
て
―

あ
る
こ
と
（être-engagé

）
で
あ
る
と
同
時
に
、

こ
の
状
況
の
な
か
で
な
さ
れ
る
特
異
で
保
証
の
な
い
企
て
の
賭
の
証

（gage

）
で
も
あ
る
」
（
デ
リ
ダ
、
一
九
九
八
、
一
七
頁
）
。
そ
し
て
、
こ
れ
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は
「
自
ら
選
択
し
た
の
で
な
い
生
の
条
件
と
闘
う
こ
と
―
―
す
な
わ
ち

行
為
能
力
」
（B

utler, 2005, p. 19, 

三
五
頁
）
と
規
定
さ
れ
る
バ
ト
ラ
ー

の
「
行
為
能
力
」
の
概
念
と
響
き
合
う
。
「
有
限
な
自
由
の
パ
ラ
ド
ッ

ク
ス
」
を
引
き
受
け
る
こ
と
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
お
い
て
両
者
の
思
索

は
深
く
共
振
し
て
お
り
、
こ
の
意
味
で
「
実
存
」
の
問
題
は
バ
ト
ラ
ー

の
思
想
に
お
い
て
も
執
拗
に
反
復
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

）
16
（

。

　

こ
の
観
点
か
ら
み
る
な
ら
、
「
実
存
主
義
」
と
「
ク
ィ
ア
」
と
い
う

二
つ
の
言
葉
の
意
外
な
親
密
性
が
み
え
て
く
る
。
も
と
も
と
「
変
態
」

や
「
お
か
ま
」
を
意
味
す
る
侮
蔑
語
だ
っ
た
「
ク
ィ
ア
」
が
そ
れ
を
あ

え
て
「
引
き
受
け
る
」
こ
と
で
性
の
多
様
性
を
肯
定
し
、
性
別
二
元
論

や
異
性
愛
中
心
主
義
に
反
抗
す
る
言
葉
と
し
て
流
用
さ
れ
た
よ
う
に
、

「
実
存
主
義
」と
は
も
と
も
と
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
響
き
を
持
つ
言
葉
で
あ
っ

た
の
に
、
サ
ル
ト
ル
は
一
九
四
四
年
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
そ
れ
を
あ

え
て
「
引
き
受
け
る
」
こ
と
で
「
実
存
主
義
」
に
生
産
的
な
意
味
を
与

え
た
の
で
あ
っ
た

）
17
（

。
こ
の
意
味
で
、
バ
ト
ラ
ー
／
サ
ル
ト
ル
両
者
の
思

想
に
は
実
存
の
問
題
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
い
か
に
「
引
き
受
け
る
」

か
、
と
い
う
問
題
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
バ
ト
ラ
ー
が
サ
ル
ト
ル

に
対
し
て
付
け
加
え
た
の
は
、
欲
望
や
身
体
が
も
つ
ト
ラ
ブ
ル
を
、
単

に
主
体
の
自
己
同
一
性
の
不
可
能
を
宣
告
す
る
も
の
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
既
存
の
社
会
規
範
に
「
開
か
れ
」
を
迫
る
も
の
と
し
て
よ
り
積
極

的
、
肯
定
的
に
引
き
受
け
た
点
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
ふ
じ
た
か
・
か
ず
き
／
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
研
究
、フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
思
想
史
）

注（
1
） 『
欲
望
の
主
体
』
（
一
九
八
七
）
で
は
第
一
章
の
ヘ
ー
ゲ
ル
論
が
四
二
頁
、

第
二
章
で
論
じ
ら
れ
る
コ
ジ
ェ
ー
ヴ
と
イ
ポ
リ
ッ
ト
の
考
察
が
そ
れ
ぞ
れ

一
六
頁
と
一
三
頁
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
サ
ル
ト
ル
に
関
し
て
論
じ

た
第
三
章
は
七
三
頁
に
及
ぶ
。
第
四
章
は
全
体
が
六
三
頁
で
あ
る
が
、
そ

こ
で
は
フ
ー
コ
ー
、
デ
リ
ダ
、
ラ
カ
ン
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
、
ク
リ
ス
テ
ヴ
ァ

ら
各
思
想
家
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

（
2
） 

博
士
論
文
時
（
一
九
八
四
）
の
タ
イ
ト
ル
は
「
回
復
と
創
造
―
―
ヘ
ー
ゲ
ル
、

コ
ジ
ェ
ー
ヴ
、
イ
ポ
リ
ッ
ト
、
そ
し
て
サ
ル
ト
ル
に
お
け
る
欲
望
の
企
て
」

で
あ
る
。

（
3
） 

拙
論
「
現
象
学
か
ら
フ
ー
コ
ー
へ
―
―
初
期
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
に

お
け
る
身
体
論
の
変
遷
に
つ
い
て
」
（
二
〇
一
五
）
を
参
照
。

（
4
） 

以
下
、
八
〇
年
代
に
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
や
メ
ル
ロ
＝

ポ
ン
テ
ィ
を
論
じ
た

バ
ト
ラ
ー
の
論
文
の
タ
イ
ト
ル
と
年
号
を
挙
げ
る
。
「
シ
モ
ー
ヌ
・
ド
・

ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
『
第
二
の
性
』
に
お
け
る
セ
ッ
ク
ス
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」（
一

九
八
六
）
、
「
セ
ッ
ク
ス
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
―
―
ボ
ー

ヴ
ォ
ワ
ー
ル
、
ウ
ィ
テ
ィ
ッ
グ
、
フ
ー
コ
ー
」
（
一
九
八
七
）
、「
パ
フ
ォ
ー

マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
ト
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
構
成
―
―
現
象
学
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
理
論
」
（
一
九
八
八
）
、
「
性
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
現
象
学
的
記
述
―
―

メ
ル
ロ
＝

ポ
ン
テ
ィ
『
知
覚
の
現
象
学
』
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー

ク
」
（
一
九
八
九
）
。

（
5
） 

野
尻
英
一
も
同
様
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
今
日
、
ス
ラ
ヴ
ォ
イ
・

ジ
ジ
ェ
ク
や
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
マ
ラ
ブ
ー
と
い
っ
た
現
代
の
思
想
家
た
ち
が
、

ヘ
ー
ゲ
ル
、
ラ
カ
ン
、
フ
ー
コ
ー
、
デ
リ
ダ
等
を
同
列
に
扱
い
な
が
ら
、

自
由
に
人
間
主
体
に
つ
い
て
の
現
代
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
の
を
見

る
な
ら
ば
、
バ
ト
ラ
ー
の
一
九
八
四
年
時
点
に
お
け
る
博
士
論
文
は
、
実

に
的
確
に
そ
の
研
究
主
題
を
設
定
し
て
い
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
」
（
野
尻
、
二
〇
一
〇
、
一
五
三
頁
）
。

（
6
） 『
権
力
の
心
的
生
』
（
一
九
九
七
）
や
、
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
マ
ラ
ブ
ー
と
の
共

著
『
私
の
身
体
で
あ
れ
―
―
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
支
配
と
隷
属
の
現
代
的

読
解
』（
二
〇
〇
九
）
で
は
、『
欲
望
の
主
体
』
で
論
じ
ら
れ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
『
精

神
現
象
学
』
に
お
け
る
身
体
が
ふ
た
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
7
） 

例
え
ば
、
バ
ト
ラ
ー
は
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト
ラ
ブ
ル
』
で
「
サ
ル
ト
ル
と
ボ
ー

ヴ
ォ
ワ
ー
ル
の
著
作
で
は
〔
…
〕
『
身
体
』
が
意
味
を
与
え
ら
れ
る
の
は

デ
カ
ル
ト
的
な
文
脈
の
な
か
で
根
本
的
に
非
物
質
的
と
考
え
ら
れ
て
い
る

超
越
的
な
意
識
に
よ
っ
て
で
あ
る
」（B

utler, 1990, p. 176, 

二
二
九
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
彼
女
は
同
書
で
「
デ
カ
ル
ト
主
義
」
と
「
サ
ル

ト
ル
主
義
」
を
ほ
ぼ
同
義
に
用
い
て
い
る
。

（
8
） こ
の
点
に
つ
い
て
は
ヘ
イ
ナ
マ
ー
の
論
文
の
他
に
、C
oole 

（2008

） 

や
拙

論
（
二
〇
一
五
）
を
参
照
。

（
9
） 

サ
ル
ト
ル
に
関
し
て
言
え
ば
、
ヘ
イ
ナ
マ
ー
が
指
摘
し
た
「
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー

ト
化
」
の
問
題
は
あ
る
意
味
で
彼
女
自
身
が
反
復
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
に
対
し
て
精
緻
な
読
解
を
展
開
し
て
い
る
一
方
で
、
ヘ

イ
ナ
マ
ー
は
サ
ル
ト
ル
に
対
し
て
は
や
や
安
直
に
主
意
主
義
的
な
解
釈
を

施
し
て
い
る
。

（
10
） む
し
ろ
、
バ
ト
ラ
ー
の
思
索
の
過
程
に
お
い
て
、
デ
カ
ル
ト
的
前
提
に
対

す
る
批
判
的
視
点
は
部
分
的
に
は
ま
さ
に
彼
／
女
ら
の
現
象
学
的
試
み
か

ら
見
出
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。
例
え
ば
、
バ
ト
ラ
ー
は
「
シ
モ
ー

ヌ
・
ド
・
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
『
第
二
の
性
』
に
お
け
る
セ
ッ
ク
ス
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
」（
一
九
八
六
）
に
お
い
て
、「
身
体
か
ら
離
脱
し
た
」
主
体
が
「
男

性
的
主
体
」
で
あ
る
こ
と
を
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
に
即
し
て
明
ら
か
に
し
て

い
る
（B

utler, 1986, p. 44

）
。

（
11
） こ
の
点
に
つ
い
て
はC

oole 

（2008

）
を
参
照
。

（
12
） だ
が
、
こ
の
解
釈
は
そ
も
そ
も
バ
ト
ラ
ー
が
八
〇
年
代
に
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー

ル
の
議
論
に
即
し
て
見
出
し
た
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
注
（
10
）
を
参
照
。

（
13
） 

バ
ト
ラ
ー
は
『
欲
望
の
主
体
』
で
サ
ル
ト
ル
の
ジ
ュ
ネ
論
な
ど
の
伝
記
研

究
や
実
存
的
精
神
分
析
に
も
「
身
体
化
さ
れ
た
意
識
」
の
契
機
を
看
取
し

論
じ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

（
14
） こ
こ
で
一
貫
し
て
「
身
体
」
と
呼
ん
で
い
る
も
の
は
サ
ル
ト
ル
哲
学
に
即

し
て
正
確
に
言
い
直
す
な
ら
「
肉
（chair

）
」
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
な
お
、

「
肉
」
に
関
し
て
は
バ
ト
ラ
ー
も
メ
ル
ロ
＝

ポ
ン
テ
ィ
に
即
し
て
論
じ
て
お

り
、
今
後
研
究
を
要
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。B

utler 

（2004

）, B
utler 

（2006

） 

を
参
照
。

（
15
） 

サ
リ
・
ロ
マ
ン
＝

ラ
ゲ
ル
ス
ペ
ッ
ツ
も
同
様
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
『
欲
望
の
主
体
』
の
な
か
で
、
バ
ト
ラ
ー
は
サ
ル
ト
ル
に
即
し
て
、
い
か

に
『
人
間
は
不
可
能
な
も
の
を
欲
望
す
る
よ
う
強
制
さ
れ
る
』
か
に
つ
い

て
語
っ
て
い
る
。
私
が
主
張
し
た
の
は
、
バ
ト
ラ
ー
自
身
の
見
方
は
〔
そ

れ
と
〕
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
（R

om
an-

Lagerspetz, 2009, p. 342

）
。

（
16
） 

ア
ラ
ン
・
D
・
シ
ュ
リ
フ
ト
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
バ
ト
ラ
ー

の
作
品
が
私
に
と
っ
て
興
味
深
い
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
彼
女
自
身
の
作
品

に
回
帰
し
続
け
て
い
る
『
抑
圧
さ
れ
た
も
の
』
の
一
部
に
サ
ル
ト
ル
が
仕

え
て
あ
る
よ
う
に
思
え
る
と
き
が
あ
る
点
で
あ
る
」
（Schrift, 2001, p. 

14

）
。

（
17
） 

サ
ル
ト
ル
が
「
実
存
主
義
」
を
引
き
受
け
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
海
老
坂
（
一

九
九
六
）
を
参
照
。
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書
評　

『
都
市
と
人
間
』

（�

レ
オ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
著
、
石
崎
嘉
彦
・
飯
島
昇
藏
・�

�

小
高
康
照
・
近
藤
和
貴
・
佐
々
木
潤
訳
、法
政
大
学
出
版
局
、

二
〇
一
五
年
）

稲
村
一
隆

　

本
書
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
政
治
哲
学
に
関
す
る
著
作
で
あ
る
。
著
者
自

身
の
序
論
の
他
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
政
治
学
』
と
『
ニ
コ
マ
コ
ス

倫
理
学
』
（
第
一
章
）
、
プ
ラ
ト
ン
の
『
国
家
』
（
第
二
章
）
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ

デ
ス
の
『
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
人
た
ち
と
ア
テ
ナ
イ
人
た
ち
の
戦
争
』
（
第

三
章
）
を
主
に
論
ず
る
三
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
（
邦
訳
で
は
さ
ら

に
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ズ
ッ
カ
ー
ト
の
序
文
と
訳
者
あ
と
が
き
が
付
与
さ
れ
て
い
る
）
。

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
政
治
哲
学
の
テ
ー
マ
は
本
書
の
表
題
に
も
な
っ

て
い
る
、
「
都
市
」
と
「
人
間
」
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
れ
は
古
典
の
政
治

哲
学
の
テ
ー
マ
で
あ
る
（
二
七
―
二
八
頁
）
。
近
代
の
政
治
哲
学
は
古
典
を

受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
変
容
し
た
仕
方
で
そ
れ
を
扱
っ
て
お
り
、
原
初
の
理

解
に
基
づ
い
て
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
理
解
に
よ
れ

ば
、
「
都
市
」
は
「
社
会
」
と
「
国
家
」
を
包
含
す
る
概
念
で
あ
り
、
さ

ら
に
「
国
家
」
と
「
社
会
」
と
い
う
区
別
よ
り
先
行
す
る
概
念
で
あ
る
。

都
市
の
主
要
な
関
心
事
は
高
貴
な
生
で
あ
り
、
成
員
の
徳
で
あ
り
、
リ
ベ

ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
（
六
八
―
七
〇
頁
）
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

は
こ
う
し
た
意
味
で
の
「
都
市
」
と
「
人
間
」
に
つ
い
て
古
代
哲
学
の
見

解
を
本
書
で
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　

西
洋
古
代
の
政
治
哲
学
に
取
り
組
む
必
要
性
は
「
序
論
」
で
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
彼
の
時
代
の
危
機
、
そ
し

て
西
洋
近
代
の
政
治
哲
学
の
限
界
で
あ
る
。
近
代
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
哲

学
や
科
学
は
人
間
の
生
存
状
態
の
改
善
に
役
立
つ
も
の
で
あ
り
、
物
質
的

繁
栄
、
快
適
な
自
己
保
存
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
幸
福
の
平
等
な
享
受
に

貢
献
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
自
然
科
学
は
、
人
間
が
自

然
を
統
制
で
き
る
か
た
ち
で
把
握
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
よ
り
大
い
な

る
繁
栄
に
向
け
て
進
歩
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
時
代
に
は
、
も
は
や
そ
の
よ
う
な
目
的
が
幸
福
と
正
義

の
意
味
で
あ
り
、
人
間
の
問
題
の
合
理
的
な
解
決
だ
と
信
じ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
目
的
の
喪
失
こ
そ
が
西
洋
の
危
機
で
あ
り
、
近
代
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以
前
の
政
治
哲
学
へ
と
誘
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
社
会
科
学
の
価
値
中
立
の
問
題
も
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
古
代
の
政
治

哲
学
へ
と
関
心
を
向
け
る
理
由
に
な
っ
て
い
る
。
彼
の
理
解
に
よ
れ
ば
、

社
会
科
学
は
事
実
と
価
値
を
分
離
し
、
前
者
に
関
し
て
一
般
法
則
を
導
き

出
す
こ
と
に
注
力
を
注
い
で
い
る
。
そ
し
て
後
者
に
関
す
る
人
々
の
判
断

の
根
拠
づ
け
に
関
し
て
は
全
く
の
無
能
力
で
あ
る
こ
と
を
自
ら
宣
言
し
て

い
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
政
治
的
な
事
柄
の
理
解
に
事
実
と
価

値
の
二
分
法
は
不
要
で
あ
り
、
こ
の
二
分
法
を
も
と
に
し
た
社
会
科
学
は

政
治
の
原
初
的
理
解
の
特
異
な
変
形
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
社
会
科
学
は

普
通
の
人
々
が
持
つ
原
初
的
理
解
も
包
括
的
に
理
解
し
、
そ
の
中
で
社
会

科
学
の
分
析
を
位
置
付
け
な
け
れ
ば
、
自
ら
が
行
っ
て
い
る
科
学
的
分
析

の
意
味
も
明
晰
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
常
識
的
理

解
を
入
手
で
き
る
の
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
政
治
学
』
で
あ
る
と
さ
れ
、

第
一
章
の
探
求
へ
と
促
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ソ
ク
ラ
テ
ス
や
プ
ラ
ト
ン
と
異
な
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
政
治
学
』

が
な
ぜ
政
治
に
関
す
る
常
識
的
で
原
初
的
理
解
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
の
か
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お

い
て
は
賢
慮
（prudence, phronē sis

）
が
観
想
か
ら
独
立
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
（
六
一
頁
）
。
賢
慮
と
は
あ
る
種
の
実
践
理
性
で
あ
る
が
、
技
術

が
特
定
の
目
的
（
例
え
ば
医
術
は
健
康
）
に
関
わ
る
の
に
対
し
、
賢
慮
は
全

体
と
し
て
の
人
間
の
善
、
つ
ま
り
善
き
生
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
政

治
術
は
市
民
全
体
の
善
き
生
に
関
わ
る
の
で
、
賢
慮
の
一
形
態
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
。
た
だ
し
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
最
高
の
生
の
形
態
は
観

想
で
あ
り
、
賢
慮
は
観
想
よ
り
劣
っ
て
い
る
が
、
賢
慮
の
領
域
は
観
想
か

ら
独
立
し
た
閉
じ
た
領
域
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
善
き
生
を
考
察
す

る
倫
理
学
や
善
い
秩
序
を
考
察
す
る
政
治
学
は
、
彼
の
宇
宙
論
か
ら
区
別

さ
れ
て
お
り
、
政
治
に
関
し
て
も
自
然
全
体
の
善
に
関
す
る
理
解
を
必
要

と
す
る
と
考
え
た
プ
ラ
ト
ン
と
は
異
な
っ
て
、
政
治
学
の
独
立
性
が
担
保

さ
れ
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
身
体
の
状
態
が
よ
い
こ
と
に
の
み

奉
仕
す
る
世
俗
的
な
徳
と
、
観
想
に
従
事
す
る
哲
学
者
の
徳
と
の
間
に
、

「
道
徳
的
な
徳
」
を
発
見
し
、
人
々
を
哲
学
的
観
想
の
生
へ
と
駆
り
立
て

る
こ
と
を
使
命
と
し
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
政
治
学
の
創
始
者
と
な
る
こ
と

が
で
き
た
、
と
解
釈
さ
れ
る
（
六
四
頁
）
。

　

第
二
章
で
は
プ
ラ
ト
ン
の
対
話
篇
を
読
む
手
引
き
が
述
べ
ら
れ
た
後
に
、

『
国
家
』
の
詳
細
な
解
説
が
述
べ
ら
れ
る
（
第
一
巻
は
非
常
に
詳
し
い
が
、

中
心
巻
の
第
五
、
六
、
七
巻
の
数
学
的
諸
科
学
や
善
の
イ
デ
ア
の
解
説
が
ほ
と
ん

ど
な
い
と
い
う
不
均
衡
は
あ
る
）
。
対
話
篇
で
は
プ
ラ
ト
ン
自
身
が
登
場
し

な
い
た
め
に
、
登
場
人
物
の
性
格
、
会
話
の
状
況
な
ど
に
注
意
を
払
っ
た

上
で
、
プ
ラ
ト
ン
の
意
図
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
知
る
必
要
が
あ
り
、
そ
こ

で
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
『
国
家
』
の
登
場
人
物
の
特
徴
に
注
意
を
払
い
な
が

ら
『
国
家
』
の
内
容
を
要
約
し
て
い
る
。
特
徴
的
な
の
は
『
国
家
』
と
い

う
著
作
全
体
の
目
的
に
関
す
る
解
釈
で
あ
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、

『
国
家
』
は
都
市
の
本
質
的
な
限
界
、
つ
ま
り
都
市
の
自
然
本
性
を
提
示

し
て
い
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
人
間
の
最
高
の
欲
求
が
実
現
す
る
た
め
に
は

国
家
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
な
の
か
を
考
察
し
、
そ
れ
が
現
実

の
世
界
で
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
最
高
の
欲
求
の

実
現
の
た
め
に
身
体
と
エ
ロ
ス
が
捨
象
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
『
国
家
』
で

は
魂
の
自
然
本
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
逆
説
的
だ
が
、
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析
を
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
哲
学
と
は
「
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
最

初
の
こ
と
」
か
ら
「
自
然
に
お
い
て
無
条
件
に
最
初
の
こ
と
」
へ
と
移
行

す
る
こ
と
だ
が
（
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
用
い
て
い
る
こ
の
区
別
に
つ
い
て
詳
し
く

は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
分
析
論
後
書
』
第
二
巻
第
二
章
や
『
ト
ピ
カ
』
第
六
巻
第

四
章
を
参
照
）
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
は
「
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
第
一
の
こ

と
」
で
あ
る
対
外
政
治
に
着
目
さ
せ
、
都
市
に
内
在
し
て
い
る
政
治
的
事

柄
の
原
初
的
理
解
を
提
示
し
て
い
る
（
三
五
八
―
三
六
五
頁
）
。

　

さ
ら
に
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
は
「
神
的
な

も
の
」
が
都
市
に
と
っ
て
第
一
の
関
心
事
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て

く
れ
る
。
彼
の
描
く
歴
史
に
は
偶
然
的
な
出
来
事
の
記
述
が
あ
ふ
れ
て
い

る
。
古
代
の
政
治
哲
学
に
お
い
て
は
、
神
的
な
も
の
へ
の
関
心
は
哲
学
そ

れ
自
身
と
同
一
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
政
治
哲
学
の
中
で

神
的
な
も
の
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
最

初
の
も
の
は
都
市
に
関
す
る
哲
学
的
理
解
で
は
な
く
、
前
―

哲
学
的
理
解

に
内
在
し
て
お
り
、
そ
の
前
―

哲
学
的
理
解
に
よ
れ
ば
、
都
市
は
神
的
な

も
の
に
従
属
し
奉
仕
す
る
も
の
と
し
て
自
ら
を
捉
え
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る

人
間
存
在
と
社
会
に
と
っ
て
そ
の
本
来
の
姿
は
、
そ
れ
が
仰
ぎ
見
る
最
高

の
存
在
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
都
市
は
都
市
を
超
越
し
、

都
市
の
神
々
を
仰
ぎ
見
る
も
の
な
の
で
あ
る
（
二
四
六
―
二
四
七
頁
）
。
ト
ゥ

キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
の
語
る
歴
史
は
、
哲
学
の
上
昇
に
先
立
っ
て
把
握
す
る
必

要
の
あ
る
、
政
治
の
原
初
的
理
解
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
が
本
書
の
要
旨
で
あ
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
ト
ゥ

キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
と
い
う
非
常
に
異
な
っ
た
三
者
が
時
間
的
に
逆
行
す
る
順

序
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
貴
重
な
著
作
で
あ
る
。
古
代
哲
学
の
解
釈
に
関

『
国
家
』
は
最
善
の
政
治
体
制
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
不

可
能
性
を
通
し
て
政
治
的
な
事
柄
の
自
然
本
性
、
限
界
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
と
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
論
じ
て
い
る
（
二
二
〇
―
二
二
三
頁
）
。

　

第
三
章
は
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ

デ
ス
は
、
政
治
哲
学
者
の
よ
う
に
、
最
善
の
政
体
、
真
の
正
義
の
秩
序
の

観
点
か
ら
政
治
を
分
析
す
る
人
で
は
な
い
。
む
し
ろ
政
治
的
生
活
を
そ
れ

自
体
の
観
点
か
ら
、
あ
る
が
ま
ま
に
受
け
取
ろ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し

彼
は
単
に
個
別
の
出
来
事
や
個
々
の
人
物
た
ち
の
行
動
を
記
述
す
る
こ
と

だ
け
に
終
始
し
た
の
で
は
な
い
。
彼
は
個
別
的
出
来
事
を
通
し
て
、
読
者

が
普
遍
的
な
も
の
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
歴
史
を
記
述
し
て
い
る
。
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
歴
史
は
個
別
的
な
も
の
を
語
る
た
め
に
、
普
遍
的
な

も
の
を
語
る
哲
学
、
す
な
わ
ち
知
恵
か
ら
最
も
遠
い
も
の
と
さ
れ
た
が
、

ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
の
語
る
歴
史
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
彼
は

当
時
の
個
別
的
出
来
事
の
中
に
普
遍
的
な
も
の
を
見
る
「
哲
学
的
歴
史
家
」

で
あ
る
（
二
二
五
―
二
三
四
、
三
五
八
―
三
五
九
頁
）
。

　

で
は
な
ぜ
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
歴
史
家
の
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
を
取
り
上

げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ

ス
は
戦
争
の
偏
在
に
目
を
向
け
さ
せ
、
都
市
の
限
界
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
明
ら
か
な
よ
う
に
古
代
の
政
治
哲
学
で

は
他
の
都
市
と
全
く
関
係
を
持
た
ず
、
一
つ
の
自
足
し
た
共
同
体
と
し
て

存
在
す
る
こ
と
が
都
市
の
理
想
と
さ
れ
た
が
、
他
の
都
市
と
の
戦
争
の
可

能
性
が
つ
ね
に
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
理
想
は
前
提
条
件
か
ら
し
て

阻
ま
れ
て
い
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
無
条
件
な
仕
方
で
最
善
の
政
治
体
制

を
問
う
こ
と
は
で
き
ず
、
「
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
第
一
の
こ
と
」
か
ら
分
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さ
ら
に
こ
れ
に
関
連
し
て
、
は
た
し
て
哲
学
の
上
昇
に
ど
の
よ
う
な
弁

証
術
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
も
さ
ら
な
る
議
論
が
必
要
で
あ

る
。
弁
証
術
が
人
々
の
考
え
に
依
拠
し
な
が
ら
、
人
々
と
の
対
話
の
中
で
、

特
定
の
文
脈
に
依
存
し
た
部
分
的
真
理
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
し
か
な
い

な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
全
体
と
し
て
の
真
理
を
捉
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

プ
ラ
ト
ン
の
『
国
家
』
（532a–b

）
で
哲
学
の
上
昇
は
、
数
学
的
諸
科
学

を
学
ん
だ
の
ち
に
弁
証
術
に
よ
っ
て
善
の
イ
デ
ア
を
把
握
す
る
こ
と
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
「
も
し
、
正
義
と
は
何
で
あ
る
か
を

精
確
に
探
り
出
す
こ
と
に
関
心
が
あ
る
な
ら
、
魂
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ

の
研
究
に
お
い
て
は
、
『
国
家
』
で
と
ら
れ
た
道
よ
り
も
長
い
、
も
う
ひ

と
つ
の
回
り
道
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（504b; 506d

を
参
照
）
」

と
述
べ
て
い
る
が
（
二
二
二
頁
）
、
こ
こ
で
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
う
「
も
う
ひ

と
つ
の
回
り
道
」
と
は
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
な
ど
他
の
作
品
の
こ
と
で
は

な
く
、
ま
さ
に
『
国
家
』
の
中
心
巻
で
取
ら
れ
た
道
の
こ
と
で
あ
る
（
例
え

ばD
om

inic Scott, Levels of A
rgum

ent, O
xford U

niversity Press, 2015

の‘longer route ’

の
索
引
項
目
か
ら
参
照
）
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
本
書
で
記

述
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
原
初
に
至
る
道
の
説
明
が
あ
り
、
『
国
家
』

は
上
昇
の
た
め
の
著
作
で
あ
る
。
本
書
は
「
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
最
初
の

こ
と
」
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
が
、
同
時
に
本
書
が
暗
示
し

て
い
る
課
題
は
、
「
自
然
に
お
い
て
最
初
の
こ
と
」
、
つ
ま
り
本
当
の
原
初

に
至
る
道
を
古
代
哲
学
に
即
し
て
た
ど
る
こ
と
で
あ
る
。

 

（
い
な
む
ら
・
か
ず
た
か
／
ギ
リ
シ
ア
哲
学
）

し
て
は
総
じ
て
標
準
的
な
理
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の

描
く
古
代
哲
学
に
は
独
自
の
解
釈
が
入
り
混
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と

懸
念
す
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
書
の
提
示
す
る
解
釈
は
現
代

の
解
釈
と
完
全
に
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
古
代
哲
学
を
研
究
す
る
者
に

と
っ
て
も
、
脚
注
の
中
に
興
味
深
い
テ
ク
ス
ト
上
の
連
関
を
示
し
て
い
る

も
の
も
あ
り
、
新
し
い
理
解
を
提
示
す
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
脚
注
の
参
照
箇
所
を
見
て
も
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
解

釈
と
整
合
し
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
丹
念
な
検
討
が
必
要
で

あ
る
。

　

ま
た
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
意
図
に
沿
う
よ
う
に
解
釈
を
補
う
と
有
益
な
と

こ
ろ
も
あ
る
。
例
え
ば
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
プ
ラ
ト
ン
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

の
違
い
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
プ
ラ
ト
ン
の
教
説
は
必

ず
対
話
の
な
か
で
提
示
さ
れ
る
の
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
教
説
は
必
ず

論
説
の
な
か
で
提
示
さ
れ
る
」（
五
六
頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
の
政
治
学
関
連
の
著
作
は
、
人
々
に
現
れ
て
い
る
こ
と
（phainom

ena

）

や
通
念
（endoxa

）
に
依
拠
し
な
が
ら
、
見
解
を
洗
練
さ
せ
て
い
く
特
定

の
弁
証
術
を
用
い
て
い
る
。
プ
ラ
ト
ン
的
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
普
通
の
人
々
の

見
解
を
洞
窟
の
中
に
い
る
暗
闇
の
状
態
と
し
て
捉
え
、
人
々
の
思
い
な
し

（doxa

）
か
ら
存
在
論
的
に
も
完
全
に
区
別
し
た
と
こ
ろ
に
哲
学
の
知
の

働
き
を
見
た
の
に
対
し
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
人
々
の
通
念
に
依
拠
し

な
が
ら
学
問
の
第
一
原
理
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
の
論
述
の
特
質
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
た
方
が
、
政
治
に
関
す
る
常

識
的
原
初
的
見
解
を
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
と
し
て
『
政
治
学
』
を
捉
え

る
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
意
図
に
沿
う
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
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幅
は
な
い
。
し
か
も
、
各
章
の
位
置
づ
け
は
本
書
冒
頭
で
編
者
が
詳
細
に

解
説
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
論
考
の
合

奏
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
思
想
史
上
の
歴
史
像
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に

な
る
の
か
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
に
努
め
た
い
。

　

ま
ず
そ
の
方
法
論
的
特
徴
と
し
て
、
編
者
が
挙
げ
て
い
る
の
は
、
文
脈

主
義
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ス
キ
ナ
ー
や
ポ
ー
コ
ッ
ク
な

ど
が
理
論
的
に
展
開
し
た
歴
史
学
と
し
て
の
思
想
史
の
方
法
論
で
あ
る
。

日
本
語
の
「
文
脈
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
伝
わ
り
辛
い
の
だ
が
、
文
脈
主

義
と
は
テ
ク
ス
ト
と
な
っ
た
個
々
の
言
表
を
取
り
巻
く
政
治
的
・
社
会
的

状
況
と
の
関
係
を
考
察
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
テ
ク
ス
ト
が
随
伴
す

る
時
間
的
な
奥
行
き
と
し
て
の
「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
を
探
り
出
そ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
評
者
は
こ
こ
で
の
文
脈
主
義
を
、

ポ
ー
コ
ッ
ク
そ
し
て
フ
ー
コ
ー
が
提
示
し
た
よ
う
な
、
言
説
が
随
伴
す
る

諸
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
歴
史
的
変
化
を
探
究
す
る
言
説
（discourse

）
分
析
と

い
う
意
味
で
の
社
会
思
想
史
研
究
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
と
受
け
取
り
た
い
。

こ
の
よ
う
な
研
究
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
に
登
場
し
た
比
較
的
新
し
い
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
方
法
論
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
「D

enker

で
は
な
く

H
istorian

」
（
三
九
六
頁
）
を
目
指
し
た
、
と
い
う
田
中
会
員
の
表
現
に

も
あ
る
よ
う
に
、
社
会
思
想
史
は
歴
史
学
の
一
専
門
分
野
と
し
て
存
在
し

う
る
の
で
あ
る
。
社
会
思
想
史
学
会
の
創
立
の
趣
意
書
で
は
「
イ
ン
タ
ー

デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
社
会
思
想
史
研
究
は
決

し
て
独
自
の
方
法
論
を
も
た
な
い
、
悪
く
言
え
ば
哲
学
史
、
経
済
学
説
史
、

政
治
思
想
研
究
な
ど
の
寄
せ
集
め
の
研
究
領
域
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
に
は

決
し
て
還
元
で
き
な
い
独
自
性
を
も
つ
と
評
者
は
考
え
る
。

　

書
評　

『
徳
・
商
業
・
文
明
社
会
』

�

（
坂
本
達
哉
・
長
尾
伸
一
編
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、�

二
〇
一
五
年
）

後
藤
浩
子

　

本
書
は
、
田
中
秀
夫
会
員
の
京
都
大
学
経
済
学
部
退
職
を
記
念
し
て
出

版
企
画
さ
れ
た
論
文
集
で
あ
る
。
寄
せ
ら
れ
た
論
考
に
は
田
中
会
員
の
こ

れ
ま
で
の
研
究
対
象
と
方
法
論
に
対
す
る
各
寄
稿
者
の
応
答
が
見
出
さ
れ

る
。
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
特
別
寄
稿
と
田
中
会
員
御
自
身
の
章
を
含
め
る
と
総

数
十
八
編
に
上
る
論
文
集
な
の
で
、
本
欄
で
個
々
に
論
評
す
る
に
足
る
紙
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ポ
ー
コ
ッ
ク
に
よ
る
序
章
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
思
想
史
の
方
法
論
と

そ
れ
が
現
在
抱
え
る
問
題
に
触
れ
て
い
る
。
古
代
の
も
の
で
あ
れ
近
代
の

も
の
で
あ
れ
、
同
じ
既
存
の
言
説
を
対
象
と
し
て
い
て
も
、
観
点
の
違
い

に
よ
っ
て
「
専
門
分
野
」
の
仕
分
け
は
異
な
っ
て
く
る
こ
と
を
、
ポ
ー
コ
ッ

ク
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
現
代
が
必
要
と
し
て
い
る
権
威
を

提
供
し
う
る
仕
方
」
を
求
め
て
過
去
の
慣
習
を
考
察
す
る
の
が
法
学
だ
と

す
れ
ば
、
「
ま
ず
過
去
の
状
態
を
再
構
築
し
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
が
現
代
に

お
い
て
存
在
し
て
い
る
も
の
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
も
の
へ
と
な
っ
て
い
っ

た
過
程
を
物
語
ろ
う
と
試
み
る
」
（
二
二
頁
）
の
が
歴
史
学
で
あ
る
。
歴

史
化
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
変
化
の
過
程
を
物
語
る
こ
と
は
、
構
造
を
見
出

す
こ
と
で
あ
り
、
ポ
ー
コ
ッ
ク
は
こ
れ
を
「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
と
呼
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
ポ
ー
コ
ッ
ク
は
、
「
サ
バ
ル
タ
ン
」
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
な
言
説
そ
の
も
の
が
も
つ
権
力
作
用
が
自
覚
さ
れ
る
こ
と

に
伴
っ
て
生
じ
た
「
政
治
的
な
も
の
」
の
膨
張
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
現

在
の
問
題
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
が
出
す
暫
定
的
方
針
は
、

制
御
不
能
な
ほ
ど
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
増
大
が
「
政
治
的
な
も
の
と
そ
の

歴
史
の
双
方
の
転
覆
」
に
帰
結
す
る
極
限
を
意
識
し
つ
つ
も
、
テ
ク
ス
ト

を
歴
史
化
し
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
生
み
出
す
知
的
営
為
、
つ
ま
り
思
想
史
を

黙
々
と
続
け
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。

　

第
十
三
章
「
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
を
め
ぐ
る
理
論
家
と
歴
史
家
の
対
話
」
は
、

相
対
立
す
る
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
テ
ク
ス
ト
解
釈
を
題
材
に
ま
さ
に
こ
の
よ

う
な
思
想
史
の
方
法
論
そ
れ
自
体
が
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
モ
ロ
ウ
の
研
究
手
法
の
解
説
（
三
一
四
―
三
一
六
頁
）
を
通
し

て
、
歴
史
家
の
な
す
べ
き
作
業
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
言
表
さ

れ
た
理
論
の
妥
当
性
を
「
そ
れ
が
書
か
れ
た
時
代
の
歴
史
的
文
脈
に
即
し

て
」
検
証
し
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
諸
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
を
分
類
し
、

そ
れ
ら
の
混
合
が
も
た
ら
す
意
味
の
変
化
を
考
察
す
る
こ
と
で
そ
の
言
表

の
思
想
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
方
法
論
が
巧
み
に
実
践
さ
れ
て
い
る
の
が
、
第
六
章
「
『
文
明

化
さ
れ
た
君
主
制
』
論
の
王
党
派
的
起
源
」
と
第
十
章
「
ル
ソ
ー
と
プ
ー

フ
ェ
ン
ド
ル
フ
」
で
あ
る
。
第
六
章
に
つ
い
て
は
後
に
言
及
す
る
が
、
第

十
章
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
道
徳
的
存
在
／
物
理

的
存
在
と
い
う
二
分
法
の
、
ル
ソ
ー
や
百
科
全
書
派
の
言
説
に
お
け
る
コ

ン
テ
ク
ス
ト
化
は
、
こ
の
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
で
発
明
さ
れ
る
「
自
然
」
概

念
と
の
関
係
か
ら
も
興
味
深
い
。

　

次
に
、
本
書
の
テ
ー
マ
「
文
明
社
会
」
「
徳
」
「
商
業
」
を
足
が
か
り
に
、

本
書
が
描
き
出
す
歴
史
像
を
述
べ
て
み
た
い
。
ま
ず
は
文
明
社
会
で
あ
る
。

こ
の
言
葉
は
、
現
代
で
は
経
済
の
発
達
度
や
物
質
的
豊
か
さ
を
想
起
さ
せ

る
も
の
で
は
あ
る
が
、
十
八
世
紀
ブ
リ
テ
ン
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
政
治

社
会
の
様
態
を
類
別
す
る
用
語
で
あ
っ
た
。
A
・
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
の
『
市

民
社
会
史
』
に
お
い
て
も
、
ま
た
第
六
章
で
ヒ
ュ
ー
ム
の
場
合
に
つ
い
て

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
文
明
化
さ
れ
た
状
態
と
は
法
に
よ
り
所
有

権
が
保
護
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
暴
力
が
制
御
な
き
ま
ま
に
横
行
し

て
い
る
野
蛮
状
態
の
社
会
に
対
置
さ
れ
る
。
こ
の
文
明
社
会
に
至
る
ま
で

の
政
治
社
会
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
跡
付
け
る
の
か
と
い
う
問
題
に
対
し

て
、
第
三
章
「
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
と
啓
蒙
の
始
ま
り
」
で
は
ロ
ッ
ク
、
第

六
章
で
は
ヒ
ュ
ー
ム
、
第
八
章
「
文
明
社
会
史
論
と
し
て
の
ス
ミ
ス
経
済

学
」
で
は
ス
ミ
ス
の
理
論
付
け
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
特
に
第
三
章
と
第
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係
の
連
鎖
に
社
会
形
成
の
根
拠
を
見
出
す
、
十
八
世
紀
政
治
経
済
学
の
形

成
と
と
も
に
生
み
出
さ
れ
広
く
流
布
し
た
言
説
で
あ
る
。
交
換
が
生
み
出

す
財
の
循
環
運
動
は
一
種
の
「
自
然
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
フ
ィ
ジ
オ

ク
ラ
ッ
ト
は
王
権
の
膝
元
で
探
究
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
商
業
社
会
観
の
受
容
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
こ
に
生
き
る

個
々
人
の
欲
望
と
徳
は
両
立
可
能
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
交
換
に
土
台
を
置
く
商
業
社
会
観
の
形
成
に
十
八
世
紀
フ

ラ
ン
ス
の
諸
思
想
が
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
な
も
の
だ
が
、
本
書

の
第
四
章
「
ジ
ャ
ン
・
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
の
『
啓
発
さ
れ
た
自
己
愛
』
」
と

第
五
章
「
ア
ベ
・
ド
・
サ
ン
＝

ピ
エ
ー
ル
の
商
業
社
会
論
―
―
啓
蒙
の
功

利
主
義
」
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
利
己
心
、
自
己
愛
、
私
欲
を
是
認
す
る

論
理
の
模
索
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
、こ
の
よ
う
な
議
論
の
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
で
の
展
開
に
つ
い
て
、
第
七
章
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
学
問

と
思
想
」
は
ス
ミ
ス
倫
理
学
の
議
論
に
み
ら
れ
る
普
遍
的
観
点
か
ら
の
脱

却
と
い
う
特
徴
を
彼
が
目
指
し
た
学
問
体
系
を
踏
ま
え
て
考
察
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
G
・
ア
リ
ギ
が
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
有
用
な
財
を
獲
得
す

る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
C
―

M
―

C
と
い
う
「
ス
ミ
ス
的
交
換
」
と
、

M
―

C
―

  M´
と
い
う
資
本
の
蓄
積
の
違
い
を
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
等

価
交
換
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
認
識
さ
れ
た
商
業
社
会
の
裏
側
に
は
、

増
殖
に
向
か
う
資
本
の
運
動
が
あ
り
、
そ
れ
は
重
商
主
義
国
家
と
い
う
形

態
で
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。
商
業
社
会
の
こ
の
側
面
が
ど
の
よ
う
に
認

識
さ
れ
た
の
か
に
光
を
当
て
た
の
が
第
一
章
「
十
七
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

に
お
け
る
信
用
と
基
金
」
と
第
二
章
「
ミ
シ
シ
ッ
ピ
・
バ
ブ
ル
後
の
ブ
リ

テ
ン
」
で
あ
る
。
第
一
章
は
商
業
国
オ
ラ
ン
ダ
を
追
う
十
七
世
紀
ブ
リ
テ

六
章
を
読
み
合
わ
せ
る
と
、
十
八
世
紀
に
議
会
な
ど
で
の
演
説
の
中
で
繰

り
返
し
言
及
さ
れ
る
「
議
会
の
中
の
三
身
分
の
一
つ
で
あ
る
国
王
」
と
い

う
言
説
が
、
ブ
リ
テ
ン
国
制
の
原
則
の
言
表
と
し
て
歴
史
化
さ
れ
る
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
が
か
な
り
具
体
的
に
な
る
。
一
六
四
二
年
に
出
さ
れ
た
『
陛

下
の
返
答
』
に
対
抗
し
て
王
政
復
古
期
に
「
文
明
化
さ
れ
た
君
主
制
論
」

が
登
場
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ロ
ッ
ク
は
、
古
来
の
国
制
論
に
訴
え
る
こ

と
な
く
、
む
し
ろ
絶
対
主
権
を
唱
え
る
ホ
ッ
ブ
ズ
の
自
然
権
論
を
逆
手
に

と
っ
て
援
用
す
る
こ
と
で
人
民
主
権
原
理
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
政
府

と
法
の
存
在
理
由
を
所
有
権
の
保
全
に
置
き
、
政
府
権
力
の
発
生
を
人
民

と
の
相
互
交
換
的
な
契
約
関
係
に
由
来
さ
せ
る
こ
と
で
、
政
治
的
枠
組
み

で
王
権
を
制
限
す
る
た
め
の
新
た
な
論
理
を
生
み
出
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
王
権
を
制
限
あ
る
い
は
廃
止
す
る
新
た
な
対
抗
権
力
が
理

論
付
け
ら
れ
る
一
方
で
、「
社
会
」
を
新
た
に
基
礎
付
け
直
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
社
会
に
と
っ
て
の
必
要
性
の
観
点
か
ら
統
治
権
力
と
し
て
の
王
権
を

制
限
す
る
言
説
が
生
み
出
さ
れ
た
。
個
々
人
の
欲
望
と
制
御
装
置
と
し
て

の
徳
の
言
説
、
そ
し
て
政
治
社
会
か
ら
自
立
し
た
、
経
済
的
相
互
関
係
に

基
づ
く
商
業
社
会
の
言
説
が
そ
れ
で
あ
る
。
第
八
章
は
、
上
述
の
よ
う
な

政
治
社
会
の
発
展
段
階
に
さ
ら
に
経
済
活
動
の
様
態
と
い
う
視
点
を
加
え

て
四
段
階
の
社
会
の
発
達
段
階
を
提
示
し
た
ス
ミ
ス
の
文
明
社
会
史
論
を

考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
が
、
興
味
深
い
の
は
、
ス
ミ
ス
が
概
念
化
し
た

「
商
業
社
会
」
の
組
成
と
そ
の
政
治
的
な
意
味
、
す
な
わ
ち
、
商
業
＝
交

換
＝
互
恵
性
と
い
う
等
式
で
あ
る
。
交
換
に
よ
っ
て
分
業
が
統
合
さ
れ
る

こ
と
で
個
々
人
の
才
能
は
共
有
財
産
と
な
る
と
ス
ミ
ス
は
語
る
が
、
こ
れ

は
彼
の
発
案
と
い
う
よ
り
、
分
業
と
交
換
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
相
互
関
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度
は
政
治
そ
の
も
の
が
そ
の
内
容
と
必
要
性
を
再
考
に
付
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
第
十
二
章
「
ベ
ン
サ
ム
・
ア
メ
リ
カ
・
共
和
制
」
は
、
ベ
ン
サ

ム
に
よ
る
合
衆
国
を
対
象
に
し
た
法
と
政
治
の
基
礎
付
け
の
変
更
の
試
み

が
紹
介
さ
れ
、
第
十
四
章
「
ハ
イ
エ
ク
と
現
代
共
和
主
義
論
」
で
は
ハ
イ

エ
ク
が
必
要
と
す
る
政
治
の
要
素
が
分
析
さ
れ
、
そ
れ
ら
と
消
極
的
な
共

和
主
義
と
の
類
似
性
が
検
証
さ
れ
る
。
こ
れ
と
対
照
的
に
、
第
十
五
章
「
ア

イ
ン
・
ラ
ン
ド
」
で
は
彼
女
の
利
己
主
義
論
を
題
材
に
政
治
学
の
存
在
意

義
が
根
本
的
に
疑
問
に
付
さ
れ
、
国
家
や
社
会
で
は
な
く
、
存
在
の
自
同

性
を
意
識
す
る
利
己
的
個
人
を
基
礎
に
お
く
経
済
学
が
希
求
さ
れ
て
い
る
。

経
済
学
は
「
直
観
に
と
っ
て
『
見
え
ざ
る
』
プ
ロ
セ
ス
を
可
視
化
し
」（
三

六
〇
頁
）
、
政
治
学
が
求
め
る
政
治
的
自
律
や
倫
理
が
求
め
る
徳
を
個
人

の
利
己
的
行
動
こ
そ
が
実
現
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
に
、
何
を
今

更
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
章
が
示
す
の
は
、
せ
い
ぜ
い
必
要

な
の
は
腐
敗
へ
の
抵
抗
と
恣
意
性
を
排
除
し
う
る
政
治
機
構
で
あ
り
、
そ

れ
以
外
の
政
治
は
「
退
位
」
（
三
三
九
頁
）
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
う
現
状

で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
十
六
章
「
ゲ
ー
ム
理
論
と
ス
ミ
ス
『
道
徳
感
情
論
』

は
、
道
徳
的
な
行
動
の
観
察
者
に
つ
い
て
の
ス
ミ
ス
の
テ
ク
ス
ト
を
―
―

第
七
章
が
示
す
ス
ミ
ス
自
身
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
言
え
ば
、
恐
ら
く
脱

コ
ン
テ
ク
ス
ト
化
な
の
で
あ
ろ
う
が
―
―
ゲ
ー
ム
理
論
の
モ
デ
ル
の
形
式

で
コ
ン
テ
ク
ス
ト
化
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
合
奏
が
奏
で
る
の
は
商
業
社
会
の
生
成
と
そ
の
終
焉
で
あ
る
が
、

同
時
に
響
い
て
く
る
の
は
、
市
場
社
会
の
も
と
で
増
大
す
る
新
種
の
「
政

治
的
な
も
の
」
を
歴
史
化
す
る
と
い
う
新
た
な
課
題
で
あ
る
。

 

（
ご
と
う
・
ひ
ろ
こ
／
十
八
世
紀
ブ
リ
テ
ン
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
社
会
思
想
史
）

ン
で
信
用
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
か
、
第
二
章
は
南
海
泡
沫
事
件
を

経
験
し
た
ブ
リ
テ
ン
で
の
信
用
観
を
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
「
シ
ス
テ
ム
」
考

案
者
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
の
評
価
を
め
ぐ
る
バ
ッ
ジ
ェ
ル
と
デ
フ
ォ
ー
の
議
論

を
通
し
て
考
察
し
て
い
る
が
、
こ
の
二
編
が
示
す
の
は
、
少
な
く
と
も
こ

の
時
代
ま
で
信
用
は
C
―

M
―

C
の
枠
内
で
M
を
代
替
す
る
も
の
と
し
て

論
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

ス
ミ
ス
の
商
業
社
会
は
市
場
を
内
包
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
自
然
環
境

の
制
約
や
社
会
制
度
な
ど
で
の
生
産
者
に
対
す
る
規
制
さ
え
な
け
れ
ば
、

自
然
に

0

0

0

供
給
量
が
有
効
需
要
の
量
に
適
合
し
、
自
然
価
格
へ
と
収
束
す
る

よ
う
な
機
構
で
あ
る
。
ま
た
、
商
業
社
会
で
は
、
私
的
利
益
の
追
求
が
結

果
と
し
て
公
共
の
利
益
を
も
た
ら
す
。
こ
の
よ
う
に
ス
ミ
ス
の
商
業
社
会

に
は
「
調
和
的
世
界
」を
も
た
ら
す
摂
理
が
働
い
て
い
る
。
「
見
え
ざ
る
手
」

に
表
現
さ
れ
る
上
記
の
よ
う
な
ス
ミ
ス
の
摂
理
観
を
考
察
し
て
い
る
第
九

章
「
啓
蒙
の
世
界
観
」
は
、
ス
ミ
ス
の
商
業
社
会
観
に
貫
徹
し
て
い
る
摂

理
に
よ
る
自
然
調
和
の
背
景
に
は
、
「
神
の
存
在
を
神
の
摂
理
の
世
俗
的

世
界
へ
の
貫
徹
の
把
握
を
通
じ
て
何
と
か
把
握
し
よ
う
と
す
る
知
的
態

度
」
（
二
四
〇
頁
）
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
十
八
世
紀
的
な
楽
観
的
商
業
社
会
観
に
大
鉈
を
振
る
い
終

止
符
を
打
っ
た
の
が
マ
ル
サ
ス
で
あ
る
。
以
来
、
商
業
に
代
わ
っ
て
市
場

が
社
会
形
成
の
中
核
に
納
ま
る
べ
く
頭
を
擡
げ
て
く
る
。
第
十
一
章
「
反

革
命
思
想
と
経
済
学
」
は
、
商
業
社
会
の
互
恵
と
共
栄
の
幻
想
を
引
き
剥

が
し
、
交
換
の
背
後
に
あ
る
市
場
の
論
理
を
提
示
し
た
マ
ル
サ
ス
の
『
食

糧
高
価
論
』
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

商
業
社
会
は
王
権
を
駆
逐
し
た
が
、
市
場
社
会
の
登
場
に
よ
っ
て
、
今
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然
に
進
歩
す
る
と
見
る
連
続
的
発
展
段
階
論
で
あ
っ
た
と
説
明
さ
れ
る
。

　

本
書
全
体
を
通
し
て
著
者
は
、
こ
の
四
段
階
理
論
の
形
成
に
、
同
時
代

の
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
未
開
社
会
に
つ
い
て
の
文
献
が
影
響
し

た
こ
と
を
強
調
す
る
（
ii
頁
）
。

　

第
一
章
「
四
段
階
理
論
と
そ
の
前
史
」
で
は
、
一
七
五
〇
年
代
以
前
に

は
「
社
会
が
異
な
る
生
存
様
式
に
基
づ
い
た
連
続
す
る
諸
段
階
を
経
て
発

展
す
る
と
い
う
観
念
」
（
二
頁
）
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
論
じ
ら
れ
る
。

プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
古
代
の
著
述
家
は
、
異

な
る
生
存
様
式
が
諸
段
階
の
発
展
に
最
も
決
定
的
に
作
用
す
る
と
論
じ
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
（
四
―
八
頁
）
。
こ
の
事
情
は
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
（
一
〇

―
一
二
頁
）
や
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
（
一
三
―
一
六
頁
）
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー

な
ど
（
二
七
―
三
一
頁
）
、
近
世
初
期
の
思
想
に
お
い
て
も
同
様
で
、
生
存

様
式
を
基
本
原
理
と
す
る
連
続
的
発
展
段
階
論
の
登
場
は
一
七
五
〇
年
代

を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
著
者
は
論
じ
る
（
三
一
―
三
二
頁
）
。

　

第
二
章
「
『
始
ま
り
に
お
い
て
全
世
界
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
た
』
」
で
は
、

十
八
世
紀
の
著
述
家
に
は
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
事
実
情
報
に
つ

い
て
の
膨
大
な
文
献
が
利
用
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
四
六

―
七
〇
頁
）
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
文
献
が
、
社
会
の
最
初
期
は
当
時
の
ア

メ
リ
カ
の
よ
う
な
狩
猟
段
階
で
あ
っ
た
と
の
推
定
を
可
能
と
し
た
こ
と
で
、

四
段
階
理
論
の
成
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
著
者
は
主
張
す
る

（
七
二
―
七
三
頁
）
。

　

第
三
章
「
一
七
五
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
先
駆
者
た
ち
」
で
は
、
一
七

五
〇
年
代
初
頭
に
書
か
れ
た
テ
ュ
ル
ゴ
の
『
政
治
地
理
学
に
つ
い
て
』
と

『
普
遍
史
草
稿
』
に
お
い
て
、
生
存
様
式
に
基
づ
く
連
続
的
発
展
段
階
論

　

書
評　

『
社
会
科
学
と
高
貴
な
ら
ざ
る
未
開
人 

 
 

―
―
十
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
四
段
階
理
論
の
出
現

』

　
　
（
ロ
ン
ル
ド
・
L
・
ミ
ー
ク
著
、
田
中
秀
夫
監
訳
、�

�

村
井
路
子
・
野
原
慎
司
訳
、
昭
和
堂
、二
〇
一
五
年
）

古
家
弘
幸

　

本
書
は
十
八
世
紀
半
ば
の
フ
ラ
ン
ス
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
登
場
し
た

「
四
段
階
理
論
」
が
、
啓
蒙
思
想
に
お
い
て
社
会
科
学
の
源
泉
と
な
っ
た

こ
と
を
主
張
す
る
。
序
文
で
は
四
段
階
理
論
が
、
社
会
は
生
存
様
式
を
主

動
因
と
し
て
、
狩
猟
、
遊
牧
、
農
業
、
商
業
と
い
う
四
段
階
を
通
っ
て
自
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が
初
め
て
定
式
化
さ
れ
、
四
段
階
理
論
が
登
場
し
た
と
論
じ
ら
れ
る
（
八

四
―
八
八
頁
）
。
た
だ
し
公
刊
さ
れ
た
著
作
と
し
て
は
、
と
も
に
一
七
五
八

年
出
版
の
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
の
『
精
神
論
』
と
ゴ
ゲ
の
『
法
、
技
芸
、
科

学
の
起
源
』
が
、
四
段
階
理
論
の
嚆
矢
で
あ
っ
た
と
著
者
は
見
る
（
一
一

〇
頁
）
。
特
に
ゴ
ゲ
が
、
異
な
る
生
存
様
式
に
基
づ
く
連
続
的
発
展
段
階

論
を
原
理
と
し
て
用
い
、
古
代
の
著
作
と
近
世
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
状
況

に
つ
い
て
の
著
作
を
付
き
合
わ
せ
て
、
歴
史
事
実
を
聖
書
の
記
述
と
も
整

合
さ
せ
つ
つ
記
述
し
た
こ
と
を
、
当
時
と
し
て
は
傑
出
し
た
方
法
論
で

あ
っ
た
と
著
者
は
評
価
す
る
（
一
〇
五
―
一
〇
九
頁
）
。

　

第
四
章
「
一
七
五
〇
年
代
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
先
駆
者
た
ち
」
で
は
、

ダ
ル
リ
ン
プ
ル
の
『
封
建
的
所
有
権
』
（
一
七
五
七
年
）
が
、
ア
メ
リ
カ
・

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
第
一
段
階
の
社
会
の
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
な
ど
、
四

段
階
理
論
に
つ
い
て
公
刊
さ
れ
た
最
初
の
見
解
と
論
じ
ら
れ
る
（
一
二
二

―
一
二
四
頁
）
。
た
だ
し
ダ
ル
リ
ン
プ
ル
も
ケ
イ
ム
ズ
の
『
道
徳
と
自
然
宗

教
』
第
二
版
と
『
法
史
論
集
』
（
一
七
五
八
年
）
も
、
生
存
様
式
の
変
化
を

段
階
的
発
展
の
主
動
因
と
は
論
じ
て
い
な
い
こ
と
は
、
例
え
ば
著
者
に
よ

る
ケ
イ
ム
ズ
の
引
用
文
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（
一
二
七
―
一
二
八
頁
）
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
『
法
学
講
義
』
の
A
ノ
ー
ト
（
一
七
六
二
―
六
三
年
）

で
も
、
法
や
統
治
、
所
有
権
に
つ
い
て
の
歴
史
論
に
幅
広
く
四
段
階
理
論

が
使
わ
れ
て
い
る
と
著
者
は
論
じ
る
が
（
一
三
七
―
一
四
七
頁
）
、
し
か
し

所
有
権
に
つ
い
て
の
ス
ミ
ス
の
講
義
が
全
て
四
段
階
理
論
の
枠
内
に
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
く
（
一
四
一
頁
）
、
ま
た
四
段
階
理
論
に
お
い
て
も
ス
ミ
ス

は
、
変
化
の
主
動
因
を
生
存
様
式
で
は
な
く
環
境
に
求
め
る
モ
ン
テ
ス

キ
ュ
ー
の
手
法
を
意
識
的
に
受
容
し
て
い
た
と
、
著
者
は
認
め
て
い
る
（
一

四
七
―
一
四
八
頁
）
。

　

第
五
章
「
高
貴
な
ら
ざ
る
未
開
人
と
『
粗
野
な
部
族
の
歴
史
』
」
で
は
、

一
七
六
〇
か
ら
八
〇
年
に
か
け
て
、
未
開
人
の
歴
史
を
主
要
関
心
と
す
る

著
述
家
た
ち
に
よ
っ
て
、
四
段
階
理
論
が
フ
ラ
ン
ス
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

で
大
き
く
発
展
し
た
と
論
じ
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
ケ
ネ
ー
と
ミ
ラ

ボ
ー
の
『
農
業
哲
学
』
（
一
七
六
三
年
）
と
、
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
の
『
人
間

論
』
（
一
七
七
三
年
）
が
、
四
段
階
理
論
を
用
い
て
生
存
様
式
か
ら
社
会
の

変
化
を
説
明
し
た
（
一
六
〇
―
一
六
三
頁
）
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
ケ
イ

ム
ズ
の
『
人
間
史
素
描
』
（
一
七
七
四
年
）
が
、
四
段
階
理
論
を
発
展
さ
せ

て
応
用
し
（
一
八
三
―
一
八
九
頁
）
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
『
ア
メ
リ
カ
史
』（
一

七
七
七
年
）
は
、
四
段
階
理
論
を
用
い
て
生
存
様
式
か
ら
法
や
生
活
の
差

異
を
説
明
し
、
古
代
の
旧
世
界
と
当
時
の
新
世
界
の
類
似
性
を
強
調
し
た

（
一
六
八
―
一
七
二
頁
）
。
ま
た
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
の
『
市
民
社
会
史
論
』
（
一

七
六
七
年
）
の
第
二
部
「
粗
野
な
部
族
の
歴
史
」
は
、
狩
猟
民
を
未
開
人
と
、

ま
た
遊
牧
民
を
野
蛮
人
と
同
一
視
す
る
範
疇
を
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
か
ら
受

け
継
ぎ
、
そ
こ
に
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
以
来
の
所
有
権
の
変
化
へ
の
関
心
を
混

合
し
た
（
一
八
一
頁
）（
し
た
が
っ
て
監
訳
者
の
巻
末
解
説
で
の
「
未
開
」
と
「
野

蛮
」
の
言
葉
の
使
い
方
は
、
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
と
ミ
ー
ク
の
議
論
に
則
し
て
い
な
い
）
。

と
は
い
え
四
段
階
理
論
が
中
心
的
な
分
析
枠
と
し
て
全
面
的
に
活
用
さ
れ
、

社
会
科
学
を
一
人
前
に
し
た
と
ミ
ー
ク
が
最
大
限
に
評
価
す
る
の
は
、
ミ

ラ
ー
の
『
階
級
区
分
の
起
源
』
（
一
七
七
九
年
）
と
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
統
治

史
論
』
（
第
三
版
、
一
八
〇
三
年
）
で
あ
る
。
ミ
ラ
ー
は
社
会
の
発
展
を
一

貫
し
て
説
明
す
る
歴
史
の
唯
物
論
的
概
念
を
初
め
て
提
示
し
、
四
段
階
理

論
を
真
の
歴
史
哲
学
に
変
容
し
た
う
え
、
他
の
誰
よ
り
も
熟
達
し
て
応
用
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史
解
釈
を
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
か
ら
打
ち
出
そ
う
と
す
る
（
iii
頁
）
。

例
え
ば
ボ
シ
ュ
エ
の
『
普
遍
史
論
』
（
一
六
八
一
年
）
に
お
け
る
「
意
図
せ

ざ
る
結
果
の
法
則
」
を
、
著
者
は
「
唯
物
論
的
」
説
明
と
解
釈
し
て
い
る

が
（
二
二
頁
）
、
ボ
シ
ュ
エ
は
神
が
そ
の
賢
慮
に
お
い
て
事
物
を
秩
序
立
っ

た
仕
方
で
互
い
に
関
連
付
け
結
合
す
る
よ
う
に
「
驚
異
的
な
連
鎖
」
を
創

り
、
「
最
も
遠
い
原
因
に
お
い
て
結
果
を
準
備
し
て
お
ら
れ
る
」
と
考
え

た
の
で
あ
り
、
歴
史
家
は
神
の
「
秘
密
の
意
向
」
を
探
し
求
め
る
の
だ
と

論
じ
た
（
二
〇
頁
）
。
ま
た
神
は
個
々
の
立
法
者
や
征
服
者
を
通
じ
て
仕

事
を
し
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
彼
ら
は
歴
史
を
作
っ
た
も
の
の
、
思
い
通
り

に
作
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
超
越
し
た
力
に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
常
に
彼

ら
は
感
じ
て
い
た
の
だ
と
ボ
シ
ュ
エ
は
考
え
て
い
た
。
「
地
上
に
現
れ
た

全
て
の
偉
大
な
帝
国
は
、
異
な
る
道
を
通
っ
て
、
宗
教
の
善
と
神
の
栄
誉

に
導
い
た
」
の
で
あ
る
（
二
一
―
二
二
頁
）
。
ボ
シ
ュ
エ
は
聖
書
で
描
か
れ

た
「
ア
ベ
ル
は
羊
飼
い
で
あ
り
、
カ
イ
ン
は
土
地
の
耕
作
者
で
あ
っ
た
」

こ
と
を
歴
史
的
真
実
と
受
け
取
っ
た
の
で
あ
り
（
二
一
頁
）
、
『
創
世
記
』

に
描
か
れ
た
異
な
る
生
存
様
式
の
並
存
を
事
実
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
異
な
る
生
存
様
式
が
置
き
換
わ
っ
て
い
く
と
い
う
著
者
の
言
う
連

続
的
発
展
段
階
論
で
は
な
く
、
ボ
シ
ュ
エ
を
四
段
階
理
論
の
先
駆
と
す
る

著
者
の
主
張
（
二
一
頁
）
に
は
根
拠
が
な
い
。

　

ビ
ー
テ
ィ
の
『
道
徳
科
学
原
理
』
第
二
巻
（
一
七
九
三
年
）
が
、
四
段

階
理
論
を
受
容
し
つ
つ
も
、
段
階
か
ら
段
階
へ
と
移
行
す
る
に
つ
れ
て
古

い
生
存
様
式
は
次
の
生
存
様
式
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く

「
組
み
合
わ
さ
っ
て
」
累
積
し
て
い
く
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
、

著
者
は
「
修
正
主
義
的
」
と
し
て
い
る
が
（
二
三
九
―
二
四
一
頁
）
、
こ
れ

し
定
式
化
し
た
と
著
者
は
主
張
す
る
（
一
八
九
―
二
〇
一
頁
）
。

　

第
六
章
「
修
正
主
義
者
、
詩
人
、
経
済
学
者
」
で
は
、
四
段
階
理
論
を

条
件
付
き
で
採
用
し
た
修
正
主
義
者
、
四
段
階
理
論
を
讃
え
た
詩
人
、
一

七
七
〇
年
代
以
降
、
経
済
学
体
系
構
築
の
た
め
に
四
段
階
理
論
を
用
い
始

め
た
経
済
学
者
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
十
八
世
紀
末
に
か
け
て
、
未
開

人
の
歴
史
の
記
述
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
多
く
の
分
野
で
四
段
階
理
論
が

広
範
に
用
い
ら
れ
た
と
論
じ
ら
れ
る
。
ヒ
ュ
ー
・
ブ
レ
ア
の
『
オ
シ
ア
ン

の
詩
の
批
評
』
（
一
七
六
三
年
）
は
四
段
階
理
論
を
受
容
し
、
マ
ク
フ
ァ
ー

ソ
ン
の
詩
で
描
か
れ
た
オ
シ
ア
ン
の
時
代
を
狩
猟
段
階
と
見
な
し
た
（
二

二
〇
―
二
二
二
頁
）
。
ま
た
ス
ミ
ス
や
テ
ュ
ル
ゴ
、
ケ
ネ
ー
、
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ

ク
な
ど
の
経
済
学
者
の
新
た
な
体
系
が
「
実
際
に
四
段
階
理
論
か
ら
生
じ

た
」
と
著
者
は
主
張
す
る
（
二
六
四
頁
）
。
四
段
階
理
論
で
提
示
さ
れ
た
歴

史
的
過
程
を
支
配
す
る
法
則
が
商
業
段
階
の
市
場
経
済
を
も
支
配
し
て
い

る
と
の
考
え
か
ら
、
秩
序
立
っ
た
予
測
可
能
な
仕
方
で
働
く
法
則
を
探
る

と
い
う
社
会
科
学
の
研
究
分
野
が
形
成
さ
れ
た
の
だ
と
著
者
は
結
論
付
け

る
（
二
六
五
頁
）
。

　

以
上
が
本
書
の
概
要
で
あ
る
が
、
評
者
に
は
大
き
く
分
け
て
二
点
の
疑

問
が
あ
る
。
一
点
目
は
、
著
者
が
論
じ
る
著
者
た
ち
の
多
く
が
依
然
と
し

て
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
下
に
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
『
創
世
記
』
に
記
述
さ

れ
て
い
る
聖
史
を
踏
ま
え
た
議
論
を
し
て
い
た
側
面
を
、
著
者
が
こ
と
ご

と
く
過
小
評
価
、
ま
た
は
無
視
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
十
八
世

紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
著
者
た
ち
が
自
然
科
学
の
新
し
い
研
究
方
法
を
社
会

と
そ
の
歴
史
に
適
用
し
よ
う
と
し
た
試
み
は
、「
圧
倒
的
に
『
唯
物
論
的
』
」

で
あ
っ
た
と
、
著
者
は
神
学
的
要
素
を
出
来
る
限
り
そ
ぎ
落
と
し
た
思
想
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フ
ァ
ル
コ
ナ
ー
が
『
所
感
』
（
一
七
八
一
年
）
で
取
り
扱
っ
て
い
る
文
芸

や
学
問
の
影
響
、
奢
侈
と
洗
練
の
影
響
を
、
マ
ル
ク
ス
に
引
き
付
け
て
「
上

部
構
造
」
な
ど
と
呼
ぶ
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
フ
ァ
ル
コ
ナ
ー
に
お
い

て
は
「
無
関
係
な
こ
と
と
関
係
あ
る
こ
と
が
ご
っ
た
に
な
り
、
ま
た
空
想

的
な
こ
と
と
現
実
的
な
こ
と
も
ご
っ
た
に
な
っ
て
い
る
ご
た
ま
ぜ
で
あ

る
」
（
二
二
九
頁
）
な
ど
と
い
う
評
価
が
出
て
く
る
の
は
、
著
者
が
フ
ァ
ル

コ
ナ
ー
の
四
段
階
説
を
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
史
観
に
我
田
引
水
し
て
一
刀
両

断
に
解
釈
し
て
い
る
だ
け
で
、
フ
ァ
ル
コ
ナ
ー
に
則
し
て
見
て
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。
思
想
史
学
の
対
象
に
す
る
限
り
、
テ
キ
ス
ト
に
「
無
関
係
な

こ
と
」
な
ど
存
在
し
な
い
。
フ
ァ
ル
コ
ナ
ー
に
は
「
関
連
の
疑
わ
し
い
素

材
を
議
論
に
導
入
す
る
傾
向
」
（
二
三
〇
頁
）
が
あ
る
な
ど
と
い
う
評
価
を

教
条
主
義
的
に
下
す
よ
う
な
、
テ
キ
ス
ト
と
そ
の
文
脈
に
則
さ
な
い
論
者

を
、
評
者
は
い
か
な
る
意
味
で
も
思
想
史
家
と
は
認
め
な
い
。

　

本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
思
想
家
や
著
作
は
確
か
に
内
容
豊
か
で

あ
る
。
し
か
し
マ
ル
ク
ス
の
史
的
唯
物
論
を
暗
黙
の
目
的
地
と
し
て
、
そ

こ
に
至
る
ル
ー
ト
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
十
八
世
紀
の
思
想
史
の
中
に
、

社
会
科
学
の
萌
芽
と
し
て
の
四
段
階
理
論
な
る
概
念
物
を
見
出
そ
う
と
す

る
著
者
の
論
じ
方
そ
の
も
の
が
、
思
想
史
学
の
方
法
と
し
て
転
倒
し
て
い

る
。
汲
み
尽
く
せ
な
い
豊
饒
な
十
八
世
紀
思
想
の
持
つ
真
の
意
義
、
多
様

性
、
現
代
の
読
者
が
学
べ
る
可
能
性
が
、
こ
と
ご
と
く
置
き
去
り
に
さ
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
本
書
の
主
張
の
多
く
に
は
根
拠
が
な
く
、
全
体
を
通

し
て
見
れ
ば
そ
の
論
旨
の
展
開
は
支
離
滅
裂
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

 

（
ふ
る
や
・
ひ
ろ
ゆ
き
／
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
社
会
・
経
済
思
想
史
）

は
ま
さ
に
『
創
世
記
』
の
認
識
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ビ
ー
テ
ィ
が
修
正
主

義
的
な
の
で
あ
れ
ば
、
『
創
世
記
』
も
四
段
階
理
論
の
先
駆
で
あ
っ
て
、

著
者
が
主
張
す
る
「
唯
物
論
的
」
と
の
四
段
階
理
論
の
性
格
付
け
は
完
全

に
否
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

疑
問
の
二
点
目
は
、
著
者
が
マ
ル
ク
ス
主
義
の
史
的
唯
物
論
を
モ
デ
ル

と
し
て
四
段
階
理
論
を
定
式
化
し
、
そ
の
起
源
と
見
な
し
得
る
も
の
を
十

八
世
紀
の
テ
キ
ス
ト
の
中
に
無
理
や
り
探
し
出
し
、
唯
物
論
的
な
四
段
階

理
論
こ
そ
が
社
会
科
学
の
基
礎
と
な
っ
た
と
の
独
自
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
創

作
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
著
者
に
よ

れ
ば
、
ミ
ラ
ー
は
「
大
い
に
マ
ル
ク
ス
の
よ
う
な
や
り
方
で
」
四
段
階
理

論
を
歴
史
解
釈
の
主
導
原
理
と
し
て
定
式
化
し
（
一
九
二
頁
）
、
そ
れ
を
著

作
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
一
貫
し
た
主
導
原
理
と
し
て
使
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
（
一
九
三
頁
）
、
こ
の
箇
所
に
付
さ
れ
た
註
に
お
い
て
引
用
さ

れ
て
い
る
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
図
書
館
に
あ
る
ミ
ラ
ー
の
統
治
講
義
の
生

徒
に
よ
る
ノ
ー
ト
と
さ
れ
る
も
の
か
ら
の
メ
モ
書
き
が
、
著
者
が
論
じ
る

意
味
で
の
異
な
る
生
存
様
式
に
基
づ
く
連
続
的
発
展
段
階
論
と
し
て
の
四

段
階
理
論
に
つ
い
て
、
本
書
全
体
を
通
じ
て
提
示
さ
れ
た
定
式
化
の
唯
一

の
証
拠
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
「
ミ
ラ
ー
自
身
が
講
義
し
た
実
際
の

ノ
ー
ト
の
組
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
け
っ
し
て
確
実
で
は
な
く
、
こ
の

ノ
ー
ト
に
は
、
…
…
多
く
の
謎
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
し
て

残
っ
て
い
る
」
と
著
者
自
身
が
認
め
る
ほ
ど
不
確
実
な
代
物
で
あ
る
（
二

一
一
―
二
一
二
頁
註
一
四
三
）
。
四
段
階
理
論
が
「
大
い
に
マ
ル
ク
ス
の
よ

う
な
や
り
方
で
」
定
式
化
さ
れ
た
と
の
本
書
全
体
を
通
じ
て
著
者
の
最
も

中
心
的
な
主
張
を
支
え
る
論
拠
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
薄
弱
で
あ
る
。
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著
者
の
研
究
視
点
を
一
言
で
表
現
す
れ
ば
、
「
近
代
自
然
法
学
と
古
典

的
共
和
主
義
（
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
）
と
い
う
二
つ
の
伝
統
の

総
合
お
よ
び
発
展
形
態
と
し
て
の
《
商
業
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
》
（
近
代
社

会
の
原
理
）
の
形
成
過
程
の
探
究
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、

著
者
が
こ
の
二
つ
の
伝
統
に
関
す
る
代
表
的
研
究
書
で
あ
る
フ
ォ
ー
ブ
ズ

と
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
著
作
の
翻
訳
書
を
（
『
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
的
政
治
学
』
二
〇

一
一
年
、
『
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
ア
ン
・
モ
ー
メ
ン
ト
』
二
〇
〇
八
年
と
し
て
）
刊
行

し
つ
つ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
知
識
人
を
代
表
し
う
る
三
名
（
ハ
チ
ス
ン
、

ヒ
ュ
ー
ム
、
ケ
イ
ム
ズ
）
の
著
作
を
も
訳
出
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
も
う
一
人
の
啓
蒙
知
識
人
ジ
ョ
ン
・
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
『
啓

蒙
と
改
革
』
（
一
九
九
九
年
）
で
そ
の
二
大
主
著
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
幅
広
い
読
書
領
域
に
支
え
ら
れ
た
著
者
の
旺
盛
な
執
筆
力
に
は
驚
嘆

せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
第
一
作
の
「
中
間
報
告
」
に
続
く
本
書
に
対
し
て

も
「
他
日
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
全
体
像
を
描
き
出
さ
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
際
の
著
者
へ
の
何
ら
か
の
助
言
と
な
れ

ば
、
と
の
願
望
を
込
め
て
、
以
下
、
本
書
全
一
〇
章
の
流
れ
を
追
っ
た
後
、

「
副
題
」
を
め
ぐ
る
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
提
出
し
た
い
。

　

第
一
作
の
『
研
究
』
が
一
七
〇
七
年
の
「
合
邦
問
題
」
か
ら
一
七
七
〇

年
代
の
「
ア
メ
リ
カ
問
題
」
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本

書
で
は
「
合
邦
の
完
成
」
者
と
し
て
の
第
三
代
ア
ー
ガ
イ
ル
公
爵
か
ら
、

啓
蒙
の
「
盛
期
か
ら
黄
昏
に
向
か
う
」
時
期
に
「
孤
軍
奮
闘
し
た
」
ミ
ラ
ー

ま
で
を
扱
い
、
そ
の
間
に
「
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
啓
蒙
」
の
知
識
人
を
介
在
さ

せ
て
い
る
の
が
特
徴
と
い
え
よ
う
。

　

第
一
章
で
は
、
啓
蒙
と
恩
顧
（
パ
ト
ロ
ネ
ッ
ジ
）
の
「
密
接
な
関
係
」

　

書
評　

『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
と
は
何
か 

 
 

―
―
近
代
社
会
の
原
理

』

（
田
中
秀
夫
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
）

篠
原 

久

　

本
書
は
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
」
を
表
題
に
掲
げ
た
著
作
と
し
て
は
、

『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
史
研
究
』
（
一
九
九
一
年
）
に
続
く
著
者
の

第
二
作
目
に
相
当
す
る
が
、
こ
れ
を
副
題
に
用
い
た
著
者
の
著
作
と
し
て

は
他
に
三
点
あ
げ
ら
れ
る
（
『
文
明
社
会
と
公
共
精
神
』
一
九
九
六
年
、
『
ア
メ

リ
カ
啓
蒙
の
群
像
』
二
〇
一
二
年
、
『
近
代
社
会
と
は
何
か
』
二
〇
一
三
年
）
。
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次
い
で
、
通
説
と
し
て
の
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
父
」
が
第
三
章

で
取
り
上
げ
ら
れ
、
「
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
社
交
性
と
シ
ャ
ー
フ
ツ
ベ

リ
の
調
和
の
思
想
」
を
継
承
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ハ
チ
ス
ン
よ
る
「
自
然

法
思
想
、
共
和
主
義
、
キ
リ
ス
ト
教
」
の
思
想
的
総
合
過
程
（
七
一
―
四
頁
）

が
、
著
者
の
翻
訳
書
（
ハ
チ
ス
ン
『
道
徳
哲
学
序
説
』
）
末
尾
の
解
説
を
利

用
し
つ
つ
提
示
さ
れ
、
彼
の
道
徳
哲
学
が
「
自
然
法
思
想
か
ら
歴
史
理
論

へ
の
転
換
の
中
間
」
（
六
九
頁
）
に
位
置
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　

そ
の
ハ
チ
ス
ン
に
匹
敵
す
る
思
想
家
と
し
て
、
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
の

ジ
ョ
ー
ジ
・
タ
ー
ン
ブ
ル
が
、
ウ
ッ
ド
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
（P. B

. 

W
ood, A

berdeen E
nlightenm

ent, A
berdeen U

niversity Press, 1993

）
に

基
づ
い
て
、
第
四
章
で
「
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
啓
蒙
の
父
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
、

彼
に
よ
っ
て
も
ち
こ
ま
れ
た
「
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル

ス
マ
ン
の
伝
統
」
の
源
泉
が
シ
ャ
ー
フ
ツ
ベ
リ
と
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ー
ル
ズ

ワ
ー
ス
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
（
八
三
頁
）
。
フ
ォ
ー
ブ
ズ
、
ノ
ー
ト

ン
の
研
究
と
M
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
に
よ
る
伝
記
的
資
料
が
利
用
さ
れ
、タ
ー

ン
ブ
ル
の
著
作
と
し
て
は
『
道
徳
（
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
）
哲
学
原
理
』（
一

七
四
〇
―
四
一
年
）
と
『
自
由
主
義
的
教
育
論
』
（
一
七
四
〇
年
）
（
と
も
に

リ
バ
テ
ィ
ー
・
フ
ァ
ン
ド
版
）
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

次
の
二
つ
の
章
で
、
著
者
の
い
わ
ゆ
る
「
商
業
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」（
ポ
ー

コ
ッ
ク
の
用
語
）
の
担
い
手
と
し
て
の
ヒ
ュ
ー
ム
と
ス
ミ
ス
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
こ
の
思
想
が
、
「
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
「
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
的
自
然
法
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
の
発
展
形
態
（
最
終
章
で

は
「
法
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
と
「
共
和
主
義
的
政
治
思
想
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
と
の

融
合
）
（
一
〇
八
、
三
〇
五
頁
）
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
が
繰
り
返
し
て
説

へ
の
注
目
の
も
と
に
、
開
明
派
の
統
治
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
経
済
改
革
と
、

大
学
（
お
よ
び
教
会
）
へ
の
効
果
的
な
人
材
登
用
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
、

「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
最
大
の
パ
ト
ロ
ン
」
と
し
て
の
第
三
代
ア
ー

ガ
イ
ル
公
爵
こ
そ
が
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
父
」
だ
と
す
る
エ
マ
ス

ン
の
結
論
に
全
面
的
な
賛
意
が
表
明
さ
れ
て
い
る
（
本
書
で
の
利
用
に
は
間

に
合
わ
な
か
っ
た
が
、
エ
マ
ス
ン
に
よ
る
『
ア
ー
ガ
イ
ル
伝
』
が
刊
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。R

. L. E
m

erson, A
n E

nlightened D
uke: T

he 

Life of A
rchibald C

am
pbell 

（1678-1761

） , E
arl of Ilay, 3rd D

uke of A
rgyle, 

hum
m

ing earth, K
ilkerran, Scotland, 2013

）
。

　

続
く
第
二
章
で
は
、
（
著
者
の
表
現
で
は
な
い
が
）「
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
啓
蒙
の

父
」
、も
し
く
は
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
祖
父
」と
し
て
の
カ
ー
マ
イ
ケ

ル
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
（
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の
父
」
が
ハ
チ
ス
ン
だ
と

す
る
な
ら
、
彼
の
前
任
者
の
カ
ー
マ
イ
ケ
ル
は
そ
の
「
祖
父
」
で
あ
る
と
い
う
の

が
ハ
ー
マ
ン
の
意
見
で
あ
っ
た
）
（A

. H
erm

an, T
he Scottish E

nlightenm
ent, 

London, 2002

）
。
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
の
初
代
道
徳
哲
学
教
授
と
し
て
の

カ
ー
マ
イ
ケ
ル
は
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
著
作
（
『
人
間
と
市
民
の
義
務
』
）

へ
の
自
ら
の
注
釈
を
講
義
用
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
て
、
大
陸
の
「
自
然

法
学
」
を
い
ち
早
く
教
壇
に
導
入
し
、
後
任
者
た
ち
（
ハ
チ
ス
ン
、
ス
ミ
ス
、

リ
ー
ド
）
の
講
義
内
容
の
方
向
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ラ
テ
ン
語

「
注
釈
」
書
の
英
訳
（N

atural R
ights on the T

hresholds of the Scottish 

E
nlightenm

ent: T
he W

ritings of G
ershom

 C
arm

ichael, eds. J. M
oore and 

M
. Silverthorn, Indianapolis, 2002

所
収
）
に
よ
り
な
が
ら
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
「
道
徳
哲
学
」
の
変
容
（
「
ス
コ
ラ
的
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
倫
理
学
」

か
ら
の
脱
却
）
（
三
二
頁
）
が
示
さ
れ
る
。
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ニ
ス
ト
（
共
和
主
義
思
想
家
）
の
典
型
」
（
一
六
三
頁
）
で
あ
る
フ
ァ
ー
ガ

ス
ン
を
取
り
上
げ
た
次
の
第
七
章
で
は
、
「
法
の
支
配
、
法
に
基
づ
く
統

治
自
体
が
、
恩
顧
に
よ
る
人
材
の
登
用
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
と
い
う
皮

肉
な
現
実
」
（
一
六
五
頁
）
に
言
及
し
つ
つ
、
「
恩
顧
と
啓
蒙
」
の
問
題
に

つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
与
え
ら
れ
る
。

　

「
こ
の
恩
顧
政
治
も
、
い
わ
ば
競
争
市
場
の
論
理
、
す
な
わ
ち
関
係
者

の
交
渉
・
取
引
と
い
う
側
面
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
恣
意
的
で
は

あ
る
も
の
の
、
自
由
主
義
的
な
要
素
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

十
八
世
紀
に
は
民
主
化
の
圧
力
で
も
あ
る
商
業
と
競
争
の
影
響
は
広
範
に

な
っ
て
く
る
が
、
こ
こ
で
も
商
業
が
政
治
に
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ

る
」
（
一
六
四
―
五
頁
）
。

　

こ
の
「
潜
伏
テ
ー
マ
」
は
最
終
章
の
ミ
ラ
ー
論
で
よ
り
深
刻
な
様
相
を

帯
び
て
再
浮
上
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
二
つ
の
章
で
は
、
「
ア
バ

デ
ィ
ー
ン
啓
蒙
」
の
遺
産
を
携
え
て
「
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
啓
蒙
に
」
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
た
ト
マ
ス
・
リ
ー
ド
が
、
ホ
ー
コ
ン
セ
ン
が
提
供
し
た
資
料

（
［R

eid’s

］ P
ractical E

thics: B
eing L

ectures and P
apers on N

atural 

R
eligion, Self-G

overnm
ent, N

atural Jurisprudence, and the L
aw

 of 

N
ations, ed. K

. H
aakonssen, Princeton, 1990

）
の
も
と
に
登
場
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

第
八
章
で
は
そ
の
資
料
冒
頭
の
ホ
ー
コ
ン
セ
ン
の
「
序
文
」
に
基
づ
い

て
リ
ー
ド
の
「
生
涯
と
思
想
」
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
懐
疑

主
義
へ
の
対
抗
と
し
て
形
成
さ
れ
た
リ
ー
ド
に
よ
る
「
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス

哲
学
」
の
形
成
が
、
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
」
に
お
け
る
「
小
さ
な
内

部
の
対
立
傾
向
」（
一
九
五
頁
）
と
し
て
説
明
さ
れ
、
続
く
第
九
章
で
は
リ
ー

明
さ
れ
る
。

　

ま
ず
第
五
章
で
は
「
権
力
と
腐
敗
、
富
と
徳
を
め
ぐ
る
オ
ー
ガ
ス
タ
ン

論
争
」
の
総
括
と
し
て
の
ヒ
ュ
ー
ム
『
政
治
論
集
』
の
画
期
的
意
義
が
、

著
者
の
同
書
翻
訳
末
尾
の
解
説
を
利
用
し
つ
つ
強
調
さ
れ
、「
商
業
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
の
産
物
」
と
し
て
の
「
古
典
派
経
済
学
」
の
「
普
遍
的
理
論
」

性
の
意
義
（
一
一
二
頁
）
に
言
及
さ
れ
た
後
、
第
六
章
で
は
、
ヒ
ュ
ー
ム

思
想
の
継
承
者
と
し
て
の
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
「
共
和
主
義
」
的

傾
向
が
、
「
恩
顧
と
啓
蒙
」
の
負
の
側
面
と
い
う
本
書
の
「
潜
伏
」
テ
ー

マ
（
評
者
）
を
め
ぐ
っ
て
摘
出
さ
れ
る
。
第
一
章
で
は
触
れ
ら
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
こ
の
種
の
テ
ー
マ
は
、
本
章
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
文
章
の

な
か
で
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

「
恩
顧
に
は
重
商
主
義
政
策
に
伴
う
利
権
の
配
分
も
関
係
が
あ
っ
た
か

ら
、
ス
ミ
ス
が
本
心
に
お
い
て
猟
官
や
恩
顧
、
利
益
誘
導
に
無
批
判
で
あ
っ

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
で
な
け
れ
ば
『
道
徳
感
情
論
』
で
ス
ミ
ス
が
本

心
に
お
い
て
人
生
と
い
う
競
争
を
生
き
る
に
あ
た
っ
て
フ
ェ
ア
・
プ
レ
イ

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
た
こ
と
は
詭
弁
と
い
う
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
。
…
…
人
が
権
力
者
の
恩
顧
を
求
め
て
競
争
す
る
こ

と
は
、
穏
当
で
あ
る
限
り
、
ス
ミ
ス
は
許
容
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
…
…
封
建
貴
族
の
権
力
支
配
を
批
判
し
た
ス
ミ
ス
が
、
同
時
代

の
権
力
者
の
利
権
が
ら
み
の
恩
顧
支
配
に
疑
問
を
感
じ
な
か
っ
た
と
は
思

え
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
ス
ミ
ス
は
そ
の
よ
う
な
批
判
の
気
持
ち
を
も
重

商
主
義
批
判
に
込
め
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
察
さ
れ
る

の
で
あ
る
」
（
一
五
四
頁
）
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
知
識
人
の
な
か
で
「
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
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お
い
て
も
説
明
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
評
者
は
こ
れ
を
著
者
の
い
う

（
経
済
学
の
母
胎
と
し
て
の
）「
商
業
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
解
し
て
、
以
下

の
三
点
の
コ
メ
ン
ト
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
「
ヒ
ュ
ー
ム
と
ス
ミ
ス
の
経
済
学
と
リ
ー
ド
の
議
論
と
の
間

に
見
ら
れ
る
巨
大
な
懸
隔
は
、
自
然
法
学
の
枠
組
み
の
解
体
と
い
う
事
実

で
あ
る
」
（
二
六
一
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
解
体
」
の
内
実
は
本

書
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
リ
ー
ド
の
「
自
然
法
学
講
義
」
で
は
、
法
学

の
領
域
を
「
完
全
権
」
に
限
定
す
べ
き
だ
と
す
る
学
者
た
ち
の
見
解
が
批

判
さ
れ
（
一
七
七
〇
年
三
月
十
二
日
の
講
義 Practical E

thics, p. 40

）
、
こ
の

批
判
が
彼
の
『
能
動
的
力
能
論
』
（
一
七
八
八
年
）
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
が
、

「
不
完
全
権
」
は
法
学
の
対
象
外
だ
と
述
べ
て
い
た
ス
ミ
ス
（LJA

, i.15, p. 

9

）
は
、
積
極
的
徳
性
（
不
完
全
権
）
と
し
て
の
「
善
意
」
（B

eneficence

）

を
、
自
然
法
学
の
伝
統
的
な
三
義
務
論
と
し
て
で
は
な
く
、
最
晩
年
に
「
徳

性
の
性
格
論
」
と
し
て
展
開
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
啓
蒙
内
の
「
対
立
傾

向
」
の
例
と
し
て
も
、
リ
ー
ド
草
稿
の
こ
の
箇
所
に
は
言
及
し
て
お
く
べ

き
で
あ
っ
た
。

　

第
二
に
、
「
掠
奪
文
化
と
…
…
戦
争
を
…
…
克
服
す
る
…
…
普
遍
的
理

論
」
と
し
て
の
「
ス
ミ
ス
と
古
典
派
の
経
済
学
」
は
「
商
業
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
の
産
物
で
あ
る
」
（
一
一
二
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
グ
ナ
テ
ィ
エ

フ
と
ホ
ー
コ
ン
セ
ン
が
、「
ヒ
ュ
ー
ム
と
ス
ミ
ス
の
経
済
学
が
、
ホ
ー
ナ
ー

と
ミ
ル
か
ら
始
ま
り
リ
カ
ー
ド
ウ
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
様
式
の

歴
史
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
き
っ
か
け
を
め
ぐ
っ
て
（
そ

れ
を
ミ
ラ
ー
に
求
め
る
の
か
、
そ
れ
と
も
ド
ゥ
ー
ガ
ル
ド
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
影

響
の
ほ
う
を
重
視
す
る
の
か
）
論
争
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
（
三
〇
三
、

ド
の
講
義
草
稿
に
基
づ
い
て
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
で
（
ス
ミ
ス
の
後
任
と

し
て
）
行
わ
れ
た
リ
ー
ド
の
「
実
践
倫
理
学
」
が
解
説
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
草
稿
冒
頭
の
「
序
文
」
（Introductory Lecture

）
が
「
実
践
倫
理
学

の
講
義
の
全
体
を
概
説
し
た
序
文
」
だ
と
さ
れ
て
い
る
（
二
四
二
頁
）
が
、

実
は
こ
の
「
冒
頭
講
義
」
は
、
リ
ー
ド
「
道
徳
哲
学
講
義
」
全
体
の
概
説

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
彼
の
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
講
義
は

「
精
神
哲
学
」
（
ニ
ュ
ー
マ
ト
ロ
ジ
ー
）
、「
倫
理
学
」
、「
政
治
学
」
か
ら
な
り
、

「
倫
理
学
」
が
「
理
論
（
思
索
的
）
倫
理
学
」
と
「
実
践
倫
理
学
」
に
分
か

れ
、
こ
の
「
実
践
倫
理
学
」
が
（
神
、
自
己
、
他
者
へ
の
）
三
義
務
論
か
ら

な
り
、
「
自
然
法
学
」
は
他
者
へ
の
義
務
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
の
第
一
〇
章
で
は
、
三
名
の
研
究
者
に
よ
る
ミ
ラ
ー
解
釈
の
論
戦

が
展
開
さ
れ
、
ま
ず
「
社
会
の
進
歩
」
と
「
意
図
せ
ざ
る
結
果
の
論
理
」

に
基
づ
く
「
懐
疑
的
ウ
イ
ッ
グ
主
義
」
と
し
て
ミ
ラ
ー
の
思
想
を
と
ら
え

る
フ
ァ
ー
ブ
ズ
の
見
解
と
、
「
一
七
八
四
年
の
…
…
議
員
の
腐
敗
」
以
降
、

「
懐
疑
的
ウ
イ
ッ
グ
主
義
」
を
脱
し
て
「
市
民
的
共
和
主
義
」
に
向
か
っ

た
ミ
ラ
ー
は
、
ス
ミ
ス
の
（
「
経
済
学
」
的
）
思
考
を
継
承
し
え
な
か
っ
た

と
す
る
イ
グ
ナ
テ
ィ
エ
フ
の
見
解
（
二
九
六
―
八
頁
）
が
対
比
さ
れ
た
あ
と
、

ス
ミ
ス
の
（
「
新
し
い
自
然
法
学
」
に
基
づ
く
）「
立
法
者
の
科
学
」
を
継
承

し
た
の
が
ミ
ラ
ー
で
あ
っ
て
、
彼
は
た
だ
焦
点
を
法
哲
学
か
ら
法
の
歴
史
・

社
会
学
に
移
動
さ
せ
た
だ
け
だ
、
と
の
ホ
ー
コ
ン
セ
ン
の
見
解
が
示
さ
れ

る
。
そ
の
ホ
ー
コ
ン
セ
ン
に
対
し
て
は
、
「
経
済
学
」
成
立
に
あ
た
っ
て

の
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
」
認
識
が
希
薄
で
あ
っ
た
と
の
著
者
の
コ
メ
ン

ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
書
の
副
題
の
「
近
代
社
会
の
原
理
」
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
ど
こ
に
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書
評　

『
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
い
う
鏡 

 
 

―
―
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
歴
史
主
義
の
時
代

』

（
熊
谷
英
人
著
、
白
水
社
、
二
〇
一
五
年
）

髙
山
裕
二

　

一
七
八
九
年
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
起
こ
る
と
、
晩
年
の
カ
ン
ト
は
そ
の

世
界
史
的
意
義
を
認
め
共
感
を
示
し
た
。
ま
た
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
の
学

生
だ
っ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
は
革
命
理
念
に
共
鳴
し
、
友
人
シ
ェ
リ
ン
グ
ら
と
と

も
に
「
自
由
の
樹
」
を
植
え
て
革
命
を
祝
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

ド
イ
ツ
思
想
史
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
聞
い
た
と
き
、
多
く
の
人

三
一
七
頁
）
、
ス
ミ
ス
以
降
の
展
開
途
上
で
の
当
該
理
論
の
変
容
と
そ
の

意
味
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
「
腐
敗
」
に
対
抗
す
る
「
才
能
と
地
位
（
貴
族
の
愛
国
心
）
と

の
結
合
」
が
実
行
不
可
能
に
な
っ
た
時
点
で
、
ミ
ラ
ー
が
「
政
治
改
革
を

支
持
し
、
人
民
の
友
に
加
わ
っ
た
」
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
（
二
八
四
―
五
頁
）
、
「
恩
顧
と
啓
蒙
」
と
い
う
「
潜
伏
テ
ー
マ
」
が
、

今
後
の
著
者
の
ミ
ラ
ー
研
究
で
新
た
に
浮
上
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

 

（
し
の
は
ら
・
ひ
さ
し
／
社
会
思
想
史
）
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イ
ツ
精
神
史
遍
歴
の
旅
」
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
。

　

以
下
で
は
、
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
思
想
を
専
門
と
す
る
者
の
関
心
か
ら
、

本
書
の
中
心
を
な
す
第
二
―
四
部
の
内
容
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
評
者
は

ド
イ
ツ
語
圏
の
専
門
家
で
も
革
命
史
の
専
門
家
で
も
な
く
、
た
と
え
ば
本

書
の
ド
イ
ツ
思
想
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
や
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
個
々
の

事
件
の
理
解
な
ど
に
関
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
各
専
門
家
に
委
ね
た
い
。

一　

ダ
ー
ル
マ
ン
と
「
自
由
主
義
」
の
誕
生

　

ド
イ
ツ
の
自
由
派
に
と
っ
て
歴
史
意
識
を
強
く
さ
せ
た
の
は
、
パ
リ
の

七
月
革
命
だ
っ
た
。
こ
の
革
命
は
欧
州
全
土
を
政
治
化
し
、
ド
イ
ツ
で
も

「
復
旧
期
」（
一
八
一
五
―
三
〇
）
に
論
壇
に
登
場
し
た
自
由
派
知
識
人
に
「
政

治
的
確
信
の
正
し
さ
」
を
自
覚
さ
せ
た
。
か
れ
ら
は
「
運
動
派
」
に
分
類

さ
れ
る
が
、
同
派
の
「
民
主
派
」
と
は
「
明
確
に
一
線
を
画
す
る
」
（
九

三
頁
）
。
つ
ま
り
、
既
成
秩
序
の
転
覆
で
は
な
く
、
「
中
間
層
」
を
中
核
と

し
て
立
憲
制
へ
の
「
改
革
」
を
志
向
し
た
の
が
「
自
由
派
」
だ
っ
た
。

　

「
文
献
学
の
革
新
者
」
ヴ
ォ
ル
フ
の
薫
陶
を
受
け
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

ク
リ
ス
ト
フ
・
ダ
ー
ル
マ
ン
は
、
次
第
に
近
代
史
に
重
点
を
移
し
、
独
自

の
国
家
論
を
展
開
し
た
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、
「
善
き
国
家
」
に
は
等
族
議

会
を
通
じ
た
政
治
参
加
、
古
き
国
制
＝
憲
法
の
復
活
が
欠
か
せ
な
い
。
た

だ
、
そ
の
議
会
は
特
権
層
だ
け
で
な
く
「
市
民
層
」
に
も
門
戸
を
開
く
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
ダ
ー
ル
マ
ン
の
描
く
議
会
に
は
、
身

分
利
害
を
超
え
て
「
正
義
に
か
な
っ
た
」
立
法
を
行
な
う
「
国
民
の
代
表
」

の
役
割
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
時
代
精
神
の
「
進
歩
」
に
沿
っ
た
改

が
ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
な
い
か
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
後
ド
イ
ツ
の
思
想
家
た
ち
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
ど
う
論
じ

た
の
か
、
そ
も
そ
も
そ
の
歴
史
的
事
件
へ
の
関
心
を
持
ち
続
け
た
の
か
と

な
る
と
、
よ
く
知
る
人
は
多
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
実
、ド
イ
ツ
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
自
国
の
差
し
迫
っ
た
「
政

治
的
」
問
題
と
し
て
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
代
表
的

な
論
客
が
ダ
ー
ル
マ
ン
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
、
ジ
ー
ベ
ル
ら
三
月
革
命
前
（
三

月
前
期
。
狭
義
に
は
一
八
三
〇
―
四
八
）
の
「
自
由
派
」
の
歴
史
家
・
政
治

家
だ
っ
た
。
か
れ
ら
に
と
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
単
な
る
思
弁
の
対
象

で
は
な
く
、
ま
さ
に
「
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
未
来
世
界
を
映
し
出
す

鏡
」
と
し
て
、
「
実
用
的
」
な
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
。
か
れ
ら
は
フ
ラ

ン
ス
革
命
の
あ
り
え
た
道
―
―
急
進
化
を
避
け
て
「
改
革
」
す
る
方
向

―
―
を
語
る
こ
と
で
、
目
指
す
べ
き
国
制
像
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

ら
を
「
改
革
」
の
政
治
学
と
し
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
本
書
は
、
フ
ラ
ン

ス
革
命
後
ド
イ
ツ
思
想
史
研
究
の
空
白
を
埋
め
る
力
作
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
四
部
構
成
を
と
る
。
第
Ⅰ
部
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
論
の
誕
生

（
一
七
八
九
―
一
八
三
〇
）
」
で
は
、
個
々
の
歴
史
家
の
分
析
の
前
提
と
し
て
、

革
命
当
時
の
ド
イ
ツ
「
知
識
人
」
の
反
応
と
、
そ
の
後
の
史
論
に
多
大
な

影
響
を
与
え
た
ミ
ニ
ェ
の
革
命
史
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
第
Ⅱ
部

「
ダ
ー
ル
マ
ン
と
「
憲
法
」
（
一
八
三
〇
―
一
八
三
九
）
」
、
第
Ⅲ
部
「
ド
ロ
イ

ゼ
ン
と
「
国
民
」
（
一
八
四
〇
―
一
八
四
八
）
」
、
第
Ⅳ
部
「
ジ
ー
ベ
ル
と
「
社

会
問
題
」
（
一
八
四
九
―
一
八
七
二
）
」
、
と
続
く
。
一
見
、
か
れ
ら
が
活
躍

し
た
時
代
の
相
違
、
世
代
差
が
目
に
つ
く
が
（
ジ
ー
ベ
ル
は
ほ
と
ん
ど
の
代

表
作
が
三
月
革
命
後
で
あ
る
）
、
著
者
は
、
か
れ
ら
の
思
想
分
析
を
通
じ
て
「
ド
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の
目
覚
め
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
と
著
者
は
言
う
。

　

こ
の
高
揚
の
申
し
子
、
「
歴
史
」
の
転
換
点
を
鋭
く
見
抜
い
た
の
が
、

ヨ
ハ
ン
・
グ
ス
タ
フ
・
ド
ロ
イ
ゼ
ン
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
大
学
時
代
に
決

定
的
な
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
を
思
わ
せ
る
概
念
（
そ
の
内

実
は
異
な
る
と
さ
れ
る
「
人
倫
」
）
を
主
軸
に
、
「
国
家
の
理
念
」
が
発
展
す

る
歴
史
を
描
き
出
す
（
な
お
、
か
れ
は
歴
史
に
お
け
る
「
神
の
御
手
」
、
「
事
物

の
静
か
な
る
力
」
（
一
六
六
頁
）
を
把
捉
す
る
意
義
を
強
調
す
る
が
、
テ
ィ
エ
ー

ル
の
よ
う
な
「
必
然
論
」
は
不
毛
だ
と
断
じ
た
と
い
う
）
。

　

『
解
放
戦
史
』
（
一
八
四
六
）
で
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
・
宗
教
改
革
か
ら
現

代
ま
で
が
「
解
放
戦
争
」
の
歴
史
と
し
て
描
か
れ
る
。
そ
の
歴
史
の
な
か

で
「
国
家
の
理
念
」
の
顕
現
に
不
可
欠
と
さ
れ
る
の
が
「
公
民
制
」
（
一

七
八
頁
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
臣
民
を
国
家
（
へ
の
関
与
）
か
ら
疎
外
し
て

き
た
政
治
を
超
克
す
る
試
み
こ
そ
フ
ラ
ン
ス
革
命
だ
っ
た
と
い
う
。
国マ

マ制

参
加
に
よ
っ
て
、
「
国
民
性
」
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
の
だ
！

　

も
う
ひ
と
つ
、
ド
ロ
イ
ゼ
ン
に
特
徴
的
な
主
張
は
、
十
八
世
紀
の
「
啓

蒙
お
よ
び
政
治
的
均
衡
」
の
要
を
な
し
た
と
さ
れ
る
英
国
へ
の
否
定
的
評

価
で
あ
る
。
英
国
は
「
身
分
制
的
権
力
」
を
温
存
し
、
「
旧
き
欧
州
」
の

矛
盾
・
腐
敗
・
不
合
理
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
こ

の
旧
き
欧
州
に
対
す
る
新
し
い
共
和
国
の
戦
争
だ
っ
た
。
だ
が
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
と
い
う
「
偉
人
」
の
登
場
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
「
国
家
の
理
念
に
よ
る

専
制
」
（
二
〇
五
頁
）
、
絶
対
主
義
に
回
帰
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
れ

は
「
自
律
」
な
い
し
「
私
」
の
領
域
の
全
否
定
で
あ
る
が
ゆ
え
に
批
判
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
強
調
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
敗
戦
国
ド
イ
ツ
は
か
え
っ
て
、

革
が
遂
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
―
―
。

　

ダ
ー
ル
マ
ン
の
『
共
和
政
樹
立
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
』（
一
八
四
五
）

は
、
旧
体
制
の
統
治
層
そ
し
て
国
民
議
会
に
よ
る
「
改
革
」
が
い
か
に
失

敗
し
挫
折
し
た
か
を
論
じ
る
。
前
世
代
の
史
論
家
が
影
響
を
受
け
た
フ
ラ

ン
ソ
ワ
・
ミ
ニ
ェ
の
よ
う
な
「
必
然
論
（Fatalism

us

）
」
は
退
け
、
旧
体

制
下
の
根
本
的
な
改
革
に
よ
っ
て
（
急
進
化
し
た
）
革
命
は
避
け
え
た
と

す
る
。
こ
の
点
に
お
い
て

0

0

0

0

0

0

0

、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
同
時
代
ド
イ
ツ
が
進
む
べ

き
道
を
照
ら
す
鏡
と
な
る
の
で
あ
る
。
か
れ
は
特
に
、
「
公
開
性
の
原
理
」

（
一
一
六
頁
）
、
全
国
三
部
会
開
催
と
「
憲
法
」
の
制
定
を
目
指
し
た
マ
ル

ゼ
ル
ブ
な
い
し
テ
ュ
ル
ゴ
ー
の
目
指
し
た
改
革
を
評
価
す
る
。
こ
の
「
憲

法
」
問
題
の
本
質
を
見
誤
っ
た
ネ
ッ
ケ
ル
を
批
判
す
る
一
方
、
ダ
ー
ル
マ

ン
は
そ
れ
を
誰
よ
り
も
理
解
し
て
い
た
と
さ
れ
る
ミ
ラ
ボ
ー
を
絶
賛
す
る
。

　

ダ
ー
ル
マ
ン
に
と
っ
て
、
王
権
が
あ
く
ま
で
「
統
治
」
の
担
い
手
で
あ

り
、
議
会
は
そ
れ
と
協
調
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
「
人
民
主
権
」

の
構
成
原
理
（
一
三
七
頁
）
は
問
題
外
な
の
だ
。
「
善
き
国
制
」
は
「
歴
史

的
基
礎
」
に
根
ざ
す
こ
と
で
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二　

ド
ロ
イ
ゼ
ン
と
「
国
民
性
」
の
目
覚
め

　

一
八
四
〇
年
十
二
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
遺
灰
が
パ
リ
に
帰
還
し
た
。
中

東
問
題
を
め
ぐ
る
英
仏
対
立
が
激
化
す
る
な
か
、
テ
ィ
エ
ー
ル
が
企
図
し

た
国
威
発
揚
策
の
一
環
だ
っ
た
。
こ
の
年
、
ド
イ
ツ
（
プ
ロ
イ
セ
ン
）
で

は
新
王
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
四
世
が
即
位
、
世
論
は
新
し

い
時
代
の
幕
開
け
に
熱
狂
し
た
と
い
う
。
こ
の
熱
気
は
、
「
国
民
」
意
識
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英
国
の
「
市
民
的
自
由
」
と
仏
国
の
「
国
家
の
活
力
」
を
統
一
し
、
真
の

「
国
民
性
」
原
理
を
成
就
す
べ
く
改
革
を
遂
行
す
る
「
世
界
史
」
的
立
場

に
い
た
（
い
る
）
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
す
べ
て
の
民
族
が
自
然
と
国

家
を
作
り
平
和
に
共
存
す
る
「
人
倫
世
界
」
が
生
成
す
る
と
い
う
ド
ロ
イ

ゼ
ン
の
夢
は
、
著
者
の
書
く
通
り
、
「
楽
観
的
か
も
し
れ
な
い
」
。
だ
が
、

か
れ
が
約
束
の
瞬
間
と
み
な
し
た
革
命
が
間
も
な
く
起
こ
る
。

三　

ジ
ー
ベ
ル
と
「
大
量
貧
困
」
問
題

　

一
八
四
八
年
二
月
、
パ
リ
で
み
た
び
革
命
が
勃
発
、
欧
州
各
地
に
波
及

し
、
ド
イ
ツ
で
も
三
月
革
命
が
起
こ
っ
た
。
ド
ロ
イ
ゼ
ン
は
そ
れ
を
八
九

年
革
命
と
重
ね
合
わ
せ
る
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
誤
算
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は

「
社
会
」
の
自
律
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
間
、
国
制
に
参
画
す
べ
き
と
さ

れ
た
「
中
間
層
」
が
十
分
に
育
つ
こ
と
な
く
、
逆
に
四
〇
年
代
後
半
に
加

速
し
た
「
大
量
貧
困
（Pauperism

us

）
」
な
い
し
「
社
会
問
題
」
を
か
れ

は
十
分
に
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
「
現
代
」

的
問
題
関
心
に
裏
づ
け
ら
れ
た
歴
史
叙
述
を
展
開
し
た
の
が
、
一
八
一
七

年
生
ま
れ
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ジ
ー
ベ
ル
だ
っ
た
。

　

ジ
ー
ベ
ル
は
、
経
済
構
造
の
変
動
の
う
ち
に
「
現
代
」
の
根
本
的
特
徴

を
見
い
だ
す
。
そ
う
し
た
問
題
関
心
か
ら
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
論
じ
る
。
そ

の
際
、
革
命
を
あ
れ
ほ
ど
破
壊
的
に
し
た
当
時
の
「
社
会
問
題
」
に
注
目

し
た
点
で
独
自
だ
っ
た
。
と
は
い
え
、
そ
れ
は
（
革
命
が
解
放
し
た
）「
大

衆
の
情
念
の
力
」
（
二
六
四
頁
）
と
同
義
に
解
さ
れ
て
お
り
、
産
業
化
に
と

も
な
っ
て
生
じ
た
十
九
世
紀
の
「
社
会
問
題
」
（
社
会
の
構
造
的
な
問
題
と

し
て
の
労
働
貧
困
問
題
）
を
理
解
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
（pauperism

の
初
出
は
一
八
一
五
年
）
。
著
者
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
か
れ
が
当
時
の
社

会
問
題
に
積
極
的
な
解
決
策
を
示
さ
ず
、
「
有
産
者
」
に
よ
る
政
治
支
配

を
支
持
し
続
け
た
こ
と
も
そ
の
こ
と
と
関
係
す
る
だ
ろ
う
。

　

ジ
ー
ベ
ル
の
『
革
命
時
代
史
』
（
第
一
巻
、
一
八
五
三
）
は
、
フ
ラ
ン
ス

本
国
の
革
命
史
学
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
「
社

会
革
命
」
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
急
進
化
の
推
進
者
を
「
ジ
ャ
コ
バ

ン
派
」
に
見
立
て
、
か
れ
ら
が
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
を
煽
動
し
た
と

い
う
図
式
を
呈
示
す
る
も
の
だ
っ
た
。
他
方
、
旧
体
制
と
革
命
を
貫
く
「
集

権
化
」
の
指
摘
は
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
革
命
論
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
興
味

深
い
（
な
お
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
集
権
化
テ
ー
ゼ
は
J
・
S
・
ミ
ル
に
依
頼
さ
れ

て
書
い
た
一
八
三
六
年
の
論
稿
に
見
ら
れ
、
一
八
五
六
年
の
著
書
に
先
立
つ
）
。

　

先
の
二
人
と
同
様
、
ジ
ー
ベ
ル
も
革
命
初
期
に
「
穏
健
的
改
革
」
の
可

能
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
。
し
か
し
、
国
民
議
会
を
主
導
し
た
党
派

は
「
自
由
の
本
質
」
を
誤
解
し
た
と
い
う
。
集
権
化
の
特
質
を
持
つ
国
で

「
自
治
」
に
向
か
っ
て
動
き
出
し
た
か
ら
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
英
国
で
は
、

「
自
治
」
の
気
風
が
競
争
を
生
み
、
そ
こ
で
の
勝
者
が
保
守
化
し
て
「
貴
族
」

と
な
る
。
貴
族
制
こ
そ
、
統
治
権
力
と
議
会
権
力
の
調
和
を
保
つ
要
に
な

る
と
い
う
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
は
、
そ
の
「
調
和
の
理
念
」
を
体
現
し
て

い
た
の
が
ミ
ラ
ボ
ー
だ
っ
た
。
そ
う
語
る
ジ
ー
ベ
ル
も
、
安
定
し
た
立
憲

君
主
制
を
目
指
す
ド
イ
ツ
自
由
派
の
夢
を
、
「
革
命
の
獅
子
」
の
（
あ
り

え
た
）
歴
史
的
役
割
の
う
ち
に
仮
託
す
る
の
で
あ
る
。
ミ
ラ
ボ
ー
が
目
指

し
た
の
は
、
人
民
の
福
祉
に
資
す
る
か
ぎ
り
で
正
統
化
さ
れ
る
近
代
的
王

権
、
い
わ
ば
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
王
権
の
総
合
」
（
ジ
ョ
レ
ス
）
だ
っ
た
。
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書
評　

『
帝
国
に
抗
す
る
社
会
運
動 

 
 

―
―
第
一
次
日
本
共
産
党
の
思
想
と
運
動

』

（
黒
川
伊
織
著
、
有
志
舎
、
二
〇
一
四
年
）

太
田
仁
樹

　

初
期
日
本
共
産
党
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
一
九
七
〇
―
八
〇
年
代
に
非
常

に
華
々
し
く
論
ぜ
ら
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。
松
尾
尊
兊
、
岩
村
登
志
夫
、

川
端
正
久
、
犬
丸
義
一
の
研
究
、
村
田
陽
一
に
よ
る
翻
訳
資
料
集
の
発
刊

な
ど
が
そ
の
成
果
で
あ
る
。
一
九
八
九
―
一
九
九
一
年
の
国
際
政
治
の
激

変
は
、
こ
の
テ
ー
マ
の
研
究
環
境
を
一
新
し
た
。
ソ
連
邦
の
崩
壊
と
、
国

か
れ
は
革
命
の
「
奔
流
」
に
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
志

を
あ
る
意
味
で
受
け
継
い
だ
の
が
ド
イ
ツ
自
由
派
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

本
書
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
ド
イ
ツ
の
決
し
て
メ
ジ
ャ
ー
で
は
な
い
三

人
の
歴
史
家
を
、
「
改
革
」
を
唱
え
た
肝
要
な
思
想
家
と
し
て
読
者
の
前

に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
見
事
に
成
功
し
て
い
る
。
一
方
で
、
そ
の

流
麗
な
筆
致
に
つ
い
て
い
く
と
、
各
思
想
家
の
用
い
る
政
治
概
念
、
た
と

え
ば
政
治
的
自
由
や
平
等
、
進
歩
や
自
治
、
自
律
や
多
様
性
等
の
微
妙
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
理
解
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
、
比
較
的
よ

く
知
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
「
自
由
派
」
と
の
比
較
は
有
益
で
は
な
い
か
。
た

と
え
ば
、
ク
ザ
ン
や
ギ
ゾ
ー
の
よ
う
な
同
時
代
の
歴
史
家
・
政
治
家
と
の

比
較
は
、
ド
イ
ツ
自
由
主
義
の
性
格
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
と
と
も
に
、

自
由
主
義
思
想
史
研
究
の
発
展
に
さ
ら
に
寄
与
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　

他
面
、
本
書
は
単
な
る
自
由
派
思
想
の
研
究
で
は
な
く
、
「
実
用
的
」

な
歴
史
叙
述
の
伝
統
に
連
な
る
思
想
史
（
研
究
）
の
復
権
の
企
て
だ
と
い

う
点
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
実
際
、
ド
イ
ツ
自
由
派
の
歴
史
叙
述

は
「
客
観
的
」
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
時
代
の
精
神

が
息
づ
き
、
そ
れ
は
「
時
代
の
記
憶
」
を
形
づ
く
る
と
著
者
は
説
く
。
ダ
ー

ウ
ィ
ン
の
時
代
、
歴
史
の
専
門
化
／
科
学
化
の
黎
明
期
に
あ
っ
て
、
そ
れ

に
抗
し
て
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
」
歴
史
を
構
想
し
た
と
も
言
わ
れ
る
ド

ロ
イ
ゼ
ン
ら
の
思
想
解
釈
の
う
ち
に
、
著
者
自
身
の
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問

題
関
心
が
見
え
隠
れ
す
る
。
《
教
養
》
の
あ
り
様
を
め
ぐ
っ
て
揺
れ
る
現
代
、

著
者
が
次
は
ど
う
い
っ
た
「
精
神
の
劇
」
を
披
瀝
す
る
の
か
、
一
読
者
と

し
て
待
ち
遠
し
い
。 

（
た
か
や
ま
・
ゆ
う
じ
／
政
治
思
想
史
）



社会思想史研究　No. 40　2016

●　198

　

第
八
章　

合
法
無
産
政
党
組
織
計
画
の
始
動
と
非
合
法
党
の
解
党

　

終　

章　

〈
帝
国
に
抗
す
る
社
会
運
動
〉
の
射
程

　

本
書
の
狙
い
に
つ
い
て
、
序
章
に
お
い
て
著
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

　

「
本
書
が
試
み
る
の
は
、
思
想
史
と
運
動
史
の
交
点
に
立
っ
て
、
同

時
代
の
思
想
空
間
に
開
か
れ
た
か
た
ち
で
運
動
史
を
叙
述
す
る
と
と

も
に
、
当
該
期
の
運
動
史
の
文
脈
を
ふ
ま
え
た
か
た
ち
で
思
想
史
を
叙

述
す
る
こ
と
で
あ
り
、
言
い
換
え
る
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
二
つ
の
側
面

の
統
合
さ
れ
た
思
想
・
運
動
史
を
叙
述
す
る
こ
と
で
あ
る
」
（
五
頁
）
。

　

本
書
は
二
部
構
成
で
あ
る
が
、
第
一
部
で
は
、
一
九
二
一
年
に
成
立
し

た
第
一
次
共
産
党
が
共
時
的
・
通
時
的
に
も
っ
た
思
想
史
的
意
味
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。
第
二
部
で
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
た

思
想
史
上
の
位
置
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
文
書
日
本
共
産

党
フ
ァ
イ
ル
に
主
と
し
て
依
拠
し
な
が
ら
、
第
一
次
共
産
党
の
創
立
か
ら

解
党
に
至
る
ま
で
の
運
動
史
上
の
事
実
関
係
を
詳
細
に
跡
づ
け
る
と
と
も

に
、
第
一
次
共
産
党
の
思
想
と
運
動
を
〈
帝
国
に
抗
す
る
社
会
運
動
〉
と

把
握
し
位
置
づ
け
直
さ
れ
て
い
る
。

　

終
章
に
お
い
て
は
、
本
書
の
意
義
を
著
者
自
身
で
ま
と
め
て
い
る
。

　

① 

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
の
関
係
を
前
提
と
し
て
第
一
次
共
産
党
史
を
実
証

的
に
描
き
直
し
た
こ
と
。

際
共
産
主
義
運
動
に
関
わ
る
文
書
の
公
開
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
関
連
の
未

公
開
文
献
へ
の
研
究
者
の
接
近
を
可
能
に
し
た
。
本
書
は
、
こ
の
よ
う
な

新
し
い
環
境
の
な
か
で
、
新
史
料
を
基
に
「
第
一
次
日
本
共
産
党
」
と
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
の
関
連
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
本
書
の
概
要
を
見
て
み
よ
う
。
目
次
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　

序　

章　

本
書
の
課
題
と
視
座

第
Ⅰ
部　

 

一
九
二
〇
年
代
前
半
の
思
想
空
間
に
お
け
る
第
一
次
共
産

党

　

第
一
章　

 

合
法
メ
デ
ィ
ア
と
非
合
法
党
―
―
『
改
造
』
と
第
一
次
共

産
党
の
関
係
を
中
心
に

　

第
二
章　

 

唯
物
史
観
の
受
容
と
第
一
次
共
産
党
の
同
時
代
認
識

―
―
山
川
均
を
中
心
に

　

第
三
章　

 

第
一
次
共
産
党
の
君
主
制
認
識
―
―
綱
領
的
文
書
に
即

し
て

　

第
四
章　

 

第
一
次
共
産
党
・
日
本
在
留
朝
鮮
人
共
産
主
義
者
と
〈
東

洋
革
命
〉
の
理
念

第
Ⅱ
部　

〈
帝
国
に
抗
す
る
社
会
運
動
〉
と
し
て
の
第
一
次
共
産
党

　

第
五
章　

帝
国
秩
序
の
動
揺
と
第
一
次
共
産
党
の
成
立

　

第
六
章　

 

第
一
次
共
産
党
の
再
組
織
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
介
入
の

本
格
化

　

第
七
章　

 

国
内
外
の
執
行
機
関
の
軋
轢
と
合
法
無
産
政
党
組
織
構

想
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共
産
党
史
の
研
究
―
―
増
補 

日
本
共
産
党
の
成
立
』
（
青
木
書
店
、
一
九

九
三
）
の
そ
れ
を
大
き
く
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
著
者
の
自

負
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
藤
哲
郎
は
か
つ
て
、
山
内
た
ち
の

研
究
に
つ
い
て
触
れ
た
折
に
「
こ
の
（
山
内
た
ち
の
―
―
評
者
）
グ
ル
ー
プ

の
更
な
る
探
求
と
黒
川
伊
織
が
取
り
組
む
第
一
次
共
産
党
史
に
つ
い
て
の

研
究
で
、
い
わ
ゆ
る
日
本
共
産
党
成
立
史
の
実
像
は
一
新
さ
れ
、
二
十
一

世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
水
準
の
学
問
と
な
る
だ
ろ
う
」（
加
藤
哲
郎「
東
ア
ジ
ア
・

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
研
究
の
出
発
点
―
―
〈
書
評
〉
『
初
期
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
東
ア
ジ

ア
』
」
『
初
期
社
会
主
義
研
究
』
第
二
一
号
、
二
〇
〇
九
、
一
三
七
頁
）
と
、
期

待
を
述
べ
て
い
た
が
、
本
書
は
加
藤
の
黒
川
に
た
い
す
る
期
待
に
ほ
ぼ
応

え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

②
の
「
帝
国
日
本
の
支
配
秩
序
に
対
す
る
抵
抗
と
し
て
第
一
次
共
産
党

の
運
動
を
位
置
づ
け
」
る
こ
と
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
日
本
支
部
と
し
て
の

日
本
共
産
党
の
存
在
を
考
え
る
上
で
一
面
的
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。

　

栗
原
浩
英
に
よ
る
と
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
研
究
に
必
要
な
の
は
、
「
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
」
を
多
く
の
内
部
組
織
と
人
員
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
巨
大
な
シ

ス
テ
ム
あ
る
い
は
複
合
体
と
み
な
す
観
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
（
1
）

モ
ス
ク
ワ
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
中
枢
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行

委
員
会
（
И‌

К‌

К‌

И
）
と
国
際
レ
ー
ニ
ン
学
校
、
東
方
勤
労
者
共
産
主
義

大
学
や
西
方
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
共
産
主
義
大
学
と
い
っ
た
各
国
共
産
党
幹
部

養
成
機
関
。
（
2
）
シ
ス
テ
ム
中
間
指
導
機
関
と
も
い
う
べ
き
海
外
ビ
ュ

ロ
ー
。
（
3
）
現
地
で
シ
ス
テ
ム
中
枢
や
中
間
指
導
機
関
か
ら
の
支
持
と

資
金
援
助
を
受
け
て
活
動
す
る
各
国
共
産
党
組
織
。
（
4
）
こ
の
三
者
を

　

② 

帝
国
日
本
の
支
配
秩
序
に
対
す
る
抵
抗
と
し
て
第
一
次
共
産
党
の
運

動
を
位
置
づ
け
直
し
た
こ
と
。

　

③ 
唯
物
史
観
に
基
づ
く
同
時
代
社
会
の
認
識
が
成
立
し
て
く
る
過
程
と
、

そ
の
認
識
に
基
づ
く
変
革
の
展
望
が
形
成
さ
れ
て
く
る
過
程
と
を
、

明
ら
か
に
し
た
こ
と
。

　

以
上
の
三
点
が
、
著
者
自
身
に
よ
る
「
本
書
の
意
義
」
で
あ
る
（
二
七

三
―
二
七
九
頁
）
。

　

評
者
は
、
第
二
イ
ン
タ
ー
期
の
ロ
シ
ア
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
マ
ル
ク
ス
主

義
の
理
論
史
を
専
門
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
書
の
研
究
史
上
の
位
置
づ

け
を
な
す
立
場
に
は
な
い
。
評
者
の
立
場
か
ら
、
本
書
を
読
ん
で
受
け
る

印
象
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　

意
義
の
①
に
つ
い
て
は
、
概
ね
納
得
で
き
る
。
山
内
昭
人
は
、
本
書
に

つ
い
て
「
黒
川
が
依
拠
し
た
ル
ガ
ス
ピ
の
史
料
は
、
市
販
さ
れ
日
本
の
い

く
つ
か
の
図
書
館
も
所
蔵
す
る
こ
と
に
な
っ
た
日
本
共
産
党
フ
ァ
イ
ル
と

公
刊
さ
れ
た
各
種
史
料
集
か
ら
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
私
か
ら
み

れ
ば
、
ル
ガ
ス
ピ
の
片
山
潜
フ
ァ
イ
ル
、
И
К
К
И
東
方
書
記
局
フ
ァ
イ

ル
な
ど
他
の
史
料
群
を
利
用
し
て
の
研
究
の
余
地
が
な
お
残
さ
れ
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
（
山
内
昭
人
『
戦
争
と
平
和
、
そ
し
て
革
命
の
時
代

の
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
、
二
五
二
頁
）
と
、

本
書
の
限
界
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
限
界
は
著
者
自
身
が
自
覚

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
限
界
を
考
慮
し
て
も
、
新
史
料
を
踏
ま

え
た
初
期
日
本
共
産
党
の
通
史
的
叙
述
と
し
て
は
、
犬
丸
義
一
『
第
一
次
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結
合
さ
せ
る
と
い
う
役
割
を
担
う
オ
ム
ス
な
ら
び
に
エ
ス
エ
ス
。
主
と
し

て
シ
ス
テ
ム
中
枢
か
ら
共
産
党
現
地
指
導
部
へ
の
指
示
文
書
、
情
報
、
資

金
、
指
導
要
員
の
流
れ
と
、
共
産
党
現
地
指
導
部
か
ら
シ
ス
テ
ム
中
枢
へ

の
各
種
書
簡
や
情
報
、
留
学
等
の
た
め
派
遣
さ
れ
る
現
地
活
動
家
の
流
れ

を
包
括
的
に
捉
え
る
観
点
で
あ
る
（
栗
原
浩
英
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
・
シ
ス
テ

ム
と
イ
ン
ド
シ
ナ
共
産
党
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
、
二
〇
―
二
二
頁
）
。

　

加
藤
哲
郎
に
言
わ
せ
る
と
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
政
治
組
織
と
し
て
の
特

異
性
」
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
南
北
ア
メ
リ
カ
を

ふ
く
む
全
地
球
的
規
模
で
、
単
一
中
央
指
導
部
（
執
行
委
員
会
）
と
各
国

支
部
（
各
国
共
産
党
）
お
よ
び
各
党
員
と
が
『
鉄
の
規
律
』
と
し
て
理
解

さ
れ
た
『
民
主
主
義
的
中
央
集
権
制
』
の
原
理
で
結
ば
れ
た
、
文
字
ど
お

り
の
『
単
一
世
界
政
党
』
で
あ
っ
た
、
と
い
う
点
に
存
す
る
」
（
加
藤
哲

郎
『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
世
界
像
』
青
木
書
店
、
一
九
九
一
、
三
〇
頁
）
。

　

市
川
正
一
の
法
廷
陳
述
（
『
日
本
共
産
党
闘
争
小
史
』
）
に
よ
っ
て
、
初
期

日
本
共
産
党
の
歴
史
に
つ
い
て
知
識
を
得
た
評
者
の
よ
う
な
世
代
の
者
は
、

日
本
共
産
党
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
支
部
で
あ
り
、
そ
れ
は
シ
ス
テ
ム
中
枢

や
海
外
ビ
ュ
ロ
ー
の
指
示
に
よ
っ
て
行
動
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
当
然

で
あ
り
、
栗
原
や
加
藤
の
指
摘
が
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
著
者
の
叙

述
を
み
る
と
、
「
第
一
次
日
本
共
産
党
」
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
対
等
な
自

立
的
関
係
に
あ
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
と
こ
ろ
が
あ
る
（
一
一
九
頁
）
。

　

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
い
う
組
織
は
、
そ
も
そ
も
レ
ー
ニ
ン
が
ロ
シ
ア
革
命

に
よ
る
権
力
獲
得
以
前
に
国
際
社
会
主
義
運
動
に
分
岐
を
持
ち
込
み

（
ツ
ィ
マ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
左
派
運
動
）
、
自
派
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
国
際
的
に
確
立

し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
淵
源
を
持
つ
。
ロ
シ
ア
革
命
後
、
欧
米
で
は
第

二
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
結
集
す
る
社
会
主
義
者
を
分
裂
さ
せ
、
植
民
地
・

従
属
地
域
で
は
独
自
に
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
派
を
創
出
し
、
現
地
の
社
会
主

義
者
を
糾
合
し
、
世
界
革
命
の
一
環
と
し
て
、
各
国
・
各
地
域
の
社
会
運

動
を
指
導
し
よ
う
と
し
た
。
現
地
指
導
部
で
あ
る
支
部
＝
各
国
共
産
党
は

こ
の
動
き
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
本
書
か
ら
は
、
「
日
本
共
産
党
」

の
構
成
員
た
ち
は
、
第
二
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
は
全
く
異
質
な
、
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
の
組
織
的
特
異
性
を
十
分
に
認
識
し
て
い
な
い
か
の
印
象
を
受

け
る
。
本
書
の
著
者
も
、
そ
の
点
を
十
分
に
踏
ま
え
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。
犬
丸
義
一
が
利
用
で
き
な
か
っ
た
史
料
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
な
が

ら
、
犬
丸
的
な
「
日
本
の
民
衆
運
動
の
自
立
的
発
展
の
到
達
点
と
し
て
の

日
本
共
産
党
の
成
立
」
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
き
れ
て
い
な
い
。

　

ソ
連
崩
壊
以
後
あ
ら
た
に
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
史
料
を
読
む
と
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
組
織
と
し
て
の
特
徴
と
、
日
本
の
社
会
主
義
者
た
ち
、

特
に
堺
利
彦
・
山
川
均
グ
ル
ー
プ
の
党
観
の
違
い
こ
そ
、
第
一
次
共
産
党

期
の
シ
ス
テ
ム
中
枢
・
ビ
ュ
ロ
ー
と
日
本
社
会
主
義
者
と
の
関
係
を
見
る

上
で
重
要
な
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
部
の
駒
と
し
て
指
示
通

り
に
動
く
の
が
支
部
＝
各
国
共
産
党
の
党
員
の
任
務
で
あ
る
と
い
う
組
織

原
則
が
構
成
員
に
明
確
に
示
さ
れ
た
の
が
、
一
九
二
七
年
の
福
本
和
夫
、

徳
田
球
一
、
渡
辺
政
之
輔
の
モ
ス
ク
ワ
へ
の
呼
び
出
し
と
、
自
己
批
判
の

強
要
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
叙
述
を
第
一
次
共
産
党
の
時
期
に
し
ぼ
っ
て
い

る
の
で
、
福
本
イ
ズ
ム
の
台
頭
以
後
の
こ
と
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
「
日

本
共
産
党
」
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
支
部
と
し
て
の
陣
容
を
整
え
た
の
は
こ
の

会
議
以
後
で
あ
る
。

　

山
川
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
い
う
組
織
に
つ
い
て
見
切
っ
た
が
故
に
、
あ
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は
日
本
に
お
け
る
唯
物
史
観
の
受
容
史
に
と
っ
て
決
定
的
な
位
置
を
占
め

て
い
る
。
彼
は
ロ
シ
ア
革
命
の
本
質
を
日
本
で
最
初
に
見
抜
い
た
。
だ
が

国
家
社
会
主
義
者
と
し
て
立
っ
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
受
容
は

よ
り
幅
広
い
視
野
の
中
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
「
唯
物
史
観
に
基
づ
く
同
時
代
社
会
の
認
識
」
と
言
う
時
の
、
著

者
自
身
に
よ
る
「
唯
物
史
観
」
の
含
意
も
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。
唯

物
史
観
の
定
式
に
つ
い
て
も
、
「
「
ア
ジ
ア
的
」
→
「
古
代
的
」
→
「
封
建

的
」
→
「
資
本
家
的
」
と
い
う
単
線
的
な
発
展
段
階
が
日
本
社
会
に
お
い

て
も
必
ず
立
ち
現
れ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と

が
、
次
に
検
討
す
る
唯
物
史
観
に
基
づ
く
日
本
史
研
究
・
現
状
認
識
を
強

く
規
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
」
（
七
四
頁
）
と
し
て
い
る
が
、
「
単
線
的

発
展
段
階
」
認
識
は
マ
ル
ク
ス
自
身
の
も
の
で
も
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
、

著
者
が
「
単
線
的
」
で
な
い
発
展
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
考
え
て
い
る

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

マ
ル
ク
ス
以
後
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
論
争
を
検
討
し
て
い
く
と
、

マ
ル
ク
ス
の
思
想
の
中
に
内
在
し
て
い
た
問
題
点
が
顕
在
化
し
て
い
る
場

合
が
多
い
（
太
田
仁
樹
『
論
戦 

マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
史
研
究
』
御
茶
の
水
書
房
、

二
〇
一
六
）
。
マ
ル
ク
ス
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
な
ら
、
そ
の
社
会
に

つ
い
て
正
し
い
認
識
を
持
ち
得
た
は
ず
で
あ
る
と
い
う
神
話
か
ら
距
離
を

置
い
て
、
マ
ル
ク
ス
以
後
の
社
会
主
義
運
動
や
共
産
主
義
運
動
の
諸
問
題

を
解
明
す
る
と
い
う
観
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

 

（
お
お
た
・
よ
し
き
／
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
史
研
究
）

え
て
召
喚
に
応
じ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の

支
部
と
言
う
組
織
の
あ
り
方
が
明
瞭
に
な
る
と
、
山
川
グ
ル
ー
プ
以
外
の
、

猪
俣
津
南
雄
、
高
津
正
道
、
高
瀬
清
、
近
藤
栄
蔵
も
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を

見
切
っ
て
い
く
。
独
自
の
思
想
的
立
場
を
持
っ
て
い
た
水
野
成
夫
、
佐
野

学
、
高
橋
貞
樹
は
、
逮
捕
後
ま
も
な
く
し
て
「
転
向
」
す
る
。
第
一
次
共

産
党
と
い
う
組
織
は
、
単
一
の
主
体
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
な
い
し
、
シ

ス
テ
ム
中
枢
の
方
針
も
貫
徹
し
て
い
な
い
。
初
期
共
産
党
の
時
期
に
お
け

る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
日
本
社
会
主
義
運
動
の
関
係
を
考
え
る
場
合
に
は
、

二
七
テ
ー
ゼ
成
立
の
時
点
に
画
期
を
置
い
た
方
が
、
歴
史
研
究
と
し
て
生

産
的
で
あ
ろ
う
。
第
一
次
日
本
共
産
党
は
思
想
史
研
究
の
対
象
に
な
ら
な

い
。
思
想
史
研
究
の
対
象
と
な
る
の
は
、
こ
の
時
期
の
個
々
の
社
会
主
義

者
で
あ
る
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
へ
の
接
近
と
離
反
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、

大
杉
栄
と
堺
・
山
川
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
佐
野
た
ち
の
「
転
向
者
集
団
」
の

底
流
に
あ
る
も
の
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

　

③
の
「
唯
物
史
観
に
基
づ
く
同
時
代
社
会
の
認
識
が
成
立
し
て
く
る
過

程
」
に
つ
い
て
も
、
第
一
次
共
産
党
を
考
察
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
疑
問

で
あ
る
。
第
一
次
共
産
党
内
部
の
議
論
の
分
岐
は
、
そ
こ
に
「
結
集
」
し

た
各
論
者
の
結
集
以
前
の
思
想
的
立
場
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
し
、「
見

切
り
」
以
降
の
思
想
的
変
容
も
個
々
人
の
思
想
的
「
発
展
」
の
結
果
で
あ

る
。
個
々
人
の
思
想
的
変
化
の
な
か
で
の
第
一
次
共
産
党
の
時
期
の
各
人

の
思
想
は
如
何
と
い
う
問
題
設
定
を
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
考

察
の
対
象
は
第
一
次
共
産
党
に
結
集
し
た
社
会
主
義
者
に
限
定
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
。
例
え
ば
『
資
本
論
』
の
個
人
全
訳
を
完
成
し
た
高
畠
素
之
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戦
に
賛
同
し
、
共
和
主
義
者
で
あ
っ
た
兄
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
反
目
し
た
が
、

ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
時
代
に
は
一
転
し
て
共
和
国
を
支
持
し
た
。
ナ
チ

ス
政
権
成
立
時
に
は
国
外
に
滞
在
、
そ
の
後
ス
イ
ス
を
経
て
ア
メ
リ
カ
に

亡
命
し
、
国
内
で
ナ
チ
ス
政
権
を
体
験
は
し
て
い
な
い
が
、
国
外
か
ら
反

ナ
チ
ス
の
論
戦
を
は
っ
た
。
し
か
し
戦
後
の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
で
は
、

安
全
な
国
外
か
ら
批
判
を
し
た
亡
命
者
と
み
な
さ
れ
て
拒
否
反
応
を
示
さ

れ
、
逆
に
マ
ン
自
身
が
嫌
っ
た
社
会
主
義
国
家
の
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
で

は
、
ル
カ
ー
チ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
論
の
影
響
を
受
け
た
文
化
政
策
の
も
と
で

反
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
作
家
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
紆
余
曲
折
を
経
た
マ
ン
の
政
治
思
想
を
、
本
書
は
彼
の
思

想
の
根
底
に
あ
る
「
市
民
性
」
へ
の
拘
り
に
着
目
し
、
「
教
養
」
「
人
文
主

義
」
を
軸
と
し
て
読
み
解
い
て
い
く
。
問
題
関
心
の
中
心
に
「
市
民
性
」

を
置
く
著
者
の
姿
勢
は
、
蔭
山
宏
『
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
』

（
一
九
八
六
年
）
の
見
解
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
既
存
の
価
値
尺

度
が
崩
壊
し
、
行
動
や
思
考
の
確
た
る
準
拠
点
が
失
わ
れ
、
蔭
山
が
「
等

価
性
の
世
界
」
と
特
徴
づ
け
た
時
代
状
況
に
対
し
て
、
マ
ン
は
「
市
民
的

世
界
の
遺
産
を
救
い
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
答
え
よ
う
」
（
六
頁
）
と
し
た

と
著
者
は
み
な
す
。
さ
ら
に
「
等
価
性
の
世
界
」
は
現
代
の
日
本
に
も
類

似
し
た
状
況
が
あ
り
、
マ
ン
の
政
治
思
想
か
ら
「
等
価
性
の
世
界
へ
の
反

応
の
諸
パ
タ
ー
ン
と
そ
の
問
題
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、
本
書

の
現
代
的
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
評
者
の
私
見
は

一
旦
留
保
し
、
ま
ず
は
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
て
お
く
。

　

市
民
性
の
概
念
の
原
点
に
あ
る
の
は
、
マ
ン
の
出
自
、
つ
ま
り
旧
ハ
ン

ザ
都
市
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
に
三
代
続
く
裕
福
な
市
民
階
層
の
生
活
環
境
で
あ

　

書
評　

『
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
政
治
思
想 

 
 

―
―
失
わ
れ
た
市
民
を
求
め
て

』

（
速
水
淑
子
著
、
創
文
社
、
二
〇
一
五
年
）

大
貫
敦
子

　

作
家
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
（
以
下
「
マ
ン
」
と
表
記
）
の
政
治
思
想
の
把
握

は
、
一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
。
帝
政
期
ド
イ
ツ
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
、

ナ
チ
ス
の
独
裁
、
そ
し
て
戦
後
ド
イ
ツ
と
い
う
政
治
体
制
の
激
変
し
た
時

代
を
生
き
た
マ
ン
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
に
際
し
て
は
フ
ラ
ン
ス
、

イ
ギ
リ
ス
の
文
明
に
対
し
て
ド
イ
ツ
の
文
化
を
擁
護
す
る
闘
い
と
し
て
参
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お
け
る
「
非
政
治
的
な
も
の
」
と
「
イ
ロ
ニ
ー
的
政
治
」
が
至
り
つ
く
帰

結
を
論
じ
て
い
る
。
マ
ン
は
政
治
的
精
神
と
共
和
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
を

同
義
と
し
て
捉
え
、
「
自
分
と
異
な
る
考
え
を
持
つ
精
神
を
破
門
し
追
放

す
る
」
暴
力
的
な
排
他
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
非
難
し
、
こ
れ
に
対
し

て
善
悪
の
判
断
を
留
保
し
て
存
在
を
肯
定
す
る
「
共
感
す
る
精
神
」
を
擁

護
す
る
。
マ
ン
に
と
っ
て
「
共
感
す
る
精
神
」
の
先
例
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ

ウ
ア
ー
の
審
美
主
義
的
態
度
で
あ
り
、
こ
の
内
面
的
領
域
は
政
治
と
は
切

り
離
さ
れ
た
場
合
の
み
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
政
治
的
領
域
に
持
ち
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
「
イ
ロ
ニ
ー
的
政
治
」
と
い
う
概
念
が
成
立
す
る
（
八

四
頁
）
。
た
だ
し
「
イ
ロ
ニ
ー
的
政
治
」
に
よ
っ
て
内
面
性
と
社
会
的
領

域
を
再
統
合
し
よ
う
と
す
る
マ
ン
の
試
み
は
挫
折
す
る
と
著
者
は
述
べ
る

（
八
九
頁
）
。
政
治
と
共
感
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
著
者
は
マ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー

バ
ー
の
『
宗
教
社
会
学
』
の
「
中
間
考
察
」
に
お
け
る
「
無
差
別
主
義
的

な
愛
」
に
関
す
る
考
察
と
の
類
似
を
指
摘
し
て
い
る
（
八
八
頁
）
。

　

ち
な
み
に
著
者
は
、
マ
ン
が
共
和
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
見
る
排
他
性
と
、

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
主
権
論
に
あ
る
友
・
敵
の
峻
別
論
理
と
の
類
似

性
を
指
摘
し
て
い
る
が
（
八
〇
頁
）
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
場
合
に
は
、
ヴ
ァ

イ
マ
ー
ル
共
和
制
に
お
い
て
決
定
力
に
欠
け
る
民
主
主
義
に
代
わ
る
政
体

と
し
て
の
主
権
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
思
考
パ
タ
ー
ン
と
し
て

似
て
い
る
と
し
て
も
政
治
的
方
向
性
の
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、

安
易
に
類
似
性
の
指
摘
に
安
住
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
マ
ン
の
暴

力
へ
の
批
判
を
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
「
す
べ
て
の
法
の
前
提
に
暴
力
を
み
る
」

視
点
と
同
様
で
あ
る
と
述
べ
る
が
、
こ
の
見
解
は
法
措
定
的
暴
力
と
法
維

持
的
暴
力
を
区
別
す
る
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
『
暴
力
批
判
論
』
の
射
程
を
見
誤

り
、
彼
は
そ
れ
を
「
全
人
間
的
な
も
の
の
故
郷
」
と
も
呼
ぶ
。

　

第
一
章
で
は
、
マ
ン
に
お
け
る
「
市
民
」
概
念
と
彼
の
思
考
の
基
本
的

特
徴
で
あ
る
「
イ
ロ
ニ
ー
」
が
解
説
さ
れ
る
。
マ
ン
は
『
非
政
治
的
人
間

の
考
察
』
で
ル
カ
ー
チ
の
論
文
「
市
民
性
と
芸
術
の
た
め
の
芸
術
」
（
一

九
一
一
年
）
に
描
か
れ
た
市
民
性
に
自
ら
の
姿
を
再
認
識
し
た
。
そ
れ
は

工
業
化
以
前
の
共
同
体
に
お
い
て
、
道
徳
が
「
運
命
」
の
よ
う
に
受
け
止

め
ら
れ
、
個
と
社
会
に
齟
齬
が
な
く
「
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
あ
り
の
ま
ま
に

肯
定
す
る
」
生
活
態
度
で
あ
り
、
マ
ン
は
そ
こ
に
社
会
規
範
か
ら
の
あ
ら

ゆ
る
逸
脱
を
断
念
す
る
「
諦
念
の
エ
ー
ト
ス
」
を
市
民
性
の
特
性
と
し
て

見
い
だ
し
た
（
四
二
頁
）
。
し
か
し
マ
ン
の
初
期
作
品
に
描
か
れ
る
の
は
、

こ
の
安
定
し
た
秩
序
に
守
ら
れ
た
市
民
的
世
界
の
崩
壊
で
あ
る
と
著
者
は

述
べ
る
。
も
は
や
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
市
民
性
に
対
し
て
距
離
を
お
き

な
が
ら
憧
憬
を
い
だ
く
視
線
が
「
イ
ロ
ニ
ー
」
で
あ
る
。
十
八
世
紀
末
の

ロ
マ
ン
主
義
的
な
イ
ロ
ニ
ー
が
対
象
に
対
し
て
絶
え
ざ
る
否
定
を
続
け
る

の
に
対
し
て
、
マ
ン
の
イ
ロ
ニ
ー
は
市
民
的
諦
念
の
延
長
上
に
あ
る
肯
定

の
視
線
で
あ
り
、「
崩
壊
の
危
機
に
あ
る
自
我
に
、
自
ら
自
分
を
肯
定
す
る
」

「
芸
術
家
の
視
線
」
（
六
二
頁
）
で
あ
る
と
著
者
は
言
う
。
し
か
し
こ
の
イ

ロ
ニ
ー
は
権
力
に
庇
護
さ
れ
た
芸
術
家
の
内
面
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
限

り
に
お
い
て
可
能
で
あ
り
、
戦
争
と
い
う
事
態
に
直
面
し
て
「
保
護
者
た

る
権
力
の
た
め
の
闘
い
」
（
六
三
頁
）
、
つ
ま
り
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発

に
際
し
、
文
化
の
た
め
の
ド
イ
ツ
の
闘
い
を
擁
護
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

市
民
的
な
諦
念
に
も
と
づ
く
非
政
治
性
は
、
彼
の
参
戦
賛
成
論
の
基
底

に
流
れ
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、
大
戦
中
に
執
筆
さ
れ
反
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
書
と
み
な
さ
れ
る
『
非
政
治
的
人
間
の
考
察
』
に
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る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

「
イ
ロ
ニ
ー
的
政
治
」
の
挫
折
の
後
、
マ
ン
は
共
和
国
支
持
の
立
場
へ

と
移
行
す
る
が
、
そ
の
際
に
共
和
国
を
支
え
る
「
感
情
的
基
礎
」
と
し
て

「
有
機
体
へ
の
共
感
」
を
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
エ
ー
ト
ス
と
し
て
求
め
た
こ

と
が
第
三
章
で
示
さ
れ
る
。
西
欧
の
議
会
制
民
主
主
義
も
ロ
シ
ア
革
命
後

に
成
立
し
た
共
産
主
義
体
制
も
、
と
も
に
個
人
性
を
抹
殺
す
る
政
治
体
制

と
み
な
す
マ
ン
が
「
ド
イ
ツ
共
和
国
に
つ
い
て
」
（
一
九
二
二
年
）
で
描
き

だ
す
の
は
、
共
同
体
と
個
人
が
有
機
体
的
な
関
係
性
を
持
ち
、
西
と
東
の

間
に
位
置
す
る
「
ド
イ
ツ
的
共
同
体
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
非
政
治
的
人

間
か
ら
の
脱
却
の
試
み
で
は
あ
る
が
、
具
体
的
に
共
和
国
の
制
度
に
つ
い

て
は
語
っ
て
は
お
ら
ず
、
む
し
ろ
「
理
想
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
（
…
）
啓

蒙
さ
れ
た
独
裁
と
し
て
描
き
だ
し
て
い
る
」
と
い
う
（
一
一
八
頁
）
。
こ
れ

は
後
に
一
九
三
六
年
以
降
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
政
治
政
体
と
し
て

述
べ
た
「
戦
闘
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に
も
共
通
す
る
思
考
で
あ
る
（
二
一

七
頁
）
。
結
局
、
「
マ
ン
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
概
念
に
は
代
議
制
も
選
挙
権
も

存
在
し
て
い
な
い
」
（
二
一
七
頁
）
と
著
者
は
指
摘
し
て
い
る
。

　

非
政
治
性
の
擁
護
か
ら
批
判
へ
と
姿
勢
を
変
え
た
一
九
二
〇
年
代
に
、

マ
ン
は
社
会
性
と
個
人
、
政
治
と
精
神
の
相
互
媒
介
の
可
能
性
を
、「
教
養
」

と
「
人
文
主
義
的
伝
統
」
の
読
み
替
え
に
よ
っ
て
試
み
、
そ
こ
か
ら
政
治

と
の
関
わ
り
を
持
ち
う
る
「
新
し
い
人
文
主
義
」
を
構
想
す
る
（
第
四
章
、

第
五
章
）
。
著
者
は
ル
カ
ー
チ
や
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
教
養
小
説
論
と

比
較
し
つ
つ
、
こ
の
両
者
が
教
養
に
お
け
る
自
己
完
成
は
す
で
に
不
可
能

と
結
論
す
る
の
に
対
し
て
、
マ
ン
は
あ
え
て
共
通
感
覚
を
保
証
し
う
る
教

養
の
意
義
を
主
張
し
、
彼
独
自
の
構
想
に
よ
る
「
社
会
主
義
」
に
期
待
を

よ
せ
た
と
述
べ
る
（
一
六
八
頁
）
。

　

第
六
章
で
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
に
お
け
る
反
理
性
主
義
に
対
す
る
マ

ン
の
立
ち
位
置
が
検
討
さ
れ
る
。
ロ
マ
ン
主
義
や
フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析

に
も
関
心
を
持
ち
、
夢
、
神
話
、
過
去
、
エ
ロ
ス
な
ど
非
合
理
的
と
さ
れ

る
領
域
に
魅
了
さ
れ
続
け
た
マ
ン
は
、
ニ
ー
チ
ェ
に
依
拠
し
つ
つ
非
合
理

主
義
へ
の
関
心
を
「
進
歩
と
し
て
の
反
動
」
と
呼
ん
だ
（
一
七
七
頁
）
。
そ

れ
は
過
去
や
根
源
へ
の
退
行
的
回
帰
で
は
な
く
、
理
性
で
は
捉
え
き
れ
な

い
も
の
を
理
性
に
よ
っ
て
意
識
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
マ
ン
に
お
け
る
「
物

語
」
は
こ
の
意
識
化
で
あ
る
こ
と
を
『
魔
の
山
』
に
即
し
て
著
者
は
説
明

し
て
い
る
。
ま
た
マ
ン
の
物
語
観
の
基
底
に
あ
る
真
理
観
は
、
マ
ク
ス
・

ヴ
ェ
ー
バ
ー
、
マ
ン
ハ
イ
ム
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
カ
ー
ラ
ー
と
比
較
す
る
と

何
ら
か
の
形
而
上
的
世
界
を
想
定
す
る
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
カ
ー
ラ
ー
の
立
場

に
近
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

ナ
チ
ス
に
よ
る
政
権
奪
取
は
、
マ
ン
の
政
治
思
想
を
大
き
く
変
え
た
。

当
初
ナ
チ
ス
批
判
に
躊
躇
が
あ
っ
た
マ
ン
は
、
一
九
三
六
年
に
「
亡
命
宣

言
」
を
表
明
す
る
。
一
九
三
八
年
に
は
講
演
「
来
る
べ
き
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
勝
利
に
つ
い
て
」
で
「
戦
闘
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
立
場
を
と
る
。
し

か
し
こ
れ
は
「
善
き
統
治
者
に
よ
る
独
裁
を
伴
う
『
上
か
ら
の
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
』
」
（
二
一
七
頁
）
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
独
裁
と

の
違
い
は
「
精
神
」
の
有
無
だ
け
で
あ
り
、
「
精
神
」
の
意
味
の
と
り
よ

う
に
よ
っ
て
は
「
全
体
主
義
擁
護
に
結
び
つ
く
」
（
二
二
〇
頁
）
も
の
で
あ

り
、ヒ
ト
ラ
ー
の
独
裁
の
前
に
は
無
力
で
あ
っ
た
と
著
者
は
指
摘
す
る
（
第

七
章
）
。

　

マ
ン
は
「
上
か
ら
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
両
義
性
と
ナ
チ
ズ
ム
の
問
題
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の
物
語
同
様
に
、
人
為
を
超
え
た
悪
魔
の
誘
惑
が
ナ
チ
ス
の
原
因
と
考
え
、

ナ
チ
ス
に
至
っ
た
具
体
的
な
政
治
的
要
因
を
問
う
て
い
な
い
。
救
済
の
モ

テ
ィ
ー
フ
で
本
書
を
終
わ
る
の
は
、
マ
ン
の
非
政
治
性
と
政
治
的
責
任
逃

れ
を
擁
護
す
る
こ
と
に
な
る
と
評
者
は
考
え
る
。

　

本
書
は
政
治
思
想
を
作
家
と
そ
の
作
品
か
ら
考
察
し
た
点
で
、
政
治
思

想
史
に
新
た
な
領
野
を
拓
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
序
論
で
示
さ
れ
た

「
等
価
性
の
世
界
」
へ
の
応
答
と
し
て
マ
ン
の
言
説
が
持
つ
現
代
的
な
意

義
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
著
者
が

依
拠
す
る
「
等
価
性
の
世
界
」
は
事
実
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
行
為

や
価
値
観
の
準
拠
点
が
喪
失
し
た
と
感
じ
た
人
々
の
言
説
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
言
説
分
析
を
行
う
上
で
は
そ
の
言
説
の
担
い
手
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
で
参
考
に
な
る
の
は
、
社
会
学
者

Stefan B
reuer

の
保
守
主
義
分
析
で
あ
る
（B

reuer, Stefan, A
natom

ie 

der konservativen R
evolution, D

arm
stadt, 1993.

）
。
ブ
ロ
イ
ア
ー
に
よ
れ

ば
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
の
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
、
人
文
主
義
教

育
を
受
け
た
教
養
市
民
階
層
は
知
的
エ
リ
ー
ト
と
し
て
の
役
割
を
失
っ
た
。

自
身
の
存
在
へ
の
意
味
喪
失
感
を
抱
い
た
こ
の
階
層
が
、
人
文
主
義
的
な

知
の
復
活
を
求
め
て
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
担
い
手
と
な
っ
た
。
こ
の

意
味
で
は
、
マ
ン
も
ま
さ
に
こ
の
一
人
で
あ
り
、
彼
の
市
民
性
や
ド
イ
ツ

へ
の
拘
り
や
、
人
文
主
義
の
再
考
の
試
み
を
、
知
の
変
容
の
な
か
で
文
化

に
固
執
す
る
教
養
市
民
階
層
特
有
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
と
し
て
照
射
で
き
る

だ
ろ
う
。
ま
た
言
説
の
担
い
手
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
現
代
の
日
本
に
お

け
る
共
通
の
問
題
点
を
析
出
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
。

 

（
お
お
ぬ
き
・
あ
つ
こ
／
ド
イ
ツ
思
想
史
・
文
化
理
論
）

を
一
九
四
三
―
四
七
年
に
執
筆
さ
れ
た
作
品
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
ス
博
士
』
で

扱
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
作
品
に
お
け
る
ア
ド
ル
ノ
の
影
響
と
、
両
者
の

「
救
済
」
に
関
す
る
考
え
方
の
違
い
が
最
後
の
第
八
章
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

民
衆
本
や
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
を
下
敷
き
に
し
た
『
フ
ァ
ウ
ス
ト

ス
博
士
』
の
主
人
公
ア
ー
ド
リ
ア
ン
は
、
悪
魔
と
の
契
約
で
、
梅
毒
感
染

と
引
き
替
え
に
新
し
い
作
曲
法
を
手
に
入
れ
る
。
こ
の
作
曲
法
「
厳
密
楽

法
」
は
、
ア
ド
ル
ノ
の
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
論
に
依
拠
し
て
お
り
、
実
際
に

「
フ
ァ
ウ
ス
ト
ス
博
士
の
嘆
き
」
の
章
は
、
亡
命
地
ア
メ
リ
カ
で
ア
ド
ル

ノ
か
ら
音
楽
的
構
想
を
受
け
取
り
、
マ
ン
は
そ
れ
を
文
学
化
し
た
。
ア
ド

ル
ノ
は
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
十
二
音
技
法
を
、
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
と
同

じ
視
点
か
ら
、
啓
蒙
的
理
性
に
よ
る
自
然
の
徹
底
的
な
支
配
の
延
長
上
に

あ
る
と
捉
え
る
。
マ
ン
の
思
考
に
お
い
て
こ
の
作
曲
法
は
、
主
観
の
自
由

を
制
限
す
る
全
体
主
義
の
政
治
体
制
と
呼
応
す
る
と
同
時
に
、
混
沌
に
形

式
を
上
か
ら
与
え
る
「
上
か
ら
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に
対
応
す
る
と
著
者

は
指
摘
す
る
（
二
六
四
―
二
六
五
頁
）
。
し
か
し
両
者
の
相
違
は
、
ア
ド
ル

ノ
が
個
人
の
抹
殺
と
い
う
全
体
主
義
の
絶
望
か
ら
の
救
済
を
否
定
す
る
の

に
対
し
、
マ
ン
は
救
済
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
点
に
あ
る
と
い
う
。

「
フ
ァ
ウ
ス
ト
ス
博
士
の
嘆
き
」
で
は
、
ア
ド
ル
ノ
か
ら
情
報
を
得
た
と

さ
れ
る
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
『
ゲ
ー
テ
の
親
和
力
』
で
救
済
の
印
と
し
て
表
れ

る
流
れ
星
の
光
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
に
、
作
品
の
筋
の
外
部
に
描
か
れ
る

「
夜
の
ひ
と
つ
の
光
」
が
新
し
い
秩
序
へ
の
希
望
を
示
す
と
著
者
は
解
釈

す
る
（
二
六
一
頁
）
。
ち
な
み
に
マ
ン
は
戦
後
「
ド
イ
ツ
と
ド
イ
ツ
人
」（
一

九
四
五
年
）
で
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
は
「
悪
魔
の
策
略
に
か
か
っ
て
悪
し
き

も
の
に
な
っ
た
」
ド
イ
ツ
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
フ
ァ
ウ
ス
ト
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む
し
ろ
そ
の
中
で
磨
か
れ
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
敢
え
て
共
通
性
ら
し
き
も
の
を
挙
げ
て
お
く
と
す
れ
ば
、
①
「
社

会
研
究
所
」
へ
の
所
属
と
②
ユ
ダ
ヤ
系
の
出
自
、
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
だ
ろ
う
か
。
だ
が
「
社
会
研
究
所
」
そ
の
も
の
は
二
〇
年
代
初
頭
に
、

マ
ル
ク
ス
主
義
的
研
究
の
セ
ン
タ
ー
を
目
ざ
し
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
、

そ
こ
へ
の
所
属
は
、
何
ら
か
の
意
味
で
の
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
関
心
を
持

つ
こ
と
は
確
か
だ
が
、
二
〇
年
代
の
所
長
が
グ
リ
ュ
ー
ン
ベ
ル
ク
だ
っ
た

時
と
、
三
〇
年
代
初
頭
に
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
が
所
長
に
な
っ
て
以
後
と
で

は
、
そ
の
研
究
態
度
に
は
質
的
な
差
異
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
時
期
の
機
関
誌
名
に
も
く
っ
き
り
見
て
と
れ
る
だ
ろ
う
。
前
者
が
『
社

会
主
義
と
労
働
運
動
の
歴
史
』
、
後
者
が
―
―
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
か
ら
、

『
社

ゾ
チ
ア
ル
フ
ォ
ル
シ
ュ
ン
グ

会
研
究
』
が
英
語
の
社

ソ
ー
シ
ア
ル
リ
サ
ー
チ

会
調
査
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
の
で
意
訳
し
た

―
―
『
哲
学
お
よ
び
社
会
科
学
研
究
』
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
一
応
経
済
史

家
グ
リ
ュ
ー
ン
ベ
ル
ク
v.s.
社
会
哲
学
者
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
と
し
て
対
照

で
き
る
が
、
方
法
論
の
差
は
、
じ
つ
は
時
代
体
験
に
根
ざ
し
て
い
る
の
で
、

グ
リ
ュ
ー
ン
ベ
ル
ク
時
代
の
メ
ン
バ
ー
が
、
大
き
く
言
っ
て
、
ロ
シ
ア
革

命
の
成
功
を
基
に
、
そ
の
延
長
線
上
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
ホ

ル
ク
ハ
イ
マ
ー
以
後
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ド
イ
ツ
革
命
の
挫
折
を
基
に
、
そ

の
反
省
の
方
向
に
新
し
い
理
論
的
可
能
性
を
模
索
し
て
い
っ
た
。
そ
う
い

う
世
代
差
に
尽
き
な
い
、
根
本
的
な
時
代
体
験
に
は
、
共
通
す
る
も
の
が

あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

次
に
ユ
ダ
ヤ
系
の
出
自
と
い
う
こ
と
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
第
一
世
代
の

ほ
と
ん
ど
は
、
た
し
か
に
家
系
か
ら
す
れ
ば
ユ
ダ
ヤ
系
と
は
言
え
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
聖ラ

ビ
職
者
の
家
に
育
っ
た
フ
ロ
ム
と
レ
ー
ベ
ン
タ
ー
ル
を
別
に

　

書
評　

『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
と
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
』

（
古
松
丈
周
著
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
四
年
）

徳
永 

恂

　

「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
他
称
で
あ
っ
て

自
称
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
イ
ン
ナ
ー
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
一
人
一

人
は
、
外
か
ら
貼
ら
れ
た
レ
ッ
テ
ル
の
移
り
代
り
の
陰
で
、
必
ず
し
も
集

団
的
同
一
性
を
意
識
し
て
い
た
わ
け
で
も
、
組
織
的
統
合
を
保
っ
て
い
た

わ
け
で
も
な
い
。
亡
命
先
を
転
々
と
し
な
が
ら
断
続
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、

常
に
分
裂
と
解
体
の
危
機
に
曝
さ
れ
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
の
個
性
差
は
、
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す
れ
ば
、
父
に
逆
ら
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
妻
を
も
ら
っ
た
ホ
ル
ク
ハ
イ

マ
ー
、
幼
児
洗
礼
を
受
け
て
い
る
ア
ド
ル
ノ
以
下
、
す
べ
て
成
功
し
た
ド

イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
に
属
し
、
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
共
生
の
黄
金
時
代
と
言
わ

れ
る
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
期
に
成
人
し
た
彼
ら
は
、
被
差
別
民
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の

所
属
意
識
を
持
っ
て
い
な
い
。
も
と
も
と
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
」
と
は
、
近

代
的
形
態
と
し
て
は
、
法
的
に
解
放
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
が
文
化
的
に
、
キ

リ
ス
ト
教
市
民
社
会
に
同
化
し
足
り
な
い
こ
と
へ
の
不
満
と
し
て
、
非
ユ

ダ
ヤ
人
側
か
ら
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
は
問

題
を
立
て
る
主
体
で
は
な
く
、
客
体
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
い
う
「
ユ
ダ
ヤ

人
問
題
」
に
、
す
で
に
文
化
的
に
同
化
し
、
そ
れ
を
リ
ー
ド
し
さ
え
し
て

い
る
彼
ら
が
、
自
己
解
放
と
い
う
主
体
的
関
心
を
持
た
な
い
の
は
当
然
で

あ
ろ
う
か
。
ポ
ロ
ッ
ク
は
、
自
分
が
左
翼
な
る
が
故
に
弾
圧
さ
れ
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
ユ
ダ
ヤ
人
な
る
が
故
に
生
命
の
危
機
に
曝
さ
れ
る
と
は
夢

に
も
思
わ
な
か
っ
た
、
と
述
懐
し
て
い
る
し
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
に
と
っ

て
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
称
え
る
「
か
の
ユ
ダ
ヤ
人
ど
も
」
は
、
ナ
チ
ス
の

制
覇
を
防
止
で
き
な
い
ど
こ
ろ
か
促
進
し
た
り
し
た
者
と
し
て
批
判
の
対

象
と
な
る
。
ユ
ダ
ヤ
的
出
自
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
形
成
に
つ
い
て
個
別

的
に
検
討
す
べ
き
対
象
で
は
あ
ろ
う
が
、
「
学
派
」
と
し
て
の
統
合
や
結

び
つ
き
を
示
す
示
標
に
は
な
り
え
な
い
。

　

昨
二
〇
一
四
年
秋
に
出
版
さ
れ
た
古
松
丈
周
氏
の
『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

学
派
と
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
』
は
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
の
研
究
所
長
就
任
講
演

（
一
九
三
二
年
）
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
の
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
プ
ラ
ン
」
を
経
て
、
ア
ド
ル
ノ
と
の
共
著
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
（
一

九
四
七
年
）
に
至
る
初
期
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
が
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と

い
う
問
題
を
中
心
に
し
て
ど
の
よ
う
な
展
開
を
遂
げ
た
か
を
、
豊
か
な
先

行
文
献
を
参
照
し
つ
つ
克
明
に
辿
り
、
整
理
し
纏
め
た
労
作
で
あ
る
。
主

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
一
応
特
定
時
期
の
ホ
ル
ク
ハ
イ

マ
ー
だ
け
の
も
の
で
あ
る
が
、
共
同
研
究
に
当
っ
て
の
方
法
的
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
に
な
っ
た
初
期
の
フ
ロ
ム
か
ら
、
国
家
資
本
主
義
へ
の
社
会
主
義
国

家
の
変
貌
を
解
明
し
た
ポ
ロ
ッ
ク
や
ノ
イ
マ
ン
。
彼
ら
と
の
袂
別
以
後
の

ア
ド
ル
ノ
と
の
結
び
つ
き
に
基
づ
く
、
フ
ロ
イ
ト
解
釈
の
転
換
等
々
、
周

辺
の
個
々
の
メ
ン
バ
ー
の
個
性
的
展
開
を
充
分
に
視
野
に
入
れ
た
叙
述
は
、

優
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
全
体
の
中
心
問
題
の
所
在
を
―
―
直
接
に
は

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
や
マ
ル
ク
ー
ゼ
に
深
入
り
し
て
い
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
―
―

教
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
評
者
も
、
前
に
こ
れ
と
同
じ
タ
イ
ト
ル
と
対
象
で
論
文
を
書
い
た

こ
と
が
あ
り
、
（
一
九
九
七
年
、
池
田
浩
士
編
『
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
想
像
力
』
）

そ
れ
は
後
の
論
文
集
（
『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
展
開
』
二
〇
〇
二
年
、
『
絢

爛
た
る
悲
惨
』
二
〇
一
四
年
）
に
も
再
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
し
て
古
松

氏
の
所
説
と
の
間
に
、
目
に
立
つ
食
い
違
い
も
な
い
よ
う
だ
か
ら
、
そ
の

プ
ロ
セ
ス
や
内
容
の
再
現
に
は
立
ち
入
る
こ
と
を
止
め
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
学
派
、
と
く
に
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
の
現
代
的
意
義
を
問
う
古
松
氏

の
問
い
に
、
私
な
り
の
問
い
を
重
ね
て
問
う
こ
と
に
し
た
い
。

　

「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
後
に
詩
を
書
く
こ
と
は
野
蛮
だ
」
と
い
う
ア

ド
ル
ノ
の
言
葉
は
、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
だ
が
三
十
年

代
か
ら
四
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
研
究
は
、
こ
の
衝
撃
的
体

験
に
基
づ
い
て
発
想
さ
れ
展
開
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
ド
イ
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こ
に
は
「
新
し
い
理
論
的
空
白
」
が
生
れ
て
い
る
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
が
三
〇
年
代
に
直
面
し
て
い
た
現
実
は
、
も
は
や

「
古
い
現
実
」
で
あ
り
、
そ
の
理
論
は
も
は
や
古
び
て
し
ま
っ
た
の
か
。

そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
古
松
氏
の
著
書
の
結
び
の

問
い
で
あ
る
。

　

も
し
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
に
つ
い
て
の
「
申
し

ぶ
ん
の
な
い
理
論
」
の
完
成
で
あ
る
な
ら
ば
、
未
完
だ
っ
た
ホ
ル
ク
ハ
イ

マ
ー
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
補
完
し
追
求
す
れ
ば
い
い
の
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
後
戻
り
で
あ
っ
て
、
新
し
く
開
け
て
き
た
「
理

論
的
空
白
」
を
埋
め
る
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
持
ち
え
な
い
だ
ろ
う
。
古

松
氏
は
こ
の
理
論
的
空
白
を
、
反
復
す
る
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
の
一
回
性
と
の
二
律
背
反
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
の
一
回
性
、
固
有
の
特
殊
性
は
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
ポ
グ
ロ
ー
ム
や
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
同
質
的
な
も
の
と
し
て
、
そ
の
延
長

線
上
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
最
近
で
も
、
テ
ィ
モ
シ
ー
・

ス
ナ
イ
ダ
ー
は
、
そ
の
著
書
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ア
ー
ス
』
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

や
近
東
で
頻
発
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
発
生
因
を
、
国
家
の
弱
体
化
に
よ

る
無
政
府
状
態
の
混
乱
に
求
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
う
い
う
ホ
ッ
ブ
ス

的
考
え
方
で
は
東
欧
・
近
東
地
域
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
と
も
か
く
、
ヴ
ァ

ン
ゼ
ー
会
議
の
決
定
に
基
づ
き
、
国
家
の
統
一
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

計
画
的
に
実
行
さ
れ
た
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
最
終
解
決
」
案
は
捉
え
き
れ

な
い
。
合
理
的
統
制
の
欠
落
に
よ
っ
て
暴
発
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
る
意

味
で
は
合
理
的
に
統
制
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
執
行
さ
れ
た
ジ
ェ

ツ
に
お
け
る
大
衆
の
ナ
チ
ス
の
権
威
へ
の
自
発
的
服
従
、
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
潜
在
的
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
温
床
と
な
る
画
一
的
思
考
、
そ
れ
を
う
な

が
す
文
化
産
業
な
ど
の
モ
デ
ル
に
対
応
す
る
も
の
で
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ

ツ
に
象
徴
さ
れ
る
シ
ョ
ア
（
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
）
の
独
自
の
意
味
を
解
明
し

よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
論

第
七
章
は
、
戦
後
付
加
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
シ
ョ
ア
に
つ
い
て
の
情
報

は
、
む
ろ
ん
あ
る
程
度
届
い
て
は
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
全
貌
や
意
味
は
、

充
分
に
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
点
で
「
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
以
後
」
の
眼
か
ら
見
れ
ば
、
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
の
反
ユ
ダ
ヤ

主
義
分
析
に
は
「
あ
る
物
足
り
な
さ
」
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
う
、
か
つ
て

私
が
記
し
た
の
に
、
古
松
氏
も
共
感
を
示
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
だ
。
た
し

か
に
、
サ
ド
・
マ
ゾ
ヒ
ス
テ
イ
ッ
ク
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
、
「
ミ
メ
ー

シ
ス
の
ミ
メ
ー
シ
ス
」
と
い
っ
た
説
明
の
仕
方
は
、
服
従
や
同
調
、
流
行

と
い
っ
た
心
理
現
象
の
解
明
と
し
て
は
役
に
立
っ
て
も
、
人
間
の
「
個
体

性
の
消
去
」
の
域
を
超
え
て
、
そ
の
存
在
、
生
命
の
無
化
と
も
い
う
べ
き

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
意
味
理
解
に
は
届
か
な
い
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
か
つ
て
ナ
チ
ス
の
政
権
掌
握
過
程
に
お
け
る
大
衆
心
理
の
分
析

に
、
伝
統
的
マ
ル
ク
ス
主
義
の
経
済
理
論
が
有
効
に
対
応
で
き
ず
、
そ
こ

に
「
理
論
的
空
白
」
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
た
時
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派

は
、
「
マ
ル
ク
ス
と
フ
ロ
イ
ト
の
統
合
」
と
言
う
の
は
い
さ
さ
か
大
げ
さ

に
過
ぎ
る
と
し
て
も
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
の
社
会
心
理
学
化
」
に
よ
っ
て
、

そ
の
空
白
を
埋
め
て
き
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
が
戦
後
に
な
っ

て
、
あ
ら
わ
に
な
っ
て
き
た
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
解
明
に
、も
は
や
「
権

威
主
義
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
論
」
が
充
分
に
役
立
た
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
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る
の
は
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
よ
り
も
、
原
子
物
理
学
に
基
づ
く
核
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
核
兵
器
の
開
発
競
走
だ
ろ
う
か
。
無
意
識
の
う
ち
に
良
心
の
痛
み
も
な

く
、
人
は
今
や
ボ
タ
ン
一
つ
押
す
だ
け
で
、
大
量
殺
人
の
被
害
者
に
な
る

こ
と
も
、
加
害
者
に
な
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
。
「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ

以
後
」
の
時
代
は
、
同
時
に
「
原
爆
以
後
」
の
時
代
で
も
あ
る
。

　

か
つ
て
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
そ
の
亡
命
途
中
で
の
自
決
の
前
に
、
現
代
に

お
け
る
「
戦
争
の
美
し
さ
」
と
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
倫
理
と
の
間
に
開
け

た
す
さ
ま
じ
い
亀
裂
」
に
つ
い
て
書
き
遺
し
た
。
「
二
律
背
反
」
は
、
至

る
所
に
溢
れ
て
い
る
。
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
に
話
を
戻
そ
う
。
ホ
ル
ク
ハ

イ
マ
ー
と
ア
ド
ル
ノ
が
遠
い
ア
メ
リ
カ
で
そ
れ
を
執
筆
し
て
い
た
四
〇
年

代
前
半
、
彼
ら
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
以
前
の
事
例
し

か
映
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
啓
蒙
の
弁
証
法
と
い
う

思
考
図
式
が
、
た
ん
に
文
明
が
そ
の
反
対
物
た
る
野
蛮
に
転
化
し
た
と
い

う
時
代
診
断
だ
け
で
な
く
、
弁
証
法
と
い
う
も
の
の
本
姿
に
ふ
さ
わ
し
く
、

二
律
背
反
（
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
）
の
止
揚
と
い
う
希
望
の
方
向
を
目
指
す
と

す
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
研
究
も
、
回
顧
的
視

線
を
遡
る
の
で
は
な
く
、
「
新
し
い
理
論
的
空
白
」
、
テ
ク
ノ
・
ニ
ヒ
リ
ズ

ム
へ
の
注
視
を
う
な
が
す
と
こ
ろ
に
、
そ
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 

（
と
く
な
が
・
ま
こ
と
／
ド
イ
ツ
現
代
思
想
）

ノ
サ
イ
ド
。
こ
の
二
つ
の
間
に
は
、
た
し
か
に
「
二
律
背
反
」
が
あ
り
、

伝
統
的
な
理
論
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
「
理
論
的
空
白
」
が
認
め
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

　

映
画
「
シ
ョ
ア
」
の
監
督
ラ
ン
ズ
マ
ン
も
言
う
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は

い
か
に
し
て
も
、
想
像
を
絶
す
る
シ
ョ
ア
の
動
機
を
理
解
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
そ
れ
を
引
き
起
こ
し
た
前
提
、
そ
の
条
件
や
契
機
の
い

く
つ
か
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
「
歴
史
家
論
争
」

の
過
程
で
言
い
立
て
ら
れ
た
、
ド
イ
ツ
軍
敗
走
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
オ
ケ
ー

ジ
ョ
ナ
ル
な
事
情
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
ヴ
ァ
ン
ゼ
ー
会
議
の
決
定
と
執

行
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
ド
ク
ト
リ
ン
が
、
理
論
武
装
し
た

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
ま
で
は
言
え
な
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
機
能
し
た
こ
と

は
確
か
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
通
常
、
民
族
至
上
主
義
と
か
「
人
種
」
理
論
と

か
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
シ
ョ
ア
の
対
象
に
な
っ
た
の
は
、
特
定
の
民

族
、
「
人
種
法
」
で
規
定
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
ば
か
り
で
は
な
い
。
七
〇
〇

万
を
超
え
る
犠
牲
者
の
中
に
は
、
多
く
の
精
神
病
者
や
ロ
マ
（
ジ
プ
シ
ー
）

が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
こ
こ
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

ユ
ダ
ヤ
人
と
い
う
一
特
定
人
種
へ
の
敵
意
（
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
）
で
は
な
く
、

一
般
に
、
あ
る
人
が
生
き
る
に
価
い
す
る
（lebensw

ürdig

）
か
ど
う
か

を
判
定
し
、
な
い
と
す
れ
ば
そ
の
人
を
殺
す
べ
き
だ
、
と
い
う
信
念
。
殺

人
を
正
当
化
す
る
凝
似
科
学
と
し
て
の
優
生
学
が
そ
れ
を
支
え
て
い
る
。

か
つ
て
地

ゲ
オ
ポ
リ
テ
ィ
ク

政
学
が
植
民
地
支
配
を
支
え
た
よ
う
に
、
優
生
学
が
、
た
ん
な

る
人
種
の
迫
害
・
差
別
を
超
え
て
、
そ
の
存
在
を
無
化
す
る
権
利
を
主
張

し
て
い
る
。

　

し
か
し
今
日
で
は
、
大
量
殺
人
の
危
機
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
漲
ら
せ
て
い
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コ
ン
テ
ク
ス
ト
主
義
的
な
局
地
主
義
を
放
棄
せ
ず
し
て
し
か
も
普
遍
性
へ

の
通
路
を
意
識
し
た
、
対
話
的
関
係
に
基
づ
く
解
釈
学
的
実
践
を
い
か
に

開
く
か
、
そ
し
て
そ
の
実
践
に
お
い
て
い
か
に
生
活
世
界
と
精
神
科
学
の

相
補
性
を
築
き
上
げ
る
か
で
あ
る
。
こ
の
問
題
意
識
の
も
と
本
書
で
は
、

広
く
は
近
代
に
お
け
る
、
中
心
的
に
は
十
九
世
紀
に
お
け
る
精
神
科
学
の

形
成
と
そ
の
意
義
が
、
そ
の
規
範
論
的
要
請
の
過
剰
に
は
若
干
距
離
を

も
っ
て
だ
が
、
と
り
わ
け
ハ
バ
ー
マ
ス
に
依
拠
し
つ
つ
論
じ
ら
れ
て
い
く
。

　

第
一
章
「
歴
史
な
き
時
代
の
歴
史
意
識
へ
」　

近
代
に
お
け
る
歴
史
意

識
の
反
省
の
様
態
が
、
ヴ
ィ
ー
コ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
辿
ら
れ

て
い
る
。
ヴ
ィ
ー
コ
を
め
ぐ
っ
て
は
、
デ
カ
ル
ト
主
義
へ
の
対
峙
、
レ
ト

リ
ッ
ク
の
伝
統
を
介
し
た
歴
史
的
知
と
実
践
的
教
養
の
理
想
、
そ
こ
で
の

真
理
、
共
通
感
覚
、
賢
明
さ
な
ど
の
諸
概
念
が
論
究
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
ー

ゲ
ル
の
教
養
概
念
は
、
他
者
へ
の
自
己
疎
外
を
通
し
て
の
自
己
回
帰
の
運

動
と
し
て
引
照
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
ヴ
ィ
ー
コ
と
同
じ
く
理
性
的

な
政
治
社
会
へ
の
憧
憬
が
働
い
て
い
た
と
さ
れ
る
。
十
九
世
紀
の
進
展
の

な
か
で
、
し
か
し
こ
の
人
間
相
互
の
共
同
性
を
基
礎
づ
け
る
実
践
的
な
判

断
力
を
核
心
と
し
た
教
養
の
概
念
は
崩
壊
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
実
証
主

義
、
相
対
主
義
に
晒
さ
れ
る
。
そ
の
影
響
を
世
代
的
に
強
く
被
り
つ
つ
、

し
か
し
そ
れ
に
抗
し
て
道
具
的
理
性
に
よ
っ
て
葬
り
去
ら
れ
る
前
の
歴
史

の
全
体
的
経
験
を
取
り
返
そ
う
と
し
た
試
み
、
し
か
し
同
時
に
可
能
性
と

と
も
に
矛
盾
と
破
綻
の
典
型
的
な
形
態
を
も
示
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
試

み
と
し
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

第
二
章
「
経
験
と
反
省
」　

「
な
ぜ
歴
史
と
関
わ
る
の
か
」
と
い
う
問
い

へ
の
著
者
の
応
答
が
、
ニ
ー
チ
ェ
に
お
け
る
歴
史
の
学
的
対
象
化
へ
の
批

　

書
評　

『
歴
史
意
識
の
断
層 

 
 

―
―
理
性
批
判
と
批
判
的
理
性
の
あ
い
だ

』

（
三
島
憲
一
著
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）

廳 

茂

　

ご
く
限
ら
れ
た
紙
幅
に
お
い
て
書
評
す
る
こ
と
が
、
内
容
の
豊
富
さ
か

ら
し
て
む
つ
か
し
い
大
部
の
著
作
で
あ
る
。
単
純
化
の
誹
り
は
逃
れ
得
な

い
だ
ろ
う
が
、
と
に
か
く
一
渡
り
内
容
を
紹
介
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

序
章
「
存
在
史
的
解
釈
学
を
越
え
て
」　

こ
の
著
作
全
体
の
問
い
が
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
、
ガ
ダ
マ
ー
批
判
を
通
し
て
立
て
ら
れ
る
。
そ
の
問
い
と
は
、
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判
の
検
討
を
通
し
て
示
さ
れ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
の
歴
史
的
学
問
へ
の
批
判
を
、

近
代
的
な
学
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
疑
念
を
む
け
た
も
の
と
し
て
、
精
神

科
学
の
自
己
了
解
を
め
ぐ
る
議
論
の
文
脈
に
お
く
。
ニ
ー
チ
ェ
に
お
け
る

完
全
な
他
者
と
し
て
過
去
（
古
典
）
を
呼
び
出
す
処
方
、
そ
こ
で
の
知
の

反
省
的
可
能
性
を
排
除
す
る
反
合
理
主
義
へ
の
傾
斜
の
危
険
が
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
学
派
や
リ
ッ
タ
ー
に
お
け
る
精
神
科
学
の
意
義
を
め
ぐ
る
様
々

の
議
論
へ
の
考
察
を
も
重
ね
つ
つ
論
述
さ
れ
る
。
著
者
の
立
場
と
し
て
、

具
体
的
な
歴
史
的
経
験
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
学
、
全
体
性
へ
の
果
し
得
ぬ

希
求
の
三
者
の
緊
張
関
係
、
約
言
す
る
と
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
と
フ
ィ
ロ
ソ

フ
ィ
ー
の
相
互
補
完
性
論
が
提
案
さ
れ
る
。

　

第
三
章
「
十
九
世
紀
精
神
科
学
の
成
立
と
市
民
社
会
」　

十
九
世
紀
に

お
け
る
ド
イ
ツ
市
民
層
の
あ
り
方
に
着
目
し
つ
つ
、
そ
こ
で
の
精
神
科
学

の
形
成
、
そ
し
て
歴
史
認
識
と
絡
み
つ
つ
進
展
す
る
日
常
生
活
に
お
け
る

歴
史
感
覚
を
考
察
す
る
こ
と
が
眼
目
で
あ
る
。
精
神
科
学
は
、
過
去
と
現

在
、
主
体
と
対
象
の
隔
絶
を
架
橋
す
る
べ
く
生
ま
れ
る
。
そ
の
充
填
の
仕

方
は
複
数
あ
る
。
そ
の
型
と
し
て
、
「
人
倫
的
力
」
の
想
定
に
よ
っ
て
過

去
と
現
在
の
連
続
性
を
埋
め
よ
う
と
す
る
ド
ロ
イ
ゼ
ン
、
逆
に
歴
史
を
現

在
と
対
立
さ
せ
、
過
去
の
芸
術
の
想
起
に
活
路
を
見
い
出
す
ブ
ル
ク
ハ
ル

ト
が
と
く
に
対
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
歴
史
認
識
の
型

の
確
認
の
う
え
で
、
日
常
に
お
け
る
歴
史
意
識
の
形
成
が
分
析
さ
れ
る
。

そ
こ
で
は
、
歴
史
と
し
て
虚
構
の
共
同
性
と
連
続
性
が
捏
造
さ
れ
る
。
こ

の
捏
造
の
様
態
が
、
教
育
制
度
、
博
物
館
、
記
念
碑
な
ど
を
事
例
と
し
て

詳
述
さ
れ
て
い
る
。
近
代
社
会
の
変
容
の
な
か
で
、
内
面
性
へ
の
退
却
と

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
浸
透
が
連
動
し
つ
つ
深
ま
っ
て
い
く
。

　

第
四
章
「
精
神
科
学
と
生
活
世
界
の
関
連
」
と
第
五
章
「
解
釈
学
の
可

能
性
と
限
界
」　

こ
の
二
つ
の
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ハ
バ
ー
マ
ス
と
デ
ィ

ル
タ
イ
が
主
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
ハ
バ
ー
マ
ス
に
準
拠
し
つ
つ
、

生
活
世
界
と
精
神
科
学
の
あ
る
べ
き
媒
介
を
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の

ハ
バ
ー
マ
ス
を
基
盤
と
し
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
境
位
が
測
ら
れ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
こ
の
二
つ
の
章
は
連
続
し
て
紹
介
す
る
。

　

十
九
世
紀
の
精
神
科
学
は
、
審
美
主
義
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
日
常
と

の
乖
離
に
陥
る
こ
と
で
、
生
活
世
界
と
の
関
連
を
見
失
い
、
そ
れ
を
逆
に

隠
蔽
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
突
破
す
べ
く
、
生
活
世
界
の
対
話
的
構
造
と

精
神
科
学
の
相
補
的
関
係
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
現
代
的
範
例
が
、
著
者

に
と
っ
て
の
ハ
バ
ー
マ
ス
、
と
り
わ
け
彼
に
お
け
る
現
在
の
地
平
か
ら
照

明
さ
れ
た
過
去
は
逆
に
現
在
か
ら
未
来
に
向
か
っ
て
の
意
識
に
「
適
用
」

さ
れ
る
と
い
う
形
で
の
解
釈
学
の
構
想
で
あ
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
観
念

論
と
実
証
主
義
の
両
ベ
ク
ト
ル
の
な
か
で
揺
れ
つ
づ
け
た
存
在
と
し
て
描

か
れ
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
近
代
の
な
か
で
拡
大
し
て
い
く
過
去
と
現
在

の
疎
隔
に
直
面
し
、
そ
れ
を
精
神
科
学
的
な
「
理
解
」
に
よ
っ
て
架
橋
し

よ
う
と
し
た
人
物
で
あ
る
。
一
方
に
お
い
て
彼
は
そ
の
解
釈
学
的
着
想
に

お
い
て
、
の
ち
の
ハ
バ
ー
マ
ス
の
試
み
に
先
鞭
を
つ
け
る
生
活
世
界
と
精

神
科
学
の
実
践
的
連
関
づ
け
の
反
省
を
志
向
し
て
い
た
。
し
か
し
他
方
に

お
い
て
そ
の
称
揚
さ
れ
る
べ
き
可
能
性
の
十
全
の
展
開
は
、
ゲ
ー
テ
時
代

や
国
民
理
念
、
生
の
内
面
性
な
ど
の
特
権
化
、
そ
し
て
人
間
学
主
義
、
芸

術
へ
の
自
己
閉
塞
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
そ
こ
で

も
生
活
世
界
の
隠
蔽
が
生
起
し
て
し
ま
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
―
―
な
お
、

次
章
と
の
間
に
「
キ
ケ
ロ
嫌
い
の
ド
イ
ツ
思
想
」
と
い
う
、
ド
イ
ツ
に
お
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め
の
書
き
下
ろ
し
で
あ
る
。
第
一
章
以
降
の
各
章
の
末
尾
に
、
著
者
の
今

日
か
ら
み
て
の
ご
く
短
い
「
弁
明
」
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
著
者
ほ
ど
の

論
者
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
の
論
文
集
で
も
何
の
問
題
も
な
か
っ
た
と
私

に
は
思
え
る
が
、
出
版
サ
イ
ド
か
ら
の
意
向
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
著
作
じ
た
い
が
、
著
者
の
め
ざ
す
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
と
フ
ィ
ロ
ソ

フ
ィ
ー
の
綜
合
の
事
例
と
な
っ
て
お
り
、
一
方
の
歴
史
と
文
献
に
つ
い
て

の
該
博
な
知
識
と
他
方
の
精
神
科
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
哲
学
的
反
省

が
、
芸
術
論
か
ら
社
会
思
想
を
広
汎
に
横
断
し
つ
つ
、
自
在
に
連
関
づ
け

ら
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
視
角
の
取
り
方
そ
の
も
の
が
、
閉
鎖
的
傾
向
の
つ

よ
か
っ
た
日
本
の
人
文
学
者
た
ち
に
賛
嘆
と
と
も
に
、
少
な
か
ら
ざ
る
反

撥
を
も
誘
発
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。
生
活
世
界
と
い
う
概
念
の
流
行
、
構

造
主
義
と
そ
れ
へ
の
批
判
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
果
て
し

な
い
論
争
、
そ
し
て
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
論
の
賑
賑
し
い
登
場
と
、
様
々
の
思

潮
の
葛
藤
が
織
り
成
す
同
時
代
的
な
臨
場
感
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
読
む

と
よ
り
興
味
ぶ
か
く
読
め
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
著
作
で
は
、
精
神
科
学
と
混
融
と
対
立
の
複
雑
な
交
錯
の
磁
場
を

当
時
形
成
し
て
い
た
文
化
科
学
と
社
会
学
を
め
ぐ
る
議
論
が
外
さ
れ
て
い

る
。
と
り
わ
け
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
ネ
ー
ム
が
時
折
で
て
く
る
と
し
て
も
、

後
者
の
議
論
の
不
在
が
少
し
気
に
な
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
に
と
い
っ
て
よ

い
の
だ
ろ
う
か
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
思
想
的
可
能
性
が
、
ハ
バ
ー
マ
ス
の
デ
ィ

ル
タ
イ
像
に
即
し
て
、
社
会
学
的
に
把
捉
さ
れ
て
い
る
。
初
期
の
デ
ィ
ル

タ
イ
に
顕
在
的
で
あ
っ
た
社
会
科
学
的
端
緒
を
晩
年
の
解
釈
学
的
と
さ
れ

る
議
論
に
重
ね
る
読
解
法
で
あ
る
。
こ
の
読
み
は
理
論
的
構
成
と
し
て
む

ろ
ん
あ
り
う
る
が
、
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
的
に
い
え
ば
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
確

け
る
文
化
と
政
治
の
断
絶
に
つ
い
て
の
短
い
エ
ッ
セ
イ
が
入
る
。

　

第
六
章
「
知
の
制
度
化
と
機
能
」　

こ
の
章
は
ま
と
め
の
よ
う
な
位
置

に
あ
り
、
こ
こ
ま
で
の
章
で
の
べ
ら
れ
た
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
が
、

語
り
の
構
え
は
、
美
学
と
近
・
現
代
社
会
論
、
社
会
思
想
を
美
を
め
ぐ
る

問
題
に
軸
足
を
お
き
つ
つ
広
く
視
野
に
収
め
た
雄
大
な
も
の
で
あ
る
。
歴

史
意
識
の
権
力
に
守
ら
れ
た
内
面
性
の
あ
り
方
、
美
的
思
考
に
お
け
る
近

代
へ
の
懐
疑
、
芸
術
と
社
会
の
変
革
の
接
続
を
企
図
す
る
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ

ル
ド
等
々
が
次
々
に
論
及
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
そ
れ
ら
の
考
察
を
う

け
て
、
近
代
と
は
何
か
が
ア
ド
ル
ノ
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
の
『
啓
蒙
の
弁

証
法
』
に
お
け
る
、
理
性
が
そ
の
内
在
的
論
理
に
よ
っ
て
非
理
性
へ
と
逆

転
す
る
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
め
ぐ
っ
て
考
究
さ
れ
る
。
そ
こ
で
の
文
化
産
業

論
と
管
理
社
会
論
、
対
抗
案
と
し
て
の
芸
術
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
へ
の
か
す

か
な
希
望
が
解
説
さ
れ
る
。
最
終
的
に
は
、
ハ
バ
ー
マ
ス
を
引
照
し
な
が

ら
、
対
話
的
合
理
性
の
確
立
、
そ
の
た
め
の
ポ
ス
ト
ア
ウ
ラ
的
な
芸
術
経

験
の
日
常
へ
の
取
り
込
み
が
、
模
索
的
に
提
案
さ
れ
る
。

　

補
章
「
現
象
学
と
哲
学
的
解
釈
学
」　

フ
ッ
サ
ー
ル
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の

詳
細
な
対
比
論
で
あ
る
。
理
論
的
に
対
し
て
歴
史
的
と
正
反
対
に
み
え
る

二
人
の
思
想
家
が
、
前
者
の
意
味
充
実
と
イ
デ
ア
的
客
体
、
後
者
の
客
観

的
精
神
と
作
用
連
関
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
概
念
を
手
掛
か
り
に
、

い
か
に
接
近
し
つ
つ
か
つ
離
反
す
る
か
が
詳
細
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
著
作
は
、
著
者
が
一
九
七
〇
年
代
中
盤
か
ら
一
九
八
〇
年
代
中
盤

に
か
け
て
公
表
し
た
論
稿
の
、
幾
分
か
修
正
が
入
っ
て
い
る
が
論
文
集
で

あ
る
。
第
三
、
四
、
五
章
は
、
も
と
は
「
生
活
世
界
の
隠
蔽
と
開
示
」
と

い
う
題
名
の
連
作
論
文
で
あ
る
。
序
章
の
み
が
、
全
体
の
主
旨
を
語
る
た
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か
に
社
会
の
変
貌
へ
の
自
覚
を
十
分
に
抱
い
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
し
て

著
者
も
言
及
す
る
社
会
分
化
概
念
を
一
部
す
で
に
導
入
し
て
い
た
と
し
て

も
、
な
お
社
会
概
念
を
め
ぐ
る
抽
象
的
な
概
念
的
道
具
立
て
を
用
意
す
る

と
こ
ろ
ま
で
は
い
か
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。
ま
さ
に
そ
こ
に
、
テ
ン
ニ
ー

ス
、
ジ
ン
メ
ル
、ウ
ェ
ー
バ
ー
な
ど
の
介
入
の
必
然
と
意
義
が
あ
っ
た
。「
歴

史
主
義
か
ら
社
会
学
へ
」
の
問
題
の
機
制
で
あ
る
。
本
書
で
も
名
前
が
挙

が
っ
て
い
る
ミ
ー
ド
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
的
な
社
会
行
動
主
義
は
、

こ
の
ド
イ
ツ
の
機
制
の
ア
メ
リ
カ
的
な
翻
案
で
も
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
こ

と
は
、
著
者
よ
り
も
む
し
ろ
書
評
子
自
身
の
関
心
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

デ
ィ
ル
タ
イ
の
可
能
性
と
し
て
、
ど
こ
ま
で
い
え
る
か
と
い
う
、
も
ち
ろ

ん
厳
密
に
は
答
え
が
た
い
難
問
は
残
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
問
題
の
機
制
は
、

歴
史
と
社
会
と
い
う
デ
ィ
ル
タ
イ
で
は
一
体
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
概
念

の
、
分
裂
の
問
題
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
「
歴
史
は
い
か
に
し
て
可
能
か
」

に
、
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
問
い
と
し
て
、
「
社
会
は
い
か
に
し
て
可
能
か
」

が
重
ね
ら
れ
る
。
そ
こ
に
さ
ら
に
マ
ル
ク
ス
主
義
も
加
わ
っ
て
、
精
神
科

学
、
社
会
学
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
三
者
の
入
り
組
ん
だ
文
様
が
動
き
だ
す
。

こ
の
文
様
に
、
本
書
に
お
い
て
頻
出
す
る
が
主
題
的
に
は
必
ず
し
も
詰
め

ら
れ
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
市
民
社
会
や
社
会
な
ど
の
諸
概
念
も
、

深
く
連
関
し
て
い
る
。
全
体
性
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ル
カ
ー
チ
的
な
概
念

も
、
二
つ
の
「
い
か
に
」
の
問
い
の
相
即
、
分
離
、
関
係
の
問
題
を
踏
ま

え
つ
つ
語
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
日
の
読
者
が
こ
の
著
作
を
読
ん
で
一
番
知
り
た
い
と
思
う
だ
ろ
う
こ

と
は
、
芸
術
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
精
神
科
学
の
共
働
に
よ
る
、
生
活
世
界

と
精
神
科
学
の
相
互
性
の
確
保
と
い
う
テ
ー
ゼ
の
具
体
的
な
詳
細
で
あ
る
。

著
書
で
は
、
例
え
ば
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
的
経
験
の
有
効
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

今
日
、
意
味
や
生
活
実
践
の
概
念
は
、
社
会
学
や
人
類
学
、
文
化
論
に
と
っ

て
、
徹
底
し
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
。
日
常
生
活
に
お
い
て

も
、
な
に
も
歴
史
や
思
想
、
芸
術
な
ど
と
い
う
面
倒
く
さ
い
も
の
を
介
さ

な
く
と
も
、
意
味
や
文
化
、
実
践
は
出
来
合
の
グ
ッ
ズ
な
い
し
「
情
報
」

と
し
て
、
大
量
に
セ
ッ
ト
売
り
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
現
代
を
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
学
派
の
文
化
産
業
論
を
基
礎
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
消
費
社
会

の
あ
り
様
は
、
さ
ら
に
一
層
容
赦
な
く
生
の
最
深
奥
に
ま
で
達
し
て
い
る
。

そ
こ
に
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
驚
く
べ
き
刻
々
の
革
新
、
新
自
由
主
義
に
グ

ロ
ー
バ
ル
化
等
々
が
重
な
る
。
著
者
が
少
な
く
と
も
こ
こ
で
は
前
提
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
精
神
科
学
、
つ
ま
り
人
文
学
の
国
家
的
な
制
度
的
保
障

す
ら
、
今
日
徐
々
に
危
う
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
事
態
へ
の
抵
抗
を
体

現
し
実
践
す
る
生
活
世
界
と
精
神
科
学
の
相
補
性
と
は
、
具
体
的
に
は
現

在
で
は
例
え
ば
ど
う
い
う
作
品
、
活
動
そ
し
て
運
動
を
イ
メ
ー
ジ
す
れ
ば

い
い
の
だ
ろ
う
か
。
著
者
に
と
っ
て
ハ
バ
ー
マ
ス
の
基
盤
的
位
置
は
動
か

な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
弁
明
」
に
お
い
て
約
束
さ
れ
て

い
る
こ
の
著
書
の
「
現
在
」
編
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

私
は
若
い
と
き
、
こ
の
論
集
の
何
編
か
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
読
ん
で
い

る
。
著
者
の
知
見
と
視
角
の
広
さ
に
、
強
い
印
象
を
受
け
た
。
著
者
は
あ

と
が
き
に
お
い
て
、
こ
の
論
集
が
古
く
さ
い
も
の
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る

こ
と
へ
の
懸
念
を
語
っ
て
い
る
。
私
な
ど
が
請
け
合
っ
て
も
な
ん
の
意
味

も
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
は
杞
憂
で
あ
ろ
う
。
提
起
さ
れ
て
い
る
問
題
の
ア

ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
、
む
し
ろ
日
々
増
進
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

 

（
ち
ょ
う
・
し
げ
る
／
社
会
学
史
・
社
会
理
論
）
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し
て
い
る
こ
と
は
、
本
文
だ
け
で
な
く
、
参
考
文
献
と
多
く
の
注
が
つ
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
も
確
証
で
き
る
。
本
書
は
今
後
、
戦
後
日
本
社
会
思

想
史
を
論
じ
る
さ
い
に
参
照
す
べ
き
基
本
文
献
の
一
冊
に
な
ろ
う
。

　

戦
後
日
本
の
市
民
社
会
論
は
、
十
五
年
戦
争
（
一
九
三
一
―
四
五
年
）
体

制
に
社
会
科
学
者
が
い
か
に
対
応
す
べ
き
か
、
と
い
う
歴
史
的
経
験
に
起

源
を
も
つ
の
で
、
本
書
も
戦
時
に
お
け
る
市
民
社
会
概
念
の
検
討
か
ら
始

ま
る
。
高
島
善
哉
は
経
済
社
会
学
の
立
場
か
ら
、
戦
時
体
制
を
正
当
化
す

る
政
治
経
済
学
と
戦
時
体
制
か
ら
距
離
お
く
純
粋
経
済
学
へ
の
両
面
批
判

を
展
開
し
た
。
大
河
内
一
男
は
社
会
政
策
の
立
場
か
ら
、
戦
時
体
制
を
強

化
す
る
た
め
に
は
労
働
力
保
全
＝
労
働
者
保
護
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し

た
。
両
者
は
「
イ
ソ
ッ
プ
の
言
葉
」
で
戦
時
体
制
を
批
判
す
る
「
戦
時
レ

ト
リ
ッ
ク
」
を
駆
使
す
る
点
で
三
木
清
に
つ
な
が
る
。
高
島
の
『
経
済
社

会
学
の
根
本
問
題
』
（
一
九
四
一
年
）
と
大
河
内
の
『
ス
ミ
ス
と
リ
ス
ト
』

（
一
九
四
三
年
）
は
問
題
枠
「
ス
ミ
ス
と
リ
ス
ト
」
を
共
有
し
、
後
発
国
日

本
が
『
国
富
論
』
が
提
示
す
る
文
明
社
会
＝
市
民
社
会
を
い
か
に
実
現
し

う
る
か
を
問
う
た
力
作
で
あ
る
（
以
上
第
一
章
）
。

　

戦
時
に
誕
生
し
た
市
民
社
会
論
は
、
敗
戦
直
後
か
ら
公
然
た
る
論
題
に

な
っ
た
。
戦
前
、『
日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
』
（
一
九
三
二
―
三
三
年
）

に
集
っ
た
論
者
は
、
日
本
資
本
主
義
は
日
本
社
会
の
労
使
・
地
主
小
作
な

ど
の
諸
関
係
に
残
る
「
半
封
建
的
遺
制
」
を
梃
子
に
欧
米
へ
の
急
速
な

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
遂
げ
て
き
て
き
た
と
主
張
し
た
。
こ
の
講
座
派
的
発

想
は
そ
の
後
の
内
田
義
彦
な
ど
の
市
民
社
会
論
に
も
影
響
を
残
し
た
。
戦

後
日
本
も
こ
の
体
質
は
不
変
で
あ
る
と
の
判
断
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
始

ま
る
経
済
高
度
成
長
の
事
実
に
し
だ
い
に
説
得
力
を
失
っ
て
ゆ
く
。
こ
の

　

書
評　

『
戦
後
日
本
の
社
会
思
想
史 

 
 

―
―
近
代
化
と
「
市
民
社
会
」
の
変
遷

』

（
小
野
寺
研
太
著
、
以
文
社
、
二
〇
一
五
年
）

内
田 

弘

一　

本
書
の
内
容
の
紹
介

　

本
書
は
、
戦
後
日
本
の
社
会
思
想
史
を
「
市
民
社
会
」
概
念
を
軸
に
あ

と
づ
け
た
力
作
で
あ
る
。
文
献
を
詳
細
に
渉
猟
し
て
論
点
を
明
確
に
把
握



215　●　〈書　評〉

ジ
や
米
国
本
土
の
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
な
ど
を
目
撃
し
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
高

度
資
本
主
義
国
の
現
象
で
あ
る
と
変
化
す
る
（
以
上
第
三
章
）
。

　

松
下
圭
一
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
同
時
代
の
名
誉
革
命
体
制
に
ロ
ッ
ク

政
治
学
の
「
自
然
権
思
想
」
が
胚
胎
し
て
い
る
と
推
論
す
る
こ
と
で
、
時

代
制
約
を
超
え
ス
ミ
ス
以
後
の
時
代
に
妥
当
性
を
も
つ
よ
う
な
る
と
論
じ

る
。
こ
の
点
で
松
下
の
政
治
哲
学
は
内
田
の
ス
ミ
ス
経
済
学
に
つ
な
が
る
。

こ
の
政
治
哲
学
を
根
拠
に
松
下
は
、
憲
法
の
国
民
生
活
の
最
低
限
の
文
化

的
水
準
の
保
障
を
『
シ
ビ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
の
思
想
』
（
一
九
七
一
年
）
に
展

開
す
る
。
こ
の
概
念
は
、
六
〇
年
代
以
降
に
東
京
・
神
奈
川
・
大
阪
・
京

都
な
ど
に
誕
生
し
た
革
新
自
治
体
行
政
に
呼
応
す
る
（
以
上
第
四
章
）
。

　

内
田
義
彦
が
定
礎
し
た
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
論
は
一
九
七
〇
年
代
に

な
っ
て
、
平
田
清
明
の
『
経
済
学
と
歴
史
認
識
』
（
一
九
七
一
年
）
や
望
月

清
司
『
マ
ル
ク
ス
歴
史
理
論
の
研
究
』
（
一
九
七
三
年
）
に
継
承
さ
れ
る
。

平
田
は
フ
ラ
ン
ス
経
済
学
史
の
立
場
か
ら
マ
ル
ク
ス
の
『
経
済
学
批
判
要

綱
』
「
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
」
を
、
貨
幣
資
本
循
環
に
包
摂

さ
れ
た
十
九
世
紀
同
時
代
の
世
界
市
場
の
空
間
軸
を
歴
史
時
間
軸
に
横
倒

（
射
影
）
し
た
歴
史
認
識
で
あ
る
と
再
定
義
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
い
う
「
唯

物
史
観
の
公
式
」
に
沿
っ
た
講
座
派
的
な
歴
史
理
解
を
根
本
的
に
批
判
し

た
。
ド
イ
ツ
中
世
史
研
究
者
で
あ
る
望
月
清
司
は
、
平
田
の
こ
の
画
期
的

な
問
題
枠
を
継
承
し
つ
つ
も
、
近
代
へ
の
起
点
は
、
平
田
が
想
定
す
る
中

世
特
権
都
市
で
は
な
く
、
農
村
都
市
と
交
換
（
交
通
）
す
る
農
村
（
ゲ
ル

マ
ン
共
同
体
）
で
あ
る
と
修
正
し
た
（
以
上
第
五
章
）
。

　

高
度
成
長
は
公
害
を
も
た
ら
す
。
改
革
開
放
以
後
の
中
国
も
そ
う
で
あ

る
。
七
〇
年
代
の
初
め
（
一
九
七
二
年
）
、
都
留
重
人
は
『
公
害
の
政
治
経

経
緯
を
本
書
は
丁
寧
に
あ
と
づ
け
る
。

　

内
田
義
彦
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
十
八
世
紀
の
西
欧
の
危
機
＝
旧
帝

国
主
義
批
判
と
し
て
『
国
富
論
』
を
書
い
た
と
理
解
し
、
日
本
帝
国
主
義

戦
争
の
敗
北
後
の
日
本
の
建
設
は
、
戦
後
改
革
と
連
結
し
つ
つ
国
内
市
場

に
基
礎
を
も
つ
国
民
経
済
の
発
達
に
あ
る
と
展
望
し
た
。
そ
の
基
礎
理
論

を
『
経
済
学
の
生
誕
』
（
一
九
五
三
年
）
に
結
実
さ
せ
る
（
以
上
第
二
章
）
。

　

内
田
義
彦
は
こ
の
観
点
を
一
九
六
〇
年
代
に
『
資
本
論
の
世
界
』
（
一

九
六
六
年
）
で
展
開
す
る
。
講
座
派
は
『
資
本
論
』
を
、
労
働
時
間
を
外

延
的
に
延
長
す
る
絶
対
的
剰
余
価
値
を
中
心
に
読
む
。
し
か
し
剰
余
価
値

論
の
核
心
は
、
労
働
生
産
性
上
昇
＝
必
要
労
働
時
間
短
縮
に
よ
る
相
対
的

剰
余
価
値
の
搾
取
に
あ
る
。
労
働
者
の
消
費
財
も
豊
か
に
な
る
高
度
成
長

体
制
に
、
な
に
ゆ
え
に
、
な
に
を
め
ざ
し
て
社
会
主
義
を
主
張
す
る
の
か
。

こ
れ
が
マ
ル
ク
ス
の
問
題
提
起
で
あ
る
。
機
械
制
大
工
業
は
「
人
間
の
搾

取
（A

usbeutung

）
」
と
「
自
然
の
開
発
（A

usbeutung
）
」
を
セ
ッ
ト
に
、

人
間
の
諸
能
力
を
全
面
的
に
発
達
さ
せ
る
可
能
性
を
労
働
疎
外
の
形
態
で

高
め
る
と
同
時
に
、
自
然
環
境
問
題
も
提
起
す
る
。

　

高
度
成
長
の
始
動
期
は
「
六
〇
年
安
保
」
を
迎
え
る
。
そ
れ
は
市
民
社

会
概
念
を
実
践
的
に
拡
張
す
る
。
鶴
見
俊
輔
・
小
田
実
ら
の
「
ベ
平
連
」

の
よ
う
な
非
党
派
的
な
庶
民
が
登
場
す
る
。
講
座
派
が
将
来
社
会
像
と
し

て
想
定
し
て
い
た
ソ
連
で
は
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
」
が
行
わ
れ
る
。
「
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
＝
民
主
集
中
制
＝
書
記
長
個
人
独
裁
」
と
い
う
組
織
帰

結
へ
の
懐
疑
が
深
ま
る
。
こ
の
問
題
は
丸
山
眞
男
が
正
面
か
ら
取
り
組
む
。

丸
山
は
敗
戦
直
後
、
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
で
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
後
進
国

の
現
象
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
。
し
か
し
戦
後
占
領
軍
の
レ
ッ
ド
パ
ー
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の
「
最
深
部
へ
の
退
行
」
は
同
意
で
き
な
い
。
戦
後
市
民
社
会
論
を
今
後

継
承
す
る
の
は
、
本
書
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
用
語
で
い
え
ば
、
「
ア
ソ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」（
一
四
六
頁
等
）
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
田
畑
稔
の
『
マ

ル
ク
ス
と
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
』
（
一
九
九
四
年
）
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

　

パ
リ
・
テ
ロ
事
件
以
後
の
フ
ラ
ン
ス
市
民
社
会
に
包
摂
＝
排
除
の
境
界

線
が
際
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
記
録
映
画
（
静
岡
テ
レ
ビ
製
作
）「
ヤ
ク
ザ

と
憲
法
」
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
で
も
憲
法
の
適
応
範
囲

を
限
定
し
彼
ら
を
排
除
す
る
線
引
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。
「
友

フ
ラ
テ
ル
ニ
テ

愛
」
と
は
、

無
限
抱
擁
の
人
類
愛
で
は
な
く
、
一
定
の
資
格
を
も
つ
者
た
ち
の
結
社
で

あ
る
と
い
う
本
来
の
姿
が
露
呈
し
て
き
て
い
る
。
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の

無
垢
な
空
間
を
想
定
す
る
の
は
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
退
却
し

た
タ
ヒ
チ
の
離
島
が
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
で
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
な
袋
小
路
で
あ
ろ
う
。
依
拠
す
る
場
は
再
建
す
べ
き

「
生
き
る
現
場
」
で
あ
る
。

　

カ
ン
ト
は
、
理
性
の
理
論
的
使
用
と
実
践
的
使
用
を
区
別
し
、
か
つ
実

践
的
使
用
が
依
存
す
る
特
殊
な
諸
条
件
を
編
成
す
る
原
理
は
理
論
的
使
用

に
あ
る
と
論
じ
、
両
者
を
関
連
づ
け
た
（
『
純
粋
理
性
批
判
』B

384-385

）
。

そ
の
意
味
で
、
内
田
義
彦
・
平
田
清
明
・
望
月
清
司
な
ど
の
市
民
社
会
概

念
の
理
論
的
展
開
は
、
丸
山
眞
男
・
松
下
圭
一
の
政
治
学
や
、
日
常
生
活

に
哲
学
的
源
泉
を
求
め
て
き
た
鶴
見
俊
輔
の
実
践
と
、
相
互
批
判
的
に
結

合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
一
九
七
五
年
か
ら
九
五
年
ま
で

の
二
十
年
間
、
神
奈
川
県
知
事
と
し
て
革
新
自
治
体
を
担
っ
た
長
洲
一
二

が
著
書
『
地
方
の
時
代
と
自

マ

マ

治
体
革
新
』
（
一
九
八
〇
年
）
で
、
そ
の
構
想

と
実
践
を
具
体
的
に
解
説
し
、
知
事
秘
書
で
あ
っ
た
久
保
孝
雄
が
の
ち
に
、

済
学
』
を
刊
行
し
、
長
洲
一
二
は
ロ
ー
マ
・
ク
ラ
ブ
の
『
成
長
の
限
界
』

を
論
評
し
た
。
本
著
者
に
よ
れ
ば
、
社
会
学
者
・
見
田
宗
介
（
＝
真
木
悠
介
）

は
、
水
俣
病
な
ど
を
直
視
し
近
代
技
術
を
楽
観
し
た
戦
後
日
本
の
市
民
社

会
論
者
と
は
距
離
を
お
い
た
。
見
田
は
さ
ら
に
西
欧
社
会
や
日
本
の
都
市

文
明
か
ら
も
距
離
を
お
き
、
「
近
代
を
特
殊
性
と
し
土
着
を
普
遍
性
と
す

る
観
点
」
に
た
つ
。
見
田
が
近
代
へ
の
疑
義
と
し
て
あ
げ
る
事
例
は
、
佐

藤
栄
作
首
相
の
訪
米
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
デ
モ
隊
に
対
抗
す
る
蒲
田
駅

付
近
な
ど
の
自
警
団
で
あ
る
。
見
田
は
そ
の
日
常
に
「
近
代
的
機
制
の
深

刻
さ
」
を
み
る
（
以
上
第
六
章
）
。

二　

本
書
へ
の
コ
メ
ン
ト

　

ま
ず
、
第
六
章
の
見
田
宗
介
の
戦
後
市
民
社
会
論
へ
の
懐
疑
・
批
判
か

ら
コ
メ
ン
ト
す
る
。
見
田
が
「
近
代
的
機
制
の
深
刻
さ
」
の
事
例
に
あ
げ

る
自
警
団
は
果
た
し
て
「
近
代
的
な
機
制
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
《
都
市

は
近
代
空
間
、
農
漁
村
は
土
着
空
間
》
と
の
区
別
は
表
層
で
の
区
分
で
は

な
か
ろ
う
か
。
大
都
市
の
高
層
ビ
ル
の
屋
上
に
も
祠
が
あ
る
。
神
社
は
戦

前
・
戦
中
、
台
湾
・
朝
鮮
・
満マ

マ洲
・
南
樺
太
に
も
設
置
さ
れ
た
。
神
社
は

戦
時
体
制
の
精
神
的
中
枢
で
あ
っ
た
。
神
社
は
い
ま
も
都
市
農
村
の
区
別

な
く
全
国
に
、
生
活
共
同
体
の
中
心
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
自
警
団
に

は
神
道
的
共
同
意
識
が
潜
在
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

評
者
は
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
人
生
相
談
に
現
代
の
不
幸
を
読
み
取
る

と
い
う
、
見
田
の
若
い
時
の
研
究
「
現
代
に
お
け
る
不
幸
の
諸
類
型
」（
『
疎

外
の
社
会
学
』
一
九
六
三
年
）
か
ら
見
田
を
注
目
し
て
き
た
だ
け
に
、
見
田
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は
、
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
用
語
「H

erd

＝
（
人
々
が
囲
む
）

地
炉
」
＝
「
交
通
（Verkehr

）
の
比
喩
語
」
を
、
戦
前
か
ら
の
誤
訳
「
か

ま
ど
」
に
依
存
し
解
釈
し
、
《
マ
ル
ク
ス
固
有
の
分
業
展
開
史
論
》
の
根

拠
と
し
、
《
エ
ン
ゲ
ル
ス
所
有
形
態
史
論
》
に
対
置
し
た
。
し
か
し
正
確

に
は
、
分
業
展
開
史
は
所
有
形
態
史
の
最
後
の
形
態
で
あ
る
。
『
ド
イ
ツ
・

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
そ
の
史
論
は
『
要
綱
』
諸
形
態
論
の
原
型
と
な
る
。

　

市
民
社
会
概
念
も
ま
た
歴
史
的
経
験
概
念
で
あ
る
。
固
定
し
た
概
念
で

は
な
く
、
経
験
を
内
面
化
し
そ
の
有
効
性
を
維
持
＝
再
生
す
べ
き
概
念
で

あ
る
。
評
者
の
研
究
経
験
で
も
、
一
九
七
〇
年
代
ご
ろ
ま
で
は
、
「
エ
コ

ロ
ジ
ー
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
は
、
平
田
た
ち
が
力
説
す
る

「
労
働
と
所
有
の
同
一
性
」
中
心
の
市
民
社
会
概
念
か
ら
は
み
で
る
問
題

群
で
あ
っ
た
。
内
田
義
彦
も
そ
の
問
題
群
を
正
面
か
ら
論
じ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
公
害
・
男
女
雇
用
均
等
・
外
国
人
労
働
者
・
基
地
な
ど
の
問
題

群
に
は
、
す
で
に
一
九
七
〇
年
代
に
地
方
自
治
体
の
行
政
の
現
場
が
直
面

し
実
践
的
な
解
決
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
「
工
場
は
公
害
源
で
あ
る
か
ら
地

方
に
移
動
す
る
」
の
で
は
、
「
雇
用
減
少
＝
地
方
自
治
体
財
源
減
少
＝
中

央
政
府
交
付
金
依
存
」
と
な
る
。

　

市
民
社
会
概
念
の
舞
台
は
さ
ら
に
旋
回
し
た
。
古
川
美
穂
『
東
北
シ
ョ
ッ

ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
』
（
二
〇
一
五
年
）
や
被
曝
農
民
の
記
録
映
画
「
大
地
を

受
け
継
ぐ
」
（
井
上
淳
一
監
督
、
二
〇
一
六
年
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

三
・
一
一
以
後
の
現
状
は
、
従
来
の
市
民
社
会
概
念
を
根
本
で
再
審
し
て

い
る
。
市
民
社
会
概
念
は
、
フ
ク
シ
マ
以
後
に
生
き
る
人
間
と
は
な
に
か

を
問
い
、
か
つ
そ
の
定
義
に
向
か
う
と
き
、
再
生
し
始
め
る
。

 

（
う
ち
だ
・
ひ
ろ
し
／
社
会
思
想
史
）

『
知
事
と
補
佐
官
』
（
二
〇
〇
六
年
）
で
長
洲
県
政
を
内
在
的
に
批
判
し
総

括
し
て
い
る
経
験
も
、
重
要
な
参
考
例
で
あ
る
。

　

内
田
義
彦
は
「
古
典
は
全
面
的
に
摂
取
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
全
面
的

に
批
判
で
き
る
」
と
い
っ
た
。
内
田
の
テ
キ
ス
ト
も
人
生
論
的
に
断
片
化

で
き
な
い
総
体
的
な
古
典
で
あ
る
。
内
田
は
、
学
問
の
現
場
を
経
済
学
以

外
に
も
求
め
、
そ
の
現
場
の
人
々
と
対
話
し
た
。

　

平
田
清
明
は
「
生
活
ク
ラ
ブ
」
生
協
運
動
家
・
岩
根
邦
雄
た
ち
と
連
帯

す
る
理
論
家
に
し
て
実
践
家
で
あ
っ
た
。
岩
根
に
は
そ
の
活
動
の
思
想
的

原
点
を
記
し
た
『
新
し
い
社
会
運
動
』
（
一
九
九
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。
こ

こ
に
戦
中
に
生
誕
し
た
市
民
社
会
概
念
が
社
会
運
動
概
念
と
し
て
転
生
す

る
姿
が
み
ら
れ
る
。
平
田
は
、
忘
却
さ
れ
て
き
た
概
念
「
個
体
的
所
有
の

再
建
」
の
再
生
に
努
め
て
き
た
。
し
か
し
『
資
本
論
』
の
そ
の
概
念
は
、

マ
ル
ク
ス
が
『
哲
学
の
貧
困
』
で
注
目
し
た
ジ
ョ
ン
・
ブ
レ
イ
の
『
労
働

者
の
困
難
、
労
働
者
の
救
済
』
（
一
八
三
九
年
）
の
概
念
を
引
用
注
な
し
に

活
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
概
念
は
、
ポ
ス
ト
資
本
主
義
の
「
勤
労
者

株
主
所
有
制
」
（
広
西
元
信
『
資
本
論
の
誤
訳
』
一
九
六
六
年
）
と
い
う
実
践

的
概
念
で
あ
る
。
岩
根
た
ち
の
実
践
と
結
合
す
る
概
念
で
あ
る
。

　

望
月
清
司
は
、
マ
ル
ク
ス
の
「
ミ
ル
評
注
」
に
「
他
人
の
労
働
の
生
産

物
の
な
か
に
、
自
分
に
欠
け
て
い
る
自
分
の
本
質
の
一
部
を
見
出
す
」
（
本

書
一
九
九
頁
）
と
い
う
社
会
規
定
を
読
む
。
望
月
の
こ
の
観
点
は
、
高
島

善
哉
の
盟
友
・
三
木
清
の
「
他
者
に
自
己
の
根
拠
を
相
互
に
見
出
す
」
と

い
う
『
構
想
力
の
論
理
』
に
遡
及
で
き
る
。
望
月
の
観
点
は
、
生
産
者
と

消
費
者
の
交
流
な
ど
、
市
民
社
会
の
成
長
と
思
わ
れ
る
最
近
の
諸
事
実
で

例
証
さ
れ
る
よ
う
な
核
心
を
つ
く
市
民
社
会
規
定
で
あ
る
。
他
方
で
望
月
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批
判
も
生
ま
れ
、
急
速
に
そ
の
影
響
力
を
失
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
一
九

九
〇
年
代
前
後
の
バ
ブ
ル
や
「
右
傾
化
」
批
判
を
大
塚
に
読
も
う
と
す
る

見
解
も
存
在
し
て
い
る
。
本
書
は
こ
う
し
た
「
規
律
権
力
」
化
批
判
（
近

代
性
批
判
）
と
近
年
に
お
け
る
「
暴
利
資
本
主
義
批
判
」
（
バ
ブ
ル
批
判
）

の
両
極
を
み
な
が
ら
、
現
代
に
お
け
る
「
大
塚
史
学
」
の
「
可
能
性
」
を

考
え
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
の
際
、
著
者
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
一
つ

は
、
「
大
塚
史
学
」
を
日
本
近
現
代
史
の
歴
史
的
文
脈
の
な
か
で
再
検
討

す
る
点
に
あ
り
、
そ
れ
は
「
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
言
説
に
焦
点
を
あ
て
」

「
『
段
階
と
移
行
』
に
合
致
す
る
か
」
を
検
討
す
る
（
二
七
―
八
頁
）
。

　

本
書
で
は
第
一
章
「
投
機
批
判
に
お
け
る
連
続
と
変
化
」
が
こ
の
課
題

に
直
接
取
り
組
ん
だ
章
で
あ
る
。
な
ぜ
「
投
機
批
判
」
な
の
か
。
そ
れ
は

こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
の
連
続
と
変
化
の
な
か
に
、
「
大
塚
史
学
」
の
今
日
的

意
味
が
凝
集
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

　

「
大
塚
史
学
」
で
は
戦
中
の
「
生
産
力
」
概
念
が
戦
後
に
は
「
生
産
倫
理
」

に
置
き
換
え
ら
れ
、
そ
の
対
極
に
「
投
機
批
判
」
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
は
「
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
う
る
よ
う
な
理
論
構
造
」

（
六
九
頁
）
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
「
投
機
批
判
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
戦

前
は
「
軍
人
や
官
僚
・
役
人
と
い
っ
た
役
得
者
の
「
ピ
ン
ハ
ネ
」
や
縁
故

に
た
よ
っ
た
闇
取
引
」
、
戦
後
は
「
占
領
軍
と
癒
着
す
る
『
闇
商
人
』
」
と

な
る
。
ま
た
朝
鮮
戦
争
に
お
け
る
特
需
に
よ
る
「
軍
事
的
生
産
増
強
」
が

「
健
全
」
で
は
な
い
「
生
産
力
」
に
よ
り
「
投
機
」
と
結
び
つ
い
て
い
る

と
認
識
さ
れ
、
さ
ら
に
六
〇
年
安
保
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
期
に
も
、
海
外

援
助
は
「
経
済
建
設
の
た
め
の
援
助
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
「
植
民
地
主

義
や
戦
争
に
ま
か
せ
る
方
法
の
誤
り
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た

　

書
評　

『「
思
想
」
と
し
て
の
大
塚
史
学 

 
 

―
―
戦
後
啓
蒙
と
日
本
現
代
史

』

（
恒
木
健
太
郎
著
、
新
泉
社
、
二
〇
一
三
年
）

安
田
常
雄

　

ま
ず
序
章
「
大
塚
史
学
と
現
代
」
で
問
題
意
識
が
提
示
さ
れ
る
。
い
わ

ゆ
る
「
大
塚
史
学
」
は
少
な
く
と
も
一
九
六
〇
年
代
ま
で
大
き
な
影
響
力

を
も
っ
た
が
、
そ
の
後
戦
時
下
に
お
け
る
生
産
力
拡
充
政
策
へ
の
同
調
を

通
し
て
、
そ
の
自
由
で
独
立
し
た
「
主
体
」
と
い
う
理
念
が
「
臣
民
化
」

と
「
全
体
」
へ
の
奉
仕
と
い
う
「
規
律
権
力
」
の
一
翼
を
に
な
っ
た
と
の
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著
者
に
よ
れ
ば
「
大
塚
史
学
」
の
「
体
系
」
は
、
「
前
期
的
資
本
」
概

念
の
定
置
（
一
九
三
五
年
）
に
始
ま
り
、「
前
期
的
資
本
」
と
「
産
業
資
本
」

（
「
都
市
の
織
元
」
と
「
農
村
の
織
元
」
）
の
対
抗
図
式
の
形
成
（
一
九
三
八
年
）

を
媒
介
に
、
「
中
産
的
生
産
者
層
」
の
系
譜
学
が
展
開
さ
れ
、
そ
れ
は
同

時
に
「
不
等
価
交
換
」
と
「
等
価
交
換
」
の
対
抗
図
式
の
形
成
で
も
あ
っ

た
。
と
き
に
一
九
四
四
年
か
ら
五
一
年
ま
で
「
大
塚
の
経
済
史
研
究
」
の

「
空
白
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
戦
後
の
「
大
塚
史
学
」
は
上
記

の
構
図
に
基
づ
く
「
近
代
的
人
間
類
型
」
論
の
提
起
に
よ
っ
て
、
戦
後
啓

蒙
期
の
代
表
的
思
想
家
の
一
人
と
し
て
注
目
を
あ
つ
め
た
。
戦
後
の
経
済

史
研
究
に
つ
い
て
は
一
九
四
九
年
の
「
社
会
的
分
業
」（
特
に
局
地
内
分
業
）

論
の
提
起
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
、
こ
の
視
点
は
五
一
年
の
「
局
地
的
市
場

圏
」
論
で
定
式
化
さ
れ
て
い
く
。
さ
ら
に
こ
こ
で
提
起
さ
れ
た
「
共
同
体
」

と
個
人
析
出
と
の
相
克
の
論
理
は
、『
共
同
体
の
基
礎
理
論
』（
一
九
五
五
年
）

で
一
般
的
な
発
展
段
階
論
の
な
か
に
お
き
直
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
よ
ぶ

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
戦
後
大
塚
の
な
か
に
生
れ
た
「
社
会
主
義
」
へ
の

関
心
と
も
接
合
し
、
一
九
六
〇
年
に
は
「
辺
境
」
革
命
論
が
提
唱
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

本
書
は
こ
う
し
た
「
大
塚
史
学
」
の
形
成
過
程
を
て
い
ね
い
な
テ
ク
ス

ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
を
軸
に
た
ど
り
直
す
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に

い
く
つ
か
の
新
し
い
知
見
を
含
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
第
一
に
服
部
之

総
に
よ
る
「
大
塚
史
学
」
批
判
（
「
市
場
理
論
即
農
民
分
解
の
理
論
」
の
欠
如
）

へ
の
「
応
答
」
の
内
実
が
踏
み
込
ん
で
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に

「
等
価
交
換
」
を
軸
に
し
た
「
局
地
的
市
場
圏
」
論
の
形
成
は
「
朝
鮮
戦

争
と
い
う
時
局
的
危
機
へ
の
批
判
的
応
答
に
も
な
っ
て
い
る
」
こ
と
、
第

認
識
は
、
海
外
市
場
を
基
礎
に
す
る
［
オ
ラ
ン
ダ
型
］
貿
易
国
家
で
は
な

く
、
「
農
→
工
→
商
」
の
構
造
的
順
序
に
基
づ
く
国
内
市
場
の
自
立
［
イ

ギ
リ
ス
型
］
が
重
要
と
考
え
る
「
大
塚
史
学
」
の
基
本
認
識
に
基
づ
く
も

の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
観
点
は
「
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
」
と
「
経
済
帝
国
主

義
」
を
問
う
視
点
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
山
一
證
券
の
倒
産
な
ど
に
象
徴
さ

れ
六
五
年
不
況
の
と
き
も
「
倫
理
な
き
資
本
主
義
」
に
対
し
て
「
生
産
倫

理
」
の
復
活
が
主
張
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
方
法
的
に
重
要
な
の
は
、
第
一
に
「
大
塚
史
学
」
を
支
え
て
い

た
の
は
「
投
機
性
」
批
判
で
あ
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
流
通
過
程
か
ら
の
利
潤
収
奪
に
対
す
る
激

し
い
嫌
悪
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
前
期
的
資
本
」
論
に
一
貫
し
て
い
る
。
第

二
に
は
細
密
な
テ
ク
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
で
あ
り
、
特
に
過
去
の
著
作

と
の
比
較
対
照
に
よ
っ
て
浮
上
し
た
「
書
き
換
え
」
「
削
除
」
な
ど
の
指

摘
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
本
書
全
体
の
方
法
的
特
徴
で
も
あ
っ
て
、
と
き
に

は
ス
リ
リ
ン
グ
で
さ
え
あ
る
。
第
三
に
「
大
塚
史
学
」
の
日
本
近
現
代
史

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
何
よ
り
も
自
ら
の
「
理
論
＝
範
疇
構
成
」
と

い
う
視
界
か
ら
見
え
て
く
る
現
代
史
像
（
「
投
機
性
」
）
に
な
っ
て
お
り
、

た
と
え
ば
「
闇
投
機
」
批
判
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
制
度
的
に
強
制
し
た

非
合
理
的
な
マ
ル
公
批
判
に
触
れ
ず
、
ま
た
ヤ
ミ
を
や
ら
ず
に
は
生
き
て

い
け
な
い
人
び
と
の
生
活
の
実
感
と
思
想
的
接
点
を
も
つ
こ
と
は
な
い
。

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
「
思
想
の
力
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
続
い
て

第
Ⅱ
章
か
ら
第
Ⅴ
章
は
、
い
わ
ゆ
る
「
大
塚
史
学
」
の
理
論
的
構
成
史
で

あ
り
、
そ
れ
が
い
つ
ど
の
よ
う
な
契
機
で
、
体
系
的
な
構
成
を
整
え
て
き

た
か
と
い
う
分
析
で
あ
る
。
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擁
護
す
る
が
、
「
自
由
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
」
に
立
つ
ツ
ヴ
ァ
イ

ク
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
を
ヒ
ト
ラ
ー
に
擬
し
て
「
独
裁
者
」
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

そ
こ
で
対
立
し
て
い
る
の
は
、
不
寛
容
に
基
づ
く
「
自
由
」
と
寛
容
に
基

づ
く
「
自
由
」
と
の
相
克
な
の
で
あ
り
、
そ
こ
は
「
大
塚
史
学
」
の
ア
キ

レ
ス
腱
と
も
い
う
べ
き
場
所
で
あ
っ
た
。

　

著
者
に
よ
れ
ば
そ
の
問
題
性
は
、
大
塚
独
自
の
経
済
的
二
重
構
造
論

（
「
前
期
的
資
本
」
と
「
産
業
資
本
」
、
「
局
地
的
市
場
圏
」
と
「
共
同
体
」
な
ど
）

が
「
主
体
」
の
問
題
に
媒
介
さ
れ
る
と
き
に
生
れ
る
。
著
者
の
表
現
に
よ

れ
ば
「
「
主
体
」
の
問
題
が
議
論
の
俎
上
に
載
っ
て
く
る
と
き
、
そ
こ
に

は
致
命
的
な
欠
陥
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
」（
三
三
一
頁
）
。
つ
ま
り
大
塚
の
「
主

体
」
把
握
は
「
小
生
産
者
」
で
あ
る
か
「
前
期
的
資
本
」
で
あ
る
か
と
い

う
「
出
自
」
を
根
幹
と
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「
大
塚
史
学
」
の
土
台
を
な

し
た
「
経
済
学
」
を
安
易
に
「
主
体
」
の
問
題
に
援
用
し
た
帰
結
で
あ
っ

た
。
大
塚
の
な
か
の
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
も
、「
領
土
」
な
き
「
社
会
」

の
認
識
の
欠
落
も
、
ま
た
「
共
同
体
」
に
対
す
る
硬
直
し
た
評
価
（
き
だ

み
の
る
が
評
価
し
た
村
の
倫
理
を
評
価
で
き
な
い
、
二
八
六
頁
）
も
、
す
べ
て

こ
れ
に
起
因
し
て
い
る
。
「
文
化
大
革
命
」
に
対
す
る
「
肯
定
的
な
評
価
」

も
同
様
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
著
者
は
、
こ
う
し
た
多
様
な
「
大
塚
史
学
」
批
判
を
経
た
現

在
、
ど
こ
に
「
大
塚
史
学
」
の
「
可
能
性
」
を
見
よ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う

か
。
著
者
は
、
第
一
に
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
本
を
契
機
に
生
れ
た
見
解
の
修
正

を
指
摘
す
る
。
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
観
は
改
善
さ
れ
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
対

し
て
「
あ
る
懐
疑
」
が
見
ら
れ
た
（
三
三
二
頁
）
。
第
二
に
著
者
は
か
つ
て

大
塚
が
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
誤
訳
（
拡
張
解
釈
）
を
通
し
て
「
『
気
づ
い
た
ふ

三
に
「
局
地
的
市
場
圏
」
と
い
う
発
想
は
経
済
学
の
な
か
か
ら
は
出
て
こ

な
い
発
想
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
竹
内
好
と
の
対
談
「
歴
史
の
な
か
の
ア
ジ

ア
」
に
あ
る
「
強
い
も
の
に
対
抗
す
る
必
要
」
を
「
内
」
に
ひ
め
た
「
意

志
」
と
い
う
「
倫
理
」
の
問
題
だ
と
い
う
こ
と
（
一
五
一
頁
）
。
こ
れ
ら
の

諸
点
の
具
体
的
論
証
は
、
今
後
の
課
題
で
も
あ
る
が
、
こ
の
時
期
大
塚
の

な
か
に
「
近
代
的
人
間
類
型
」
の
対
極
に
あ
る
「
ア
ジ
ア
的
人
間
類
型
」

と
い
う
視
点
が
浮
上
し
、
こ
れ
は
に
の
ち
に
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
と

の
批
判
を
あ
び
る
こ
と
に
な
る
が
、
「
内
面
的
倫
理
」
と
「
外
面
的
倫
理
」

の
相
克
の
問
題
と
し
て
共
同
体
論
の
骨
格
を
形
作
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て

評
者
の
か
ね
て
か
ら
の
疑
問
は
、
大
塚
が
農
地
改
革
以
後
の
戦
後
日
本
の

自
作
農
体
制
と
農
民
の
エ
ー
ト
ス
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
か
と
い

う
点
で
あ
り
、
こ
れ
は
高
度
成
長
と
地
域
の
内
発
的
発
展
に
関
わ
る
か
ら

で
あ
る
。

　

第
Ⅵ
章
「
『
ユ
ダ
ヤ
人
』
観
と
ナ
チ
ズ
ム
評
価
」
は
、
本
書
で
最
も
興

味
深
い
論
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
焦
点
は
、
ナ
チ
ズ
ム
と
「
大
塚
史
学
」

と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、ナ
チ
ス
の
政
策
が
「
利
子
隷
属
制
」

を
打
破
し
て
「
生
産
力
」
の
「
建
設
者
と
し
て
の
中
間
層
」
を
重
視
す
る

「
現
代
性
や
合
理
的
側
面
」
の
み
に
注
目
し
、
「
民
族
共
同
体
（
血
と
土
）
、

人
種
主
義
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
、
そ
し
て
全
体
主
義
と
軍
事
的
拡
張
主
義
」

の
側
面
を
無
視
し
た
と
い
う
柳
沢
治
の
見
解
を
継
承
し
た
う
え
で
（
二
六

七
―
八
頁
）
、
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
『
権
力
と
た
た
か
う
良
心
』

（
一
九
六
三
年
）
に
関
す
る
大
塚
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
を
分
析
し
て
い
る
。

そ
こ
で
の
焦
点
は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
「
予
定
説
」
と
「
独
裁
性
」
の
評
価
で

あ
る
。
大
塚
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
「
正
統
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
」
を
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あ
る
か
ら
で
あ
る
。
著
者
の
「
現
代
」
像
と
は
、
投
機
と
高
金
利
を
軸
に

「
生
産
者
」
や
「
勤
労
者
」
に
対
す
る
暴
利
的
収
奪
を
通
し
て
、
深
刻
な

格
差
と
貧
困
を
生
み
、
「
人
が
使
い
捨
て
ら
れ
る
こ
と
を
是
と
す
る
よ
う

な
収
奪
社
会
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う

な
脱
出
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
描
く
か
。
著
者
は
抽
象
的
と
こ
と
わ
り
な
が
ら
、

次
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
提
出
し
て
い
る
。
「
あ
え
て
『
共
同
体
』
を
外

部
に
開
き
、
『
抗
争
』
が
起
こ
る
こ
と
も
厭
わ
ず
『
他
所
者
』
を
受
け
い

れ
る
よ
う
な
市
場
の
創
出
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
と
き
、
『
倫
理
』
の
も

つ
意
味
が
で
て
く
る
」
（
三
六
一
頁
）
。
こ
こ
に
は
「
生
産
倫
理
」
が
陥
り

易
い
「
自
己
同
一
性
」
か
ら
離
れ
る
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
が
描
か
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
が
本
書
の
提
起
で
あ
る
が
、
一
つ
の
問
題
は
「
前
期
的
資
本
」
と

い
う
思
想
の
復
権
は
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
の
な
か
で
、
「
前

期
的
資
本
」
そ
の
も
の
が
、
ど
の
よ
う
に
構
造
的
に
機
能
し
て
い
る
の
か

と
い
う
分
析
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な

か
の
「
前
期
的
資
本
」
と
は
、
か
つ
て
「
大
塚
史
学
」
で
強
調
さ
れ
た
「
近

代
的
産
業
資
本
」
と
の
二
項
対
立
類
型
の
な
か
に
で
は
な
く
「
近
代
的
産

業
資
本
」
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
た
不
可
分
の
構
成
要
素
と
し
て
、
同
時

に
最
も
先
端
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
内
部
化
さ
れ
た
要
素
と
し
て

機
能
し
て
い
る
実
態
こ
そ
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
二
重

構
造
」と
い
う
概
念
の
再
定
義
を
も
要
請
し
て
お
り
、「
安
楽
の
全
体
主
義
」

と
も
い
わ
れ
る
「
大
衆
社
会
状
況
」
の
現
在
と
も
関
わ
っ
て
い
る
は
ず
で

あ
る
。

 

（
や
す
だ
・
つ
ね
お
／
日
本
近
現
代
思
想
史
）

し
』
の
深
奥
」
（
三
五
九
頁
）
を
追
求
し
た
問
題
に
注
目
す
る
。
そ
れ
は
端

的
に
い
え
ば
「
〈
非
合
理
的
な
も
の
〉
こ
そ
が
徹
底
的
合
理
化
を
推
し
進

め
た
揚
句
、
不
可
避
的
に
、
か
の
『
大
衆
社
会
状
況
』
を
導
く
」
（
三
四

〇
頁
）
と
い
う
認
識
で
あ
り
、「
『
資
本
主
義
の
精
神

0

0

』
を
そ
の
ま
ま
『
復
活
』

さ
せ
て
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
に
い
た
る
『
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
化
石

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

化0

』
の
方
向
と
、
『
資
本
主
義
の
精
神

0

0

』
と
は
べ
つ
の
か
た
ち
で
『
現
実

の
経
済
的
な
利
害
状
況
』
に
定
着
さ
せ
る
『
生
産
倫
理
』
の
『
復
活
』
の

道
と
を
区
別
す
る
こ
と
」（
三
五
五
頁
、
傍
点
原
文
）
と
い
う
。
そ
れ
は
ウ
ェ
ー

バ
ー
を
近
代
批
判
と
読
み
直
す
こ
と
で
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
鋳
型
に
あ
わ
せ

て
理
念
型
的
近
代
像
を
描
い
て
き
た
自
己
修
正
の
試
み
で
も
あ
っ
た
。
だ

が
大
塚
の
な
か
で
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
認
識
に
関
わ
っ
て
「
大
衆
社
会
状
況
」

の
多
義
性
が
ど
う
捉
え
ら
れ
て
い
た
か
と
い
う
問
題
は
残
っ
て
お
り
、
ま

た
「
独
裁
」
の
問
題
は
う
ま
く
位
置
づ
け
ら
れ
ず
、
カ
ル
ヴ
ィ
ン
や
レ
ー

ニ
ン
の
「
独
裁
」
の
な
か
に
「
自
由
」
を
読
ん
だ
の
は
、
著
者
に
よ
れ
ば

「
『
信
仰
』
を
捨
て
ら
れ
な
か
っ
た
大
塚
の
限
界
」
（
三
五
九
頁
）
で
あ
り
、

そ
の
盲
点
は
「
『
生
産
』
優
位
主
義
の
も
つ
暴
力
性
」（
三
六
〇
頁
）
に
あ
っ

た
。

　

本
書
は
こ
う
し
た
大
塚
の
読
み
直
し
を
通
し
て
、
現
在
に
お
い
て
も
重

要
な
視
点
を
救
い
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
一
言
で
い
え
ば
「
前

期
的
資
本
」
概
念
の
復
活
の
可
能
性
で
あ
る
。
大
塚
史
学
に
お
い
て
意
義

が
あ
っ
た
の
は
、
「
中
産
的
生
産
者
層
」
創
出
の
理
論
で
は
な
く
、
む
し

ろ
「
前
期
的
資
本
」
の
理
論
か
ら
は
じ
ま
る
「
あ
の
『
二
重
構
造
』
の
理

論
こ
そ
が
現
代
の
世
界
を
と
ら
え
る
う
え
で
有
効
な
視
座
を
提
供
し
う

る
」
（
三
六
二
頁
）
。
そ
れ
は
「
前
期
的
資
本
」
の
世
界
こ
そ
「
現
実
」
で
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『
清
水
幾
太
郎
―
―
異
彩
の
学
匠
の
思
想
と
実
践

』

（
庄
司
武
史
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
五
年
）

井
上
弘
貴

　

本
書
の
著
者
自
身
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
戦
前
か
ら
活
動
を
開
始

し
、
戦
後
日
本
を
代
表
す
る
知
識
人
の
ひ
と
り
と
し
て
知
ら
れ
た
清
水
幾

太
郎
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
時
期
の
長
さ
と
か
つ
て
の
名
声
の
大
き
さ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
主
題
的
に
論
じ
た
書
物
は
決
し
て
多
く
は

な
い
。
本
書
は
そ
の
よ
う
な
、
い
ま
だ
厚
み
の
十
分
で
は
な
い
清
水
幾
太

郎
研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
た
め
の
、
新
た
な
起
点
と
な
り
う
る
成
果

で
あ
る
。
戦
後
日
本
の
思
想
史
に
関
心
を
も
つ
方
々
は
、
同
時
期
に
刊
行

さ
れ
、
今
号
の
『
社
会
思
想
史
研
究
』
の
書
評
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

他
の
関
連
研
究
書
と
併
せ
て
、
本
書
を
ぜ
ひ
お
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

序
で
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
は
「
運
動
の
現
場
で
活
動

し
、
政
治
的
な
言
説
を
物
す
運
動
家
と
い
う
像
で
も
な
く
、
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ

ナ
ル
な
発
言
を
繰
り
返
し
、
物
議
を
醸
す
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
い
う
像
で
も

な
く
、
あ
る
い
は
要
領
よ
く
時
流
に
乗
っ
て
常
に
論
壇
の
話
題
を
さ
ら
う
、

竹
内
〔
洋
〕
の
い
う
「
メ
デ
ィ
ア
知
識
人
」
と
い
っ
た
像
で
も
な
く
、
あ

く
ま
で
思
想
と
実
践
と
を
架
橋
し
、
あ
る
い
は
両
者
の
間
で
苦
闘
す
る
思

想
家
・
清
水
幾
太
郎
」
（
本
書
、
一
二
頁
）
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
熊
英
二
は
『
〈
民
主
〉
と
〈
愛
国
〉
―
―
戦
後

日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
公
共
性
』
（
新
曜
社
、
二
〇
〇
二
年
）
の
な
か

で
清
水
を
扱
わ
ず
、
神
奈
川
大
学
評
論
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
と
い
う
か
た
ち
で

『
清
水
幾
太
郎
―
―
あ
る
戦
後
知
識
人
の
軌
跡
』
（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇

三
年
）
と
い
う
独
立
し
た
小
冊
子
に
ま
と
め
て
個
別
に
扱
っ
て
い
る
。
清

水
を
こ
の
よ
う
に
扱
っ
た
の
は
、
清
水
が
他
の
主
た
る
戦
後
知
識
人
と
は

異
な
り
、
固
定
的
な
思
想
を
も
た
な
か
っ
た
が
ゆ
え
で
あ
る
と
小
熊
は
説

明
し
て
い
る
。
こ
の
小
熊
の
扱
い
と
説
明
が
典
型
で
あ
る
よ
う
に
、
清
水

は
自
ら
の
言
論
に
よ
っ
て
状
況
に
介
入
す
る
知
識
人
で
は
あ
っ
て
も
、
一

貫
し
た
主
張
の
体
系
を
有
す
る
思
想
家
で
は
な
い
と
い
う
評
価
は
、
こ
れ

ま
で
の
清
水
研
究
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
概
ね
一
致
し
た
像
で
あ
ろ

う
し
、
清
水
の
発
言
や
著
作
に
同
時
代
的
に
触
れ
た
人
び
と
の
直
観
的
な

イ
メ
ー
ジ
と
も
お
そ
ら
く
合
致
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
本
書
に
先
立
つ
さ
ら
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跡
づ
け
つ
つ
、
上
巻
の
み
が
一
九
三
五
年
に
刊
行
さ
れ
、
中
巻
と
下
巻
は

そ
の
一
部
が
別
の
論
考
や
著
作
の
か
た
ち
で
発
表
さ
れ
た
『
社
会
と
個
人
』

を
中
心
と
し
た
、
戦
前
の
清
水
に
よ
る
社
会
学
批
判
と
し
て
の
社
会
学
成

立
史
の
構
想
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
な
お
、
本
書
は
第
Ⅲ
部
「
現
実

と
の
苦
闘
の
な
か
で
」
の
第
七
章
「
戦
時
下
の
現
実
」
に
お
い
て
、
戦
中

の
清
水
が
『
読
売
報
知
』
紙
の
論
説
委
員
と
し
て
執
筆
し
た
数
多
く
の
社

説
を
網
羅
的
に
整
理
し
て
考
察
し
て
も
い
る
。
戦
前
か
ら
戦
中
の
清
水
の

著
作
あ
る
い
は
新
聞
社
で
の
仕
事
は
、
清
水
の
経
歴
紹
介
の
な
か
で
手
短

に
触
れ
ら
れ
る
だ
け
の
場
合
が
こ
れ
ま
で
少
な
く
な
く
、
こ
れ
ら
に
丹
念

な
検
討
を
施
し
た
本
書
は
、
ま
さ
に
そ
の
点
だ
け
で
も
労
作
で
あ
る
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
本
書
が
清
水
の
思
想
形
成
の
な
か
で
、
と
く
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
源
泉
と
し
て
重
視
し
て
い
る
の
は
、
デ
ュ
ー
イ
と
コ
ン
ト
で
あ
る
。

実
際
に
、
第
五
章
「
結
ば
れ
た
デ
ュ
ー
イ
と
コ
ン
ト
」
の
冒
頭
に
近
い
箇

所
で
筆
者
は
「
清
水
の
思
想
に
お
い
て
コ
ン
ト
と
デ
ュ
ー
イ
両
者
の
思
想

が
と
も
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
ら
が
清
水
に
お
い

て
滑
ら
か
な
接
合
を
み
た
こ
と
が
清
水
思
想
の
発
展
的
形
成
の
契
機
と

な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
と
も
に
清
水
の
思
想
的
生
涯
で
基
礎

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

的
な
意
義
を
有
し
て
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
」
（
本
書
、
一
三
三
―
一
三
四
頁
）
〔
強
調
は

評
者
〕
を
示
す
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
自
身
が
こ
の
よ
う
に
宣
言
す
る
よ

う
に
、も
し
も
デ
ュ
ー
イ
と
コ
ン
ト
が
清
水
の
著
述
に
お
い
て
占
め
た
「
基

礎
的
な
意
義
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
本
書
が
成
功
し
て
い
る
な
ら
、

独
創
性
の
程
度
は
ひ
と
ま
ず
置
く
と
し
て
も
先
行
す
る
思
想
家
の
思
想
を

継
承
し
、
そ
の
意
味
で
―
―
小
熊
の
さ
き
ほ
ど
の
表
現
を
借
り
る
な
ら

に
近
年
の
清
水
研
究
と
し
て
は
、
竹
内
洋
の
『
メ
デ
ィ
ア
と
知
識
人
―
―

清
水
幾
太
郎
の
覇
権
と
忘
却
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
二
年
）
が
あ
る
が
、

こ
の
な
か
で
竹
内
は
、
丸
山
眞
男
ら
に
代
表
さ
れ
る
「
正
系
知
識
人
」
に

対
し
て
「
正
系
的
傍
系
知
識
人
」
と
し
て
の
道
を
歩
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
清
水
が
採
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
戦
略
」
と
し
て
、
清
水
の
言
論
を
位

置
づ
け
て
い
る
。
竹
内
の
清
水
理
解
が
仮
に
正
し
け
れ
ば
、
清
水
は
メ
デ
ィ

ア
で
の
脚
光
を
浴
び
続
け
る
た
め
に
、
民
衆
の
代
弁
者
を
自
己
演
出
し
続

け
た
存
在
以
上
で
も
以
下
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
、
本
書
は
真
っ
向
か
ら
異
議
申
し
立
て
を
お
こ

な
い
、
清
水
が
「
自
身
の
思
想
を
も
っ
た
知
識
人
」（
本
書
、
一
二
頁
）
で
あ
っ

た
こ
と
を
、
清
水
の
膨
大
な
著
作
や
論
考
の
読
解
と
精
査
を
つ
う
じ
て
明

ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
そ
こ
で
評
者
と
し
て
は
、
本
書
の
こ
の

目
的
が
十
分
に
達
成
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
基
準
と
し
て
、
（
一
）

清
水
の
思
想
の
核
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
（
二
）
そ
の
思
想
は

知
識
人
と
し
て
の
清
水
の
行
動
の
基
底
に
ど
の
よ
う
に
一
貫
し
て
置
か
れ

て
い
た
の
か
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
軸
を
設
定
し
て
、
よ
り
具
体
的
に
本
書

の
内
容
に
接
近
を
試
み
た
い
。

　

ま
ず
、
清
水
の
思
想
の
核
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
で
あ
る
。
本

書
は
第
Ⅰ
部
「
批
判
的
社
会
学
者
と
し
て
」
な
ら
び
に
第
Ⅱ
部
「
思
想
家

と
し
て
立
つ
」
を
構
成
す
る
冒
頭
の
六
つ
の
章
（
そ
れ
以
外
に
補
論
を
ひ
と

つ
含
む
）
を
つ
う
じ
て
、
清
水
の
思
想
形
成
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
こ

れ
ら
の
章
に
お
い
て
ま
ず
本
書
は
、
建
部
遯
吾
や
高
田
保
馬
、
あ
る
い
は

建
部
の
後
継
者
で
あ
り
清
水
の
直
接
の
師
で
も
あ
っ
た
戸
田
貞
三
と
い
っ

た
学
者
た
ち
に
よ
る
、
戦
前
の
日
本
に
お
け
る
社
会
学
の
展
開
と
継
受
を
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す
る
だ
け
で
な
く
、
有
機
体
と
環
境
と
の
相
互
作
用
に
よ
る
二
元
論
的
把

握
の
批
判
と
い
う
点
で
は
、
清
水
は
デ
ュ
ー
イ
に
与
せ
ず
、
む
し
ろ
西
田

の
ほ
う
が
デ
ュ
ー
イ
に
近
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

あ
る
い
は
ま
た
、
同
じ
く
こ
の
第
四
章
で
筆
者
は
、
た
し
か
に
デ
ュ
ー

イ
に
つ
い
て
の
考
察
に
も
多
く
の
紙
幅
を
割
い
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
後

段
で
は
清
水
自
身
が
述
べ
、
の
ち
に
先
行
研
究
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
安
田

武
も
指
摘
し
た
「
デ
ュ
ー
イ
の
明
る
さ
」
と
「
ジ
ン
メ
ル
の
暗
さ
」
に
言

及
し
、
清
水
に
よ
る
ジ
ン
メ
ル
の
摂
取
を
も
重
視
し
て
い
る
。
た
し
か
に

こ
の
章
で
は
「
清
水
の
思
想
に
お
け
る
デ
ュ
ー
イ
の
存
在
感
の
大
き
さ
に

着
目
し
、
ジ
ン
メ
ル
に
も
目
を
配
り
つ
つ
」
（
本
書
、
一
一
〇
頁
）
と
は
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
デ
ュ
ー
イ
が
主
で
あ
り
ジ
ン
メ
ル
が
従
で
あ

る
と
、
必
ず
し
も
明
確
に
整
理
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い

こ
と
は
、
事
実
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

総
じ
て
、
こ
の
第
四
章
が
典
型
で
あ
り
、
す
で
に
触
れ
た
第
五
章
も
そ

う
で
あ
る
が
、
章
の
タ
イ
ト
ル
に
比
し
て
、
デ
ュ
ー
イ
と
コ
ン
ト
以
外
の

思
想
家
た
ち
の
影
響
が
、
一
見
し
て
デ
ュ
ー
イ
と
コ
ン
ト
と
変
わ
ら
な
い

重
要
さ
で
論
じ
ら
れ
る
ば
か
り
か
、
清
水
が
決
定
的
な
点
で
必
ず
し
も

デ
ュ
ー
イ
と
コ
ン
ト
に
依
拠
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
こ
と
が
、
逆
説
的

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
場
合
も
本
書
に
は
散
見
さ
れ
る
。
第
五
章
の
タ

イ
ト
ル
は
「
結
ば
れ
た
デ
ュ
ー
イ
と
コ
ン
ト
」
で
あ
る
が
、
こ
の
章
で
も

ジ
ン
メ
ル
は
や
は
り
大
き
く
論
じ
ら
れ
、
そ
の
う
え
で
「
ジ
ン
メ
ル
お
よ

び
コ
ン
ト
と
い
う
基
礎
の
上
に
、
デ
ュ
ー
イ
か
ら
摂
取
し
た
知
見
を
活
か

し
て
」
（
本
書
、
一
四
八
頁
）
と
い
う
表
現
も
見
ら
れ
る
。
些
細
な
叙
述
の

錯
綜
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
書
の
問
題
設
定
か
ら
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
些

―
―
固
定
的
な
思
想
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
、
思
想
家
と
し
て
清
水

を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
本
書
が
成
功
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
点
に
つ
い
て
本
書
は
一
定
の
成
功
を
収
め
て

い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
課
題
も
な
お
残
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
評

者
と
し
て
の
判
断
で
あ
る
。
た
と
え
ば
本
書
は
、
人
間
は
自
ら
の
行
動
を

つ
う
じ
て
社
会
や
現
実
に
関
与
す
る
こ
と
で
、
そ
の
社
会
や
現
実
に
変
化

を
も
た
ら
す
と
い
う
「
知
見
」
を
「
現
実
関
与
の
論
理
」
（
本
書
、
一
一
〇

頁
）
と
呼
び
、
そ
れ
が
デ
ュ
ー
イ
受
容
を
契
機
と
し
て
形
づ
く
ら
れ
た
と

指
摘
し
た
う
え
で
、
「
ク
レ
ア
タ
・
エ
ト
・
ク
レ
ア
ン
ス
」
と
い
う
「
作

ら
れ
、
か
つ
作
る
」
と
い
う
意
味
の
ラ
テ
ン
語
が
、
清
水
の
思
索
に
お
い

て
果
た
し
た
概
念
的
な
重
要
性
を
明
る
み
に
出
し
て
い
る
。
こ
の
「
ク
レ

ア
タ
・
エ
ト
・
ク
レ
ア
ン
ス
」
へ
の
着
目
は
、
た
し
か
に
戦
前
の
清
水
の

社
会
学
批
判
の
到
達
点
と
、
戦
後
知
識
人
と
し
て
の
か
れ
の
さ
ま
ざ
ま
な

実
践
と
を
貫
徹
す
る
、
清
水
の
思
想
的
基
礎
の
析
出
に
大
い
に
寄
与
す
る

も
の
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
第
四
章
「
デ
ュ
ー
イ
受
容
と
そ
の
解
釈
」
が
ま
さ
に
論
じ
て

い
る
よ
う
に
、
こ
の
清
水
の
「
ク
レ
ア
タ
・
エ
ト
・
ク
レ
ア
ン
ス
」
と
い

う
言
葉
は
、
西
田
幾
多
郎
か
ら
借
り
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
こ
の

第
四
章
で
は
、
こ
の
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
一
九
三
六
年
の
『
思
想
』

に
連
載
さ
れ
た
西
田
の
「
論
理
と
生
命
」
、
な
ら
び
に
一
九
三
七
年
に
同

じ
く
『
思
想
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
行
為
的
直
観
」
の
検
討
に
頁
が
割
か
れ

て
い
く
。
そ
の
う
え
で
本
書
は
、
「
作
ら
れ
、
か
つ
作
る
」
と
い
う
論
理

に
限
っ
て
言
え
ば
清
水
と
西
田
と
の
あ
い
だ
に
は
「
見
落
と
す
こ
と
が
で

き
な
い
近
さ
が
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
」
（
本
書
、
一
一
四
頁
）
と
指
摘
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で
、
「
幅
広
主
義
」
に
た
い
す
る
清
水
の
批
判
を
つ
う
じ
て
、
行
動
す
る

知
識
人
と
し
て
の
清
水
の
苦
闘
を
描
い
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
が
、
思
想

家
と
し
て
の
清
水
の
苦
闘
に
も
つ
な
が
る
の
か
ど
う
か
、
必
ず
し
も
本
書

は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

　

本
書
で
は
し
ば
し
ば
、
デ
ュ
ー
イ
や
コ
ン
ト
と
類
似
し
た
清
水
の
主
張

に
つ
い
て
は
、
そ
の
類
似
が
「
素
養
」
や
「
基
礎
」
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
。こ
れ
ら
の
指
摘
は
た
し
か
に
重
要
で
あ
る
も
の
の
、も
し
も
デ
ュ
ー

イ
や
コ
ン
ト
が
清
水
の
な
か
で
「
基
礎
的
な
意
義
」
を
有
し
て
い
た
と
す

る
な
ら
、
デ
ュ
ー
イ
や
コ
ン
ト
の
論
理
と
適
合
し
な
い
状
況
の
な
か
で
、

か
れ
ら
の
思
想
が
ま
た
別
の
思
想
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

清
水
に
よ
っ
て
内
在
的
に
批
判
あ
る
い
は
変
容
さ
れ
て
い
く
局
面
や
瞬
間

は
、
果
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

誤
解
の
な
い
よ
う
に
付
言
す
れ
ば
、
本
書
で
見
ら
れ
る
論
証
上
の
揺
れ

の
大
半
は
「
結　

浮
か
び
上
が
る
思
想
家
・
清
水
幾
太
郎
」
の
末
尾
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
本
書
の
課
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、
筆
者
に
よ
っ
て
十
分
に

自
覚
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
筆
者
に
よ
る
今
後
の
さ
ら
な
る
清
水
研

究
の
展
開
に
よ
っ
て
順
次
、
補
整
さ
れ
て
い
く
も
の
だ
ろ
う
。
な
に
よ
り

も
、
そ
こ
に
見
る
べ
き
思
想
は
な
い
と
今
や
打
ち
捨
て
ら
れ
て
い
る
感
の

あ
る
清
水
を
、
「
ク
レ
ア
タ
・
エ
ト
・
ク
レ
ア
ン
ス
」
を
唱
え
続
け
た
ひ

と
り
の
思
想
家
と
し
て
位
置
づ
け
な
お
そ
う
と
す
る
本
書
は
、
今
後
の
清

水
幾
太
郎
研
究
に
お
い
て
、
言
及
を
避
け
て
と
お
る
こ
と
の
で
き
な
い
基

本
文
献
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

 
（
い
の
う
え
・
ひ
ろ
た
か
／
政
治
理
論
・
ア
メ
リ
カ
政
治
思
想
史
）

細
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
あ
る
思
想
家
が
受
け
継
い
だ
思
想
か
ら
決
定
的
な
点
で
離

反
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
し
、
主
要
な
思
想
的
源
泉
と
な
っ

た
以
外
の
他
の
思
想
の
摂
取
も
ま
た
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
十
分
に
あ
り

う
る
。
だ
が
、
本
書
に
限
っ
て
言
え
ば
、
清
水
の
思
想
家
と
し
て
の
存
在

証
明
を
お
こ
な
う
重
要
な
手
続
き
と
し
て
の
論
証
に
、
揺
れ
や
未
整
理
な

叙
述
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
や
は
り
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
は
、
清
水
の
思
想
は
、
知
識
人
と
し
て
の
か
れ

の
行
動
の
基
底
に
ど
の
よ
う
に
一
貫
し
て
置
か
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
、

最
初
に
評
者
が
立
て
た
も
う
ひ
と
つ
の
軸
に
も
照
ら
し
て
お
き
た
い
。
た

と
え
ば
第
一
〇
章
「
六
〇
年
安
保
の
思
想
前
史
」
で
、
清
水
に
よ
る
内
灘

闘
争
の
総
括
に
つ
い
て
言
及
す
る
な
か
で
、
本
書
は
清
水
に
た
い
す
る

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。
清
水
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト

と
い
う
テ
ー
マ
は
、
そ
れ
自
体
お
そ
ら
く
興
味
深
い
も
の
だ
ろ
う
。
た
だ

し
、
項
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
「
デ
ュ
ー
イ
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
影
響
」
（
本
書
、

二
八
一
頁
）
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
箇
所
で
、
社
会
的
知
性
の
可
能
性
を
あ

く
ま
で
も
信
じ
た
デ
ュ
ー
イ
に
た
い
し
て
、
内
灘
を
め
ぐ
る
知
識
人
と
し

て
の
苦
い
経
験
を
つ
う
じ
て
、
も
し
も
最
終
的
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
友
‐
敵

の
区
別
が
清
水
の
な
か
で
優
位
を
占
め
た
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
清
水

に
お
い
て
、
な
ん
ら
か
の
思
想
的

0

0

0

転
換
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す

る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
思
想
家
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー

の
な
か
か
ら
、
清
水
は
た
ま
た
ま
デ
ュ
ー
イ
よ
り
も
現
状
に
適
合
的
な

シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
持
っ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
こ
の
章
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評　

『
公
共
圏
に
挑
戦
す
る
宗
教 

 
 

―
―
ポ
ス
ト
世
俗
化
時
代
に
お
け
る
共
棲
の
た
め
に

』

 

（�

ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
、チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
、

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
、コ
ー
ネ
ル
・
ウ
ェ
ス
ト
著
、エ

ド
ゥ
ア
ル
ド
・
メ
ン
デ
ィ
エ
ッ
タ
、ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ヴ
ァ
ン

ア
ン
ト
ワ
ー
ペ
ン
編
、箱
田
徹
・
金
城
美
幸
訳
、�

�

岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）

箭
内 

任

　

本
書
『
公
共
圏
に
挑
戦
す
る
宗
教
』
は
、E

duardo M
endieta and 

Jonathan VanA
ntw

erpen

（ed.

）, T
he Pow

er of R
eligion in the 

Public Sphere, C
olum

bia, 2011

の
全
訳
で
あ
る
。
原
著
は
、
二
〇
〇

九
年
十
月
二
十
二
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
の
公
共
知
セ
ン
タ
ー
、
米
国

社
会
科
学
研
究
会
議
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
ス
ト
ー
ニ
ー
ブ
ル
ッ
ク

校
の
学
術
機
関
が
共
催
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ク
ー
パ
ー
ユ
ニ
オ
ン
大

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
討
論
会
を
も
と
に
し
て
あ
る
。
内
容
は
、
ユ
ル
ゲ
ン
・

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
、

コ
ー
ネ
ル
・
ウ
ェ
ス
ト
ら
四
人
に
よ
る
講
演
と
論
者
二
人
に
よ
る
対
論
、

そ
し
て
全
員
に
よ
る
総
括
討
論
で
あ
る
。
本
邦
訳
書
に
は
、
原
著
に
は
な

い
付
論
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
秋
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
で
行
わ
れ
た
メ
ン
デ
ィ
エ
ッ
タ
に
よ
る
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
公
共
圏
と
宗
教
と
の
関
わ
り
を
広
く
論
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
枢
機
卿
で
あ
っ
た
ラ
ッ
ツ
ィ
ン
ガ
ー
（
前
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ

ク
ト
十
六
世
）
と
の
対
論
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
関
連
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
ド
イ
ツ
国
内
で
開
催
さ
れ
た
り
、
ま
た
教
皇
の
『
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ

ル
ク
講
義
』
を
め
ぐ
る
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
神
学
者
ら
の
討
論
や
英
語
圏
で

の
「
理
性
の
公
的
使
用
」
を
め
ぐ
っ
て
の
議
論
が
盛
ん
に
な
る
な
ど
、
こ

れ
は
思
想
界
に
活
況
を
呈
す
る
ト
ピ
ッ
ク
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　

本
書
に
お
い
て
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
「
政
治

的
な
も
の
」
と
い
う
概
念
に
注
目
し
、
そ
の
政
治
神
学
が
持
つ
影
響
に
つ

い
て
合
理
的
な
意
味
内
容
を
質
す
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
唱
え
た
「
政
治
的
な

も
の
」
と
い
う
概
念
に
は
神
話
的
で
宗
教
的
な
内
容
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。



227　●　〈書　評〉

し
た
社
会
は
宗
教
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
あ
ら
た
め
て
構
築
し
て
い
く
の

か
、
ま
た
そ
こ
に
生
産
的
な
未
来
の
構
図
は
描
か
れ
る
の
か
、
と
い
う
時

代
認
識
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
こ

の
「
翻
訳
」
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
後
の
議
論
は
輻
輳
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

公
共
的
な
理
性
が
何
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
ハ
ー
バ
ー

マ
ス
に
対
し
て
テ
イ
ラ
ー
は
極
め
て
懐
疑
的
だ
。
テ
イ
ラ
ー
は
世
俗
化
と

世
俗
主
義
と
を
再
定
義
し
よ
う
と
試
み
る
が
、
そ
の
時
必
要
と
さ
れ
る
の

は
「
市
民
性
（civility

）
」
と
い
う
概
念
で
あ
り
公
共
的
な
理
性
と
い
う
そ

れ
で
は
な
い
。
世
俗
化
と
は
単
線
的
で
必
然
的
な
歴
史
の
過
程
で
は
な
い
。

そ
れ
は
、
偶
発
的
で
あ
り
複
合
的
要
因
が
幾
重
に
も
重
な
り
、
社
会
的
想

像
と
道
徳
的
秩
序
が
相
互
に
関
係
し
て
い
る
過
程
だ
。
も
し
公
共
圏
を
考

え
る
の
で
あ
れ
ば
、
世
俗
化
の
意
味
は
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
宗
教
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
宗
教
は
世
俗
化
の
過
程
に
あ

る
特
殊
な
事
情
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
し
、
社
会
か
ら
離
反
し
て
い
る
も

の
で
も
な
い
。
理
性
を
非
宗
教
的
な
も
の
へ
の
み
還
元
す
る
こ
と
は
、
宗

教
の
意
味
を
歪
曲
す
る
こ
と
に
等
し
い
。
世
俗
化
の
過
程
を
理
解
す
る
こ

と
は
、
社
会
か
ら
宗
教
を
切
り
離
し
別
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
組
み
入
れ
、

そ
こ
か
ら
理
解
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
同
じ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で

理
解
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
あ
る
社
会
の
多
様
性
を
理
解
す
る
こ
と
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

　

近
代
の
民
主
的
な
国
家
は
中
立
性
を
担
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
問
わ
れ
る
べ
き
こ
と
は
そ
の
中
立
性
の
意
味
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
ー

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
思
考
は
前
近
代
的
で
あ
り
、
社
会
全
体
を
唯
一
の

価
値
か
ら
理
解
し
多
元
的
な
も
の
を
映
し
出
す
こ
と
が
な
い
。
こ
こ
数
年

来
、
思
想
界
で
見
ら
れ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
へ
の
回
帰
現
象
や
彼
の
政
治
神
学

へ
の
揺
り
戻
し
は
、
あ
た
か
も
人
間
に
そ
の
主
体
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
る
か
の
よ
う
な
感
情
を
人
々
に
抱
か
せ
る
が
、
そ
れ
は
誤
っ
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
状
況
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
危
機
感
を

募
ら
せ
る
。

　

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
現
代
を
ポ
ス
ト
世
俗
化
社
会
と
特
徴
付
け
る
。
伝

統
的
な
宗
教
的
思
惟
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
き
た
言
葉
は
、
公
共
圏
で
は
世

俗
的
な
言
葉
へ
と
「
翻
訳
」
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
「
理
由

の
空
間
」
と
し
て
の
公
共
圏
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
宗
教
的
な

実
践
行
為
は
価
値
の
創
造
を
導
い
て
お
り
、
ま
た
政
治
的
な
リ
ベ
ラ
リ
ズ

ム
の
道
徳
的
な
源
泉
に
は
宗
教
的
要
素
が
あ
る
。
し
か
し
、だ
か
ら
と
言
っ

て
公
共
的
な
議
論
を
妨
げ
て
も
良
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
し
、
社

会
に
関
わ
る
市
民
の
公
共
的
な
理
性
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
宗
教
的
な
教
義
や
宗
教
の
持
つ
包
括
的
な
世
界
観
に
の
み
依
拠
し

共
同
体
の
あ
り
方
を
考
察
し
政
治
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
反
時
代
的
で
あ

り
権
威
主
義
的
だ
。
そ
も
そ
も
そ
こ
で
は
立
憲
国
家
が
成
り
立
た
な
い
。

そ
の
た
め
、
宗
教
的
な
市
民
と
世
俗
的
な
市
民
と
は
互
い
に
等
し
い
次
元

で
出
会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
そ
こ
に
は
、
宗
教
的
な
市
民
だ

け
で
は
な
く
世
俗
的
な
市
民
の
側
に
も
負
う
べ
き
責
務
が
あ
る
。
彼
に
よ

れ
ば
、
そ
れ
が
「
翻
訳
」
と
い
う
課
題
に
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
世
俗
的
な
言
葉
で
公
共
圏
の
分
析
を
続
け
て
き
た
ハ
ー
バ
ー

マ
ス
を
し
て
宗
教
へ
と
関
心
を
向
か
わ
せ
し
め
た
も
の
、
そ
れ
は
世
俗
化
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マ
ス
は
宗
教
的
市
民
と
世
俗
的
な
市
民
と
の
間
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉

を
翻
訳
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
中
立
性
と

い
う
観
点
か
ら
見
て
、
宗
教
を
社
会
に
存
在
す
る
差
異
の
最
た
る
も
の
だ

と
み
な
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
公
共
的
な
理
性
に
対
峙
す

る
も
の
と
し
て
い
る
か
ら
だ
。
翻
訳
を
必
要
と
し
て
い
る
の
は
宗
教
だ
け

で
は
な
い
。
宗
教
だ
け
を
も
っ
て
そ
こ
に
中
立
の
必
要
性
を
持
ち
出
す
と

い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
中
立
性
を
語
る
前
提
に
誤
り
が
あ
る
。

　

ま
た
、
人
々
を
市
民
と
し
て
公
共
圏
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
の
な
ら
、

価
値
の
相
違
に
よ
る
線
引
き
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
教
会
と
国
家
の
分

離
は
単
に
制
度
的
な
問
題
解
決
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
重
要
な
の
は
、
自

由
や
平
等
、
友
愛
な
ど
市
民
が
共
通
に
持
つ
目
標
を
社
会
が
構
築
で
き
る

か
ど
う
か
だ
。
そ
の
た
め
、
公
共
圏
は
命
題
の
真
偽
に
か
か
わ
る
議
論
の

場
で
は
な
い
。
公
共
圏
と
は
市
民
が
と
も
に
生
活
し
う
る
場
を
い
か
に
形

成
し
て
い
く
の
か
を
想
像
す
る
場
、
つ
ま
り
た
え
ず
意
見
の
一
致
を
求
め

敬
意
を
払
い
つ
つ
試
行
錯
誤
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
社
会
的
想
像
の
領
域

だ
と
、
テ
イ
ラ
ー
は
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
の
違
い
を
際
立
た
せ
る
。

　

た
し
か
に
テ
イ
ラ
ー
は
世
俗
化
を
重
層
的
、
複
合
的
に
理
解
す
る
必
要

性
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、
世
俗
化
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
こ
こ
に
新
た
な
問
い
が
浮
上
し
て
く
る
。

　

宗
教
が
私
的
な
も
の
と
理
解
さ
れ
て
し
ま
う
原
因
は
何
か
。
宗
教
に
は

私
的
と
公
的
と
の
区
別
は
あ
る
の
か
。
ま
た
そ
の
区
別
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
る
の
か
。
そ
も
そ
も
全
て
の
宗
教
が
世
俗
化
に
対
峙
す
る
も
の
な
の

か
。
世
俗
化
自
体
、
特
定
の
宗
教
に
出
自
を
負
う
の
で
は
な
い
か
。
も
し

そ
う
だ
と
す
る
と
、
公
共
圏
を
支
え
て
い
る
宗
教
が
あ
る
一
方
で
、
そ
う

で
は
な
い
宗
教
は
公
共
圏
の
外
部
に
押
し
や
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
と

な
る
と
、
宗
教
を
公
共
圏
に
対
峙
す
る
も
の
と
し
て
批
判
す
る
立
脚
点
は

何
か
。
こ
の
よ
う
に
宗
教
の
意
味
を
理
解
す
る
枠
組
み
そ
の
も
の
を
「
脱

構
築
」
す
る
こ
と
が
バ
ト
ラ
ー
の
試
み
で
あ
っ
た
。
世
俗
化
は
、
世
界
を

表
象
す
る
唯
一
の
コ
ー
ド
で
は
な
い
。

　

宗
教
が
絡
ま
り
合
う
世
俗
化
の
過
程
を
問
い
質
す
た
め
、
バ
ト
ラ
ー
は
、

国
家
と
し
て
の
イ
ス
ラ
エ
ル
と
、
い
わ
ゆ
る
ユ
ダ
ヤ
性
と
の
関
係
に
斬
り

こ
む
。
ユ
ダ
ヤ
性
は
ユ
ダ
ヤ
教
と
同
一
で
は
な
く
、
ま
た
ユ
ダ
ヤ
教
の
ユ

ダ
ヤ
性
も
即
座
に
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
擁
護
と
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ

の
意
味
で
ユ
ダ
ヤ
性
は
宗
教
的
で
も
あ
れ
ば
非
宗
教
的
で
も
あ
る
。
し
か

し
そ
れ
は
、
公
共
圏
を
形
作
っ
て
い
る
言
葉
と
し
て
流
布
す
る
や
い
な
や

強
制
的
な
エ
ー
ト
ス
を
作
り
出
す
。
つ
ま
り
、
ユ
ダ
ヤ
性
と
い
う
言
葉
で

論
じ
ら
れ
る
公
共
圏
、
あ
る
い
は
国
家
は
、
あ
る
種
の
排
除
を
通
し
て
構

成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
我
々
に
と
っ
て
目
に
し
や
す
く
、
ま
た
耳
に
さ

れ
や
す
い
言
葉
で
し
か
公
共
圏
や
国
家
が
論
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
を
論
じ
る
に
せ
よ
非
ユ
ダ
ヤ
を
論
じ
る
に
せ
よ
違
い
は
な

い
。

　

一
方
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主
張
す
れ
ば
、
そ
れ
は
他
方
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
主
張
は
、
即
座
に
脱
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
に
倫
理
的
な
関
係
が
あ
る
。
バ
ト
ラ
ー
が
強
調
し
た
の
は
、
離

散
（
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
）
の
伝
統
に
依
拠
し
た
「
共
棲
（cohabitation

）
」
の

理
念
で
あ
っ
た
。
こ
の
理
念
が
、
少
数
派
か
ら
公
民
権
を
剥
奪
し
様
々
な
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服
従
を
強
い
る
国
家
権
力
や
暴
力
に
対
す
る
倫
理
的
な
批
判
装
置
と
な
る
。

共
に
棲
む
人
々
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
条
件
を

先
取
り
し
共
に
棲
む
人
々
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
な
い
。
共
棲
す
る
場
も
選

択
不
可
能
で
あ
る
。
共
棲
に
は
様
々
な
も
の
が
絡
ま
り
合
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
同
質
な
も
の
に
還
元
さ
れ
な
い
異
質
性
で
あ
り
類
似
か
ら
は
推
し

量
れ
な
い
複
数
性
で
あ
る
。
あ
る
特
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
自
ら
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
よ
っ
て
共
同
体
へ
の
平
等
な
参
加
が
保
証
さ
れ
、
そ
れ

と
は
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ゆ
え
に
排
除
さ
れ

る
。
そ
こ
に
は
、
同
化
と
排
除
と
い
う
相
反
す
る
も
の
が
刻
印
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
が
共
棲
と
い
う
理
念
で
あ
り
、
公
共
圏
と
は
そ
の
よ
う
な
も
の

だ
。
公
共
圏
と
称
さ
れ
て
い
る
中
で
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
賦
与
と
簒

奪
。
バ
ト
ラ
ー
が
語
る
共
棲
の
倫
理
は
、
そ
の
こ
と
に
我
々
の
目
を
向
け

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

編
者
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
文
化
批
評
家
と
し
て
の
ウ
ェ
ス
ト
は
さ
ら
に

「
数
多
く
の
顔
」
を
持
つ
。
預
言
的
な
伝
統
の
立
場
に
立
つ
ウ
ェ
ス
ト
は
、

現
代
社
会
の
正
義
を
公
共
の
場
で
語
る
に
は
共
感
と
想
像
力
の
倫
理
が
必

要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
資
本
を
偶
像
と
し
て
讃
え
る
物
神
崇
拝
や
偶
像

崇
拝
は
、
世
俗
化
と
と
も
に
始
ま
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
距
離
を
置
く
た
め

に
も
共
感
や
想
像
力
は
必
要
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
共
感
と
想
像
力
は
不
正
を

正
す
力
と
な
り
、
ま
た
標
準
化
さ
れ
覆
わ
れ
無
き
も
の
と
さ
れ
て
し
ま
っ

た
事
柄
に
気
づ
か
せ
、
無
臭
化
さ
れ
無
害
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
事
態
に
も

向
き
合
わ
せ
る
か
ら
だ
。
共
感
と
想
像
力
に
よ
っ
て
「
破
局
的
な
も
の
を

捉
え
る
声
」
や
「
破
局
的
な
も
の
に
光
を
当
て
、
そ
れ
に
向
き
合
う
勇
気
」

を
持
つ
こ
と
も
で
き
る
。

　

「
民
衆
（dem

os

）
」
が
目
指
す
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
公
共
空
間
を
多
様

な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
世
俗
的
な
思
想
家
も

宗
教
的
な
人
間
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
奏
で
る
音
に
耳
を
傾
け
互
い
の
世
界
観

に
立
ち
入
る
こ
と
で
互
い
を
理
解
し
合
え
る
。
こ
れ
は
議
論
に
よ
っ
て
で

は
な
く
共
感
を
抱
き
想
像
力
を
働
か
せ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
。

　

た
し
か
に
、
預
言
宗
教
は
移
ろ
い
や
す
い
。
だ
が
そ
の
言
葉
に
は
相
互

の
差
異
を
解
消
せ
ず
に
理
解
へ
と
至
る
力
、
共
感
と
想
像
力
を
喚
起
す
る

力
が
あ
る
。
そ
れ
は
支
配
勢
力
に
対
抗
し
続
け
る
力
で
も
あ
る
。
ウ
ェ
ス

ト
が
強
調
す
る
の
は
あ
く
ま
で
も
公
共
圏
に
お
け
る
預
言
の
言
葉
が
も
つ

力
で
あ
り
、
そ
こ
に
躊
躇
う
姿
は
見
ら
れ
な
い
。

　

「
私
は
シ
ャ
ル
リ
ー
（Je suis C

harlie

）
」
と
い
う
言
葉
で
始
ま
っ
た
二

〇
一
五
年
。
同
年
同
地
の
十
一
月
、
そ
し
て
そ
れ
以
降
世
界
の
各
地
で
幾

度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
る
惨
劇
。
我
々
は
忌
ま
わ
し
い
記
憶
に
苛
ま
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
次
々
に
浮
揚
し
て
く
る
対
立
と
憎
悪
の
連
鎖
。
繋
ぎ
目

を
全
く
見
出
せ
な
い
世
界
。
も
は
や
解
く
こ
と
の
で
き
な
い
ほ
ど
絡
ま
り

あ
っ
て
し
ま
っ
た
感
の
あ
る
社
会
の
現
状
は
、
本
書
が
問
い
か
け
る
意
味

を
も
は
や
超
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
だ
と
し
た
ら
、
彼
ら
に

よ
る
「
翻
訳
」
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
い
か
け
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
宥
和
の

契
機
が
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
の
か
。
こ
の
よ
う
な
議
論
が
可
能
で
あ
っ

た
こ
と
自
体
、
我
々
は
公
共
圏
の
「
内
側
」
に
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
。
我
々
は
、
思
想
に
せ
よ
宗
教
に
せ
よ
そ
の
言
葉
が
持
っ
て

い
る
力
に
希
望
を
抱
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
そ
の
限
界
に
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突
き
あ
た
り
絶
望
す
る
し
か
な
い
の
か
。
あ
る
い
は
、
そ
の
あ
い
だ
を
あ

て
ど
な
く
た
だ
彷
徨
う
だ
け
な
の
か
。
個
人
の
生
と
社
会
の
存
立
。
本
書

を
通
し
て
、
我
々
は
こ
の
最
も
根
源
的
な
問
い
へ
と
投
げ
返
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

　

最
後
に
、
一
言
だ
け
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
本
邦
訳
書
で
は
、
各
論

者
の
講
演
内
容
に
原
著
に
は
な
い
小
見
出
し
を
つ
け
る
こ
と
で
、
全
体
の

見
通
し
が
よ
く
な
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
な
ぜ
あ
え
て
本
書

題
名
を
『
公
共
圏
に
「
挑
戦
す
る
」
宗
教
』
と
し
た
の
か
疑
問
の
余
地
が

残
る
。
公
共
圏
と
宗
教
を
二
項
対
立
図
式
へ
と
回
収
さ
せ
な
い
た
め
に
も

（
実
際
の
と
こ
ろ
そ
れ
を
批
判
し
て
い
た
論
者
も
い
た
）
、
こ
こ
は
原
題
の
ま
ま

『
公
共
圏
に
お
け
る
宗
教
「
の
力
」
』
で
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
評
者

は
こ
う
考
え
た
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

 

（
や
な
い
・
ま
こ
と
／
社
会
哲
学
・
社
会
思
想
）

　

書
評　

『
現
代
革
命
の
新
た
な
考
察
』

　
　
（
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ラ
ク
ラ
ウ
著
、
山
本
圭
訳
、�

�

法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
四
年
）

高
橋
良
輔

一　

本
書
の
位
置
価

　

本
書
は
、
政
治
理
論
家
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ラ
ク
ラ
ウ
が
一
九
八
〇
年
代
に

紡
い
だ
思
索
や
書
簡
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
収
め
た
著
作
の
全
訳
（
原
著
は
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一
九
九
〇
年
刊
行
）
で
あ
る
。

　

二
〇
一
四
年
に
こ
の
世
を
去
っ
た
ラ
ク
ラ
ウ
の
名
は
、
シ
ャ
ン
タ
ル
・

ム
フ
と
の
共
著
『
民
主
主
義
の
革
命
』
（H

egem
ony and Socialist Strategy: 

T
ow

ards a R
adical D

em
ocratic Politics, 1985

）
や
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト

ラ
ー
、
ス
ラ
ヴ
ォ
イ
・
ジ
ジ
ェ
ク
と
の
対
話
を
収
め
た
『
偶
発
性
・
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
・
普
遍
性
』
（C

ontingency, H
egem

ony, U
niversality: C

ontem
porary 

D
ialogues on the Left, 2000

）
等
を
通
じ
て
、
日
本
で
も
知
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
原
題
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
彼
の
思
考
は
一
貫
し
て
現
代

に
生
き
る
左
派
＝
ポ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
し
て
、
そ
の
戦
略
を
理

論
面
か
ら
再
構
築
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
共
著
の

狭
間
で
編
ま
れ
た
本
書
は
、
ラ
ク
ラ
ウ
が
い
か
に
そ
の
独
自
の
思
考
を
練

り
上
げ
て
い
っ
た
か
を
多
面
的
に
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　

実
際
、
同
書
は
彼
の
政
治
理
論
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
提
示
す
る
第
一
部
、

ポ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
地
平
を
切
り
拓
い
て
い
く
第
二
部
、
往
復
書

簡
の
か
た
ち
で
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
言
説
を
分
析
す
る
第
三
部
、
左
派
系
の

理
論
誌
の
編
集
者
ら
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
自
ら
の
姿
勢
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
第
四
部
か
ら
な
り
、
末
尾
に
は
ジ
ジ
ェ
ク
が
『
民
主
主
義

の
革
命
』
に
向
け
て
発
表
し
た
報
告
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
著
者
自
身
が

認
め
る
よ
う
に
、
各
章
に
内
容
の
重
複
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
も
の
の
、

「
異
な
っ
た
言
説
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
議
論
が
反
復
す
る
こ
と

で
、
そ
の
い
っ
そ
う
の
解
明
に
寄
与
し
う
る
」（
一
〇
頁
）
こ
と
も
確
か

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
、
同
書
の
構
成
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く

そ
の
概
念
装
置
の
い
く
つ
か
を
抽
出
し
、
そ
の
射
程
を
垣
間
見
て
み
た
い
。

二　

「
社
会
的
な
も
の
」
の
不
完
全
性
定
理

　

さ
て
、
ジ
ジ
ェ
ク
が
批
判
的
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
一
般
に
ラ
ク
ラ
ウ

の
理
論
は
、
言
説
や
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
概
念
の
刷
新
に
よ
っ
て
「
ポ
ス
ト
構
造

主
義
的
な
考
え
方
」
を
政
治
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と
翻
訳
す
る
取
組
み
と

理
解
さ
れ
て
き
た
（
三
六
九
頁
）
。
な
る
ほ
ど
表
題
作
「
現
代
革
命
の
新
た

な
考
察
」
で
は
、
彼
の
企
図
が
よ
り
概
念
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
最
大
の
特
徴
は
、
い
わ
ば
「
社
会
的
な
も
の
」
の
不
完
全
性
定
理

と
も
い
う
べ
き
主
張
で
あ
る
。
通
常
、
我
々
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
本

来
の
自
己
―
―
自
我
同
一
性
（ego identity

）
―
―
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

だ
が
ラ
ク
ラ
ウ
に
よ
れ
ば
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
成
す
る
必
要
条
件

は
、
自
ら
の
内
部
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
十
全
な
構
成
を
妨
げ
る
外
部

―
―
敵
対
性
―
―
に
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
評
者
な
り
に
敢
え
て
表
現

す
れ
ば
、
そ
れ
は
自
他
差
異
性

0

0

0

0

0

に
ほ
か
な
ら
ず
、「
本
質
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
」
は
偶
発
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
敵

対
性
と
向
き
合
い
、
つ
ね
に
越
境
・
再
定
義
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
こ
の

敵
対
性
に
込
め
ら
れ
た
否
定
性
と
偶
発
性
こ
そ
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

構
成
的
外
部
で
あ
る
。

　

た
し
か
に
振
り
返
れ
ば
、
資
本
家
／
労
働
者
、
西
洋
／
東
洋
、
男
性
／

女
性
、
そ
し
て
白
人
／
黒
人
の
よ
う
に
、
人
々
の
示
差
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
は
暴
力
的
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
も
と
で
打
ち
立
て
ら
れ
て
き
た
。
ラ

ク
ラ
ウ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
「
本
質
」
は
、
そ
れ
が
否
定
す
る
も
の
に

完
全
に
依
存
し
て
い
る
」
（
五
七
頁
）
。
こ
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
ア
イ
デ
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ン
テ
ィ
テ
ィ
は
い
つ
も
す
で
に
権
力
関
係
の
所
産
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
彼
は
、
本
質
主
義
的
に
固
定
さ
れ
が
ち
な
「
社
会
的
な
も
の
」

よ
り
も
、む
し
ろ
「
政
治
的
な
も
の
」
の
優
位
を
主
張
す
る
。
か
つ
て
フ
ッ

サ
ー
ル
は
、
起
源
の
ル
ー
チ
ン
化
と
忘
却
を
「
沈
殿
化
」
、
逆
に
思
考
の

構
成
的
活
動
を
取
り
戻
す
こ
と
を
「
再
活
性
化
」
と
呼
ん
だ
。
ラ
ク
ラ
ウ

は
こ
の
区
別
を
援
用
し
、
「
社
会
的
な
も
の
」
の
起
源
に
隠
さ
れ
た
偶
発

性
を
露
わ
に
し
て
そ
の
創
設
時
に
等
し
く
開
か
れ
て
い
た
は
ず
の
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ブ
を
再
活
性
化
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
。
つ
ま
り
敵
対
性
の
モ
メ

ン
ト
は
、
自
明
視
さ
れ
沈
殿
し
た
「
社
会
的
な
も
の
」
の
偶
発
性
を
暴
き
、

「
政
治
的
な
も
の
」
の
領
野
を
再
活
性
化
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
「
何
か
を
歴
史
的
に
理
解
す
る
と
は
、
そ
れ
を
そ
の
発
生
の

偶
発
的
な
諸
条
件
に
差
し
戻
す
こ
と
」
（
六
三
頁
）
で
あ
っ
た
。
存
在
条

件
の
偶
発
性
を
想
起
す
れ
ば
、
社
会
構
造
や
主
体
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

は
あ
く
ま
で
歴
史
的
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
し
か
な
い
。
「
社
会
的
な
も

の
」
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
客
観
的
な
本
質
の
存
在
を
示
す
ど
こ
ろ

か
、
む
し
ろ
偶
発
性
、
権
力
関
係
、
政
治
の
優
位
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
歴
史

性
の
も
と
で
か
た
ち
づ
く
ら
れ
る
不
安
定
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
の
で
あ
る
。

三　

民
主
主
義
革
命
の
地
平

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
に
「
社
会
的
な
も
の
」
の
不
完
全
性
を
暴
露
し

た
こ
と
は
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
正
統
派
の
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
」
（
一
五
二
頁
）

か
ら
の
批
判
を
喚
起
し
た
。
第
二
部
や
第
四
部
で
繰
り
返
し
確
認
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
ラ
ク
ラ
ウ
に
と
っ
て
、
「
社
会
的
な
も
の
は
差
異
の
無
限

の
戯
れ
」
（
一
三
九
頁
）
で
あ
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
言
説
に
過
ぎ
な

い
（
三
二
四
頁
）
。
す
な
わ
ち
「
社
会
的
な
も
の
」
の
意
味
の
固
定
を
断
念

し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
関
係
的
性
格
を
根
源
的
に
追
求
す
る
と
、
階

級
や
民
族
等
の
伝
統
的
左
派
の
抵
抗
の
足
場

0

0

0

0

0

も
相
対
化
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

し
か
し
ラ
ク
ラ
ウ
は
、
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
偶
発
的
で
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
開

か
れ
た
性
格
を
受
け
入
れ
、
単
一
の
基
礎
づ
け
へ
の
願
望
を
放
棄
す
る
こ

と
こ
そ
、「
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
民
主
主
義
的
な
社
会
の
第
一
条
件
」（
一
九
一
頁
）

だ
と
喝
破
す
る
。
す
で
に
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
環
境
運
動
、
地
域
主
義
運
動

と
い
っ
た
新
し
い
社
会
運
動
は
、
「
主
体
位
置
の
分
散
」
（
一
九
六
頁
）
を

通
じ
た
社
会
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
民
主
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
現
し
て
き
た
。

い
ま
や
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
特
権
的
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
へ

の
権
力
集
中
や
解
放
さ
れ
た
社
会
と
い
う
最
終
到
達
点
で
は
な
く
、
「
社

会
的
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
そ
の
闘
争
の
複
数
性
」
の
要
求
へ
と
転
換
さ
れ
る
。

こ
の
と
き
、
透
明
な
同
質
的
社
会
な
ど
は
政
治
の
終
焉
で
し
か
な
い
。

　

こ
の
「
民
主
主
義
革
命
」
の
地
平
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、「
転
移
」「
神

話
」
「
社
会
的
イ
マ
ジ
ナ
リ
ー
」
と
い
っ
た
、
ラ
ク
ラ
ウ
が
本
書
で
鍛
え

上
げ
た
概
念
装
置
に
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
彼
に
よ
る
と
、

「
あ
ら
ゆ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
そ
れ
を
否
定
し
て
い
る
と
同
時
に

そ
の
可
能
性
の
条
件
で
も
あ
る
外
部
性
に
依
存
し
て
い
る
か
ぎ
り
で
転
移

し
て
い
る
」
（
六
八
頁
）
。
つ
ま
り
「
転
移
」
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

脅
か
す
と
同
時
に
新
た
な
そ
れ
が
構
成
さ
れ
る
地
平
で
も
あ
る
。
矛
盾
に

満
ち
た
こ
の
「
転
移
」
こ
そ
、
加
速
す
る
社
会
的
変
容
の
な
か
で
ラ
デ
ィ

カ
ル
な
歴
史
性
へ
の
自
覚
を
促
し
、
構
造
に
抗
う
決
断
の
領
野
を
拡
大
し
、

さ
ら
に
は
敵
対
性
を
通
じ
た
脱
中
心
化
の
実
践
を
可
能
に
す
る
。
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し
か
も
政
治
主
体
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
貫
く
こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

は
、
同
時
に
ま
た
「
い
か
な
る
主
体
も
神
話
的
主
体

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
」
（
九
九
頁
）

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
神
話
の
『
仕
事
』
と
は
、
新
し
い
表
象
空
間
を

構
成
す
る
こ
と
で
転
移
し
た
空
間
を
縫
合
す
る
こ
と
で
あ
る
」
。
つ
ま
り
、

「
神
話
」
は
転
移
を
含
ん
だ
諸
要
素
を
再
節
合
し
て
言
説
に
よ
る
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
効
果
を
発
揮
す
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
い
つ
も
す
で
に
空
虚
な
シ
ニ

フ
ィ
ア
ン
で
あ
る
。
こ
の
「
書
き
込
み
の
神
話
的
表
層
が
持
つ
不
完
全
な

性
格
」（
一
〇
二
頁
）
は
、
新
た
な
集
合
的
イ
マ
ジ
ナ
リ
ー
と
カ
ウ
ン
タ
ー
・

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
闘
争
を
可
能
に
す
る
。
「
未
来
は
非
決
定
的
で
あ
り
、
確
か

に
わ
れ
わ
れ
に
保
証
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、

未
来
が
失
わ
れ
な
い
た
め
の
理
由
で
も
あ
る
の
だ
」
（
一
二
九
頁
）
と
い
う

ラ
ク
ラ
ウ
の
宣
言
は
、
こ
の
極
め
て
一
貫
し
た
両
義
性
へ
の
洞
察
か
ら
溢

れ
出
し
て
い
た
。

四　

ポ
ス
ト
・
ニ
ー
チ
ェ
時
代
の
蹉
跌

　

こ
う
し
て
本
書
後
半
の
往
復
書
簡
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
こ
の
政
治

理
論
の
射
程
と
来
歴
が
あ
ら
た
め
て
問
い
直
さ
れ
て
い
く
。

　

例
え
ば
一
九
八
〇
年
代
末
ま
で
南
ア
フ
リ
カ
で
流
通
し
て
い
た
言
説
を

分
析
す
る
ア
レ
ッ
タ
・
J
・
ノ
ー
バ
ル
は
、
「
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」

を
差
異
と
し
て
固
定
す
る
こ
と
を
批
判
し
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
社
会
は
人

種
―

還
元
主
義
や
階
級
―

還
元
主
義
で
は
理
解
で
き
な
い
と
主
張
す
る
。

か
つ
て
「
ア
フ
リ
カ
ー
ナ
ー
性
」
を
め
ぐ
り
展
開
さ
れ
て
い
た
ア
パ
ル
ト

ヘ
イ
ト
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
や
が
て
世
界
を
厳
格
に
黒
と
白
に
分
割
す

る
政
治
的
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
形
成
し
、
そ
れ
は
さ
ら
に
「
人
民
」
を
中
心

に
統
一
を
追
求
す
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
言
説
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
ノ
ー

バ
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
言
説
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

こ
そ
は
、
そ
れ
が
闘
争
の
な
か
で
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、

「
複
数
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
複
雑
性
と
流
動
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
で
、

敵
対
性
の
可
能
な
地
点
が
増
殖
」
（
二
一
六
頁
）
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ラ
ク
ラ
ウ
は
、
解
放
的
な
諸
言
説
が
し
ば
し
ば

社
会
的
な
も
の
を
全
体
化
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
な
る
危
険
性
に
注
意
を

促
し
つ
つ
、
「
基
礎
付
け
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
不
在
を
、
抑
圧
の
あ
ら
ゆ
る

形
式
に
対
す
る
批
判
の
根
拠
と
す
る
こ
と
」
（
二
五
四
頁
）
こ
そ
、
ラ
デ
ィ

カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
決
定
的
な
階
梯
だ
と
応
じ
て
い
る
。

　

ま
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
ニ
ュ
ー
レ
フ
ト
の
形
成
」
で
は
、
ラ
ク
ラ
ウ
は

自
ら
の
理
論
的
―

政
治
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
的
な
確
実

性
か
ら
の
解
放
を
も
た
ら
す
認
識
論
的
覚
醒
、
諸
価
値
の
絶
対
的
な
基
礎

づ
け
を
放
棄
す
る
倫
理
的
覚
醒
、
歴
史
的
成
果
を
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
的
で
偶
発

的
な
節
合
の
産
物
と
み
な
す
政
治
的
覚
醒
と
い
っ
た
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ニ

テ
ィ
の
成
果
と
結
び
つ
く
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
可
能
性
は
、
①
民
主
主
義
の
不
確
定
的
な
性
格
、
②
脱
構
築
可

能
性
に
裏
付
け
ら
れ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
歴
史
性
、
③
種
々
の
ラ

デ
ィ
カ
ル
な
政
治
的
伝
統
を
貫
く
反
―

本
質
主
義
の
系
譜
学
、
④
絶
対
確

実
な
決
断
を
断
念
す
る
多
元
主
義
に
か
か
っ
て
い
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
理

論
・
民
主
主
義
・
社
会
主
義
」
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
ラ
デ
ィ

カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
と
っ
て
、
社
会
的
、
政
治
的

運
動
が
統
一
的
な
政
治
構
造
と
し
て
ま
と
ま
る
こ
と
は
、
必
要
な
こ
と
で
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も
望
ま
し
い
こ
と
で
も
な
い
」
（
三
四
三
頁
）
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
社
会
的
な
も
の
」
を
め
ぐ
る
反
―

本
質
主
義
の
ニ
ヒ
リ

ズ
ム
を
反
転
さ
せ
、
む
し
ろ
転
移
に
新
た
な
社
会
的
イ
マ
ジ
ナ
リ
ー
の
構

築
と
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
闘
争
の
領
野
を
見
出
す
ラ
ク
ラ
ウ
の
構
想
は
、
た
し
か

に
「
リ
キ
ッ
ド
・
モ
ダ
ニ
テ
ィ
」
（
ジ
グ
ム
ン
ト
・
バ
ウ
マ
ン
）
に
相
応
し

い
根
源
的
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
様
式
か
も
し
れ
な
い
（
三
四
九
頁
）
。
本
書

は
一
九
八
〇
年
代
と
い
う
「
あ
る
時
代
的
な
空
気
の
制
約
」
の
も
と
で
執

筆
さ
れ
た
が
、
今
も
そ
の
理
論
は
十
分
に
刺
激
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
ラ
ク

ラ
ウ
自
身
が
度
々
ほ
の
め
か
す
よ
う
に
、
そ
の
戦
略
が
「
神
の
死
」
以
後

に
向
か
う
幻
想
な
き
政
治
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
ニ
ー
チ
ェ
に
よ
る
「
神
の
死
」
の
宣
告
が
、
「
超
人
」
へ
の
希
求

と
表
裏
一
体
で
あ
り
、
む
し
ろ
「
お
し
ま
い
の
人
間
た
ち
」
の
跋
扈
に
行

き
着
く
と
い
う
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
の
寓
話
は
、
ラ
ク
ラ
ウ
の
オ
プ

テ
ィ
ミ
ズ
ム
に
も
不
気
味
な
影
を
投
げ
か
け
る
。
ア
ラ
ブ
の
春
の
行
方
と

イ
ス
ラ
ム
国
の
台
頭
、
移
民
と
テ
ロ
に
怯
え
て
要
塞
化
し
つ
つ
あ
る
欧
米

社
会
、
そ
し
て
権
威
主
義
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
狭
間
で
揺
れ
る
ア
ジ
ア
の

国
々
の
姿
は
、
ま
さ
に
寄
る
辺
な
き
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
危
う
さ
を
突
き
つ

け
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
政
治
的
要
求
の
節
合
が
た
だ
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
闘

争
の
帰
結
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
主
体
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
実

は
神
話
に
過
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
、
我
々
は
何
故
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
選

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
こ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
問
い
に
ラ
ク
ラ
ウ
の

理
論
が
応
え
る
こ
と
は
な
い
。
彼
に
と
っ
て
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
た
だ
政

治
的
実
践
と
歴
史
の
趨
勢
に
よ
っ
て
の
み
答
え
ら
れ
る
問
い
な
の
で
あ
る
。

 

（
た
か
は
し
・
り
ょ
う
す
け
／
政
治
理
論
・
国
際
関
係
思
想
）

　

書
評　

『
ポ
ス
ト
代
表
制
の
政
治
学 

 
 

―
―
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
危
機
に
抗
し
て

』

（
山
崎
望
・
山
本
圭
編
、ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、二
〇
一
五
年
）

田
畑
真
一

　

編
者
た
ち
が
「
ポ
ス
ト
代
表
制
」
と
呼
ぶ
の
は
、
「
代
表
制
度
が
存
続

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
が
そ
の
枠
内
に
回
収
さ
れ
ず
、
代
表

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
そ
れ
自
体
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い
よ
う
な
状
況
」（
七

頁
）
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
公
式
の
代
表
制
度
を
通
じ
た
政
治
の
衰
退

と
非
公
式
の
公
共
圏
で
の
政
治
の
活
性
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
の
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可
視
化
に
象
徴
さ
れ
る
代
表
政
治
を
メ
タ
・
レ
ベ
ル
で
支
え
て
い
た
枠
組

み
の
自
明
性
の
喪
失
、
そ
し
て
代
表
メ
カ
ニ
ズ
ム
そ
の
も
の
の
機
能
低
下

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
た
ち
は
、
代
表
制
を
捨
て
去
る
こ
と
で
は
な

く
、
「
代
表
制
が
抱
え
た
諸
問
題
を
徹
底
し
て
再
検
討
す
る
こ
と
で
、
代

表
制
も
し
く
は
代
表
そ
の
も
の
の
内
部
か
ら
新
し
い
可
能
性
を
探
」
（
二

五
頁
）
る
こ
と
を
目
指
し
、
こ
の
状
況
に
応
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
各
論
考
は
そ
れ
ぞ
れ
現
在
代
表
制
が
直
面
し
て

い
る
問
題
を
検
討
し
て
い
る
。
五
野
井
郁
夫
（
一
章
）
は
、
院
内
／
院
外

政
治
と
い
う
対
立
構
図
の
中
で
院
内
に
接
続
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
い
院
外

政
治
の
意
味
を
、
山
田
陽
（
四
章
）
は
、
熟
議
民
主
主
義
論
か
ら
代
表
制

が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
を
検
討
し
て
い
る
。

山
本
圭
（
五
章
）
は
、
動
員
と
い
う
契
機
を
捉
え
直
す
こ
と
で
、
完
成
主

義
を
前
提
と
す
る
参
加
民
主
主
義
と
は
異
な
る
民
主
主
義
の
構
想
を
、
鵜

飼
健
史
（
七
章
）
は
、
代
表
さ
れ
る
べ
き
民
意
自
体
の
決
定
不
可
能
性
を

真
剣
に
受
け
止
め
、
真
な
る
民
意
の
探
求
で
は
な
く
、
出
現
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
民
意
の
比
較
検
討
と
い
う
新
た
な
方
向
性
を
提
示
し
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
の
噴
出
と
い
う
状
況
に
対
し
て
は
、
高
橋
良

輔
（
二
章
）
が
、
国
境
を
横
断
す
る
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
不
可
欠
と

さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
し
て
民
主
化
し
て

い
く
か
と
い
う
課
題
を
扱
っ
て
い
る
。
山
崎
望
（
三
章
）
は
、
従
来
代
表

制
民
主
主
義
の
正
統
性
を
支
え
て
い
た
自
由
主
義
―

民
主
主
義
―

ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
結
合
が
自
明
視
で
き
な
く
な
っ
た
状
況
に
お
け
る
新
た
な
正

統
性
を
模
索
し
て
い
る
。

　

代
表
と
い
う
契
機
そ
の
も
の
が
は
ら
む
問
題
に
つ
い
て
は
、
高
田
宏
史

（
六
章
）
が
、
宗
教
的
少
数
派
の
代
理
＝
表
象
が
極
め
て
困
難
で
か
つ
そ

の
戦
略
自
体
が
適
切
で
な
い
と
の
診
断
の
下
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
よ
る
自

己
理
解
の
解
釈
学
的
変
容
と
い
う
代
替
的
戦
略
を
検
討
し
て
い
る
。
川
村

覚
文
（
八
章
）
は
、
戦
前
に
お
い
て
代
表
か
ら
の
疎
外
と
い
う
問
題
の
影

絵
と
し
て
「
個
別
的
存
在
の
完
全
な
る
統
合
」
と
い
う
「
國
體
論
」
の
構

想
が
登
場
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
乙
部
延
剛
（
九
章
）
は
、
フ
ロ
ー

ベ
ー
ル
の
「
紋
切
型
」
の
分
析
に
依
拠
し
、
代
表
す
べ
き
独
自
の
意
見
（
紋

切
型
の
外
部
）
を
措
定
し
な
い
、
紋
切
型
の
内
部
で
多
様
な
意
見
が
交
差

し
合
う
民
主
的
政
治
を
提
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
多
様
な
テ
ー
マ
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
以
下
で
は
紙
幅

の
制
限
も
あ
る
た
め
、
評
者
の
関
心
に
沿
っ
て
特
に
興
味
深
か
っ
た
点
を

述
べ
る
。
最
初
に
、
本
論
集
に
通
底
し
て
い
る
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

不
安
定
性
」
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
た
い
。
各
論
者
は
、
こ
の
問
題
に

多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
応
じ
て
い
る
。
再
帰
的
近
代
論
に
依
拠
し
た
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
自
明
性
の
喪
失
と
い
う
分
析
を
基
礎
と
し
つ
つ
も
、
各

論
考
は
そ
の
状
況
を
単
に
否
定
的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
で
は
な

く
、
そ
こ
に
お
い
て
可
能
と
な
る
民
主
主
義
を
積
極
的
に
模
索
し
て
い
る
。

　

山
本
論
文
は
、
従
来
の
あ
ら
か
じ
め
意
見
を
も
っ
て
い
る
主
体
に
よ
る

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
政
治
参
加
と
い
う
モ
デ
ル
と
は
異
な
る
、
情
動
な
ど
を

介
し
た
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
の
集
合
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
と
い
う

モ
デ
ル
を
動
員
と
い
う
観
点
か
ら
描
き
出
し
て
い
る
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
が
不
透
明
化
し
た
現
代
で
は
、
一
定
の
エ
ー
ト
ス
に
訴
え
か
け
る
参

加
に
頼
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
動
員
を
通
じ
た
上
か
ら
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
構
築
が
不
可
欠
と
な
る
。
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高
橋
論
文
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
民
主
主
義
の
知
見
に
依
拠
し
、
従

来
の
共
同
体
と
は
異
な
る
薄
い
共
有
価
値
と
構
成
員
資
格
の
重
合
性
と
い

う
点
か
ら
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
新
た
な
包
摂
の
形
を
示
し
て
い
る
。「
あ

る
個
人
は
、
同
時
に
多
数
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
で

い
ら
れ
る
し
、
異
な
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
共
同
体
の
人
々
は
、
別
々
で

は
な
く
重
な
り
合
っ
て
い
て
構
わ
な
い
。
民
主
的
価
値
へ
の
ご
く
薄
い
合

意
と
さ
え
矛
盾
し
な
け
れ
ば
、
人
々
は
異
な
る
性
質
を
も
っ
た
複
数
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
共
同
体
に
同
時
に
所
属
で
き
る
」
（
八
一
頁
）
。
再
帰
的

近
代
が
問
題
と
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
不
安
定
性
が
、
単
に
一
つ
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
で
き
な
い
事
態
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、

各
個
人
が
そ
の
内
部
に
複
数
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
抱
え
、
原
理
的
に

一
つ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
の
み
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
矛
盾
を
も
た

ら
す
事
態
を
示
す
の
で
あ
れ
ば
、
重
合
性
へ
の
着
目
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

高
橋
が
ジ
ョ
ン
・
キ
ー
ン
を
参
照
し
て
指
摘
す
る
よ
う
に
、
従
来
の
「
ひ

と
り
に
、
ひ
と
つ
の
意
見
、
ひ
と
つ
の
投
票
、
ひ
と
り
の
代
理
人
」
と
い

う
モ
デ
ル
か
ら
「
ひ
と
り
に
、
多
く
の
関
心
、
た
く
さ
ん
の
意
見
、
多
重

投
票
、
多
重
代
理
人
」
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
事
実
と
し
て
認
識
さ
れ
た
も
の
が
も
つ
規
範
の
力
を
ど
の
よ

う
に
扱
う
の
か
と
い
う
論
点
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
れ
は
新
た
な
社
会
状

況
を
「
設
定
」
す
る
際
に
常
に
不
可
欠
と
な
る
。
例
え
ば
、
先
に
触
れ
た

山
本
論
文
で
は
、
参
加
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
構
想
は
そ
の
完
成
主
義
的
特
徴

が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
不
安
定
性
と
い
う
事
実
（
現
実
）
に
合
致
し
な

い
と
し
て
退
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
あ
る
種
の
理
想
が
現
実
に
即
し
て
否

定
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
い
か
な
る
主
張
も
一
定
の
事
実
認
識
に
依

拠
し
、
そ
こ
か
ら
規
範
の
力
を
引
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

山
崎
論
文
は
、
こ
う
し
た
事
実
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
規
範
の
力
を
正
統

性
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
し
た
論
考
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

山
崎
は
、
新
し
い
正
統
性
を
考
え
る
に
際
し
て
「
統
治
が
良
好
に
機
能
す

る
こ
と
で
得
ら
れ
る
」
（
九
三
頁
）
と
さ
れ
る
「
機
能
的
な
正
統
性
」
か

ら
議
論
を
始
め
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
国
家
に
よ
る
確
実
な
統
治
が
国

境
を
超
え
る
問
題
な
ど
に
そ
の
対
応
力
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
で
、
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の
レ
ベ
ル
で
の
正
統
性
が
毀
損
さ
れ
た
こ
と
が
、
新
た
な
正
統
性

を
考
え
る
上
で
の
ス
タ
ー
ト
地
点
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
山
崎
は
、
国
家

の
統
治
能
力
の
低
下
と
い
う
事
実
に
依
拠
し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
逆
説
的
に

よ
く
統
治
で
き
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
正
統
性
の
指
標
と
な
る
事
態
が
生
じ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

評
者
も
現
状
正
統
性
に
つ
い
て
分
析
す
る
際
、
機
能
的
な
正
統
性
は
適

切
な
ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
適
切
な
ス
タ
ー
ト
地

点
で
あ
る
こ
と
と
立
論
で
ど
こ
ま
で
依
拠
す
る
の
か
は
別
の
問
題
で
あ
る
。

事
実
認
識
か
ら
規
範
を
引
き
出
す
際
、
こ
の
区
別
が
問
題
と
な
る
。

　

こ
の
点
で
本
論
集
の
多
く
の
議
論
、
特
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
次
元
を
扱
う

論
考
で
所
与
の
方
向
性
と
さ
れ
て
い
る
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
論
は
論
点
と
な
り

得
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
政
治
状
況
で
現
状
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
点
（
機
能
的

な
正
統
性
の
面
）
で
有
力
な
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
か
も

し
れ
な
い
。
た
だ
他
方
で
、
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
論
は
、
透
明
性
を
欠
き
、
統

治
に
参
加
し
て
い
る
当
事
者
以
外
が
決
定
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
失
っ
て
し
ま

う
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
は
当
事
者
に
と
っ
て
は

自
身
の
利
害
関
心
を
解
決
す
る
有
効
な
手
段
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
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は
社
会
全
体
の
こ
と
を
考
え
る
市
民
と
い
う
観
点
は
な
く
、
問
題
ご
と
に

当
事
者
の
観
点
か
ら
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
が
営
ま
れ
て
い
く
の
み
と
な
る
。
危

惧
さ
れ
る
の
は
、
一
部
の
当
事
者
に
よ
っ
て
島
宇
宙
が
創
り
出
さ
れ
、
そ

の
中
で
交
渉
力
の
強
い
当
事
者
の
問
題
だ
け
が
解
決
さ
れ
る
事
態
で
あ
り
、

イ
ン
プ
ッ
ト
で
の
不
透
明
性
か
ら
生
じ
る
歪
み
で
あ
る
。

　

論
点
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
次
元
で
の
事
実
へ
の
依
拠
が
も
た
ら
す
イ
ン

プ
ッ
ト
で
の
歪
み
に
あ
る
。
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
論
に
依
拠
す
る
本
論
集
の
著

者
た
ち
も
、
こ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
次
元
の
問
題
に
応
答
を
試
み
て
い
る
。
例

え
ば
、
高
橋
は
グ
ロ
ー
バ
ル
公
共
圏
で
の
言
説
が
N 

G 

O
を
通
じ
て
代
表

さ
れ
る
こ
と
に
依
拠
し
、
従
来
の
代
表
を
迂
回
す
る
「
ず
ら
し
」（
八
四
頁
）

の
戦
略
を
と
る
。
し
か
し
率
直
に
言
っ
て
、
N 

G 

O
に
よ
る
言
説
の
代
表

が
ど
の
程
度
の
正
統
性
を
担
え
る
の
か
、「
ず
ら
し
」
の
戦
略
が
イ
ン
プ
ッ

ト
で
の
歪
み
を
矯
正
し
得
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ス
タ
ー
ト
地
点

と
し
て
適
切
で
あ
っ
た
機
能
的
な
正
統
性
へ
の
依
拠
を
、
そ
れ
が
生
み
出

す
イ
ン
プ
ッ
ト
で
の
歪
み
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
に
修
正
す
る
の
か
と
い

う
点
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
、
こ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
と
い
う
次
元
に
つ
い
て
、
本
論
集
に
お
い

て
残
さ
れ
た
課
題
と
な
る
と
思
わ
れ
る
選
挙
と
い
う
論
点
を
中
心
に
扱
い

た
い
。
選
挙
と
い
う
論
点
は
、
主
に
鵜
飼
論
文
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
鵜
飼

は
、
ナ
デ
ィ
ア
・
ウ
ル
ヴ
ィ
ナ
ー
テ
ィ
に
依
拠
し
つ
つ
、
民
意
と
選
挙
を

同
一
視
す
る
こ
と
の
危
険
性
を
示
し
、
選
挙
と
は
常
に
民
意
と
の
間
に
ず

れ
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
成
立
し
て
い
る
制
度
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

民
意
は
部
分
的
に
し
か
切
り
出
し
え
ず
、
あ
く
ま
で
「
来
た
る
べ
き
も
の
」

（
二
三
〇
頁
）
と
し
て
認
識
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
選
挙
を
代
表
の
契

機
と
し
て
絶
対
化
し
な
い
こ
と
は
、
従
来
政
治
学
が
「
代
表
＝

選
挙
」
と

す
る
こ
と
で
代
議
制
民
主
主
義
に
の
み
関
心
を
払
っ
て
き
た
こ
と
へ
の
反

省
で
あ
り
、
多
様
な
代
表
を
認
め
る
こ
と
は
近
年
の
代
表
制
論
の
特
徴
と

も
言
え
る
。
評
者
も
こ
う
し
た
動
向
に
基
本
的
に
同
意
す
る
が
、
他
方
で

大
き
な
危
惧
も
感
じ
て
い
る
。

　

そ
の
危
惧
と
は
、
代
表
の
多
様
性
の
み
が
語
ら
れ
、
そ
れ
ら
多
様
な
代

表
間
の
関
係
は
競
争
的
で
あ
る
と
い
う
の
み
で
分
析
を
終
え
て
し
ま
う
傾

向
に
対
し
て
で
あ
る
。
本
論
集
の
多
く
の
論
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
選

挙
の
み
が
代
表
な
の
で
は
な
い
。
し
か
し
他
方
で
、
現
状
選
挙
が
代
表
と

い
う
点
で
特
別
な
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る

（
こ
こ
で
は
、
選
挙
に
特
別
な
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
認
識
か
ら

規
範
の
力
を
引
き
出
し
て
い
る
）
。
こ
の
事
実
認
識
を
所
与
と
し
代
表
の
契

機
と
し
て
選
挙
を
絶
対
化
す
る
従
来
の
研
究
に
問
題
が
あ
る
に
し
て
も
、

現
状
選
挙
が
代
表
に
お
け
る
重
要
な
考
慮
事
項
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。
多
様
な
代
表
の
中
で
選
挙
に
よ
る
代
表
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

る
の
か
と
い
う
課
題
は
、
（
検
討
の
結
果
と
し
て
選
挙
に
よ
る
代
表
の
破
棄
が

あ
り
得
て
も
）
そ
れ
自
体
避
け
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
課
題
に
、
山
田
論
文
は
選
挙
を
通
じ
た
代
表
を
「
判
断
の
責
任
を

明
確
に
す
る
制
度
」
（
一
四
〇
頁
）
と
し
て
、
他
の
代
表
に
対
し
一
定
の
優

位
性
を
与
え
る
こ
と
で
答
え
て
い
る
。
政
治
決
定
に
恣
意
性
を
完
全
に
排

除
で
き
な
い
以
上
、
選
挙
に
よ
る
責
任
主
体
の
構
成
が
不
可
欠
と
な
る
。

　

責
任
主
体
の
構
成
は
、
先
の
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
論
と
の
関
係
で
、
選
挙
の

も
う
一
つ
別
の
意
義
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
触
れ
、
結
び
と
し
た
い
。

そ
の
意
義
と
は
、
選
挙
に
よ
る
代
表
が
、
社
会
が
共
有
す
る
決
定
を
行
う
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場
（
議
会
）
を
創
出
す
る
点
に
あ
る
。
こ
う
し
た
決
定
の
場
は
、
社
会
全

体
に
関
わ
る
決
定
を
「
我
々
の
問
題
と
し
て
」
再
帰
的
に
捉
え
な
お
し
て

い
く
の
に
不
可
欠
で
あ
る
。
同
時
に
、
そ
う
し
た
場
の
創
設
は
そ
こ
で
の

決
定
へ
の
注
目
を
生
む
。
そ
の
結
果
、
選
挙
に
よ
る
代
表
、
さ
ら
に
は
言

説
を
通
じ
て
代
表
へ
と
繋
が
る
そ
の
社
会
の
成
員
に
も
、
公
共
的
な
理
由

づ
け
が
要
請
さ
れ
、
社
会
全
体
を
考
え
る
市
民
の
観
点
が
生
成
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
論
が
欠
い
て
い
る
の
は
、
決
定
へ
の

社
会
全
体
の
注
目
と
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
公
共
的
理
性
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
、
す
な
わ
ち
当
事
者
を
市
民
の
観
点
へ
と
移
行
さ
せ
る
動
機
づ
け
で

あ
る
。
こ
れ
は
先
の
イ
ン
プ
ッ
ト
で
の
歪
み
と
い
う
論
点
か
ら
す
れ
ば
不

可
欠
と
言
え
る
。
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
論
に
ガ
ヴ
ァ
メ
ン
ト
を
作
る
選
挙
は
不

必
要
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
決
定
へ
の
注
目
と
市
民
の
観
点
へ

の
移
行
を
促
す
代
替
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
検
討
は
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
問
い
か
け
に
、
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
論
か
ら
は
市
民
の
観
点
へ
の

移
行
要
請
は
理
想
的
に
過
ぎ
、
そ
う
し
た
理
想
が
不
可
能
な
グ
ロ
ー
バ
ル

な
状
況
が
あ
る
の
だ
と
い
う
反
論
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

現
実
が
あ
る
一
方
で
、
イ
ン
プ
ッ
ト
で
の
歪
み
を
正
す
こ
と
の
必
要
も
同

時
に
あ
る
。
事
実
認
識
か
ら
生
じ
る
規
範
の
力
が
あ
る
一
方
で
、
そ
う
し

た
事
実
に
抗
し
た
理
想
も
我
々
は
必
要
と
し
て
い
る
。
編
者
が
述
べ
る
よ

う
に
「
ポ
ス
ト
」
代
表
制
の
政
治
学
が
「
ア
フ
タ
ー
」
代
表
制
で
な
い
な

ら
ば
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
次
元
で
の
事
実
と
イ
ン
プ
ッ
ト
次
元
で
の
理
想
の

間
の
緊
張
関
係
を
和
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
ポ
ス
ト
代
表
制
の

政
治
学
の
説
得
力
を
測
る
試
金
石
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

（
た
ば
た
・
し
ん
い
ち
／
政
治
理
論
、
政
治
思
想
）
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二
〇
一
五
年
会
員
新
著
一
覧（
五
十
音
順
）

【
著
書
】

石
井
知
章
編
『
現
代
中
国
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
思
潮
―
―
一
九
二
〇
年
代
か
ら
二
〇

一
五
年
ま
で
』
藤
原
書
店

石
井
知
章
ほ
か
編
『
中
国
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
政
治
空
間
』
（
ア
ジ
ア
遊
学
一
九
三
）

勉
誠
出
版

板
橋
亮
平
『
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
とPolitical Liberalism

』Parade B
ooks

稲
村
一
隆
（Inam

ura, K
azutaka

）, Justice and R
eciprocity in A

ristotle's 

Political Philosophy, C
am

bridge U
niversity Press

稲
永
祐
介
（In

en
ag

a, Y
u

su
k

e

）, L’a
llégea

n
ce à

 l’É
ta

t m
odern

: 

C
onstruction de la m

orale politique en F
rance et au Japon, 

E
ditions L'H

arm
attan 

（France

）

宇
野
重
規
・
高
山
裕
二
ほ
か
編
『
共
和
国
か
宗
教
か
、
そ
れ
と
も
―
―
十
九
世
紀

フ
ラ
ン
ス
の
光
と
闇
』
白
水
社

宇
野
重
規
ほ
か
編
『
社
会
科
学
に
お
け
る
善
と
正
義
―
―
ロ
ー
ル
ズ
『
正
義
論
』

を
超
え
て
』
東
京
大
学
出
版
会

内
田
弘
『
「
資
本
論
」
の
シ
ン
メ
ト
リ
ー
』
社
会
評
論
社

大
井
赤
亥
・
大
園
誠
ほ
か
編
『
戦
後
思
想
の
再
審
判
―
―
丸
山
眞
男
か
ら
柄
谷
行

人
ま
で
』
法
律
文
化
社

大
賀
祐
樹
『
希
望
の
思
想
―
―
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
入
門
』
筑
摩
書
房
（
新
書
）

小
野
寺
研
太
『
戦
後
日
本
の
社
会
思
想
史
―
―
近
代
化
と
「
市
民
社
会
」
の
変
遷
』

以
文
社

倉
島
隆
『
ハ
リ
ン
ト
ン
の
急
進
主
義
的
共
和
主
義
研
究
―
―
抑
制
と
均
衡
の
市
民

的
国
家
制
度
思
想
』
八
千
代
出
版

小
山
裕
『
市
民
的
自
由
主
義
の
復
権
―
―
シ
ュ
ミ
ッ
ト
か
ら
ル
ー
マ
ン
へ
』
勁
草

書
房

坂
本
達
哉
・
長
尾
伸
一
編
『
徳
・
商
業
・
文
明
社
会
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会

佐
久
間
俊
明
『
清
沢
洌
の
自
由
主
義
思
想
』
日
本
経
済
評
論
社

佐
藤
貴
史
『
ド
イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
思
想
の
光
芒
』
岩
波
書
店

桜
井
哲
夫
『
廃
墟
の
残
響
―
―
戦
後
漫
画
の
原
像
』
エ
ヌ
テ
ィ
テ
ィ
出
版

庄
司
武
史
『
清
水
幾
太
郎
―
―
異
彩
の
学
匠
の
思
想
と
実
践
』
（
シ
リ
ー
ズ
・
人

と
文
化
の
探
究
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

壽
里
竜
（R

yu Susato

）, H
um

e's Sceptical E
nlightenm

ent, E
dinburgh 

U
niversity Press

大
黒
弘
慈
『
模
倣
と
権
力
の
経
済
学
―
―
貨
幣
の
価
値
を
変
え
よ
〈
思
想
史
篇
〉
』

岩
波
書
店

竹
内
真
澄
編
『
水
田
洋
：
社
会
思
想
史
と
社
会
科
学
の
あ
い
だ
―
―
近
代
個
人
主

義
を
未
来
へ
貫
く
』
市
民
社
会
科
学
研
究
所

長
尾
伸
一
『
複
数
世
界
の
思
想
史
』
名
古
屋
大
学
出
版
会

中
澤
信
彦
ほ
か
編
『
保
守
的
自
由
主
義
の
可
能
性
―
―
知
性
史
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版

南
原
繁
研
究
会
編
（
大
園
誠
・
宮
崎
文
彦
ほ
か
）
『
南
原
繁
と
平
和
―
―
現
代
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
E 

D 

I 

T 

E 

X

西
永
亮
編
『
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
政
治
哲
学
に
向
か
っ
て
』
小
樽
商
科
大
学
出
版
会

速
水
淑
子
『
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
政
治
思
想
―
―
失
わ
れ
た
市
民
を
求
め
て
』
創
文
社



社会思想史研究　No. 40　2016

●　240

深
貝
保
則
ほ
か
編
『
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ベ
ン
サ
ム
の
挑
戦
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版

細
見
和
之
『
石
原
吉
郎
―
―
シ
ベ
リ
ア
抑
留
詩
人
の
生
と
詩
』
中
央
公
論
新
社

堀
孝
彦
『
幕
末
日
本
「
英
学
史
」
散
歩
―
―
蘭
学
か
ら
英
学
へ
』
港
の
人

牧
野
邦
昭
『
柴
田
敬
―
―
資
本
主
義
の
超
克
を
目
指
し
て
〈
評
伝
・
日
本
の
経
済

思
想
〉
』
日
本
経
済
評
論
社

馬
渕
浩
二
『
貧
困
の
倫
理
学
』
平
凡
社
新
書

三
島
憲
一
／
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
ュ
ヴ
ェ
ン
ト
カ
ー
編
（K

enichi M
ishim

a, 

W
olfgang Schw

entker
）, G

eschichtsdenken im
 m

odernen Japan: 

E
ine kom

m
entierte Q

uellensam
m

lung, iudicium
 Verlag.

森
川
剛
光
（M

orikaw
a, Takem

itsu
） Liebessem

antik und Sozialstruktur: 

T
ran

sform
ation

en
 in

 Japan
s M

edien
 von

 1600 bis 1920, 

T
ranscript Verlag.

山
脇
直
司
編
『
科
学
・
技
術
と
社
会
倫
理
―
―
そ
の
統
合
的
思
考
を
探
る
』
東
京

大
学
出
版
会

若
森
み
ど
り
『
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
経
済
学
入
門
―
―
ポ
ス
ト
新
自
由
主
義

時
代
の
思
想
』
平
凡
社
新
書

【
翻
訳
】

ア
ッ
カ
マ
ン
、
フ
ィ
シ
ュ
キ
ン
（A

ckerm
an, B

ruce

／Fishkin, Jam
es S.

）
、

谷
澤
正
嗣
ほ
か
訳
『
熟
議
の
日
―
―
普
通
の
市
民
が
主
権
者
に
な
る
た
め

に
』
早
稲
田
大
学
出
版
部

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（A

nderson, K
evin B

.

）
、
平
子
友
長
監
訳
『
周
縁
の
マ
ル
ク

ス
―
―
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
お
よ
び
非
西
洋
社
会
に
つ
い

て
』
社
会
評
論
社

ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
（W

aldron, Jerem
y

）
、
谷
澤
正
嗣
ほ
か
訳
『
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー

チ
と
い
う
危
害
』
み
す
ず
書
房

ベ
ニ
シ
ュ
ー
（B

énichou, Paul

）
、
片
岡
大
右
・
古
城
毅
ほ
か
訳
『
作
家
の
聖

別
―
―
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
1
』
水
声
社

デ
リ
ダ
（D

errida, Jacques

）
、
守
中
高
明
訳
『
赦
す
こ
と
―
―
赦
し
得
ぬ
も

の
と
時
効
に
か
か
り
得
ぬ
も
の
』
未
來
社

ホ
ネ
ッ
ト
（H

onneth, A
xel

）
、
宮
本
真
也
・
日
暮
雅
夫
ほ
か
訳
『
見
え
な
い
こ

と
―
―
相
互
主
体
性
理
論
の
諸
段
階
に
つ
い
て
』
法
政
大
学
出
版
局

ミ
ー
ク
（M

eek, R
onald L.

）
、
田
中
秀
夫
監
訳
『
社
会
科
学
と
高
貴
な
ら
ざ
る

未
開
人
―
―
18
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
四
段
階
理
論
の
出
現
』
昭
和
堂

ノ
ワ
リ
エ
ル
（N

oiriel, G
érard

）
、
大
中
一
彌
・
太
田
悠
介
ほ
か
訳
『
フ
ラ
ン
ス
と

い
う
坩
堝
―
―
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
の
移
民
史
』
法
政
大
学
出
版
局

レ
ー
ナ
ル
（R

aynal, G
uillaum

e-T
hom

as

）
、
大
津
真
作
訳
『
両
イ
ン
ド
史

―
―
西
イ
ン
ド
篇
（
上
巻
）
』
法
政
大
学
出
版
局

ロ
ッ
ク
（John Locke

）
、
下
川
潔
訳
『
知
性
の
正
し
い
導
き
方
』
筑
摩
書
房
（
学

芸
文
庫
）

　
　
　

〈
備
考
〉

　
　
　
　

 

本
の
形
を
と
っ
て
い
る
会
員
の
仕
事
の
み
を
取
り
上
げ
る
。

　
　
　
　

 
共
著
、
共
編
、
共
訳
に
つ
い
て
は
、
奥
付
に
会
員
の
名
前
が
記
さ
れ
て

い
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
。

　
　
　
　

寄
稿
論
文
、
分
担
執
筆
、
分
担
訳
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
な
い
。

　
　
　
　

非
会
員
の
共
著
者
、
共
編
者
、
共
訳
者
の
名
前
は
「
ほ
か
」
と
す
る
。



241　●　〈英文抄録〉

own position as non-Cartesian. Therefore, I will conclude in this section 

that her interpretation of Sartre in Gender Trouble should be modified in 

order to open her theor y toward phenomenology and existential 

philosophy.
　　In fourth and fifth sections, I consider the issue of gender in Sartre. 

Although she criticized Sartre as hetero/sexist, Butler shows in “Violence 

and Non-violence: Sartre on Fanon” the reading of Sartre’s philosophy as 

opened to gender. The interpretation which she introduced in the above 

mentioned article is sought from Sartre’s conception of body. Although she 

does not adequately reveal her interpretation in the article, Butler already 

sufficiently considered Sartre’s conception of body in Subjects of Desire: 

Hegelian Reflections in Twentieth-Century France (1987). Thus, in fifth 

section, we can find out the possibility of reading Sartre as opened to 

gender which she suggested in “Violence and Non-violence” by reading 

backward Subjects of Desire. Finally, I will indicate that the perspective she 

found in his idea of body is radically extended in Gender Trouble.

Keywords: Judith Butler, Jean-Paul Sartre, body, trouble, existence
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Existence and Trouble:  
Judith Butler as the Reader of Sartre

Kazuki FUJITAKA 

　　In this paper, I try to consider Judith Butler’s reading of Sartre from 

the 1980s to the 2000s. In Gender Trouble: Feminism and the subversion of 

identity (1990), Butler regarded and criticized Sar tre’s existential 

philosophy as Car tesian, hetero/sexist. However, their theoretical 

relationship cannot be reduced to this critique. Indeed, Butler, in her works 

of the 1980s, indicated Sar tre as not only Car tesian, but also “non-

Cartesian” thinker. Moreover, she pointed out in “Violence and Non-

violence: Sartre on Fanon” (2006) that one can read Sartre’s philosophy as 

opened to gender. In this article, I would like to rethink their philosophical 

relationship, through tracing and rereading Butler’s reading of Sartre from 

the 1980s to the 2000s.
　　In first and second sections, I take up Butler’s arguments of Sartre in 

the 1980s. It seems that she positioned Sartre’s philosophy between 

Cartesian and non-Cartesian phenomenology. According to Butler, the 

former is the phenomenology which presumes the ego outside culture, 

society, and history, on the other hand, the latter is the one which the ego 

is regarded to be embodied, thrown to historical situations from the start. 

In first and second section, we will confirm that Butler thought Sartre’s 

philosophy as including both phenomenologies.
　　Thus, it would need to rethink her critique of Sartre in Gender Trouble. 

In third section, I manifest the structure of her critique which regarded 

Sartre as Cartesian thinker in Gender Trouble, through referring to Sara 

Heinämaa’s analysis in “What is a Woman? Butler and Beauvoir on the 

Foundations of the Sexual Difference.” What I indicate in this section is 

that her critique in Gender Trouble is tactical reading in order to suggest her 
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Durable Things beyond Utility:  
Hannah Arendt’s Concept of “Things” in Vita activa

Taiki HASHIZUME

　　Hannah Arendt uses the concept of “things” (Dinge) in The Human 

Condition (Vita activa) while giving it a special connotation. 

　　For Arendt, nature is an everlasting movement, in which neither stable 

things nor articulations exist. Things should be made durable by virtue of 

solidity, and should be able to withstand nature’s onslaught. Arendt named 

the ability to make up such a thing “fabrication” (Herstellen).
　　According to Arendt, some things are utilized as use objects. Use 

objects find themselves in the structure of “in order to...” as means 

subordinating to some higher end. But if this “means-end category” (Zweck-

Mittel-Kategorie) dominates in every respect, the chain of means will then 

never reach its final end, and everything will simultaneously lose its 

meaning. To avoid this predicament, some philosophers put the Man as the 

end-in-itself at the terminal of this chain, but this causes the devaluation of 

the total world, with the Man being its only exception.
　　Works of ar t (Kunstwerke), whose essence lies in permanence, 

however, suggest a solution. Permanence is a kind of transcendence from 

utility, something that makes beauty or ugliness possible. The 

transcendence that all things possess overcomes the devaluation caused by 

the dominance of utility. Hence, here lies the essence of things, namely, its 

durability beyond utility.

Keywords:  Hannah Arendt, The Human Condition, things, fabrication, 

durability
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Two Concepts of the “Ethical State” in Gramsci:  
The Analysis of Modern States and the Prospect of  

Future Society

Takahiro CHINO

　　This paper revisits Gramsci’s view of the “ethical state”. Many 

commentators have considered it identical to the so-called “regulated 

society”, his vision of future communist society. Yet, the ethical state in 

Gramsci also means the “integral state” by which Gramsci analyses the 

very function of modern states to obtain people’s consent to the existing 

governance. The paper argues that the integral state is at the odds with 

regulated society: while the integral state aims to improve social mobility in 

order to incorporate the masses into the ruling class, regulated society 

rather assumes that ever ybody takes par t in the governance. The 

assumption of the integral state is that there are the two fundamental social 

strata, i.e. the ruling class and the masses; however, his communist utopia 

overides the very distinction of the two that underpins his proposed 

improvement of social mobility in the integral state.

Keywords:  Gramsci, Civil Society, Ethical State, Regulated Society, Social 

Mobility
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Liberty Based on Creation: Theory of Society in 
 The Two Sources of Morality and Religion 

 by Henri Bergson

Toshihiko ITO

　　We aim to clarify in a history of social thought, from the perspective of 
“liberty based on creation”, the sense of the “open society” concept in The 

Two Sources of Morality and Religion written by Bergson. We can consider 

that Bergson’s theor y of society was based on Durkheim School’s 

discussions, which regarded social facts including morality as entities dealt 

with in positive science. Bergson critically expanded the discussions. If our 

moralism is a social fact, which is accidentally implemented in society, 

morality would be a relative concept that is ef fective only in a certain 

society or era, and believed to have no absolute foundation. Bergson 

contrasted the image of an open society with a possible fear of skepticism 

about morality that may be found in the Durkheim School’s discussions. 

Using a profile of historical Christian mystics as a model, Bergson found 

the possibility that the intention to act by gambling on the positive 

possibility of social change would embody liberty based on creation and 

would overcome skepticism to make society open. Bergson, however, 

recognized that his belief was unsupported.

Keywords:  The Two Sources of Morality and Religion, ‘closed society’ and ‘open 

society’, skepticism about morality, democracy, mysticism
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Marx’s Unique Standpoint of His Doctoral Dissertation

Yukako KADO

　　In this paper, I try to show distinctive relationship of Marx and 

Epicurus in Marx’s doctoral dissertation. Most of former researches 

understood this writing as simply a critic of Epicurus, and treat Marx as 

mere interpret of Epicurus. But such understanding is recently criticized 

mainly in two points; structuralism and ecology. Structuralists evaluate it as 

deterministic view of the history. They emphasize the importance of 

contingency in reading Marx and insist that materialism is free from 

teleology. Former researches are also criticized by the ecological point of 

view. It says that Marx and Epicurus considered the relationship between 

nature and human beings. In my opinion, these critics point out the 

problems correctly, but still insufficient, because both overlook the role of 

self-consciousness. Compared with these insufficiency, Marx and Epicurus 

are already aware of potential and limit of their self-consciousness. Marx 

found that Epicurus had expressed the integrality between his self-

consciousness and methodology of his philosophy. Nevertheless Marx also 

knew that this integrality turned to be discrepancy, when Epicurus had 

shown his contradiction on his theory of heavenly body. Through this 

discrepancy, Marx seems to trace the dynamism of knowledge and self-

consciousness in the philosophy of Epicurus. In this sense Marx is not a 

mere interpret, but follower of dynamism of philosophy.

Keywords: Marx, Epicurus, materialism, structuralism, ecology
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Kant’s Concepts of Republic and the Idea of Representation

Sosuke AMITANI

　　In his political writings, Kant used many concepts of republic. 

Interpreters have well understood the main difference between respublica 

noumenon and respublica phaenomenon. The first was called a pure republic 

or a platonic ideal, which was abstracted from pure reason and served as 

the norm of ever y state in the phenomenal world. In respublica 

phaenomenon, however, there are three dif ferent concepts of republic: 

republic according to the form of state (true republic), republic according 

to the manner of government (republican government of a monarch) and 

established republic. This paper tries to show how these republics are 

differentiated and related to each other. Furthermore, in the middle of 

Kant’s republicanism lies the idea of representation. According to Kant, 

every true republic is a representative system of the people. Almost all 

interpreters have understood it as the so-called parliamentary democracy. 

However, Kant’s idea of representation was not directly related to it, rather 

referred to the legislation of citizens and the separation of legislative and 

executive power. Kant conceptualized the three form of republics, which 

could be realized in the phenomenal world, in order to present them as 

milestones of a political reform.

Keywords: Kant, republicanism, representation, Rousseau, Schlegel
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The Placement of “the Civil Society” in the Welfare 
Multiple Society

Chizuko UENO

　　The comparative welfare regime theory places “the civil society” as 

the residual sector other than the state, the market, and the family. This 

forth sector was discovered by theoreticians of NPOs and the Third Sector, 

or the social economy which gives a space for social enterprises. These are 

derived from the failure of the state, the market, and the family as a 

complimentary sector. This fact challenges the myth of autonomous 

individuals in the modern liberalism. The myth of autonomous subject is 

based on the politics of oblivion, by forgetting mutual dependence 

including a male adult. Thus the discovery of the civil society as the 

residual sector in the welfare multiple society redefines the civil society 

itself as the place of mutual dependency, which will inevitably lead us to 

redefine the concept of citizen itself.
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The History of the Concept of Civil Society in Germany

Kunihiko UEMURA

　　The concept of civil society in Germany has experienced conversions 

of its meaning at several times since the sixteenth century. The process 

was connected with the changing images of what true society is. The paper 

deals with the history of the concept for over 450 years up to the present 

day.
　　First, “civil society” referred to the political society. Philipp Melanchthon 

began to use “societas civilis” from the Latin translation of Aristotle’s 
Politics in the sixteenth century and this Latin term was translated into 

German “bürgerliche Gesellschaft” in the eighteenth century.
　　Its second meaning was a economic society. In translations form the 

works of Adam Ferguson and Adam Smith, Christian Gar ve used 
“bürgerliche Gesellschaft” reffering to the civilized and commercial society. 

Then Hegel accepted this terminology in his Philosophy of Right.
　　Thirdly, Jurgen Harbermas translated “civil society” into German 
“Zivilgesellschaft” in 1990, referring to voluntary associations which 

struggled against the state power in East European socialist countries. The 

third and contemporary concept of civil society is distinguished from 

political and economic society and expresses an expectation for voluntary 

actions of citizens constructing the public sphere.
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Reconsidering Adam Smith’s Legacy in the Era of 
Globalization

Takuo DOME

　　This paper examines Smith’s views on “civil society”––defined as the 

totality of relationships willingly formed by free and equal individuals––in 

the context of the present day, in which problems concerning such issues 

as population, food, energy, environment, and war should be tackled by 

global citizenship.
　　According to Smith, individual af fections towards the community, 

produced by habitual sympathy, are important to the social order, although 

such af fections are inferior to the universal benevolence that a “civil 

society” fundamentally requires. Even if a society is civilized and becomes 

what Smith termed a “commercial society”, it would not necessarily be a 
“civil society”.

　　Smith planned to articulate the rules of natural justice that all societies 

must follow, but he did not achieve this aim. In modern times, Amartya Sen 

succeeded Smith in seeking to elucidate how to realize a “global civil 

society”. Sen emphasizes that each individual has to recognize plural 

identities in themselves, and cease to adhere to a single identity, for 

example, nationality. Global association based on plural identities would 

foster “open impartiality” and tackle manifest injustices occurring around 

the world. Thus, the rules of natural justice would finally be discovered.
　　Although Sen’s approach can be regarded as an effective solution to 

the problems that Smith raised, other various measures need to be devised 

to extend individual affections and form a “global civil society”, in addition 

to a domestic “civil society”.
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八
、
論
文
の
採
否
は
編
集
委
員
会
が
委
嘱
す
る
審
査
員
の
所
見
に
基
づ
き
、
編

集
委
員
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

九
、
二
重
投
稿
は
認
め
な
い
。

十
、
『
社
会
思
想
史
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
著
作
権
は
、
社
会
思
想
史

学
会
に
帰
属
す
る
。
但
し
著
者
に
よ
る
論
文
の
転
載
等
を
学
会
と
し
て
制

限
す
る
も
の
で
は
な
い
。

公 

募 

論 

文 

投 

稿 

規 

定

一
、
論
文
投
稿
の
資
格
は
、
社
会
思
想
史
学
会
会
員
に
限
る
。

二
、
投
稿
は
随
時
受
け
付
け
る
。
た
だ
し
編
集
の
都
合
上
、
投
稿
受
け
付
け
の

区
切
り
を
年
一
回
設
け
、
八
月
三
一
日
（
必
着
）
と
す
る
。
送
付
先
は
社

会
思
想
史
学
会
事
務
局
と
す
る

三
、
論
文
の
枚
数
は
、
論
題
、
注
な
ど
を
含
め
、
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
換

算
で
六
〇
枚
（
本
文
、
注
と
も
に
、
一
行
四
〇
字
、
四
〇
行
で
印
刷
し
て
、

一
五
ペ
ー
ジ
）
以
内
と
す
る
。
論
文
の
最
後
に
、
日
本
語
表
記
の
キ
ー
ワ
ー

ド
三
か
ら
五
を
付
す
。

四
、
論
文
は
、
四
部
提
出
す
る
。
う
ち
一
部
に
は
執
筆
者
名
を
記
載
す
る
が
、

残
り
三
部
に
は
執
筆
者
名
を
記
載
し
な
い
こ
と
。

五
、
論
文
は
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
で
提
出
す
る
こ
と
。
そ
の
場
合
必
ず
、
A 

4
判
用

紙
を
使
用
し
、
一
ペ
ー
ジ
四
〇
字
×
四
〇
行
の
書
式
と
す
る
。
ま
た
電
子

デ
ー
タ
を
添
付
す
る
こ
と
。

六
、
投
稿
者
は
、
別
に
次
の
文
書
を
添
付
す
る
こ
と
。

ア
．
編
集
連
絡
用
覚
書
。
論
題
、
執
筆
者
名
、
連
絡
先
住
所
、
電
話
番
号
、

E
-m

ail

ア
ド
レ
ス
、
執
筆
者
名
の
読
み
（
ひ
ら
が
な
）
、
執
筆
者
の

専
門
領
域
（
な
る
べ
く
簡
潔
に
）
を
明
記
す
る
。

イ
．
英
文
抄
録
。
論
題
お
よ
び
執
筆
者
名
の
英
文
表
記
を
含
め
、
二
〇
〇

語
程
度
の
抄
録
を
作
成
す
る
。
ま
た
別
に
、
キ
ー
ワ
ー
ド
三
か
ら
五

を
付
す
。

七
、
論
文
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
執
筆
要
領
を
参
照
の
こ
と
。



253　●　〈公募論文審査規定〉

（
2
）
評
価
は
A
、
B
の
上
、
B
の
下
、
C
の
4
段
階
に
区
別
し
て
下
す
。

そ
の
際
、
区
別
の
目
安
は
つ
ぎ
の
も
の
と
す
る
。

A
：
学
界
に
お
け
る
現
在
の
研
究
水
準
に
到
達
し
て
お
り
、
本
年
報
掲
載

に
値
す
る
。
提
出
原
稿
の
書
き
直
し
は
、
技
術
上
の
箇
所
を
除
い
て
、
必

要
と
認
め
ら
れ
な
い
。

B
の
上
：
内
容
的
に
は
本
年
報
掲
載
に
値
す
る
水
準
に
到
達
し
て
い
る
が
、

部
分
的
な
書
き
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
審
査
員
は
書
き
直
し
箇
所
と
そ
の

理
由
を
必
ず
あ
き
ら
か
に
す
る
。

B
の
下
：
内
容
的
に
は
本
年
報
掲
載
に
値
す
る
水
準
に
到
達
し
て
い
る
が
、

論
文
と
し
て
公
表
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
論
の
構
成
、
論
証
の
し
か
た
な

ど
に
つ
き
、
編
集
委
員
会
の
指
示
に
従
っ
て
大
幅
な
書
き
直
し
が
必
要
で

あ
る
。
審
査
員
は
書
き
直
し
箇
所
と
書
き
直
し
の
理
由
を
必
ず
あ
き
ら
か

に
す
る
。

C
：
内
容
的
に
み
て
、
本
年
報
掲
載
に
値
す
る
水
準
に
到
達
し
て
い
な
い
。

審
査
員
は
そ
の
理
由
を
必
ず
明
ら
か
に
す
る
。

（
3
）
審
査
員
は
、
審
査
報
告
書
を
作
成
し
、
依
頼
書
に
記
さ
れ
た
期
日

ま
で
に
、
下
記
連
絡
先
に
提
出
す
る
。
審
査
論
文
の
複
写
は
、
本
年
報
刊

行
時
ま
で
審
査
員
が
保
管
す
る
。

連
絡
先
：（
社
会
思
想
史
学
会
事
務
局
：
住
所
、
電
話
、
F 

a 

x
番
号
、

E
-m

ail
ア
ド
レ
ス
）

（
4
）
当
該
論
文
掲
載
の
最
終
審
査
は
編
集
委
員
会
で
お
こ
な
う
。

　

公 

募 

論 

文 

審 

査 

規 

定

一
、
編
集
委
員
会
の
権
限
と
機
能

『
社
会
思
想
史
研
究
』
に
掲
載
す
る
公
募
論
文
お
よ
び
特
集
論
文
（
以
下
、

「
論
文
」
と
い
う
）
の
採
否
は
、
編
集
委
員
会
が
、
審
査
員
の
審
査
報
告

に
基
づ
き
、
必
要
に
お
う
じ
て
査
読
委
員
会
の
議
を
経
た
う
え
で
、
決
定

す
る
。
編
集
委
員
会
は
、
論
文
の
内
容
、
表
現
な
ど
に
つ
い
て
、
投
稿
者

に
再
検
討
を
う
な
が
す
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
審
査
員
の
委
嘱

1
．
編
集
委
員
会
は
審
査
員
の
委
嘱
に
あ
た
っ
て
査
読
委
員
会
を
召
集
し
、

査
読
委
員
会
の
議
を
経
た
う
え
で
、
論
文
テ
ー
マ
・
内
容
を
考
慮
し

て
、
論
文
一
篇
に
つ
き
複
数
名
の
審
査
員
を
委
嘱
す
る
。
そ
の
さ
い

投
稿
者
と
審
査
員
の
関
係
に
お
い
て
公
平
を
欠
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、

慎
重
に
配
慮
す
る
。

2
．
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
投
稿
者
と
審
査
員
の
間
お
よ
び
審
査
員

相
互
間
は
匿
名
と
し
、
審
査
員
の
氏
名
は
、
事
前
に
も
事
後
に
も
編

集
委
員
会
お
よ
び
査
読
委
員
会
の
外
部
に
は
公
開
し
な
い
。

三
、
審
査
要
領

（
1
）
審
査
員
は
対
象
論
文
を
複
数
回
に
わ
た
っ
て
熟
読
し
、
ま
た
年
報

既
刊
号
掲
載
の
関
連
・
周
辺
論
文
を
併
読
し
、
本
年
報
に
掲
載
可
能
か
ど

う
か
を
審
査
し
、
所
見
を
表
明
す
る
。
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四
、
投
稿
者
へ
の
審
査
結
果
通
知
お
よ
び
リ
ラ
イ
ト
要
請

（
1
） 
編
集
委
員
会
は
、
投
稿
者
に
審
査
員
の
名
を
伏
し
た
う
え
で
審
査

報
告
の
コ
ピ
ー
を
同
封
し
て
、
審
査
結
果
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要

な
場
合
に
は
リ
ラ
イ
ト
を
要
請
す
る
。

（
2
） 

原
則
と
し
て
、
審
査
員
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
、
論
文
にC

の
評

価
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
不
採
用
と
な
る
。
た
だ
し
、
審
査
員
の
間
で
、

評
価
に
懸
隔
が
み
ら
れ
る
場
合
、
編
集
委
員
会
は
、
査
読
委
員
会
の
議
を

経
た
う
え
で
、
採
否
を
決
定
す
る
。
そ
の
さ
い
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
査
読

委
員
会
は
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
3
） 

不
採
用
の
場
合
も
、
投
稿
者
は
当
該
論
文
を
修
正
の
う
え
再
度
投

稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
論
文
の
最
終
審
査

編
集
委
員
会
は
、
リ
ラ
イ
ト
の
結
果
を
審
査
報
告
に
て
ら
し
て
検
討
し
、

論
文
の
採
否
を
最
終
決
定
す
る
と
と
も
に
、
幹
事
会
に
報
告
す
る
。
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執 

筆 

要 

領

■
表　

記

1　

現
代
仮
名
遣
い
、
常
用
漢
字
を
使
用
。

2　

接
続
詞
、
副
詞
の
類
の
漢
字
語
は
な
る
べ
く
仮
名
書
き
と
し
、
当
て
字
は

避
け
る
。

（
例
）　

故
に
→
ゆ
え
に　

所
謂
→
い
わ
ゆ
る　

然
る
に
→
し
か
る
に

　

等

3　

引
用
文
は
「　
　

」
で
括
る
。
引
用
文
中
に
さ
ら
に
引
用
の
あ
る
場
合
は

二
重
の
鍵
括
弧
『　
　

』
で
括
る
。
欧
文
を
使
用
す
る
時
は“　
　

”

な

ど
で
括
る
。
た
だ
し
、
長
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
前
後
を
一
行
空
け
て

段
落
全
体
を
一
字
下
げ
と
し
、
括
弧
は
用
い
な
い
。
そ
の
場
合
、
一
行
目

は
さ
ら
に
一
字
下
げ
と
す
る
。

4　

数
字
は
次
の
要
領
に
て
表
記
す
る
。

［
1
］
一
般
の
数
（
基
数
詞
の
類
）
に
つ
い
て
は
十
（
ト
ン
ボ
）
を
入
れ
ず
四

桁
目
ま
で
は
和
数
字
を
並
べ
る
。
万
・
億
・
兆
に
つ
い
て
は
単
位
語
を
入

れ
る
。
「
三
桁
区
切
」
の
読
点
は
不
要
。

（
例
）　

一
億
八
三
六
万
二
〇
〇
〇
円　
　

二
四
万
二
六
三
人

［
2
］
千
万
、
百
万
、
千
、
百
の
位
で
き
り
の
よ
い
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位

語
を
使
用
。

（
例
）　

六
千
万
年　

六
百
年

［
3
］
暦
年
に
つ
い
て
は
和
暦
に
十
（
ト
ン
ボ
）
を
使
用
し
、
西
暦
は
ト
ン
ボ

を
使
用
し
な
い
。

（
例
）　

一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年

［
4
］
年
齢
と
月
日
は
ト
ン
ボ
を
使
用
す
る
。

（
例
）　

十
一
月
十
八
日
で
三
十
一
歳
に
な
る

［
5
］
数
字
の
幅
は
最
後
に
単
位
語
を
付
す
。

（
例
）　

三
四
〇
─
四
八
〇
円　
　

一
九
六
〇
─
六
五
年

［
6
］
分
数
・
小
数
の
表
記
。

（
例
）　

三
分
の
一　
　

一
二
分
の
五　
　

五
二
・
三

［
7
］
紀
元
前
・
後
の
表
記
。

（
例
）　

前
二
二
─
後
三
二
年

［
8
］
世
紀
な
ど
の
序
数
詞
は
十
（
ト
ン
ボ
）
を
使
用
す
る
。

（
例
）　

十
九
世
紀　

二
十
一
世
紀　

ル
イ
十
四
世

5　

中
略
は
三
点
リ
ー
ダ
ー
二
文
字
分
を
亀
甲
括
弧
で
括
り
、
「
〔
…
…
〕
」
の

よ
う
に
記
す
。

■
翻
訳
上
の
記
号
の
置
換

お
お
よ
そ
、
次
の
様
な
要
領
に
て
置
換
す
る
。

［
1
］
原
文
中
の
引
用
符　

《　

》　

“　
　

”　

等
は
「　
　

」
に
。
引
用
符
中

の
引
用
符
は
『　
　

』
あ
る
い
は
〈　
　

〉
に
し
て
統
一
的
に
処
理
。

［
2
］
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
の
箇
所
は
、
書
名
・
作
品
名
・
紙
誌
名
の
場
合
『　
　

』

で
括
る
。

［
3
］
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
の
箇
所
が
強
調
な
い
し
概
念
表
現
で
あ
る
場
合
、
傍
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点
を
付
す
。

［
4
］
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
の
箇
所
が
、
単
に
原
文
に
対
す
る
外
国
語
で
あ
る
が

故
に
イ
タ
リ
ッ
ク
で
あ
る
場
合
は
何
も
し
な
い
。
或
い
は
必
要
に
応
じ
片

仮
名
で
ル
ビ
表
記
を
す
る
。

［
5
］
原
文
に
あ
る
［　
　

］
（
原
著
者
が
引
用
し
た
も
の
に
対
す
る
原
著
者

の
補
足
・
注
記
な
ど
）
は
そ
の
ま
ま
［　
　

］
に
。

［
6
］
訳
者
に
よ
る
訳
註
な
ど
の
補
足
は
〔　
　

〕
で
括
る
。

［
7
］
原
文
の
（　
　

）
は
そ
の
ま
ま
（　
　

）
に
。

［
8
］〝
意
味
の
纏
ま
り
な
ど
を
表
現
す
る
上
で
頗
る
効
果
的
で
あ
る
〞
な
ど

の
意
識
的
な
判
断
に
よ
っ
て
、
原
文
に
は
な
い
「　
　

」
（　
　

）
な
ど

を
敢
え
て
多
用
す
る
場
合
は
、
凡
例
な
い
し
訳
者
後
書
で
そ
の
む
ね
説
明

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

■
構　

成

1　

本
文
中
に
節
を
設
け
る
場
合
は
、
一　

二　

三　

…
と
し
、
さ
ら
に
項
を

立
て
る
場
合
は
、
1　

2　

3　

…
と
す
る
。
そ
れ
以
上
の
細
分
は
避
け

る
こ
と
。
ま
た
、
節
の
見
出
し
を
「
は
じ
め
に
」
や
「
お
わ
り
に
」
等
と

す
る
場
合
に
は
、
数
字
は
不
要
と
す
る
。
な
お
、
節
や
項
を
設
け
た
場
合

は
、
そ
の
見
出
し
の
前
を
一
行
空
け
る
こ
と
。

2　

本
文
以
外
の
補
足
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
注
、
参
考
文
献
の
順
と
す
る
。

参
考
文
献
リ
ス
ト
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
。
な
お
、
注
と
参
考
文
献

リ
ス
ト
も
原
稿
枚
数
に
含
む
。
本
文
、
注
、
参
考
文
献
リ
ス
ト
の
間
も
一

行
空
け
る
こ
と
。

■
注

1　

注
は
、
本
文
の
該
当
箇
所
に
（
1
）
（
2
）
（
3
）
…
と
記
し
、
稿
末
に
注

を
纏
め
番
号
順
に
配
列
す
る
。
注
番
号
は
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
を
使
用
せ
ず

に
、
英
数
半
角
で
普
通
の
入
力
で
お
こ
な
う
。
ま
た
引
用
の
場
合
に
は
引

用
カ
ッ
コ
の
す
ぐ
後
に
、
文
章
注
の
場
合
に
は
句
読
点
の
前
に
入
力
す
る
。

稿
末
に
配
列
す
る
注
に
は
そ
れ
ぞ
れ
（
1
）
、
（
2
）
…
…
と
表
記
す
る
こ

と
。例

：　

例
：　
「　
　

」
（
1
）　
　

『　
　

』
（
2
）
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
す
で
に
多
く
の
分
析
が
あ
る
（
3
）
。

2　

注
の
内
、
引
用
文
献
は
次
の
要
領
で
表
記
す
る
。
参
考
文
献
に
つ
い
て
も

同
様
に
表
記
。
（
参
考
文
献
の
配
列
の
基
本
は
、
和
文
の
場
合
は
五
十
音

順
に
、
欧
文
の
場
合
は
ロ
ー
マ
字
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
と
す
る
）
。

3　

表
記
す
る
情
報
は
、
著
者
名
、
（
あ
る
場
合
は
編
者
名
）
、
書
名
／
論
文
名
、

（
論
文
の
場
合
は
所
収
書
名
も
）
、
雑
誌
名
（
号
数
も
）
、
発
行
所
或
い
は

発
行
者
名
、
刊
行
年
。

4　

和
書
の
場
合
、
雑
誌
を
含
め
た
書
物
名
は
『　
　

』
で
括
り
、
論
文
名
は

「　
　

」
で
括
る
。

5　

欧
文
文
献
の
場
合
、
雑
誌
を
含
め
た
書
物
名
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
入
力
、

ま
た
は
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
付
し
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
原
稿
に
も
、

そ
の
箇
所
を
手
書
き
赤
線
で
「
イ
タ
リ
ッ
ク
」
と
指
示
す
る
。

［
和
書
の
場
合
］

（
例
）

丸
山
眞
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五

二
年
、
一
二
二
─
二
五
頁
。
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丸
山
眞
男
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
『
世
界
』
五
月
号
、
岩
波

書
店
、
一
九
四
六
年
。

丸
山
眞
男
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
、
同
『
増
補
版　

現
代
政

治
の
思
想
と
行
動
』
、
未
來
社
、
一
九
六
四
年
。

某
「
論
文
名
」
某
編
（
或
い
は
監
修
等
）
『
論
文
所
収
書
名
』
、
出
版
社

名
、
刊
行
年
。

［
和
訳
書
の
場
合
］

（
例
）

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
『
デ
ィ
ス
タ
ン
ク
シ
オ
ン
─
─
社
会
的
判
断

力
批
判
Ⅰ
Ⅱ
』
、
石
井
洋
二
郎
訳
、
藤
原
書
店
、
一
九
九
一
年
、
Ⅰ
、

五
六
七
頁
。

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
、
ジ
ャ
ン
＝

ク
ロ
ー
ド
・
パ
ス
ロ
ン
、
ジ
ャ

ン
＝

ク
ロ
ー
ド
・
シ
ャ
ン
ボ
ル
ド
ン
『
社
会
学
者
の
メ
チ
エ
─
─
認
識

論
上
の
前
提
条
件
』
、
田
原
音
和
・
水
島
和
則
訳
、
藤
原
書
店
、
一
九

九
四
年
。

［
外
国
語
文
献
］

そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
圏
な
い
し
専
門
分
野
で
の
慣
習
に
従
っ
て
表
記
し
て
か

ま
わ
な
い
が
、
論
文
内
で
の
統
一
を
は
か
る
こ
と
。
お
お
よ
そ
の
基
準
は

以
下
の
例
を
参
照
。
な
お
、, . : 

な
ど
の
前
に
は
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
ず
に

入
力
し
、, . :　

の
後
に
は
一
文
字
分
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
る
。

和
書
同
様
に
著
者
名
、
（
あ
る
場
合
は
編
者
名
）
、
書
名
／
論
文
名
、
（
論

文
の
場
合
は
所
収
書
名
も
）
、
雑
誌
名
（
号
数
も
）
、
発
行
地
、
出
版
社
、

刊
行
年
、
引
用
ペ
ー
ジ
を
表
記
す
る
。

書
名
・
雑
誌
名
の
部
分
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
入
力
、
あ
る
い
は
ア
ン
ダ
ー

ラ
イ
ン
を
付
す
（
印
刷
時
イ
タ
リ
ッ
ク
体
表
記
）
。

（
例
）

B
obbio, N

orberto, G
ram

sci and the concept of civil society, 
in C

hantal M
ouffe, ed., G

ram
sci and M

arxist Th
eory, London: 

R
outledge 1979, p.30.

W
ittig, M

onique, 

“T
he M

ark of G
ender,

” Fem
inist Issues, 

Vol.5, N
o. 2, Fall 1985, p.4.

H
o

b
so

n
, B

arb
ara 

（1996

）: F
rau

en
b

ew
eg

u
n

g
 fü

r 
Staatsrechte. In: Fem

inistische Studien, 14. Jg., 2, S. 18.

H
aberm

as, Jürg en, G
renzen des N

eohistorism
us, in: ders., 

D
ie nachholende Revolution, Frankfurt am

 M
ain 

（Suhrkam
p

） 
1990, S. 149.

 

（
以
上
）
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社
会
思
想
史
学
会
研
究
奨
励
賞
規
定

一　

目
的
お
よ
び
名
称

１　

社
会
思
想
史
学
会
は
、
『
社
会
思
想
史
研
究
』
に
掲
載
を
認
め
ら
れ

た
公
募
論
文
の
う
ち
、
特
に
優
れ
た
論
文
を
執
筆
し
た
研
究
者
に
対
し
て
、

そ
の
業
績
を
顕
彰
し
、
さ
ら
な
る
研
究
を
奨
励
す
る
た
め
に
、
「
社
会
思

想
史
学
会
研
究
奨
励
賞
」
を
授
与
す
る
。

二　

受
賞
資
格
者

１　

論
文
掲
載
時
点
で
修
士
号
取
得
後
十
五
年
未
満
の
会
員
に
限
る
。

２　

受
賞
は
一
回
限
り
と
す
る
。

三　

選
考
方
法

１　

受
賞
者
は
年
報
編
集
委
員
会
の
審
議
に
基
づ
き
、
幹
事
会
で
決
定
さ

れ
る
。

四　

賞
の
授
与
お
よ
び
公
表

１　

受
賞
者
に
は
賞
状
と
副
賞
（
三
万
円
）
を
授
与
す
る
。

２　

社
会
思
想
史
学
会
全
国
大
会
総
会
で
受
賞
者
の
表
彰
を
お
こ
な
う
。

３　

受
賞
論
文
に
つ
い
て
は
『
社
会
思
想
史
研
究
』
に
そ
の
旨
を
明
記
す

る
。

五　

附
則

１　

本
規
定
は
、
『
社
会
思
想
史
研
究
』
第
三
五
号
（
二
〇
一
一
年
刊
行

予
定
）
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

２　

本
規
定
の
改
正
は
、
幹
事
会
の
議
を
経
て
、
総
会
の
承
認
を
得
る
も

の
と
す
る
。





　
　

社
会
思
想
史
学
会
の
創
立
に
あ
た
っ
て

　

こ
の
た
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
領
域
に
お
い
て
、
思
想
史
の
社
会
的
性
格
に
関
心
を
も
っ
て
い

る
も
の
が
あ
つ
ま
り
、
社
会
思
想
史
学
会
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
思
想
史
が
学
界
で
市
民
権
を
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
国
内
は
も
と
よ
り
国
際
的
に
も

比
較
的
あ
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
社
会
思
想
史
研
究
者
た
ち
は
、
既
成
の
各
学
問

分
野
で
訓
練
を
う
け
、
そ
こ
に
所
属
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
か
ら
社
会
思
想
史
を
研
究
し

て
き
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
社
会
思
想
史
と
い
う
多
面
的
な
研
究
対
象
に
接
近
す
る
の
に
、
か
え
っ

て
有
利
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
し
、
今
後
も
こ
の
接
近
方
法
を
持
続
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
反
面
で
は
、
そ
れ
ら
の
多
様
な
接
近
に
意
見
交
流
の
場
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、

さ
ら
に
効
果
を
あ
げ
う
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
容
易
に
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
意
図
し
て
い
る
あ
た
ら
し
い
学
会
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
既
成
諸
学
会
の
存
在
を

前
提
と
し
た
横
断
組
織
と
し
て
の
思
想
史
研
究
者
の
あ
つ
ま
り
で
あ
り
、
思
想
史
の
社
会
的
性
格

へ
の
関
心
を
核
と
し
た
イ
ン
タ
ー
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
思
想
史
的
関
心
を
お

も
ち
の
研
究
者
各
位
の
広
範
な
ご
参
加
を
期
待
し
ま
す
。 

（
一
九
七
六
年
）
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編
集
後
記

　

今
号
の
特
集
は
「
〈
市
民
社
会
〉を
問
い

直
す
」
で
す
。
学
会
創
立
四
〇
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
ゲ
ス
ト
と
し
て
ご
登

壇
い
た
だ
い
た
堂
目
卓
生
・
上
野
千
鶴
子

の
御
両
名
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
募
論
文
に
は
十
六
本
の
応
募
が
あ
り
、

厳
正
な
審
査
を
経
て
六
本
が
掲
載
に
至
り

ま
し
た
。
書
評
は
十
五
本
で
、
こ
の
三
年

間
で
は
最
も
ス
リ
ム
な
号
に
な
り
ま
し
た

が
、
誌
面
構
成
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
ご

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

余
白
に
ま
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
一
つ
―
―

《
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
幼
い
時
分
か
ら

私
の
注
目
の
的
で
し
た
。
そ
こ
の
み
が
私

の
幸
福
に
暮
ら
せ
る
国
だ
と
想
い
続
け
て

き
た
も
の
で
す
か
ら
、
今
で
は
こ
の
想
い

を
片
時
た
り
と
も
振
り
払
え
ぬ
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
…
…
生
ま
れ
つ

つ
あ
る
自
由
の
喜
び
を
味
わ
っ
た
私
の
魂

が
、
ど
う
し
て
今
更
、
唯
一
人
の
掌
中
に

委
ね
ら
れ
た
万
能
の
権
威
を
目
撃
す
る
こ

と
に
耐
え
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。
市
民
た
ち

の
社
会
（la società dei cittadini

）
の
素

晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
ど

う
し
て
私
が
廷
臣
や
奴
隷
の
同
輩
た
る
こ

と
に
甘
ん
じ
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
？
》

　

『
立
法
の
科
学
』
（
一
七
八
〇
―
九
一
、

八
巻
で
未
完
）で
知
ら
れ
た
ガ
エ
タ
ー
ノ
・

フ
ィ
ラ
ン
ジ
ェ
ー
リ
（
一
七
五
二
―
八
八
）

の
一
七
八
二
年
一
二
月
二
日
付
ベ
ン
ジ
ャ

ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
宛
書
簡
の
一
節
で

す
。
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
て
新
法

典
の
編
纂
事
業
に
参
画
す
る
企
て
は
挫
折

し
、
《
哲
学
が
諸
政
府
を
救
援
す
る
》
「
静

か
な
革
命
」
も
ナ
ポ
リ
の
ブ
ル
ボ
ン
宮
廷

で
は
難
渋
し
、
病
に
斃
れ
た
の
で
す
。

　

編
集
委
員
を
退
任
す
る
に
あ
た
り
、
こ

の
見
果
て
ぬ
夢
の
よ
う
な
「
市
民
た
ち
の

社
会
」
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
皆
様
の

お
力
添
え
に
心
よ
り
感
謝
し
、
年
報
へ
の

一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
編
集
主
任　

奥
田 

敬
）
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■
「
家
族
シ
ス
テ
ム
の
起
源
は
、〝
核
家
族
〟
で
あ
る
」

家
族
シ
ス
テ
ム
の
起
源

�

Ⅰ 

ユ
ー
ラ
シ
ア
上

下　

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ト
ッ
ド　

石
崎
晴
己 

監
訳

�

Ａ
５
上
製 

上

下

四
一
六
頁 

五
三
六
頁　

四
二
〇
〇
円 

四
八
〇
〇
円

新
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
全 

Ⅰ
〈
6
刷
〉

Ⅱ
〈
5
刷
〉

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ト
ッ
ド　

石
崎
晴
己
・
東
松
秀
雄 

訳

�

Ａ
５
上
製 

Ⅰ
Ⅱ
三
六
〇
頁 

四
五
六
頁　

三
八
〇
〇
円 

四
七
〇
〇
円

  

最
新
刊

時
代
区
分
は
本
当
に
必
要
か
？
連
続
性
と
不
連
続

性
を
再
考
す
る

ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
＝

ゴ
フ　

菅
沼
潤 

訳

�

四
六
変
上
製 

二
二
四
頁　

二
五
〇
〇
円

別
冊
『
環
』
�

ジ
ェ
イ
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
の
世
界1916-2006

塩
沢
由
典
ほ
か
編�

菊
大
並
製 

三
五
二
頁 

三
六
〇
〇
円

『
ル
・
モ
ン
ド
』か
ら
世
界
を
読
む2001-2016

加
藤
晴
久�

四
六
並
製 

三
九
二
頁　

三
二
〇
〇
円

別
冊『
環
』�

ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
！

建
築
に
木
を
使
い
、日
本
の
山
を
生
か
す

上
田
篤
＝
編�

菊
大
並
製 

四
一
六
頁　

三
八
〇
〇
円

岡
田
英
弘
著
作
集 

（
全
八
巻
）

�

四
六
上
製　

各
巻
五
五
〇
頁
平
均 

�

全
巻
セ
ッ
ト
四
四
一
〇
〇
円


